
石川水総資料第 1号

平成 5 年度

事業報 童日
生
口

平 成 7 年 3 月

石川県水産総合センター



ま 』え カミ き

平成6年4月11日より従来の水産試験場・増殖試験場・内水面水産試験場

及び水産業改良普及所は統合して「石川県水産総合センター」が新たに発足

しました。

平成5年度の「事業報告書」は、平成5年度の各種の試験・研究及び調査

等の実施は、従前の各試験場において実施されたことから、その内容・成果

の報告についても従前の各試験場名での報告に編集、合本して作成しました。

とりまとめた「平成5年度事業報告書」を別添のとおり送付しますので、

業務の参考に供して頂ければ幸いに存じます。

平成 7 年 3 月

石川県水産総合センター

所長境谷武二
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I 石川県水産試験場の概要



I 石川水産試験場の概要

(平成 5年 4月 1日現在〉

1 .設立 明治31年 9月(旧水産講習所〉

2.所在地 〒927-04 石川県鳳至郡能都町字宇出津イ字 9番地

3.組織、人員、業務内容

電話 (0768)62-1324 

FAX (0768) 62-4324 

庶務課 1 .場内の事務の連絡調整に関すること

( 5名) 2.場の人員及び職員の服務に関すること

3.公印の管守に関するこ

4.予算の編成及び執行に関すること

5.出納事務に関すること

6.公有財産及び備品の管理、保全に関すること

7.福利、厚生に関すること

漁場開発科 1 .重要カレイ類の資源生態研究に関すること

(4名) 2 .水産生物生態調査(クロザコエピ属〉に関すること

3.資源培養管理対策調査に関すること

4 .ズワイガニ移殖放流調査に関すること

場長一次長 斗 5 .温排水影響調査に関すること

6.底びき網漁獲統計資料整備に関すること

海洋資源科 1 .漁海況予報事業に関すること

(6名) 2. 200海里水域内漁業資源調査に関すること

白山丸(14名〉

総トン数

禄剛丸 (5名〉

総トン数

3.漁場開発(スノレメイカ、マス〉に関すること

4.水産物の利用加工開発研究に関すること

5.サケ、マス類資源調査研究に関すること

6.水質等分析に関すること

7.沿岸海洋調査に関すること

船舶運航、漁場調査、漁業指導に関すること

189.52トン(竣工年月日 昭和53年 7月27日〉

船舶運航、漁場調査、漁業指導に関すること

43.00トン(竣工年月日 平成 5年 1月29日〉



4.職員氏名

所属課(科〉 職名 氏 名 主 な る 担 当 者

場 長 境谷武二 場の総括

次 長 田島迫生 事務、技術の連絡調整

課 長 新出和義 課の総括、庶務事項

主 事 加 須 屋 明宏 出納経理、用度事務

庶 務 課 " 西田久枝 事務補助及び庁務

" 百成明美 " 
技 師 小下修次 公用車の管理・運転

科 長 柴田 敏 科の総括、漁況海況予報、沿岸海洋漁場調査

水産研究
専門員 浜田幸栄 水産物利用加工試験、水質等分析

海洋資源、科 技 師 大内善光 沖合漁場(スルメイカ〉調査、サケ・マス類資源調査

" 木本昭紀 200海里水域内漁業資源調査、サケ・マス類資源調査、
秋サケ漁業調整対策事業

谷辺礼子 水産物利用加工試験、水質等分析

科 長 貞方 勉 科の総括

技 師 大橋洋一 ズワイガニ移殖放流調査、資源培養管理対策、

漁場 開発 科
ズワイガニ魚礁効果調査

宇野勝利 温排水影響調査、重要カレイ類資源生態研究

沢田浩二 水産生物(クロザコエピ属〉生態調査、
底びき網漁獲統計資料整備

白 山 丸 船 長 白 田浩司 白山丸総括

通信長 木下平八 通信長

技 師 飯田直道 機 関 長 、 機 関 部 総 括

" 佐藤 均 航海土

" 桶問 誠 機関員

" 大根谷文男 " 
" 町中 衛 甲板長

" 島 敏 明 甲 板 次 長

" 橋本洋一 航海土

" 持平洋一 甲板員

" 小川清一 " 
" 小谷内悦志 " 
" 新谷忠信 機関員

" 坂下敏昭 司厨長

禄 岡q 丸 船 長 谷 保 禄両日丸総括

機関長 野村健栄 機関部総括

主 任 田中広之 甲板員

技 師 志寒勇吉 " 

" 向井和彦 " 
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H 調査・研究の要約



1 . 漁況海況予報事業

目的

漁況海況の実態調査及び解析を行うとともに、

漁業資源、の動向予測のもとに合理的操業に資す

る。

E 調査方法

1 .実施期間 1993年 4月"'1994年 3月

2.実施内容

(1) 白山丸(総トン数189.52トシ〉により、 4、

5、6、10、11、 3月の各月上旬に沿岸観

測を、 8、2月の各月上旬に沖合観測を実

施した。

(2) 西海、輪島、蛸島、宝立、宇出津、七尾

の主要 6港を対象として漁況収集を行った。

(3) 調査結果を漁海況情報として毎月 1回発

行した。

国 結果の要約

1.海況(図 1) 

(1) 水温

表面水温の 3、4月は“やや高め"から

“かなり高め"となっていたが、 6月には

能登半島西岸、佐渡島周辺で“やや低め"

の他は平年並みとなった。 7月に入り、沿

岸域で“やや低め"から“かなり低め"と

なり、低めの傾向は10月まで続いた。 11月

以降は回復し、 2月は“やや高め"、 3月

には“平年並"・となった。 50m深水温は 3、

4月は“やや高め"であったが、 6月には

“平年並"、 7月は若狭湾沖で“やや低

め"となった。 8月は沿岸全域で“やや低

-3-

柴田 敏・浜田幸栄・大内善光被

木本昭紀・自国光司

め"から“かなり低め"となった。 10月に

は“平年並み"に回復し、 11月は佐渡島周

辺で“やや高め"、となり、 12月以降は

“やや高め"から“かなり高め"となった。

(2) 水塊配置

暖水域は能登半島北~北西沖に形成され

ており、 6月に徐々に東へ移動し、 9月に

は佐渡西海域に、 3月には佐渡北沖に達し

た。また、佐渡島北の暖水域は 9月までほ

ぼ位置を変えずに持続したが、その後東に

移動し、 12月以降不明瞭となった。能登半

島北西沖の暖水域は 3月に能登半島北沖に

広く分布した。

冷水域は山陰若狭沖に継続して形成され

た。大和堆東部海域の冷水域は 7月以降、

強勢で差し込み、山陰若狭沖海域の冷水と

連なって山陰、若狭湾の沿岸域に達した。

10月に兵庫県沿岸に達し、その後、やや後

退したものの、 3月には再び兵庫県沿岸ま

で南下した。

佐渡島周辺及び入道崎近海では 5、 8月

に一時的な舌状の冷水の差し込みがみられ、

2、3月にも一時的な接岸があったが、全般

には弱勢であった。

2 . 漁 況 ( 図 2、3)

1993年 4月から1994年 3月までの県内主要

6港(西海、輪島、蛸島、宝立、宇出津、七

尾〉の水揚量は43，831トシで前年同期 (45，563

トシ〉の96.2%とやや減少し、過去5カ年平均

(42，270トシ〉並に低下した。

前年度に比べ減少した魚種をみると、マイ



フクラギ〉は不漁で過去 5カ年の最低を示しからワシが18，433トシで前年 (8，694トシ〉

しかし、大中プリは1，842トシと過去 5カた。これまで漸増傾10，261トシ減と大きく減少し、

春漁と冬漁ともに好漁で年の最高となり、向であったものが、本年度から減少に転じた

あった。模様である。特に冬季の南下群の漁獲が減少

マグロも254トシと過去 5カ年の最高また、しかし、夏~秋漁の当歳魚漁獲は豊漁した。

カマスは、わずか8.5トンで過去 5となった。であった。

ヤリカ年で最低と前年からの低調が続いた。前年(2，530マサパの漁獲量は11，888トシで、

タラtまイカは前年並で低水準で推移したが、の4.7倍、過去 5カ年平均(4，144トシのトシ〉

若干、上向き傾向がみられた。まき網、定置網とも2.7倍と大きく上回り、

これまでの低水準を脱した模様で、に良好で、

石川県水産課現在※ ある。

マアジの漁獲量は2，442トンで、前年(1，848

[報告書名一一一石川水試第 189号平成 5年度漁トン〉、過去 5カ年平均(1，383トシ〉を上回り、

況海況予報事業結果報告書、石川県水産試験1989年以降、引き続き増加傾向で推移した。

場(1994)平成 6年 9月]ブリは全般には3，329トシで前年同期 (3，811

トン〉をやや下回り、特に、当歳魚(コゾクラ、

猿山岬北西10海里禄剛崎北西5海里
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2. 水産生物生態調査

(Argis属(ク口ザコエビ属)等深海性エビ類の漁業生物学的調査)

I 自 的

水産資源として重要性が増しているが農林水

産統計上は「その他のェピ類Jとして扱われてい

沢田浩二・貞方 勉・大橋洋一

宇野勝利

ワワタリエピが1，138匹、クロザコエピが698

匹、 トゲ、ザコエピが10，406匹であり、 トゲザ

コエピが多かった(図-1)。

るクロザコエピ属、エピジャコ属、タラパェピ

科、モエピ科等は、知見に乏しいため、生物学

的特性および漁業実態の調査を急務としている。

ホ+ワ川エピ とゴ

本調査は、国の委託事業として1990年から 5

カ年計画で山形、石川、福井、鳥取の各県水試が

主としてクロザコエピ属を対象に実施している。

E 調査方法

1 .石川県加賀海域と富山湾で1992年 1月~

1993年10月に調査船で採集した材料を種査定

・分類後、第 2腹肢内肢の雄性突起の有無に

より性(雄・雌・不明〉を識別し、頭胸甲長

・体重・外仔卵・生殖腺の観察、測定を行っ

た。

2. クロザコエピ属 3種について生態比較を

行った。

E 結果及び考察

1.分布

石川県沖合海域に生息するクロザコエピ属

はホザワワタリエピ、クロザコエピ、 トゲザ、

コエピの 3種であった。分布水深はホザワワ

タリエビ、が水深180"'-'250m、クロザコエピが

水深200""-'300m、 トゲザコエピが水深250""-'

600m以深であり、トゲザコエピの分布水深

が広かった(図ー 1)。採集総個体数はホザ

-6-

歯固・

N-l0.4Q6 

トゲザコエビ

水深 (m)

図ー 1 クロザコエビ属3種の分布水深と調査船による

採集総個体数(1992....1993年、加賀海域・富山湾)

2.頭胸甲長

クロザコエビ属 3種はいずれも雌より雄の

頭胸甲長が小きかった。このうちホザワワタ

リエピは他 2種より雌雄とも小きかった。

3 .産卵

産卵期は、 トゲザコエピが 1"'-'3月と推定

されており、ホザワワタリエピが 9'" 10月、

クロザコエピが 1"'3月と推定された(図-

2)。

ホザワワタリエピ

クロザコエピ

トゲザコエピ

仁コ

1 2 3 ~ 5 6 7 B 9 10 11 12 
月

図ー 2 クロザコエビ属3種の産卵期



クロザコエピ属 3種の産卵水深は180"'-'300

mと推定された。

4 .抱卵数と卵径

抱卵個体の頭胸甲長範囲はクロザコエピと

ホザワワタリトゲザコエピがCL25'""v35mm、

ホザワワタリエエピがCL17"'-'22mmで、あり、

ピが他 2種より小きかった(図-3)。

抱卵数はホザワワタリエピが245"'-'1，431個

クロザコエビが83"'-'2，933個(平均745個〉、

トゲザコエピが 3"'-'424個(平均し575個〉、

トゲザコエピは他 2種

より少なかった(図-3)。

(平均124個〉であり、
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抱卵数の関係(未発眼卵)
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未発限卵の長径と短径はホザワワタリエピ

クロザコエピが1.5、1.2mm、が1.3、1.0mm、

トゲザコトゲザ、コエピが2.2、2.0mmで、あり、

エピが他 2種より大きかった。

石川県沖合海[報告文名一一沢田浩二(1994)

域に生息するクロザコエピ属の生態について、
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3. 資源管理型漁業推進総合対策事業

(ア力ガレイ・ズワイガニ・ヤリイ力の資源管理に関する調査)

I アカガレイ・ズワイガニ

1 .目的

日本海西部海域〈石川県~鳥取県〉において、

アカガレイ・ズワイガニ資源の効率的な利用を

図るため、必要とされる資源特性値を本調査に

よって把握する。

2.調査方法

(1) 水深別分布調査

水深200'"'-'500mにおけるアカガレイ・ズワ

イガニの分布を、かけ廻し漁法を用いて調査

船・白山丸で1994年 1・2月に調べた。

(2) 二重網試験

二重網を用いたかけ廻し漁法により、 1994

年 2月に網目の選択性を調査船・白山丸で調

べた。

3.結果の要約

(1) 水深別分布

アカガレイの体長組成は、水深200""""400m

の範囲で深くなるに伴い大型化する傾向がみ

られた。特に体長190mmを境に、これを上回

る個体は水深300m以深に多くみられた。

ズワイガニの甲幅組成は、水深300""""400m

で、甲幅40mm以下の個体が多く、甲幅60mm以上

は水深250mに多かった。

(2) 網目選択性

網目選択性試験は、袋網を内網 5節・外網

10節の二重構造とし、更に袋網の前面に尺目

-8-

大橋洋一・貞方 勉・宇野勝利

沢田浩二

のゴミ取りを装着した。漁獲物を内網・外網・

ゴミ取りに分け、体長別に集計し選択率(内

網とゴミ取りの漁獲尾数÷全体の漁獲尾数×

100)を求めた。

25・50・75%選択体長(甲幅〉は、アカガ

レイで 143・152・160mm、ズワイガニで11・

14・18mmで、あった。

E ヤリイ力

1 .目的

石川県能都地区は定置網の密集地帯であり、

近年の漁獲対象資源の低下により漁業経営の悪

化が顕著となっている。このため、定置網の適

正配霞等により、地域的な重要種であるヤリイ

カ資源、の合理的な利用を図る。

2.調査方法

(1) 漁獲実態調査

能都地区における定置網漁業敷設実態調査

と定置網漁業者を対象とした聞き取り調査を

行った。

(2) ヤリイカの移動生態に関する文献の収集・

整理

石川県及び周辺海域におけるヤリイカに関

する調査結果等を収集・整理した。

3.結果の要約

アンケート調査の結果から、今後能都地区の

定置網の就業者数は減少すると推察された。こ



れに応じて一部は機械化で補完されるものの、

将来的には廃業になる定置網もでてくることが

予想された。同時に経営改善の必要性が指摘さ

れ、定置網の合併も一方法として挙げられた。

[報告誌名一一平成 5年度資源管理型漁業推進

総合対策事業報告書、石川県、平成 6年 3月]
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4. 地域重要新技術開発促進事業

(アカガレイの生態と資源管理に関する研究)

I 目 的

本事業は1991年度から 3カ年計画で実施して

いる国の補助事業で、石川、福井、兵庫、鳥取、

島根の 5県が共同で行っており、本年が最終年

である。

石川県ではカレイ類の漁獲量のうち最多獲種

であるが、近年減少傾向のみられるアカガレイ

を対象として、漁業実態、年齢・成長・産卵等

の生物特性、資源利用等を調査し、取りまとめ

を行った。

E 調査方法

1.農林水産統計の整理、主要港における水揚

げ状況の把握。

2.調査船による曳網調査，標本船による漁場、

漁獲量の把握。

3.調査船と市場での購入で得られた資料の精

密測定。

盟 結果の概要

1.石川県で漁獲されるカレイ類のうち、アカ

ガレイは最も多く全カレイ類の31.6"'-'53.8%

を占めた(1982"'-'1991年農林水産統計〉。ア

カガレイの漁獲量は、 1977年のし763トシを最

高に1991年は387トシ(最盛期の22.0%)に減

少した。漁業地区別漁獲量は、金沢地区が最

も多く 32.4"-'53.0%を占め、輪島、七塚、金

沢、加賀の 4地区で全漁獲量の69.6"-'87.5%

を占めた。

洋橋大勉方貞利

二

勝

浩
野

田

宇

沢

2 .県漁連金沢港におけるアカガレイの銘柄は

大、中、小、小小、小小小の 5銘柄であった。

銘柄別の漁獲量は、冬季、春季に小小〈体長

126"-'227mm)、小小小(109"-'182mm)、秋季に

大 (232"-'333mm)、中(131"-'300mm)が多かっ

た。この銘柄別漁獲量と雌雄別の体長組成、

県全体の漁獲量から体長別の漁獲尾数を求め

ると、漁獲の主体は体長150"'250mmで、あった。

3.県漁連金沢港における各銘柄の価格(試料

購入時、 1箱約 3kg入り〉は大5，200"'8，000

円、中4，000"-'7，000円、小3，000"'6，500円、

小小2，000"'5，000円、小小小700"-'4，000円で

あった。

4. 1991年、 1992年に採取した鱗を用いて年齢

査定を行った結果、次の成長式が得られた。

雄 Lt=274.5(1-exp(-0.302(t -0.254))) 

雌 Lt=397.6(1-exp(-0.177( t -0.121))) 

Lt : t歳時の体長(mm)

雄と雌は 3歳までほぼ同様の成長を示し、

その後は雌の成長が良かった。

5.鱗と体長組成から求めた各年齢の体長を比

較すると、 4歳まで似た値となった。

6.アカガレイの性成熟個体は、雄で130皿、雌

で、240mm以上でみられた。成熟度指数の月別

変化から産卵盛期は 1"'3月と推定された。

また、産卵水深は、当歳魚の採集水深から

200m前後と推定された。

7 .アカガレイ〈体長235"'402mm、24個体)完

熟卵の卵径は平均0.79mm、抱卵数は92，900'"
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965，800粒であり、体長と抱卵数の間に正の

比例関係がみられた。

8.アカガレイの月別の捕食傾向は年によって

若干異なっており、 1991年はクモヒトデ類、

オキアミ類が大部分を占め、 1992年には前記

の2種に加えてイカ類の割合の高い月がみら

れた。体長別には、 100mm以下の個体でオキ

アミ類、梼脚類の割合が高く、 100mmを越え

た個体でイカ類の捕食がみられた。

9.調査船、標本船調査等の結果から、アカガ

レイの稚魚は水深200m前後に着底し、体長

150阻までは水深250m以浅で、生活し、その後、

成長にともなって深所に分布を広げることが

分かった。

[報告誌名一一1991'"1993年度地域重要新技術

開発促進事業報告書、 1995年 3月、石川県水産

総合センターほか]
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5. 温排水影響調査

目的

志賀原子力発電所地先海域の物理的及び生物

的環境を調査し、発電所の取放水に伴う海域環

境への影響を調査した。

温排水影響調査は、志賀原子力発電所の運転

に先駆けて、 1990年度から石川県及び事業者

(北陸電力〉で開始した。発電所は、 1992年11月

2日から試運転が、 1993年 7月30日から営業運

転が開始されている。

E 調査の方法

志賀原子力発電所温排水調査基本計画に基づ

く調査項目は、水温、流況、水質、底質、潮間

帯生物、海藻草類、底生生物、卵・稚仔、プラ

ンクトンである。このうち、石川県の調査項目

は、①海域環境調査(水温、水質、底質〉②海

生生物調査(イワノリ、メガロベントス、プラ

ンクトン〉で、県の 3機関(水産試験場、増殖

試験場、保健環境センター〉が分担して行って

いる。そのうち水産試験場は水温、メガロベン

宇野勝利・貞方 勉・大橋洋一

沢田浩二

トス、動物プランクトンを担当した。

調査は、羽咋郡志賀町百浦から同郡富来町福

浦地先に至る概ね南北 5km、沖合 3kmの海域で、

1991年度以降春、夏、秋、冬の年 4回行った。

E 結果の概要

1993年度の調査項目、担当機関及び調査実施

日を表-1に示した。

生物調査の結果は、発電所運転前の結果と比

較して大きな変化はみられなかった。水温調査

では、夏を除く各季に放水地点に近い定点でや

や高い値がみられた。

[報告誌名一一志賀原子力発電所温排水影響調

査結果報告書 1993年度第 l報(春季)1993年

12月石川県、

間報告書第 2報(夏季)1994年 3月、

同報告書第 3報(秋季)1994年 6月、

同報告書第 4報(冬季)1994年 9月、

同報告書年報 1994年 9月]

表ー 1 調査項目、担当機関及び調査実施日

調査項目

(調査機関)

1.水温調査(停船式)

(水産試験場)

2.水質調査

(保健環境センタ ) 

3.底質調査

(保健環境センター)

4.イワノリ調査

(増殖試験場)

調 査実施日

地点

泰 季|夏季 1 秋季|冬 期

19点|平成5年5月17日 |平成5年7月27日 |平成5年10月19日 |平成6年3月23日

7点|平成5年5月17日 l平成5年7月27日 |平成5年10月19日 |平成6年3月23日

4点|平成5年5月17日 l平成5年7月27日 |平成5年10月19日 !平成6年3月23日

3点 平成5年11月30日

12月15，16日

平成6年 1月21日

2月16日

5.底生生物{メガロベントス)調査 13測線|平成5年5月M日 |平成5年7月29日 |平成5年10月20日 |平成6年3月23日

(水産試験場)

6.プランクトン調査

(1)植物(靖殖試験場)

(2)動物(水産試験場)

5点|平成5年5月17日 l平成5年7月2713 I平成5年10月19日 |平成6年3月23日

5点、|平成5年5月17日 |平成5年7月27日 !平成5年10月19日 |平成6年3月23日
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E 調査・研究の報告



1. 200カイリ水域内漁業資源総合調査

目 的

我国200カイリ漁業水域の設定に伴い、当水

域内における漁業資源を科学的根拠に基づいて

評価し、漁業許可(可能〉量等の推計に必要な

資料を整備する。

E 調査の方法

1 .調査体制

(1) 調査項目及び期間

① 標本船調査

1993年 4月 1日"-'1994年 3月31日

② 生物測定調査

1993年 4月'"1994年 3月

③ 卵稚仔分布調査

1993年 4月"-'6月

E 結 果

1 .実施の概要

(1) 漁獲成績報告書

漁獲成績報告書の様式番号

1-11 

1-03 

1-07 

1 -07 

1-20 

計

漁業種類

大中型まき網

中期まき綱

小型イカ釣

1般曳沖合底曳網

小型底曳網手ぐり第 1種
(10トン未満)

小型底曳網手ぐり第 l穏
(10トン以上15トン未満)

ベニズ、ワイガニ籍漁業

-13 

木本昭紀・柴田 敏・浜田幸栄

大内善光

(2) 調査船

白山丸(189.52トン・ 1，300PS)

自国光司船長以下13名

禄剛丸(43.00トシ・ 800PS) 

谷 保船長以下 4名

2.内容

輪島港及び水試に配置した市場調査員等に

より市場水揚量の集計と漁業者から提出され

る漁獲成績報告書を基に、資源評価のための

基礎資料を整理するとともに、市場水揚魚に

ついて生物測定を行い、きらに、生物情報を

捕捉するために標本船から操業実態細目調査

表を収集した。

卵稚仔分布調査は調査船によるノルパック

ネットの150m鉛直曳を行い、卵稚仔の採集・

査定・計数を行った。

なお、各調査で対象とした漁業種類・魚種・

採集位置等は、 rm 結果」で示したとおり

である。

制度区分 隻(統)数 送付回数

大臣許可 5統 12 

知事許可 9統 9 

知事許可 216統 11 

大臣許可 33隻 12 

知事許可 158隻 10 

知事許可 21隻 10 

知事許可 6隻 11 

14統.434隻 75 



(2) 標本船調査

漁業種類 制度区分 漁船規模 隻(統)数 標本船期間 備 考

トン 月 カ月

定置網 知事許可 1 4-10 7 

定置網 知事許可 1 4 -09 6 

定置網 知事許可 1 4-7、10-3 10 

言十 3 23 

(3) 生物測定調査結果

魚 種 調査港 調査期間 調主主回数

マイワシ 字出津 4-3月 50 

ウ/レメイワシ 11 4-3 17 

カタクチイワシ 11 4-3 14 

マサパ 11 4-3 25 

マアジ 11 4-3 35 

ブリ 11 4-3 70 

ス/レメイカ 11 4-3 12 

計 223 

(4) 卵稚仔・魚郡量分布調査

船名 対象魚種 調査項目 調査月 調査日数 調査回数 対象海域
(サンプル数)

白山丸
マアジ 海洋観測 4~6 月 8日 3回(26点x3) 

(189.52トン)
マサパ 卵稚仔採集

能登半島

近海域

マイワシ 11 分類 4~6 月 7日 3回(17点x3) 

禄剛丸
カタクチイワシ 査定(42.00トン)

11 

ウノレメイワシ

白山丸

" 
海洋観測

1O ~11 月 4日
(189.52トン) 魚群量分布調査

言十 8カ月 19日

x7 
表-1 漉水計の無網試験結果 (1993年)

6 
月 4月 4月 5月 5月 6月 6月

漉水計No. 1260 1260 1260 1086 1260 1086 
x5 ワイヤー(m) 100 100 100 100 100 100 

38・ 9 平均傾角 8.6 3.6 4.2 17.6 3.6 5.2 

回転数 1 1050 1002 955 1080 987 1036 

2 1038 1085 977 1121 1020 989 

3 1060 1045 974 1193 1073 988 

4 1118 1068 966 1169 1032 972 

5 1049 1038 970 1176 978 1020 

平均 1063 1048 968 1148 1018 1001 

37. 

1 35. 

図-1 卵稚仔採集定点
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水 一 樹 能 能 輪 能 能 柘 能 官 官 有 能 官 能 能 能 官 能 能 能 能 能 官 官 能 能 能 輪 能 能 能 能 i

肉
長

(c
m)

平
均

S.
D.
 

74
.8
 

1.
0
 

8 0 1 3 4 ・ 0 5 2・ q J f ι 2・ n J 8 n J ρ β 0・ ι 2 β 0 5 0 A n J 4 F b A O A S - 1 。A 0・ 4

2 1 1 1 4 4 5 1 1 2 2 3 1 1 2 3 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 3 2 4 1 3 2  

8 4 5 6 5 6 8 4 7 3 0 0 3 9 0 5 7 1 8 9 4 2 7 7 1 1 2 6 1 β 6 5 6  

G 3 L ι L L 1 Q 山 & 1 1 ふ ふ 2 7 5 7 7 4 3 9 9 9 0 7 8 9 5 0 5 8 6 0

弓 t q u 弓 i n J 巧 i 句 t p o q d ' i 句 i 咽 i 噌 i ' i 噌 i 唱 i d a Z 噌 i ' i ' i 唱 i 咽 i ' i 唱 i n L 噌 i 旬 i 唱 i A a z n d q 4 句 i n L q u

体
重

(k
g
，g

)
 

平
均

S.
D.
 

5.
8 

0
.4
 

5.
8 

0.
7 

5.
9 

0.
7 

82
1. 
7
 

70
.5
 

5.
9 

0
.4
 

4.
8 

0.
5 

4.
8 

0.
6 

5
.4
 

0
.4
 

52
4.
6 

11
8.
0 

No.
採

集
漁

業
年
月
日

種
類

36
 

93
09

引
定
置
網

37
 

93
10

回
定
置
網

38
 

93
10
05
 

定
置
網

39
 

93
10
07
 

定
置
網

40
 

93
10
08
 

定
置
網

41
 

93
10
15
 

定
置

網

42
 

93
10
18
 

定
置

網

43
 

93
10
18
 

定
置

網

44
 

93
10
20
 

定
置

網

45
 

93
10

叫
定

置
網

46
 

93
10
25
 

定
置

網

47
 

93
10
27
 

定
置

網

48
 

93
11
03
 

定
置
網

49
 

93
11
05
 

定
置

網

50
 

93
11
12
 

定
置

網

51
 

93
11
25
 

定
置

網

52
 

93
11
26

定
置

網

53
 

93
11
26
 

定
置

網

54
 

93
11
26
 

定
置

網

55
 

93
11
30
 

定
置

網

56
 

93
11
30
 

定
置

網

57
 

93
11
30
 

定
置
網

58
 

93
12
07
 

定
置

網

59
 

93
12
13
 

定
置
網

60
 

93
12
15
 

定
置

網

61
 

93
12
15
 

定
置

網

62
 

93
12
17
 

定
置

網

63
 

93
12
20
 

定
置

網

64
 

93
12
28
 

定
置

網

65
 

93
12
2沼

定
置

網

66
 

94
01
13
 

定
置

網

67
 

94
01
21
 

定
置

網

68
 

94
01
27
 

定
置

網

69
 

94
02
01
 

定
置

網

70
 

94
02
04
 

定
置

網

測
定

水
揚

港
尾

数

能
都

町
13
7 

能
都

町
44
 

能
都

町
45
 

能
都

町
67
 

能
都

町
79
 

能
都

町
66
 

能
都

町
56
 

能
都

町
46
 

能
都

町
51
 

能
都

町
57
 

能
都

町
55
 

能
都

町
54
 

能
都

町
25
 

能
都

町
42
 

能
都

町
35
 

能
都

町
53
 

能
都

町
51
 

能
都

町
55
 

能
都

町
17
 

能
都

町
56
 

能
都

町
33
 

能
都

町
34
 

能
都

町
36
 

能
都

町
12
8 

能
都

町
49
 

能
都

町
52
 

能
都

町
62
 

能
都

町
51
 

能
都

町
48
 

能
都

町
34
 

能
都

町
59
 

能
都

町
45
 

能
都

町
43
 

能
都

町
45
 

能
都

町
30
 

体
重

(
比

g
)

平
均

S.
D.
 

) 一 臥 一 2 5 5 F b 6 3 6 6 S P J ι 6 5 3 2 6 5 β 2 ρ A J q d A 0 3 6 8 2 6 β o A O A O A ρ o A J

m 一 & 一 3 2 1 1 1 2 1 1 1 2 2 2 1 1 4 3 2 1 2 2 1 2 2 2 2 1 2 1 3 2 1 3 4 3 6

長 二
肉 一 均 一 A A 6 1 n J n b n J 2 1 3 ρ β 2 1 F J 1 1 1 5 A Y A p b n J 3 1 3 6 A 3 3 8 n J ρ 6 β

一 平 一 泊 お お お お 組 担 M m M お M m お 訂 回 出 沼 田 川 品 沼 田 担 U U 貯 犯 お 剖 邸 沼 田 山 田 町 叩

9.
8 

1.
4
 

9.
3 

0.
8 

8.
5 

0.
9 

8
.4
 

1.
9
 

9.
2 

1.
2
 

7.
8 

1.
2
 

7
.4
 

0.
9 

7
.4
 

1.
2

 

8.
3 

1.
5
 

9.
1 

1.
4
 

5.
1 

0.
7 



t-.
:> 

h
コ

-
魚
種
名

マ
イ

ワ
シ

No.
採

集
漁

業
年
月
日

種
類

1
 

93
04
07
 

定
置

網

2
 

93
04
22
 

ま
き

網

3
 

93
04
26
 

定
置

網

4
 

93
04
30
 

定
置

網

5
 

93
05
10
 

定
置

網

6
 

93
05
19
 

定
置

網

7
 

93
04
10

刺
網

8
 

93
04
13

刺
網

9
 

93
05
15
 

ま
き

網

10
 

93
06
01
 

ま
き

網

11
 

93
06
03
 

定
置

網

12
 

93
06
08
 

定
置

網

13
 

93
06
17
 

定
置

網

14
 

93
06
21
 

中
ま

き
網

15
 

93
07
02
 

定
置

網

16
 

93
08
03
 

定
置

網

17
 

93
08

明
定

置
網

18
 

93
08
08
 

定
置

網

19
 

93
08
19
 

定
置

網

20
 

93
08
13
 

定
置

網

21
 

93
08
30
 

定
置

網

22
 

93
09
01
 

定
置

網

23
 

93
09
03
 

定
置

網

24
 

93
09
10
 

定
置

網

25
 

93
09
21
 

定
置

網

26
 

93
10
05
 

定
置

網

27
 

93
10
14
 

定
置

網

28
 

93
10
18
 

定
置

網

29
 

93
10
19
 

定
置

網

30
 

93
10
25
 

定
置

網

31
 

93
11
03
 

定
置

網

32
 

93
11
16
 

ま
き

網

33
 

93
11
16
 

定
置

網

34
 

93
12
15
 

定
置

網

35
 

93
12
22
 

定
置

網

定 数 一 田 町 田 n m 九 m m M 訂 泣 即 位 m M品 川 河 川 即 日 訪 日 間 目 問 問 必 印 U η 叩 削 叫 c m

測 尾 一
港 一 町 島 町 町 町 島 浦 灘 海 海 町 町 町 海 町 町 町 沢 島 町 町 島 町 町 町 町 町 町 町 町 町 浦 町 町 町

揚 一 都 都 都 都 都 都 都 都 都 都 都 都 郡 都 都 都 都 都 都 都 都 都 都 都

水 一 能 輪 能 能 能 蛸 南 内 西 西 能 能 能 西 能 能 能 金 輪 能 能 輪 能 能 能 能 能 能 能 能 能 南 能 能 能

) 一 臥 一 ρ ρ f 3 6 6 1 1 3 1 0 A 0 ・ ι 3 1 7 n J 3 β f o b 2 9 8 7 9 0 9 5 0 0 5 7 9 7

m 一 色 一 1 1 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 仏 仏 仏

( - 四
長 二

肉 一 均 一 2 5 Y 1 5 1 3 2 n J R J ι ι 2 3 1 ρ 1 3 G 5 β 2 8 8 2 3 4 6 7 9 4 0 4 8 8

一 平 一 初 日 m u m 回 目 m m m u u H 3 口 5 叩 8 8 8 7 8 9 8 8 9 9 O O O o - - 仏 仏 仏

但 悶 1 1 1 1 1 2 1 2 2

体
重

(k
g
，g
) 

平
均

S.
D.
 

94
.3
 

12
.7
 

11
0.
3 

10
.2
 

30
.0
 

11
.
8

 

10
2
.4
 

11
.
7

 

89
.2
 

32
.8
 

95
.5
 

11
.
2

 

99
.1
 

10
.4
 

10
9.
0 

13
.6
 

10
0.
5 

9.
5 

No.
採

集
漁

業
u

年
月
日

種
類

36
 

93
12
28
 

定
置

網

37
 

94
01
05
 

定
置

網

38
 

94
02
11
 

定
置

網

39
 

94
01
14
 

定
置

網

40
 

94
01
18
 

定
置

網

41
 

94
01
19
 

定
置

網

42
 

94
01
20
 

定
置

網

43
 

94
02
01
 

定
置

網

44
 

94
02
02
 

定
置

網

45
 

94
02
08
 

定
置

網

46
 

94
02
09
 

定
置

網

47
 

94
02
17
 

定
置

網

48
 

94
02
22
 

定
置

網

49
 

94
02
28
 

定
置

網

50
 

94
03
01
 

定
置

網

39
.2
 

9.
1 

0.
1 

0.
1 

72
.3
 

26
.1
 

10
.8
 

2.
3 

-
魚
種
名

ウ
ル

メ
イ

ワ
シ

No
.

採
集

漁
業

年
月
日

種
類

1
 

93
05
19
 

定
置

網

2
 

93
06
01
 

ま
き

網

3
 

93
06
03
 

定
置

網

4
 

93
06
08
 

定
置

網

5
 

93
09
10
 

定
置

網

6
 

93
09
21
 

定
置

網

7
 

93
10
05
 

定
置

網

8
 

93
10
14
 

定
置

網

9
 

93
10
18
 

定
置

網

10
 

93
10
19
 

定
置

網

11
 

93
10
20
 

定
置

網

12
 

93
10
25
 

定
置

網

13
 

93
11
16
 

定
置

網

14
 

93
12
21
 

定
置

網

15
 

94
01
19
 

定
置

網

16
 

94
02
01
 

定
置

網

17
 

94
02
28
 

定
置

網

6.
2 

1.
8

 

5.
8 

1.
9
 

7.
2 

2
.4
 

7.
1 

2.
1 

8.
0 

1.
9
 

12
7.
9 

8.
3 

11
8.
4 

13
.0
 

測
定

水
揚

港
尾

数

能
都

町
50
 

能
都

町
10
0 

能
都

町
10
0 

能
都

町
62
 

能
都

町
5
4
 

能
都

町
66
 

能
都

町
10
0 

能
都

町
18
1 

内
浦

町
10
0 

蛸
島

78
 

能
都

町
15
0 

能
都

町
10
0 

能
都

町
30
3 

能
都

町
31
 

能
都

町
19
2 

測
定

水
揚

港
尾

数

蛸
島

10
0 

西
海

80
 

能
都

町
44
 

能
都

町
79
 

能
都

町
30
 

能
都

町
46
 

能
都

町
35
 

能
都

町
5
 

能
都

町
23
 

能
都

町
6

 

能
都

町
48
 

能
都

町
11
 

能
都

町
34
 

能
都

町
39
 

能
都

町
16
 

能
都

町
28
 

能
都

町
73
 

一 弘 一 Q J 3 β 1 0 3 3 1 ρ 5 0 A 1 3 3 2 ・ 6

m 一 念 一 O I l l 1 1 1 3 0 0 1 0 2 1 1

長 二
同 V L J一 日 u q u q d q u F b ヴ 4 勾 t n b 『 u q d o D 1 A p b n U F bu v 一i す ル - ・

一 げ 「 一 0 0 0 8 9 0 0 8 1 1 9 8 4 2 9τ よ 一 つ u n L n 4 唱 i 噌 i n L n L 唱 i n L ワ ω 唱 i ' i 唱 i 噌 i 1‘

一 、 人 一 ヴ t h U η J n h v ハ u n白 P O A佳 ハ b s 吐 ヮ “ Q d n 6 n U η J n b n U、2 ι T i - -

m 一 & 一 1 1 3 G I G o - - 1 1 0 0 1 1 0 1

長 一 一

肉 一 均 一 1 1 4 ・ 4 ・ ρ ι J F A 4 2 n J n J 2 ι f n A 5

ご μ ' 一 n J 1 1・ ゥ s q u Q U 虫 u Q d n u 1‘ 1 ょ っ “ q d 1 ム ハ U Q d ヮ “ 唱 i一- 4 一 t i ヮ“ 1 4 1
ム ・

i 市 A 1 ょ っ “ 1 i 1 ょ っ “ 1ム 1 A 1 4

体
重

(k
g
，g
) 

平
均

S.
D.
 

10
1. 
7
 

2
1. 
3
 

10
5.
5 

24
.5
 

10
3.
6 

16
.7
 

74
.9
 

3
1.
0

 

12
0.
9 

9
.4
 

89
.1
 

24
.3
 

65
.0
 

11
.2
 

33
.6
 

20
.8
 

87
.2
 

22
.6
 

体
重

(k
g
，g
) 

平
均

S.
D.
 

26
.7
 

19
.7
 

12
9.
7 

20
.5
 

27
.8
 

4.
2 

5.
9 

2.
5 

6.
5 

2.
2 

2
1. 
7
 

3.
6 



-
魚
種
名

マ
ア

ジ
-
魚
種
名

カ
タ

ク
チ

イ
ワ

シ

N
o. 

採
集

漁
業

水
揚

港
測

定
肉

長
(c
m)

体
重

(k
g
，g

)
 

No
，

 
採

集
漁

業
水

揚
港

測
定

肉
長

(c
m)

体
重

(k
g
，g

)
 

年
月
日

種
類

尾
数

平
均

S.
D.
 

平
均

S.
D.
 

年
月
日

種
類

尾
数

平
均

S.
D.
 

平
均

S.
D.
 

1
 

93
04
07
 

定
置

網
能

都
町

47
 

12
.5
 

1.
0
 

1
 

93
04
30
 

定
置

網
能

都
町

10
0 

13
.9
 

0.
7 

28
.0
 

4.
5 

2
 

93
04
13
 

定
置

網
能

都
町

50
 

12
.7
 

0.
9 

2
 

93
05
19
 

定
置

網
蛸

島
60
 

12
.0
 

1.
6
 

19
.0
 

8.
5 

ま
き

網
輪

島
67
.0
 

3
 

93
05
25
 

定
置

網
能

都
町

74
 

12
.3
 

2.
0 

3
 

93
04
22
 

10
0 

17
.0
 

0.
8 

9
.4
 

4
 

93
05
25
 

定
置

網
能

都
町

10
0 

13
.0
 

1.
7
 

25
.7
 

9.
7 

4
 

93
04
26
 

定
置

網
能

都
町

63
 

16
.7
 

2.
3 

5
 

93
06
08
 

定
置

網
能

都
町

10
0 

11
.
3
 

1.
6
 

16
.1
 

8.
4 

5
 

93
04
30
 

定
置

網
能

都
町

21
 

11
.4
 

0.
7 

18
.1
 

3.
5 

6
 

93
09
10
 

定
置

網
能

都
町

35
 

8.
2 

0.
9 

5.
1 

1.
8
 

6
 

93
05
07
 

定
置

網
能

都
町

98
 

19
.2
 

1.
3
 

7
 

93
09
21
 

定
置

網
能

都
町

10
0 

8.
0 

0.
9 

4.
8 

1.
7
 

7
 

93
05
10
 

定
霞

網
能

都
町

52
 

14
.5
 

1.
1
 

8
 

93
10
05
 

定
置

網
能

都
町

10
 

9.
3 

0.
3 

9
 

93
10
14
 

定
置

網
能

都
町

30
 

9.
2 

0.
9 

8
 

93
05
17
 

定
置

網
能

都
町

42
 

19
.1
 

1.
1
 

10
 

93
10
18
 

定
置

網
能

都
町

12
 

9.
8 

0.
8 

9
 

93
05
18
 

定
置

網
能

都
町

79
 

19
.2
 

5
.4
 

11
 

93
10
25
 

定
置

網
能

都
町

16
 

11
.3
 

1.
6
 

10
 

93
05
26
 

定
置

網
能

都
町

97
 

19
.4
 

2.
8 

12
 

93
11
03
 

定
置

網
能

都
町

4
 

9.
9 

1.
3
 

11
 

93
06
08
 

定
置

網
能

都
町

96
 

20
.7
 

2.
0 

13
 

93
11
16
 

定
置

網
能

都
町

19
 

10
.0
 

0.
8 

14
 

94
02
22
 

定
置

網
能

都
町

60
 

11
.4
 

1.
5
 

12
 

93
06
10
 

定
置

網
能

都
町

69
 

13
.0
 

0.
9 

13
 

93
06
24
 

定
置

網
能

都
町

33
 

5.
1 

0.
5 

-
魚
種
名

マ
サ

パ

14
 

93
06
26
 

定
置

網
能

都
町

57
 

24
.9
 

2.
3 

No
. 

採
集

漁
業

水
揚

港
測

定
肉

長
(c
m)

体
重

(k
g
，g

)
 

15
 

93
07
02
 

定
置

網
能

都
町

60
 

13
.8
 

1.
0
 

年
月
日

種
類

尾
数

平
均

S.
D.
 

平
均

S.
D.
 

l
 

93
04
14
 

定
置

網
能

都
町

53
 

24
.8
 

1.
1
 

r、コ
16
 

93
07
20
 

定
置

網
能

都
町

45
 

13
.6
 

0.
9 

2
 

93
05
07
 

定
置

網
能

都
町

49
 

23
.4
 

1.
5
 

巳
心

17
 

93
07
22
 

定
置

網
能

都
町

68
 

13
.6
 

0.
8 

3
 

93
05
12
 

定
置

網
能

都
町

10
0 

25
.5
 

2.
6 

18
4.
8 

85
.0
 

18
 

93
07
30
 

定
置

網
能

都
町

98
 

15
.9
 

2.
6 

4
 

93
06
24
 

定
置

網
能

都
町

22
 

5.
5 

1.
0
 

19
 

93
08
03
 

定
置

網
能

都
町

56
 

10
.1
 

3.
0 

5
 

93
06
30
 

定
置

網
能

都
町

46
 

8.
6 

0.
9 

20
 

93
08
08
 

定
置

網
金

沢
48
 

7.
8 

1.
9
 

7.
2 

9.
3 

6
 

93
07
20
 

定
置

網
能

都
町

52
 

13
.0
 

1.
3
 

7
 

93
07
22
 

定
置

網
能

都
町

35
 

12
.7
 

1.
3
 

21
 

93
08
31
 

定
置

網
能

都
町

54
 

2
1.
0
 

2.
2 

8
 

93
07
23
 

定
置

網
能

都
町

40
 

29
.8
 

1.
5
 

22
 

93
08
31
 

定
置

網
能

都
町

54
 

8.
2 

2.
3 

9
 

93
07
27
 

定
置

網
能

都
町

69
 

13
.0
 

1.
4
 

23
 

93
10
13
 

定
置

網
能

都
町

41
 

15
.4
 

1.
2
 

10
 

93
07
30
 

定
霞

網
能
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2. マイワシ資源等緊急調査

目的

マイワシは、まき網・定置網の漁獲対象種と

して本県では重要な位置を占め、資源の動向が

県下水産業に与える影響は大きい。本調査は平

成 4年度から 3年計画で始まった国の委託事業

で、近年資源の減少が懸念されているマイワシ

の今後の資源動向を評価するための基礎資料を

収集することを目的とする。

E 方法

1. マイワシ卵・稚仔魚の採集

1993年 4"-'6月に能登半島外浦海域でノノレ

パックネットの150m鉛直曳を行いマイワシ

卵・稚仔魚の採集・査定・計数を行った。

2. 沖合分布生態調査

調査船白山丸で行ったスルメイカ釣試験操

業時に、マイワシ魚群の目視調査と釣り・流

し刺し網によるサンプリングを行った。また

小木漁協所属の中型イカ釣漁船 2隻を標本船

とし、操業期間中にマイワシ魚群の目視記録

の記載を依頼した。

3. 漁獲実態調査

内浦海域の定置網漁業と西海漁協所属の中

型まき網漁業を対象として、漁獲統計の整備・

漁獲物のサンプリング・生物測定・聞き取り

調査を行った。また、定置網漁船 5ケ統を標

本船として操業記録の記載を依頼した。

E 結果と考察

1. マイワシ卵・稚仔魚の採集

本報告200カイリ水域内漁業資源総合調査
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の項参照

大内善光・白田光司・柴田 敏

浜田幸栄・木本昭紀

2. 沖合分布生態調査

マイワシ資源調査統緊急調査報告書(日水

研〉参照

3. 漁獲実態調査

マイワシ・マアジ・マサパ各種の1904年以

障の石川県総水揚量(属地統計〉の経年変化

を図 1に示す。マイワシ総水揚量は西暦1910

年以降急増し、 1935年に79，601トンを記録した。

その後、第二次世界大戦中に急減したものの

1959年まで10，000トシ以上の水揚がみられた。

1960年代から1970年代前半にかけては、マイ

ワシ資源の減少とそれにともなうイワシ流し

刺網漁業の衰退により水揚量が落ち込み、

1969年には1935年の0.04%にまで減少した。

1970年代後半に入ると水揚量は急激に増加し、

1977年には再び10，000トシを越え、 1990年には

過去最高の119，000トシを記録した。その後は

減少に転じ、 1991年は 102，282トン、 1992年は

103，696トン、 1993年は 73，768トンで、1990年の

年の62%となった。

1910年頃より始まった前回のマイワシ水揚

量の増大期は約25年かけてピークに達し、そ

の後1960年頃まで50年にわたった。 1970年代

後半より始まった今回の増大期のピークを

1990年とするならば、始まりからピークまで

の期聞が約15年となり、前回に比べかなり短

い。また、前回の水揚量のピークから今回の

ピークまでの期間は55年となる。

本県でマイワシと並ぶ主要な浮魚類である

マアジは、マイワシ水揚量が最大であった
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の水揚量が最大となり、 14年後の1990年にマ
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図-2 定置網漁業によるマイワシ水揚量

の経年変化

(石川県下の主要6港水揚量)
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マサパ

石川県におけるマイワシ・マアジ・

マサバ水揚量の経年変化

(石川県農林水産統計年報)

図-1

定置網漁業(能登半島内浦海域〉)
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能登半島沿岸域に敷設されている定置網

図-3 能畳半島内浦海域の定置網漁業で

1993年4月から1994年3月に漁獲さ

れたマイワシの月別体長組成

、-、-

の海域では周年操業が可能である。西岸で

は富山湾に面した東岸に集中しており、

は冬季の季節風の影響を受け操業期間は 4

シの月別体長組成を示す。大中羽イワシは月から10月の期間に限られる。定置網漁業

12月から 2月に盛漁期がみられ6月まで漁権数は東岸で131ケ統、西岸で10ケ統であ

獲対象となっている。近年、冬季に漁獲さり、その他に共同漁業権内の小型定置網が

れるマイワシは1987年級以前の高齢魚の占400ケ統余り敷設されているが正確な統数

める比率が高く、体長組成は20叩前後には不明で、ある。

これモードをもっ単峰型の形成であった。水試漁況収集地区である県下主要 6港

に対し1993年12月から 3月の漁期17.5叩に(西海・輪島市・蛸島・宝立町・能都町漁

モードを持つ1993年級が加わり体長組成は協、七尾市公設市場〉の定置網漁業による

2"'3峰型を示した。マイワシ水揚量は1970年代後半より急増し、

大中羽イワシの漁期終了後の 8月から111992年に過去最高の2.2万トシを記録した後、

月の期間は例年と同様に当歳魚(1993年1993年は前年比 6%減の2.1万トシとなった。

この期間のマイ

ワシ水揚量は当歳魚の水揚量とみなすこと

級〉が主体となっており、図3に能登内浦海域の定置網漁業で1993

-25-

年 4月より 1994年 3月に漁獲されたマイワ
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左:能都町地先の12月平均水温
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図-5 定置網の目別水揚量と地先水温の

日変化(能都町漁協、 1993年12月~

1994年6月)

ができる。 1993年のこの期間の水揚量は前

年の10倍にあたる3，231トシで1973年以降最

大の水揚量となった。

次に、能都町漁協に水揚する定置網漁業

の目別マイワシ水揚量と同地先の日別表層

水温観測結果を用いて大中羽イワシの漁期

と地先水温の関係を検討した。図 4に1980

年以降の12月地先水温の平均値とマイワシ

初漁日の水温の経年変化を示す。なお、初

漁日は初めて10トシ以上の水揚がみられた日

とし、日別漁獲量・水温は 7日移動平均を

施した値を用いた。 12月の平均水温経年変

化は概ね13-C台で推移しているが、初漁日

-26-

の水温は1980年の11.3-Cから年々高くなり

1992年は14.6-Cとなった。近年は地先水温

が14-Cを下回る時期に初漁日がみられてい

たが、 1993年は12月の平均水温が前年と同

じであったにもかかわらず初漁日水温が前

年を 2-C下回る12.6-Cとなり、初漁日は遅

れ12月下旬からとなった。その後、 1月に

盛漁期となり 2月に入ると水揚は急減し水

温の低極期となる 3月で終業となった。ま

た、 4• 5月にも冬季に比べて量は少ない

が再び水揚がみられている。(図 5)

(2) 中型まき網(西海漁協〉

石川県の中型まき網漁業は西海漁協所属

の3ケ統と輪島市漁協所属の 4ケ統により

能登半島西岸を漁場として行われている。

このうちマイワシ水揚量のほとんどは西海

漁協の漁船によるものである。

西海漁協では1974年に八そう張網漁業が

中型まき網漁業ヘ転換し、以後4ケ統で操

業を行ってきたが、 1992年に 3ケ統となっ

た。当初は秋サパ漁を主体としていた。マ

イワシの水揚量は1985年以降に増加してい

るが、これは他魚種を変更した結果である。

マイワシの水揚量は1991年で3，303トシで、総

水揚量の67%を占めるが、金額では 5%程

度である。

漁期は 4月から12月であり、最も重要な

対象種であるフクラギ(ブリ当歳魚〉の漁

期は夏以降である。フクラギ漁期前の 5月

から 6月は主にマイワシを対象としており、

この時期にマアジ・マサパ・ウルメイワシ

等も漁獲されている。マイワシの終漁期は

フクラギの来遊状況により左右されるが、

例年 6月である。

1993年 5・6月に中型まき網漁業で漁獲

されたマイワシの年齢別漁獲尾数を表 1に



示す。中型まき網漁業で漁獲されるマイワ

シは例年若齢魚の出現比率が高い。 1992年

の年齢組成は16cmにモードを持つ 1歳魚

(1992年級〉の体長は昨年と同じ16cmに

モードを持つが、漁獲尾数は前年の35%に

減少した。操業海域は概ね能登半島外浦海

域の距岸20マイルから最大40マイルの‘海域

であった。
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表-1 マイワシの年齢別漁獲尾数 (1993.5......6西海漁協中型まき網)

xlO -6尾

1 2 3 4 5 6 7 8 計

0.15 0.15 
0.63 0.63 
0.87 0.87 
0.87 0.87 
0.42 0.42 
0.15 0.15 

0.82 0.82 
0.95 0.48 1.43 
0.77 0.38 0.77 1.15 3.07 

0.93 0.93 1.40 1.87 0.47 5.60 
0.36 1.44 0.72 0.36 0.72 3.59 

0.62 0.62 0.62 1.85 
0.47 0.93 1.40 

0.23 0.23 
0.20 0.20 

0.00 
0.00 
0.00 

3.10 2.90 1.79 3.14 3.89 3.31 3.16 0.00 21.29 
14.6 13.6 8.4 14.7 18.3 15.5 14.9 0.0 100.0 

肉長

15.0~15.5 
15.5~16.0 

16.0~16.5 
16.5~17.0 

17.0~17.5 
17.5~18.0 
18.0~18.5 
18.5~19.0 
19.0~19.5 
19.5~20.0 
20.0~20.5 
20.5~21. 0 
2 1. 0~21. 5 
2 1. 5~22.0 
22.0~22.5 
22.5~23.0 
23.0~23.5 
23.5~24.0 

金量

附表ー 1 能登半島内浦海域の定置網で漁獲されたマイワシの月別体長組成(1993.4......1994.3)
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3. スルメイカ漁業調査

目的

本調査は本県沖合漁業の主力であるイカ釣漁

業の合理的操業確保のため、日本海及び黄海に

おいて漁獲試験を中心とした調査を実施し、操

業船に対して漁況の通報と指導を行う。

E 調査の方法

1. 日本海及び黄海における漁場形成調査

1993年 7月 1日から11月14日まで、調査船白

山丸(総トン数189.52トシ)において第 1'"'-'6次

は日本海、第 7次は黄海の漁場調査を実施した。

使用した漁具はダブ、ルの自動イカ釣り機 7X

2台、船首側にハロゲン灯 5kw X 16個及び船尾

側に白熱灯 5kw x26個〈計42個〉、テグスに針

を約90叩間隔で~20本結び、操業は釣具の水深を

随時調整しながら行った。

2. 標識放流調査

1993年 8月4日から10月23日まで 9回にわた

り、延べ11，500尾にアンカー型のタグを鰭部に

装着して標識放流を行った。

3. 県内主要港における水揚量調査

県内主要港において、生鮮スノレメイカと冷凍

スルメイカの水揚(隻数・水揚量〉調査を行った。

E 結果及び考察(概要)

1. 日本海及び黄海における漁場形成調査

1993年の日本海における 1'"'-'6次の漁場調査

では、 47の操業点で219，140尾を漁獲し、 CP

UE (釣機 1台 1時間当たりの漁獲尾数。以下

同じ。〉は、 39.9尾と昨年の37.1尾を上回り、資

源の回復傾向がみられた(図ーし2・表-1)。
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図-1 白山丸のCPUEの経年変化及び

県内主要港冷凍スルメイ力水揚量

また、黄海における 7次の漁場調査では、 7

の操業点で1，874尾を漁獲し、 CPUEは2.1尾

と昨年の4.7尾及び一昨年の2.3尾を下回り低調

であった。

なお、この調査結果の概要については、各次

操業終了毎に「スルメイカ情報Jとして発行し、

県下の関係漁業協同組合及び関係機関に送付し

た。結果の概要は次のとおりである(図-2)。

(1) 1次調査操業:共同運航 (7月 1日 ~

7月6日〉

漁場一斉調査の結果、スルメイカは50操業

点全てで漁獲され、広く分布がみられた。な

お、 CPUEが20尾以上を示す高密度域は、

大和堆南西~北方~北東海域、沿海州北部~

南部沖合でみられたものの、日本海北部沿

岸~北海道沿岸域では低調であった。

また、 7月の海洋観測では、能登半島北部

海域は 6月に引き続き広い暖水域に覆われて

おり、隠岐諸島北西と佐渡島近海に冷水がみ

られた。

(2) 2次調査操業: (7月12日'"'-'7月21日〉

スルメイカは10操業点全てで漁獲され、外



表-1 1993年に白山丸で行った試験操業結果

調査 月日 操業時間 時間 位置
表面 50m

月齢 天候 釣尾獲数 CPUE 
体長 モ 性比雌交換雄成熱

No. 水温水温 範囲 ド(%) (%) (%) 

07.01 22:00-04:30 6.50 N36-37.3 E135-55.8 20.1 16.14 11.0 C 3 2.094 23.01 12.1-26.0 20 42 4 16 
07.02 19・30-04:30 9.00 N38心0.0E135-44.5 19.6 11.18 12.0 R- 2，373 18.83 15.1-25.0 19 50 。 18 

1次 07.0319:30-04:30 9.00 N39-29.9 E135-45.0 18.4 8.62 13.0 BCO 683 5.42 16.1-28.0 19・22 38 。 2 

07.04 19:30-04:00 8.50 N40-20.3 E135-45.0 20.0 4.79 14.0 BC3 430 3.61 16.1-27.0 22 40 。 2 
07.05 19:30・24:00 4.50 N38-49.5 E136-12.7 20.3 15.35 015.0 BC8 747 11.86 15.1-27.0 20 40 16 4 

07.12 20:30-04:00 6.50 N38-02.6 E137-22.4 21.5 16.24 22.0 0 9 1，405 15.44 17.1-25.0 21 56 8 8 
07.13 19:30-04・30 9.00 N39-44.6 E134-53.7 20.6 4.98 23.0 010 771 6.12 18.1白 29.023 46 4 8 
07.14 19:30-04・30 9.00 N39-44.1 E135-00.9 19.1 4.57 T24.0 010 594 6.60 18.1-28.0 23 
07.15 19:30-04:30 9.00 N39-59.7 E136-39.9 19.1 10.71 25.0 010 1.512 12.00 17.1-27.0 22 42 2 。

2次 07.16 19:30-04:30 9.00 N40-25.0 E137-23.2 18.4 3.86 26.0 BC4 4，003 31.77 16.1-27.0 22 
07.17 19:30-04:30 9.00 N40-25.9 E137-26.3 18.2 3.55 27.0 0 8 866 6.87 18.1-27.0 23 
07.18 19:30-04:30 9.00 N41-32 . .s E137-25.8 17.8 5.69 28.0 010 2，852 22.63 18.1-26.0 23 52 6 4 
07.19 19・30心4:30 9.00 N41-36.5 E137-16.3 17.7 4.57 .29.0 010 2，813 22.33 17.1-27.0 22・23
07.20 19・30-04:30 9.00 N41-55.9 E137 -51.3 18.1 4.65 0.6 010 3，851 28.42 19.1-26.0 22・24
07.21 19:30-04:00 8.50 N41-58.3 E138-04.4 17.9 4.26 1.6 BC2 2，603 21.87 17.1-27.0 23 52 4 4 

08.04 19:00-04:00 9.00 N41-36.8 E137 -32.8 16.6 4.09 15.6 BC3 4，171 33.10 17.1-27.0 20 35 18 10 
08.05 19:00-04・00 9.00 N43-15.5 E138-16.1 19.0 5.99 16.6 BC3 4，872 38.67 19.1-26.0 21 38 21 10 

3次 08.0619:00-04:00 9.00 N43-38.4 E138-20.5 19.4 5.60 17.6 BC3 8.194 69.74 17.1-26.0 21 
08.07 19:00-04:00 9.00 N44-07.3 E139-01.0 19.3 10.67 18.6 BC2 3，118 24.75 17.1-30.0 23 46 9 18 
08.08 19:45-04:00 8.25 N41-55.1 E138-11.2 17.9 3.87 19.6 BC2 1，203 10.42 18.1-28.0 24 50 40 12 

08.21 19:00-01:30 6.50 N39-54.3 E135-08.3 19.3 3.55 3.3 R10 10.014 166.90 21.1-31.0 25 48 33 42 
08.22 19:00-01 :15 6.25 N39-49.5 E134-49.3 19.8 6.87 4.3 010 8，018 144.47 20.1-30.0 24 
08.23 19:00-01:30 5.75 N40-36.3 E136-36.0 19.3 6.17 5.3 C 6 8，144 149.43 20.1-31.0 25 44 36 29 

4次 08.2419:00-02:30 6.75 N41-51.3 E137-38.7 19.1 4.24 6.3 B 1 13，742 241.09 18.1-28.0 22 50 24 12 
08.25 19:00-02 :30 7.50 N43-37.6 E138-29.1 18.8 7.68企 7.3 F- 8，380 126.97 17.1-29.0 23 58 21 29 
08.26 19:00-03:15 8.25 N44-00.8 E138-44.5 18.9 7.85 8.3 010 11，534 121.41 19.1-28.0 23 
08.30 20:00-04:00 7.50 N42-37.4 E138-13.9 19.1 7.58 12.3 BC4 1，144 10.90 18.1-29.0 22 40 30 7 

09.09 18・30-05:00 10.50 N39-31.6 E134-20.2 20.3 14.79 T22.3 010 2，283 15.53 21.1-30.0 25 68 62 63 
09.10 18:30-04:00 9.50 N40-00.1 E135-04.0 18.4 3.34 23.3 B 3 7，084 54.08 21.1-30.0 24・25
09.11 18:30-03:30 9.00 N39-51.2 E135-02.7 18.7 4.89 24.3 BC2 8，956 73.41 20.1-30.0 25 66 73 71 
09.12 18:30-05:00 10.50 N40-32.0 E136-52.2 19.8 8.51 25.3 BC3 2.299 15.64 20.1-30.0 23 48 71 46 

5次 09.13 18:30-05:00 10.50 N41-52.2 E137-42.7 16.2 5.13 26.3 BC2 4，729 32.17 20.1-28.0 23 56 46 9 
09.14 18:30-05:00 10.50 N42-26.8 E137-28.4 18.4 5.13 27.3 B 1 4，872 33.14 19.1-30.0 24 
09.15 18:30-05:00 10.50 N43-09.4 E138-05.8 18.2 6.57 28.3 010 2，023 13.76 21.1-31.0 26 66 73 71 
09.16 18:30・03:30 9.00 N43-48.5 E138-30.0 18.1 7.12 .29.3 B 0 9，250 75.82 18.1-29.0 24 58 10 43 
09.17 18:30-02:30 8.00 N42-45.3 E138-05.0 17.8 5.93 1.0 F- 10，374 111.55 19.1-31.0 22 48 13 23 
09.18 18・30-05:0010.50 N42-20.0 E138-01.3 16.5 5.59 2.0 BC5 6，326 43.03 19.1-27.0 22 

10.13 18・00-20:45 2.75 N37-53.8 E137-20.8 20.4 19.19 27.0 C一 139 3.61 12.1-26.0 22 34 35 36 
10.14 17・30-05:3012.00 N40-33.5 E137-21.9 17.4 8.60 28.0 C 5 4，933 29.36 20.1-27.0 23 58 55 48 
10.15 18:00-03:30 9.50 N40-29.8 E137・30.617.6 9.40 .29.0 B 7，422 57.09 20.1-29.0 24 
10.16 17:30-03:15 9.75 N41-58.7 E137-47.8 14.5 4.57 0.6 BC2 7，138 54.08 20.1-29.0 23 48 42 23 

6次 10.17 17:30-02:45 9.25 N42-02.3 E137-45.5 14.3 5.14 1.6 C 5 5，258 41.08 20.1-29.0 24 
10.18 17:30-05:00 11.50 N41-57;-() E137-45.0 14.0 5.36 2.6 BC3 5，502 34.17 20.1-29.0 23 
10.19 18:00-01:45 7.25 N41-00.2 E136-46.5 13.9 5.92 3.6 B- 7，752 87.59 20.1-29.0 23・24 42 33 52 
10.20 18:00-05:30 11.50 N40-06.1 E135-17.8 16.1 4.37 4.6 R- 3，205 19.91 19.1-30.0 23 50 80 56 
10.21 17:30-05:30 11.25 N39-15.3 E134-14.5 18.7 16.07 5.6 B 1 5.751 37.34 20.1-28.0 24 72 53 64 
10.22 17:30-05:30 12.00 N38-58.1 E135-23.5 17.6 11.03 A 6.6 C 4 3，983 23.71 21.1-30.0 24 62 58 95 

11.09 18:00-06:00 12.00 N37-02.1 E123-53.7 15.4 8.51 24.6 0 9 275 1.64 11.1-32.0 21 48 46 31 
11.10 18:00-21 :00 3.00 N37-30.0 E123-49.8 14.3 8.41 25.6 0 9 49 1.17 13.1-31.0 26 
11.10 22:30-06:00 7.50 N37-17.0 E123-51.5 15.1 8.51 25.6 C一 279 2.66 11.1-32.0 25 

7次 11.11 18:∞-06:00 12.00 N37-42.3 E123-22.6 14.5 8.80 26.6 C 6 569 3.39 15.1-32.0 27 54 85 43 
11.12 18:00-06:00 12.00 N36-57.8 E123-21.4 15.2 8.64 27.6 R- 147 0.88 12.1-32.0 20 44 41 25 
11.13 18:00-06:00 12.00 N37-07.5 E123-46.9 14.8 8.60 28.6 010 125 1.52 14.1-30.0 26 
11.14 18:00-06:00 12.00 N36-48.4 E124・18.615.2 9.25. 0.2 BC4 430 2.61 12.1-32.0 26 30 13 23 

注)月齢:.朔 A上弦 天候 :B快晴 BC晴 C曇 O全天曇 R雨 F霧 CPUE:釣り機一台1時間当たりの漁獲尾数
0望 V下弦 数字雲量(1 ~10) 

nu 
qδ 



套長は22"-'24叩のものが中心で、 CPUEが

20尾以上を示す高密度域は、男鹿半島西方~

渡島半島西方沖合でみられた。また、外套長

は大和堆北方では23cmが主体であり、渡島半

島西方では、 22叩が主体であった。

なお、大和堆周辺~渡島半島西方沖合にお

ける成熟雄及び交接雌の割合は、いずれも

10%未満の未熟群が主体であり、今後は水温

の昇温に伴って北上傾向が強まると考えられ

た。

(3) 3次調査操業: (8月4日"-'8月8日〉

白山丸と東奥丸(青森水試〉の調査の結果、

スルメイカは10操業点全てで漁獲され、外套

長は20"-'24cmのものが中心で、 CPUEが20

尾以上を示す高密度域は、渡島半島西方~積

丹半島北西でみられた。また、外套長は渡島

半島西方沖合では、 21叩が主体であり、積丹

半島西方沖合では23叩が主体であった。

なお、渡島半島西方~積丹半島西方沖合に

おける成熟雄の割合は10%以下、交接雌の割

合も20%前後と成熟群の割合が昨年・一昨年

よりも低く、今後も北上群が主体になると考

えられた。

(4) 4次調査操業:共同運航 (8月21日~

8月30日〉

スルメイカは 7操業点全てで漁獲され、外

套長は22"-'25叩のものが中心で、 CPUEが

50尾以上を示す濃密度域は、大和堆北方~積

丹半島北西の200海里ライン沿いの沖合でみ

られた。

また、外套長は大和堆北方~北東沖合では、

25叩が主体であり、渡島半島西方~積丹半島

北西沖合で、は23cmが主体で昨年並みの大きさ

であった。

なお、渡島半島西方~積丹半島北西沖合に

おける成熟雄及び交接雌の割合は、 30%以下

唱
E
Aqo 

と成熟群の割合が一昨年よりも低く、南下開

始時期は昨年並みの 9月中旬~下旬になると

考えられた。また、大和堆北方~北東の海域

は水温の極前線(収数帯〉もみられるため、

今後は南下群が加わって好漁を呈するものと

考えられた。

(5) 5次調査操業: (9月 9日"-'9月18日〉

スルメイカは10操業点全てで漁獲され、外

套長は22"-'26叩のものが中心で、 CPUEが

50尾以上を示す濃密度域は、大和堆北方・渡

島半島北西~積丹半島北西の沖合でみられた。

また、外套長は大和堆周辺域では26"-'27cmが

主体であり、渡島半島西方~積丹半島北西沖

合では、 23"-'25cmが主体で昨年並みの大きさ

であった。

なお、大和堆周辺域における成熟雄の割合

は50"-'70%、また、交接雌の割合は60"-'70%

と成熟群の割合が高くなっており、これらの

成熟群を主体に南下傾向も強まるものと考え

られた。

(6) 6次調査操業: (10月13日"-'10月22日〉

スルメイカは10操業点全てで漁獲され、外

套長は23"-'25叩のものが中心で、 CPUEが

50尾以上を示す濃密度域は、男鹿半島西方~

渡島半島西方沖合でみられ、大和堆西側でも

37尾を示した。また、外套長は男鹿半島西

方~渡島半島西方沖合では23"-'24cmが主体で、

あり、大和堆周辺域で、は24"-'25cmが主体で・昨

年よりも 1叩1程小型で、あった。

なお、白山丸の日本海における CPUEの

経年変化は近年では最高の値を示した昨年の

37.1尾を上回って39.9尾を示し、安定した資

源状態にあると考えられた。また、標識放流

魚は隠岐諸島北方~見島周辺~対馬東側で再

捕されており、今後もこの南下傾向は続くも

のと考えられた。
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カ群が、北海道西~北西沖での再捕がみられな(11月9日'"11月14日〉7次調査操業:(7) 

かったのは、北上群を追いかけて操業していた黄海におけるスルメイカは 7操業点全てで

漁船が、小型船を主体として津軽海峡東側~下CPUEは0.88"'3.99尾漁獲されたものの、

北半島(大畑・白糠)'"八戸沖の漁場に集中しを示して、全体では2.1尾と昨年の4.7尾及び

て北海道西~北西沖での操業を手控えたためとまた、一昨年の2.3尾を下回り低調で、あった。

考えられる。外套長は山東半島北東ではモードが22・28叩

県内主要港における水揚量調査3. と二峰型を示し、規制水域側ではモードが、

1993年における生鮮イカ(金沢・南滞・輪島・(1) 17・22・27cmと三峰型を示した。

蛸島・小木・宇出津港〉の漁獲量は5，545トンと、なお、当該海域の水温及び塩分は平年並み

過去 5年平均の6，913トシの80.17%であったであったが、例年みられるカタクチイワシの

(表-3)。魚探反応、は一度もみられなかった。

水揚量の低調要因として、漁期始めには魚標識放流調査2. 

価の低迷から出漁隻数が手控えられたことや

金沢港を根拠とした長崎県船が兵庫県沖の漁

場形成により入港隻数が減少したことなどが

8月上旬'"1 0月下旬にかけて延べ 9回

に亘り、主にスルメイカ群の南下(11，500尾〉

移動状況を把握するために、大和堆南側~積丹

考えられる。半島北西沖の200海里ライン沿いに標識放流を

( 1隻当たりの漁獲尾数〉CPUE なお、行った(表ー 2)。

918kgと、過去 5年平均の127.86%では、これまでの調査では、大和堆周辺から舌状に

あった(図-4)。張り出した若狭冷水や島根冷水に沿って南下す

(小木港〉の漁獲1993年における冷凍イカ(2) る傾向がみられ、一昨年は島根冷水が強いため

量は27，300トシと、過去 5年平均の 150.9%でに島根半島に向って南下し、昨年は若狭冷水が

あり、昨年より 5，510トンも上回ったのは、昨強いために丹後半島に向って南下し、今年は 9

年の北海道道東沖の漁獲が釧路・函館に水揚月に島根半島と丹後半島の沖合中間沿いに南下

げされたのに対して、今年は道東沖の漁場も傾向がみられ、その後、島根半島と丹後半島の

形成されずに大和堆周辺を中心とした操業と沖合に暖水が拡がり沖合に南下する傾向がみら

なったことなどが考えられる。(表-3)。れた(図-3)。

CPUEは59.9トシと、過去 5年平均

の159.6%であった(図-5)。

なお、8月上旬~下旬にかけて延べ 3回

(3，000尾〉にわたって、標識放流したスルメイ

なお、

スルメイカの標識放流実施状況表-2

交接雌成熟雄
% % 
18 10 
33 42 
36 29 
73 71 
10 43 
13 23 
33 52 

-
F町叫
V
白

x
u
a
m宅
内

h
u
v
n
x
u
a
x
u
a
y
u

・0屯u
a
n
-
a
a
-
A
n
h
H
V
F
h
d
a
a望

a
n
-

比
一γ
一

性

-

モード
(cm) 

21 
25 
25 

26/27 
24 

23/24 
23/24 

外套長組成

年辺i
18-28 
20-29 
20-29 
22-30 
21-27 
21-26 
21-28 

再捕率
% 
1.4 
0.6 
2.2 
1.1 
1.6 
0.5 
1.2 

放流尾数再矯

一一墨色
1000 14 
1000 6 
1000 22 
2000 22 
1000 16 
2000 9 
2000 24 

放流位置
北線 (N) 東経(E)

930804 41.36.9自 137.34.IE
930822 39.53.3N 135.10.4E 
930824 40.34.3N 136.35.5E 
930911 39.51.3N 135.02.7E 
930916 43.50.2N 138.32.0E 
930917 42.45.5N 138. 04. 6E 
931020 40.58.9N 136. 50. 6E 

放流日

64 
95 

53 
58 

72 
62 

24 
24/25 

22-29 
23-29 

0.3 
0.6 

3 
3 

1000 
500 

-34-

134.16.4E 
135. 25..6E 

39.17.4N 
38.54.IN 

931021 
931023 

標識番号

石G0-999 
石H0-999 
石J0-999 
石KIR0-999 
石L/S0-499 
石M!r0-999 
石L1S500-999 
石N0-999 
石O!V0-499 
五日盟主盟

記号

A
B
C
D
E
F
G
 H 



W 要 約

以上を要約すると以下のようになる。

1. 日本海におけるスルメイカ資源は回復傾向

がみられる。

2. 黄海におけるスルメイカ資源は低調で、ある。

3. 日本海におけるスノレメイカの南下移動は、

島根冷水及び若狭冷水の影響を受けているよ

うにみうけられる。

4. 生鮮イカの水揚量は、入港隻数の減少に

伴って減ったものの、冷凍イカの水揚量は大

和堆漁場を中心とした水揚げに伴い増加した。

-35-
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標識スルメイカの再捕状況(10月)
1991 : a ~ 1 (12点)放流位置

0再捕位置
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・再捕位置
1993: A ~I (9点)放流位置

×再捕位置
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標識スルメイカの再捕状況(9月)
1991・ a~ 1 (12点)放流位置

0再捕位置
1992 ・ A~L (12点)放流位置

・再捕位置
1993: A ~I (9点)放流位置

×再捕位置
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標識スルメイカの再捕状況(12月)
1991: a ~ 1 (12点)放流位置

0再捕位置
A~L (12点)放流位置

・再捕位置
A~I (9点)放流例置
×再捕位置
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標識スルメイカの再捕状況(11月)
1991: a ~ 1 (12点)放流位置

0再捕位置
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・再捕位置
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表-3 県内主要港における生鮮・冷凍イ力水揚書

単位 t、漁獲量一 t、CPUE-kg

年 生鮮漁獲量 生鮮CPUE 冷凍漁獲量 冷凍CPUE

1 988 6. 462 440 13.885 24.975 

1 989 7. 058 668 20. 453 29.858 

1 990 6.060 771 17.372 29.746 

199 1 6.295 747 16.931 46.643 

1 992 8.692 962 21. 790 56.304 

1 993 5.543 918 27.300 59.869 

|過去 5年平均 6.913 718 18.086 37.505 

CPUE: 1隻 1航海当たりの漁獲量

/一一一一一-.

JmJ1/ 
:::i/ 

年

図-4 県内主要港における 1隻当たりの生鮮スルメイ力水揚量
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年

図-5 県内主要港における 1隻当たりの冷凍スルメイ力水揚量
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4. ズワイガニ移殖放流調査

目 的

石川県の底びき網漁業の重要資源であるズワ

イガニは、石川農林水産統計年報によると1962

年に史上最高の1，289トシを記録して以降減少を

続けており、 1993年は504トンと最盛期の39%で

ある。このためズワイガニ資源、の増大を図り、

資源管理型漁業の基礎資料を収集することを目

的に、大和堆からのズワイガニの移殖放流とそ

の追跡調査を1984年から行っている。

E 調査方法

1.大和堆操業

調査船・白山丸(総トン数189.52)で1993

年 5月11"" 17日に大和堆への 4航海の操業を

行った。操業方法は延縄式寵操業で、一連を

50龍、龍間隔を30mと50mの2種類とした。

使用した寵は、最大径が 130側、網目が33mm

である。餌は、平均体重250gの冷凍サパを

1寵当たり 6""7尾使用した。

漁獲物については、ズワイガニは鑑別・雌

雄別に計数後、焼ガニ(子嚢菌類の寄生に

よって甲殻の一部が黒色を呈する〉を放流し、

残りを船倉内のキャンパス水槽に収容した。

その際、一部について甜脚の前節高・第 6腹

節幅・甲幅をノギスを用いてO.lmmまで測定

した。また混獲種は種類別の計数を行った。

操業時には、ナンゼン型転倒採水器を用い

て水深別の水温・塩分を調べた。

2.移殖放流

ズワイガニは船倉内のキャンパス水槽に収

容後、 13""27時間かけて石川県沖に設定した

-42-

大橋洋一・貞方 勉・宇野勝利

沢田浩二

保護区域(図-1)へ輸送した。輸送中は、

船倉内を冷却して海水温を3.2""4.2'Cに保ち、

分散器を用いて通気した。 1989年以降の放流

箇所・保護区域は、金沢・橋立・輪島・門前

沖の 4地区としている。放流するカニは 1航

海で漁獲した分を 1保護区に割り当て、放流

時には 1保護区当たり雌雄各1，000尾を目途

に右側第 l歩脚の基部に標識(背骨型ディス

ク〉を装着した。また、ナンゼン型転倒採水

器を用いて放流地点における水深別の水温・

塩分を調べた。
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3.標識放流調査

放流時に標識を装着した個体について、ズ

ワイガニ漁解禁後に漁業者からの再捕報告を



受け、その結果を整理した。報告内容は、標

識番号・再捕年月日・再捕位置・再捕水深・

甲幅である。

4.金沢沖保護区における追跡調査

調査船・禄剛丸(総トン数 32.25)で1993

年 5・6・9月の各 l回、合計 3回の操業を金

沢沖保護区で行った。操業方法は延縄式寵操

業で、一連を20龍、寵間隔を40mとした。使

用した簡は最大径が100cm、網目が33mmで、あ

る。?耳は、平均体重250gの冷凍サバを l寵

当たり 6"-'7尾使用した。

漁獲物については、ズワイガニは寵別・雌

雄別に計数後、甲幅・甜脚の前節高(雄ガ

ニ〉 ・第6腹節幅(雌ガニ〉を測定し、右側

第 1歩脚の基部に標識〈背骨型ディスク〉を

装着して放流した。混獲種は種類別の計数を

行った。また操業時には、ナンゼン型転倒採

水器を用いて水深別の水温・塩分を調べた。

E 結果および考察

1 .大和堆操業

操業位置を表-1・図-2に示した。主と

する漁場は北緯390 20' .東経1350 0'近傍

の水深290"-'330mの海域で、その他では特別

採捕の許可条件(東経134050'以西の海域に

おける l回以上の義務操業〉による操業位置

表-1 大和堆における寵操業

操業次数 投龍月日 投寵開始位置 設置水深 浸水時間 篭間隔

5月12日 N390 21. 5' E 1350 00. l' 303-312 m 27時間00分 50m 
2 5月12日 N390 19.3' E 1340 58.5' 315-312 m 96時間10分 30m 
3 5月13日 N390 22. 7' E 1350 15.8' 310-326m 138時間45分 50m 
4 5月16日 N390 22. 9' E 1350 01. 6' 293-305m 141時間00分 30m 
5 5月19日 N390 06. 6' E 1340 33. 9' 316-350m 69時間45分 50m 
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図ー 2 操業位置(黒丸に添えた数字は操業

次数を示す。)

表-2 ズワイガニの 1寵当たり漁獲尾数
(単位:尾)

操業次数 雄 雌 計

64.4 66. 2 130.6 
2 17.5 116.3 133. 8 
3 26.6 78.6 105. 2 
4 54. 2 49. 5 103. 7 
5 9.5 3. 9 13.4 

134・E 135・ 136・I I 134・E 135・ 136・

図-3 ズワイガニ 1寵当たり漁獲尾数の水平分布
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10 

頻 0
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(%)。
10 

。
10 

。

がある。

操業次数別でのズワイガニの l龍当たり漁

獲尾数を表ー 2・図-3に示した。また、混

獲種を含めた操業結果を付表-pこ示した。

l龍当たり漁獲尾数は雄ガニで 9.5'"'-'64.4、

雌ガニで3.9'"'-'116.3尾と、操業次数別には雌

ガニの方で大きな差がみられた。

!sl次操蝶
N=100 

第2次操蝶

N=100 

一「江

第3次操撲

N=100 

第4次操蝶

N=100 

第5波操業

N=100 

。20 4心 60 80 100 120 14.0 

甲幅 (mm)

160 

表-3 操業地点別の雌雄別平均甲幅

単位:mm 

1次操業 2次操業 3次操業 4次操業

雄ガニ 94.1 85.6 94.8 86.6 

雌ガニ 71.3 67.3 71.1 72.1 

つ篤1次操娘

15 N=100 九

。
!s2次操園陸
N=100 

頻
。

度 15~ !s3次操難

N=100 

(%)。
第4次操嫌

N=100 

。
第5次操業

N=100 

。。20 4.0 60 80 100 120 

甲 幅 (mm)

図-4 ズワイガニの操業次数別・雌雄別甲幅組成

(左図:雄ガニ、右図:雌ガニ)

操業次数別の甲幅組成を図-4に、その平

均甲幅を表ー 3に示した。雄ガニは甲幅40'"'-'
表-4 操業次数別の水深別水温・塩分

136 mmの範囲で、その組成は多峰分布を示し 操業次数 2 3 4 5 

た。雌ガニは甲幅36'"'-' 88mmの範囲で、第 5次 Om 11. 9 12. 1 11. 0 11. 9 13.8 

操業を除いてほぼ単峰分布を示した。操業次 水 50m 9.6 10.0 5. 8 9. 9 12. 7 

数別には、第 4次操業で小型個体の比率が高 温 100m 6. 5 7.4 2.5 6. 9 12. 1 

い傾向を示した。
C 200m 1.9 2. 1 1.0 1.8 5.8 

底層 1. 1 1.0 O. 6 1.0 1.2 
次に、操業時に調べた水深別の水温・塩分

Om 34.31 34.33 34.07 34.27 34.44 
を表-4に示した。水温の垂直分布は第 3次

塩 50m 34. 23 34. 24 34. 05 34. 22 34. 54 

操業で低く、第 5次操業で高い傾向がみられ 100m 34. 11 34. 15 34. 05 34. 12 34. 50 

た。塩分の垂直分布では表層より底層の方が 分 200m 34.05 34.04 34.06 34.05 34. 13 

低く、底層では全地点が34.06であった。
底層 34. 06 34. 06 34. 06 . 34. 06 34. 06 
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2.移殖放流

4航海の移殖により雄6，951尾・雌13，173

尾の合計20，124尾を放流した。そのうち、雄

3，694尾・雌4，295尾の合計7，989尾に標識を

装着した。

1984""-'1993年の移殖放流尾数は、雄88，406

尾・雌 172，885尾の合計 261，291尾となった

(表ー 5)。輸送中の死亡は l尾で、放流時

におけるズワイガニの活力は良好であった。

表一 5 ズワイガニ移殖放流経過
(単位:尾)

放流海域 性別
1 9 8 4年 1985年 1986年 1987年 1988年

放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数

雌 1. 457 197 71 71 7.216 1，250 
福浦J中 雄 2. 724 396 2.910 1，000 5，333 1. 250 

計 4， 181 593 2， 981 1. 071 12，549 2，500 

雌 3， 107 298 5. 109 1，000 7，538 1，250 649 649 1. 450 1. 400 
金沢沖 雄 3.415 399 4.263 1. 000 3.217 1. 250 1. 273 1，250 1，067 1，000 

計 6，522 697 9，372 2，000 10，755 2，500 1，922 1，899 2，517 2，400 

雌 6 1 7.277 1. 000 12，016 1，250 6，009 1. 250 4， 198 2，000 
橋立沖 雄 1. 382 697 7，943 1，000 4，161 1. 250 5， 719 1，250 613 500 

計 1. 388 698 15，220 2.000 16，177 2，500 11，728 2，500 4，811 2.500 

雌 12. 167 1，000 9，582 1，369 3，050 1，250 164 160 
輪島沖 雄 5，264 1，000 2.576 1，131 1，402 1. 250 1，621 1，600 

計 17.431 2，000 12， 158 2，500 4.452 2，500 1，785 1，760 

雌 2.682 1. 280 7.208 1. 800 
門前沖 雄 1，339 1，220 804 700 

計 4.021 2，500 8.012 2.500 

雌 4，570 496 24.624 3.071 36，352 5.119 12.390 4，429 13，020 5.360 
i口h 雪n牛s 雄 7，521 1，492 20，380 4，000 15，287 4，881 9，733 4，970 4，105 3，800 

計 12，091 1. 988 45，004 7，071 51. 639 10，000 22， 123 9，399 17.125 9， 160 

操業連数 3連 (300カゴ) 8連 (599カゴ) 10連 (499カゴ) 10連 (497カゴ) 10連 (412カゴ)

1 989年 1 990年 1 9 9 1年 199 2年 1 993年 Iロh 計
放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数 放流尾数標準尾数

8，744 1，518 

10，967 2，646 

19，711 4. 164 

101 96 6， 151 1，298 3，569 1，000 4.293 998 3，671 998 35，638 8，987 

1. 464 1. 400 673 654 2.597 1. 000 1，399 999 1. 220 998 20.570 9.950 

1，565 1，496 6，824 1，952 6， 148 2，000 5.692 1，997 4，891 1，996 56，208 18，937 

6.452 2.000 12，731 1. 300 5. 963 800 4.618 999 2，159 999 61. 429 11. 599 

625 500 760 678 628 606 1，508 996 2，526 998 25，865 8，475 

7，077 2，500 13，491 1，978 6，591 1，406 6.126 1. 995 4.685 1，997 87，294 20.074 

978 945 2，848 998 2，566 998 3.283 1，000 2，008 999 36，646 8，719 

1，396 1，349 2， 142 998 2，070 994 1. 014 987 2，423 998 19，908 10，308 

2.374 2，294 4，990 1，996 4，636 1，993 4，297 1. 987 4，431 1，997 56，554 19，027 

5，075 1，250 5，487 997 2，326 1，000 2，315 1，000 5，335 1，299 30，428 8，626 

1，289 1，250 2，370 1，000 2，448 1，000 2.064 999 782 700 11，096 6，869 

6，364 2.500 7.857 1，997 4.774 2.000 4，379 1. 999 6，117 1，999 41，524 15，495 

12，606 4，291 27，217 4，593 14，424 3， 798 14，509 3，997 13，173 4，295 172.885 39，449 
4.774 4，499 5，945 3，330 7，725 3，601 5，985 3，981 6，951 3，694 88.406 38，248 

17.380 8， 790 33. 162 7.923 22. 149 7，399 20.494 7，978 20，124 7，989 261，291 77，697 

6連 (295カゴ) 6連 (299カゴ) 6連 (297カゴ) 4連 (196カゴ) 5連 (245カゴ) 関連 (3，639カゴ)
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放流海域の水深別水温・塩分表-6放流海域の水深別水温・塩分を表-6に示

門前沖輪島沖橋立沖金沢沖放流海域
した。放流海域の水深は金沢沖 332m ・橋立

13.8 14. 3 14.9 15.5 m
 

n
U
 

沖357m'輪島沖225m'門前沖290mで、底層

12.7 13.0 14.3 14. 4 5 0 m 
水の水温・塩分は輪島沖で高い値を示した。

12. 1 12. 1 13. 1 3.5 1 0 0 m 温3.標識放流調査

5. 8 8.9 7.3 8. 2 2 0 0 m 
℃ 1993年11月"-'1993年 3月のズワイガニ漁期

1.2 

o m 34. 44 

6. 1 

34. 33 

0.6 

34. 50 

O. 5 

34.41 

層底
中に再捕され報告があったのは 140尾で、再

34. 54 34.47 34.60 34.58 5 0 m 塩捕個体の放流年は1991年"-'1993年にわたった。

34. 50 34. 50 34. 63 34.66 1 0 0 m 放流年別再捕経過を表-7に示した。但し、

34.12 34.25 34.16 34. 22 2 0 0 m 分4月から翌年 3月の年度別に整再捕経過は、
34.06 34. 16 34.07 34.06 層底

理した。放流後から再捕までの期間は 1年以

内が殆どであった。

1991年標識放流群の再捕経過

金沢

橋立

言十
再捕率(%)

0.50 
0.80 
0.65 

0.66 
O. 50 
0.57 

2.11 
L 40 
L 76 

2. 10 
0.50 
L 30 

L42 
0.82 
L11 

合
数
一捕一

5
8
U
一4
4
8
一幻

U
お
一
幻

5
m
一
日
出
回

再一

1993年度
再捕数 再捕率(%)

1 O. 10 
4 0.40 
5 0 . 2 5  

o 0.00 
o 0.00 
0 0 . 0 0  

2 O. 20 
o 0.00 
2O.  10 

o O. 00 
o O. 00 
0 0 . 0 0  

3 0.08 
4 0.11 
7 0.09 

1992年度
再擁数 再捕率(%)

o 0.00 
4 0.40 
40.20  

1 0.17 
2 0.25 
3O.  21 

o O. 00 
5 0.50 
5O.  25 

9 0.90 
3 0.30 
12 0.60 

10 O. 28 
14 0.37 
24 0.32 

表一 7-1

1991年度
再捕数 再捕率(%)

4 0.40 
o 0.00 
4O.  20 

3 O. 50 
2 0.25 
5O.  36 

19 L 91 
9 0.90 
28 L 40 

12 L 20 
2 0.20 
14 0.70 

38 L 06 
13 0.34 
51 0.69 

制
時
一

m満州
…
一
側
側
…
畑
一
怒
…
畑
一

mmA畑一
m
m
m

標

一

1
1
2

・
I

l

-

-

1

2
一3
3
7

性別

雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計

海域

輪島

5 
門前

合計

表-7-31993年標識放流群

の再捕経過

雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計

輪島

門前

合計

1993年度
再捕数蒋捕率(%)

31 6.20 
24 4.81 
55 5.51 

10 2.00 
2 0.40 
12 L 20 

1 0.20 
o 0.00 
1 0.10 

22 4.42 
10 2.00 
32 3.21 

64 3.21 
36 L 80 
100 2.50 

海域性別標識数
(尾)

500 
499 
999 

499 
499 
998 

499 
500 
999 

498 
499 
997 

L 996 
1，997 
3，993 

1992年標識放流群の再捕経過

金沢

橋立

輪島

合計

-46-

計
再捕率(%)

L 30 
L 40 
L 35 

L 61 
L 40 
L 50 

0.81 
L 20 
L 01 

4. 70 
0.60 
2.65 

2.11 
1.15 
L 63 

A‘ ロ
再捕数

13 
14 
27 

16 
14 
30 

8 
12 
20 

47 
6 
53 

84 
46 
130 

1993年度
再捕数再織率(%)

4 0.40 
10 1. 00 
14O .  70 

1 0.10 
10 1. 00 
110.55 

1 0.10 
2 0.20 
3O.  15 

5 0.50 
o 0.00 
50.25 

11 0.28 
22 0.55 
33 0.41 

1992年度
再捕数再捕率(%)

9 0.90 
4 0.40 
13 0.65 

15 L 51 
4 0.40 
19 0.95 

7 0.71 
10 L 00 
17 0.86 

42 4.20 
6 0.60 
48 2.40 

73 L 83 
24 O. 60 
97 1. 22 

表-7ー 2

標識数
海域性別

(尾)

999 
998 

1，997 

996 
999 

1，995 

987 
1，000 
1. 987 

999 
1，000 
1，999 

3，981 
3，997 
7.978 

雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計
一
雄
雌
計

金沢

橋立

門前



38・

37" 

1993年度再捕個体で再捕位置の報告があっ

たものについて、放流位置と再捕位置との関

係を図ー 5に示した。同じ水深帯か浅所への

移動が大半を占め、金沢・橋立地区では北西

方向、門前地区では南方向が主体であった。

38・

37・

136' 137・

1992年放流群

1 -4 

5 -9 

10 -19 

2011 < 

136・E 137・

136・ 137. 

1991年放流群

随ガニ

1 -4 

5 - 9 。 屯

10 -19 。。
20周〈 。くう

136・E 137・

136・

1993年放流群

38・N 38・

37・ 37・

ιJ 
136・E

図一 5 放流位置と再捕位置の関係

(1993年度再捕個体)
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4.金沢沖保護区における追跡調査

金沢沖保護区における調査月別のズワイガ

ニ漁獲尾数・標識個体再捕数を表ー 8に示し

た。 1993年 5・6・9月に金沢沖保護区で漁獲

したズワイガニは、雄ガニ106尾・雌ガニ661

尾の計 767尾であった。このうち標識をつけ

た個体の比率は雄ガニ31.1%・雌ガニ 5.0%

で、月別には 6月が一番高かった。これらは

すべて1993年放流群であった。 1993年放流群

の標識装着率は雄81.8%・雌27.2%で、金沢

沖保護区にしめる移殖放流個体の比率は放流

時の装着率で補正すると雄ガニ38.0%・雌ガ

ニ18.4%と推定される。

表ー 8 金沢沖保護区における調査月別のズワイガニ漁獲尾数と標識個体再捕数

5 月 6 月 9 月 計

雄ガニ 雌ガニ 雄ガニ 雌ガニ 雄ガニ 雌ガニ 雄ガニ 雌ガニ

漁獲尾数 50 300 48 348 8 13 106 661 

標識再捕数 2 3 30 29 1 1 33 33 

有標識率(%)* 4.0 1.0 62.5 8.3 12.5 7.7 31.1 5.0 

*有標識率は、(標識個体再捕数÷漁獲尾数x100)で算出した。

漁獲したズワイガニの甲幅組成を図-6に

示した。主とする甲幅範囲は、雄ガニで80'"

120 mm、雌ガニで、60"-'90mmで‘あった。雌ガニ

甲幅組成は、 5月が平均約80mmの単峰分布で、

10 
1993年5月

5 ~ N~50 

{図。
体 5l

1993年6月
N~48 

数。
1993年9月

5 ~ N~8 

。

6月が平均約80mmと約72mmの 2峰分布であっ

た。表-3の放流個体の平均甲幅から、 6月

にみられた甲幅80mmの山は地先個体群、同72

mの山は移殖放流群であると推察される。

1993年5月
30ト N~300 

{困
。

体 30~ 1993年6月
N~348 

数 3 
1993年9月

30ト N~13 

。
。 20 4-0 60 80 120 14-0 0 20ω60  80 100 120 

甲幅 (mm) 甲幅 (mm)

図-6 金沢沖保護区で漁獲したズワイガニの甲幅組成

(左図:雄ガニ、右図:雌ガニ)

操業時に調べた水深別の水温・塩分を表一
表-9 金沢沖保護区の水深別水温・塩分

5月 6月 9月

9に示した。表層から水深 100mでの水温は Om 15.4 18.6 21.6 

5"'9月にかけて上昇するが、水深 200m 以
水 50m 14.1 16.5 20.0 
i1ffi. 100m 13.2 15.8 17.4 

深では 6月の方が高かった。底層水温は 0.4
。C 200m 6.9 7.9 2.5 

底層 0.5 0.7 0.4 

"'O.7"Cであった。表層から水深200mまでの Om 34.48 34.46 33.46 

塩分は 9月が低く、底層では34.06"'34.07と
塩 50m 34.60 34.57 33.98 

100m 34.65 34.62 34.35 

変化が少なかった。
分 200m 34.19 34.24 34.10 

底層 34.07 34.06 34.06 
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次に金沢沖保護区におけるズワイガニの分

布密度について経年変化を検討した。調査月

別の l寵当たり漁獲尾数を表-10・図-7に、

l寵当たり漁獲尾数の経年変化を図-8 ~こ示

した。調査月の 1寵当たり漁獲尾数は、年ご

と・雌雄別に異なる変化を示すが、雌雄とも

8へ 10月が最低値となる年が多い。

年別の l龍当たり漁獲尾数は、 1985"'1989

年にかけて増加し、その後は 1年ごとに増減

している。漁獲物中にしめる移殖放流個体の

比率は、放流時の標識着装率から雄ガニで

0"'75.8%、雌ガニで 0"'84.8%と推定され

た。 1985'"1990年は雌雄とも 10%以下、 1991・

1992年はともに68.5，......，84.8%、 1993年は雄

38.0・雌18.4%であった。 1985"'1990年と

1993年は地先資源の変動の影響が大きく、

1991・1992年は移殖放流個体の存在が大き

かったと推定される。

表-10 金沢沖保護区におけるズワイガニの 1寵当たり漁獲尾数 (単位:尾)

1985年 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年

5月 3.45 3.82 4.90 5.57 2.50 1.55 4.20 4.32 2.50 

雄ガニ
6月 3.73 2.18 3.67 5.00 4.10 1. 75 17.00 2.80 2.40 

8月* 0.36 2.00 4.05 2.40 0.85 0.35 0.35 0.15 0.40 

平均 2.52 2.67 4.21 4.35 2.48 1.22 7.18 2.39 1.77 

5月 0.36 1.09 1.81 0.95 11.30 0.50 7.20 7.53 15.00 

J!tff.ガニ
6月 0.64 0.82 3.05 3.19 4.10 1.60 52.30 21.85 17.40 

8月* 0.18 0.45 2.71 3.85 0.25 1. 70 0.60 2.40 0.65 

平均 0.39 0.79 2.52 2.64 5.22 1.27 20.03 10.64 11.02 

5月 3.82 4.91 6.71 6.52 13.80 2.05 11.40 11.84 17.50 

言十
6月 4.36 3.00 6.71 8.19 8.20 3.35 69.30 24.65 19.80 

8月* 0.55 2.45 6.76 6.25 1.10 2.05 0.95 2.55 1.05 

平均 2.91 3.45 6.63 7.00 7.70 2.48 27.21 13.03 12.79 

* 1990年は 10月、 1991~ 1993年は 9月に調査を実施。

75 

1 雌力、ニ@

議 60 計 E

当

た 45 
り
漁
獲 30
尾
数
(尾) 15 

30 

1 雄ガニ@

籍24. 計四

当

た 18
り
漁
獲 12

尾
数
(尾)6 

tて~ユ#ー-~---ι ミミ事/ ¥、←一『

←一一一守/

1985 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 

図-8 1寵当たり漁獲尾数の経年変化
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W 要 約

1 .調査船白山丸で1993年 5月11"-' 17日に大和

堆で延縄式龍操業を行い、 20，124尾のズワイ

ガニを石川県沖の 4カ所に移殖放流した。放

流個体のうち7，989尾には標識を装着した。

2. 1993年11月"-'1994年 3月に再捕された報告

があったのは40尾で、再捕個体の放流年は

1991'"'-'1993年にわたった。

3.調査船禄剛丸で1993年 5・6・9月に延縄式

寵操業を金沢沖保護区で、行った。保護区内に

しめる移殖放流個体の比率は放流時の装着率

で補正すると雄ガニ38.0%・雌ガニ18.4%と

推定された。

付表ー 1 大和堆海域寵操業結果

投能年月日 1993年 5月 12日 1993年 5月 12日 1993年 5月 13日 1993年 5月 16日 1993年 5月 19日

揚寵年月日 1993年 5月 13日 1993年 5月 16日 1993年 5月 19日 1993年 5月 22日 1993年 5月 22日

水 Om 11.9 34.31 12.1 34.33 11.0 34.07 11.9 34.27 13.8 34.44 

1昆 50m 9.6 34.23 10.0 34.24 5.8 34.05 9.9 34.22 12.7 34.54 
100m 6.5 34.11 7.4 34.15 2.5 34.05 6.9 34.12 12.1 34.50 

塩 200m 1.9 34.05 2.1 34.04 1.0 34.06 1.8 34.05 5.8 34.13 
分 底 層 1.1 34.06 1.0 34.06 0.6 34.06 1.0 34.06 1.2 34.06 

位 投箆開始
N 390 21.5' N 390 19.3' N 390 22.7' N 390 22.9' N 390 06.6' 
E 1350 00.1' E 1340 58.5' E 1350 15.8' E 1350 01.6' E 1340 33.9' 

投寵終了
N 390 19.9' N 390 17.7' N 390 22.3' N 390 21.3' N 390 04.8' 

置 E 1340 58.6' E 1340 59.2' E 1350 12.8' E 1350 01.3' E 1340 35.3' 
設 置 水 深 303~312m 312~315m 310~326m 293~305m 316~350m 

浸 水 時 間 27時間00分 96時間10分 138時間45分 141時間00分 69時間45分
寵 数 47 50 48 50 50 
ズワイガー♂ 3，029 874 1，276 2，708 474 
ズワイガー♀ 3，113 5，817 3，772 2，474 194 
ヒ キ ガ 一 17 31 48 131 199 
ホッコクアカエピ 2 1 1，005 
トゲザコエピ

その他のエピ類 1 4 14 
ブサカケギンポ 9 20 
タナカゲンゲ 2 3 
セッパリカジカ 3 1 2 
その他の魚類 4 7 
エゾパイ科 spp. 118 121 34 486 434 
ウ 一 ま買 2 171 
ヤドカリ類 2 2 2 3 

スナイトマキ 1 1 

その他のヒトデ類 1 1 1 8 
ナ て'7 コ 類 10 
カイメン類 8 3 
腔 腸 動 物

l一一一
3 l 
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5. サクラマス増殖調査

I 目 的

サクラマスの資源の安定と増大を目的として

実施する「サクラマス資源増殖振興事業」の一

説として、石川県沿岸域における海洋生活期で

の幼魚の分布・生態・成長を明らかにするため

に、標識放流を中心として調査を実施した。

E 調査の方法

l 漁獲量調査

水産試験場の漁況収集地区である主要 6港

(西海、輪島、蛸島、宝立、宇出津、七尾〉

におけるサクラマスの水揚量を調査した。

2 放流魚の沿岸域追跡調査

沿岸域における放流魚の移動経路・滞留期

間等を明らかにするため、能登半島の珠洲市

鵜飼川で標識放流(脂鰭カット・白・緑・黄

リボンタッグ〉を実施した。

なお、この放流幼魚は、石川県内水面水産

試験場において山形池産系から採卵及び飼育

したものである。

この放流幼魚の沿岸域における追跡調査に

ついては、下記の標本船調査により実施した。

(1) 定置網:能登内浦海域で定置網10ケ統

(大型定置網5ケ統、小型定置網5ケ統)

を標本として抽出し、操業日毎に幼魚の漁

獲尾数を調査した。

(2) 船曳網:能登半島の珠洲地区でサヨリ船

曳網(珠洲北部・狼煙・寺家・珠洲中央・

宝立町・内浦漁協〉を標本として抽出し、

操業日毎に幼魚の混獲尾数及び混獲位置を

調査した。

大内善光・柴田 敏・浜田幸栄

木本昭紀

(3) 生物調査:定置網及び船曳網に入網した

幼魚の一部について、ホルマリン国定後、

標識の有無・尾文長・体重・生殖腺・胃内

容物の測定を行った。

3 回帰親魚調査

放流魚の回帰尾数と尾文長・体重について、

能都町漁協市場に水揚げされたものは水産試

験場が、七尾公設市場のものは増殖試験場が

調査し、その他(加賀市・輪島市・蛸島・珠

洲中央・宝立町・内浦・氷見漁協〉の水揚げ

のものは各漁協に協力依頼を行った。

なお、氷見市場の水揚げのものは石川県の

ものに限った。

E 結果及び考察

l 漁獲量調査

水産試験場の漁況収集地区である主要 6港

における1993年のサクラマスの水揚量は、

3.7トシが水揚げされており、前年比8.7%、過去

10カ年平均の3.6%と、 1983年以降で最も低

い水揚量となった(表-1)。

また、主要 6港に占める比率が過去10カ年

平均57.2%の輪島港では、 1992年の20.4%に

引き続き、今年も13.7%と主要 6港に占める

比率が低下した(表-1)。

なお、近年における主要 6港の水揚量の低

下は、暖冬の影響により盛漁期である 3月の

佐渡・若狭冷水が共に弱性であったため、沿

岸域への来遊が低調であったことが示されて

いる(石川|水試、 1992)。

ここでは、 2""4月における輪島沖の水温
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1989年以降輪島沖においては当歳ブリの越冬
と輪島港の水揚量の関係について(50m深〉

期の漁獲量割合が増加する傾向(石川水試、
調査した(図ー l・付表-1)。その結果、両

サクラマスの越冬海域1992)がみられるが、
者の聞には負の相関関係がみられ、輪島沖の

であった能登半島から佐渡島付近の越冬場

(待鳥、 1981)は、冷水の影響する沖合域に

水温が高い年は水揚量が低い傾向がみられた

(図-2)。

なお、 1987年以降の暖冬傾向を受けてアジ・ 移動して、沿岸における刺網漁業の対象から

(図-3)。外れたのではなし、かと考えられるに伴い、ブリの越冬場の北偏化(桧山、 1992)

表-1

輪島沖における刺網漁船の操業海域(2-4月)

(ヒヤリング調査結果:1991 -1992年)

国一3輪島沖の水温観測点(禄剛埼沖北西25浬間)

(沿岸観測定線:St.1 -St.3) 
国一 1

を

4 

U.5 Cc) 

+ 
62 

温

+59 

8.5 

n=l1 

r=-0.89 

Y=615. 405. 69-53. 390. 59X 
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2 放流魚の沿岸域追跡調査

(1) 定置網標本調査

能登内浦海域で定置網10ケ統を標本とし

て抽出し、操業日毎に幼魚の漁獲尾数を調

査したザ(図-4)。

その結果、放流河川の鵜飼川沖の定置網

(B . C . D) と北側の定置網 CA)及び

南側の定置網 CG'H)で、 6月30日現在

で161尾の標識魚が漁獲された(表-2・

付表-2)。

なお、 161尾の内、 95%にあたる 153尾が

珠洲地区の定置網CA. B . C . D)で漁獲

されているので、この漁獲状況を 2"-'5月

まで旬毎に整理した。その結果、放流河川

から沖合へ移動する形で漁獲される傾向

(B→C→A ・D)がみられ、漁獲は 5月中

旬には l尾のみとなっていた(関-5)。

その後、 6月上旬と下旬には沿岸に滞留

していたと考えられる標識魚が各 l尾漁獲

された。

ここで、水産試験場が観測している宇出

津地先の表面水温の変化を、 3月 1日から

5月31日まで 5日移動平均処理してみると、

漁獲が 1尾のみとなった 5月中旬は、 14"-'

15"C台へ昇温していた(図-6)。

このことは、これまでの調査で、本州沿

岸では、 14"-'15 'c台ヘ昇温する頃にはサク

ラマス幼魚の沿岸定置網での漁獲がなく

なっていること(待鳥、 1981)や能都町

(宇出津〉地先の表面水温が、 13"-'15"Cの

範囲がサクラマス幼魚の離岸期と考察して

いること(石川水試、 1981)と一致してお

り、水温の昇温が離岸時期に影響している

標本定置網の位置

表-2 標本定置網における標識魚(幼魚)の漁獲状況

N 

10' 

日目 50m 
一一一 70m
--ー---100m -一一一 200m

37。

50' 

単位:尾

月旬/標本 A B C D E F G H J 計

2月上旬 。
中旬 。
下旬 。

3月上旬 。
中旬 。
下旬 19 11 30 

4月上旬 2 6 23 31 

中旬 25 3 4 1 33 

下旬 37 8 4 5 3 57 

5月上旬 5 2 7 
中旬 1 1 

下旬 。
6月上旬 1 1 

中旬 。
下旬 1 l 

計 64 43 41 5 。 。 4 4 。 。 161 

ヨU
F
h
u
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図-6 宇出津地先水温 (5日移動平均)

(2) 船曳網標本調査

能登半島の珠洲地区でサヨリ船曳網〉を

標本として抽出し、操業日毎に幼魚の混獲

尾数及び混獲位置を調査した。

なお、混獲位置については、ロランC及

びGPSの航法装置によって緯経度の明確

なものを整理した(付表-3-1・3-2)。

まず、 3，....， 5月における標識魚の混獲尾

数を地区別にみると、珠洲北部の60尾が最

も多く、次に宝立町の40尾・寺家の22尾・

珠洲中央の 8尾の順となっており合計の

182尾は、前述の定置網の漁獲合計の161尾

よりも21尾多かった(表ー 3)。

次に、 3月中旬........5月上旬における標識

魚の混獲位置をみると、 3月中旬........4月上

旬にかけては、能登半島突端の狼煙地区を

境として、以南の海域では沿岸寄りに、以

西の海域では経過月毎に西方沖合に拡散す

るような形での混獲がみられ、 4月中旬~

5月上旬にかけては、狼煙地区を中心とし

て縮小するような形での混獲がみられた

(図-7)。

また、月別に標識魚の混獲状況をみると、

3月下旬に混獲のピークがみられ、以後、

5月中旬には混獲尾数が l尾のみとなり、

これは前述の定置網同様、離岸期を示すも

のと考えられる(表ー 3)。なお混獲月の

ピーク以後の減少の度合いは、標識魚の方

が天然魚よりも大きいように考えられる

(図-8)。
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地

月

表一 3 珠洲地区における船曳網の混獲状況

区 珠洲北部 狼 煙 寺家 珠洲中央 宝立町 内浦 言十

告ヨ 天然 標識 天然 襟識 天 然 標 識 天然 標識 天然 標識 天然 標識 天然
3月上旬

中旬

下旬

4月上旬

中旬

下旬

5月上旬

中旬

下旬

言十

137' 
05' 

7 

12 

19 

17 

3 

2 

61 

10' 

伊v

3月中旬

図天然魚

4 

22 8 19 

28 2 5 

3 

2 

2 

60 12 24 
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。ー，
O 狼煙可
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O'J 
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鵜飼JII
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図-7 珠洲地区における船曳網の混獲位置(天然及び標識)
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図-8 珠洲地区における船曳網の混獲

(3) 生物調査

上記の定置網及び船曳網に入網した幼魚

の一部については、ホノレマリン固定後、標

識の有無・尾文長・体重・生殖腺・胃内容

物の測定を行った。

測定した混獲魚の内、珠洲地区における

定置網 (A・B ・C. D) と船曳網の標識

魚の尾叉長 (3・4月〉を比較した(表-

4)。

まず、月別に定置網と船曳網の尾叉長を

みると、 3月には定置網のモードは17cmに、

船曳網のモード、は16cmにみられ、 4月には

定置網のモードは18・20・22cmに、船曳網

のモード、は17cmにみられた(図-8・9)。

上記のことから、船曳網では経月的 (3

→ 4月〉に尾文長が 1cm伸長しているのに

対して、定置網では経月的 (3→ 4月〉に

尾文長には複数の山がみられ、尾文長が2

0"-'25叩の比較的大型の標識魚群が沿岸に

滞留していたものと考えられる(図-10)。

なお、船曳網においても、この比較的大

型の標識魚群が 4月には全体の約 1割

(9.9%)を占めており、これが漁法の違い

(漁具の漁獲選択性〉であるのかについて

は、今後の調査結果を踏まえて検討する必

要があろう。

表-4 珠洲地区における定置網と船曳網の標識魚の尾文長の比較

尾数(尾) 割合(%)

尾叉長(cm)
3 月 4 月 3 月 4 月

;:F晋網 船曳網 定 置網 船曳網 定 置 網 船曳網 定置網 船盟主開
10 。 。 。 。 。。 0.0 0.0 0.0 
11 。 。 。 。 0.0 0.0 0.0 0.0 
12 。 。 。 。 0.0 0.0 。。 0.0 
13 。 。 。 。 0.0 0.0 0.0 0.0 
14 。 1 2 1 0.0 1.1 3.4 1.1 
15 1 8 3 7 3.7 9.2 5.2 7.7 
16 7 33 7 17 25.9 37.9 12.1 18.7 
17 13 29 7 26 48.1 33.3 12.1 28.6 
18 4 10 13 21 14.8 11.5 22.4 23.1 
19 1 4 5 10 3.7 4.6 8.6 11.0 
20 1 。 7 2 3.7 0.0 12.1 2.2 
21 。 2 3 3 0.0 2.3 5.2 3.3 
22 。 。 7 l 0.0 0.0 12.1 1.1 
23 。 。 3 2 0.0 0.0 5.2 2.2 
24 。 。 。 l 0.0 0.0 0.0 1.1 

225 6 
。 。。 0 1 。。 00..0 0 00..0 0 01..7 0 0.0 。 0.0 

27 。 。 。 。 0.0 0.0 0.0 0.0 
2日3 。 。 。 。 0.0 0.0 0.0 0.0 
29 。 。 。 。 。。 0.0 0.0 。。
30 。 。 。 。 0.0 0.0 0.0 0.0 

計 27 87 58 91 99.9 99.9 100.1 1∞.1 

注)標識魚:脂カット(白・緑・黄リボンタッグは除く)
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3 回帰親魚調査

放流魚の回帰尾数と尾文長・体重について、

能都町漁協市場に水揚げされたものは水産試

験場が、七尾公設市場のものは増殖試験場が

調査し、その他の水揚地のものは各漁協に協

力依頼を行った。

なお、能都町市場におけるサクラマス親魚

の尾又長は、 2月では38.51cmにモードがみ

られ、 3月では45cmにモードがみられ、 4月

では49.58cmにモードがみられた(図-11・

表-5)。

また、標本船におけるサクラマス親魚の水

揚状況は、 6月30日現在で、天然親魚は

1，938尾、標識親魚は26尾となり、標識魚の

占める割合は、 1.32%であった(表-6)。

この水揚げ、のうち、標識親魚は氷見市場に

おける 4月中旬の 5尾が最も多かった。

なお、能都町漁協市場と七尾公設市場につ

いて、水揚量と有標識率から標識親魚は各々

4.23尾と推定された(付表-4・5)。

つまり、回帰親魚数は合計47尾であったと

考えられる。

W 要約

以上を要約すると以下のようになる。

1. サクラマスの水揚量は、過去10年以降もっ

とも少なかったが、これは近年の暖冬傾向の

影響を受けているようにみうけられる。

2. 定置網における幼魚の漁獲尾数から、 14"-'

15"C台に昇湿した頃、離岸する傾向がみられ

る。

3. 定置網における幼魚の漁獲位置から、能登

半島突端の以南では、沿岸寄りに以西の海域

では西方沖に移動する傾向がみられる。

4. 定置網と船曳網における幼魚の尾叉長には、

経月的に違いがみられる。

5. 回帰親魚は47尾であったと推定される。
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標本漁協 加賀市

月/区分 天然標識

2月上旬 。。
中旬 。。
下旬 。。

3月上旬 。。
中旬 17 。
下旬 11 。

4月上旬 。。
中旬 2 。
下旬 0: 。

5月上旬 19 : 。
中旬 12 : 。
下旬 13 : 。

6月上旬 1: 。
中旬 。l 。
F自] 。;。

合同十 75 : 。

尾叉長/月
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 

表-6 標本船におけるサクラマス親魚水揚状況

輪島市
天然。標識。。

5 。
7 。
45 。
37 。
81 。
25 。
51 1 
62 : 。
23 : 。
6: 。。:。
0: 。
1: 。
0: 。

343 : 1 

2 月。
1 
l 
2 
1 。。
8 
3 
4 

蛸 島 珠洲中央 宝立町 内 j甫 能都町
天然:標識 天然:標識 天然:標識 天然 l標識 天然:標識

5: 。。;。1: 。0: 。0: 。
20 : 。4: 。2: 1 0: 。24 : l 
15 : 。2: 。0: 1 0: 。19 : 。
26147記

。20 : 。
6401 1 : 

。
2673I l i 

。79 : 2 。58 。 1 。296 。。9: 。 。 。13 : 。
11 1 。:。1: 。2 。30 : 。
20; 1 

。。。
0。;1 

。
O1: l 

。7 。
1 4: 。 。 。18 : 。

2: 。4 。2 1 0: 。4: 。
1: 。7 2 。。0: 。0: 。
1: 。7 1 。。0: 。2: 。
1: 。4 。。。0: 。3: 。
1: 。2 。1 。0: 。0: 。
0: 。1 。。。0: 。。:。

164 : 2 122 3 17 4 39 : 。495 : 3 

表-5 能都町市場における尾文長の経月変化

(尾)

3 月 4 月 2 月
2 。 0.00 。 1 2.27 。 。 2.27 
1 。 4.55 。 1 2.27 
1 1 0.00 
1 1 0.00 
1 1 18.18 
10 。 6.82 
13 。 9.09 

七尾公設
天然:標識

0: 。
0: 。
0: 。
071 1 

。
1 。。

3301 1 2 。
7: 。。。
6 。。。。。
6 。。。
67 3 

3 月
0.51 
0.00 
0.00 
0.26 
0.00 
0.26 
0.26 
0.26 
2.56 
3.33 

(尾)

永見 合計
天然;標識 天然:標識

0: 。14 : 。
3: 。58 : 2 
7: 。50 : 1 

411003: 1 j 

。220 : 2 
1 523 3 。144 。

111 。213 3 

18971 1 5 252 6 
13 3 228 4 
61 : 。115 : 1 
16 : l 48 : 3 
26 : 。49 : 1 
3: 。12 : 。
0: 。11: 。
0: 。1: 。

616 : 10 1938 : 26 

(%) 

4 月
0.00 
1.82 
0.00 
0.00 
1.82 
1.82 
1.82 
1.82 
0.00 
0.00 

ー ・ - - - ---・ー守 一一“・晶静骨 -----ー 晶 一 守 司 " が " - - ー ・ ー 司 守 # 守 品 _-------ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーキ ーー“骨『圃司ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー.骨ーーーー ー ーーー

41 3 27 2 6.82 6.92 3.64 
42 。 17 1 0.00 4.36 1.82 
43 3 28 1 6.82 7.18 1.82 
44 2 29 2 4.55 7.44 3.64 
45 。 34 1 0.00 8.72 1.82 
46 。 29 2 0.00 7.44 3.64 
47 1 30 4 2.27 7.69 7.27 
48 。 24 1 0.00 6.15 1.82 
49 。 18 6 0.00 4.62 10.91 
50 2 18 4 4.55 4.62 7.27 

〒〒 ーーーーーーーー+守ーーーーーーーーーー ーーー--------ャ司ーーーーーーー_-ーー -__〒ーー--------------ーーー ーーーーーーーーーーーーーーー事'ーーーーーーー

51 6 27 。 13.64 6.92 0.00 
52 5 18 2 11.36 4.62 3.64 
53 。 15 1 0.00 3.85 1.82 
54 。 11 2 0.00 2.82 3.64 
55 2 8 1 4.55 2.05 1.82 
56 。 7 。 0.00 1. 79 0.00 
57 。 。 5 0.00 0.00 9.09 
58 。 4 7 0.00 1.03 12.73 
59 。 3 2 0.00 0.77 3.64 
60 。 2 。 0.00 0.51 0.00 

守司"--ーーーーーーーーーーーーーーーーーー --ーー・ーーーー.ーーーーーー 圃』 ι 争---ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー・・ーーー ーーーーーー--ーー-----ーーーーーーーー ー-----_--_ー---一ー-----_ー骨

61 。 。 2 0.00 0.00 3.64 
62 。 l 4 0.00 0.26 7.27 
63 。 。 。 0.00 0.00 0.00 
64 。 2 。 0.00 0.51 0.00 
65 。 1 。 0.00 0.26 0.00 
66 。 1 。 0.00 0.26 0.00 
67 。 1 。 0.00 0.26 0.00 
68 。 。 。 0.00 0.00 0.00 
69 。 1 。 0.00 0.26 0.00 
70 。 5 。 0.00 l.28 0.00 

五十 44 390 55 100.00 100.00 100.00 
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6. 沿岸海洋調査
(内浦・富山湾観測)

I 目 的

沿岸海域の水温等の環境調査を行い、海洋環

境と漁場形成の係わりを調査し、効率的な操業

や漁場形成機構解明の基礎資料とする。

E 調査方法

調査船禄剛丸(総トン数42トシ〉で能登半島東

岸の富山湾内に設置した31定点(図1.表 1) 

において、 1993年 4月から11月は、原則として

毎月上旬に、 12月から1994年 2月は毎月中旬に、

1994年 3月は上・中旬に、それぞれ水温、塩分、

透明度を測定した。観測は禄剛丸が代船建造さ

れたことから CTDを用いた。表面水温は棒状

温度計、表面塩分は採水し、水試に持ち帰り、

サリノメーターによる塩検を行った。

観測層は表面、 10m、20m、30m、50m、75

m、100m、150m、200mであった。

調査船白山丸(総トン数189.52トシ〉では富山

湾全域に設定した52定点(図 2、表 2)を1993

年12月から1994年 2月まで毎月上旬に水温観測

水温(4月下旬) 単位。C

水 i架 水温範囲 平

表面 11.2'"'-'12.3 

30m 10.9'"'-'11.4 

50m 10.8'"'-'11.4 

100m 10.8'"'-'11.3 

柴田 敏・浜田幸栄・大内善光

木本昭紀・谷 保・白田光司

を実施した。表面は棒状温度計、それ以下は

DBTを使用した。

観測層は表面、 10m、20m、30m、50m、75

m、100m、150m、200m、300mであった。

また、能都町小浦沖、及び穴水町前波沖の水

深100mの水面下10mに潮流計を設置した。

以上の観測結果はとりまとめの上、関係漁協

へ情報提供した。

E 結果

観測船及び潮流観測結果は以下のとおりであ

る。

. 1993年 4月中下旬(図 3)

表面水温は昇混期であったが、 4月上旬の寒

気の戻りの影響から、例年の 4月上旬の水温に

とどまり、旬、50m深はほぼ、近年の“平均並"

であった。 100m深はO.6'Cの高めであった。

水温分布は禄剛埼から飯田湾にかけて暖水域、

宇出津沖には冷水域の差し込みがみられた。

均 推定平均|

11.6 12.7 

11.2 11.2 

11.0 10.9 

10.9 10.3 

※推定平均は近年の測定値から下旬の水温を推定した
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内浦海域定点

l N 37' 27. 0 E 137' 24. 3 

2 11 E 11 28. 2 

3 N 37' 23. 5 E 137' 17. 5 

4 11 E 11 20. 6 

5 11 E 11 24. 3 

6 11 E 11 28. 2 

7 N 37' 20. 0 E 137' 17. 5 

8 11 E 11 20. 6 

9 11 E 11 24. 3 

10 11 E 11 28. 2 

11 N 37' 16. 5 E 137・09.5 

12 11 E 11 13. 0 

13 11 E 11 16. 8 

14 11 E 11 20. 6 

15 N 37' 13. 0 E 137・06.5 

16 11 E 11 09. 2 

17 11 E 11 13. 0 

18 11 E 11 16. 8 

19 11 E 11 20. 6 

20 N 37' 09. 5 E 137' 06. 5 

21 11 E 11 09. 2 

22 11 E 11 13. 0 

23 N 37' 06. 0 E 137' 06. 5 

24 11 E 11 09. 2 

25 11 E 11 13. 0 

26 N 37' 02. 5 E 137' 06. 5 

27 11 E 11 09. 2 

28 11 E 11 13. 0 

29 N 36' 59. 0 E 137' 06. 5 

30 11 E 11 09. 2 

31 11 E 11 13. 0 
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内浦海域定点図-1

38'N 

富山湾定点

定点位賓 水深 定点位置 水深

11 N37・15.0E13ア ω.0 88m 27 N37' 07.0 E13ア 33.0 995m 

2 " 10.0 . 08.0 104 28 • 12.5 " 34.0 1.244 

3 " 05.0 . 07.0 141 29 • 18.0 . 35.5 902 

4 " 00.0 . 06.5 296 30 • 24.0 . 36.0 292 

51 N36' 55.0 11 05.5 530 31 • 31.0 • 37.5 690 

6 11 55.0 " 12.0 846 32 • 37.5 " 39.0 1.460 

71 N3ア 00.0 " 12.5 1.020 33 N3ア 11.5E13ア 40.5

R " 05.0 . 13.5 1.083 34 • 17.5 " 41.5 

9 " 10.0 " 14.5 1.047 35 n 23.0 11 43.0 

10 11 15.0 . 15目。 518 36 n 30.0 " 44.0 

111 N36' 53.5 E13ア 18.0 894 37 n 37.0 " 45.5 

121 N37・28.0 n 19.0 949 381 N37' 16.0 E13ア 50.5

13 11 03.5 " 19.5 39 • 22.0 n 51.5 

14 11 08.5 • 20.5 1，095 40 11 29.0 . 52.5 

15 " 13.5 . 21.5 1，177 41 • 36.0 網 54.0 

16 " 18.0 n 22.0 262 421 N37' 45.0 E13ア 33目5 465 

17 11 25.5 . 23.5 80 43 • 44.5 ' 40.0 485 

18 " 32.5 11 25.0 270 44 " 44.0 '開 46.5 

19 " 39.0 " 26.0 61 45 " 42.5 11 55.0 

201 N37' 03.0 E137' 26.0 1，023 8 1 N37' 16.5 EI37' 13.0 110 

21 11 08.0 • 27.0 1.048 b • 20.0 " 17.5 45 

22 11 13.0 11 28.0 1.230 c 11 23.5 " 17.5 40 

23 11 19.0 11 29.0 d " 22.0 n 22.0 80 

24 11 24.5 " 30.0 166 e • 35.0 " 15.0 97 

25 11 31. 5 . 31.0 852 11 40.0 . 15.0 101 

26 11 38.0 11 32.0 730 E " 45.0 11 15.0 73 

[_11 " 45.0 11 25.0 172 

表-2

40' 

20' 

4S・

4'・

40・

38・

3.・

44・

37・

3.・

3s・

34・

33・

43・

320 

3'・

2.・

2.・22・

g・

.. 
f・

HIMI.1 

138'E 
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. 5月上旬(図 4)

表面水温は 4月上旬の低温傾向から回復し、

ほぼ“平均並"となったが、 30、50m深は“か

なり低め"となり、 100m深は“平均並"と

なった。

飯田湾から小木沿岸及び、灘浦沖に暖水域が

みられ、能都町から能登島の沖合に冷水域がみ

られた。灘浦沖の表層は低塩分域となり、陸水

の流入の影響がみられた。

前波沖潮流 (5/1'"'-'31)は南西流が卓越し、過

去 5カ年平均流速は12.4叩 /sで、あった。

. 6月上旬(図 5)

表面から50m深水温は低温傾向から回復し、

“平均並"となってきたが、 100m深は“やや

イ昆め"となった。

水温分布は引き続き飯田湾沖、灘浦沖に暖水

域がみられ、能都町から能登島沖合に冷水域の

差し込みがみられる。灘浦沖の低塩分域は解消

した。

高塩分域は飯田湾から能都町沿岸にみられた。

水温 (5月上旬) 単位℃

前波沖潮流 (6/4'"'-'7/9)は平均流速が

14.6cm/sで、あった。

. 7月上旬(図 6)

水温は各層ともに再び“やや低め"から“か

なり低め"と低温傾向となった。近年の平均に

比べO.7'"'-'1. 4"Cの低めであった。

水温分布は飯田湾、能都町沖で暖水域となり、

灘浦沖は冷水域となった。

高塩分域は飯田湾沖合にみられた。

前波沖潮流 (7/1'"'-'8/8)は平均流速

14.6cm/sで、前月波であった。

. 8月上旬(図 7)

表面から50m深水温は前月に引き続き低温傾

向で、 “かなり低め"から“やや低め"であっ

た。 100m深は“平均並"を示した。

水温分布も飯田湾から小木沖は暖水域、灘浦

から鵜川沖に低温域がみられた。

高塩分域は灘浦から宇出津の沿岸、蛸島から

禄剛埼沖にみられた。

水 深 水温範囲 平 均 前年差 前月差 平均差 百平 価

表面 12.3"'"'13.9 13.1 0.3 1.5 -0.2 平年並み

30m 11.0"'"'11.9 11.4 -0.7 0.2 -0.8 はなはだ低め

50m 10.5"'"'11.6 11.1 -0.6 0.1 -0.7 かなり低め

100m 9.8"'"'11. 7 10.8 -0.5 -0.1 -0.2 平年並み

※平均値は1987年から1992年までの平均

水温 (6月上旬) 単位。c
水 深 水温範囲 平 均 前年差 前月差 平均差 言平 価

表面 17.0"'"'19.3 18.0 -0.9 4..9 -0.2 平年並み

30m 12.5"'"'16.。 14.6 -0.0 3.5 -0.0 平年並み

50m 11.2"'"'14.9 13.1 -0.5 2.2 -0.4 平年並み

100m 10.8"'"'11.6 11.0 -0.8 0.3 -0.8 やや低め

水温 (7月上旬) 単位℃

水 深 水温範囲 平 均 前年差 前月差 平均差 5平 価

表面 19.4"'"'20.4 20.0 -1.1 2.0 -1.6 かなりf丘め
30m 16.9"'"'19.。 17.7 -0.1 3.1 -1.3 かなり低め

50m 14.9"'"'17.6 16.7 0.4 3.6 -0.7 やや低め

100m 11.4"'"'14.2 13.2 -0.6 2.2 -0.8 かなり低め
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水温 (8月上旬) 単位℃

水 深 水温範囲 平 均 前年差 前月差 平均差 評 価

表 面 23.3，，-，24.3 23.8 -0.9 3.6 -1.9 かなり低め

30m 18.7"-'23.9 21.2 -2.3 3.5 -1.2 やや低め

50m 17.7"-'19.8 18.5 -3.2 1.9 -2.0 かなり低め

100m 14.6"-'17.3 16.0 0.1 3.0 -0.1 平年並み

. 9月上旬(図 8) ・10月中旬(図10)

表面水温は引き続き“かなり低め"であった

が、 30、50m深は前月から1.2'" 1. 5"C昇温し、

“平均並"を示した。

灘浦沖は前月までの低温域から高温域となり、

低温域は宇出津から能登島沖にみられた。

高塩域は能登島以北の沿岸域にみられた。

. 10月上旬(図 9)

“表面水温も回復傾向を示したことから近年

の“平均並"となり、 50，100m深は やや高

め"から“かなり高め"となった。

高温域は飯田湾と鵜川沖から灘浦沖に、沖合

からの冷水の差し込みによる低温域は宇出津沖

と飯田湾沖合にみられた。灘浦沖は低温低塩分

域となり、河川水の影響がみられた。高塩域は

小木沖、飯田湾沖にみられた。

水温 (9月上旬) 単位。C

50m以浅は“平均並"を示し、上下混合され

ほぼ均一水温となった。 100m深は“やや高

め"を示した。

水温分布は鵜川以南で高温域、以北で低温域

となった。外洋水系の高温高塩域は鵜川以南と

飯田湾の沖合にみられた。

.11月上旬(図11)

50m以浅は“平均並"を示し、混合層はさら

に75m深に達し、均一水温となった。 100m深

は平均より高めが続いている。

高温域は飯田湾に、低温域は宇出津沖合から

能登島沖合にみられた。

高塩域は赤崎以南の沿岸域にみられ、長手崎

沖合には低塩水の差し込みがみられた。

水 深 水温範囲 平 均 前年差 前月差 平均差 評 価

表 面 23.8"-'24.5 24.2 -3.5 0.4 -2.3 かなり低め

30m 21.8"-'23.1 22.4 0.1 1.2 -0.9 平年並み

50m 19.1 "-'21.1 19.9 0.5 1.4 -1.0 平年並み

100m 15.6"-'16.7 16.0 0.5 0.0 -0.5 平年並み

水温 (10月上旬) 単位。C

水 深 水 温範囲 平 均 前年差 前月差 平均差 言平 価

表 面 21.1 "-'22.5 21.9 -0.2 -2.6 -0.7 平年並み

30m 21.6"-'22.1 21.8 0.0 -0.9 0.1 平年並み

50m 20.6"-'21. 9 21.2 1.0 1.1 1.1 やや両め

100m 16.6"-'18.6 17.6 5.0 1.7 2.6 かなり両め

k
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水温 (10月中旬) 単位。C

水 深 水温範囲 平 均 前回差

表面 20.2""-'20.7 20.5 -1.3 

30m 20.3""-'21.6 20.6 -1.0 

50m 20.4""-'21.3 20.9 -1.1 

100m 17.1""-' 18.3 17.7 0.2 

水温 (11月上旬) 単位。C

水 深 水温範囲 平 均 前年差 前月差 平均差 評 価

表面 19.2""-'19.5 19.4 

30m 19.2""-'19.5 19.4 

50m 19.3""-'19.5 19.4 

100m 18.2"，，-，19.9 19.1 

※前回の観測日は10/18・19で、あった

'11月中旬(図12)

表面から50m深は前年よりやや高めとなり、

100m深は前年並となった。

水温分布は単調で全般には沿岸で高温域、沖

合で低温域となった。高塩域は宇出津以北にみ

られ、赤崎沖で高かった。

. 12月上旬[富山湾] (図13)

50m以浅の水温は平年並み、 100m深は「や

や高め」、 200m深は平年並みで、あった。

水温分布は富山湾奥から湾央に高温域、佐渡

島寄りに低温域がみられた。

水温 (11月中旬) 単位。C

0.0 -2.5 0.0 平年並み

0.3 -2.4 0.2 平年並み

0.3 -1.8 0.2 平年並み

0.3 1.4 1.7 やや両め

. 12月中旬(図-14)

表面水温はほぼ平均並であり、 30m以深は平

均より高めを示した。

水温分布は沿岸に低温域、沖合に高温域と

なったが、宇出津以南で低温域、以北で高温域

となった。飯田湾はやや低めであった。

高塩分域は灘浦沖、宇出津沖、長手崎沖合に

みられた。

. 1994年 1月上旬 [富山湾] (図-15)

富山湾水温の100m以浅は「やや高め」、 200

m深は「平年並み」であった。

水温分布は能登半島内浦海域側で高温域、佐

渡島寄りに低温域がみられ、飯田湾は局所的な

低温域となった。

水 深 水 温 範 囲 平 均 前年差 前回差

表 面 18.3"'18.9 18.6 0.4 -0.8 

30m 18.4'" 18.7 18.6 0.7 -0.9 

50m 18.4"'18.8 18.6 0.7 -0.9 

100m 16.1"'19.1 17.9 -0.1 -1.3 

※前回は11/2・5に実施した
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水温範囲 12月上旬(富山湾) 単位。C

水 深 平均水温 水温範囲 前年差 平年差 言平 価

Om 16.40 15.5 ----17.3 -0.3 -0.1 平年並み

50m 16.65 15.26----17.75 0.0 0.2 平年並み

100m 16.84 13.39----16.17 1.7 0.8 やや両い

200m 5.37 2.66 ----7.44 0.9 -0.5 平年並み

300m 1.68 o . 60 ----1. 85 0.6 0.3 やや向い

水温 (12月中旬) 単位。C

水 深 水 温 範 囲 平 均 前年差 前回差

表 面 15.0----15.9 15.7 15.7 -0.9 

30m 15.6----16.2 15.9 15.9 -0.8 

50m 15.6----16.3 15.9 15.9 -0.8 

100m 15.0----16.9 15.9 15.9 -1.01 
※前回の観測日は12/6・7で、あった

水温 1月上旬(富山湾) 単位。C

水 深 平均水温 水 温 範 囲 前年差 前月差 平年差 評 価 |

Om 14.00 13.5 ----14.4 

50m 14.21 13.68----15.01 

100m 14.21 11. 81 ----14.94 

200m 6.41 4.48----8.24 

300m 1.94 1.47----2.90 
」

※平均値は1982年から1993年までの平均

. 1月中旬(図-16)

ほぼ全層で高め傾向であった。水温分布は小

木以北で低温域となり、宇出津以南の沿岸域が

高温域となった。

. 2月上旬 [富山湾] (国-17)

100m以浅の水温は前月から引き続き「やや

高め」、 200m深は平均並で、あった。

富山湾の水温分布は高温域が湾奥から湾央に、

低温域が佐渡島より、禄剛埼北沖にみられた。

水温(1月中旬) 単位℃

0.2 -2.4 0.6 やや向い|

0.4 -2.4 0.7 やや高い

0.4 -2.6 0.8 やや両い

0.3 1.0 0.3 平年並み

0.6 0.3 0.3 やや両い

. 3月中旬(図-18)

水温はこれまでの高温傾向から平均並となっ

た。低温域は飯田湾、小口瀬戸沖にみられ、高

温域は赤埼崎沖、小木沖、灘浦沖にみられた。

高塩分域は灘浦沖にみられた。

水温の年間の推移は、前年に比べ、 6月以降、

昇温が遅れ、表層は 8、 9月でも25"C以下に推

移し、年間の高極がみられず、 10月に入って前

年並となった。 50m深で、は 7、 8月は低温傾向

で推移したが、 10月に入って、早期に上下混合

が進み、高温層が75'"'-'100 m深に達した(図-

19)。

水 深 水 温 範 囲 平 均 前年差 前回差|

表 面 12.6----13.4 13.0 -2.2 I 

30m 12.7----13.8 13.3 -1.1 

50m 12.9----13.9 13.3 -1.2 

100m 12.6----14.6 13.4 -1.3 
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水温範囲 2月上旬(富山湾) 単位。C

水 深 平均水温 水 温 範 囲 前年差 前月差 平年差 評 価

Om 11.99 11. 7 "-'12.2 -0.3 -2.0 0.6 やや高い

50m 12.24 11.83"-' 12.91 -0.0 -2.0 0.5 やや両い

100m 12.30 11. 91"-' 12.66 0.1 -1.9 0.9 やや両い

200m 7.32 5.41"-' 10.25 1.2 0.9 0.5 平年並み

300m 1.75 0.66"-' 2.39 0.4 -0.2 0.0 平年並み

水温 (3月中旬) 単位℃

水 深 水 温 範 囲 平 均 前年差 前回差

表 面 9.6"-'10.6 10.1 -1.0 
30m 9.6"-' 10.9 10.2 -1.1 
50m 9.8"-'10.6 10.2 -1.1 
100m 9.6，，-， 10.1 9.9 -1.7 

※前回の観測日は2/15で能都町以南の海域を行なったものである。

4 2 3 (月)。
水

30 

回

深

(m) 75 

1(ね

図-19 肉浦海域の各水深平均水温の季節変化
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20・

040' 

20・ 30'・ 040' 

図-7

-73-

事幽畑...，__公司~ _".._.. 

-' . ...:: 

¥ 
¥ 

、、

」、1B1
16.5'~ ，，，16 

I r/ 
/・'r'l

-p冶jI:r.-ツ.....16.5 

ト川J
16~，\ 1!:i-16 
ν'--.15.5 

・Jぐケ16

17j入、16

kj 、…15・5

37・

040・

040・



1993年9月上旬

Om層

20・ 30・

30' 

40' 

30m層

30' 

20' 20' 

10・ 10' 

37・ 37・

40・ 20・ 30' 

50m層 100m層

30・
d〆--

¥ ¥ ¥、 ~3O・

、、‘・、
¥ I 

16 / 

20・

えD4:6(

~.I_.，./ ~20・
/' 

.10・ lハ ~10・

16 

37・ ~37・

~ 
30・鈎' 30・ 40・ 10・ 20・ 40' 

図-8

A
せ門，a



1993年10月上旬

30' 

37・

20' 

10・

)( 

40' 

¥ 
¥ 

〆みl

f 

f 

-J-

30' 20・10' 

30m層

30' 

20' 

10・

37・

40' 30・20・

Om 層

30' 

37・

20' 

10・

40' 30' 

100m層

図-9

F
h
u
 

可

t

30' 

37・

20' 

，10・

40' 30・

50m層



30' 

37・

10・

37・

20' 

10' 

30' 

20・

ω-

4()・

‘0' 

20' 30' 

30m層

100m層

国一10

-76-

30・

20' 

37・

37・

30・

20・

.10・

10・

4()' 

4()・

1993年10月中旬

Om 層

¥ 

"に::ミ:):¥、¥、

/ (.づ?〆ぷ与ゐ♂oω P 

y 守匂衣Lrんν〉ジ!い~.."""'"
・、.'__"λ1 ，. 

-r--"~ .. 、、ノ

"y町、~¥20P

戸、久21
.i.¥.~21F 

J 、-'21 /'・ v ふ21
1(( r¥. ( . 

¥
S
M，
 

¥ゆ
M
A
J
J
J
J

¥
¥
、
↑
『
一
，
'•• 
J
 

・
・
、
、
.
，
，
，
"

、J
¥

，
，
I

'

'

t

s

V
F

・J
4

1

4

，m凶

J

L

・/・

m
q

u
y
，J

〈

f
)

・〆
J

U
回

J

，
'
'
'
'
'
'

-
M

，
，
ノ
ノ
γ

ジ

w
.

〆
一
吋
』
.
/
'

劃

mhぐ
.
可
ノ
/
・
ド
・

I
H
-
-
¥

同

J

-

J

i

l

j

、
1

』一
-vff/.
、、‘

.
h

ソ
'
ノ
・
く
』
v

h
z
t

・一、
?
A
A
-
ぃ:ぃ
s

・J
V

ニ.
L和

平

F
-
-
Eい
内
十
点

ω-

30・

20・

20・

50m層



1993年11月上旬

Om 層
¥ 

¥ 

，司、復
舗晶J ・.* *"19・、一一.，.# '¥， 

園周( ) 

，*-句、 J.-、 、t..ーー・ ， 1 
J 、 ー司、 r 

居複合、.LJ¥、、ーち.:'19.・
j r、、雪ン _';'..~19夕

刊岡山一bJ/AjH-j/
'ム"_.._-

ノ ，ふ守三r ・・、 19~， ! ". ー， i ，'，・、、
-J pd l J ・1a

19~ ". /'~ .~ 19・
'也5i ， 

01 . Jti.・・J

J1.J:;内

， I . ..)-' '， 19:' 
/"・‘

jri. 、.19:4

JL\、 19~
• ・・・... ・
10・

50m層

20' 30'・

恕苫

30m層

30・ 30・

20' 20・

10・ 10・

~・ 37・

40・ 20・ 30・ 40・

100m層

30・ 30' 

20' 20' 

.10・ 10・

37・ 37・

40・ 30・ 40・

函-11

-77-



1993年11月中旬

Om 層 30m層

30・ 30'・

20' 20' 

10'・ 10・

37・ 37・

20・ 30' 40・ 10・ 20' ω・ ぬ・

100m層

-130' -----
1・. 4ω・

~20' ‘?・ .ノ..... ~20・

-1.10・ I^  ....・ t _ _1A ~10・

¥ ¥ ー、. 
37・ !.:.f，て-10:" ~37・

~ 』.

20・ 30・ 40・ 10・ 20' 30・ 40・

図-12

-78-



1993年12月上旬(富山湾)
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1993年12月中旬
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1994年 1月上旬(富山湾)
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1994年 1月中旬
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1994年2月上旬(富山湾)
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1994年 3月中旬
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7. シロザケ海中飼育試験

目的

石川県では、能登半島沿岸域へ回帰するシロ

ザケ資源の増大を図るため1978年よりシロザケ

増殖事業を実施してきた。現在は種苗の量産化

技術の確立を経て、回帰率の向上が次の大きな

課題となっている。

能都町のサケマス等増殖協議会では、大型種

苗の放流により沿岸滞留期の減耗を抑制するこ

とを目的として、県の委託事業で昭和61年度よ

り能都町田ノ浦湾内でシロザケ稚魚の中間育成

を実施してきた。本報告は平成 5年度の試験結

果についてのとりまとめである。

なお、日常の飼育管理は能都町漁協組合員松

村氏により行われた。

E 方法

1. 搬入稚魚の由来

石川県内水面水産試験場美川分場で採卵勝

化させたシロザケ稚魚50万尾を1994年 2月8

日に田ノ浦湾内舟隠しに設置した仕切網内に

搬入した。また、 3月 1日には左胸鰭を切除

した標識魚10万尾を搬入し、計60万尾を 3月

8日まで29日間中間育成した。 種苗の履歴

は次のとおりである。

(1) 供給地石川県内水面水産試験場美川分場

(2) 採卵親魚手取川回帰魚

(3) 採卵日 1993年10月28日'"10月31日

(4) 鮮化日 1993年12月2日'"12月10日

(5) 搬入月日 1994年2月8日(標識魚 3月1日〉

(6) 搬入尾数 60万尾〈内標識魚10万尾〉

F
h
u
 

oo 

木本昭紀・柴田 敏・浜田幸栄

大内善光

(7) 搬入サイズ

月日 尾叉長(mm) 体重(9-) 

平均 S.D. 平均 S.D. 

2/8 48.6 0.28 0.840.17 

3/2 61.9 0.33 1.96 0.30 

2. 施設

仕切網の設置位置を図 lに示す。田ノ滞湾

内舟隠し湾口に仕切網(ナイロン製90径、開

口5.6阻、 8x 8本網〉を設置し、周辺に防鳥

ネットを張った。

o 5 0 m 

仕切網

7lm 

¥ 

図一 1 田ノ浦湾内の飼育施設の配置

3. 飼育

給餌は魚体重の 4%を目安として 1日2回

(9時・ 15時〉に分けて行った。餌は昨年同

様ニジマス用 2・3号を用いた。給餌前には

表面水温の観測、塩分検定用の採水を仕切網

中央内部内側の位置で、行った(表 1)。また、

この場所に自動記憶式水温計を設置し、 24時

間観測を行った。
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表-2 宇出津港湾内の水温経年変化と1994年の評価値

西唐辛 過去 13 94年の

81 82 83 84 85 86 87 89 90 91 92 93 94 ヵ年平均 評価値

1月上 9:9 11.4 12.2 10.5 10.5 10.3 11.0 11.4 11.9 11.8 11.5 11.2 11.0 12.1 11.1 145.4 
中 9.1 11.1 11.2 9.8 9.9 10.7 10.3 11.3 11.3 11.7 11.2 10.2 10.7 10.8 10.6 15.6 
下 8.2 10.0 10.7 9.4 9.5 9.6 10.5 10.8 10.9 9.9 10.6 9.8 10.4 10.1 10.0 14.9 

2月上 8.7 9.3 10.0 8.1 9.1 8.7 9.8 9.4 10.5 10.6 10.5 8.9 9.7 9.7 9.5 31.6 
中 9.0 9.7 9.1 8.2 9.1 8.7 9.5 9.2 10.7 10.5 10.2 8.7 9.6 8.9 9.4 -61.6 
下 7.5 9.1 9.3 8.0 8.2 8.2 9.1 9.7 9.9 10.6 8.4 8.6 9.1 8.7 8.9 ー21.9

3月上 8.4 9.3 9.5 7.5 9.0 8.8 8.9' 9.210.110.0 9.5 9.5 9.4 9.9 9.2 103.7 
中 9.2 10.2 9.2 7.8 8.8 8.7 9.7 9.6 10.3 10.2 9.5 10.3 9.5 9.8 9.4 43.8 
下 9.4 9.8 11.0 7.8 9.8 9.3 10.2 10.0 10.6 10.6 10.6 10.3 10.1 9.9 9.9 3.0 

4. 回帰親魚調査

田ノ浦湾放流魚の平成 5年秋期の回帰状況

について確認を行った。

E 結 果

1. 飼育期間中の環境条件

宇出津湾内(水試前〉の表面水温旬平均は、

飼育を開始した 2月上旬の9.7"cより 2月下

旬には8.7'Cへ降温した。その後昇温し放流

を行った 3月上旬は9.9'Cとなった。各旬毎

の水温評価値((観測値一過去平均値)/標

準偏差値x100)は、 2月上旬より下旬にか

けては昨年並みの値であったが、その後急激

p
h
u
 

口
6

な昇温がみられ 3月上旬はやや高めとなった

(衰の。

田ノ浦湾の水温も同様の変化を示し、飼育

期間中の日平均水温は、 2月中旬の10'C台よ

り降温し、下旬で 8'""9'C台となった。その

後 3月上旬には10'C台へ昇温した。最高水温

は2月20日の午後3時で12.07'C、最低温度

は2月24日の午前 5時・ 6時で7.42"Cを記録

した。

飼育期間中の塩分は31"'33で推移したが、

降雨、融雪によると思われる一時的な低下が

みられ、最低は 2月26日の28.64であった。



(図 2・3)。

湾内水温の日周期は午前 5: 00に最低水温

を示し、午後13: 00に最高水温を示した(図

4 )。
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図-2 飼育期間中の水温経日変化

高低線は 1日の最高・最低

水温、標準偏差を示す。
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図ー 3 飼育期間中の塩分経日変化

13.00 

図-4

2. 飼育経過

海中飼育期間中の尾文長の成長、体長・体

重の相対成長は図 5・図 6に示すとおりであ

り、 2月 8日の搬入時からの経過日数 tと尾

文長F.L.(吋の関係に回帰式を当てはめ次の式

が得られた。

F .L. =45.22+0.83 t 

-87 

また、尾文長F.L.(m)と体重B.W.(g)の関係に

ついて次の式が得られた。

B. W. = 1. 20 x 10-5 X F. L. 2・90 

期間通算の日体長成長率は0.83、自体重成

長率は0.042であり(表 3)、昨年の仕切り鵜

飼育魚の値0.84、0.036とほぼ等しい結果が

得られた。

3月 8日の放流時での歩留まりは98.5%で

あり、 591千尾を田ノ浦湾内へ放流した(表

4)。飼育期間は29日間であり放流時の平均

体重は2.8g、尾文長は70.7mmで、あった。

3. 魚病の発生状況

図 7に累積死魚尾数の経日変化を示す。 3

月 l日の大量へい死は標識魚搬入時のショッ

クによるものであり、一昨年までのような魚

病による大量へい死はみられなかった。薬品

は稚魚搬入前後にエルパージュを用いた。

4. 回帰親魚調査

1993年秋には能都町漁協で 2尾、手取川で

4尾の左胸鰭切除の回帰親魚が確認されてい

る(表 5)。

70 骨一一-"Tneα汎

ーー一-S.D

尾 60
叉

長 50

(m) 
王 F.L.=45.22+0.83t

ア=0.94

体

重

( 9. ) 

40 
o 10 20 30 飼育日数

図-5 飼育日数と尾又長との関係

(高低線は標準偏差を示す。)
5 

4ム
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2l;F [〆r.. B.W.=1.20 x 1山L~.90
.ム掃lI!'" r=O.96 

oG  
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図-6 尾文長と体重の関係
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の離岸時期はこの時期以降であったと考えら今後の課題N. 

当初の目的である離岸時期の放流を行れる。放流効果1. 

うためには飼育期間をさらに 1カ月程度延長田ノ浦湾におけるシロザケの海中飼育は

する必要がある。1986年度より開始され1993年度は 8回目の放

さらに、海中飼育技術については未だ基礎1992年秋までに1986年度・ 1987年流となる。

的な知見の蓄積が不十分なままであり、今後度.1988年度・ 1989年度放流群の回帰がほぼ

ケサ事業を継続していく必要があるならば、終了した。

あるの降海行動や海水適応、能の発現や促進、海中飼育稚魚は事業開始時より飼育尾数の

いはその限害要因、母川記銘等の生理機能に

ついての知見に基づく飼育技術の確立を図る

約10%について左胸鰭の切除をおこなってお

り、 1993年秋には能都町漁協と内水面美川分

場の調査により能都町沿岸で 2尾、手取川で

表-6 過去の発病状況

発病時期一登痘主~Ã\豆一 魚病名 使用薬品
イケス舟隠し

1986 3月上旬 3.6 ピブリオ病

87 3月下旬 3.2 " パラザン

88 3月中旬 2.2 2.2 " パラザン

89 3月中旬 2.9 2.2 " エノレパージュ

オキソリン酸

90 3月上旬 1.9 1.3 " エノレパージュ

ナルジクス酸

オキシテトラサイクリン

91 3月上旬 2.1 " エルパージュ

エリスロマイシン

92 一 一 一 一
93 一一

必要がある。

これらの再4尾の計 6尾が確認されている。

年度捕状況から田ノ浦湾放流魚が能都町沿岸へ来

遊してくることは明らかであるが、能都町漁

協の水揚量経年変化は他地区と同様の傾向に

あり、現況では田ノ浦湾での放流が沿岸漁獲

量の増加に結びつくかどうかはまだ判断でき

ない。 1991年度以前の放流群はし、ずれも魚病
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による大量へい死が発生していたが、 1992年・

1993年度放流では大量へい死が発生していな

い。今後、この放流群の回帰状況が期待される。

飼育の問題点

過去の飼育の結果は、いずれもピブリオ病

によると思われる大量へい死が発生し飼育の

2. 

昨年中断を余儀なくされていたが(表 6)、

度に続き本年度も大量へい死がみられなかっ

た。本年も昨年と同様、

い、飼育密度を低くした。大量へい死が発生

しなかった要因が何で、あるかは、今後さらに

ニジマス用の餌を用

データを蓄積し検討する必要がある。

この事業の目的である大型種首の大量放流

を行うためには、生賓網による高密度飼育、

飼育期間の延長による放流サイズの大型化を

図る必要があり、魚病の対策が不可欠である。

1994年春に能都町沿岸でシロザ、ケ稚魚の混獲

がみられなくなった時期は、海中飼育魚放流

-89-

時から 1カ月を過ぎた 4月上旬であり、稚魚
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8. 多獲性魚類有効利用技術開発試験

(1 ) 多獲性低(未)利用資源の利用促進試験

浜田幸栄・谷辺礼子

目的

本県に漁獲されるシロザケの用途拡大を図る

ために、その魚肉を利用した自然醸造食品とし

てシロザケ魚肉味噌の醸造試作試験を昨年に引

き続き行った。

E 試験方法

1 .原料魚

手取JIIで漁獲されたシロザケ(B、Cブナ〉

を用いた。

2.原料処理

(1) シロザケ(ドレス凍結原料〉→解凍(一夜〉

→筒切り→レトノレト蒸煮(120¥:、30分間〉

→皮、骨除去→チョッパー→仕込み原料①

(2) 大豆→水に一夜浸漬→蒸煮 (40分〉→

チョッパー→仕込み原料②

3.仕込み方法

仕込み原料①、②をほぐしたものに食塩、

米麹を第 l表の割合で混ぜて、常温状態で l

週間毎に切返しをし、 1カ月白からは一月毎

表-1 魚肉及び米味噌の仕込み割合

試料No. 混合割合(%)

No. 1 仕込み原料①に対して、食塩20、米麹 75
~2 " w ~ 
N且3 " ~ ~ 
~4 " a wo 
~5 " W 100 
~6 " ~ 100 
No. 7 仕込み原料②に対して、食塩30、米麹 75
NO.8 " 30 100 

(Ng /100g) 

ェ1.0
キ
ス

N 

0.5 

2 4 10 

図-1 味噌のエキス-N経年変化

12 6 8 

に切返しをしながら熟成するまで行った。

4.分析方法

一般組成水分、粗蛋白質、組脂肪、

灰分、 pHは常法

滴定酸度:基準みそ分析法

遊離アミノ酸:田島の総説に示された方法

によって抽出した後、島津

アミノ酸分析システム (LC

-lOA型〉を用いて定量

E 結果

1 .仕込み原料の一般組成

前処理した仕込み原料①の一般組成は水分

71.1%、組蛋白質22.3%、組脂肪2.8%であ

り、仕込み原料②では水分61.9%、組蛋白質

12.8%、粗脂肪6.5%であった。

表-2 仕込み原料の一般組成(%)

水分

①(サケ肉) 71.1 
②(大豆) 61.9 

2.製品の品質調査

(1) 味噌のエキス-N経年変化

質一白一

3

8

蛋
一
幻
ロ

粗一 粗脂肪

2.3 
6.5 

エキス-N量はNo.1、4では変動度が多い

ものの、仕込み後から徐々に増加し 8カ月

目には殆どピークに達し、 No.1が1.05N g/ 

10旬、 No.4がO.87N g/100gと高くその後も

若干の増加が見られ、ぬれ 8では緩やか

な増加傾向にあり 0.50~0.66Ng/100gで、

他のものは0.80Ng/100g前後で、安定した。

口Nn1 +Nn2 ONn3 ムNo.4 XNo.5 マNn6 ・Nn7 ANn8 
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(2) 味噌の水溶性-N経年変化

水溶性-N量はエキス -Nとほぼ同様の

傾向にありNo.1が1.19Ng/10旬、 No.2 "'-' 

(N g /100g) 

1.0 
水
溶
，性

N 

0.5 

2 4 8 12 

図-2 味噌の水溶性-N経年変化

4 10 6 

( 3) 味噌のホノレモール-N経年変化

ホノレモール-N量は多少の変動はあるも

(N g /100g) 

0.5 

ホ
ル
モ

l
ル
i
N 。

0.1 
12 

図ー 3 味噌のホルモールー N経年変化

2 6 8 4 10 

(4) 味噌の pH経年変化

pHは仕込み後徐々に減少し 6カ月で、ぬ

8、7が5.07、5.10とイ丘く、 No. 4、1が5.20、

5.21、No.6、5が5.37、5.38、次いで;No.2、3

が5.62、5.65で安定し初め、 12カ月で、No.8 

6.0 

pH 

5.5 

-__  ___d. 
-合戸戸

5.0 
2 4 8 6 10 12 

4が0.92Ng/10旬、 No.5、 6が0.75及びNo.

7、 8がO.63N g/1 OOg、前後であった。

コNo.l 十N.2 ON"3 ムNo.4 XNn5 マN.6 ・Nu7 "'No.8 

2 10 12 (ヶ月}6 8 

のの全体的にはあまり変わらなかった。

ロNul +No2 ONo3 dNo4 XNo5 マN.6 ・Nu7 企No8

司・L

4 10 12 (ヶ月}6 8 

が5.05、No.7が5.06、No.4が5.17、No.1が

5.25、 No. 6が5.31、 No. 5が5.37、 No. 3カミ

5.45、NO.2が5.47であった。

口地 1 +N"2 ON.3 ムNo.4 XNo.5 マN.6 ・Nu7 企N.8

4‘ 

.... 
、.‘、. 

2 4 10 12 (ヶ月}6 8 

図-4 味噌のpH経年変化
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(5) 味噌の滴定酸度経年変化

滴定酸度は図 5"-'7に示すように 6"-'8

カ月でピークにたし均衡状態にあるが、大

豆を原料としたNo.7、8では若干減少し、

(N/10 NaOHml) 

j商

定 20
酸
度

10 
2 4 6 8 10 12 

酸度!と酸度 Eの差は見られたが魚肉を原

料とした味噌ではほぼ同じ値を示した。

口Nu1 +No.2 ONu3 ムNu4 XNo.5 マNo.6 圃Nu7 ANu8 

..‘ 

.. 

2 4 6 8 10 12 (テ月}

図-5 味噌の滴定酸度経年変化

(H/10 HaOHml) 

口地1 +No.2 ONo3 ムNo4 XNo.5 マNo.6 ・No7 ，‘No8 

品

目~ 10.0 
申 I / / ......:/s..c....ーー ーー・ー噛ー ・・ー..~ I I .. ____ 叫 -'&L... ......... .. 

13ζ 

.，‘ 

5.0 
8 10 12 2 4 6 10 12 (タ月}2 4 6 

図-6 味噌の酸度 I経年変化

(H/10 HaOHml) 

酸 10.0

度

H 

5.0 

2 4 6 8 10 12 

仁JNu1 +No.2 ONu3 ムNo.4 XNo.5 マNu6 ・Nu7 ANo.8 

..‘ 

.. 
2 4 6 8 10 12 (今月}

図ー 7 味噌の酸度H経年変化

(6) 味噌の遊離アミノ酸含有量

遊離アミノ酸含有量は表 3に示すように

魚肉を用いた味噌は塩分量の少ないものほ

ど含有量は高く、No.1、4が5013.8、5027.5

略 /100gで塩分別の麹配合割合ではあまり

差は見られなかった。また、アミノ酸の種

-93-

類では魚肉味噌 (No.1 "-' 6 )がアスパラギ

ン酸に次いでグルタミン酸、アラニンの順

で多く、大豆を用いた米味噌 (No.7、 8)

ではアスパラギン酸に次いで、グ、ノレタミン酸、

アノレギニンの順で含有量が多かった。



表-3 味噌の遊離アミノ酸含有量 (mg/100g) 

1 2ヶ月目
アミノ 酸 NO.1 NO.2 NO.3 NO.4 NO.5 NO.6 NO.7 NO.8 
タ ウ ン 104.4 127.9 112.8 
アスパラギ ン酸 1431. 4 1256.5 1162.3 
ス レオ ニ ン 143.6 68. 0 63. 0 
セ ン 183. 9 101. 5 94.5 
グルタミン酸 910.8 515.1 451. 3 
プ ロ ン 133.2 77.8 77.8 
グ :.ノ ン 139. 6 78.4 70. 6 
ア フ ー ン 485.0 293. 0 280.6 一/、、p

ン 207.4 99. 7 98.3 
メ チオニ ン 119.6 61. 3 53.7 
イソロイシン 128.5 70.3 83. 9 
ロ イ シ ン 436. 1 201. 0 246. 8 
チ ロ :/ ン 140.3 66.8 85. 2 
フェニルアラニン 99. 7 41. 2 54. 6 
ヒ スチ ジ ン 31. 4 17.7 32. 0 

ソ ン 101. 0 69.0 71. 4 
ア ル ギニン 217.9 122.2 165.4 

メ口、 計 5013.8 3267.4 3204.2 

W 考察

以上の結果と官能評価から熟成するにつれて

色合いが濃くなり、塩なれし甘みが強くなり、

魚の生臭みが薄らいで酒粕臭が感じられ官能的

には大豆を用いた米味噌と遜色が無く、また、

米味噌と比べ遊離アミノ酸含有量等が高い製品

に仕上がった。

しかしながら、若干感じられる生臭みを押さ

えることが今後の課題である。

(2) 地域特産品の改良試験

目的

凍結シロサパフグを原料にした、ふぐの一夜

干し製品を消費者ニーズに合った加工製品に仕

上がるよう改良試験を行った。

H 試験方法

頭、内臓、皮除去凍結原料を自然解凍、三枚

125. 2 113.2 100. 7 63.5 54. 2 
1466.2 1180.0 1134.5 721. 9 677.9 
159.4 90. 8 76. 1 78. 0 71. 0 
167.2 95.4 80.9 101. 9 88.6 
983. 7 587.3 466. 7 445. 1 377.4 
139.6 94.9 93. 2 146.4 145.0 
114.4 70. 8 60. 4 57.4 54.0 
388. 7 268.0 243. 2 159.4 166.3 
243. 1 144.5 123. 2 130. 7 129.1 
129. 9 67.7 56.0 21. 9 23. 3 
163. 9 88. 1 72.8 110.6 94. 9 
364.5 216.9 184. 2 192.8 163.5 
141. 4 85.4 69. 5 116.4 103.0 
105. 7 50. 3 39.3 114.4 98. 2 
31. 4 28. 7 25. 5 32. 2 29.1 
84.6 61. 1 55.4 55.8 46.6 
218.6 131. 8 116.8 221. 1 183. 7 
5027.5 3374.9 2998.4 2769.5 2505. 8 

卸しに調理し流水で30分間水晒し後、調味漬け

乾燥したものと、自然解凍後に三枚卸し食塩水

に市販浸漬液Aによる脱血、 B液でのドリップ

防止等の処理を行い調味漬け乾燥したものを比

較した。

E 結果

水晒し後調味漬け乾燥したものは弾力に富ん

だ製品に仕上がったが、見た目では魚肉の透明

感は有るものの黒ずみがかつており見栄えのし

ない製品になったが、市販漫漬液A、Bで処理

したものは体表の欝血状態が無くなり乳白色が

かり、透明感と弾力に富んだ製品に仕上がった。
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(3) 水産物加工技術開発試験

目 的

近年、スルメイカ資源の増大とともに、 ス、ノレ

メイカの漁獲量が増大傾向にあることからスル

メイカ価格の低下を招き、豊漁貧乏の様相を呈

していることから従来の加工法以外に需要が見

込まれるすり身試作試験を行った。

E 試験方法

1 .原料

日本海スルメイカ漁業調査で漁獲、サンプ

リング測定後のスルメイカを用いた。

2.すり身方法

胴肉の皮を除去し凍結後、胴肉をスライス

し1mm目のミートチョッパにかけたものを播

潰した。また、添加物〈水、食塩、乾燥卵

白〉は播潰時に添加し解凍間際まで撹持を

行った。

3 .加熱方法

措潰したスルメイカ肉を塩化ピニリデン

チューブ(折り径48mm)に詰めた後、 90"Cで

30分間加熱を行った。

4 .ゲ、ル強度測定

加熱した試料を冷水で急冷後、室温でサン

科学綿製レオメーター (R-UDJ -DM  

IT)を使用し、押し込み試験は球形 5mmフ.ラ

ンジャーを用いて、押し込み速度 6佃/血で

ゲ、ル強度 (g・佃〉を測定した。

直結果

揺潰しているときにスルメイカ肉は非常に粘

着力が強く感じられることから各添加物による

増量等による影響について調べた。その結果は

図-1""3に示したとおり水分量が増加するに

つれてゲ、ル強度は低下した。また、塩分におい

ても同様の変化が見られたが、乾燥卵白を添加

したときには水分、塩分と同様に 3%添加まで

はゲ、ル強度が低下したが、それ以上添加した時

には多少の増強効果が認められた。

ゲ 500
ノレ
強
度

g 

300 
cm 

内
uwnM 

5
 

ゲ
ル
強
度

g 

cm 300 

ゲ 500
yレ
強
度

g 

300 
cm 
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N 観測資料



1. 沿岸漁場観測結果

(地先水温観測)

目 的

本県沿岸の 4地区に定点を設け、気象及び表

面水温を観測し、その結果を分析して漁況海況

予報の基礎資料とする。

E 調査方法

1993年4月 1日から1994年 3月31日までの期

間、前年度同様、加賀地区の橋立漁港、輪島地

区の輪島崎地先、七尾地区の石崎漁港、能都町

の宇出津港を調査地点とし、原則として午前 9

時に観測した。

観測は加賀、七尾地区は加賀市漁協、七尾漁

協に委託し、輪島地区は輪島測候所にそれぞれ

依頼した。能都地区は水試職員が行った。

園 調査結果

1993年度の地区別水温(旬別〉と過去10カ年

平均の水温閣を図 1-1'"'-'1-4に示した。

本年度は冷夏が特徴で、いずれの地域も 8、

9月は低め水温となり、年間の高極の峰が不明

瞭であった。

冬季はほぼ過去10カ年平均並(以下 i10年平

均Jと称す〉に推移し、これまでの暖冬傾向は

みられなかった。

1.加賀地区

年平均水温は17.0'Cで、 10年平均並で1987

年度から続いた高め傾向は中断した。

年間の最高水温は 8月26日に27.8'C、最低

水温は 2月3日で8.2'Cであった。

旬平均の最高値は、突出した 8月下旬に
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26.6'Cを記録したものの、 10年平均より 0.9

℃低く、また、その前後の 8、9月も 2'"'-'3'C

の低めであった。旬平均の最低値は 1月下旬

の8.5'Cであり、 10年平均より 1カ月早く現

れ、 0.2'C低めであった。

旬別水温の変化を平均と比べると、 4'"'-'7

月は“10年平均並"、 8月'"'-'10月上旬までは

“はなはだ低め"、 10月中旬以降は“10年平

均並"となった。

2. 輪島地区

年平均水温は16.0'Cで、 10年平均より 0.5

℃低く、 1983年度以降の最低となった。

年間の最高水温は 8月27日に26.5'C、最低

水温は 3月16日で6.3'Cで、それぞれ10年平

均より 0.8'C、1.3.C低かった。

旬平均の最高値は 8月下旬で24.4'Cで、 10

年平均より 3.6'C低く、 l句遅れた。また、冷

夏の影響から 8，9月は 1'"'-'3 'cの低めで

あった。旬平均の最低値は 3月中旬の7.8'c 

であり、 10年平均より 2旬遅れたものの“10

年平均並"であった。

旬別水温の変化を10年平均と比べると、 4

月下旬'"'-'5月中旬は“やや低め"、 6月下

旬'"'-'10月中旬は冷夏の影響もあり“やや低め

からはなはだ低め"であった。 1月上旬'"'-'2

月下旬まで“やや高め"となったが、 3月中・

下旬には再び“やや低め"となった。

3. 七尾地区

4'"'-'5月は欠測したため、 6月~翌年 3月

までの期間で検討した。年平均水温は16.6'C



71< 
1占E日且

で、過去10年平均並で、 1989年度から前年度

までみられた高め傾向は中断した。

年間の最高水温は 8月7日に28.0'C、最低

は2月1日で6.0'Cで、それぞれ10年平均よ

り1.0'C、 0.9'C低iカミった。

旬平均の最高値は 7月下旬で26.1'cで、 10

年平均より3.0'C低く、 2旬早かった。旬平

均の・最低値は 1月下旬の7.5'cでほぼ平均並

の時期であった。

旬別水温の変化を10年平均と比べると、 4

月以降、 “10年平均並"で推移していたが、

8月上旬""10月上旬までは“やや低めからか

なり低め"となり、 11月以降は“平均並から

やや高め"で推移した。

加賀地区

18.5 

18 
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17 
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71< 

4. 宇出津地区

年平均水温は16.3'Cで、 10年平均より 0.9

℃低く、前年度に引き続き、低温傾向を示した。

年間の最高水温は 8月27日に26.3'C、最低

は2月24日で6.8'Cであった。

旬平均の最高値は 8月下旬に24.7'Cを示し、

10年平均より 2.9'C低く、最低値は 2月下旬

の8.7'Cで10年平均より 0.3'C低めで、ほぼ10

年平均並の時期であった。

句別水温の変化を10年平均と比べると、前

年度から“10年平均並"で推移したが、 4月

下旬以降は“やや低めからはなはだ低め"と

なり、 10月下旬まで継続した。その後は 1月

上旬と 3月上旬に一時的に“やや高め"と

なったがほぼ“10年平均並"で推移していた。

七尾漁協地先水温
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図-1 年平均水温の経年変化
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加賀地I天(橋立漁港)
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図-2-1 沿岸地先水温(旬別)の変化
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七尾地区(石崎漁港)
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図-2-2 沿岸地先水温(旬別)の変化
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付表ー 1 観測結果(橋立地区)

平成 5年 4月分 5月分 6月分 7月分

γh 水 風 風 天 7Jく 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天

温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

欠 調U 14. 0 欠 調U C 19. 2 欠 調U BC 22. 5 欠 調U C 
2 欠 調リ 13. 9 JI JI R 19. 0 JI JI C 22. 3 JI JI C 
3 欠 調U 14. 0 JI JI R 18.9 JI JI C 21. 9 JI JI C 

上 4 欠 視U 14.9 JI JI BC 18.9 JI JI C 22. 9 }】 JI C 
5 欠 調。 14.8 JI 

" BC 18.8 JI " R 22. 4 JI JI C 

6 欠 調リ 15.2 JI JI BC 18.8 " " R 23.0 JI JI C 
7 欠 調日 14. 9 JI " BC 19.0 " " BC 23.2 " 11 C 

8 欠 調。 15.5 JI JI C 19. 4 " JI BC 23. 9 JI " C 
句 9 欠 調。 15.7 JI " C 19. 3 " " C 23. 8 " 

JI R 

1 0 欠 調リ 15.6 " 
JI C 19. 4 JI JI C 23. 6 JI " R 

合 計 O. 0 148. 5 190. 7 229. 5 
平均 O. 0 14. 9 19. 1 23. 0 
1 1 10.9 欠 調t C 15.9 欠 調リ C 19. 4 欠 調リ BC 23.8 欠 調リ C 

1 2 10.9 JI JI C 16.0 JI JI BC 19.5 " " BC 23.9 " JI C 

1 3 11. 2 JI JI BC 16.3 " " C 19. 5 JI JI C 24. 0 JI JI R 

中 1 4 11. 6 JI JI BC 15. 9 " JI C 19. 6 JI JI C 24. 0 " JI C 

1 5 12.4 JI JI BC 16. 7 " " C 19.8 JI JI C 23. 9 JI JI C 

1 6 13.5 JI " BC 16.6 " " BC 19.9 JI JI C 24. 0 JI " 
1 7 13.9 " " BC 17. 3 JI JI BC 20. 6 JI JI C 24. 1 " 

JI C 

1 8 14. 1 JI " BC 17.3 " " C 21. 5 " JI BC 24. 0 JI " C 

句 1 9 14. 4 11 " BC 17.5 " " BC 21. 8 " JI C 24. 2 JI " C 

2 0 14.2 " JI BC 18. 1 " " BC 21. 9 " " C 24.2 " " C 

合計 127. 1 167. 6 203. 5 240. 1 

平均 12.7 16. 8 20. 4 24. 0 

2 1 14. 9 欠 調。 C 18. 3 欠 損j BC 22.0 欠 調リ C 24.5 欠 調U C 

2 2 14.6 " JI C 18.5 JI JI C 22. 1 JI JI BC 24. 6 " JI C 

2 3 14.5 JI JI C 18. 4 " " C 21. 9 " JI R 25. 2 JI " C 

下 24 14.4 M JI C 18. 7 " " BC 22.3 " " C 25. 5 " " C 

2 5 14.3 11 M C 18.8 JI JI BC 22. 3 11 11 C 26. 1 11 11 C 

26 14.4 M M C 18.8 JI H BC 22.6 11 11 C 26. 0 11 H C 

27 14.3 " M C 18.6 " 11 BC 22. 8 " " C 25. 9 JI 11 C 

28 14.3 " 11 C 18.9 " " BC 22.0 11 " C 26.3 " " C 

句 29 14.2 " M C 19.0 " 11 BC 21. 9 11 " R 26.2 11 11 C 

3 0 14.2 JI JI C 19. 1 JI 11 BC 21. 8 JI " R 26. 0 JI JI BC 

3 1 19.2 JI JI_ C 25. 8 JI JI C 

合計 144. 1 206.3 221. 7 282. 1 

平均 14.4 18.8 22. 2 25.6 

合計 271. 2 52.2.4 615.9 751. 7 

月 平均 9.0 16.9 20. 5 24.2 

nu 



観測結果(橋立地区)

平成 5年 8月分 9月分 1 0月分 1 1月分

~ 水 風 風 天 7.k 風 風 天 7.k 風 風 天 7比 風 風 天

温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

25. 3 欠 調リ C 23. 8 欠 担。 C 21. 8 欠 調1 C 17.8 欠 調。 C 
2 24. 8 11 11 C 23. 6 11 11 C 21. 7 11 11 C 17.7 11 11 BC 
3 24.8 11 IJ C 23. 6 IJ IJ C 21. 3 IJ IJ C 17.9 IJ IJ BC 

上 4 24. 6 /J 11 む 23. 4 11 IJ R 21. 2 11 IJ BC 18. 1 11 IJ BC 
5 24.5 IJ IJ C 22. 7 IJ IJ BC 20. 6 11 11 BC 17.7 IJ 11 BC 
6 24.8 11 11 C 22. 3 11 11 BC 20. 4 JI JI C 17.8 11 JI BC 
7 24. 2 JI JI C 22. 1 JI JI C 20.0 JI JI C 17. 6 11 IJ BC 
8 24. 3 11 11 C 21. 9 11 11 C 20. 1 NE 3 C 17.6 11 JI C 

|旬 9 24. 5 IJ IJ C 22. 0 11 11 C 20. 4 NE 2 BC 17.5 11 JI BC 
1 0 24. 1 11 JI C 22. 1 JI JI C 20. 6 欠 調リ C JI IJ 

合計 245.9 227. 5 208. 1 159. 7 
平均 24.6 22. 8 20. 8 17.7 
1 1 24. 2 欠 調1 C 22. 2 欠 担1 C 20. 6 NE 3 BC 16.8 欠 視リ C 

1 2 24. 4 IJ 11 C 22. 3 IJ 11 C 21. 0 W 2 BC 16. 9 IJ 11 C 
1 3 24. 0 11 11 C 22. 4 11 11 C 20. 6 NE 2 C 16.8 11 JI C 

中 1 4 23.8 11 11 C 22. 2 JI JI C 20. 7 NE 3 BC 16. 6 " 11 R 
1 5 23.9 JI JI C 21. 9 IJ 11 C 20. 7 NE 2 BC 16.7 IJ 11 BC 
1 6 24.0 11 11 C 22. 0 11 11 C 20. 5 欠 調。 C 16.6 11 11 C 

1 7 24. 1 11 H C 21. 9 11 H C 20. 6 11 11 C 16.5 11 " C 

1 8 24. 1 11 " C 22. 0 11 11 C 20. 3 W 2 BC 16.7 JI 11 R 

旬 1 9 24.4 11 11 C 21. 9 11 11 C 20.0 W 2 C 16.5 1/ 1/ C 

20 24.3 IJ IJ C 21. 9 IJ IJ BC 20. 1 W 2 BC 16.4 IJ IJ BC 

合計 241. 2 220. 7 205. 1 166.5 
平均 24. 1 22. 1 20. 5 16.7 
2 1 25. 6 欠 祖リ C 22. 1 欠 調1 BC 20. 0 WNW 2 BC 15.9 欠 調u C 

2 2 25. 8 JI 11 C 22. 0 IJ IJ BC 19. 4 NW 2 C 15.8 " " C 

23 25. 8 H " C 22.2 " " BC 18.3 WNW 3 C 15.3 JI JI C 

下 24 26. 3 JI JI BC 22. 1 JI JI C 18. 2 NW 3 C 15. 1 JI JI C 

2 5 27. 1 JI " BC 22. 0 " " BC 18.0 NW 3 C 14. 9 IJ JI C 

2 6 27.8 IJ JI BC 21. 9 " JI BC 17.9 NE 2 C 15. 2 JI JI C 

2 7 27. 1 H JI C 21. 9 JI JI BC 18.0 NE 2 C 14. 9 JI JI C 
28 26.6 IJ JI C 22. 2 " IJ BC 17.7 NNW 2 C 14. 8 JI JI C 

旬 29 26.6 IJ JI C 22.0 IJ 11 C 18. 1 NW 3 C 14.9 11 11 C 
30 27.2 H " BC 21. 9 11 IJ C 17.9 NW 3 C 15.0 11 JI C 
3 1 27.0 IJ 11 BC 17.9 NW 2 C 
合計 292. 9 220. 3 :1201. 4 151. 8 
平均 26.6 22. 0 18.3 15. 2 
合計 780. 0 668.5 614.6 478.0 

月 平均 25.2 22. 3 19. 8 16.5 
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観測結果(橋立地区)

平成 5年

下(水 風

温 向

15.0 欠

2 15. 1 JI 

3 14.9 H 

上 4 14.8 JI 

5 14.9 JI 

6 14.8 IJ 

7 14.7 11 

8 14.6 11 

旬 9 14.7 11 

1 0 14.7 11 

合計 148.2 

平均 14.8 

1 1 13.6 欠

1 2 13.2 11 

1 3 13.3 11 

中 1 4 13.0 11 

1 5 13.0 11 

1 6 12.6 11 

1 7 12.5 11 

1 8 12. 1 H 

旬 1 9 12.3 11 

2 0 12. 1 11 

合計 127.7 

平 均 12. 8 

2 1 欠

2 2 11 

2 3 11 

下 24 11 

2 5 N 

2 6 11 

2 7 11 

28 11 

旬 2 9 11 

30 /J 

3 1 H 

合計

平均

合 計 275.9 
月 平均 8.9 

1 2月分平成 6年 1月分

風 天 水 風 風 天

力 侯 温 向 力 侯

調リ R 11. 7 欠 調リ BC 
11 BC 11. 7 11 11 C 
JI C 11. 7 JI JI C 
JI C 11. 5 11 11 C 
JI C 11. 4 11 JI C 
11 C 11. 4 11 11 C 
11 C 11. 5 11 11 C 
11 C 11. 6 11 11 C 
11 C 11. 4 11 11 C 
11 C 11. 4 11 11 C 

115. 3 

11. 5 

調1 C 11. 4 欠 調1 C 

11 C 11. 5 11 11 C 
11 C 11. 4 11 11 C 
11 C 11. 4 11 11 C 
11 C 11. 4 11 11 BC 
11 C 11. 4 11 11 BC 
11 C 11. 4 11 11 BC 
/1 C 11. 3 11 11 C 
11 C 11. 2 11 11 S 
11 BC 11. 2 11 11 S 

113. 6 

11. 4 

調1 8. 6 欠 調1 S 
11 8. 5 11 11 S 
11 8. 5 11 11 C 
11 8. 4 JI JI C 

11 8. 6 11 11 C 

11 8. 5 11 11 C 

/J 8. 5 11 11 S 

/J 8.4 11 /J C 

11 8. 4 /J /J C 

11 8. 5 11 11 C 

11 8. 3 BC 
93.2 
8. 5 

322. 1 
10. 4 
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2月分 3月分

水 風 風 天 水 風 風 天

温 向 力 侯 温 向 力 侯

8. 2 欠 調。 C 10.0 欠 調1 C 

8. 3 11 11 S 10. 1 11 11 C 
8. 3 JI " C 10. 1 JI 11 S 
8. 4 11 11 C 9.9 JI 11 S 

8. 4 11 11 C 10.0 11 11 C 

8. 4 11 11 C 10.3 11 11 BC 

8. 9 11 11 BC 10.2 11 11 BC 

9. 4 11 11 BC 9.9 11 11 C 

9.2 11 11 S 10. 1 11 11 C 

8.9 11 11 S 10. 1 11 11 C 

86. 4 100.7 

8. 6 10. 1 

8. 8 欠 担1 C 10. 1 欠 調1 C 

8. 9 11 IJ C 10.3 11 11 C 

8. 8 11 11 C 10.4 11 11 C 

9. 1 11 11 C 10.3 IJ 11 BC 

9.2 11 IJ C 10.2 11 H C 

9.2 11 11 C 10.4 IJ 11 G . 

9.2 11 11 C 10.4 11 11 BC 

9. 3 11 11 BC 10.5 11 11 BC 

9.3 11 11 BC 10.4 11 11 BC 

9. 4 11 11 BC 10.5 11 11 BC 

91. 2 103. 5 
9. 1 10. 4 
9.5 欠 調リ BC 10. 4 欠 調1 C 

9. 2 11 11 C 10. 4 JI 11 C 

9.7 11 11 C 10.6 11 11 C 
9.8 11 JI C 10. 1 11 11 C 

9. 8 11 11 C 10.0 11 11 C 

9.8 11 11 C 10.3 11 11 C 

9.8 11 11 S 10.5 11 11 C 

10.0 11 】} C 10.5 11 /J R 
10.7 11 11 C 

10.7 /J /J BC 

10. 9 IJ 11 BC 
77.6 115. 1 
9.7 10. 5 

255. 2 319.3 
9. 1 10.3 



観測結果(輪島地区)

平成 5年 4 月分 5 月分 6 月分 7 月分

~ 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 7]( 風 風 天

温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

1 11. 8 S明 5 C 12.9 NE 4 BC 19.7 NE 2 BC 19.7 NE BC 
2 10.6 WNW 2 BC 12.9 NE R 19.6 SSE 2 C 20. 2 SW 2 C 

3 12. 1 SW 3 B 12.9 NW 2 R 19.3 S 2 C 19.8 WNW 3 R 

上 4 11. 3 NE 4 C 13.4 NNE 3 B 16.6 S官 3 R 19.9 N 2 K 

5 9.2 NNE 4 C 13.8 NE 2 K 17.0 SSW 3 C 20. 0 E 2 C 

6 9. 7 W 2 C 15. 0 SW 3 K 16.6 WNW 2 C 20. 6 NE 2 BC 

7 9. 9 SW 4 R 欠測 NNE 3 BC 18.2 NNW 3 C 21. 1 NE 2 K 

8 10.3 WNW 3 BC " N 2 BC 19; 6 SW 3 K 21. 5 NE C 

旬 9 9.8 SSE 2 BC " 'E C 19.7 SW 2 C 22. 1 S 3 R 
一 ーー，

1 0 9. 8 NNE 3 R 15.0 NE 5 R 19.2 ESE R 21. 9 WSW C 

合計 104.5 95.9 185. 5 206. 8 

平均 10.5 13.7 18.6 20. 7 

1 1 10.9 SE BC 13. 9 SW 3 BC 18. 9 NNW 3 C 22.3 SSW 2 C 

1 2 10.2 SSE C 15. 9 SW 6 BC 19. 4 SSE 3 BC 22.6 SW 2 C 

1 3 9.6 SS唱 3 T 16. 8 WSW 3 R 20. 1 S R 22.6 NNE C 

中 1 4 9.2 WSW 3 BC 13.7 NE 2 R 20. 6 NE FR 23. 0 SSW R 

1 5 11. 3 SW 5 BC 14. 5 SW BC 20. 5 。R 22. 2 WSW 3 C 

1 6 13.0 SS唱 4 BC 15. 1 NE 3 BC 20. 3 WNW 2 FR 21. 8 SSW 2 C 
1 7 13.3 SSW 3 BC 15.2 SW 2 C 20. 3 NE 3 BC 22. 1 NNE C 

1 8 14.3 SW 4 B 15.4 SSW 3 C 21. 2 NE 2 B 21. 3 NNE 3 R 

旬 1 9 12. 1 NE 3 B 16.3 NE 2 B 21. 4 SSW 3 R 20. 9 NNE 3 C 

2 0 11. 8 NE 2 K 16. 7 N 2 C 21. 1 NNE 2 C 21. 9 NE 2 BC I 

合計 115. 7 153. 5 203.8 220. 7 
平均 11. 6 15. 4 20. 4 22. 1 

2 1 12.6 NE 2 B 16. 5 NE 2 K 20.6 NW C 22. 4 NE 3 BC I 

2 2 13.8 S 4 C 17.3 SW 3 C 20. 2 NNE 2 C 22. 5 NNE 3 BC 

2 3 13.9 SW C 16.7 NW 2 C 20. 8 NNE 3 C 23. 2 ENE 2 BC 

下 24 14. 5 SSW 4 C 17.0 SSW 3 C 18. 4 N 2 C 23. 2 NE 3 K 

2 5 12.8 WSW 4 BC 18.7 S官 B 20. 6 NNE K 23. 5 S C 

26 12.2 SSW 3 BC 18.5 NE 2 B 20. 5 NE R 23. 6 SW 2 C 

2 7 14.5 SW BC 17.3 SS唱 3 BC 20. 6 S明 K 24. 4 S 2 R 

28 12.4 NW R 18.5 SSW 2 B 20. 3 。C 24. 1 SSW 2 R 

旬 2 9 11. 9 NE 4 C 19.5 NNE 2 B 20. 3 NW R 25. 5 SSW 3 K 

30 12.3 2 R 18.8 N 2 C 19.9 NE 3 C 25. 4 S 4 C 

3 1 19.3 NNW 3 K 24. 0 WSW 3 R 

合計 130.9 198. 1 202.2 261. 8 

平均 13. 1 18.0 20. 2 23. 8 

合計 351. 1 447.5 591. 5 689. 3 

月 平均 11. 7 16. 0 19.7 22.2 
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観測結果(輪島地区)

平成 5年 8 月分 9 月分 1 0月分 1 1月分

11 水 風 風 天 7]( 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天

温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

23. 9 NNW 2 C 23. 3 SSW 2 C 20. 9 SW 2 BC 17.3 SW 2 C 

2 24. 3 NE 3 BC 23. 9 NE 2 BC 21. 5 NNW 3 C 17. 5 SSE B 

3 24. 1 NE 2 C 23.2 NE 3 K 20.7 SW C 15. 9 SSE 2 B 

上 4 24. 0 SW 2 R 22. 1 S 2 C 21. 1 N 2 C 16. 2 SSW 2 B 

5 24. 0 NE C 21. 6 WSW 3 BC 20. 2 SSW C 17.7 SW 3 B 

6 24. 4 NNE C 22. 0 SW 3 B 19.8 ESE C 17. 9 S 2 BC 
「一方 23. 9 NNE C 21. 0 NE C 20. 2 SW 2 C 17.8 NNE 5 C 

8 24.5 S C 21. 4 WNW 2 R 20. 0 S C 16. 5 ENE 3 BC 

旬 9 24.2 NNE 2 C 21. 3 NE 2 R 20. 3 NE B 15. 5 NNE 4 BC 

1 0 23. 6 S C 21. 5 NW C 20. 5 SW 4 B 14. 9 E 2 C 

合計 240. 9 221. 3 205. 2 167. 2 
平均 24. 1 22. 1 20. 5 16. 7 

1 1 22. 8 SSW 6 C 21. 3 NE BC 19. 9 NE BC 14. 9 SW 2 R 

1 2 23. 0 W 3 C 21. 9 NE 2 C 19.9 SW 2 BC 14. 7 SE B 

1 3 23. 4 NE 2 K 22. 0 SW 2 C 19.8 SSW 2 C 16.5 WSW 2 R 
中 1 4 23. 8 SW 4 C 21. 0 NNE 3 R 19.5 SSW 2 C 17.3 SS明 3 BC 

1 5 23. 2 WSW C 21. 4 N K 19.2 ENE 3 BC 17. 1 NW 2 BC 

1 6 23. 4 NW C 22. 3 S 2 B 18. 1 SSW 2 BC 16.4 S B 
1 7 23. 4 SW 2 R 22. 0 SSW R 18.5 SSW C 16.6 SSW 2 BC 

1 8 23. 2 2 C 22. 1 WSW 3 R 19. 1 N 3 C 17. 1 SW 2 R 

旬 1 9 24. 0 NE 2 C 22. 5 S 2 C 19. 4 W C 16. 5 NNE C 

2 0 23. 6 SW R 21. 9 SSW 2 BC 19.2 SE BC 16. 4 S C I 

合計 233.8 218. 4 192. 6 163.5 
平均 23. 4 21. 8 19.3 16.4 
2 1 23. 4 SW 2 C 22. 3 SSW BC 19. 1 SSW 3 BC 16. 6 SSW R 
22 23.6 S 3 C 22. 3 ENE 3 C 18. 9 WSW 2 C 16.0 NNW 2 R 
2 3 23. 2 NW 2 C 21. 6 SSW 2 C 19. 4 S 3 C 15.7 SSW 3 R 

下 24 24. 5 SW 3 B 22. 1 SSW BC 18. 3 W 2 C 15. 3 W 2 R 

2 5 25.5 SW 3 B 21. 8 SW 2 C 19. 1 W 2 C 15. 2 S 2 C 

2 6 25.8 NE 2 BC 21. 4 W 2 BC 18.5 W 2 C 15. 2 SSW 3 C 

2 7 26. 5 NW 2 BC 21. 9 NW 3 BC 18.7 NNW 3 BC 15.7 W 3 C 

28 24. 1 wsw R 21. 4 ssw 2 K 17. 1 。B 14.3 W 4 R 

匂 29 24.0 SE BC 21. 7 ssw 2 R 16.7 sw 2 BC 13. 3 SSW 2 R 

3 0 23.8 SE C 21. 8 ssw 2 R 17.8 ssw 2 R 13.4 ssw BC 

3 1 23. 9 NE B 18.3 S 2 C 
合計 268.3 218.3 201. 9 150.7 
平均 24.4 21. 8 18. 4 15. 1 
合計 743.0 658. 0 599.7 481. 4 

月 平均 24. 0 21. 9 19. 3 16.0 
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観測結果(輪島地区)

平成 5年 1 2月分 平成 6年 1 月分 2 月分 3 月分

六h水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 zk 風 風 天

温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

14.4 W 4 R 10. 8 NW 3 S 8. 9 SW 4 R 8. 0 SW 2 C 

2 ， 13.9 SSW 2 B 11. 2 SW 3 C 9.0 NW 4 C 7. 9 W 2 C 

3 15.0 SE 2 C 11. 7 S R 9. 1 NNW 3 S 7.6 S 4 BC 

上 4 14. 9 N 3 R 10. 9 SSW 2 C 9. 3 NW 4 BC 8. 5 S 2 B 

5 13. 3 NNW 2 R 11. 6 N 3 S 9. 4 SW 2 C 8. 2 NE 2 BC 

6 12.5 E 3 R 11. 9 W 2 H 8.9 SSW 2 C 8. 7 NNW 3 BC 

7 11. 8 ESE C 10.9 NW 4 S 8. 0 SSW 2 R 8. 3 S明 2 C 

8 12.9 SSW 2 K 12.3 SSW 3 BC 8. 2 SSW 2 B 8.8 S 2 R 

句 9 11. 2 NW 3 BC 10.7 S 2 C 9.3 SS唱 3 R 9.4 N 2 C 

1 0 12.0 SW 2 C 11. 0 SSW 2 BC 9.7 WSW 4 S 8. 3 N 3 S 

合計 131. 9 113. 0 89. 8 83.7 

平均 13.2 11. 3 9. 0 8. 4 

1 1 12.7 WNW 4 C 11. 5 SSW K 9. 4 NW 3 S 8. 4 SW 3 C 

1 2 14. 5 W C 11. 5 N 3 C 8. 8 NNE S 8. 3 SW 3 R 

1 3 13. 4 WSW R 10. 6 NE 2 R 8. 1 WNW 4 S 7.7 NNW 2 C 

中 1 4 13.2 NNE 4 R 9. 9 N 4 C 8. 4 W 3 S 7.8 NE BC 

1 5 11. 5 NNW 3 C 10. 1 WSW 2 C 9. 2 WSW C 7. 1 SSW 3 C 

1 6 12.4 SSW 2 C 9. 5 SW 3 B 8. 7 W 2 C 6. 3 SSW 3 C 

1 7 12.8 w 3 H 10. 9 SW 2 R 7.7 NW 3 C 7.1 NW 3 C 

1 8 13.4 SW 3 S 11. 6 NNE 4 R 7. 6 S 2 B 7. 5 E BC 

旬 1 9 13.8 SSW 2 BC 9. 8 NW 4 S 7.5 SSW 2 B 8. 8 NE B 

20 12.4 SSW 2 B 10.7 WSW 2 S 7.6 SSW 3 B 8. 8 N R 

合計 130. 1 106. 1 83. 0 77.8 

平均 13.0 10.6 8. 3 7.8 

2 1 12.6 S 4 C 10.3 NNE 5 S 9. 3 SSW 2 R 8. 2 N 3 BC 

22 13. 1 W 3 C 8. 9 SSW 2 S 9. 8 WNW 4 S 8. 1 E 2 BC 

23 12.8 WSW 4 C 8. 8 NW 4 S 9.5 NW 4 C 8. 8 SW 2 R 

下 24 12. 7 S 3 C 9.6 S 2 BC 9. 7 WNW 3 S 8. 5 W C 

2 5 12.5 SSW 3 BC 10. 1 SSW 2 自 9.8 N 5 C 8. 0 W C 

2 6 11. 2 SSW 2 B 10.0 SW 3 R 8. 8 N 5 C 9. 4 S明 BC 

2 7 11. 4 NW 3 C 9.4 N 4 C 8. 8 N到E 4 R 9.0 W 2 R 

28 11. 5 NW 4 S 8. 7 E 2 C 8. 6 SSW 2 C 8. 5 SSW 5 BC 

旬 2 9 11. 5 NW 2 BC 9.8 N S 9. 3 NNW 3 BC 

30 10.4 SSW 3 B 8.5 NW 4 S 9.0 NNE BC 

3 1 11. 1 N 4 R 9.3 S 2 C 8. 8 sw BC 

合計 130.8 103.4 74. 3 95.6 

平均 11. 9 9. 4 9.3 8. 7 

合計 392.8 322. 5 247. 1 257. 1 

月 平均 12.7 10.4 8. 8 8. 3 
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観測結果(七尾地区)

平成 5年 4 月分 5 月分 6 月分 7 月分

下(水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天

温 向 力 侯 温 向 力 f芙 温 向 力 侯 温 向 力 侯

欠測 SW 3 BC 欠測 E 5 BC " E 3 BC 21. 0 E 3 BC 

2 " W 3 BC 11 E 4 R " E 3 C 21. 0 E 2 BC 

3 " SW 2 BC 11 W 3 BC 11 SW 4 BC 22. 0 SW 4 D 

上 4 11 NE 4 C 11 E 3 BC 11 SW 5 D 22.0 SW 2 BC 

5 11 NE 3 BC 11 E 3 BC " SW 3 C 22. 0 E 3 D 

6 11 NE 2 BC 11 SW 3 BC 11 SW BC 23. 0 E 3 BC 
7 " S唱 6 BC 11 E 7 BC 11 E 3 BC 23.0 E 2 BC 
8 11 NW 4 BC IJ E 2 BC 11 E 2 BC 26. 0 E 2 C 

旬 9 11 E 2 D 11 E BC 20. 8 E BC 24.0 SW 2 C 
1 0 11 E 2 BC 11 E 4 D 19. 0 SW 2 D 23.0 SW 3 D 
合計 39. 8 227. 0 
平均 19. 9 22.7 

1 1 欠測 NW 3 D 欠測 SW 3 BC 19. 0 sw BC 24.0 sw 2 D 

1 2 11 NW 2 C 11 sw 4 BC 21. 0 E BC 24.0 S官 D 
1 3 11 sw 3 D 11 sw 5 R 21. 0 sw 2 D 24. 0 sw 2 R 

中 1 4 " SW 3 BC 11 sw 2 R 21. 5 E BC 23. 0 sw R 

1 5 11 SW 3 BC 11 S明 2 BC 21. 0 SW 2 R 23. 0 SW 3 
D C 

1 6 " S官 3 BC 11 E 3 BC 20. 0 SW 3 2 21. 5 SW 3 

1 7 11 SW 3 BC 11 E 3 BC 23.0 E 4 BC 22. 0 E 3 D 
1 8 11 E 3 BC 11 SW 3 BC 22. 0 E 3 BC 21. 0 SW 2 D 

旬 1 9 11 E 3 BC 11 SW 3 BC 21. 0 E 3 D 21. 0 E 3 D 
2 0 11 E 4 BC " E 3 BC 21. 0 S唱 3 BC 24.0 E BC 
合計 210.5 227. 5 
平均 21. 1 22. 8 
2 1 欠測 E 3 BC 欠測 E 3 BC 22.0 SW 3 BC 24. 0 E 4 BC 
2 2 11 SW 2 C IJ E 2 C 25. 0 E 3 BC 26. 0 E 3 BC 
2 3 11 SW 5 C IJ SW 3 BC 22. 0 E 4 D 26.0 E BC 

下 24 11 SW C " SW 3 BC 23. 0 E 3 RC 25.0 E 3 BC 
2 5 " SW 5 C " SW 4 BC 23. 0 E BC 26.0 E 3 BC 
2 6 " W 4 BC 11 E 3 BC 22. 0 E 2 D 27.0 SW 3 BC 
2 7 " sw 5 BC 11 SW 3 BC 23.0 sw 4 BC 26.0 E 2 BC 
28 11 E C IJ sw 2 BC 23. 0 sw 2 BC 26.0 E 2 BC 

旬 2 9 11 sw 4 BC 11 E 3 BC 21. 0 E 3 C 28. 0 E 2 BC 
3 0 11 W 3 D " E 2 C 21. 0 E 3 C 28. 0 sw 2 BC 
3 1 11 E 3 BC 25. 0 sw 2 D 
合計 225. 0 287.0 
平均 22. 5 26. 1 
合計 475. 3 741. 5 

月 平均 21. 6 23. 9 

円，.
n
U
 

唱
E
A



観測結果(七尾地区)

平成 5年 8 月分 9 月分 1 0月分 1 1月分

~ 水 風 風 天 水 風 風 天 7.)( 風 風 天 水 風 風 天
温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯
23. 0 SW 3 BC 25. 0 E 2 BC 22.0 SW 3 BC 16.5 NW BC 

2 23. 0 E 2 BC 26. 0 E 3 BC 22. 0 E 3 BC 16. 0 E BC 
3 25. 0 E 3 BC 26.0 S唱 5 BC 19. 5 E 3 BC 17.0 SW 2 BC 

上 4 25. 5 SW 2 BC 27.0 SW 7 8 BC 22. 0 SW 2 BC 17. 5 S明 4 BC 
5 25. 5 E 3 BC 26. 0 SW 3 BC 20. 0 NNE 3 BC 18.0 SW 2 BC 
6 26. 0 E 3 BC 25. 0 SW 3 BC 19.5 E 4 BC 17.3 E BC 
7 28. 0 E 2 BC 23. 0 SW 2 BC 20. 0 SW C 17. 5 E 5 BC 
8 27.0 E 3 BC 23.0 S唱 3 C 19.0 E 2 D 17.3 E 3 BC 

旬 9 24.5 E 2 BC 22. 0 E 2 C 20. 0 SW BC 15. 0 E 4 BC 
1 0 26. 5 E 4 BC 22. 0 S明 2 D 20. 0 SW 3 BC 14.0 E BC 
合計 254.0 245.0 204. 0 166. 1 
平均 25. 4 24.5 20. 4 16.6 
1 1 25.0 sw 6 D 23. 0 E 2 BC 20. 0 E 4 BC 14.5 E 3 R 
1 2 24.0 sw 3 BC 23.0 E 2 BC 20. 0 SW 3 BC 17.0 E 2 BC 
1 3 24. 0 E 3 BC 22. 0 E 3 BC 19. 0 N BC 17.0 NE 2 C 

中 1 4 25.0 SW 4 D 21. 0 E 2 D 19. 5 E BC 17.3 SW 2 BC 
1 5 23. 0 E 3 BC 23.0 E 3 BC 18.5 E 4 BC 16.5 E BC 
1 6 23. 0 E 3 C 24. 0 SW 3 BC 19. 5 SW 2 BC 17. 5 E BC 
1 7 22. 0 E 2 R 23. 0 S唱 2 C 19.0 SW D 17. 5 E BC 
1 8 22. 0 SW 2 BC 23. 5 W D 19. 5 NE D 17. 0 SW 2 D 

旬 1 9 25. 0 E 2 C 23. 0 W 2 BC 19.5 E BC 16. 5 E BC 
2 0 24.0 E C 24. 0 SW 2 BC 19.0 E BC 14. 5 E C 
合計 237.0 229.5 193. 5 165. 3 
平均 23. 7 23. 0 19. 4 16.5 
2 1 23.0 SW 2 R 23.5 E 3 BC 19.0 E BC 15. 0 SW 3 D 
2 2 25. 0 SW BC 22. 5 E C 19. 0 E 2 BC 15. 0 SW C 
2 3 25. 0 E 2 BC 23. 0 SW BC 18.0 SW 3 BC 14. 5 W D 

下 24 25. 0 E BC 23. 5 S唱 BC 18.0 NW BC 14. 0 S唱 D 

2 5 27.0 E 2 BC 23. 0 W 2 BC 17.0 NW 3 BC 13. 0 S明 2 D 
26 28.0 E 2 BC 24. 0 SW 2 BC 17.0 NW 3 BC 15.0 SW BC 
2 7 28.0 W 3 BC 24.0 W BC 16. 5 E 3 BC 14.0 NW R 

28 25. 0 SW 3 BC 23.0 E 3 BC 16.5 E 3 BC 14.0 NW D 
旬 29 27.0 E 2 BC 22. 0 E C 16.0 E 3 BC 13. 5 NW 2 BC 

30 25. 0 E 3 BC 21. 0 E D 16.2 NW R 13.5 W 2 BC 
3 1 25.0 E 3 BC 16.0 NW R 
合計 283. 0 229. 5 189.2 141. 5 
平均 25. 7 23. 0 17.2 14. 2 
合計 774.0 704. 0 586. 7 472.9 

月 平均 25.0 23.5 18. 9 15.8 
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観測結果(七尾地区)

平成 5年 1 2月分平成 6年 1 月分 2 月分 3 月分

~ 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天 水 風 風 天

温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯 温 向 力 侯

14.0 W 3 C 10.0 W 2 BC 6.0 E D 8.5 SW 3 BC 

2 15.0 SW 2 BC 10.0 W 3 BC 7.5 NNW 4 BC 10.0 SW 3 BC 

3 14.5 sw 2 D 11. 0 sw 4 D 6.0 N 4 BC 9.0 sw C 

上 4 14.4 NW 3 D 11. 0 SW . 2 C 7.0 W 2 BC 9. 0 SW 3 BC 

5 12.5 NW 3 D 11. 0 E 3 BC 8.0 E 2 BC 10.0 E 2 BC 

6 11. 0 N 4 D 10.0 SW 3 BC 9.5 W BC 9.0 E BC 

7 10.0 E 3 BC 10.0 E BC 9.5 SSW 3 BC 9.5' E 3 BC 

8 12.0 N 3 BC 10.0 SW 3 BC 9.0 E 3 BC 10.0 E C 

旬 9 13.5 NW 3 BC 10.0 SW 3 BC 9.0 NW 4 D 10.0 E 3 C 
1 0 . 12.0 E 3 C 10. 0 E 3 BC 8. 0 NW S 9.0 E 2 BC 

合計 128.9 103. 0 79.5 94.0 

平均 12.9 10.3 8. 0 9.4 

1 1 14. 0 NW 3 BC 10.0 E 3 BC 7. 5 NW 3 S 9.5 SW C 

1 2 13.0 E BC 10. 0 NE 2 BC 7.0 NW 3 S 10.0 S官 3 C 

1 3 13.0 W 2 D 9. 5 NE 3 C 7.0 N S 9.5 NW 4 BC 

中 1 4 12.0 NE 2 D 9.0 NNE BC 8. 0 NW 4 S 9. 5 NW 3 BC 

1 5 11. 5 NE 3 BC 8. 0 E 2 BC 8. 0 W 2 BC 9. 5 MW 2 BC 

1 6 11. 0 N 3 BC 8. 0 ー 。BC 9.5 NW 3 BC 10.5 SW 3 BC 

1 7 11. 0 NW 3 S 8. 0 E D 10.0 NW 3 BC 10.5 NW 4 B.C 
1 8 9.8 NW 2 S 7.0 NE 3 D 9.0 E 2 BC 10.5 E 4 BC 

旬 1 9 10. 5 W 3 BC 8. 0 NW 2 S 10.0 E 3 BC 11. 0 W 3 BC 
2 0 11. 0 W 2 BC 8.0 NE 2 BC 10.0 E 2 BC 10.0 NE BC 
合計 116. 8 85.5 86.0 100.5 
平均 11. 7 8. 6 8. 6 10. 1 
2 1 11. 5 NW 2 7.0 NNE 3 S 9.5 NW 4 D 9.5 E 3 BC 
22 10.0 NNW 4 S 7.0 W 4 S 8. 5 NW 5 BC 8. 0 E 4 BC 
23 9. 0 NW 5 S 7.0 W 3 S 9.0 N 5 BC 9. 0 NW 3 BC 

下 24 8. 5 SW 3 C 7.0 SW 3 S 8.5 NW 4 S 9. 0 W 3 BC 
2 5 8. 0 SW 2 C 6. 5 SW 3 BC 8. 0 E 2 BC 10.0 W 3 C 
2 6 8. 0 SW 3 BC 10.0 SSW 3 BC 7.5 E 2 D 10.0 SW 3 B 
2 7 10.0 NW 4 C 9. 0 NNE 3 BC 8. 0 E 3 S 10.0 W 4 B 
2 8 10.5 NW BC 7.5 E 4 BC 8. 5 W 2 C 10.0 SW 5 BC 

旬 2 9 10.5 E 2 BC 7.0 NE 3 C 11. 0 W 3 BC 
3 0 9. 5 E 2 BC 7.5 NW 3 BC 12.0 E 3 BC 
3 1 9.0 S明 2 R 7.5 E 2 BC 
合計 104.5 83.0 67.5 98.5 
平均 9.5 7.5 8. 4 9.9 
合計 350. 2 271. 5 233. 0 293.0 

Ld 平均 11. 3 8.8 8. 3 9. 8 
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 4月分記録

;そ
波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 I良 方向 力 形 量 侯

11. 3 11. 5 24. 0 11. 7 23.45 2 。SE 5 Nb 10 C 

2 10.5 11. 1 22. 0 11. 3 21. 41 。E 2 St-Cu 7 C 

3 欠 測

上 4 欠 調U

5 7.2 10.4 26.8 10.6 25.95 。。N 3 St-Cu 7 BC 
6 6.8 10. 4 26. 4 10.2 25.60 。。N 2 Ci-St.St-Cu 8 C 

7 8. 7 10. 2 26. 8 10.3 26.01 。N Nb 10 C 

8 7.5 10.3 25.6 10.2 24.81 。。N 4 St-Cu 6 BC 
旬 9 4.8 10.0 25.2 9.9 24. 38 。。E Nb 10 C 

1 0 欠 測

合計 56.8 73. 9 176.8 74.2 171.61 
平均 8. 1 10.6 25.3 10.6 24. 52 
1 1 欠 調。

1 2 7.6 10.9 26. 2 10.8 25.49 。。N Nb 10 D 

1 3 8.9 10.4 26. 0 10.6 25. 26 。N 3 Ci-St 4 BC 
中 1 4 9.2 10.3 25. 8 10.5 24. 95 。N Ci-St 4 BC 

1 5 14.5 10.8 25.4 10.8 24. 70 2 。W 3 Ci， Ci-St 6 BC 
1 6 12.4 12.6 24.8 12.8 24. 42 。。E ー 。B 

1 7 欠 測

1 8 欠 調1
旬 1 9 11. 5 12.0 26.0 12.3 25.52 。。NNW ー 。B 

20 12.4 12.0 25.4 12. 2 24.91 。。N Ci-St 10 K 

合計 76.5 79.0 179.6 80.0 175.25 

平均 10.9 11. 3 25. 7 11. 4 25.04 

2 1 12.0 13.0 25.4 13.2 25. 08 。。S Ci-St 10 K 

22 16.9 13. 1 25.8 13.3 25.49 。。ー 。A-St 10 C 

23 17. 1 13. 1 25.8 13.3 25.49 。。S唱 3 Nb 10 C 

下 24 欠 調。

25 欠 測

26 11. 3 11. 7 25.6 11. 9 25.06 。W 3 Ci-St 4 BC 

27 16.2 12. 7 26.0 13.0 25.64 NW 4 A-St 8 C 

28 10.8 12.0 26. 0 12.0 25.47 。。N Nb 10 C 

旬 29 欠 測

30 10.6 11. 6 22.4 11. 7 21. 87 。SSW Nb 10 R 

3 1 
合計 94.9 87.'2 177.0 88.4 174. 10 
平均 13.6 12.5 25. 3 12.6 24. 87 
合計 228.2 240. 1 533.4 242.6 520.96 

月 平均 10.9 11. 4 25.4 11. 6 24.81 
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 5月分記録

;そ
波 ウ

気温 水温 比 重 .::r、 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 1良 方向 力 形 量 侯

欠 担U

2 欠 視U

3 欠 調l
上 4 欠 調リ

5 欠 調リ

6 17. 1 14.3 23. 8 14. 6 23.73 。。SSE A-St 10 C 

7 15.2 15. 1 24. 1 15.2 24. 14 。。N Ci-St 3 BC 

8 欠 調。

旬 9 欠 担リ

1 0 12.9 14.0 25.0 14. 1 24.83 。。N 3 Nb 10 R 

合計 45.2 43. 4 72.9 43. 9 72.70 
平均 15. 1 14.5 24.3 14.6 24. 23 
1 1 14.3 13.4 22. 2 13.6 21. 96 。W 2 Ci-St 2 BC 

1 2 20. 8 14.6 22. 4 14.9 22. 38 2 。NW 3 Ci B 

1 3 20. 1 14.4 24. 6 14.6 24. 52 。N 2 Nb 10 R 
中 1 4 11. 1 12.8 12.0 13. 1 1 L 81 。。ー 。 Nb 10 R 

1 5 欠 調1
1 6 欠 調t
1 7 14. 1 13.9 23. 4 13.9 23.20 。。SW Nb 10 C 

1 8 14. 1 14. 1 22. 6 14. 2 22.46 。 。 Nb 10 D 

旬 1 9 15. 4 14. 3 21. 2 14. 6 21. 06 。。SW 2 。B 

2 0 19.3 15. 4 25.0 15. 9 25. 19 。。N Ci-St 7 BC 

合計 129. 2 112. 9 173. 4 114. 8 172.58 

平均 16.2 14. 1 21. 7 14. 4 21. 57 

2 1 14.9 14. 4 23. 8 14. 7 23.75 。 ー Ci-St 4 BC 
22 欠 調1
2 3 欠 調リ

下 24 14.8 15.5 24. 2 15.7 24. 34 。。SSW A-St 10 C 

2 5 21. 7 16.5 23.6 16.7 23.94 。W 。B 

2 6 14.9 16.0 25.0 16.2 25.25 。。SW 3 『 。B 

2 7 18. 4 16. 1 24. 6 16.3 24.87 。。SSW 3 Ci-St 2 BC 

28 18. 1 16.9 24. 2 17. 1 24. 62 。。E Ci B 

旬 2 9 欠 調1

3 0 欠 調リ

3 1 19.2 18.6 23. 8 18.7 24.58 。。E Ci 8 BC 

合計 122.0 114.0 169.2 115. 4 171. 35 
平均 17.4 16.3 24. 2 16. 5 24.48 

合計 296. 4 270. 3 415.5 274. 1 416.63 

月 平均 16.5 15.0 23. 1 15.2 
一」一一
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 6月分記録

よそ
波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

l 19. 1 18. 4 23. 6 18. 6 24. 35 。。N 。B 
2 20. 7 19. 6 24. 0 19. 6 24. 99 。。 。A-St 10 C 
3 18.9 18. 1 24.4 18. 3 25. 08 。W Nb 10 D 

上 4 15.2 17.0 23. 4 17.0 23.80 W 3 Nb 10 D 
5 欠 担U

6 欠 調リ

7 18.7 17. 1 23. 8 17.4 24.28 。。E Nb 5 BC 
8 18.9 18. 2 22.6 18.4 23. 30 。。 。 『 。B 

旬 9 欠 調リ

1 0 17. 1 17.5 24.0 17.6 24.53 。。N Nb 10 R 

合計 128.6 125.9 165.8 126.9 170.33 
平均 18.4 18.0 23. 7 18. 1 24. 33 
1 1 18.0 17.8 23. 6 17.9 24. 19 。。N 3 Nb 10 C 
1 2 欠 調。

1 3 欠 調。

中 1 4 20. 4 19.0 24.0 19. 3 24.92 。。 。 Nb 10 D 

1 5 19.7 19.0 19. 8 19. 1 20. 09 。。 Nb 10 FR 

1 6 21. 1 19.7 16. 5 20.0 17.50 。。W 2 A-St 8 C 
1 7 19. 1 19.3 24.2 19.4 25. 14 。。NW Nb 10 C 
1 8 19.9 20. 3 24. 2 20. 5 25. 40 。。N Ci-St 7 BC 

旬 1 9 欠 調リ

20 欠 調リ

合計 118.2 115. 1 132.3 116.2 137.24 

平均 19.7 19.2 22. 1 19.4 22. 87 

2 1 18.7 19.8 17.0 19.9 17.98 。。NNW 2 A-St 10 C 
22 19.4 19. 1 19.8 19.3 20. 68 。。ESE A-St，Ci-St 8 BC 
2 3 19. 1 20.0 22.0 20. 1 23.08 。。NNW Nb 10 D 

下 24 18.5 20.0 23. 8 20.0 24. 88 。。NNW Nb 10 C 
2 5 19.8 20. 1 22. 4 20.4 23. 56 。 SE 2 Ci， Ci-St 4 BC 
26 欠 調リ

27 欠 調。

28 20. 3 20. 3 20. 8 20. 5 21. 97 。。SE Nb 10 C 
旬 29 20.0 19.8 19.0 20.0 20. 03 。。SE Nb 10 R 

30 18.4 19.6 22. 6 19.7 23.60 。。 。 Nb 10 C 
3 1 
合計 154.2 158.7 167.4 159.9 175.78 

平均 19.3 19.8 20. 9 20.0 21. 97 

合計 401. 0 399. 7 465.5 403.0 483.35 

月 平均 19. 1 19.0 22.2 19.2 23. 02 
L_  
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 7月分記録

~ 
波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

18.9 19.6 23. 8 19. 6 24. 79 。。NNW A-St，Ci-St 5 BC 
2 20.4 20.2 23. 8 20. 2 24. 93 。。W A-St 10 C 

3 欠 調。

上 4 欠 調リ

5 19.5 20.9 23.2 20.9 24. 49 。。N 2 Nb 10 R 

6 20. 1 20. 1 19.8 20.3 21. 14 。。E Ci-St 3 BC 
7 22.4 22.0 20. 4 22. 2 21. 97 。。NNW Ci-St 6 BC 
8 23. 4 22. 8 22.2 23.0 24.00 。。 。A-St 10 C 

旬 9 22. 9 22. 8 22.6 22.9 24.39 。。 。 Nb 10 R 

1 0 欠 調1
合計 147.6 148.4 155. 8 149. 1 165.71 
平均 21. 1 21. 2 22. 3 21. 3 23.67 
1 1 欠 調。

1 2 21. 8 21. 4 12.0 21. 7 13.33 。。NNE Nb 10 C 

1 3 22. 4 21. 5 19.0 21. 7 20. 43 。。N Nb 10 C 

中 1 4 23. 3 21. 0 14.0 21. 2 15. 24 3 E 3 Nb 10 R 

1 5 20. 6 20. 8 15.0 20. 9 16. 19 。NNE 2 Nb 10 C 

1 6 20. 9 20.7 19.0 20.8 20.21 。。N 3 Nb 10 C 

1 7 欠 調t
1 8 欠 調t

旬 1 9 20. 6 21. 6 21. 8 21. 7 23. 28 。。N 2 Nb 9 C 

20 20. 9 21. 6 18.5 21. 7 19. 91 。。N Ci-St，A-Cu 6 BC 
合計 150. 5 148.6 119. 3 149.7 128. 59 

平均 21. 5 21. 2 17.0 21. 4 18. 37 
2 1 23.3 23.0 21. 8 23. 8 23.82 。。N 2 St 7 BC 
2 2 23. 5 22. 6 23. 0 22. 8 24. 77 。。 。A-St 8 C 

2 3 22. 7 23. 0 22. 6 23. 2 24.47 。。E A-Cu 7 BC 
下 24 欠 調。

2 5 欠 調l
2 6 24. 5 24. 6 22.0 24. 9 24.31 。。 。 St 8 C 

2 7 26.3 25. 1 20.0 25.3 22. 38 。。 A-St 10 C 

28 27.9 24. 1 22. 6 24.4 24.79 。SE A-St 10 C 

旬 2 9 26. 5 25. 2 21. 6 25. 6 24.09 。。 。Ci-St 6 BC 

3 0 28. 1 25. 6 21. 8 25.9 24.38 -0 。ー 。A-St， St 10 C 

3 1 欠 調リ

合計 202.8 193.2 175.4 195.9 193.01 
平均 25.4 24. 2 21. 9 24.5 24. 13 

合計 500.9 490.2 450. 5 494. 7 487.31 

月 平均 22. 8 22.3 20. 5 22. 5 22. 15 
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 8月分記録

よそ
波 ウ

気温 水温 比 重 ::f、 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 I良 方向 力 形 量 侯

l 欠 調t

2 23. 2 23.8 23.0 23. 8 25.04 。。 。A-Cu， C i 4 BC 
3 22. 3 24.0 22. 8 23. 8 24.84 。。N Nb 10 C 

上 4 21. 5 23.7 21. 6 23. 7 23. 58 。。 。Nb 10 D 

5 23. 4 23. 6 22. 0 23. 6 23.96 。。 。A-St 10 C 

6 23. 9 24. 3 20. 0 24. 5 22. 17 。。 。A-St 10 C 

7 欠 調リ

8 欠 調。

|旬 9 25. 3 25.5 21. 2 25.4 23. 63 。。N A-St 9 C 

1 0 24. 5 24. 5 19.0 24. 6 21. 17 。。N 2 A-St 10 C 

合計 164. 1 169.4 149.6 169.4 164.39 
平均 23.4 24. 2 21. 4 24.2 23. 48 
1 1 23. 6 24.5 20.2 24.6 22.39 2 SE 3 A-St 10 C 

1 2 22.8 22. 2 23. 4 22. 3 25.05 。。WNW 3 St-Cu 8 BC 

1 3 24. 0 22. 6 22. 4 22. 7 24. 13 。。 。 10 C 

中 1 4 欠 調。

1 5 欠 調リ

1 6 20.4 22. 5 20.0 22.5 21. 65 。。ー 。A-St 10 C 

1 7 20. 5 20. 9 8. 0 21. 1 9. 14 。。 。 Nb 10 R 

1 8 22.9 23.0 10.2 23. 3 11. 85 。。SSW A-St 9 C 

旬 1 9 23. 7 23. 4 13.0 23. 7 14.82 。。 。A-St 10 C 

20 23.0 22.3 10.8 22. 5 12.29 。。 。 Nb 10 R 

合計 180.9 181. 4 128. 0 182.7 141.32 

平均 22.6 22. 7 16.0 22. 8 17.67 
2 1 欠 調。

22 欠 調1

23 21. 6 23. 3 21. 6 23. 4 23. 50 。。 。 St 10 C 

下 24 23. 1 23.6 19.0 24. 0 21. 01 。。NE ー 。B 

2 5 27.3 25.4 20.6 25.8 23. 13 。。 。 ー 。B 

26 26.8 26. 1 19.0 26.4 21. 65 。。N Ci 3 BC 

27 26.7 26.3 22.0 26.5 24. 76 。。N 2 Ci-St，St-Cu 6 BC 

28 欠 調リ

旬 29 欠 調。

30 23.3 24. 1 22. 8 24. 1 24.92 。。 。A-St 10 C 

3 1 24. 6 24. 4 22. 0 24. 6 24. 23 。。S ー 。B 

合計 173.4 173.2 147.0 174.8 163.20 

平均 24.8 24.7 21. 0 25. 0 23.31 
合計 518.4 524.0 424.6 526.9 468.91 

月 平均 23.6 23. 8 19.3 24. 0 21. 31 
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 9月分記録

よそ
波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

23. 9 24. 0 20. 8 24. 1 22.88 。。SSW Ci自 St 10 C 

2 24.3 24.4 22.0 24.7 24.26 。。N A-Cu 5 BC 
3 23. 4 24. 6 22. 2 24. 9 24.51 。。ー 。A-Cu 7 BC 

上 4 欠 調t

5 欠 調U

6 21. 7 22. 3 22.8 22.4 24.46 。SSW A-Cu B 

7 21. 3 21. 4 23. 8 21. 4 25. 22 。。NW A-St 10 C 

8 20. 5 21. 1 19. 5 21. 3 20.78 。。 。 Nb 10 R 

向 9 20.3 21. 9 22. 0 21. 8 23.50 。。 。 Nb 10 R 
1 0 20.4 22. 1 22. 0 22. 1 23.58 。。 。 Nb 10 R 
合計 175.8 181. 8 175. 1 182.7 189.19 
平均 22. 0 22. 7 21. 9 22. 8 23.65 
1 1 欠 調リ

1 2 欠 調。

1 3 20. 8 22.6 22. 2 22. 5 23. 88 。。 。 Nb 10 R 
中 1 4 20. 0 20. 6 8.5 20. 9 10.32 。 。 Nb 10 R 

1 5 欠 調。

1 6 22. 0 22. 8 21. 0 23. 1 22.82 。 。 。B 

1 7 21. 9 22. 2 19.8 22. 4 21. 46 。。ー 。 Nb 10 D 

1 8 欠 調。

旬 1 9 欠 調リ

20 20.8 21. 8 22.4 22. 1 23. 98 。N Ci-St 8 

合計 105.5 110. 0 93.9 111. 0 102.34 
平均 21. 1 22. 0 18.8 22. 2 20.47 
2 1 20. 2 21. 6 22.6 21. 8 24. 11 。。 。Ci-St 7 BC 

22 19.9 21. 6 23. 4 21. 6 24.87 。。 。A-St 10 C 

23 欠 調t

下 24 20.3 21. 7 22. 6 21. 8 24. 11 。。 。Ci-St BC 

2 5 欠 調リ

2 6 欠 調U

2 7 18.0 20. 9 22. 6 21. 2 23.96 。。 。A-Cu 3 BC 

2 8 20. 0 22. 1 23. 2 22. 0 24. 76 。SSW 2 Ci-St.A-Cu 7 BC 

旬 2 9 19.8 21. 8 23.0 21. 6 24. 46 。ー 。A-St 10 D 

30 18.4 21. 6 21. 2 21. 3 22. 56 .0 。ー 。Nb 10 R 

3 1 
合計 136.6 151. 3 158.6 151. 3 168.83 

平均 19.5 21. 6 22. 7 21. 6 24. 12 

合計 417. 9 443. 1 427.6 445.0 460. 36 

月 平均 20. 9 22. 2 21. 4 22. 3 23.02 
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 10月分記録

;そ 波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

18.4 20. 4 19. 8 20.0 20.94 。NNE 3 A-Cu B 

2 欠 調。

3 欠 調U

上 4 18.5 20.6 22. 6 20. 8 23. 86 。。ー 。A-St， Ci司 St 9 D 
5 18.9 21. 1 22. 8 20. 9 24. 09 。W 3 Nb，A-St 10 C 

6 15.7 20. 4 23.6 20. 7 24.85 。。ー 。A-St 10 C 

7 16. 4 20. 5 23. 4 20.3 24. 54 。。NE A-St 10 C 

8 15.6 20. 1 22. 6 19.8 23. 62 。。N 2 Nb 10 D 
旬 9 欠 調U

1 0 欠 担。

合計 103.5 123. 1 134.8 122.5 141.90 

平均 17.3 20.5 22. 5 20. 4 23.65 
1 1 欠 調リ

1 2 18.3 20.7 23. 4 20.9 24. 69 。。NW Ci-St 5 BC 

1 3 15.8 20. 5 23. 4 20. 3 24. 54 。。 。Nb 10 D 
中 1 4 16.3 20. 1 23. 6 19.8 24. 63 。。N A-St 10 C 

1 5 16.7 20. 2 23. 4 20. 4 24. 56 。。N A-Cu 3 BC 
1 6 欠 調。

1 7 欠 調。

1 8 15.5 20. 2 23.8 20.0 24. 88 。N 2 A-St 10 D 
旬 1 9 15.4 19.9 24.0 19.7 25.01 。。N Ci-St 3 BC 

20 15.6 20. 2 23. 8 20. 4 24.97 。。SW A-Cu 3 BC 
合計 113.6 141. 8 165. 4 141. 5 173.28 
平均 16.2 20.3 23. 6 20. 2 24.75 
2 1 17.0 20. 2 23.6 20.5 24. 80 。SW 2 Ci-St 3 BC 
22 15.8 19.8 23. 8 19.6 24.79 。NW Nb 10 R 

23 欠 担。

下 24 欠 調1
2 5 13.0 18.8 23. 8 18.9 24.63 SW A-Cu BC 

26 11. 2 18.3 23. 6 18. 1 24. 23 。。 。A-Cu， St-Cu 4 BC 

2 7 12.9 18.5 23. 8 18.4 24.51 。。N Ci-St 2 B 

28 13.0 18.2 24. 0 18.2 24.66 。。 。 ー 。B 

旬 29 13.6 18.8 24. 2 18.8 25. 00 。。ー 。Ci B 

30 欠 調1

3 1 欠 調l
合計 96. 5 132.6 166.8 132.5 172.62 
平均 13.8 18.9 23. 8 18.9 24. 66 

合計 313.6 397.5 467.0 396. 5 487.80 
月 平均 15.7 19.9 23.4 19.8 24.39 
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 11月分記録

よそ(
波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雪zn5cf 天 備考

測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

13.2 18.6 24. 0 18.2 24.66 2 。NW 2 A-St 7 BC 
2 12.5 18.5 24.0 18.6 24.75 。。 。 。B 

，3 欠 調t

上 4 14.0 18.6 24.0 18.8 24. 80 。SW 。B 

5 18.0 18.7 23. 6 19.0 24.45 。SW 3 Ci-St B 

6 欠 調U

7 欠 調1
8 13.5 18.0 24. 0 18.0 24.61 。。N 3 Ci-St 3 BC 

旬 9 12. 4 17.6 24. 2 17.6 24.73 。。N 3 。B 

1 0 12.6 17. 2 24. 2 17.2 24. 64 。。NW A-Cu 7 BC 
合計 96. 2 127.2 168. 0 127. 4 172.64 
平均 13.7 18.2 24. 0 18. 2 24. 66 
1 1 13. 1 17.3 24.2 17. 1 24.62 。 。 Nb 10 R 

1 2 14. 7 17.9 24.0 18.2 24.66 。 。 ー 。B 

1 3 欠 調リ

中 1 4 欠 調。

1 5 15. 1 17.9 22. 2 18.2 22.85 。。N Ci-St，St-Cu 5 BC 
1 6 15.5 18.5 24. 0 18.5 24. 73 。。NW A-Cu 3 BC 
1 7 14. 4 18.2 23. 8 18. 5 24.53 。。 。Ci-St 3 BC 
1 8 14.6 17.7 24. 4 17. 6 24.93 。ー 。 Nb 10 D 

旬 1 9 12. 1 17.4 23. 8 17. 4 24.28 。。N St-Cu 6 BC 
2 0 欠 調。

合計 99. 5 124.9 166.4 125.5 170.60 
平均 14. 2 17.8 23. 8 17. 9 24.37 
2 1 欠 調t

22 6.5 15. 9 24.0 15. 5 24. 10 。N Nb 10 D 

2 3 欠 調1
下 24 2. 7 15.0 22. 2 14.2 22.06 。。W Nb 10 H 

2 5 7.4 15.0 23. 0 14. 4 22. 89 2 SW 2 Nb 10 R 

2 6 10. 1 15.7 22. 6 15.3 22.66 2 。 。 Nb 10 C 

2 7 欠 調U

28 欠 調U

旬 2 9 8. 1 14.8 25.0 14. 4 24.89 。N Nb 10 C 

30 7.6 15.5 25.0 15.4 25. 08 。。ー 。Ci 3 BC 

3 1 
合計 42.4 91. 9 141. 8 89. 2 141.68 
平均 7. 1 15.3 23. 6 14.9 23.61 
合計 238. 1 344.0 476. 2 342. 1 484. 92 

月 平均 11. 9 17.2 23.8 17. 1 24. 25 
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観測結果(宇出津地区)

平成 5年 12月分記録

lよそ( 波 ウ

気温 水温 比 重 :司、 風 ヨ"""きt 天 備 考

測比 測温 換比 1良 方向 力 青ヲ 量 侯

14. 1 16. 0 24. 8 15. 8 24. 97 2 W 3 Nb 10 D 

2 7. 9 15. 8 24.8 15. 5 24. 91 。。 。Ci-St B 

3 9.8 15. 3 22. 6 15.0 22. 60 。 。 Nb 10 C 
上 4 欠 調。

5 欠 調リ

6 4.6 14. 9 24.8 14. 5 24. 71 。。N 3 Nb 10 D 

7 6.2 12.7 22. 6 12. 4 22. 16 。。 。St-Cu 8 C 
8 6.2 14. 6 24. 8 14. 4 24.69 。。 。Ci-St 7 BC 

旬 9 8. 4 15.0 25.0 14. 6 24.92 。N 3 Ci-St，A-Cu 4 BC 
1 0 7.2 13.7 25.0 13. 3 24. 70 。。N Nb 10 C 

合計 64. 4 118. 0 194. 4 115. 5 193. 66 
平均 8. 1 14.8 24. 3 14.4 24.21 

1 1 欠 調1
1 2 欠 調。

1 3 10.3 13.5 24.8 13. 1 24.47 ー 。 Nb 10 D 

中 1 4 5. 1 14.3 24. 2 13.6 23.95 。。N 2 Nb 10 D 
1 5 O. 7 11. 8 24.8 10.9 24. 12 。 N 2 Nb 10 S 積雪少々

1 6 2.8 12. 0 25.0 11. 5 24. 41 。。N 2 A-St B 積雪少々

1 7 3. 5 12.4 23. 8 11. 9 23. 28 。。N 3 Nb 10 R 

1 8 欠 調U

旬 1 9 欠 調リ

20 5. 1 12.9 25.2 12.8 24.82 。。 。 。B 
合計 27.5 76.9 147.8 73.8 145.05 
平均 4.6 12.8 24. 6 12. 3 24. 18 
2 1 7.4 12.9 25. 4 12.2 24.91 。 。 Nb 10 C 

22 0.3 1l. 4 23. 2 10.8 22. 52 。。NW Nb 10 S 積雪10.3cm

2 3 欠 調。

下 24 4.0 12.8 25.4 11. 7 24. 84 。 Nb 9 C 積雪15cm
2 5 欠 調1

26 欠 調。

2 7 7. 1 13.2 24. 0 12.6 23.59 。N 。 Nb 10 D 

28 3. 5 13.2 25.0 12.3 24.53 。N 。 Nb 10 E 

旬 29 欠 調リ

30 欠 調U

3 1 欠 担。

合計 22. 3 63. 5 123.0 59. 6 120. 39 
平均 4.5 12.7 24.6 1l. 9 24. 08 

合計 114.2 258.4 465.2 248. 9 459.10 

月 平均 6.0 13.6 24. 5 13. 1 24. 16 
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観測結果(宇出津地区)

平成 6年 1月分記録

Iそ
波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

欠 調1
2 欠 調U

3 欠 調リ

上 4 2.5 12. 4 25.0 11. 7 24. 44 。。 。A-St 10 C 
5 2.6 12.7 25.2 12.2 24.71 。。N 3 Ci-St 3 BC 
6 5. 6 11. 6 22. 6 11. 0 21. 95 N 2 Nb 10 D 

7 0.5 11. 1 25.2 10.5 24. 46 。N 4 Nb 10 S 
8 欠 調1

旬 9 欠 調リ

1 0 7.9 12.7 25. 0 12.2 24.51 。N Ci-St 3 BC 
合計 19. 1 60.5 123. 0 57.6 120.07 
平均 3. 8 12. 1 24.6 11. 5 24.01 
1 1 7.8 11. 5 25. 4 11. 1 24.75 。 。Ci-St 10 K 

1 2 4.2 11. 7 25. 0 11. 2 24.36 。。N Nb 10 C 
1 3 2.9 11. 3 25. 4 10.7 24. 69 。。N 2 Nb 10 C 

中 1 4 4.3 9.9 25. 4 9.5 24.52 。。N 4 St-Cu C 
1 5 欠 調リ

1 6 欠 調U

1 7 6.8 11. 6 25. 6 11. 4 24. 98 2 。 Nb 10 R 

1 8 3.4 10.8 23. 6 10. 1 22.82 。ー 。 Nb 10 D 

旬 1 9 目 O.7 9. 1 24. 6 8. 3 23.58 。ー 。 Nb 10 S 積雪14Cm

20 ーO.2 10.2 25.8 9.2 24.87 。N Nb 10 S 積雪21Cm

合計 28. 5 86. 1 200.8 81. 5 194.57 

平均 3.6 10.8 25. 1 10.2 24.32 

2 1 1.1 11. 8 26. 2 10.7 25. 48 。N 2 Nb 10 S 

2 2 欠 調リ

2 3 欠 調リ

下 24 -1. 3 9.1 25.8 8.0 24. 78 。。 。 Nb 10 S 

2 5 3. 3 9.0 24. 8 8.3 23.77 W Nb 8 C 

2 6 3. 0 11. 1 25.8 10.3 25.02 。 。 Nb 10 C 

2 7 1.6 10.0 24.2 9. 4 23. 32 。。N 3 Nb， Ci-St 8 C 

28 0.3 10.3 25.6 9.2 24.68 。。N Nb 10 C 

旬 29 欠 調リ

30 欠 調1

3 1 O. 2 9.6 26.4 8. 6 25. 38 。N Ci-St 7 BC 

合 計 8.2 70.9 178.8 64.5 172.43 

平均 1.2 10. 1 25.5 9.2 24. 63 

合 計 55.8 217.5 502. 6 203. 6 487.07 

月 平均 2. 8 10.9 25. 1 10.2 24. 35 

nu 



観測結果(宇出津地区)

平成 6年 2月分記録

よそ
波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雲 天 備考

測比 測温 換比 浪 方向 力 形 量 侯

5. 5 10. 1 25.8 9.3 24. 88 N Nb 10 R 残雪14CII
2 -1. 8 9.2 25.2 8. 2 24. 16 。。W 2 Nb 10 S 残雪13CII
3 -0. 3 9.2 25.2 8.3 24. 17 。。N Nb 10 S 積雪14Ca

上 4 1.7 9.0 25.8 8. 1 24. 72 。N Nb 10 S 積雪24Cn;
5 欠 測

6 欠 調4
7 5.6 10. 4 26. 2 9.8 25. 34 。。ー 。A-St， Ci-St 7 BC 
8 3.0 10.4 25.6 10.2 24.81 。。ー 。 。B 

旬 9 4.4 10.4 25.4 10.2 24.61 。N 2 Nb 10 R 

1 0 0.3 9.2 24.8 8.8 23. 83 。。N 3 A-St，A-Cu 8 C 積雪少々

合計 18.4 77.9 204. 0 72.9 196.52 

平均 2.3 9. 7 25.5 9. 1 24.57 

1 1 欠 調リ

1 2 欠 測

1 3 欠 視t
中 1 4 1.1 7.6 25. 8 6.7 24. 58 。。W Nb 10 S 積雪28Cm

1 5 2.6 9.2 26.4 8. 5 25. 37 2 。ー 。A-St 10 C 残雪21Cm
1 6 4.3 9.7 26.4 9. 7 25. 53 。。 。A-Cu 9 C 残雪15Cm
1 7 3.8 8.8 25.4 8. 4 24. 37 。。N A-St 10 C 残雪l1Cm
1 8 4. 2 9.4 25.8 9.6 24.92 。ESE 2 ー 。B 残雪少々

旬 1 9 欠 調1
20 欠 調1
合計 16.0 44. 7 129.8 42. 9 124.77 
平均 3. 2 8. 9 26. 0 8. 6 24.95 
2 1 7.8 10.5 25.8 10.2 25.00 。。N Nb 10 R 

22 2. 4 8. 9 25. 8 8. 4 24. 76 。NW 4 Nb 10 S 
23 1.5 9.0 25.6 8. 5 24.59 。。NW 3 Nb 10 S 積雪少々

下 24 2. 8 6.8 26. 0 5.8 24.69 。。ー 。Nb 10 S 積雪 8C四

2 5 1.8 8. 2 25.6 7.0 24.41 。。ー 。Nb 10 D 積雪少々

26 欠 視U

27 欠 調。

28 4. 8 8. 9 23. 8 8. 4 22. 80 。。ー 。A-Cu 10 C 

旬 2 9 

30 

3 1 
合計 21. 1 52. 3 152.6 48.3 146.25 
平均 3. 5 8. 7 25. 4 8. 1 24. 38 
合計 55.5 174.9 486.4 164. 1 467.54 

月 平均 2.9 9.2 25.6 8. 6 24.61 
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観測結果(宇出津地区)

平成 6 年 3月分記録

~ 
波 ウ

気温 水温 比 重 ネ 風 雪~ 天 備考

測比 測温 換比 t良 方向 力 形 量 侯

l 5.4 9.2 25.0 8. 5 24.00 。欠 祖リ Nb 10 R 

2 2. 1 9.5 25.4 9.0 24.45 。。11 11 A-Cu 5 BC 積雪少々

3 4.4 9.5 25. 4 9.0 24. 45 。11 11 。B 11 

上 4 4.6 9.9 25.8 9.5 24.91 。。11 11 A-Cu 3 BC 
5 欠 調日

6 欠 調。

7 4.7 9. 1 26.4 8.6 25. 38 。。欠 調1 Nb 10 C 
8 9.0 10.4 26.0 10.4 25.23 。 11 11 Nb 10 D 

旬 9 8. 4 11. 0 24.4 11. 2 23. 77 。 11 11 Nb 10 C 
1 0 1.5 10. 4 26.0 10. 2 25.20 。 11 11 Nb 10 S 
合計 40. 1 79. 0 204.4 76. 4 197.39 
平均 5. 0 9.9 25. 6 9. 6 24. 67 
1 1 3. 9 9.6 24. 0 10. 0 23. 20 欠 損l A-St 10 C 積雪少々

1 2 欠 調リ

1 3 欠 調1
中 1 4 4.0 9.7 23. 8 10. 0 23. 00 。。欠 調リ A-Cu B 

1 5 2. 6 9.3 25.2 9.5 24.33 。11 11 Nb 10 D 

1 6 5.8 9.9 26. 0 10.2 25.20 。11 11 Ci-St BC 
1 7 6.4 10.0 25.8 10.5 25.05 。。11 11 Ci田 Cu 9 C 
1 8 5. 5 10. 1 26.2 9.8 25.34 。。11 11 Ci-St 3 BC 

旬 1 9 欠 調。

20 欠 調リ

合計 28.2 58. 6 151. 0 60. 0 146.12 
平均 4.7 9.8 25.2 10.0 24.35 
2 1 欠 祖リ

2 2 6. 1 9.7 27. 0 9.7 26. 12 。。欠 調リ Ci-St 9 K 

2 3 8. 1 9.9 26. 2 10. 4 24. 43 。。11 11 Nb 10 R 

下 24 6.9 9.8 23. 8 10. 4 23.06 。。11 11 St-Cu， Ci司 St7 BC 
2 5 5. 0 10.3 26.2 10.3 25. 42 。11 11 St-Cu 5 BC 
2 6 欠 調1

2 7 欠 調1

28 10. 1 9. 1 24. 6 9.4 23.71 2 欠 調リ Nb 10 C 

旬 29 7.3 10.2 25.2 9.8 24.36 。。11 11 St世 Cu 7 BC 

30 6.5 10. 1 25.2 10.5 24.46 G 。11 11 A-Cu BC 
3 1 10.2 10.3 26.2 10.5 25.45 。11 11 A由 St 10 C 
合計 60.2 79.4 204.4 81. 0 197.01 

平均 7.5 9.9 25.6 10. 1 24.63 

合計 128.5 217.0 559.8 217.4 540.52 

月 平均 5.8 9.9 25.4 9.9 24.57 

つ臼



2. 沿岸海洋調査資料

(内浦・富山湾観測)

内浦海域観測結果表 (4月上旬)

93年

7I<i温
4月 19日， 2 1日

S t 。闘 5m 10m 20m 30. 50岡 75. 100四 125m 150町 200町 250. 300. 降IVJ度防法

1 1 12.3 10.8 10.6 10.6 13 間水

2 1 12.1 10.7 10.6 10.6 10.7 11 隠水

3 1 12.0 11.1 12 !li7l< 
4 1 12.0 11.1 10.9 13 !電氷
5 1 11.9 11 .25 11 .23 11.22 11.1 11 .0 10.9 13 CTO 
6 1 11.8 10.5 10.4 10.4 10.5 10 同水

7 1 12.1 11.1 12 1電水

8 1 11 .8 10.9 10.7 10.6 10.6 13 1電氷

日 11ι 10.8 10.7 10.6 10.6 II 電水

10 11.5 10.5 10.4 10.4 10.4 10 時水

1I 11.5 11.19 12 阪個j

12 11.5 11.47 11.42 11.39 11.38 11.35 11.33 11.33 13 CTO 
13 11.9 11.61 11.38 11.33 11.31 11 .22 11 .12 11.11 11.09 10.92 7.43 4.92 2.55 13 CTO 
14 11.7 10.80 10.70 10.60 10.60 13 志水

15 欠i!l!J
16 11.3 11.12 11.03 13 医倒

17 11 .2 11 .23 11.20 11.16 11.16 10.99 10.89 10.86 15 CTO 
18 11.5 11 .29 11 .26 11.25 11.19 11.04 10.94 10.89 10.85 10.90 8.67 4.23 2.16 16 CTO 
19 11 .6 10.80 10.60 10.50 1 U .50 14 r<lt水
20 欠榔l
21 11 .5 11.00 10.94 13 阪倒

22 11.2 11.25 11.21 11.17 10.96 10.93 10.92 10.92 15 CTO 
23 11 .6 11 .47 11.39 11.05 11.03 10.95 13 CTO 
24 11 .7 11.49 11.45 11.23 11.20 11 .12 10.87 10.88 13 CTO 
25 11 .3 11 .27 11.27 11.20 11.16 10.87 10.81 10.87 14 CTO 
26 11 .5 11 .34 11.25 11.07 11.07 11.05 10.88 10.87 16 CTO 
27 11. 7 11.45 11.39 11.23 11.10 11.00 10.88 10.88 15 CTO 
28 11.6 11.49 11.34 11.21 11 .19 10.89 10.82 10.78 15 CTO 
29 11.3 11 .17 11 .00 10.95 10.92 10.84 10.81 10.80 15 CTO 
30 11.3 11.21 11.12 11.02 10.98 10.95 10.92 10.92 18 CTO 
31 11.4 11.28 11.20 11.14 11.14 11.00 10.93 10.91 15 CTO 

最高 12.3 11 .61 1l.42 11.39 11.38 11.35 11.33 11.33 16 
最低 11.2 0.00 11.20 11.16 10.50 10.40 10.40 10.40 10 
平均 11 .6 8.12 11.30 11.27 10.98 10.88 10.75 10.77 13 

0. 5m 10阻 20. 

A 12.2 11.30 11.30 11.20 10 
B 12.3 11.60 11.20 11.20 s 

塩分

S t Om 5m 10. 20m 30m 50. 75m 100. 125目 150m 200m 250m 300. 

2 

3 
4 

5 t4.27 J:lUO  t4.26 t4.21 t4.17 t4.17 
s 
7 

8 
日

10 

11 
12 同4.l5PU9 国(，13 里4.14
13 P4.l6 PU6 自4.16国4.15日4.14国4.14J:l.!.J.! 恒.15J:l!.l! 回.11 4.08 4.07 
14 

15 1Xi!l!1 
16 
17 134.14 134.l4 13(.14 134.l4 134.15 134.15 134.16 
18 師4.15t4.l4 tU5 134.16 134.16 134.16 134.l6 13_!.17 J:l4.17 134.20 134.13 134.09 134.07 
19 
20 |欠測l
21 
22 ~U.14 134.14 目(，11目4.1513(.16 P(.I6 134.18 
23 t4.l2 4.12 国4.13国4.13 4.14 
24 P4.l3 目4.13 4.13 日4.13日4.14 4.15 4.16 
25 134.17 目4.14日4.14日4.15日4.16日4.16目4.18
26 国4.l3 4.12 4.12 4.13 4.13 4.15 四4.15
27 4.11 4.l1 4.12 4.12. 4.l5 4.17 J:l!，_~7 
28 4.27 4.14 4.14 4.14 4.16 4.16 4.16 
29 (14.10 rU.08 4.08 4.10 4.11 4.12 134.l3 
30 4.10 4.11 4.11 4.11 4.13 4.16 日4.16
31 4.17 4.14 4.13 " .13 4.14 4.16 4.17 

最品 4.27 4.30 4.26 4.21 4.17 4.17 4.18 4.17 4.20 4.13 tU9 pU7 
最低 4.10 4.08 4.08 4.10 4.11 4.l2 4.13 4.15 4.16 4.11 4.08 tU7 
平均 130.14t4.l 4 p4.14 p4.14 p4.14 ι15巴.16巴.16p4.l8 p4.l2 p4.09_t4.07 

ワ白
内
/
U



内浦海域観測結果表 (5月上旬)

93 fド
7l<i!il 

5月6日， 78 

S t Om 2m 3m 5m 10. 20m 30m 50. 75m 100m 125m 150m 200町 250町 300町隆明度防法 天候
1 1 12.9 12.54 12.26 11.89 11.58 11.29 11.16 11.17 I4 cro 1 C 
2 1 12.9 12.98 12.41 11.74 11.65 11.49 11.01 11.05 10.51 14 CTD 1 C 
3 1 13.0 12.97 12.46 12.03 11.80 11.32 15 cro 1 C 
4 1 13.5 12.64 12.01 11.86 11.86 11.62 11.27 I4 cro 1 C 
5 1 13目。 12.58 11.81 11.80 11 .38 10.97 10.78 14 cro 1 C 
6 1 13.1 12.41 12.95 11.84 11.53 11.34 10.45 10.18 15 cro 1 C 
7 1 13.4 13.17 13.02 12.00 11.69 11.59 13 CTD 
8 1 12.8 11.98 11.90 11.87 11.75 11.61 11.35 11.11 14 cro 1 C 
9 1 13.1 12.15 11.61 11.46 11.32 11.23 10.87 10.64 15 cro 1 C 
10 13.1 12.47 12.02 11.86 11. 74 11 .58 10.76 10.40 9.81 9.78 9.52 15 cro 1 C 
11 12.9 12.81 12.74 12.70 11.79 11.52 11.34 11 cro 1 B 
12 13目l 13目2812ιo 11.99 11.67 11.50 11.38 11.26 10.96 13 cro 1 C 
13 13.8 12.90 12.51 11.88 11.75 11.94 11.21 10.75 10.62 10.42 9.86 7.42 3.69 1.16 12 CTD 1 C 

114 5 
12.5 12目1911.95 11.75 11.57 11.30 11 .16 10.94 10.77 10.69 10.23 7.69 3.90 1.26 13 cro 1 C 
12.9 12.77 12.73 12.21 11.71 11.64 11.30 10 cro 1 B 

16 12.9 12.76 12.75 12.27 11.61 11.35 11.03 10.91 10.82 8 1 cro 1 B 
17 12.8 12.71 12.71 11.75 11.37 11.03 11.04 10.82 10.82 10.95 10.40 7.95 4.35 1.41 10 cro 1 C 
18 12.3 11.74 11.67 11.38 11.10 10.87 10ι1 10.81 10.77 10.12 7.27 3.54 1. 76 12 cro 1 B 
19 12.7 11.96 11.77 11.67 11.55 11.07 10.86 10.81 10.81 10.75 10.64 7.57 3.99 1. 76 11 cro 1 B 
20 12.9 12.75 11.93 11.51 11.33 11.10 10 cro 1 B 
21 12.9 12.72 12.72 11.72 IU5 11.07 10.82 10目7310.71 9 1 cro 1 B 

22 12ι 12.45 12.35 11.60 11.33 10.97 10.75 10.73 10.78 10.61 9.88 7.14 4.39 1.61 1I cro 1 C 
23 13.2 13.02 13.01 12.31 11.68 11.48 11.23 10.84 9 1 cro 1 B 
24 13句 l 12ι1 12.79 12.22 11.84 11 .63 11.29 10.71 10.50 10 cro B 

25 12.9 12.52 11.75 11.48 11.28 11.15 11.11 10.82 10.77 10.71 10.09 6.98 3.76 1.78 11 cro 1 C 
26 13.2 13.00 12.60 11，99 11.73 11.51 11.17 10.95 10.82 10 cro 1 C 
27 13.8 13.52 12.07 11.95 11.64 11.46 11.02 10目8210.86 7 1 cro 1 c 
28 13.2 12.29 11.94 11.47 11.33 11.27 1I目。510.97 11 .73 10.82 11.09 6.83 3.21 1.55 7 1 cro 1 c 
29 13.1 13.01 12.70 11.95 11.46 11.51 11.18 10.80 10.85 6 1 cro 1 c 
30 13.3 13.06 12.13 11.45 11.28 11.24 10.94 10.82 10.76 6 1 cro 1 c 
31 13.9 13.88 12.22 11.51 11.45 11.10 10.90 10.83 10.80 10.79 10.06 6.20 2.44 1.57 5 1 cro c 

最高 13.9 12.46 13.88 13.02 12.70 11.87 11.94 11ιl 11.35 11.73 10.95 11.09 7.95 4.39 1. 78 15.0 
最低 12.3 12.46 11.96 11.74 11.45 11 .28 10.97 10.45 10.18 9.81 9.78 9.52 6.20 2.44 1.16 5.0 
平均 13.1 12.46 12.82 12.40 11.87 11 .59 11.38 11.08 10.84 10.77 10.63 10.19 7.23 3.69 1.54 11.1 

Om 2m 3. 5闘 10. 20m 

A I4 .2 12.95 12.51 11.89 14 cro 1 C 

B 14.1 12.91 12.58 11.93 11.80 15 cro 1 C 

塩分

S t Om 2m 3m 5. 10m 20m 30m 50. 75m 100， 125 150 200 250 300町

同4.01回4.02国4.02puo 同4.17同4.17同4.18
2 岡3.87t3.93 障4.01
3 国3.84四3.91岡3.95国4.04国4.17
4 国3.87s3.92 日3.99日4.05日4.14日4.19
5 国3.9003.90 03.93 04.07-目4.13目4.20日4.23
E 3.81 3.82 3.92 4.03 4.14 4.18 4.25 
7 133.67 133.71 133.97 134.11 ~U.14 
8 同4.02旧4.05回4.06同4.08134 .09 同4.17T4.19 

B P4.03 PU3 TU5 ロ4.08t4.13 国4.15同4.15P4.17 担4.22

10 p3.84 同3.88P3.89 t3.92 t4.08 tU9 P4.94 t.j .18 同.16134.17 

11 133.38 同3.38133.(2 同3.97t4.l2 同4.15

12 持3.65担3.70133.76 tU9 134.13 134.15 134.16 134.14 
13 担3.46T3.64 担3.67同3.70国3.96同4.10TU5 自4.17TU8 p4.17 同4.11ロ4.09担4.07

14 同3.66担3.67担3.71134.00 匝4.10同4.17担4.17134.17 tU9 134.17 同国11匝4.90tu7 

15 133.06 3.08 担3.57133.94 国4.08旧4.14
16 T3.00 T3.01 133.41 t3.79 t4.03 t4.l4 同4.16PU7 
17 同2.89担2.89同3.46133.92 同4.01同4.14134.13 134.18 担4.26旧4.20T4.11 担4.09134.07 
18 同2.79国3.02回3.20同3.62担4.03134.10 134.14 134.16 旧4.18担4.20134.16 担4.11担4.10T4.06 

19 自3.15同3.44同3.73担3.79同4.16I3U4  国4.16t4.is 134.20 tU7 川.11134.09 l.li~07 
20 132.88 132.89 目3.61t3.79 同4.07同U2

21 132.83 132.83 担3.49同3.88133.98 担4.11担4.13担4.16

22 þ2.8~ 国2.85担2.97担3.47国3.87回4.05134.09 担4、12担4.16同4.19 4.17 同4.11P4.09 134.07 

23 国2.76担2.76133.53 同3.84同4.09同4.12T4.17 

24 ロ2.56132.59 133.55 t3.66 t3.94 t4.11 匝4.17担4.20

25 同2.44133.29 T3. s1l 回3.92旧4.06回4.16国4.16担4.17回4.19 4.15 担4.11134.08 T4.07 

26 同1.51担3.55133.58 133.91 134.09 134.13 同4.14134.16 

27 128.86 133.40 133.60 担3.98担4.07持4.15134.15 担4.19

28 同2.61133.08 133.53 133.92 134.14 134.16 TU8 T4.39 同4.22 4.37 4.11 4.08 同4.07

29 1.02 国3.16国3.57回3.97同4.10同4.12134.14 同4目 19

30 0.06 同2.79同3.63t3.98 t4.l2 t4.14 tU4 134.17 

31 7.63 ロ2.77t3.64 旧4.07回4.09134.13 134.14 04.15 4.17 4.16 4.10 4.07 04.06 

段高 2.84 4.03 134.05. 回4.06134.11 P4.17 同4.20同4.94P4.39 4.26 4.37 4.11 4.90 l.l.i.07 
最低 2.79 7.63 132.59 133.41 133.66 133.94 同4.09担4.12同4目 14 4.16 4.15 4.10 4.07 旧4.06

平均 2.81 2.78 同3.39133.70 回3.95134.09 回4.15回4.20134.19 4.20 4.20 4.11 4.18 ~U.07 

Om 2. 3. 5聞 10m 20m 

A 133.74 133.91 133.96 

B 133.77 国3.92133.97 P4.00 

円

δ
円

ru



内浦海域観測結果表 (6月上旬)

93年

水1昆
6月1日， 2日

S t Om 3m 5m 10国 20m 30m 50m 75m 100， 125， 150 200 250 300 透明度}j i主
1 I 17.6 16.72 16.20 16.12 15.68 14 .92 12.82 19 crn 
2 I 18.0 17.88 17.44 15.93 15.38 14.79 13.73 11.64 11.60 21 crn 
3 I 18.1 17.58 17.68 16.91 16.18 15目15 12 crn 
4 I 17.7 17.55 17.45 16.82 16.09 16.02 14.40 19 crn 
5 I 18.1 17.81 16.93 16.69 16.00 15.79 14.32 12.00 19 crn 
6 I 18.1 17.15 16.56 16.15 16.03 15.74 14.54 11.24 20 crn 
7 I 18.2 17.60 17.11 16.96 16.19 15.77 15 crn 
8 I 18.0 17.31 17.25 16.94 16.27 15.03 13.74 11.87 15 crn 
9 I 17.4 17.18 17.16 16.41 16.04 14.90 13.39 11.74 11.00 19 crn 
10 17.0 16.85 16.70 16.40 15.59 14.69 13.02 11. 57 11.00 19 crn 
11 18.3 18.03 18目。716.49 15冶8215.76 13.21 13 crn 
12 17.34 17.02 15.72 15.35 13.05 11目1410.96 crn 
13 17.8 17ιl 17.64 16.42 14 .86 13.39 12.44 11.33 10.88 10.91 10.54 7目70 3.33 15 crn 
14 17.2 16.58 16.44 16.26 14.38 13.31 12.65 11 .46 11.03 10.83 10.50 7.68 3.28 1.33 15 crn 
15 18.2 17.58 17.40 17目1315.71 15目4513.16 17 crn 
16 18.4 18.13 17.78 17.59 14目5413.95 12.31 11.06 10.91 15 crn 
17 17.9 17.69 17.64 16.38 14 .54 12.73 12.10 11 .04 10.90 13 crn 
18 17.3 17.20 17目。715.65 14 .63 12目6011.44 11.00 11 .04 11.04 10.03 6.41 3.19 1.40 14 crn 
19 17.3 16.89 16目3414 .80 13.87 13.39 12.58 11.49 11.00 10.98 10.65 6.23 3.01 1.65 13 crn 
20 18.1 17.57 17.13 16.66 16.13 15.14 12.33 16 crn 
21 18.4 17.93 17.24 16.29 14.10 12.74 11.93 11.11 10.99 13 crn 
22 18.0 17.85 17.80 16.20 14.45 12.52 11.22 11.12 10.99 10.96 10.87 5.94 2.88 1.38 12 cro 
23 18.5 17.99 17.50 17.17 15.54 14.57 13.09 11.26 16 crn 
24 18.0 17.64 17.15 16.05 14.08 13.30 11.94 11.07 10.90 15 crn 
25 18.1 18.05 17.99 16.70 14.63 13.12 11.41 10.92 10.84 10.71 10.17 5.88 2.92 1.43 13 crn 
26 19.3 18.00 18.14 16.79 15.99 15.39 14 .18 11.23 10.92 15 crn 
27 18.5 18.32 17.46 16.15 15.93 15.33 13.39 10.96 10.96 14 cro 
28 18.0 17.88 17.83 16.86 15.67 15.11 12.92 11.14 10.85 10.78 10.53 7.65 2.42 1.28 20 crn 
29 18.2 17.91 17.89 16.74 15.37 14.86 13.79 11.24 10.95 19 cro 
30 18.5 17.59 17目0916.12 15.11 14 .97 14.14 11.32 11.03 20 cro 
31 18.0 17.69 17.67 17.21 15.39 14 .81 14 .11 11 .53 10.97 10.96 10.89 8.10 3.38 1.52 20 CTD 

最品 19.3 18.3 18.1 17.6 16.3 16.0 14.9 12.8 11.6 11.0 10.9 8.1 3.4 1.7 21.0 
最低 17.0 16.6 16.3 14 .8 13.9 12.5 11.2 10.9 10.8 10.7 10.0 5.9 2.4 1 .3 12.0 
平t句 18.0 17ι 17.3 16.5 15.4 14.6 13.1 11.4 11.0 10.9 10.5 7.0 3.0 1.4 16.2 

。罰 3m 5. 10m 20m 

A 18.3 17.78 17.07 H7 間t-B 18.6 17.89 17.43 17.19 16目29

塩分

S t Om 3m 5. 10阻 20. 30嗣 50聞 75m 100. 125. 150目 200 250 300. 

l同4.04 国4.08国4.21tuo 回4.41同4.45tU4 

2 t3. 03 t2.96 tUI 旧4.31回4.38 t4.33 t4.37 

3 ~4 目 02 ~3.9 9 恒.99日4.02t4.05 日4.12

4Jl3.9_8 回.98回3.97自4.03t4.l6 t4.27 目4.32
5 ~U .08 同4.08同4.08日4.11目4.31目4.34目4.27t4.28 

6 134.21 134.26 134.27 回4.21国4.26 tU2 
7t4.0Q t4.00 同4目。l国4.01T4.09 国4.08
自問4.00133.98 目4.01目4.05同4.20日4.12日4.22134.28 
9 t3. 92 t3.91 þ~.92 国4.25国4.18国4.19 恒.15恒.19
10 133.67 133.73 同3.90日3.89日4.11日4.16間4.23134.14 134.17 
11 同3.46同3.56t3.52 ~U3 目4.07 ~U3 
12 間 .15 t3.55 日4.03日4.06目4.08目4.19134.16 134.19 
13 陣3.23t3.19 回3.19陣3.45同3.98 ~UO 恒.19J3!. 14 ~4 .21 t4.25 t4.l3 4.09 
14 国3.39ロ3.41目3.53目3.85日4.15目4.21目4.19134.16 134.16 134.20 134.12 4.08 34.07 
15 ロ2.90133.16 133.46 目3.93目4.08出4.13

16 同2.81t2.79 国3.85国3.67目3.88国4.21国4.15同4.18
17 目2.74回2.69目2.69自3.19目3.83日3.87目4.17目4.14間4.16

18 ロ2.61同2.49同2.57日3.19日3.81 四4.15 t4.25 t4.20 t4.11 同4.08t4.06 

19 目3.01 陣3.08国3.86 ~4 .16 t4.15 t4. f6 t4.22 tU4 t4.12 t4.08 t4.07 

20 四2.59 国4.10 4.12 

21 陛.85 3.13 133.80. 133.87 目4.19自4.19国4.19

22 国2.25目2.23同2.23 2.87 日3.81目3.90目4.08目4.16目4.20134.24 同4.31t4.11 ロ4.08134.06 

23 日2.45 @l._41 3.92 133.95 134.10 日4.25日4.19

24 133.03 133.35 133.78 133.92 134.19 

25 2.42 2.40 132.42 3.12 133.78 133.84 134.02 t4.08 担4.06

26 3目39 2.40 132.42 3.12 3.78 133.84 134.02 134.12 134.16 出4目21t4.21 t4.l0 川.08tU6 

27 133.31 133.38 日3.59133.73 134.03 I3UO  4.26 134.17 134.22 
28 2.94 132目98133.31 133.92 134.06 4.10 4.17 4.15 134.16 国4.18 ロ4.13tU8 t4.06 

29 133.61 133.64 3.66 3.91 3.95 4.03 4.09 4.18 4.19 

30 3.80 3.78 3.81 3.95 3.96 4.19 4.28 4.16 134.21 
31 3.76 133.77 3.76 3.84 4.09 134.20 134.25 4.22 4.23 旧4.28 4.14 134.09 134.0. 

最高 4.21 4.26 4.27 4.31 4.38 4.42 4.49 4.44 134.37 日4.25日4.31回4.14ロ4.09国4.07

最低 2.19 2.23 2.23 2.87 133.67 3.84 134.02 134.12 134.14 日4.16国4.20134.10 134.08 134.0. 
平均 3.27 133.23 3目44 3.76 4.01 4.09 4.22 134.19 凶.19陣4.21 t4.12 t4.08 t4.06 

0. 3. 5圃 10. 20. 

A 4.00 3.98 4.01 

B 3.96 133.93 133.99 4.01 4.04 

A
斗
-

n
r
u
 



内浦海域観測結果表 (7月上旬)

93年

水温
8月29日. 30日

S t 。岡 3・5. 10. 20. 30圃 50. 75冊 100. 125 150. 200. 250. 300 陪lリ]1且 u深 天候 ~量 告耳を 形 風向 胤述 隙浪 うねり関 ff~託温
1 1 19.4 19.27 19.28 19.18 18.17 17.56 16.99 16.51 15 95 R 10 Nb 5E 1.4 1 11002.6 21目。

2 1 19.8 19.58 19.60 19.54 18.08 16.92 16.16 15.19 11.38 15 139 R 10 Nb s 2.6 1 11003.0 20.0 
3 1 19.9 19.73 19.72 19.58 19.34 18.22 14 37 R 10 Nb 5E 2.8 1 11002.5 20.0 
4 1 19.7 19.57 19目5519.52 19 .07 18.76 17.57 13 72 R 10 Nb E5E 1.4 1 11002.6 20.8 
5 1 19.7 19.57 19.41 19.28 18 .17 17.80 17.21 16.87 15 96 R 10 Nb 55E 2.0 1 11002.3 20.6 
6 1 19.8 19.66 19.65 18.77 17.74 17.51 16.52 15.23 17 98 R 10 Nb 55E 2.6 1 11003.3 20.0 
7 1 19.7 19.65 19.63 19.63 19.05 19.04 14 43 c 10 Nb E5E 2.2 1 11001.7 20.0 
8 1 19.6 19.51 19.51 19.45 18.69 18 .23 16.74 15.35 15 98 R 10 Nb 5. 4.8 1 11004.3 20.1 
9 1 19.6 19目5419.53 19.23 18.17 17.70 16.84 16.46 13 .78 16 119 R 10 Nb 5. 2.6 1 11004.2 20.5 
10 19.6 19.49 19.38 18.94 17.95 17.49 16.64 15.60 13.13 11.85 11.19 18 199 R 10 Nb s 2.6 1 11003.5 20.4 
11 20.1 19.88 19.71 19.43 19.23 17.92 16.91 14 72 c 10 Nb E5E 3.3 1 11001.0 20.1 
12 20.3 0.12 19.99 19.58 19.08 17.65 17.06 14 .93 12.53 15 110 c 10 Nb 5E 3.4 1 11001.6 19.7 
13 20.4 0.25 19.97 19.67 18.22 17.27 16.64 14.75 13.75 11.84 11.28 8.42 15 c 10 Nb E5E 3.1 1 11001.6 19.8 
14 2自.3 0.18 0.14 19.40 18.20 17.01 16.67 14 .98 13.88 12.21 11.53 8.37 16 R 10 Nb 55. 3.7 1 11004.1 20.5 
15 20.2 0.17 0.17 19.92 19.05 17.88 17.29 14 66 c 10 I A-St ，St-Cu NE 4.3 1 11004.0 19.4 
16 20.2 0.17 0.17 。1118.22 17.69 17.18 15.55 13.10 14 121 c 10 A-St NNE 5.0 1 11004.0 19.4 
17 1 20.1 0.11 0.11 19.97 18.46 17.98 17.24 15.90 14 .21 11.57 11 .19 6.47 15 c 10 I A-St ，St-Cu NE 6.5 2 19.2 
18 1 20.3 0.11 19.84 19.50 18.05 17.81 16.93 15.62 14.11 12.29 11.25 6.77 18 R 10 Nb SS. 3.3 1 11004.2 20.2 
19 1 20.3 0.18 0.16 18.99 17.99 17.61 17.01 15.52 14 .17 12.64 11.49 6.77 2.81 1.25 16 R 10 Nb SS. 5.1 1 11004.0 20.0 
20 20.2 0.07 0.07 0.07 18.17 17.83 17.10 13 68 c 10 A-St NNE 5.0 1 11004.0 19.2 
21 20.1 0.09 0.09 0.08 18.09 17.71 17.10 15.33 13.93 12.08 11.20 6.94 13 250 c 10 I St-Cu，A-St NNE 6.2 111004.0 19.4 
22 20.1 0.12 0.12 。目1218.72 17.82 17.18 16.27 13.59 12.14 11.05 5.77 15 c 10 I St-Cu，A-St NNE 6.4 2 1 11005.5 19.2 
23 20.3 。14 0.13 19.86 18.13 17目5516.62 15.29 13 83 c 10 A-St NNE 5.6 1 11004.0 19.6 
24 20.3 0.27 0.27 0.10 18 .02 17.53 16.77 14 .94 13.27 11.27 11 .37 7.09 13 c 10 I A-Cu，A-St NNE 5.0 1 11004.0 20.1 
25 20.3 0.33 0.33 0.37 18.43 17.51 16.56 14 .90 13.44 11.50 11 .02 6.37 15 c 10 I A-St ，St-Cu NE 6.0 2 2 11005.5 19.2 
26 20.0 0.05 0.05 19.41 17.71 17.10 16.28 15.17 13 .40 11.87 11.06 14 190 c 10 A-St NE 4.0 l 1 11004.0 19.3 
27 20.3 0.24 間.2119.23 17.62 17.15 16.15 14.03 12.58 11.47 11.18 8.24 13 c 10 A-St NNE 4.0 1 11004.0 19.4 
28 20.1 0.14 0.14 0.35 19.70 17.52 15.19 13.16 11.99 11.36 11.14 7.50 2.51 1.47 E c 10 I A-St ，St-Cu NE 5.8 2 1 11005.5 19.4 
29 20.1 0.07 0.07 19.6. 18.20 17.05 16.21 15.22 13.97 12.11 10.92 15 190 c 10 I A-St ，St-Cu NE 3.8 1 2 1004.0 19.4 
30 20.3 0.32 0.32 0.10 17.88 17.39 15.27 13.74 12.67 11.53 11.05 8.44 u c 10 I A-St ，St-Cu ENE 5.1 111004.0 19.6 
31 20.1 0.1. 0.16 19.96 18.71 17目2014 .86 13.23 11.99 11.34 11.19 8.75 E c 10 I A -St，St -Cu NE 5.6 2 1 11004.0 19.4 

最高 20目4 0.33 0.33 0.37 19.70 19目0417.57 16.87 14 .21 12.64 11..3 8.75 2.81 1.47 18 250 6.5 2 2 11005.5 21.0 
巌低 19.4 19.27 19.28 18.77 17.62 16.92 14 .86 13.16 11.38 11.27 10.92 5.77 2.51 1.25 6 37 1.4 1 11001.0 19.2 
平均 20.0 19.96 19.92 19.64 18.40 17.66 16.65 15.19 13.24 11.82 11.19 7.38 2.66 1.36 14 113 4.0 1 11003.6 19.8 

O. 3. 5圃 10・20. 
A 20.1 19.68 19..4 19.53 18.79 15 26 2 10 Nb SSE 2.6 1 11002.3 20.1 
B 19.8 19.67 19.60 恒三31四旦7 13 21 c 10 Nb SE 3.0 1 11002.0 19.8 

塩分

S t 。圃 3・5・10・20. 30. 50. 75. 100. 125 150 200 2.0聞 300掴

1 134.09 4.10 4.10 4.14 国4.43同4.48 4.53 4.55 
2 133ι7 3.97 4.03 4.18 回4.42同4.56 4.56 4.57 4.23 
3 133.79 3.92 3.94 4.09 国4.20匝4.30
4 133.82 3.90 3.93 3.96 4.23 t4.36 4.47 
5 133.90 3.91 4.05 4.12 国4.39tU4 4.51 4..3 
6 134.10 4.l1 4.12 4.28 国4.47t4.49 4.56 4.53 
7 133.98 4.02 4.04 4.06 t4.l5 4.28 
8 133.89 3.90 3.91 3.99 4.17 4.39 4.‘。 4.4. 
9 134.08 4目10 4.11 4.18 4.35 4.47 4.54 4.54 4.45 
10 4.03 4.05 4.18 4.33 4.46 4.51 4.54 4.50 t .38 4.34 4.30 
11 133.57 3.67 3.77 4.02 4.30 4.37 4.52 
12 3.31 3.40 3.54 3.99 4.33 4.43 4.51 4.46 4.35 
13 133.16 3.23 3.60 3.72 4.29 4.37 4.41 4.47 4.55 4.33 4.26 4.17 
14 3.25 3.28 3.34 3.95 4.34 4.38 4.45 4.49 4.55 4.41 4.34 4.17 
15 2.90 2.89 2.90 3.61 4.17 4.38 4.46 
16 3.08 3.09 3.09 3.12 4.35 4.42 4.43 4.48 4.45 
17 3.09 3.08 3.09 3.49 4.29 4.38 4.44 4.47 4.53 4.25 匝4.28 4.13 
18 2.91 3.01 3.58 ¥33.75 担4.38 4.39 

‘A‘ 
4.45 4.55 4.38 134.30 4.12 

19 132.84 2.88 3.02 4.01 134.37 4.39 4.44 4.42 4.55 tU3 134.32 4.14 4.08 4.06 

20 3.05 3.06 3.06 3.08 担4.36 4.41 4.40 
21 3.27 3.27 3.28 3.28 134.39 同4.~2 4.43 4.53 4 ;56 134.39 4.31 4目12

22 3.19 3.19 3.19 3.25 4.15 4.37 4.43 4.49 4.35 4.36 4.30 4.11 

23 2.80 2.79 2.80 3.37 4.38 4.42 4.43 4.45 
24 2.95 2目95 2.96 3.28 4.35 4.39" 4.46 4.47 4.47 4.26 同4.35同.13
25 2.82 2.81 2.81 2.98 担4.27134.36 4.41 4.42 4.48 4.28 4.31 4.11 

26 2.78 2.79 2.82 3.65 4.41 tU2 4.48 4.43 4.l2 4.31 ¥34.26 
27 2.96 2.98 3.02 3.92 担4.32tU1 4.47 4.49 4.39 4.29 同4.31134.16 
28 1.73 1.67 1.67 3.04 3.76 担4.34 4.45 4.40 4.34 4.30 134.31 仰 .14 4.08 4.06 

29 2.88 2.88 2.89 3.67 4.32 134.39 4.44 4.43 4.48 4.35 同4.27
30 2.84 2.87 2.87 3.17 4.38 担4.43 4.48 4.35 4.37 4.30 134.27 担4.17

31 1.25 1.13 1.44 3.15 4.24 4.43 4.44 4.41 4.31 4.29 担4.33同.18

最高 4.10 4.11 4.18 4.33 4.47 4.56 4.56 4.57 4.56 4.43 ¥34.35 ¥34.18 4.08 4.06 

最低 1.25 1.14 1.44 2.98 3.76 4.28 4.40 4.35 4.23 4.25 4.26 ¥34.11 4.08 4.06 

平均 3.23 3.26 3.33 3.70 4.30 4.41 4.47 4.47 4.44 4.33 4.30 以 14 4.08 4.06 

0・3・5・10・20. 

A 3.48 3.84 3.99 4.07 4.18 

B 3.65 3.87 3.98 4.09 4.23 

F
h
u
 

n
L
 



内浦海域観測結果表 (8月上旬)

93年

水温

8月2日， 3日

S t o. 3. 5. 10. 20・30岡 50岡 75. 100 125 150 200 250 300 崎IIJ)lJt'11よ 天候 雲量 雲Jt~ 風向j蝋i車 波指;うねり <(圧 主l削
1 1 24.3 4.09 3.20 2.09 19.71 18.53 17.43 1. STO I C 9 E 3.4 2 
2 I 23.4 3.27 3.05 1.05 18.70 17.73 17.18 15.57 20 STO I C 3 NE 3.0 3 
3 1 24.3 4.05 3.60 3.34 2.14 1. STO 1 B 3 ENE 4.6 2 
4 1 24.3 3.99 3.65 2.72 0.74 18.47 19 STO 1 B 4 NE 3.7 2 
5 1 24.2 3目91 3.44 2.09 0.01 18..3 17.43 19 STO 1 B s NE 3.7 2 
6 1 23.3 3.34 3.13 3.04 2.35 19.77 17.50 1. .63 21 STO 1 C 3 NE 2目4 3 
7 1 23.8 3.76 3.61 3.48 3.45 1.57 15 STO 1 B 3 ENE 6.0 2 l 

8 1 23.6 123.58 3.48 2.48 0.90 19.09 17.39 17 STO 1 C 7 NE 3.7 3 
9 1 23目E匝3.60123.58 3.33 3.31 0.99 18.70 17.45 1. .58 21 STO I C B NE 4.1 3 
10 1 23.3 3.14 3.06 3.05 2.98 0.57 18.21 16.88 15.78 14.17 11.35 21 STO 1 C B ENE 3.7 3 
11 1 23.9 3.86 3.73 3.50 3.86 18.69 17 STO 1 B 3 ENE 6.0 2 
12 1 23.9 3.82 3.52 3.46 1.95 18.97 17.45 16.52 16 STD 1 B 3 NE 4.2 2 
13 1 23.7 3.58 3.56 3.28 3.23 2.84 19.07 17.59 16.3. 13.31 11.50 20 STD 1 B 3 NE 4.4 2 
14123.4 3.92 3.28 3.24 3.23 3.20 19.64 1 i .57 16目6013.16 11.45 7.32 19 1 STD 1 C s NE 3.7 3 
15 1 23.8 3.72 3.72 3.64 2.90 0.52 17.98 19 1 STO 1 C 101 A-st E 2.4 l 1 11007.5 23.2 
16 1 23.7 3.59 3.59 3.58 2.42 1.36 17.90 16.92 15.57 17 STO 1 C 10 I A-st NE 1.7 1 11007.4 23.4 
17 1 23.. 3目51 3.53 2..9 1.48 19.61 17.08 14 .62 11.69 10.80 5.87 18 STO I C 10 I A-st NNE 5.3 1 1 11008.1 22.9 
18 1 23.3 3.25 3.24 3.21 2.69 19.25 18.22 17.26 12.83 10.75 6.92 19 I STO I C s NE 5.0 3 
19 1 23.3 3.19 3.19 3.18 3.17 3.17 19.72 17.90 16.12 13.06 11.20 7.51 3.03 1 .40 18 I sro I C s NNE 4.1 3 
20 23.7 3.68 3.69 3.61 2目57 1.18 17.77 14 sro 1 C 101 A-st ENE 3.6 1 11007.2 23.3 
21 23.7 3.62 3.62 3.34 1.66 0.68 18.39 16.80 16.16 12.63 10.96 6.35 16 1 sro 1 C 101 A-st ENE 3.7 l 1 11007.1 23.1 
22 23.3 19 1 sro 1 C 101 A-st NE 5.3 i 1 11008.1 22.9 
23 23.7 3.63 3.63 3.63 2.24 1.05 18.36 16.43 14 sro I C 10 1 A-st ENE 3.6 1 11007.4 23目6
24 24.1 3.60 3.52 3.31 2.48 0.11 18.26 16.80 15.86 13.48 11.16 6.11 10 sro I C 10 I A-st ENE 3.. 1 11007.5 23.5 
25 24.1 124.08 123.61 3.18 1.84 0.24 18.22 17.21 16.14 13.64 11.41 8.77 7 1 STO 1 C 10 1 A-st NE 5.8 1008 23.1 
26 23.8 [23.68 [23.68 3.55 2.29 0.15 17.89 16.83 15.90 13.53 11.04 14 1 sro 1 C 10 1 A-ST NE 3.. 1 11007.5 23.5 
27 23.9 [23..1 3.62 3.44 1.50 0.08 18.08 16.85 15.39 13.21 11.38 7.33 • I sro I C 10 1 A-st NE 3.. l 1 11007.5 23.2 
28 24.2 [24.14 3.73 3.58 1.44 0.03 17.90 17.08 15.95 13.28 11.2. 8.66 2.70 1.62 7 1 STO 1 C 10 1 A-st NNE 6.1 1 11007.9 23.4 
29 23.8 3.69 3.69 3.67 2目78 0.85 18.03 16.35 15.54 IU7 11.66 15 1 STO 1 C 101 A-st NE 4.2 1 11007.6 23.5 
30 24.0 3.53 3.44 2.38 0.84 18.06 16.63 15.44 14 .35 13.32 6.49 9 1 sro 1 C 10 I A-sr NNE 4.7 1 11007.6 23.7 
31 24.3 4.11 4.08 3.95 1. 70 0.67 18.18 16.70 15.10 13.24 11.54 8.19 6 1 sro 1 C 10 1 A-st NNE 5.7 1 11007.8 23.5 

最高 24.3 4.14 ‘09 3.95 3.50 3.86 19.77 18.22 17.26 14.35 13.32 8.77 3.03 1.62 21 
最低 23.3 3.15 3.06 3.05 1.05 18.70 17.73 16.35 14.62 11.69 10.75 5.87 2.70 1 .40 s 
平均 23.8 3.69 123.62 3.44 2.57 1.15 18.54 17.15 15.95 13.32 11.39 7.23 2.86 1.51 16 

。圃 3. 5・10・20・
A 24.4 4.01 3.86 3.77 14 STO 1 B NE 4.4 2 
B 直4.1 ~3 ._7 2 123.60 3.55 14 sro 1 B E 4.5 2 

t草分
S t o. 3・5. 10. 20. 30困 50周 75厄 100 125 150 200 250 300， 
l国3.01 3.01 3.44 3.72 4.27 4.45 4.52 
2 03.45 3.45 3.45 3.98 4.44 4.52 4.54 4.54 
3 133.09 133.08 3.14 3.22 3.62 
4 133.13 133.13 3.13 3.48 4.01 4.41 
5 133.08 133.13 3.29 3.65 4.20 開 .45134.53 
6 133.45 133.48 3.47 3.47 3.64 4.29 回4.53μ.54 
7 133.27 133.23 133.27 3.30 3.30 3.79 
8 133.21 133.20 3.20 3.22 3目51 3.97 13U9 tU3 
9 133.18 13_3.18 3.18 3.25 3.27 3.95 4.46 国4.5313U5 
10 3.41 133.42 3.44 3.45 3.41 UI  4.50 134.54 134.56 134.56 4目35
11 3.20 3.19 3.18 3.23 3.49 4.41 
12 3.18 3.18 3.21 3.24 3.71 4.38 日空.53!l!.~ 
13 3.28 3.27 3目28 3.29 3.29 3.43 4.37 4.51 4.55 4.48 4.36 
14 3.27 3目26 3.27 3.27 3.27 3.29 4目31 4.53 4目56 4.48 4.40 4.15 
15 3.08 3.09 3.09 3.23 3.41 4.00 4.48 
16 問3.19133.18 3.19 3.21 3.60 3.86 4.50 4.54 4.54 
17 同3.26 133.26 3.29 3.55 3.86 4.26 日4.52134.51 tU7 4.34 4.12 
18 3.32 3.28 3.28 3.31 3.48 4.34 4.48 13i_.5_2 [34.(3 4.33 4.12 
19 3.29 3.29 3.29 3.29 3.29 3.30 4.28 4.51 4.54 4.48 4.35 4.15 4.08 (，06 
20 3.07 3.08 3.08 3.19 3.51 3.93 4.51 
21 3.80 回2.95 2.92 3.40 3.82 4.06 4.45 4.55 4.56 134.43 tU4 4.12 
22 3.46 
23 2.53 3.02 3.11 同3.20133.67 3.98 4.45 4.54 
24 1.36 2.80 3.06 3.49 3.70 4.19 4.49 4.55 4.56 4.51 担4.35 U2  
25 。目81 0.76 3.27 3.52 3.79 4目16 4.48 4.54 4.57 4.54 4.34 4.20 
26 3.20 3.21 3.21 回3.30同3.66 U9  4.50 4.55 4.58 4.50 134.33 
27 1.73 2.80 3目31 3.42 133.90 師4.23 4.50 4.53 4.54 4.46 134.35 4.15 
28 0.71 0.79 3.09 回3.25同3.93134.25 4.51 4.54 4.55 回4.49担4.31 4.18 4.09 ..06 
29 2.98 3.06 3.17 国3.28回3.53担4目。2 4.48 4.55 4.57 国4.53134.36 
30 1.62 2.19 [33，24 F空.35!l3_.61 4.12 4.47 4.54 l3i_.5_7 P_4 ._5_3 4.47 U3  
31 0.70 0.69 1.81 3.14 3.63 !l!_.04 4.46 4.54 4.56 134.50 !J4.16 4.18 

最高 33.8 33.4 33.5 33.5 '34.0 34.4 34.5 34.5 34.6 34.6 34.5 34.5 3U  3U  
最低 30.7 30.7 31.8 33.1 33.2 33.3 34.0 34.4 34.5 34.4 34.3 3U  34.1 34.1 
平均 32.8 32.7 33.1 33.3 33.5 33.9 34.4 34.5 34.5 34.5 34.4 34.2 3U  34.1 

o. 3圃 5・10. 20・
A 3.04 3.07 3.08 3.10 
B 3.14 3.17 3.17 目3.20

n
h
u
 

円

ru



内浦海域観測結果表 (9月上旬)

93年

水温

S t o. 
I I 24.3 
2 I 24.2 
3 1 24.5 
4 I 24.5 
5 I 24.0 
6 1 24.2 
7 I 24目4
8 I 24.1 
9 I 24.2 
10 I 24.2 
11 124.1 
12 1 23.9 
13 1 24.0 
14123.8 
15 1 24.0 
16 I 24.3 
17 I 23目B
18 I 23.8 
19 I 23.9 
20 24.1 
21 24.3 
22 24.0 
23 24.3 
24 24.3 
25 24.0 
26 24，3 
21 24.4 
28 24.2 
29 24.3 
30 24.3 
31 24.2 

最品 24.5 
最低 23.8 
平均 24.2 。固

A 124.4 
B I 24.5 

塩分

S t Om 
I 01.16 
2 01目62
3 02.71 
4 01.90 
5 01.31 
6 01.43 
7 02.13 
8 01.71 
日 1.38 
10 1.39 
11 2.13 
12 2.84 
13 2.64 
14 2.15 
15 2.68 
16 2.10 
11 2.89 
18 2.91 
19 1.96 
20 2.55 
21 2.54 
22 2.14 
23 2.61 
24 2.41 
25 2.45 
26 2.59 
21 2.62 
28 2.65 
29 2.65 
30 2.10 
31 2.40 

最品 2.91 
最低 1.31 
平均 2.30 

o. 
A 2.64 
B 2.12 

3m 5圃 10圃

4.08 23.8 3.5' 
3.99 3.78 3.63 

4.26 3.83 
4.32 4.32 3.88 
4.23 4.08 3.65 
3.99 4.08 3.59 
4.11 4.03 3.82 
3.90 3.96 3.66 
3.98 3.78 3.58 

3.95 3.01 
3.96 3.96 3.15 
3.80 3.80 3.60 
3.86 3.86 123.74 
3.56 3.62 3.54 
3.94 3.94 3.59 
3.84 3.81 3.62 
3.80 3.80 3.79 
3.70 3.71 3.64 
3.74 3.74 3.42 
4.00 3.88 3.55 

3.82 3.68 
3.80 3.79 3.68 
4.14 3.88 3.68 
3，93 3.73 3.50 

3.73 3.60 3.32 
4，20 3.69 3.25 
3.89 3.89 3.74 
4.05 3.87 3.68 
3.83 3.11 3.65 

3.15 3.13 3.13 
4.32 4.32 3.88 
3.56 3.60 3.01 
3.93 3.86 3.61 
3m 5. 10・
4.21 4.12 4.08 
4.11 4.06 3.99 

3国 5悶 10. 
1.13 1.96 3.10 
1.55 1.11 3.06 

2.13 国2目15
2.24 2目49目2.12
1.33 1.43 2.54 
1.43 1.54 2.45 
2目41 2.65 国2.14
2.20 2.65 3.01 
1.39 1.52 2.39 

1.31 3.25 
2.73 2.13 2.98 
2.84 2.84 2.93 
2.68 2.69 2.81 
2.21 2.81 3.15 

2.66 2.66 2.99 
2.72 2.72 2.95 
2.89 2.89 2.89 
2.81 2.87 2.88 
1.88 1.88 3.09 
2.55 2.59 3.02 

2.58 2.96 
2.19 2.83 2.89 
2.61 132.10 J3 3.~2 
2.61 2.14 3.08 

2.90 3.06 3.18 
2.62 2.93 133.19 
2.10 2.10 3.01 
2.10 2.18 3.02 

2.99 2.99 3.01 
2.84 3.03 3.04 
2.99 3.06 3.25 
1.33 1.37 2.39 
2.41 2.50 2.94 
3圃 5・10. 
2.62 2.60 2.16 
2.68 2.17 2.80 

8月31日， 9月l日

20・30阻 50園 75也 100 
3.37 2.18 19目9'18.00 
3.31 2.'3 0.43 17.72 16.68 
3.66 121.76 

3.'9 2.15 0.30 
2.86 122.'0 19.84 18.19 
2.59 2.32 19目7717.87 
3.71 1.91 
3.31 2.36 19.87 17.55 
2.70 2.06 19.16 17.47 15.76 
2.58 2.25 19.60 17.47 16.40 
3.49 3.11 19.29 

123.52 3.01 19.82 11.10 16.05 
123.58 122.24 19.81 17.59 15.92 
3.35 2.44 19.31 11.38 15.58 
3.35 2.82 19.34 

3.'0 2.49 0.28 11.19 15.90 
3.56 2.44 19.97 11.6' 16.19 
3.33 2.72 19.09 17.31 15.69 

3.11 2.31 19.08 17.26 15.79 
3.29 2.79 19.60 
3.21 2.46 120.42 17.70 15.67 
3.24 2.41 19.90 17.39 16.10 
3.05 2.56 0.08 17.51 
2.89 2.34 0.67 17.47 16.24 

2.87 2.48 0.09 17.67 15.79 
2.62 2.43 0.45 11.14 16.18 
3.20 2.28 0.37 11.30 16.02 
3.11 2.12 0.16 11.43 16.00 
3.14 2.29 0.65 11.50 16.09 
2.74 2.34 1.13 11.45 15.68 
3.71 3.11 1.13 18.19 16.68 
2.58 1.16 ! 日目0811.26 15.58 
3.19 122.40 19.94 11.58 15.99 
20. 

20闘 30m 50m 15闘 100. 
同3.27 3.56 4.16 4.46 
t3.24 3.55 4.05 4.48 4.52 
t2.89 3.65 
3.16 3.61 4.08 
3.35 3.64 4.18 4.45 
3.53 3.63 4.19 4.48 I -
2.85 3.60 
3.22 3.62 4.20 4.49 
3.41 3.61 4.33 4.52 4.57 
3.52 3.61 4.23 4.51 4.55 
3.05 3.21 4.24 
3.00 3.23 4.13 4.48 4.56 

担2.98 3.56 4.15 4.49 4.57 
担3.20回3.58 4.28 4.50 4.57 
133.10 担3.33 4.22 
担3.08担3.42 4.12 4.48 4.56 
担3.01担3.52 4.09 4.49 4.56 
3.01 同3.32 4.29 4.52 4.56 

133.19 同3.54 4.33 4.51 4.58 
担3.21同3.35 4.19 
担3.15担3.52 4.08 4.50 4.56 
133.18 t3.51 2.12 4.50 456 
t3.21 t3.43 4.09 4.49 
3.38 3.51 4.02 4.52 4.55 

133.40 t3.48 3.09 4.50 4.56 
t3.43 t3.50 4.09 4.53 4.55 
t3.23 t3.54 3.99 4.53 4.56 
担3.26同3.58 4.09 4.52 4.56 
133.23 同.52 4.00 4.52 4.55 
担3.31相3目52 3.88 4.51 4.51 
3.53 3.61 4.33 4.53 4.58 

132.85 同3.21 2.12 4.45 4.52 
担3.21回3.51 4.03 4.50 4.56 

20. 

125 150 200開 250m 300. i韮lリ]帥晦 深 大候 芸量 団向 臥速 波浪 うねり関圧 温
22 B o I ENE 4 
20 E 。E 3 
22 B 。ENE 3.6 3 
20 E 。ENE 3.8 3 
15 E o I ENE 4.1 3 
10 B o I ENE 4.2 3 
23 B o I NE 4.5 
21 E o I ENE 3.4 3 
14 B 。ENE 3.7 3 

14.83 12.46 15 E o I ENE 4.5 3 
23 B ENE 4.8 3 
20 B o 1 NE 5.1 

14 .11 12.33 22 B o I NE 5 3 
14 .32 11.86 23 B 。ENE 3.4 3 

23 E 。ENE E 3 
21 111 I C 10 I ENE 5 1 1 11016.3 24.4 

15.07 12.10 5.33 27 200< I C 9 I NNW 。 l I 11017.5 27.1 
14.56 12.12 6.29 20 E 。ENE 4.7 3 

13.76 11 .79 6.61 2.80 1.48 20 B o I ENE 4.4 3 
22 68 1 C 10 ENE 4.7 1 11016ι 24.9 

14 .19 11 .95 6.56 25 267 1 C 10 ENE 5.5 I 11016.8 24.9 
13.92 11，85 6.05 30 200< I C 9 I N I 11017.6 27.2 

19 86 I C 10 NE 5.3 1 11 016.8 24.7 
14 .20 11ιl 5.96 21 200< I C 10 NNE 4.7 1016.9 24.4 

30 200< I C 9 I NNW 1 11017.4 26.2 
14 .12 11 .74 18 C 10 NNE 3.1 1 11011.0 24.1 
13.13 11 .65 6.23 191200<IC 10 NNE 4.5 1017.0 24.8 
13.94 11 .83 6.45 2.10 1.46 11 I 300< BC 7 1 NNW 2 1 11011.3 25.3 
14 .56 12.11 20 BC 6 I NNE 3.6 I 11011.0 25.4 

14.31 11.91 5.53 21 200< BC 6 I N 3.1 I 11011.1 24.1 
13.68 11 .90 6.36 29 200< BC 6 I NW 1目4 l 1 11017.2 25.6 
15.01 12.46 6.61 2.80 1.48 30.0 
13.68 11.61 5.33 2.10 1.46 10.0 
14.22 11.95 6.14 2.15 1.41 21.0 

13 BC 。ENE 3.8 
18 BC 。ENE 4.1 3 

125 150 200. 250， 300， 

4.58 4.43 

134.54 134.43 
4.56 134.39 4.11 

4.56 tU2 担4.12
4.58 134.41 担4.12
4.53 134.40 134.15 4.08 4.06 

tU3 tuo 134.16 
tU4 tU9 134.13 

4.53 4.39 4.13 

4.53 4.39 
t4.53 tU9 t4.l4 

同.53TU9 134.15 4.01 4.06 
4.55 134.42 
4.51 担4.41134.13 
4.51 134.39 134.12 
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内浦海域観測結果表 (10月上旬)

93年

水温
S t 。国
1 1 22.2 
2 1 21.8 
3 1 22.3 
4 1 22.3 
5 1 22.2 
6121.8 
7 1 22.2 
8 1 22.2 
9 1 22.3 
10 1 22.1 
11 122.5 
12 1 22.5 
13 1 22.0 
14 1 22.2 
15 1 22.5 
16 1 21.8 
17121.4 
18121.7 
19 1 22.1 
20 21.8 
21 21.8 
22 21.1 
23 21.8 
24 21.7 
25 21.4 
26 21.8 
27 21.7 
28 21.3 
29 21.6 
30 21.4 
31 21.4 

最高 22.5 
最低 21.1 
平均 21.9 

0・
A 122.2 
B I 22.2 

塩分

S t o. 
1 132.66 
2 133.12 
3 132.65 
4 132.85 
5132.74 
6 133.17 
7 s2.66 
8 132.86 
9 132.66 
10 2.72 
11 2.67 
12 2.69 
13 3.05 
14 2.74 
15 2.70 
16 2.68 
17 2.62 
18 3.14 
19 2.66 
20 2.67 
21 2.68 
22 2.40 
23 2.66 
24 2.75 
25 2.37 
26 2.89 
27 2.81 
28 1.90 
29 2.77 
30 2.79 
31 2.75 

最高 33.2 
最低 31.9 
平均 32.7 

0・
A 2.52 
B 132.59 

3圃 5. 
2.21 2.21 

1.80 
2.26 2.25 
2.32 2.31 
2.09 1.89 
1.81 1.81 
2.1S 2.15 
2.13 2.13 
2.26 2.26 
2.09 2.06 
2.25 2.22 
2.44 2.33 

1.75 
122.15 2.15 
2.28 2.26 
1.86 1.85 
1.56 1.57 
1.68 1.68 
2.15 2.15 
1.93 1.93 
1.84 1.84 
1.22 1.21 
1.89 1.88 

121.67 1.66 
121.26 1.28 
121.87 1.88 
匝1.66 1.67 
121.35 1.34 
1. 77 1.77 
1.52 1.52 
1.39 1.40 
2.44 2.33 
1.22 1.21 
1.90 1.88 

3・5・
担2.12 2.12 
2.17 2.13 

3・5・
132.64 2.64 

3.09 
同2.62 2.62 
国2.62 2.82 
2.72 2.92 

133.15 3.15 
間2.64 2.64 
国2.83 2.63 
間2.64 2.64 
132.70 2.74 
国2.64 2.65 
2.64 2.&4 

3.06 
陛.72 2.72 
目2.68 2.68 
目2.65 2.65 
目2.80 2.80 
問.13 3.13 
四2，63 2.63 
2.64 2.64 
2.&5 2.85 
2.38 2.38 
2.63 2.62 
2.73 2.73 
2.28 2.27 

目2.67 2.87 
国2.78 2.75 

~ 1.87 
目2.71 2.74 
目2.74 2.75 
目2.75 2.76 
国3.15 3.15 
1.87 1.87 
2.68 2.69 

3・5・
2 .52 2 .58 
2 .56 陛.日

9月29日. 10月1日

10・20・30. 50. 75・100 
1.95 1. 75 1.76 1.59 18.97 
1. 79 1. 78 1.83 0.93 18.82 17.22 
2.27 1.98 1.85 
2.28 1.83 1. 78 1.85 
1.82 1.80 121.80 1.28 18.64 
1.81 1.81 121.89 1.01 18.39 
2.10 2.11 1.71 
2.13 2.12 1.91 1.11 18.75 
2.28 1.81 1.80 1.42 18.77 16.59 
1.91 1.91 122.14 1.16 18.28 16.89 
2.22 1.98 121.83 1.07 
2.22 1.99 1.80 1.23 19.84 17.31 
1.73 1. 78 1. 71 1.03 19.34 17.40 

122.15 2.15 121.99 1.52 18.76 17.19 
2.23 2.12 121.81 1.30 
1.86 1.80 1.81 1.54 0.15 17.45 
1.58 1.87 1.80 1.15 0.21 17.73 
1.68 1.80 1.60 0.78 19.17 17.66 
2.15 1.90 1.89 0.57 19.08 17.30 
1.92 1.89 1.80 1.23 
1.81 1.89 1.81 1.51 0.27 17.56 
1.52 1. 79 1.85 0.94 19.99 18.08 
1.90 1.95 1.80 1.61 0.48 
1.65 1.93 121.88 1.36 0.14 17.85 
1.27 1.86 121.83 0.82 19.47 17.83 

121.74 1.83 121.86 1.20 19.87 17.62 
121.66 1.92 1.84 0.82 19.94 17.87 
122.10 1.79 1. 75 担0.7919.61 18.07 
1.73 1.89 1.88 1.16 0.19 17.95 
1.51 1.92 1. 72 1.17 0.30 18.64 
1.62 1.90 1.78 0.93 0.03 18.04 
2.28 2.15 2.14 1.85 0.48 18.64 
1.27 1.76 1.60 0.57 18 .28 16.59 
1.89 1.90 1.82 1.17 19.50 17 .61 

10・20・
2.16 
2.14 

10・20・30圃 50. 75・100園

目2.86 3.06 回3.06 3.60 134.13 
国3.09 3.09 133.22 3.78 134.24 4.50 
国2.70 3.01 凶 18
国2.84 3.05 回3.10 3.56 
3.11 3.11 3.12 3.81 4.33 

日3.15 3.16 目3.35 3.78 134.34 
132.68 3.28 
2.63 2.64 3.03 3.54 回4.20
132.70 3.13 目3.16 3.74 134.29 4.49 
国2.95 3.23 目3.40 3.78 I3U6  4.51 
2.70 3.11 国3.27 3.88 
2.85 2.99 3.31 3.81 3.96 4.45 
3.07 3.12 3.32 3.88 4.07 4.44 
2.72 2.73 2.85 3.44 4.24 4.48 
2.69 2.86 3.22 3.56 
2.67 3.06 3.10 3.41 3.95 4.44 
2.82 3.21 3:27 3.61 3.91 4.41 
3.13 3.25 3.38 3.72 4.07 4.45 
2.68 2.95 3.19 3.71 4.09 4.48 
2.64 2.70 3.08 3.51 
2.67 3.16 3.25 3.51 3.90 4.48 
2.74 3.02 3.33 3.89 4.02 4.41 
2.67 3.17 3.24 3.46 3.79 
2.78 3.21 3.31 3.66 3.94 4.40 
2.35 3.14 3.30 3.73 3.97 4.43 
2.74 3.10 国3.31 3.62 134.00 4.42 
2.76 3.24 四3.45 3.87 国3.98 4.44 
3.09 3.30 3.48 3.73 3.97 4.38 
2.77 3.19 3.33 3.71 3.92 4.38 
2.76 3.29 3.37 3.70 3.85 4.28 
3.02 3.30 3.41 3.69 3.89 4.41 
3.15 3.30 3.48 3.78 4.34 4.51 
2.35 2.&4 日2.85 3.41 目3.79 4.28 
2.79 3.09 国3.24 3.64 回4.05 4.43 

10・20・
2.64 
2 .81 

125 150 200 250 300 透明壁陛 探 日i候 翠量 重喜 }巴 嵐山l阻泌 陣証協 うねり~ II I$<l i弘
23 88 1 C 10 Nb SSI 4 1 11021.2 22.6 
23 137 1 C 10 Nb SSI 3.8 1 11021.4 22.6 
20 38 1 C 10 Nb SSJ 2.4 1 11021.1 22.6 
19 74 1 C 10 1 Nb s 3.6 1 11021.2 22.S 
23 96 1 C 10 Nb s 2 1 11021.2 23.1 
20 100 1 C 10 Nb s 4.8 1 11021.9 22.2 
19 40 1 C 10 Nb s 1.7 1 11021.0 23.4 
17 100 1 C 10 Nb s 7 1 11022.0 21.8 
21 117 1 C 10 Nb s 7.3 1 11022.2 21.6 

IS .26 11.68 20 195 1 C 10 Nb SSI 5.4 1 11021.9 22.0 
19 71 1 C 10 Nb SE 1.7 1 11021.6 22.8 
22 114 1 C 10 Nb SE 。 1 11020.0 23.5 

15.84 11.64 6.18 24 200< 1 C 10 Nb SE 。 1 11020.0 22.9 
15.26 12.34 5.82 22 c 10 Nb s 6.8 1 11022.5 21.4 

21 63 1 C 10 Nb ESE 1 11021.6 22.9 
15 1 117 1 B 1 1 Nb SI 10.8 3 1 11017.3 21.1 

15.42 12.38 5.26 18 1 330 BC 5 1 Nb s. 11 3 1 11017.3 20.9 
15.59 12.86 6.64 19 c 10 Nb s 7 2 11022.5 21.4 
15.73 12.75 6.70 3.26 1.46 20 c 10 1 Nb s 6.4 2 11022.6 21.6 

15 68 1 B 1 1 St-Cu SI 11 3 1 11017.5 21.1 
16.40 14.58 4.89 15 BC 2 1 Nb SI 11.7 3 1 11017.5 21.1 
16.40 13.83 7.41 10 B 1 1 St-Cu SSI 7.1 2 

16 1 83.3 1 B 2 1 St-Cu 'S' 8.8 3 1 11017.5 20.8 
16.42 13.87 5.67 18 B 2 1 St-Cu s. 10.2 3 1 11017.5 21.0 
16.44 13.82 8.23 B BC 2 1 St-Cu ' 7.4 2 20.1 
16.58 14.15 18 BC 3 1 St-Cu SSI 7.2 2 1 11018.0 20.9 
16.59 13.33 7.23 12 BC 31St 'S' 7.8 2 1 11017.8 21.5 
16.43 13.66 7.39 4.27 1.54 7 B 1 1 St-Cu SI 7.2 2 1 11018.2 20.5 
15.99 13.74 18 BC 3 1 St-Cu S' E 2 1 11018.2 22.0 
15.33 13.14 7.78 13 E 1 1 St SI 6.7 2 1 11018.2 22.6 
16.19 13.34 7.73 14 B 1 1 St 2 I 21.3 
16.59 14.58 8.23 4.27 1.54 24.0 
15.26 11.64 4.89 3.26 1.46 7.0 
15.99 13.19 6.69 3.77 1.50 17.7 

18 22 1 C 10 1 Nb S， 2.8 1 11021.1 23.8 
17 24 1 C 10 1 Nb SS， 1.7 1 11021.1 24.2 

1251 150 200. 250掴 300. 

134.55 4.42 

4.55 4.40 4.15 
4.55 4.44 4.13 

134.5_3 4.45 4.14 
4.55 4.47 4.16 
4.56 4.47 4.18 4.09 4.07 

4.53 4.53 4.13 
4.53 4.51 4.19 

4.51 4.52 4.13 
134.54 4.51 4.23 
134.50 134.52 
tU9 4.49 4.18 
4.48 4.51 4.19 国4.09 4.08 
4.54 4.51 
4.54 4.48 4.18 
4.52 4.50 4.20 
4.56 4.53 4.23 ~4.01I 4.07 

134.48 4.40 ， .13 目4.09 4.06 
国4.53 4.48 134.17 ~" .09 4 .07 
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内浦海域観測結果表 (10月中旬)

93年

水温

S t 0. 

I 1 20.7 
2 1 20.7 

3 1 20.7 
4 1 20.6 
5 1 20.7 
6 1 20.5 

7 1 20.6 
8 1 20.5 
9 1 20.5 

10 20.5 

11 20.4 

12 20.5 

13 20.5 

" 20.5 15 20.5 

16 1 20.5 

17 1 20，( 

18 20.3 

19 1 20.2 

20 20.5 

21 20.5 

22 20.2 
23 20.5 

24 20目E
25 20.2 
26 20.3 
27 20.3 

28 20.3 
29 20.4 

30 20.5 
31 20.3 

最高 20.7 
最低 20.2 
平均 20.5 

。聞
A 120.7 

B 120.5 

壇分

S t 0・
1 tl2.94 

2 tl2.95 

3 tl3.01 

4 tl2.94 

5 tl2.97 

6 132.91 

7問3.01
8 tl2.99 

9 tl2.96 
10 2.97 

11 3.02 
12 3.07 

13 3.03 

" 3.12 15 3.01 

16 2.99 

17 3.00 

18 2.90 
19 3.13 

20 2.98 

21 2.79 
22 2.65 
23 回2.74
24 国2.84
25 2.72 
26 2.89 
27 2.67 

28 国2.81
29 t2.68 
30 t2.71 

31 t2.80 

最高 3.13 

厳低 2.65 
平均 2.90 

0・
A 133.02 
B 同3.02

3. E圃 10・
0.71 0.61 0.47 
0.63 0.66 0.54 

0.62 0.61 120.53 
0.62 0.57 0.55 
0.59 0.57 0.53 
0.58 0.60 0.57 
0.64 120.63 120.56 
0.53 0.53 0.52 
0.50 0.49 0.47 

0.48 0.46 
0.59 0.58 

0.51 0.52 0.46 

0.57 0.55 0.48 
0.48 0.48 0.46 

0.67 0.67 0.67 

0.60 0.60 0.60 
。目62 0.63 0.63 

0.50 0.52 0.55 

0.37 0.36 0.36 

0.67 0.67 0.67 

0.61 0.60 0.50 

0.37 0.37 0.38 
0.42 0.42 0.30 

0.72 0.72 

目0.39120.39 120.39 

0.48 120，(8 120.50 

120.40 120.40 120.40 
0.37 120.36 120.35 
0.39 120.40 0.39 
。目57120.57 0.58 
0.28 0.28 0.25 
0.71 0.72 0.72 

0.28 0.28 0.25 
0.52 0.53 0.50 
3岡 5~ 10・
0.54 0.48 O.U 

0.51 0.46 0.45 

3・5. 10. 

2.91 2.91 2.96 

2.92 2.92 2.95 

2.98 2.98 2.98 

2.91 2.91 2.92 

2.94 2.94 2.95 

2.87 2.86 2.86 

~2 .98 ~2.98 2.99 
132.96 ~2 .96 2.96 
目2.93~2 .93 2.94 
2.93 2.93 2.93 

3.00 3.00 
3.04 3.04 3.04 

3.00 3.00 3.00 

3.0日 3.09 3.09 

2.99 2.99 2.99 

2.96 2.96 2.96 
2.99 2.99 2.99 
2.96 2.97 3.02 
3.08 3.08 3.08 

2.95 2.95 2.95 
2.77 2.77 2.78 

t2.62 2.62 2.63 
t2.71 2.71 2.70 
t2.81 2.81 2.82 
2.70 2.70 2.70 

2.87 2.87 2.88 
2.自4 2.64 2.64 

t2.79 2.79 2.79 

t2.63 2.63 2.63 

2.68 2.88 2.89 

2.78 2.78 2.79 

3.09 3.09 3.09 

2.62 2.62 2.63 

2.87 2.88 2.88 

3・5・10・
2.99 2.99 2.98 
2.99 3.00 3.00 

10月 18日. 19日

20. 30・50. 75. 100 

0.42 0.42 0.72 0.38 
0.66 0." 0.98 19.89 17.33 

0.49 0.46 
0.50 0.50 0.51 
0.61 0.48 0.51 19.93 
0.63 0.65 0.94 19.09 

0.53 0.50 
0.56 0.60 0.52 19.92 
0.53 0.51 0.70 19.16 17.69 

0.59 0.34 0.71 18.68 17.08 

0.57 0.55 0.77 

0.43 0.43 0.54 0.00 18.06 

0.43 0.45 0." 19.94 18.25 
0.46 0.47 0.67 19.44 17.97 

0.68 0.67 1.12 
0.60 0.61 1.23 19.94 17.85 
0.63 0.70 1.16 19.67 17.55 

0.56 0.57 0.99 19.40 17.47 

0.36 0.36 0.78 19.46 17.57 

0.66 0.69 1.10 

0.35 0.85 1.1& 19.59 18.15 
0.39 U8  0.99 19.&2 17.09 

0.36 0.35 1.07 19.46 
0.38 0.40 1.08 19.49 17.76 
0.73 0.67 1.30 19.40 17.43 
0.93 l.48 0.98 19.34 18.24 

0.42 0.72 1.06 19.19 17.70 
0.66 0.61 0.88 19.67 17.73 

0.40 1.61 0.87 19.13 17.77 

1.12 0.78 1.21 19.35 17.72 
0.41 0.63 0.89 19.80 18.12 

1.12 1.61 1.30 0.38 18.25 
0.35 0.34 O.U 18.68 17.08 

0.55 0.64 0.89 19.56 17目73
20・

0.12 

20・30・50. 75・100 

2.99 3.01 3.20 3.84 

3.09 3.04 3.37 3.99 4.37 
3.01 3.03 

2.92 2.92 2.96 

3.03 3.07 3.19 3.97 

2.92 2.98 ~3.68 ~UO 
2.99 ~3 .00 
2.98 3.02 ~3_. 1I ~3_.9_5 
3.00 tl3.02 恒.31~(_.l_l 4.36 

3.05 3.08 3.80 4.20 4.41 
3.01 3.01 3.16 
3.04 3.05 3.17 担3.87 4.27 

3.02 3.05 3.07 同3.97 4.26 

3.09 3.10 3.22 同4.07 4.30 

2.99 2.99 3.58 

2.97 2.97 3.60 3.96 4.30 

3.00 3.08 3.63 4.03 4.43 

3.02 3.03 3.07 4.08 4.47 
3.08 3.08 3.38 4.09 4.46 

2.96 2.98 3.65 

2.77 2..97 3.85 匝4.05 4.35 
2.63 3.21 3.73 匝4.04 4.47 
2.82 国2.83t3.67 t4.05 

2.79 目2.82~!.68 t(_.07 4.40 

3.06 3.06 3.59 4.05 4.42 

2.91 3.31 3.70 4." 4.32 
2.70 3.08 3.82 4.09 4.40 

3.06 3.06 t3.72 4.04 4.42 

2.65・3.34 t3.74 U6  4.41 

2.97 t3.07 t3.55 UO  4.40 

2.95 国3.07t3.35 3.99 4.35 

3.09 3.34 目3.80 4.20 4.47 

2.63 2.82 2.96 3.84 4.26 

2.95 3.04 3.45 4.04 4.38 

20・
2.96 

125 150. 200. 250 300 透明度海深 灰候 ~量 雲形 陣向 風速 波浪 うねり関圧 気 温
22 90 。 7 CI ENE 2.4 1 11023.2 19.2 

19 137 c 5 CI ' 
。 I 11023.5 19.8 

18 40 。 日 CS E 3.1 1 11022.8 20.0 
19 71 。 自 CS ENE 3.1 I 11022.9 19.3 

20 95 。 自 CS 自E 2.7 1 11023.1 18.4 

18 101 。 7 CI ENE 。 I 11023.7 19.6 

20 40 。 自 CS NE 3.3 I 11022.6 18.9 

22 。 7 CI NE 2.4 111024.2 19.0 

22 。 7 CI ENE 2 1 11024.1 18.8 

15.89 13.88 19 。 7 CI 自E 2 1 11023.9 20目。
15 BC 5 cu NNE 3.7 2 2 

16 110 。 s CS NE 4.6 l 1 11022目S 18.1 

16.63 " .19 7.02 20 。 8 CS NE 4.3 1 11022目S 18.4 

16.10 " .55 6.54 21 。 7 CI E 2.6 I I 11024.4 18.8 

19 BC 8 AS N 3.3 3 2 

17 C 10 N 4.' 3 2 

15.08 12.48 6.39 18 c 10 SI 5 3 3 

15.51 12.49 6.68 16 c 10 151 s 3 3 

15.70 13.16 7.53 3.32 2目18 22 。 7 CI ENE 2.6 111024.3 19.4 

18 BC 5 CU NNE 4 3 2 

16.37 13.58 7.82 15 BC 7 CU NNE 4.1 3 2 

15.41 12.67 & .02 " c 10 H 2.& 3 3 
15 BC 5 CU H 3.6 3 2 

16.28 13.13 6.90 17 BC 4 CU H 4.3 3 2 

15.61 12.50 5.76 14 c 10 NNE 4.5 3 2 

16.20 12.88 16 BC 4 CI H 5 3 2 

16.24 12.89 6.02 17 BC 2 CU H 5 3 2 

16.21 12.09 6.14 2.86 1.53 14 c 10 NNE 6.4 3 2 

16.37 13.92 15 c 7 AS H 5.6 3 2 

16.45 12.46 4.78 13 c 7 AS NNE 6.7 3 2 

16.02 10.53 5.23 14 c 10 NNE 6.4 3 2 

16.63 " .55 7.82 3.32 2.18 22.0 

15.08 10目53 4.78 2.86 1.53 13.0 

16.00 12.96 6.37 3.09 1.86 17.6 

16 21 。 E cs E 3.6 1 11022.7 19.3 

16 25 。 8 cs NE 3.1 I 1 11022.7 18.8 

125 150 200 250 300悶

4.46 4.48 

4.49 4.52 4.17 
4.51 4.52 U6  

4.53 4.U U5  

4.53 4.U 4.16 

4.52 4.48 U9  t4.09 4.07 

4.50 4.49 国4.19
4.54 4.46 ~4 .13 

4.50 4.49 4.16 
4.54 4.45 4.14 
4.50 4.47 
4.52 4.47 t4.14 
4.52 4.U tU6 t4.08 (，08 

4.49 4.49 

4.51 ~4.46 ~4.12 
4.52 þq~ U2  

4.54 4.52 tU9 t4.09 (，07 

4.46 4.36 t4.l2 t4.08 4.06 

4.51 4.47 同.15t4.09 4.06 
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内浦海域観測結果表 (11月上旬)

93年

水温
S t 0・
1 1 19.4 
2 1 19.5 
3 1 19.4 
4 1 19.5 

5 I 19.5 
8 1 19.5 
7 1 19.4 
8 1 19.3 
9 1 19.4 
10 1 19.4 

11 1 19.3 
12 1 19，4 

13 1 19.3 

14 1 19.3 

15 1 19.3 

16 1 19.4 

17 1 19.3 

18 I 19.2 

19 1 19.2 

20 19.4 

21 19.5 
22 19.3 
23 19.4 
24 19.5 
25 19.3 
28 19.5 
27 19.4 
28 19.4 
29 19.5 

30 19.5 
31 19.4 

最高 19.5 

最低 19.2 
平均 19.4 

o. 
A I 19.5 
B 1 19目4

塩分

S t 0・
1 133.15 

2 133.09 

3 133.16 

( 133.16 

5 133.13 

8 133.12 

7 133.17 

8 133.17 

9 133.17 

10 3.15 
11 3.11 

12 3.14 

13 3.17 

14 3.18 

15 3.12 

18 3.15 
17 3.19 
18 3.18 
19 3.14 
20 3.14 
21 3.17 
22 3.16 
23 3.13 
24 3.18 

25 3.16 

28 3.17 

27 3.18 
28 3. J8 

29 3.15 
30 3.17 

31 3.16 

ft高 3.19 

最低 3.09 
平均 3.15 

0・
A 3.16 

B 3.12 

3. 5・
19.50 19.49 
19.55 19.54 
19.52 19.51 
19.55 19.54 
19.57 19.58 
19.82 19.82 
19.48 19.(7 
19.50 19.49 
19.51 19.50 
19.57 19.58 

19.43 19.43 

19.47 19.48 

19.40 19 .40 

19.42 19.41 

19.25 19.25 

19.32 19.32 

19.33 19.34 

19.39 19.39 

19.35 19.35 

19.39 19.38 

19.41 19.41 
19.33 19.32 
19.31 19.31 
19.43 19.42 
19.34 19.34 
19.48 19.48 
19.42 19.42 
19.42 19.42 
19.42 19.42 

19.45 19.45 
19.38 19.37 
19.82 19.82 

19.26 19.26 
19.(3 19.43 

3・5・
19.51 19.51 

19.49 19.49 

3・5. 
3.12 3.12 
3.08 3.08 
3.13 3.13 

3.13 3.13 
3.11 3.11 
3.09 3.09 

3.13 3.14 
3.14 3.14 
3.13 3.13 
3.12 3.12 

3.10 3.10 

3.12 3.12 

3.15 目3.15
3.16 3.18 

3.11 3.11 
3.12 3.12 

3.18 3.18 
3.14 3.14 

間 12 3.12 
3.12 3.12 

3.16 3.18 

3.13 3.13 

3.10 3.10 
3.13 3.13 
3.13 3.13 

3.14 3.14 

3.18 目3.16
3.16 国3.16

国3.13陣3.13
3.13 3.13 

3.14 3.14 

133.16 133.16 
3.06 3.08 
3.13 3.13 

3・5・
3.14 3.14 
3.09 3.10 

1 1月2日. 1 1月5日

10. 20・30. 50. 75. 100. 

19.47 19 .48 19." 19.41 19.48 
19.55 19.53 19.53 19.(7 19.45 19.50 

19.48 19.48 19.48 
19.54 19.53 19.50 19.49 
19.55 19.52 19.51 19.51 19.50 
19.81 19.58 19.48 19.45 19 .45 

19.47 19 .48 19 .48 
19.49 19.‘7 19.48 19.48 19.53 

19.51 19 .48 19 .49 19.50 19.51 19 .45 

19.55 19.54 19.52 19 .48 19 .48 19.42 

19.U 19 .41 19.42 19.42 

19.48 19 .49 19.50 19.54 19.53 19.53 

19.41 19.41 19.40 19.(] 19.41 19.49 

19.41 19.41 19.41 19.(] 19.43 19.54 

19.25 19.13 19.20 19.U 

19.32 19.31 19.30 19.28 19.(7 18.99 

19.34 19.3( 19.34 19.35 19.(2 18.48 

19.39 19.39 19.39 19.39 19.(0 19.92 

19.34 19.35 19.34 19.35 19.37 19.35 

19.38 19.32 19.33 19.33 
19.(0 19.34 19.32 19.32 19.39 19.00 

19.32 19.30 19.30 19.31 19.36 18.41 

19.31 19.30 19.31 19.39 19.51 
19 .40 19.39 19.38 19.37 19.49 19.00 

19.33 19.34 19.34 19.3‘ 19.41 18.31 

19.48 19." 19.43 19." 19.82 18.43 

19.37 19.38 19.38 19.35 19.38 18.84 

19.41 19.41 19.40 19.40 19.54 19.12 

19.40 19.37 19.38 19.37 19.51 18.18 

19." 19.41 19.41 19.37 19.75 19.20 

19.36 19.38 19.38 19.38 19.37 19.15 

19.81 19.58 19.53 19.54 19.75 19.92 

19.25 19.14 19.20 19.29 19.36 18.16 

19.42 19.41 19.40 19.40 19.(7 19.05 

10・20・
19.(7 19.(6 

19.44 19.23 

10・20. 30・50. 75. 100 

3.12 3.12 3.11 3.11 3.13 

3.08 3.08 3.07 3.08 3.08 3.13 

3.13 3.13 3.13 

3.13 3.13 3.13 3.13 

3.11 3.11 3.11 3.11 3.12 

3.09 3.09 3.07 3.07 3.11 

3.16 3.17 3.17 

3.14 3.15 3.15 3.15 3.18 

3.13 3.12 3.13 3.14 3.18 3.24 

3.12 3.13 3.16 3.18 3.18 1.20 

3.10 3.11 3.11 3.11 

3.12 3.13 3.15 3.18 3.21 3.26 

間3.15~3.15 3.16 3.17 3.18 3.24 

国3.18t3.1B t3.18 3.18 3.19 3.29 

3.10 t3.08 133.10 3.24 

133.12 同.14133.14 3.14 3.43 ( .08 

国3.18t3.18 3.16 3.17 3.25 4.22 
国3.14t3.14 3.1‘ 3.14 3.14 3.87 

133._l! 3.12 3.12 3.12 3.13 4.07 
3.12 3.13 3.14 3.14 

3.18 3.1B 3.18 3.16 3.35 4.13 

3.13 3.18 3.16 3.18 3.18 4.27 

匝3.11 3.12 3.12 3.18 3.49 

133.14 133.14 3.14 3.14 3.31 4.08 

t3.13 t3.13 3.13 3.13 3.17 4.27 

目3.14t3.15 3.14 3.14 3.(7 4.U 

国3.15t3.15 t3.15 3.15 3.18 U4  

問.16133.16 t3.18 3.18 3.26 4.10 

国3.13t3.14' t3.14 3.15 3.27 4.27 

国3.13t3.1‘ t3.14 3.14 3.37 4.09 

3.14 3.14 3.14 3.14 3.14 4.11 

目3.16133.17 133.17 3.24 3.49 • .27 
133.06 目3.06~3 .07 3.07 3.08 3.13 

四3.13133.13 133.13 3.14 3.23 3.88 

10・20・
3.14 3.13 

3.12 目3.08

125・150 200 250. 300. 陶深Ii!llIllll: i天候 雲量 雲形 風向 隊法 陣ま狼 うねり関圧 ~( IJ.I 
15 BC 

‘ 
CI SSI 8.1 3 1 

15 B 2 CI 551 5.8 3 2 
15 BC 4 Cl 51 8.3 3 
19 BC 7 CI SI 5.8 3 

17 BC B Cl 551 5.0 3 l 

18 E Cl SI 4.8 3 l 

18 BC 5 Cl SI 8.1 3 

17 日 2 CI 551 6.1 3 l 
18 B CI SSI 5.5 3 l 

17.18 12.62 18 B Cl 51 5.2 3 

22 B s 1.0 2 

16 BC 4 CI 151 8.8 3 

16.82 12.45 8.72 17 B 4 CI 51 7.0 3 

18.00 13.75 8.37 19 B 551 6.0 3 
18 66 BC CI-5T 151 6.2 1026.7 21.0 

15 1 116 BC 31 CI-5T 151 7.4 1 11026.7 

16.22 12.15 5.93 14 1 342 BC 3 5C 151 9.0 2 11027.4 18.7 

16.96 13.09 6.37 20 B 551 5.8 3 

16.75 13.27 6.58 2.63 1.38 20 B 551 5.1 3 

13 69 B 21 CI-5T 151 7.1 1 11026.8 20.2 

15.50 11.94 6.87 18 302 BC 31 CI-5T 151 7.2 1 11026.8 20.4 

15.96 11.88 8.58 151200- 。 5 5C 551 8.9 211027.5 18.9 
14 83 B 21 CI-5T 151 5.5 1 11026.7 20.1 

18.13 12.27 5.81 18 BC 31 CI-5T ' 8.3 1 11028.8 19.9 
15.55 11.52 8.80 17 。 4 5C 551 6.7 l 211027.7 19.1 
15.41 12.05 13 B 21 CI-5T 151 8.1 1 11028.7 20.2 
15.36 12.03 6.28 17 B 21 CI-5T 曹 7.8 1 11028.8 20.4 

15.83 12.08 6.31 3.32 1.67 20 200 BC 2 5C 5S1 6.0 1 11027.8 19.3 

14.82 11.81 20 BC 21 CI-5T 5. 6.3 1 11027.0 20.2 

15.12 11. 73 6.52 18 BC 21 CI-5T 5. 7.0 1 11027.1 20.1 
18.37 12.25 8.46 19 1 200 BC 21 CI-5T 55. 8.7 1 11027.2 19.5 
18.00 13.75 8.87 3.32 1.87 22 

14.82 11.52 5.81 2.63 1.38 13 

18.11 12.29 6.43 2.97 1.53 17 

17 BC 4 CI 5' ( .5 2 
18 BC 5 CI 'SI 3.0 2 

125 150 200 250 300欄

3.30 4.43 

目(.(0 4.45 4.15 

国4.27 • .49 4.l5 

国(.48 ( .(3 U5  

4.U ~U6 4.18 
4.48 4.48 4.17 4.08 4.06 

4.48 4.42 4.17 

4.49 4.42 4.16 

国4.48 4.U 4.15 

回4.52 4.40 4.18 

国4.50 4.H 
回4.52t4.41 U5  

134.51 t4.43 4.18 4.08 国4.06
4.(9 t( .40 

目4.51134.41 4.15 

t4.!lI ~_3 U5  

目4.52134.49 ( .17 4.08 134.06 
3.30 ~4 .40 4.15 4.08 4.06 

国4.(0!l4.43 4.16 4.08 4.06 
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内浦海域観測結果表 (11月中旬)

93年

水温

S t o. 
1 1 18.6 
2 I 18.5 
3 1 18.8 
4 1 18.9 
5 1 18.6 
6 1 18.4 
7 1 18.7 
8 1 18.5 
9 1 18.4 
10 1 18.5 
11 j 18.7 
12 I 18.7 
13 1 18.7 
14 1 18.4 
15 I 18.7 
16 1 18.8 
17 1 18.5 
18 1 18.5 
19 1 18.3 
20 18.7 
21 18.6 
22 18.5 
23 18.7 
24 18.6 
25 18.4 
26 18.7 
27 18.8 
28 18.7 
29 18目7
30 18.8 
31 18.8 

最高 18.9 
最低 18.3 
平勾 18.6 

o. 
A 18.7 
B 18.7 

塩分

S t o. 
1 ~3.24 
2 ~3 .21 
3 ~3 .19 
4 03.23 
5 ~3 .23 
6 ~3 .16 
7 ~3 .22 
a ~3 .18 
9 ~3 .19 
10 3.20 
11 3.19 
12 3.20 
13 3.23 
14 3.20 
15 3.03 
16 3.24 
17 3.24 
18 3.24 
19 3.13 
20 3.22 
21 3.25 
22 3.23 
23 3.20 
24 3.22 
25 3.18 
26 3.21 
27 3.15 
28 3.14 
29 3.12 
30 3.15 
31 3.14 

最高 133.25 
最低 133.03 
平均 133.19 

0・
A ¥33.13 
B 133.11 

3圃 5・10. 
18.72 18.71 18.68 
18.54 18.54 18.52 
18.76 18.75 18.66 
18.79 18.77 18.66 
18.62 18.58 18.55 
18.45 18目4518.42 
18.75 18.72 18.68 
18.64 18.63 18.63 
18.49 18.47 18.45 
18.52 18.52 18.49 
18.68 18.67 18.65 
18.70 18.67 18.67 
18目7718.74 18.70 
18.53 18.53 18.51 
18.70 18.69 18.69 
18.68 18.68 18.64 
18目6218.61 18.61 
18.59 18.59 18.59 
18.36 18.36 18.35 
18.68 18.67 18.67 
18.70 18.71 18.69 
18.47 18.47 18.47 
18.69 18.69 18.63 
18.65 18.62 18.59 
18目4318.43 18.41 
18.65 18.62 18.60 
18.86 18.80 18.72 
18.74 18.73 18.68 
18.63 18.62 18.63 
18.78 18.76 18.74 
18.74 18.69 18.68 

18.86 18.80 18.74 
18.36 18.36 18.35 
18.64 18.63 18.60 

3・5・10・
18.64 18.60 18.57 
18.65 18.59 18.53 

3・5. 10. 
3.22 3.22 3.22 
3.19 3.19 3.19 
3.17 3.17 3.17 
3.21 3.21 3.21 
3.21 3.21 3.21 
3.14 3.14 3.14 
3.20 3.21 3.21 
3.18 3.18 3.18 
3.18 3.18 3.15 
3.19 3.19 3.19 
3.17 3.17 3.18 
3.18 3.20 3.20 
3.21 3.21 3.22 
3.19 3.19 3.19 
3.08 3.12 3.16 
3.21 3.21 3.21 
3.21 3.21 3.21 
3.19 3.19 3.19 
3.13 3.13 3.13 
3.19 3.20 3.20 
3.23 3.23 3.23 
3.20 3.20 3.20 
3.17 3.17 3.16 
3.20 3.20 3.20 

3.17 3.17 3.17 
3.18 3.18 3.18 
3.12 3.12 3.13 
3.12 3.12 3.11 
3.09 3.10 3.11 
3.12 3.12 3.12 
3.13 3.13 3.13 
3.23 3.23 3.23 
3.08 3.10 3.11 
3.17 3.18 3.18 

3・5. 10・
3.11 3.11 3.12 
3.10 3.09 3.10 

1 1月 15日. 16日

20. 30. 50. 75. 100. 
18.67 18.68 18目7018.75 
18.50 18.51 18.52 18.69 18.42 
18.63 18.65 
18.62 18.62 18.64 
18.52 18.51 18.51 18.60 
18.43 18.42 18.61 18.70 
18.67 18.67 
18.65 18.69 18.66 18.73 
18.44 18.45 18.50 18.69 18.08 
18.50 18.50 18.49 18.64 17.58 
18.64 18.66 18.70 
18.6G 18.67 18.68 18.78 19.04 
18.67 18.66 18.67 18目7217.76 
18.51 18.47 18.49 18.72 17.65 
18.68 18.68 18.72 
18.62 18.61 18.59 18.62 18.94 
18.61 18.61 18.63 18.73 18.35 
18.59 18.59 18.59 18.66 18.00 
18.36 18.35 18.40 18.66 17.28 
18.65 18.62 18.62 
18.63 18.56 18.51 18.66 18.14 
18.47 18.49 18.49 18.68 18.03 
18.60 18.58 18.57 18.94 
18.57 18.57 18.55 18.72 18.22 
18.41 18.42 18.45 18.80 17.86 
18.58 18.58 18.57 18.79 17.68 
18.69 18.66 18.63 18.70 17.71 
18.68 18.70 18.77 18.85 17.32 
18.69 18.70 18.69 18.92 17 .88 
18.72 18.72 18.66 18.84 17.06 
18.69 18.70 18.71 18.61 16.14 
18.72 18.72 18.77 18.94 19.04 
18.36 18.35 18.40 18.60 16.14 
18.59 18.59 18.60 18.73 17.86 

20・
18.63 
18.54 

20. 30. 50. 75. 100掴

目3.22 3.22 3.24 3.35 
3.21 3.22 3.24 3.33 4.13 
3.18 3.21 
3.20 3.20 3.26 
3.21 3.21 3.21 3.25 
3.15 3.15 3.25 3.33 
3.23 3.23 
3.24 3.30 3.35 3.63 
3.18 3.18 3.22 3.34 4.24 
3.20 3.20 3.20 3.34 4.30 
3.18 3.20 3.22 
3.21 3.20 3.23 3.37 4.04 

陣3.23133.22 3.24 3.35 4.24 
3.19 3.19 3.20 3.35 4.29 
3.19 3.19 3.21 
3.21 3.21 3.21 3.28 3.93 
3.21 3.21 3.22 3.32 4.17 

国3.19133.19 3.19 3.32 4.25 
四3_._l3133.13 3.15 3.31 4.33 
3.20 13~.2_O P3._20 
3.24 3，22 3.21 3.31 4.l9 
3.20 3.20 3.21 3.32 4.20 
3.18 3.18 3.18 3.44 
3.20 3.20 3.20 3.33 4.21 
3.17 国3.17国3.19 3.43 4.33 
3.18 3.18 3.18 3.35 4.31 
3.17 3.19 P3.19 3.25 4.33 
3.12 3.12 133.20 3.31 4.39 
3.13' 3.15 133.18 3.40 4.29 
3.12 133.12 目3.16 3.38 4.41 
3.15 3.15 3.16 3.16 4.47 
3.24 3.30 133.35 133.63 4.47 
3.12 目3.12133.15 133.16 3.93 
3.19 133.19 133.21 133.34 4.25 
20. 
3.16 
3.11 

125 150個 200. 250 300 路町Hltn.i深 ヲ候 医量 雲形 阻向 風速 波浪 うねり同庄 関 1且
22 87 BC E SC NNW 3.1 211027.7 17.0 
17 140 BC 7 SC NW 4.3 211027.9 17.0 
17 37 B SC E 1.0 1 11027.7 20.9 
20 72 B 日 SC NE 2.8 1 11027.8 17.7 
18 96 BC 5 SC H 4.1 1 11027.8 16.9 
16 1 101 BC 日 SC NW 3.0 311028.0 17.2 
15 44 BC 5 SC NE 2.4 1 11028.0 17.7 
20 97 BC 7 SC NW 3.6 211028.2 17.2 
20 117 B 2 SC NW 3.4 211028.2 17 .2 

15.10 10.55 18 I 195 E 2 SC NW 4ι 2 11028.0 16.9 
17 66 BC 7 SC SE 2.0 1 11028.8 17.0 
18 1 108 BC 4 SC ENE 3.3 1 11028.4 17.1 

15.55 12.92 2.96 19 BC E SC ENE 2.0 1 11028.1 17.0 
15.56 12.26 3.25 20 400 E s SC WNW 3.8 1 11028.1 16.8 

17 65 B 2 SC ENE 2.2 l 1 11028.6 17.9 
16 1 115 日 CI ENE 5.1 2 1 11018.0 19.0 

15.81 12.33 3.82 20 300 BC 8 SC ENE 5.9 2 1 11018.5 16.7 
14.72 11.11 3.44 22 400' B g SC WNW 5.0 1 11027.9 15.9 
12.89 10.57 4.34 1.85 1.11 171400' B g sc WNW 5.0 I 1 11028.1 16.3 

20 B 2 SC ENE 3.7 2 1 11017.5 19.3 
15.49 12.44 3.97 16 B Cl ENE 4.3 2 1 11018.5 18.7 
15.52 11.73 3.72 19 BC 5 SC ENE 5.8 2 1 11018.5 16目S

16 B 2 SC ENE 2.4 1 11018.0 19.3 
15.53 13.42 4.27 17 BC 4 SC ENE 3.3 2 1 11018.5 19.5 
14.83 10.64 4.36 19 BC 3 SC ENE 6.3 2 1 11018.0 16.7 
16.29 13.20 19 2 SC NE 。目。 1 11018.0 19.8 
15.05 13.05 4.01 20 BC 3 SC ENE 4.1 1 11018.0 18.6 
14.50 10.93 4.31 1.96 1.21 19 BC C1 E 3.7 2 1 11018.5 17.0 
15.54 13.09 19 1 200 B SC ' 1.0 l 1 11017.5 19.9 
15.06 12.44 4.09 20 B 2 Cl 'S' 1.0 1 11018.0 19.9 
13.89 10.73 4.83 21 B 。 SSE 0.0 1 11018.5 17.6 
16.29 13.42 4.83 1.96 1.21 22 
12.89 10目55 2.96 1.85 1.11 15 
15.08 11.96 3.95 1.91 1.16 19 

13 23 B I SC NE 。 1 11027.7 20.7 
13 22 BC E SC ENE 3.0 1 11027.9 17.4 

125. 150 200 250m 300m 

4.48 4.34 

4.45 134.44 4.09 
4.45 4.42 4.08 

4.45 4.43 4.09 
4.50 回4.38134.09 
4.46 目4.34134.10 4.07 ， .06 

4.46 4.44 4.10 
4.44 4.40 4.10 

4.47 4.46 UO  
4.50 4.36 UO  
4.44 4.46 
4.49 4.45 UO  
4.51 4.36 13Ul 134.07 4.06 
4.48 4.45 
4.50 4.43 目4.l0
4.48 4.35 134.1) 
4.51 4.46 134.l1 134.07 4.06 
4.44 4.34 134.08 134.07 4.06 
4.47 4.41 I3UO  ¥34.07 4.06 
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内浦海域観測結果表 (12月中旬)

93年

水温

12月 14日. 16日. 20日

S t 0・3・5. 10・20・30・50周 75・100. 125 150 200. 250m 300. 降明附自J深 天候 霊掻 雲形 風向 随速 波浪 うねり関圧 気 温

1 1 15.8 16.11 16.11 16.10 18.08 18.08 18.27 18.38 20 87 BC 4 NS NN育 2.2 2 4 11036.8 8.2 

2 1 15.7 15.99 18.00 18.00 16.01 16.01 18.01 18.00 15目85 24 BC 自 NS H 1.4 2 4 11037.5 6.3 

3 1 15.5 15.69 15.68 15.67 15.85 15.62 15 H BC 4 NS SE 2.0 I 1 11035.5 8.5 

4 1 15.8 16.09 16.09 18.14 18.02 15.91 15.82 21 73 BC 4 NS ， 0.0 2 211036.0 8.7 

5 1 15.7 18.00 18.00 18.00 18 .01 18目。。 18.01 18.17 23 97 c E NS E 0.0 2 211038.2 7.1 
日 15.7 18.01 18.00 18.00 16.00 15.99 15.98 15.95 25 98 c 7 NS H 2.0 2 411037.5 7.1 

7 1 15.5 18.01 16.01 15.83 15.84 15.78 19 38 BC 3 NS ENE 3.3 1 11034.9 7.1 

8 1 15.8 16.01 18.01 16.03 18.01 16.00 15.93 18.87 20 101 c E NS H 2.2 3 211038.0 5.5 

9 1 15.7 16.03 18.02 16.03 16.03 16.04 16.0( 16.81 15.36 22 117 c NS NE 1.( 2 311037.5 5.8 

10 1 15.7 16.01 16目。l15.99 15.99 16.00 16.00 16.17 16.43 12.29 8.3( 23 173 C NS NNE 1.( 2 3 11037.5 7.2 

11 1 15.7 15.73 15.73 15.75 15.72 15.70 15.57 15 BC 5 C5 551 5.0 3 1 11028.8 16.4 

12 1 15.9 16.15 16.15 16.15 16.15 16.20 16.13 16.'4 15.0( 18 BC 4 NS s 2.( 1 1I03(目。 7.3 

13 1 15ι 16.09 16.08 16.10 16.10 16.09 16.17 16.70 15.2( 10.99 8.6( 4.9( 19 1 338 BC 4 NS E 4.3 1 1103(，5 

U 115.8 16.20 16.20 16.18 16.10 16.06 16.0( 16.09 16.03 11.85 8.55 ( .82 16 c 7 NS H 1.0 3 2 11 037 .7 5.2 

15 1 15.7 15.81 15.81 15.81 15.79 15.79 15.78 18 BC 4 CS 5SE 6.3 3 1 11028.0 16.7 

16 15.7 15.82 15.82 15.81 15.80 15.78 15.77 15.79 15.(5 20 BC 5 C5 51 3.( 3 1 11028.5 14.8 

17 I 15.7 15.73 15.7( 15.7( 15.7( 15.73 15.73 15.73 15.74 14.39 12.77 8.99 20 BC 5 CS 51 6.7 3 1 11028.5 1(目S

18 I 15.6 15.97 15.97 15.97 15.97 15.97 15.97 15.96 16.7( 11.36 9.30 5.01 20 c 7 AS H 3.( 3 311037.8 ( .8 

19 1 15目716.06 16.07 16.08 16.08 16目0916.11 16.31 16.9( 12.75 8.60 4.80 2.(8 1.38 20 c 自 N5 N 2.0 3 211037.5 4.8 

20 15.0 15.15 15.15 15.(5 15.60 15.59 15.60 14 B CI S51 4.( 3 1 11028.7 16.3 

21 15.8 15.71 15.71 15.71 15.69 15.70 15.75 15.80 15.6( 14.75 13.38 9.14 18 BC 3 C5 s 2.0 3 1 11028.0 13.( 

22 15.8 16.13 18.14 18.14 18.12 16.13 18.15 18.18 18.20 18.58 12.75 4.02 15 2 10 N5 H 9.( 2 3 11028.( 6.( 

23 15.8 15.85 15.85 15.82 15.72 15.72 15.72 15.7( 20 BC 3 CI s 2.6 3 1 11028.5 1( .2 

2( 15.8 15.81 15.81 15.80 15.80 15.81 15.80 15.7( 15.71 15.06 13.24 7.6( 23 B 。 55E 2.0 3 1 11029.0 15.7 

25 15.8 16.06 16.05 16.05 16.06 16.05 16.07 16.11 16.18 16.5( 11 .8( ( .29 14 E 10 N5 NNE 9.0 2 311028.2 7.5 

26 15.7 15.82 15.82 15.81 15.81 15.80 15.82 15.72 15.71 1( .92 12.53 20 B CI SSI 2.8 3 13.5 

27 15ι 16.00 15.94 15.94 15.97 15.88 15.80 15.78 15.78 15.77 11.95 6.(9 22 B CI s 7目5 3 1 11029.5 13.0 

28 15.7 15.95 15.96 15.96 15.96 15.96 15.82 15.79 15.97 15.59 12.3( 6.36 2.51 1.38 19 B 2 CI SSI 5.1 3 1 11031.2 11.8 

29 15.6 15.78 15.78 15目7715.76 15.83 15.88 15.69 15.66 15.5( 13.38 13 B CI 5SE 3.( 3 1 11030.0 13.0 

30 15.6 15.88 15.88 15.88 15.88 15.87 15.89 16.00 16.41 15.57 13.27 5.96 19 B 2 CI s 6.0 3 1 11030.5 14.2 

31 15.5 15.82 15.82 15.81 15.81 15.82 15.85 16.24 15.65 15.13 12.89 6.74 19 B 2 CI SI 3.0 3 1 11031.0 11.3 

最高 15.9 16.20 16.20 18 .18 16.15 16.20 16.27 16.87 16.94 16.58 13.38 9.1( 2.51 1.38 25 

最低 15.0 15.15 15.15 15.45 15.60 15.59 15.57 15.60 15.04 10.99 8.3( 4.02 2.48 1.38 13 

平均 15.7 15.92 15.92 15.92 15.91 15.90 15.91 16.08 15.89 14.32 11.49 6.09 2.49 1.38 19 

0・3・5・10. 20. 

A 11(.9 14.79 14.79 14.57 s 20 BC 4 N5 SSE 2.2 1 1 11035.5 8.8 

B 1 14.2 14.55 1(.53 1( .55 14.66 s 22 BC 3 NS ESE 3.4 1 11035.2 5.8 

塩分

S t 0・3・5・10・20. 30・50・75・100 125 150 200 250 300. 

1 ~3 .46 国3.42~3.(2 3.42 3.42 3.43 3.50 3.61 

2 ~3 .53 ~3 .50 ~3 .50 3.50 3.50 3.50 3.50 3.51 3.71 

3 ~3.47 3.U 3.U 3.U 3.U 3.U 

4 ~3 .46 3.43 3.43 3.45 3.U 3.U 3.43 

5 03.47 3.U 3.U 3.U 3.45 3.U 3.45 3.68 

6 03.52 3.50 3.50 3.50 3.50 3.50 3.51 3.51 

7 03.46 3.45 3.45 3.43 3.45 3.46 

8 03.43 3.40 3.40 3.41 3.43 3.45 3.U 3.99 

9 03.50 3.49 3.49 3.49 3.49 3.49 3.49 3.98 4.39 

10 3.48 3.46 3.46 3.46 3.46 3.46 3.46 3.56 4.23 (，40 (，23 

11 3.50 3.49 3.(9 3.49 3.49 3.49 3.48 

12 3.43 3.41 3.41 3.41 3.41 3.45 3.47 4.23 4.40 

13 3.42 3.39 3.39 3.39 3.39 3.40 3.47 3.95 4.38 (，36 tU5 4.11 

1( 3.(9 3.46 3.46 3.46 3.45 3.45 3.45 3.47 4.39 4.38 (，24 4.10 

15 3.51 3.49 3.49 3.49 3.51 3.51 3.52 

16 3.52 3.49 3.49 3.49 3.50 3.51 3.52 3.54 3.76 

17 3.54 3.52 3.52 3.52 3.52 3.52 3.52 3.52 3.56 4.09 (，28 4.25 

18 3.45 3.43 3.43 3.43 3.43 3.U 3.U 3.45 (，03 (，41 (，27 4.12 

19 3.45 3.43 3.43 3.43 3.43 3.43 3.U 3.53 4.07 4.U (，26 4.11 4.08 4.06 

20 3.34 3.32 3.32 3.U 3.50 3.49 3.51 
21 3.51 3.50 3.50 ~3 .50 3.50 3.51 3.55 3.57 国3.76~UO 4.36 4.27 
22 3.43 ~3 .42 ~3 .42 3.42 3.42 3.U 3.45 3.48 3.56 3.95 4.40 4.11 

23 3.50 3.48 3.48 3.49 3.48 3.48 3.50 3.52 
24 3.50 3.48 3.4& 3.(8 3.(9 3.49 3.49 3.51 3.53 4.28 4.39 4.20 

25 3.45 3.(3 3.43 3.(3 3.43 3.(3 3.(3 3.45 3.50 3.99 4.41 4.10 

26 3.48 3.47 3.47 3.47 3.48 3.48 3.50 3.53 3.53 4.21 4.38 

27 3.50 3.49 3.48 3.48 3.49 3.48 3.49 3.51 3.53 4.35 4.38 4.16 

28 3.45 3.45 3.45 3.45 3.45 3.46 3.47 3.48 3.56 4.40 4.41 4.16 4.09 4.06 

29 3.45 3.U 3.43 3.43 3.43， 3.46 3.55 3.54 3.56 3.90 4.39 

30 3.45 3.43 3.43 3.43 3.43 3.43 3.46 3.54 3.82 tUI 4.39 4.14 

31 3.49 3.47 t3.47 3.47 3.47 3.49 3.51 3.65 3.79 4.32 4.40 4.18 

最高 日3.54国3.52t3.52 3.52 3.52 3.52 3.55 国4.23~4 .40 FU.U 4.41 4.27 4.09 tU6 

最低 ~3 .34 同3.32t3.32 133.39 3.39 3.40 3.43 133.45 3.50 3目90 4.23 4.10 (，08 4.06 

平均 3.47 133.45 þ3.4~ 3.48 3.46 3.47 3.48 3.81 3.85 (，25 4.34 4.16 (，08 (，06 

o. 3・5・10・20. 

A 3.20 目3.15133.15 133.20 

B 2.82 国3.13t3.14 133.16 3.19 
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内浦海域観測結果表(1月中旬)

94年
水温

1月18日. 20日

S t 。闘 3・5. 10・20・30. 50. 75. 100 125 150 200目 250 300阻透明度海深 灰候ra量 雲形 風向 風速 隊浪 うねり気 圧 関 温
1 1 12.8 13.09 13.10 13.10 13.10 13.04 12.78 19 87 。 10 NS 曹 4.8 2 311022.5 3.9 
2 

3 1 12.6 12.79 12.77 12.72 12.72 12.71 16 40 。 s ST 'S' 3.3 1 1 11022.4 5.0 
4 1 12.7 12.91 12.92 12.93 12.93 12.93 12.93 16 74 。 s ST ， 6.4 l 211022.5 4.4 
5 1 12.7 12.98 12.98 12.99 12.99 13.00 13.01 13.05 15 98 。 s NS 'S' 6.4 2 311022.8 4.0 
6 1 12.8 12.96 12.96 12.97 12.99 12.98 13.01 13 .03 15 1 111 。 10 NS 'S' 9.4 2 311023.4 4.6 

7 1 12.6 12.78 12.78 12.84 12.98 12.94 15 40 s 10 NS 胃n 6.0 1 11022.2 3.5 
8 1 12.8 13.19 13.19 13.15 13.05 13.05 13.02 13.06 17 1 100 。 s NS S' 7.8 2 211024.3 2.5 
9 1 12.9 13.08 13.07 13.08 13.08 13.07 13.00 13.09 12.92 18 1 118 。 s NS S' 8.6 2 211023.9 3.5 
10 1 12.8 13 .04 13.04 12.97 12.90 12.88 12.89 12.60 11.92 10.36 18 。 10 NS 唖S' 6.5 2 311023.6 3.5 
11 13.2 13.55 13.56 13.57 13.59 13.58 13.75 15 。 10 NNE 9.3 3 1 11019.0 3.7 
12 1 12.8 13目1713.17 13.18 13.18 13.25 13.24 13.24 13.04 19 1 118 。 s NS ' 5.4 1 11021.8 4.4 
13 13.1 13.30 13.30 13.30 13.30 13.30 13.30 13.34 13.12 11.93 10.59 7.79 20 。 B NS ，n 4.6 211022.0 4.4 
14 1 12.8 13.22 13.21 13.25 13.25 13.25 13.26 13.23 13.20 11.88 10.02 8.01 16 s 10 NS ' 6.8 2 211025.0 1.9 
15 13.4 13.71 13.70 13.72 13.71 13.77 13.90 15 。 10 NNE 10.1 3 2 11018.8 4.5 
16 1 13.2 13.55 13.55 13.56 13.57 13.57 13.58 13.65 13.47 15 。 10 NNE 9.3 3 2 11018.8 4.4 
17 13.2 13.40 13.40 13.40 13.40 13.41 13.42 13 .42 13.41 13.43 12.59 7.15 19 R NNE 5.2 3 211022.0 5.0 
18 12.7 13.22 13.20 13.22 13.22 13.22 13.20 13.17 13.14 13.12 11.41 7.82 19 。 B ST S' 5.4 2 11024.9 2.4 
19 12.9 13.25 13.26 13.26 13.18 13.17 13.11 13.10 13.09 13.14 11.97 7.42 3.40 1.93 20 。 s ST S' 5.2 2 211024.7 2.8 
20 13.1 13.48 13.47 13.46 13.48 13.50 13.52 14 。 NNE 8.7 3 1 11019.0 4.9 
21 13.0 13.50 13.50 13.49 13.50 13.50 13.51 13.55 13.57 13.53 13.12 7.79 17 員 NNE 11. 7 3 3 11019.0 5.1 
22 13.2 13.39 13.39 13.39 13.40 13 .40 13.42 13.42 13.43 13.44 12.94 6.10 17 R NNE 5.5 3 211022.0 4.8 
23 13.1 13.44 13.44 13.44 13.50 13.50 13.49 13.52 16 員 NNE 9.8 3 2 11019.0 5.5 
24 13.1 13.45 13.45 13.46 13.46 13.47 13.48 13.50 13.50 13.49 13.25 7.42 15 R NNE 9.8 3 3 11019.0 5.4 
25 13.2 13.47 13.46 13.46 13.48 13.48 13.49 13.50 13.52 13.50 13.00 6.83 18 R NNE 6.5 3 1 11021.5 5.5 
26 13.1 13.31 13.32 13.34 13.62 13.68 13.51 13.47 13.49 13目7013.60 13 。 10 NNE 8.1 3 2 11020.3 6.1 
27 13.3 13.56 13.55 13.56 13.57 13.62 13.51 13.47 13.45 13.54 13.39 8.04 16 。 10 NNE 8.4 3 2 11020.5 6.3 
28 13.4 13.72 13.72 13.74 13.73 13.80 13.72 13.83 14 .62 13.79 11.62 5.80 3.20 2.00 16 。 10 NE 6.8 3 1 11020.8 5.8 
29 

30 
31 

最高 13.4 13.72 13.72 13.74 13.73 13.80 13.90 13.83 14 .62 13.79 13.60 8.04 3.40 2.00 20.0 

最低 12.6 12.78 12.77 12.72 12.72 12 ~ 71 12.88 12.78 12.60 11.88 10.02 5.80 3.20 1.93 13.0 

平均 13.0 13.29 13.28 13.28 13.29 13.30 13.33 13.30 13.35 13.11 12.14 7.29 3.30 1.96 16.6 。圃
3・5. 10・20・

A 12.4 12.39 12.39 12.40 12.57 13 25 。 10 置S ，n 4.4 1 11022.5 4.5 1 
B 12.2 112.43 12.48 12.63 12.89 Lー12L.1.2. 。 10 NS 'N' 3.7 1 11022.4 3.7 1 

塩分

S t o. 3・5・10圃 20. 30闘 50. 75. 100 125 150 200 250 300. 

1 133.78 3.74 3.74 3.74 3.74 3.73 3.77 

2 

3 133.89 3.88 p3~ 133-"_84 3.85 3.85 

4 133.75 3.72 目3.72国3.72 3.72 3.72 3.72 

5 133.75 3.72 目3.72間3.72 3.72 3.72 3.75 3.81 
8 133.73 3.74 133.74 133.74 3.75 3.76 3.77 3.82 

7 133.85 3.83 3.83 目3.85 3.72 3.72 

8 133.71 3.69 3.89 133.70 133.71 3.72 3.73 3.78 
9 133.75 3.73 間3.73目3.73133.73 3.73 3.73 3.78 開.97
10 3.74 3.72 目3.72 3.14 3.78 3.79 3.79 4.04 134.18 p4.l3 

11 3.G8 3.82 3.83 3.83 3.83 3.83 3.73 
12 3.88 3.83 3.83 3.83 3.85 3.88 3.89 3.69 3.99 

13 3.72 3 ;89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.89 3.75 3.92 4.14 4.20 4.15 

14 3.71 3.89 3.89 3.70 3.70 3.70 3.70 3.73 3.73 4.15 4.18 4.13 

15 3.88 3.85 3.64 3.85 3.64 3.87 3.72 

18 3.71 3.87 3.87 3.67 3.67 3.67 3.68 3.72 3.77 
17 3.74 3.89 国3.69133.69 同;89 3.89 3.70 3.70 3.71 国3.73134.19 4.19 

18 3.72 3.70 目3.70133.70 133.70 3.70 3.70 3.72 3.72 目3.91凶.19 4.20 

19 3.70 3.67 3.67 3.67 3.69 3.69 3.72 3.73 3.74 3.84 4.13 4.19 4.08 4.08 
20 3.63 3.64 3.64 3.83 3.64 3 :85 3.87 
21 3.69 3.68 3.68 3.68 3.68 3.68 3.68 3.71 3.73 3.85 4.05 4.19 

22 3.72 3.69 3.89 国3.69133.69 3.69 3.70 3.71 3.72 133.75 pU6 4.15 

23 3.63 3.81 目3.61目3.81133.65 3.88 3.69 3.73 

24 3.71 3.70 間3.70目3.70p3.70 3.70 3.70 3.71 3.72 降雪.74!l!-O 1 4.19 

25 3.71 3.88 目3.88目3.68133.69 3.89 3.69 3.70 日3.71間3.72p4.30 4.17 

28 3.50 3.49 3.49 3.50 133.84 3.85 3.87 3.89 3.71 目3.88134.03 
27 3.83 3.80 3.80 回3.80133.60 3.86 3.68 3.71 3.71 133.81 134.03 4.21 

28 3.69 3.86 3.86 3.67 回3.66 3.88 3.86 3.70 4.02 4.19 目4.20 (.15 4.09 4.07 

29 

30 

31 

最高 3.78 3.74 3.74 3.74 3.75 133.76 3.79 3.82 4.04 4.19 134.30 134.21 4.09 4.07 

最低 3.50 3.49 3.49 3.50 回3.80133.83 3.68 3.69 3.71 3.72 目4.01I3U3  4.08 4.08 

平均 3.89 3.87 3.87 3.87 国3.88133.89 同3.71 3.73 3.81 3.91 国U3tU7 4.09 4.08 

0・3・5・10. 20. 

A 3.58 3.53 3.53 3.54 回3.58
B 3.50 3.52 3.54 3.59 133.87 

n
u
d
 

nペU



品 o
 

観
測

地
点

観
測

日
時

深
度
8'1

水
温

(
"
C
)
 

深
度

別

極
分

実
用

塩
分

富
山

湾
観

測
結

果

定
点

番
号

l
 

2
 

:l
t緯

3
7
-
1
5
 

37
-1
0 

東
経

13
7-
09
 

13
7-
08
 

月
日

2/
1 

21
1 

開
始

時
分

20
:5
0 

2
0
:
2
0
 

終
了

時
分

20
:5
5 

2
0
:
2
5
 

海
深

8
9
 

10
2 

透
明

度

水
色

天
候

。
E
 

雲
量

10
 

10
 

室
形

N
B
 

風
向

w
 

IN
W 

風
速

E
 

s
 

波
浪

2
 

ウ
ヰ
リ

気
圧

10
09
.(
 

10
09
.2
 

気
温

5.
1 

5.
7 

0・
1
1.
9
 

1
1.
7
 

10
 

12
.1
3 

11
.
84
 

2
0
 

12
.2
7 

1
1.
98
 

30
 

12
.2
7 

12
.1
2 

5
0
 

12
.3
0 

12
.3
2 

7
5
 

12
.
3C
 

12
.6
3 

10
0 

4M
 
12
.0
2 

12
.3
1 

15
0 

10
1M
12
.3
1 

20
0 

30
0 

0・
33
.5
9 

3
3
.
4
8
 

10
 

20
 

30
 

50
 

75
 

10
0 

15
0 

20
0 

30
0 測
器

名
.8
T 

自
B
T

3
 

3
7
-
0
5
 

13
7

噂
07

2/
1 

19
:(
0 

19
:C
5 11
0 

E
 

10
 

ft
B "' 
7
.
5
 

2
 

l
 

10
09
.2
 

5.
7 

11
.
9
 

12
.1
5 

12
.1
5 

12
.1
5 

12
.
(
1
 

12
.6
1 

12
.5
5 

10
8M
12
.3
1 

33
.5
7 

MB
T 

時
期

観
測

機
関

名
石

川
県

水
産

試
験

場
白

山
丸

18
9.
52

ト
ン

13
00
 P
S 

4
 

5
 

s
 

7
 

s
 

s
 

10
 

3
7
-
0
0
 

36
-5
5 

3
6
-
5
5
 

3
7
-
0
0
 

37
-0
5 

37
-1
0 

3
7
-
1
5
 

13
7-
06
.5
 

13
7-
05
.5
 

13
7c
l2
 

1
3
7
-
1
2
.
5
 

13
7-
13
.5
 

13
7-
1(
.5
 

13
7-
15
 

2/
1 

21
1 

21
1 

21
1 

21
1 

21
1 

11
31
 

19
:0
0 

18
: 
15
 

17
・3
5

15
:3
0 

1(
:5
0 

12
:(
5 

10
:3
0 

19
:1
0 

18
・3
0

17
:(
5 

15
:C
O 

15
:0
0 

13
:0
0 

10
:3
5 

31
9 

13
 

11
 

13
 

2
2
 

R
 

R
 

R
 

R
 

R
 

E
 

BC
 

10
 

10
 

10
 

10
 

10
 

10
 

E
 

N
B
 

N
B
 

N
B
 

6
T
 

SC
.5
T 

釘
S
T
-
C
U
 

NM
官

H
 

S
I
 

H
官

"' 
'

 
S
I
 

'
 

11
 

3.
5 

5
 

s
 

s
 

3
 

2
 

2
 

2
 

E
 

3
 

3
 

2
 

10
08
.8
 

10
08
.1
 

10
07
.6
 

10
06
.8
 

10
06
.C
 

10
08
.1
 

10
30
.3
 

5.
5 

6.
5 

6.
3 

6.
7 

6.
2 

6.
8 

2.
1 

11
.9
 

11
.
8
 

12
.1
 

12
.0
 

1
1.
9
 

12
.0
 

12
.1
 

12
.1
1 

12
.1
8 

12
.2
3 

12
.1
5 

12
.0
6 

12
.Z
7 

12
.3
4 

12
.1
3 

12
.3
5 

12
.6
4 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.2
7 

12
.2
7 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.6
3 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.3
2 

12
.1
6 

12
.1
8 

12
.9
1 

12
.4
8 

12
.1
6 

12
.3
1 

12
.3
1 

12
.2
3 

12
.4
6 

12
.
(
1
 

12
.7
5 

12
.4
6 

12
.3
4 

12
.3
1 

12
.
(
1
 

12
.3
9 

12
.3
1 

12
.4
3 

12
.2
3 

12
.4
6 

12
.6
1 

12
.3
2 

10
.0
8 

10
.
(
1
 

9.
(
4
 

9
.
0
8
 

11
.
10
 

11
.1
9 

10
.7
4 

6.
49
 

6.
41
 

5
.
9
6
 

5.
09
 

6.
21
 

8.
40
 

5
.
7
3
 

1.
62
 

1.
98
 

1.
 7
1 

1.
77
 

1.
77
 

1.
77
 

1.
77
 

33
.6
2 

33
.3
1 

3
3
.
5
2
 

33
.6
3 

33
.5
4 

33
.5
3 

3
3
.
7
4
 

MB
T 

MB
T 

M
B
T
 

MB
T 

圃
BT

圃
BT

M
B
T
 

19
94

年
1
月
31

日
.

2
月

1
日

11
 

12
 

13
 

1(
 

15
 

16
 

17
 

18
 

19
 

20
 

21
 

3
6
-
5
3
.
5
 

3
6
-
5
8
.
5
 

37
・0

3
.
5

3
7
-
0
8
.
5
 

3
7
-
1
3
.
5
 

37
-1
8 

37
・2

5.
5

3
7
-
3
2
.
5
 

3
7
-
3
9
 

37
・0
3

37
-0
8 

13
7-
18
 

13
7-
19
 

1
3
7
-
1
9
.
5
 

13
7-
20
.5
 

1
3
7
-
2
1
.
5
 

13
7-
22
.0
 

13
7-
23
.5
 

13
7-
25
.0
 

13
7-
26
 

13
7-
26
 

13
7
・2
7

2/
1 

21
1 

21
1 

2/
1 

21
1 

1/
31
 

11
31
 

1/
31
 

1/
31
 

21
1 

21
1 

16
:5
5 

16
:1
5 

14
:1
0 

13
:2
5 

10
・5
5

11
: 
15
 

13
: 
15
 

1
(
:0
2 

17
:5
0 

08
:5
5 

09
:3
5 

17
:5

5"
 

16
:2
5 

1
(
:2
0 

13
:C
O 

11
: 
10
 

11
:2
5 

13
:2
0 

1(
: 
13
 

17
:5
5 

09
: 
10
 

09
:C
5 

89
 

29
0 

57
 

18
 

13
 

11
 

18
 

20
 

13
 

13
 

16
 

17
 

E
 

E
 

E
 

R
 

R
 

B
C
 

c
 

c
 

。
R

 
R

 

‘
10
 

10
 

10
 

10
 

10
 

E
 

E
 

7
 

10
 

10
 

10
 

N
B
 

NB
 

5
C
 

S
T
 

N
B
 

5T
-C
U 

l
C
 .
NB
 .
CU
 

C
U
 

NB
 

NB
 

S
S
E
 

s
 

"' 
1M
' 

.
S
I
 

'
 

SI
 

S
'
 

S
S
E
 

S
S
官

5.
 

s
 

3
 

s
 

E
 

s
 

5
 

4
 

5
 

E
 

8
 

E
 

2
 

2
 

3
 

2
 

2
 

2
 

2
 

3
 

2
 

2
 

2
 

l
 

2
 

2
 

10
06
.6
 

10
06
.6
 

10
06
.C
 

10
07
.2
 

10
11
.0
 

10
30
.2
 

10
28
.5
 

10
27
.8
 

10
26
.3
 

10
13
.3
 

10
12
.8
 

5.
8 

6.
2 

6.
( 

5.
8 

7
.
0
 

0.
0 

2.
6 

C
 .0
 

3.
8 

7.
( 

7.
3 

12
.0
 

12
.0
 

12
.0
 

12
.2
 

12
.1
 

12
.0
 

12
.1
 

12
.0
 

12
.1
 

12
.0
 

12
.1
 

12
.2
7 

12
.1
5 

12
.1
6 

12
.2
3 

12
.2
7 

12
.1
5 

12
.2
7 

12
.2
9 

12
.2
9 

12
.1
8 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.2
3 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.3
1 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.2
7 

12
.2
7 

12
.1
8 

12
.2
3 

12
.2
3 

12
.2
7 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.2
9 

12
.1
3 

12
.1
8 

12
.2
7 

12
.2
7 

12
.1
9 

12
.2
3 

12
.2
7 

12
.3
4 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.2
9 

12
.1
5 

12
.1
8 

12
.2
7 

12
.4
3 

12
.2
1 

12
.3
0 

12
.3
1 

12
.6
6 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.2
9 

12
.5
9 

11
.
98
 

12
.4
6 

5M
 
12
.4
6 

12
.4
6 

12
.5
9 

12
.5
5 

12
.5
9 

12
.4
6 

12
.3
8 

12
.1
1 

12
.4
3 
~9

M 
1
1.
98
 

1
1.
91
 

12
.4
6 

12
.1
5 

10
.1
5 

1
1.
1
8
 

1
1.
82
 

11
.8
1 

1
1.

19
 

10
.0
0 

9.
91
 

1
1.
67
 

11
.
79
 

5
.
5
3
 

5
.
8
5
 

6
.
3
2
 

8
.
9
6
 

8
.
8
3
 

7.
20
 

5.
89
 

6.
60
 

7.
76
 

1.
82
 

1.
71
 

2
.
3
9
 

1.
93
 

1.
86
 

5
6
M
 3
.0
7 

63
M 

2.
03
 

1.
78
 

1.
95
 

33
.5
4 

33
.5
3 

3
3
.
6
5
 

33
.6
9 

33
.7
1 

33
.7
4 

33
.7
6 

33
.8
0 

3
3
.
7
8
 

33
.7
5 

33
.7

骨

MB
T 

MB
T 

.B
T 

MB
T 

MB
T 

圃
BT

同
BT

同日
T

MB
T 

MB
T 

MB
T 



富
山

湾
観

測
結

果

22
 

23
 

u
 

25
 

26
 

27
 

28
 

29
 

30
 

31
 

32
 

33
 

34
 

35
 

36
 

37
 

38
 

39
 

40
 

41
 

42
 

43
 

44
 

37
・
13

37
・
19

37
・
24
.5

37
-3
1.
5 

37
・
38

37
・
07

37
-1
2.
5 

3
7 ・

18
37
-2
4 

37
-3
1 

37
・
31
;5

37
-1

1.
5

 
37
-1
7.
5 

31
-2
3 

37
-3
0 

37
-3
7 

37
-1
6.
5 

37
-2
2 

37
・
29

37
-3
6 

37
-4
5 

37
-4
4.
5 

37
-4
4 

13
7-
28
 

13
7-
29
 

13
7
・
30

13
7-
31
 

13
7
・
32

13
7-
33
 

.1
31

・
u

13
7-
35
.5
 

13
7-
36
 

13
7-
37
.5
 

13
7-
39
 

13
7
・
40
.5

13
7-
41
.5
 

13
7-
43
 

13
7・
44

13
7
・
45
.5

13
7-
50
.5
 

13
7-
51
.5
 

13
7-
52
.5
 

13
7-
54
 

13
7-
33
.5
 

13
7-
40
 

13
7
・
46
.5

2
/
1

 
2
/
1

 
2
/
1

 
2
/
1

 
1/
31
 

2/
1 

21
1 

21
1 

21
1 

21
1 

21
1 

2/
7
 

2
/
1
 

2/
7
 

2/
6 

2
/6

 
2/

7
 

21
6 

21
6 

21
6 

11
31
 

11
31
 

11
31
 

10
: 
15
 

01
:2
5 

02
:1
0 

02
:5
5 

18
:2
0 

08
:1
0 

07
:2
5 

06
:3
5 

05
:4
5 

04
:5
0 

。3:
50

83
:0
5 

。1:
00

00
:2
0 

22
:4
0 

20
:5
0 

。1:
55
 

23
:2
0 

22
:3
0 

20
:0
0 

19
:1
5

 
19
:5
5 

20
:3
5 

10
:2
5 

01
 :
40
 
。2:

1・
03
:0
5 

18
:3
5 

08
:2
0 

。7:
40

06
:5
0 

06
:0
0 

05
:0
5 

04
:8
5 

03
:1
5 

01
:1
5 

。0:
30

22
:5
5 

21
:0
0 

。2:
05

23
:3
5 

22
:4
5 

20
:1
5 

19
:3
0 

20
:0
5 

20
:5
0 

54
 

17
 

11
 

16
 

R
 

。
。

。
。

E
 

。
。

。
。

。
c
 

。
。

8c
 

貰ユ
BC
 

c
 

c
 

舵
c
 

c
 

c
 

10
 

s
 

s
 

自

'
 

10
 

10
 

'
 

s
 

s
 

'
 

E
 

s
 

s
 

5
 

E
 

4
 

7
 

7
 

5
 

E
 

7
 

7
1
 

NB
 

KB
 

1-
5T
 

'S
' 

SS
f 

SS
f 

ss
曹

お
E

s
 

.
5
.
 

S
'
 

SI
 

5S
. 

SI
 

51
 

'‘ 
'
 
'
 

'
 

.S
I 

E
S
E
 

5
E
 

s
 

SS
E 

SE
 

S
S
E
 

E
 

s
 

s
 

B
 

s
 

s
 

11
 

11
 

10
 

10
 

s
 

8.
5 

4
 

7
 

4
 

4
 

E
 

2
 

2
 

2
 

2
 

3
 

2
 

3
 

3
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

'
 
'
 

10
12
.8
 

10
20
.7
 

10
19
.8
 

10
18
.7
 

10
26
.2
 

10
14
.7
 

10
15
 

10
15
.1
 

10
16
 

10
16
.7
 

10
17
.8
 

10
10
.8
 

10
1
1.
9

 
10
1
1.
1

 
10
13
.9
 

10
14
.5
 

10
11
.7
 

10
12
.7
 

10
13
.2
 

10
14
.9
 

10
25
.6
 

10
25
.5
 

10
25
.1
 

7.
3 

6.
2 

7.
2 

8.
2 

3.
9 

8.
2 

8.
1 

8.
5 

8.
5 

8.
3 

8.
2 

8.
3 

8.
4 

8.
2 

7.
2 

7.
3 

8.
6 

7.
8 

7.
3 

7.
3 

4.
7 

4.
8 

4.
5 

12
.1
 

12
.1
 

1 1
.9
 

11
.9
 

12
.0
 

12
.0
 

12
.0
 

12
.
骨

11
.
9

 
12
.1
 

12
.1
 

11
.
8

 
11
.8
 

11
.
7

 
11
.
6

 
11
.
5

 
11
.
8

 
11
.
5

 
11
.2
 

11
.
1

 
12
.0
 

12
.0
 

12
.0
 

12
.3
1 

12
.3
5 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.1
5 

12
.1
5 

12
.1
1 

12
.1
5 

12
.1
5 

11
.9
8 

12
.1
5 

11
.8
6 

1 1
.
84
 

1 1
.
82
 

11
.
67
 

11
.
54
 

11
.
91
 

11
.
59
 

11
.3
5

 
11
.1
8

 
12
.1
5 

12
.2
7 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.3
8 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.1
5 

12
.1
5 

12
.1
3 

12
.1
5 

12
.1
5 

12
.0
0 

12
.1
5 

1 1
.
67
 

11
.
84
 

11
.8
2 

11
.
67
 

11
.
59
 

11
.
79
 

11
.
59
 

11
.
44
 

1 1
.
18
 

12
.1
5 

12
.2
7 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.3
8 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.1
5 

12
.1
5 

12
.1
3 

12
.1
5 

12
.1
5 

12
.0
2 

12
.1
6 

1 1
.7
0

 
11
.
84
 

11
.
82
 

11
.
65
 

11
.
59
 

11
.
70
 

11
.5
9 

1 1
.
44
 

11
.3
5

 
12
.1
5 

12
.2
7 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.1
5 

12
.1
6 

12
.2
3 

12
.1
3 

12
.1
5 

12
.1
3 

12
.1
9 

12
.1
6 

12
.0
6 

12
.2
3 

1 1
.7
3

 
11
.
82
 

1 1
.7
6

 
11
.
38
 

11
.
76
 

11
.6
7 

11
.
66
 

11
.4
7 

11
.6
5

 
12
.1
6 

12
.2
7 

12
.2
3 

12
.4
5 

12
.4
7 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.1
5 

12
.3
8 

12
.1
5 

12
.4
6 

12
.1
9 

12
.1
5 

12
.2
7 

1 1
.7
9

 
11
.
74
 

1 1
.
67
 

11
.
35
 

11
.
70
 

11
.
82
 

11
.
67
 

1.
..
9 

11
.3
8 

12
.1
8 

12
.2
7 

12
.1
5 

12
.2
3 

12
.2
3 

12
.1
1 

12
.6
6 

12
.2
7 

12
.2
3 

12
.3
1 

12
.3
8 

12
.2
7 

12
.1
8 

12
.1
8 

11
.7
3

 
11
.
86
 

11
.
51
 

11
.3
5 

11
.
87
 

11
.8
2 

11
. 
70
 

1 1
.5

1
 

11
.
27
 

12
.1
8 

12
.3
8 

12
.1
3 

1 1
.
49
 

11
.6
7 

10
.7
8 

8.
15
 

1 1
.
95
 

1 1
.3
8

 
11
.5
9 

10
.1
2 

10
.4
8 

10
.7
4 

11
.
87
 

11
.
81
 

11
.
74
 

11
.3
5 

11
.
43
 

10
.4
6 

1 1
.
42
 

10
.6
7 

9.
91
 

9.
95
 

12
.4
3 

12
.3
2 

12
.3
8 

8.
87
 

7.
84
 
16
3M
10
.1
5 

5.
41
 

7.
68
 

7.
91
 

7.
58
 

7.
07
 

6.
57
 

6.
60
 

9.
40
 

7.
68
 

7.
35
 

6.
81
 

6.
41
 

6.
76
 

7.
59
 

6.
72
 

5.
53
 

8.
83
 

10
.2
5 

9.
95
 

10
.8
7 

~
 

2.
07
 

1.
37
 

1.
50
 

1.
7
1

 
1.
95
 

1.
75
 

1.
78
 

1.
54
 

1.
77
 

1.
91
 

1.
71
 

1.
77
 

1.
86
 

2.
09
 

1.
71
 

1.
80
 

1.
66
 

1.
54
 

2.
03
 

0.
66
 

1.
95
 

2.
30
 

33
.7
4 

33
.7
8 

33
.7
4 

33
.8
1 

33
.8
1 

33
.7
3 

33
.7
4 

33
.7
3 

33
.7
8 

33
.7
0 

33
.8
6 

33
.7
2 

33
.7
3 

33
.7
6 

33
.8
8 

33
.8
5 

33
.7
0 

33
.8
9 

33
.8
1 

33
.5
9 

33
.8
1 

33
.8
4 

33
.8
4 

MB
T 

.B
T 

回目
T

同
BT

目
前

NB
T 

目
BT

目
BT

MB
T 

NB
T 

目
前

圃
BT

MB
T 

.B
T 

MB
T 

NB
T 

同
BT

MB
T 

MB
T 

回目
T

MB
T 

MB
T 

NB
T 



45
 

a
 

b
 

c
 

d
 

e
 

f
 

g
 

h
 

37
叶
2.
5

37
-1
8.
5 

37
-2
0.
0 

37
-2
3.
5 

37
-2
2 

37
・
35

37
-4
0 

37
-4
5 

37
-4
5 

13
7-
55
 

13
7-
13
.0
 

13
7
・
17
.5

13
7-
17
.5
 

13
7-
22
 

13
7-
15
 

13
7-
15
 

13
7-
15
 

13
7-
25
 

2
/
8

 
1/
31
 

1/
31
 

1/
31
 

1/
31
 

1/
31
 

1/
31
 

1/
31
 

1/
31
 

19
: 
10
 

10
: 
10
 

11 
:5
0 

12
:4
0 

12
: 
15
 

15
:0
2 

15
:3
5 

18
: 
15
 

17
:0
5 

19
:2
5 

10
: 
15
 

11 
:5
5 

12
:4
5 

12
:2
0 

15
:0
8 

15
:4
0 

18
:2
0 

17
: 
15
 

75
 

48
 

88
 

98
 

10
1 

54
 

17
8 

15
 

18
 

13
 

20
 

17
 

12
 

c
 

8C
 

c
 

c
 

c
 

。
。

。
。

5
 

B
 

8
 

E
 

E
 

g
 

s
 

2
 

g
 

5T
-C
U 

5T
-C
U 

AC
 

AC
 

AC
 .
CU
 

AC
.C
U 

A-
5T
 

A-
5T
 

NN
E 

'
 

51
 

51
 

S
I
 

55
' 

EN
E 

55
' 

s
 

2
 

3
 

3
 

4
 

4
 

E
 

2
 

5
 

3
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

l
 

l
 

l
 

10
14
.9
 

10
30
.0
 

10
30
.8
 

10
28
.8
 

10
29
.4
 

10
27
.2
 

10
27
.0
 

10
28
.9
 

10
28
.8
 

7.
3 

0.
1 

0.
8 

3.
4 

1.
0

 
5.
0 

4.
5 

5.
3 

3.
8 

11
.
7

 
1 1
.
8

 
12
.0
 

11
.
9

 
12
.1
 

11
.
9

 
11
.
8

 
12
.1
 

12
.1
 

11 
.8
1 

11
.
91
 

12
.1
1 

12
.0
7 

12
.3
1 

12
.1
1 

1 1
.
97
 

12
.1
5 

12
.2
3 

11
.8
2 

11
.
91
 

12
.0
7 

1 1
.
79
 

12
.3
1 

11
.
98
 

11
.
84
 

12
.0
8 

12
.2
3 

1 1
.
82
 

11
.
91
 

12
.0
8 

11
.
83
 

12
.3
1 

12
.0
0 

11
.
82
 

12
.0
3 

12
.2
3 

11
.
82
 

12
.4
5 

11
.8
1 

1M
 
11
.
44
 

12
.3
8 

12
.0
7 

11
.8
3 

11
.9
8 

12
.2
9 

11
.
82
 

12
.2
3 

8M
 
11
.
27
 

12
.1
8 

1 1
.
74
 

11
.8
4 

5M
 
11
.9
1 

12
.1
5 

11
. 
78
 

12
.0
8 

8M
 
11
.
51
 

7M
 
11
.4
2

 9
M 

1 1
.
84
 

12
.0
8 

11
.
10
 
12
1M
10
.5
4 

11
.9
1 

7.
23
 

17
0M
II
.8
3 

1.
 7
1 

33
.9
5 

33
.7
4 

33
.7
0 

33
.7
8 

33
.7
3 

33
.8
1 

33
.8
4 

34
.0
1 

33
.7
9 

M8
T 

M8
T 

M8
T 

MB
T 

M8
T 

開
8T

M8
T 

M8
T 

M8
T 

l E N |  



内浦海域観測結果表 (3月中旬)

94年

水温
S t 0・
1 1 9.6 
2 1 9.7 

3 1 9.6 
4 1 9.7 
5 1 9.9 
自 9.9

7 1 9.8 

8 1 10.0 

日 10.2 

10 1 9.8 

11 1 10.4 

12 1 9.7 
13 1 10.0 

14 1 10.2 
15 1 10.2 

16 1 10.3 

17 1 10.4 

18 1 9.7 

19 1 9.8 

20 10.2 

21 10.3 

22 10.5 
23 9.9 
2( 10.3 
25 10.( 

26 10.( 

27 10.( 

28 10.3 
29 10.6 
30 10.4 
31 10.3 

最高 10.6 
最低 9.6 

平均 10.1 

O. 

A I 9.6 

B I 9.3 

塩分

S t o. 
1J14.03 
2 ~4 .09 

3 133.84 
4 ~3 .95 

5 133.88 
E陣3.97
7 133.87 
8 t3.87 
9 t3.88 

10 目3.98
11 t3.80 

12 t3.79 

13 t3.84 

14 同3.82

15 3.75 

16 同3.81

17 3.82 

18 3.82 
19 t3.68 
20 t3.83 
21 3.84 
22 3.83 
23 目3.68
24 133.84 
25 3.84 
26 3.80 
27 3.78 

28 3.80 

29 3.73 
30 3.68 
31 3.51 

最高 (，09 

最低 3.51 

平均 3.83 

o. 

A 3.7( 

B 3.75 

3. 5. 

9.79 9.79 
9.86 9.86 

9.59 9.66 
9.65 9.65 
10.05 10.05 

9.95 9.95 
10.00 10.00 

10.11 10.10 

10.08 10.08 

9.76 9.76 

10.35 10.35 

9.82 9.81 
10.16 10.16 

10.17 10.17 
10.27 10.29 

10.37 10.37 

10.41 10.(( 

9.91 9.91 
9.9( 9.93 

10.27 10.27 

10.(0 10.(0 

10.(6 10.(5 

9.87 9.86 

10.30 10.30 
10.(0 10.(0 

10.32 10.32 
10.(8 10.(8 

10.31 10.30 
10.63 10.63 
10.41 10.42 
10.2( 10.24 

10.63 10.63 
日.59 9.65 

10.U 10.U 

3. 5. 

9.70 9.69 
9.(( 9.43 

3・5・
4.04 4.04 
(，09 4.09 
3.84 3.92 

3.95 3.95 
3.89 3.89 

匝3.97 3.97 

回3.88 3.88 
t3.87 3.87 
t3.87 3ι7 

t3.98 3目98

t3.77 3.77 

t3.78 3.78 

t3.83 3.83 

同3.81 3.81 
t3.72 3目72

同3.79 3.79 

133.80 3.80 

133.82 3.82 
t3.66 3.66 

t3.82 3.82 
3.81 3.81 
3.81 3ιl 

133.64 3.64 
3.82 3.82 

3.82 3.82 
3.79 3.79 

3.76 3.76 

3.79 3.79 

3.71 3.71 

3.66 3.67 

3.49 3.49 

t4.09 (，09 

3.49 133.49 
3.81 3.82 

3・5. 

目3.81133.84 

目3.77t3.79 

3月9日. 15日

10. 20. 30. 50. 75. 100開

9.8( 9.87 9.88 9.8( 9.83 
9.8( 9.83 9.83 9.83 9.87 9.8( 

9.69 9.91 9.9( 

9.6( 9.62 9.6( 9.76 
JO.O( JO .02 10.16 10.09 日.87
9.9( 9.85 9.72 9.90 9.90 

9.98 9.95 10.05 

10.07 JO .07 10.1 I 9.86 9.95 

10.06 10.0( 10.0( 9.82 9.85 9.93 

9.7( 9.7( 9.75 9.78 9.82 9.91 

10.35 10.32 10.27 10目17

9.79 10.(( 9.79 9.83 9.70 9.56 
10.16 10.56 10.18 10.17 10.10 9.9( 

10.16 10.15 10.17 10.38 10.13 9.9( 

10.27 10.33 10.33 10.(3 

10.37 10.(( 10.31 10.3( 10.(( 9.90 
10.(( 10.41 10.42 10.(0 10.6( 9.96 

9.89 9.90 9.90 10.10 10.08 9.93 

9.95 10.25 10.22 10.59 10.(2 10.09 

10.28 10.28 10.3( 10.38 

10.(0 10.(0 10.40 10.3( 10.21 10.06 

10.(5 10.(5 10.(5 10.39 10.38 JO .07 

9.97 10.19 10.19 10.33 10.18 
10.30 10.33 10.35 10.36 10.3( 9.95 

10.39 10.(0 10.(0 10.59 10.10 9.98 
10.33 10.39 10.(6 10.38 9.99 9.76 
10.(9 10.56 10.H 10.51 10.00 9.66 
10.31 10.35 10.45 10.(0 10.05 9.95 

10.63 10.86 10.80 10.50 10.19 9.83 

10.55 10.85 10.87 10.49 10.01 9.85 

10.28 10.57 10.20 10.27 10.(2 10.08 

10.63 10.86 10.87 10.59 10.64 10.09 

9.64 9.62 9.64 9.76 9.70 9.56 

10.15 10.23 10.21 10.21 10.09 9.91 

10・20. 

9.81 9.88 

9.49 9.92 

10・20・30・50. 75・100 

4.07 (，08 uo  4.10 uo  
4.09 4.09 4.09 4.09 4.10 4.10 

3.99 4.04 4.05 

3.95 3.97 3.97 4.01 

3.89 3.89 (，02 4.08 4.05 

3.97 3.99 (，00 国(，07同4.10

3.88 3.98 (，09 

3.87 3.87 回3.891:!4.02 t4.07 
3.87 3.87 国3.88国3.98t4.04 (..07 

3.98 3.98 3.99 t4.00 t4.03 4.07 

3.78 3.81 目3.83t3.89 

3.81 3.96 陣3.97国4.03t4.05 4.07 

3.83 3.95 3.92 (，00 tU6 (，09 

3.81 3.82 国3.82tU3 同(，05 4.07 

3.73 3.85 3.85 3.93 

3.80 3'.84 3.85 3.86 同(，04 (，07 

3.80 3.81 3.81 3.85 匝3.99 (，03 

3.81 3.81 3.81 3.88 同.99 (，03 

3.67 3.82 3.83 t3.95 134.02 4.07 
3.82 3.82 3.85 目3.89
3.81 3.81 3.81 3.87 3.99 (，05 

3.81 3.82 3.82 3.84 4.00 4.05 

3.69 3.76 3.78 国3.89134.04 
3.81 3.82 3.84 3.86 134.04 4.09 
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I 石川県内水面水産試験場の概要



1 .沿革

2.所在地

1. 石川県内水面水産試験場の概要

(平成 5年 4月 1日現在〉

昭和47年10月 石川県内水面水産試験場、江沼郡山中町に開設

昭和53年12月 間試験場の美川分場、石川郡美川町に設置

本場

干922-01 石川県江沼郡山中町荒谷町ロ 100

美川分場

電話 (07617)8-3312 

FAX (07617) 8-5756 

干929-02 石川県石川郡美川町字湊町チ188-4

電話 (0762)78 -5888 

FAX (0762) 78-4301 

3.組織、人員、業務内容

場長

庶 務 1 .予算・出納に関すること

技

(3名) 2.場内の連絡調整に関すること

3.種苗の配付事務に関すること

4.公文書の収受・整理に関すること

5. 自動車・機械・施設の管理に関すること

術 1.増養殖振興の企画調整に関すること

(6名) 2.試験場施設整備に関すること

3.有用魚類増養殖試験研究に関すること

4.サクラマス増養殖事業に関すること

5.遡河性魚類の調査に関すること

6 .バイオテクノロジーの導入開発試験に関すること

7 .内水面増養殖技術の普及指導に関すること

8.魚病研究及び指導に関すること

9.湖沼河川の調査に関すること

10.種苗生産(ヤマメ・イワナ・コイ類〉事業に関すること

美川分場

(3名) 1 .分場の企画調整に関すること

2.公用車の運行管理に関すること

3.内水面養殖技術の普及、指導に関すること

4.サケ・マス増殖技術の調査研究及び指導に関すること

5.サクラマス増殖事業に関すること

6.河川環境調査に関すること

7 .分場整備に関すること



4 .職員氏名

所属課(科〉 職名 氏 名 主 な る 担 当 者

場 長 伊藤勝昭 場の総括

企画管理

専門員 津田 修 出納・会計・庶務事務の総括、予算経理決算

主 事 小谷口貴代美 給与・旅費事務、物品の管理受け払い

" 綿谷佐代子 事務補助及び庁務

増殖研究

専門員 横西 哲 技術業務(調査〉の総括、分場との連絡調整

本 場 " 高門光太郎 技術業務(種苗生産〉の総括、場施設整備

増養殖振興の企画調整

技 師 五十嵐誠一 有用魚類増養殖試験研究、遡河性魚類調査

サクラマス増殖事業

" 増田泰隆 バイオテクノロジーの導入開発試験

内水面増養殖技術の普及指導、魚病研究

湖沼河川調査

" 板屋圭作 種苗生産

" 井尻康次 " 

分場長 桶田浩司 分場の総括、内水面養殖技師の普及指導

増殖研究

美川分場 専門員 魚住昭文 サケ・マス増殖技師の調査研究及び指導

日本海サケ・マス調査、分場施設整備

技 師 北川裕康 サケ資源調査、サクラマス増殖事業
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E 増殖事業に関する事業



1. 種苗生産事業

I 冷水性魚類〈ヤマメ・イワナ)

1 .目的

県下河川における冷水性魚類資源の維持培養

と養殖用種苗の確保を図るため、種苗生産を実

施し、県下河川に放流するとともに養殖業者に

種苗供給を行い内水面漁業を振興する。

2.結果

(1) ヤマメ

本年は10月15日から11月2日までの聞に 4

表ー 1 ヤマメ採卵癖化状況

項目~採卵回数 1 2 

採卵年月日 93.10.15 93. 10.22 
親魚数♀(尾) 114 131 
採卵重量(g) 4，870 5， 360 

1粒平均卵重量(mg) 121. 9 119. 2 
卵径 (mm) 5.8 5. 8 

A採卵数(粒) 39，950 44，960 

1尾平均採卵数(粒〉 350 343 

B発銀卵数(粒) 34，930 40，810 
発目艮率(B/Ax100)% 8'7.4 90. 8 

癖化開始年月日 93.11.19 93.11.27 

一部卵配付 一部卵配付

C解化尾数(尾) 29， 100 30，620 

鮮化率(C/Bxl00)% 99. 7 99.7 

浮上開始年月日 93.12.17 93.12.29 

餌付け開始年月日 93.12.27 94. 1. 7 

表-2 ヤマメ年次別採卵瞬化状況

項目~年次 8 9 9 0 

採卵数(粒〉 172，780 100，480 

1尾平均採卵数(粒〉 605 295 

1粒平均卵重量 (mg) 114.5 94. 0 

発眼率(%) 87.3 84. 7 

癖化率(%) 98.6 97. 4 

-3-

井尻康次

回採卵した。採卵に使用した親魚(雌〉は

368尾で125，986粒を採卵した。雌 l尾あたり

の採卵数は341粒(各国平均330"'350粒〉で

l粒あたりの卵重量は113.5胞であった。雌

の平均体重は175.9gで最大が285.7g最小が

103.4gであった。平均尾文長は23.4cmで、最

大が27.2佃最小が19.8叩で、あった。発眼率は

92.7%、瞬化率は99.7%であった。

3 4 計

93.10.26 93.11.2 4回

87 36 368 
3， 160 1， 270 14， 660 

110.0 103. 1 113.5 

5.8 5.7 5. 8 

28， 720 12，350 125， 980 

330 343 341 

27， 370 12， 040 115，150 

95. 3 97.5 92.7 

93.12.10 . . 
一部卵配付

発眼卵配付 6，860 66，580 
. . 99. 7 99. 7 
. . 94. 1. 18 . . 
. . 94.2. 2 . . 

9 1 9 2 9 3 

132，160 318，210 125，980 

385 514 341 

110.9 94. 0 113. 5 

93.5 85.2 92.7 

98.2 99.3 99.7 



(2) イワナ

本年は11月4日から11月10日までの聞に 2

回採卵を実施した。採卵に使用した親魚

(雌〉は 3年魚96尾で 2年魚が183尾で

227，110粒を採卵できた。雌 l尾あたりの採

卵数は 2年魚438粒、 3年魚1，569粒であった。

表一 3 イワナ採卵瞬化状況

項目~採卵回数 1 (3年〉

採卵年月日 93. 11. 4 

親魚数♀(尾〉 65 

採卵重量(g) 10，850 

1粒平均卵重量(mg) 117.9 

卵径 (mm) 5.85 

A採卵数(粒〉 92，020 

1尾平均採卵数(粒〉 1. 415 
B発眼卵数(粒) 82，420 

発眼率(B/Ax 100)% 89.6 

癖化開始年月日 93.12.14 

配付・放流

C瞬化尾数(尾〉 33，090 

解化率(C/Bx100)% 99.4 

餌付け開始年月日 93.2. 16 

表-4 イワナ年次別採卵癖化

項目~年次 8 9 

親魚年令 3-4年

採卵数(粒〉 241. 330 
1尾平均採卵数(粒〉 1. 374 
1粒平均卵重量 (mg) 105. 1 

発限率(%) 55.2 

瞬化率(%) 89. 0 

E コイ類〈マゴイ・ニシキゴイ)

1 .目的

1 (2年〉

93.11. 4 

60 

1. 670 
67.4 

4.70 

24，910 

415 

18，050 

72. 5 

93. 12. 14 

一部卵配付

17，689 

98.0 

93. 2. 16 

9 0 

3-4年

202， 891 

1. 304 

97.4 

65.2 

84. 7 

県内の湖沼におけるコイ資源の繁殖保護と内

水面漁業の振興を図るため、マゴイ及びニシキ

ゴイの種苗生産を実施し、内水面関係漁業協

同組合、市町村等に放流用種苗、養殖用種苗及

び観賞用種苗として配付した。

1粒あたりの卵重量は 2年魚67.7略、 3年魚

115.1略であった。雌の平均体重は 3年魚で

平均834.3gで最大が1，146g、最小が503gで

あった。平均尾文長は 3年魚で平均41.0舗で

最大が47.0畑、最小が33.4cmであった。発眼

率は 2年魚が63.7%で3年魚が89.8%であっ

た。勝化率は98.6%であった。

2 (3年〉

93.11.10 

31 

6， 000 

112.3 

5. 70 

53，420 

1. 723 
48， 050 

89.9 

93. 12.21 

発眼卵配付
.. 
.，・

. . 

9 1 

3年

255， 560 

1. 247 
98.8 

89.2 

97.5 

2.結果

(1) マゴイ

2 (2年〉

93.11. 10 

123 

3，860 

68. 0 

4.90 

56， 760 

461 

31， 140 

54.9 

93. 12.21 

発眼卵配付
.. 
.. 
. . 

9 2 

3年

245，540 

1，247 

105.9 

77.5 

97.6 

計

2回

279 

22， 380 
. . 
. . 

227， 110 
. . 

179，660 
.. 
. . 
.. 

50，779 

98.6 
. . 

9 3 

3年

145，440 

1，569 

115. 1 

89.6 

99. 4 

5月上旬に親魚の選別を行い、親魚30尾

(平 13尾、~ 17尾〉を 5月20日に産卵池に移

し、 5月21日に自然産卵により採卵した。産

卵時の水温は15.2"'21.4 'cであり 5月24日に

発眼し発眼率は54.8"'68.2%であった。
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(2) ニシキゴイ

5月下旬に親魚の選別を行い、親魚(紅白、

大正三色〉を種類ごとに分け、 6月 1日に産

卵池に収容した。採卵は 6月 2日に自然産卵

表-5 採 卵 状 i宛

項ト¥種別l マゴイ

親魚収容月日 5月20日

採卵親魚数(尾) ♀13，♂ 17 
体重 2. 8 ~ 3.6kg 

採卵月日 5月21日

採卵時水温 15. 2~2 1. 4"C 
発限月日 5月24日

発限率 54. 8~68. 2% 

によって行った。産卵時の水温は16.4'""23.8

℃で 6月 5日に発眼し発限率は46.2'""68.5%

であった。

ニシキゴイ

6月 1日

♀ 2 ，♂ 4 

2. 4 ~ 3.2kg 

6月 2日

16. 4~23. 80C 
6月 5日

46. 2~68. 5% 
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2. 種苗の生産及び配付状況

(1 ) 生産及び飼育管理内容

単位:尾

前年度より 1993年度 内 訳 次年度への

区 分 繰越 生産 本l 7τまB2 払 試験用 その他本2 繰越

ヤマメ 親魚 50 区 1. 000 1. 000 50 

ヤマメ稚魚 60，000 120，000 52，500 1， 000 26，500 100，000 

イ ワ ナ親魚 100 区 200 100 100 100 

イワナ親候 200 区 500 200 300 200 

イワナ稚魚 45，000 10，000 35， 000 500 12， 500 7， 000 

ニジマ ス親魚 30 30 

マゴイ親魚 50 50 

マゴイ親候 50 10 40 

マゴイ 稚魚 300， 000 165，400 134，600 

ニシキゴイ親候 50 50 

ニシキゴイ稚魚 70， 000 14，950 55， 050 

注 本1 区は区分換え

本2 消耗及び無償配付

F
O
 



(2) 種苗の配付状況

1.ヤマメ 単位:尾

よ竺
月 lJU 内 訳

養殖用 放流用 計

4 月 5 月 6 月 7 月

0.5-1.0g 13，000 13，000 10，000 3，000 

1.1-1.5g 39，500 39，500 3，000 30， 000 6，500 

計 52，500 52，500 3，000 40，000 9， 500 

2. イワナ 単位:尾

よ竺
月 lJU 内 訳

養殖用 放流用 計

4 月 5 月 6 月 7 月

0.5-1.0g 

1.1-1.5g 15， 000 20，000 35，000 35，000 

計 15，000 20，000 35，000 35，000 

3. マゴイ 単位:尾

よそ(
月 別内 訳

養殖用 鑑賞用 放流用 その他 計

8 月 9 月

青 仔 200 1， 000 1， 200 1， 200 

5 c阻内外 9， 700 2，800 151， 100 600 164，200 25，000 139，200 

計 9，700 3， 000 151， 100 1， 600 165，400 26， 200 139，200 

4. ニシキゴイ 単位:尾

よ竺
月 別内 訳

養殖用 鑑賞用 放流用 その他 計

8 月 9 月

青 仔 50 250 300 300 

5 cm内外 700 6，650 4， 700 2，600 14，650 13，350 1， 300 

計 700 6， 700 4， 700 2，850 14，950 13，650 1， 300 

-7-



-8-



E 試験・研究



1 . アユ種苗放流効果調査

由来の異なる種苗の放流について

目 的

本県の放流種苗の総てを供給する湖産種苗に

おいて、由来の異なるヤナ取り種苗(天然、種

苗〉と仕立て種苗(長期蓄養種苗〉について放

流後の移動・分散傾向と成長を比較し、その種

苗に応じた放流方法を解明する。

E 調査方法

1 .調査河川の概要

調査河川は動橋川とし、その中流域におい

て上下を堰堤で、区切られた長さ 1.3kmの範囲

を調査区間とした(図ーし表-1)。

。

100 

200 

300 

400 

、

1 

図-1 調査河川の位置と調査区間の概略
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表-1 調査河川及び調査区間の概要

j可 )11 名 新堀川水系動橋川

所 在 地 江沼郡山中町~
加賀市

流 程 27km 

長 さ 1.3krn 

調 標高差 6m 

河川勾配 5.0m/krn 

査 平均川幡 8.8m 

河川型 Aa-Bb移行型

区 早瀬面積 4，798nr 

平瀬面積 2，180nr 

間 淵面積 3，844nr 

概算水面積 lO，822nr 

動橋川は柴山潟から新堀川を通して日本海

に通じているが、新堀川河口には水門があり、

天然アユの遡上を妨げている。また、調査区

間は上下を堰堤で区切られ、区域外との魚の

行き来は少ないと思われる。さらに、調査区

間内には漁業協同組合のアユ放流は行わない

ように依頼している。

なお、当河川の解禁日は釣りが 7月 1目、

網が 7月18日である。

2 .供試魚の前歴

供試魚の前歴を表-2に示す。ヤナ取りは

1993年 5月24日に滋賀県安曇川のヤナで採捕

されたもので、仕立ては1993年4月10'"15日

聞にエリで採捕され、その後14"'15'Cの地下

水中で給餌養成されたものである。ヤナ取り

は5月24日に北船木漁業協同組合から、仕立

ては 5月14日に天野川漁業協同組合からト

ラックで美川分場に輸送し、標識装着後放流

日まで地下水で蓄養した。



6 .追跡調査

(1) 潜水調査

放流翌日から週に l回の間隔で計 3回の

潜水調査を行い、潜水目視により移動・分

散状況を調査した。

(2) 再捕調査

3.標識放流の概要 潜水調査終了後、 2週間に l回の間隔で

標識放流の概要を表-3に示す。標識はリ 投網、刺網、友釣りにより計5回の再捕調

表-2 供試魚の前歴

項目¥種類 ヤナ取り 仕立て

種苗の種類 湖産 湖産

親魚の由来 天然 天然

樹首年月日 ， 93.5.24 '93. 4 

採捕漁異 ヤナ エリ
蓄養期間 2日間 約40日

ボンタグを用い、背鰭基部に装着した。 査を行い、再捕状況、成長を調査した。

また、仕立てには脂鰭切除を併せて施した。

表一 3 標識放流の概要 国結果及び考察

1.河川環境調査

旬別の平均水温の推移を図-2に示す。調

査期間中は寒気の入り込みが多く、気温はや

や低めからかなり低めに推移した。水温も気

温の影響を受けて、 5月上旬は平年並みで

あったが、中旬から下旬にかけては平年より

やや低めとなった。 6月も引続き低温傾向を

項目¥種類 ヤナ取り 仕立て

放流月日 '93. 5.26 '93. 5.26 

放放体長SBFF品占新数m 
下流1箇所 下流1箇所

4.600 4.600 
72. 57::t3. 51 82. 87::t5. 63 

体重 g 3. 27::tO. 54 5. 74::t1.34 

肥標満度識 8. 48::tO. 46 9. 92::tO. 59 
黄色リボyタグ 桃色リボyタグ

と脂鰭切除
健康状態 良 好 良 好

4.河川環境調査

調査区間上流約 5km地点で毎日午前10時に

水温を測定した。水量は制日本気象協会北陸

センタ一発行の石川県気象月報の降水量を参

考とした。

5.とびはね検定

とびはね検定実施要領に従って表-4の条

件で 2回行った。なお、第2回目では仕切り

高さを10cmにした。

2正

14 

-ーー一ー・・@

18 

6
 」

F
B

12 。~-..。“・3-'12

同町 Jun. M h唖

図-2 旬別の平均水温の推移

表-4 とびはね検定条件
'‘ 

項目¥国次 第1回 第2回

実施月日 ， 93.5/27-28 ， 93.5/28-29 
実施場所 屋 外 屋 外
開 始時刻 AM 08:30 AM 08:30 
天 候 晴 れ H青 れ

使 用 水 河川水 河川水
水 温 。C 11. 2-15.。11. 4-15. 2 

水 深 αn 15 15 
跡量 1/sec 0.6 0.6 
仕切り高さ叩 5 10 

密度 尾/rrf 300 300 

収容槽色彩 灰 色 灰 色
日召 度 1山 68.000 90.000 

!500 

400 

一一
m

平

年

比

100 

。
May Jt肌JuL Aug. 

図-3 旬別の降水量の平年比の推移
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示し、中旬は平年並みであったが上・下旬は

やや低めであった。 7月も 6月同様低温傾向

を示し、上・中・下旬を通じてやや低めを示

した。 8月はさらに低温傾向が促進され、上

.中・下旬を通じてかなり低めとなった。

水量は図ー 3に示す旬別の降水量の平年比

の推移を反映して全般的に平年よりやや多め

で、特に 5月と 8月はかなり多かった。

2. とびはね検定

検定結果を表ー 5に示す。 1回目、 2回目

17.0 
55.0 
7.。

ヤナ取り%
仕立て%
広島人工%

尾児。
700 

。

'93.5/27 

600 
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400 

300 

200 
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図-4 河川構成要素別の潜水目視尾数
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とも仕立てがヤナ取りよりやや高いとびはね

率を示した。また、比較のため用いた広島県

人工種苗のとびはね率は検定時の水温が低い

影響が出たのか非常に低かった。

3.移動・分散

河川の構成要素別の潜水目視尾数を図-4

に示す。

放流翌日の 5月27日ではヤナ取りと仕立て

では分散傾向にあまり差はみられず、全体と

して放流地点の淵で最も多く見られたが、放

流地点から300m付近、 500m付近、 700m付近の

早瀬でもかなり確認された。また、最上流の

早瀬にも達しており、 24時間で調査区間全域

に分散していた。これは 1週間後であった前

年度よりかなり早い移動を示した。

放流翌週の 6月2日ではヤナ取りの目視尾

数は極端に減って仕立ての分散傾向しか明確

ではなかった。仕立ては放流地点ではほとん

ど見られなくなり、放流地点からし100m付近

の上流区の早瀬に最も多く見られ、次いで、

500m付近の早瀬に多く、前回より全体として

上流へ移動していた。

放流 2週自の 6月8日ではヤナ取りの目視

表-6 再捕状況

尾数はさらに減少してほとんど確認できな

かった。仕立ては前回と同じ500m付近及び

300m付近の早瀬に多く見られた。

以上のことから、今年度の移動傾向は仕立

てしか分からなかったが、これまでの調査結

果と同様、経時的に上流へ移動することが明

かとなり、放流方法としては下流域での一括

放流で良いと考えられた。

一方、今年度は放流 2週自にヤナ取りの目

視尾数が激減し、再捕調査でもほとんど再捕

されず、仕立てとの比較はできなかった。今

後、原因について検討する必要があると思わ

れた。

4.再捕状況

投網、刺網、友釣りによる再捕状況を表-

6に示す。再捕尾数は全般に前年度よりかな

り少なく、特にヤナ取りは少なかった。しか

し、佐立ては再捕尾数は少ないものの、前年

同様、上流区より中流区で多く再捕された。

5 .成長

再捕魚の測定結果を表ー 7に示す。ヤナ取

りでは再捕尾数が少なく明かにできなかった。

仕立てでは放流後から 7月17日まで平均体長

)内は友釣り，他は網による再捕

種類¥位項置目 上流 守主 流 合計
再捕尾数再捕率% 再捕尾数再捕率% 再捕尾数再捕率%

ヤナ取り i 0.02 2 (1) 0.04 (0. 02) 3 (1) 0.07 (0. 02) 
仕立て 21 0.46 57 (5) 1. 24 (0.11) 78 (5) 1. 70 (0.11) 

全 体 22 0.24 59 (6) 0.64 (0. 07) 81(6) 0.88(0.06) 

表一 7 再捕魚の測定結果 7月17日は厳守り，他は網による再捕

種類¥日時¥項目 調査尾数 平均体長 m 平均体重 g 平均肥満度

ヤ 5月26日 50 72.57:!:: 3.5 3.27:!:: 0.5 8.48土 0.5
ナ 6月23日 2 95.02:!::18.1 12. 92:!::10. 2 13.18:!:: 4.0 
取 7月8日 1 143.00 41. 70 14.26 
り 7月17日 1 137.00 39.07 15.19 

7月28日 3 126.83士18.。25. 11:!::10. 3 12.16:!:: 3.6 

イ士 5月26日 50 82.87:!:: 5.6 5.74:!:: 1.3 9.92:!:: 0.6 
6月15日 17 90.95士 7.4 9.48:!:: 3.2 12.16:!:: 1. 5 

立 6月23日 42 98. 74:!::13. 2 13.57:!:: 6.5 13.02:!:: 1. 6 
7月8日 9 122. 71:!::12. 9 27.10:!:: 9.8 14.02:!:: 1.5 

て 7月17日 5 145.00:!:: 2.9 40.38:!:: 3.1 13.22士 0.4
7月28日 10 122. 95:!:: 19.2 27. 31:!::11. 9 13.67:!:: 1.0 
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及び平均重量ともに増加を示した。

仕立ての再捕魚の平均体重の推移を上流区

再捕と中流区再捕に分けて示す(図-5)。

流区再捕と中流区再捕に分けて示す(図-6)。

今年度は前年度のように中流区で肥満度が

やや高いような傾向はうかがえなかった。

上流区再捕があったのは 6月15日と 6月23

日だけだが、放流時に比べてあまり増加して W 要 約

いない。これは上流区では群れアユを再捕し

たことによると考えられた。

一方、中流区再捕は7月8日までは順調に増

加したが、成長は前年度同様で良くなかった。

これは水温が平年に比べてやや低めからか

なり低めに推移したことが影響したと考えら

れた。

また、今年度の潜水調査では瀬においても

群れアユをかなり目視したことから、なわば

り獲得能が弱かった可能性も示唆され、今後、

検討を要すると考えられた。

次に仕立ての再捕魚の体長一体重関係を上
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図-5 再捕魚の体重の推移
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1 .水温は 5月上旬は平年並みであったが、中

旬から下旬にかけてはやや低めであった。 6

月も引き続き低温傾向を示し、中旬は平年並

みであったが上・下旬はやや低めであった。

7月も 6月同様低温傾向を示し、上・中・下

旬を通じてやや低めを示した。 8月はさらに

低温傾向が促進され、上・中・下旬を通じて

かなり低めとなった。

水量は全般的にやや多めで、特に 5月と 8

月はかなり多かった。

2. とびはね率はヤナ取りが16"'-'18%、仕立て

が50"'-'60%を示し、仕立てのほうがヤナ取り

より高かった。

3.放流翌日はヤナ取り、仕立てともすでに調

査区間全体に分散しており、最上流までの移

動は前年度に比べて早かった。しかし、 1週

間後では仕立ては上流へ移動する傾向がみら

れたが、ヤナ取りの目視尾数は極端に減って

移動傾向は明確ではなかった。

4.投網、刺網、釣りによる再捕尾数は前年度よ

りかなり少なく、特にヤナ取りで極端に少な

かった。

5.成長は仕立てでは前年度同様に悪かった。

これは低水温が影響したと考えられた。一方、

ヤナ取りは再捕尾数が極端に少なく成長の良

否は明らかにできなかった。

6.放流方法はヤナ取り、仕立てともに下流域

での一括放流で良いと思われたが、ヤナ取り

種苗が放流後に調査区間でほとんどみられな

くなり、今後、原因について検討する必要が

あると思われた。
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2. アユ天然資源調査

手取川下流域のアユ天然遡上魚について

!日 的

県内最大河川である手取川において、漁業権

が設定されていない下流域のアユの天然遡上状

況等について把握する。

E 調査方法

1 .標識放流

1993年 5月19日に脂鰭を切除した湖産仕立

てアユ5，000尾 (St.1、平均体長:82.6土

5.66mm、平均体重6.43::1:1.41g)を、 5月26

日に脂鰭を切除した湖産ヤナ取りアユ5，000

尾 (St.2、平均体長:72.6土3.51mm、平均体

重:3. 27::1: O. 54 g )を図-1に示す位置に放

流した。

2.再捕調査

解禁前の1993年 6月10日の特別採捕調査と

解禁日の1993年 6月16日のピク覗き調査及び

地元あゆ保存会からの再捕報告によって行っ

た。

日

橋取手本

N
i
|
 
海/s 

五十嵐誠一・板屋圭作・井尻康次

E 結果及び考察

6月10日に行った特別採捕調査では毛針釣り

と投網・流し網による採捕を行ったが、釣りは

美川分場裏付近、手取川橋上流約 1kmの左岸側、

辰口橋下流約0.8kmの右側で行ったものの流れ

が早く全く採捕されなかった。

投網・流し網は美川分場裏付近で行い、 35尾

が採補されたが標識魚はみられず、全て天然、魚

であった。天然魚の平均体長は86.7土11.23mm、

平均体重は8.2土4.02gであった。

6月16日のピク覗き調査では353尾中、標識

魚は 3尾であった。標識魚の平均全長は10.67

土0.68cmであった。

次に手取川あゆ保存会からの報告では、 378

尾中、 4尾が標識魚で標識魚の平均全長は

12.75土1.50cm、平均体重は26.50土15.36gで

あった。

標識魚はSt.1付近の熊田川との合流地点で 1

尾、手取川大橋下流で 2尾、手取川橋上流で 2

l'22ZZ2'Z2[ 
o 1 5同n

辰口橋 川北大橋

二工コr lt二二ご一--
・放流点 St.lヤナ取り St.2仕立て 天狗総
数字は再捕尾数 ¥¥ 

仁三

国一 1 放流地点及び再捕位位置
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尾、辰口橋下流で 2尾が再捕された(図-1)。

ここまでの採捕尾数から全体で776尾中、標

識魚は 7尾であり、標識魚の放流尾数10，000尾

から天然稚アユの遡上量は約110万尾と推定さ

れた。

なお、本調査は標識放流による資源量の推定

法であり、本来は標識放流には天然の遡上魚を

用いるべきであるが、天然魚の採捕が困難なた

め人工種苗を用いた。また、天然、魚と人工種苗

では移動状況、再捕率、生残率等が異なるため

精度はかなり落ちるが、大勢は判断できるもの

と思われる。

au 



3. 大卵型カジカ種苗生産試験

(1 ) カジカの産卵生態について(続報)

目的

板屋圭作・高門光太郎

瓦(幅26x奥行13、最大内高3.5、肉厚0.2cm)

を 1枚を使用した。加工瓦の上には左右どちら

側に産卵するか分らないため重石と遮光を兼ね

た瓦を覆った。注水量は河川水を毎分5L程度、

水温は12""'13 'c前後であった。室内は常時蛍光

灯を点灯していた。

石川県では1973年より大卵型カジカの種苗生

産技術試験を行っている。カジカの産卵時期は

3'"'"'5月であるが、その産卵生態については詳

細な観察報告は少ない。今回も昨年に引続き水

槽内において産卵行動を主眼にその観察記録を

ビデオに収めることができたので報告する。こ

の報告は第66回全国湖沼河川養殖研究会(兵庫

県〉に研究発表した。

E 結果

E 材料と方法

産卵生態観察は1993年 4月23""'24日と 5月

6""'7日の 2回実施した。供試魚は全て1993年

天然魚、雌は 1回目 8尾(BW7""'9 g )、 2回目は

8尾(BW7 '"'"'10 g)を用い、雄は異なった親魚

を3尾 (BW18'"'"'20g)ずつ用いた。観察水槽は

アクリル製 (60X30X35、水深15cm)水槽(図

- 1)を使用した。水槽には正面以外黒色フィ

ルムシートを外張りしたものを使用した。底面

に石を敷き、産卵床としてアクリル製透明加工

注水

昨年の産卵行動の観察は正面でしか確認できな

かったが、今回はアクリル製透明加工瓦を使用

したので上面から産卵行動を詳細に観察できた。

1.放卵誘発行為

4月23日午前11時雄を、午後4時頃に雌を

水槽へ収容した。収容後直ちに l尾の雄がテ

リトリー内に侵入する雄を追いかけたり、噛

み付いたりするなどの縄張り行動を開始した。

収容16時間後(翌朝 8時過ぎ〉雌が雄の様子

を伺うように巣の中に侵入した。雄は追い駈

け、追い出そうとするし、雌は産卵床内で逃

回る行動をした。雄はこの行動の中で震える

行動をした。その内雄は特に追い出す様子も

なくなり、産卵行動がスタートした状況に

5今分 なったので産卵する側の瓦を静かに取除いた

図-1 観察状況

-17ー

後直ちにライトを点灯させた(ライトは産卵

経過前に時々点灯し慣らしておいた〉。産卵

場所(付着卵塊:収容6時間後と 9時間後に

2尾産卵確認他は収容16時間内に 2尾産卵し

た〉で雄が逆さになり雌も同様な行動をしな

がら絡み付き、その度ごとに雄の啓鰭が雌の

腹部を叩くような刺激行為(1固に叩く回数



雄

AM10 : 11 : 39 

①放卵誘発行為

雄の尻鰭で雌の腹部を叩く刺激行為

放出卵(黒色で示した)

AM10: 48 : 08 

②雌の放卵スタート

1粒放卵(直ちに雄の腎鰭がコテのようにあてがわれた)

AM10: 16: 08 

③ 放 卵2分後

④ 放卵後 3分

徐々に腎鰭で卵を誘導中

⑤放卵3分22秒

管鰭が半分位たたむ行為

AM10 : 17 : 08 

AM10 : 17 : 30 

AM10: 18: 41 

⑥ 放卵 4分33秒後(終了)

腎鰭によって卵塊を押し付けるような行為

圏一 2 産卵の経時変化
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が20'"'-'60回位を確認した〉が放卵直前までの

約 1時間40分間にわたり続き繰返しこのよう

な誘発行為を確認することができた。

その聞には近付く他魚に対して雌から離れ

て威嚇するような震える行動と一度巣の中で

雌から離れての放精をする状況を確認した。

2.放卵

誘発行為経過後、雌の復部内の卵の輪郭が

鮮明になった。放卵直前に雄は啓鰭を雌の生

殖孔にあてがい(コテのように〉、雌が徐々

に放卵すると卵は雄の軍事に誘導されて拡がり、

最後に雄の瞥鰭で卵を産卵床に押し付けるよ

うな行動を確認した。放卵に要した時聞は 4

-19-

分33秒で、その聞に卵塊が形成された。この

1時間後に雄によって雌が噛み付かれ追い出

される行動を確認した。観察時間は合計延べ

16時間に及んだ。

以上の観察結果から、産卵誘発行為や卵塊

形成などの一連の行動の中で雄親魚の啓鰭が

重要な役割を果していることが確認された。

又今回の観察により放卵に要した時間も初め

て計測することができた。このことから、種

苗生産技術試験を行うに当たり水温にも因る

が雌の熟度鑑別がより正確になるとともに、

産卵所用時間の推定が可能になることなどか

ら効率的な採卵に結び付くものと思われる。



{2} 種苗の量産化

I 目 的

カジカの資源増大及び養殖用種苗の供給を目

的に種苗生産試験を実施した。

E 材料と方法

1. 供試魚

当場産1991年(養成 2年魚〉、 1992年 12月

10日搬入県外天然魚、 1993年 4月 8日搬入県

外天然魚を採卵に供した。

2. 飼育期間

1993年3月31日----10月 8日

3. 親魚飼育、採卵、ふ化及び稚魚飼育

採卵は人工河川(コンクリート製水路一幅

90、長き400、水深平均20cmを l区画として〉

8区画を使用した。親魚は全て円形水槽(直

径100cm)で飼育し、天然魚の餌は当初練餌を

約 1カ月関与え、徐々にベレットに切替えた。

従来と同様に受精卵を卵管理槽(トイ式〉に

収容し、検卵後ふ化飼育水槽(塩化ピニーノレ

表-1 平成5年採卵状況

板屋圭作・高円光太郎

製一長さ200、幅55、水深10cm)に移した。発

限卵はザ、ルに入れシャワ一方式による注水を

施し、ふ化を行った。生物餌料終了後稚魚は

円形水槽に移し飼育(徐々にアユ市販飼料に

切替え〉した。

直 結果及び考察

飼育期間の水温を図-1に示した。 5月に入

り10'C以上を越える日が続き、例年になく夏期

は20'C下回る日が多く 8、 9月の平均水温は1

5----16'Cと平年を 2----3'C下回った。

n
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a佳
作

4
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U

。o
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o

n
4
1
4
1
A
1
L
1
A
唱

1

水

温

4 5 6 7 8 9 10 11月

図-1 飼育水温の変化

種別 天 然 親 魚 養成親魚

採卵親魚平の経歴 '92、12寧l '93、4牢2 県外天然魚 '91 養魚成
県外天然魚2 I 県外天然魚 混合2回目 2年 総計

採卵親魚古の経歴 '93、4本 '93、4*2 '93、4牢2 '92、12寧l

採卵期間 4/5 ........517 4/16........517 517 -5/14 3/31-5/4 

採採採卵卵卵親親親魚魚魚数平平字 (尾)
552 695 199 175 1. 422 

均体体重平土SD(g) 11. 9土 2.0 9.8:t 1. 6 9.9土1.9 6.7 :t 1. 9 
均重吉土SD(g) 22.2:t 2.8 21. 5土 2.4 19.1土1.3 24.4土 2.3 

収容騒尾撞平擁均i 比土SD(庫)時
2.3:t1.1 2. 4:t 1. 3 1.4土0.5 2. 4:t1. 0 

採卵 千個粒)) 65.9 75.8 13. 6 22. 7 178.0 
43 55 17 

1 採卵数採(粒卵) 138:t78 115:t33 69 :t 34 130:t37 
雌親魚lKg当り 数 144:t70 144:t39 76 :t 48 269 :t 63 
発眼卵数千粒) 26.6 26.0 11. 2 63.8 

1回目平均発目長率土SD(%) 45. 3:t22. 6 44. 5:t29. 0 46.5土20.5 
及び最低値、最高値の範囲 7. 8 ........84. 1 0.0 ........100 0.0 ........77. 3 

稚魚生産尾数(尾) 23.000 

* 1 12月の搬入県外天然魚 *2 4月の搬入県外天然魚 *3雄 1尾当りの雌の収容尾数
*卵重は天然魚については20略、養成2年魚については18mgとして算出(湿重量)した。

-20-



表-1に採卵状況を示した。採卵親魚数2回

目産卵を除いた1，422尾であった。例年と比べ

減少している要因は養成親魚は産卵後の生残率

が低位であったことと事故による減少であった。

そのため、天然魚を 2回に分けて仕入た。 12月

に仕入れた天然魚は雌1，200尾、 4月は雌1，200

尾で雄は各300尾であった。

例年で、あれば雌親魚産卵率が約80%の値にな

るが今回は月仕入れ群は46%、4月仕入れ群は

57%で低位であった。その要因は人工飼育によ

る影響、仕入先の環境状態との差異など、また、

天然、魚の産卵時期が 1週間位遅れた事(産卵適

水温は 6"'-'10'Cの範囲)が起因したものと考え

られた。

生産尾数は23，000尾で採卵数からの生残率は

約13%弱で発眼卵数からの比率は約36%で低位

あった(ふ化率は約70%前後とした〉。

平均発眼率を比較すると天然魚、養成魚とも

40%台で天然魚が例年より20%程度劣った。各

50 

40 -1・・・

卵
塊 30 -1・・・・・・
数
の
割
A 20 -1・・・・・・・・・・・・
1=1 

(%) 

10 -t・・

。 。 20 40 

親魚の発眼率の分布(図 2)を見ると養成魚は

40"'-'60%の範囲にピークがあり、天然魚12月仕

入れ群も同様であった。一方天然魚 4月仕入れ

群は全体にバラツキ傾向であった。

ふ化は発眼卵をザルに入れ、ンャワーによる水

の刺激方式で行った。ヨーク吸収後生物餌料を

5"'-'8週間程アユ配合飼料単独で秋まで飼育し

た。冷夏の影響で成長が鈍く配付魚のサイズは

0.3g前後であった。

原則として薬浴は一週間毎に塩 1%エルパー

ジュ(商品名〉の 1時間の混合浴を実施した。

なお、生産魚の中で1994年 3月24日に金沢市犀

川上流(末地区〉に1，000尾(サイズ0.5g)を

放流した。

放流にあたりヤキイレ式の標識を試みたが、

生残率が悪く無標識で放流した。後の生産魚は

県内養殖業者(14，000尾〉と親魚候補 (3，000

尾〉と成分分析用(1，000尾〉に供した。

60 80 100 % 

図養成2年魚 図天然魚12月搬入 図天然魚4月搬入

図-2 発眼率の分布
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4. 小卵型カジカ種苗生産試験

(1 ) 親魚養成飼料試験

目 的

当場では、カジカの養成餌料をアミエピを主

体に練り餌、市販配合飼料にアミエピ添加して

使用しているが、未だ経験的に作成されたもの

である。

板屋圭作・高門光太郎

3. 試験飼料

l、2区がマス用市販配合飼料単独、 3、

4区はマス用にアミエピミンチを添加した飼

料を使用した。

4. 飼育方法

今回はマス市販配合飼料をベースにした給餌

について検討した。

E 材料と方法

1.供試魚

ポリエチレン製円形水槽(直径68X高さ30、

水深10cm)4槽で飼育した。給餌は 1日l回

総魚体重の 3%を目安とした。注水量は毎分

5 ""' 7 12程度とした。

当場で継代飼育していた養成親魚から1991

年に生産した養成 2年魚を用いた。雄は1991

年産養成 3年魚と養成 2年魚を使用した。

2. 飼育期間

1993年 8月25日'"12月7日(104日間〉

表-1 飼育結果及び採卵結果

項 目 1. 2区

養成2年魚(マス用飼料)

19 
18 
17 
16 

7K 15 
温 14

13 
(OC) ~? 

11 
10 
9 
8 
7 
6 

8 

採採卵卵雄雌親級魚魚のの由由来来 養成2、3年魚， 93天然魚

392 

擁関47〉

4.3 
291 
86 
15 

日間成長率(%) 1. 27 

採卵回数別 l 2 3 合計

採卵期間 12/13 1121 1104 2/25 2/01 3/14 
採卵継親魚数(尾) 247 166 116 247 
採卵雌親魚延数(尾〉 247 413 529 
採卵雌親魚親魚同一平雌均体関与重率(g(出) 100 67.2 46.9 
採卵 ) :1::SD 12.4:1::2.3 11. 1:t3. 2 10.0:1::2.9 
採卵雄親魚 H 11 :1::SD 31.9:1::4.8 30. 1 :1::7. 1 30.5 :1::6.9 
雌雄比:1::SD本1(尾) :1::SD 2. 2:t 1. 3 0.9:1::0.5 1.1:1::0.5 
平均産卵率牢2(克) :1::SD 83.0:1:: 16.3 95.3:1::24.4 81.5:1::28.6 
給事卵数(千粒) 130.0 48.6 24.4 203.0 
卵塊数(個 46 32 16 
雌l尾平均採卵数(粒):1::SD 567 :1::164 388 :1::297 192士 97
魚体重1Kg当り平均採卵数(百粒) 510 :1::240 339 :1:: 169 181 :1:: 100 
発版卵数(千粒) 37.1 6.9 4.6 
各国別平均発眼率:1::SD(珂)本3 41. 6士20.8 45.0:1::28.7 63.2士20.8
発目艮率の最低値、最高値(克) 4.0 75.6 0.0 83.3 31.481.4 
産卵池取揚回数〈回〉 11 15 10 

9 10 11 12'  94 1月

図-1 飼育水温の変化

3. 4区

養成2年魚(マス用飼料十アミエビ添加〉
養成2、3年魚， 93天然魚

369 
4.3 
196 
65 
108 
1. 31 

l 2 3 合計

12/13 1/21 1114 2/21 2/10 3/18 
183 129 126 18 
183 312 438 
100 70.4 68.8 

12.0:1::0.9 11. 5:1::2. 3 10.9 :1::0.7 
32.3:1:: 1. 0 32. 1 :1::7.6 31. 5 :1::3.3 
1.8:1::1.4 1.0士0.6 1. 3:1:: 0.4 
89.0:1::24.0 85.3土14.0 89.0:1:: 5.0 

96. 7 47. 7 17.4 161. 
41 28 19 

579 :1:: 133 374土120 398士 6
600 :1:: 142 372 :1:: 150 272士124

13.3 8.4 
不不明明36. 1 :1::28. 8 59.4土20.8

0.0 95.7 27.4 91. 4 不明
10 12 10 

一*#s重は養成3年魚は10田g、養成2年魚は 8mgとして算出した。本l雄I尾当りの雌収容尾数
本2産卵尾数÷放養雌親魚数 本3確認で‘きた卵塊のみの値である。
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5. 採卵方法

コンクリート製水路(幅90cmX高さ48叩×

長さ400畑、水深20cmを 1区画として〉を使

用して放養後中 2"-'3日間後に取揚げた。

E 結果及び考察

飼育期間の水温を図-1に示した。飼育開始

時は16'C前後であった。 11月下旬から12月初旬

頃より 100C以下に推移し、産卵期間の水温は

0.8"-'8.6'Cの範囲であった。

飼育結果及び採卵結果を表ー lに示した。飼

育期間中、 3、4区が病気(セッソウ病)にか

かり生残率 l、2区は96.1%、3、4区が70.1

%であった。産卵親魚として使用できた割合は

l区が84.8%、2区93.3%であった。

日開成長率は l区は1.27%/目、 2区は1.31

%/日でともに順調な値で特に差異はなかった。

産卵率(産卵親魚数÷産卵池放養尾数)は

81. 5"-'95. 3%と差が見られたが、これは各試験

卵
塊
数

40 

30 

奇 20

合

(%) 

10 

。 。 20 40 

区産卵池の取揚時不明魚数によるものであった。

発眼率の分布を卵塊数(図-2)の割合で見

ると、両区とも l回目のピークが40"-'60%範囲

内にあり、 2回目は60"-'80%の範囲がピークで

あった。通常、大卵型の卵塊にも発眼率にバラ

ツキ(雄個々の子孫繁殖能力に関連している可

能性がある〉があり、同様な傾向がみられた。

なお、ふ化までは確認していない。

以上のことから今回、卵塊別の発眼率で 1月

6日以降の発眼率調査が一部分しか実施できな

かったが(マラカイド消毒と思われる薬害と

シャワ一式により卵塊が崩れるなどして) 1回

目のみの結果では、各飼料の採卵成績は特に明

確な差異はなかった。今後、小卵型カジカは配

合飼料に容易に餌付くことから引き続き飼料添

加物を与えるなど、飼育開発試験の推進を図る

必要があると思われた。なお、各試験区の卵塊

色は l区は薄い黄色、 2区は薄いピンク色で

あった。

60 80 100 % 

図マス(1) 図マス(2) 図アミエビ(1) ~アミエビ、(2)

図-2 回数別発眼率の分布
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(2) 養成親魚からの採卵について

板屋圭作・高門光太郎

1 .目 的 11 

10 

当場ではカジカの種苗生産は大卵型カジカを 水
9 

8 

対象に行っているが採卵数が少なく親魚の確保 温 7 

("c) 
6 

が課題となっている。 5 

4 

そこで 1尾当たりの採卵数が多いといわれる 3 

小卵型カジカについて前年に引続き基礎試験を
2 

1 
12 '941 2 3 4月

行った。

n.材料と方法

1.供試魚

1990年産養成 3年魚163尾(1992年採卵後

からの生残率は22.0%)、1991年産養成 2年

魚(初産)807尾、 1993年天然魚19尾を用いた。

飼育水槽(直径は70と100cmのポリエチレン

製タライ〉を使用、飼育餌料は市販のマス配

合飼料にピタミンなどを添加して与えた親魚。

2. 採卵方法及び卵管理、ふ化

コンクリート製水路(幅90X長さ400、水深

15cm、7区画〉を使用して、中 2"'3日後に取

り揚げた。注水は 2次水であり注水量は毎分

約300"'60012程度であった。卵管理はトイ式

とシャワ一式の 2通り行った。検卵後発眼卵

をザ、ルに入れシャワ一式でふ化まで管理した。

m.結果と考察

採卵は1993年12月13日から1994年 4月6日の

約4カ月間近くに及び同一個体が数回にわたり

産卵する多国産卵であった。養成2年魚の採卵

が養成 3年魚より 4日程早く始まった。採卵期

間中の水温は最低0.8'C最高8.6'Cであった。 10

℃以下に推移するに伴い産卵を開始した。(図

-1)低位な水温でも産卵することを確認した。
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図-1 飼育水温の変化

採卵結果を表ー uこ示した。養成 3年魚は合

計約320千粒、養成 2年魚は合計約537千粒、天

然魚2.4千粒、総合計881千粒であった。ふ化尾

数は約120千粒(ふ化率は推定約90%前後の範

囲〉であった。ふ化尾数が少ない要因ほ卵管理

法(トイ方式〉の中で採卵日が l月6日から 1

月31日分の卵塊が発限までしていたが途中で、発

育が停止状態(表面に泥など付着〉になり、ふ

化まで至らなかった。原因としてはこの間のマ

ラカイド消毒が(濃度 3ppm)隔日ごとに実施し

た群であったことから薬害の可能性が考えられ

た。(昨年まではマラカイド消毒はラフで 1週

間に 1"'2回程度であった〉。それでこの群の

卵から消毒していない卵塊の一部を試験的に

シャワ一方式(図 2)で管理(消毒は一切せ

ず〉した結果、正常に発限、ふ化に至ったこと

ネ
ッ
ト

ー卵塊

図-2 シャワ一式卵管理法



表-1 採卵結果表

項目 穣別

採採卵卵雄雌親親魚魚のの由由来来 養養成成33年年魚魚 . 93天然魚

採卵回数別 l 2 3 4 5 6 合計

12/17 1/10 1/04 2/07 2/01 3/07 2/21 3/25 3/14 4/01 3/25 4/04 
163 163 158 153 22 15 163 
163 326 484 637 659 674 
100 100 96.9 96.8 13.4 9.2 

21. 1 :t2. 4 17.6:t2.2 17.2士1.9 15. 1 :t 1. 5 15.5 :t2. 9 15. 8:t0. 9 
42.0:t 1. 6 37. 6:t7. 0 33.4士2.7 32.5 :t3. 6 22.9 :t3. 8 22.9士3.8
1.9士O.7 1.4士0.6 1. 5 :t0. 7 1.3士0.4 O. 4:t O. 1 
67. 9:t21. 8 84. 7:t20. 2 84. 6:t 13.0 92.1:t21.9 不明

115.2 89.2 60.3 51. 6 3.9 320.2 
662 :t 183 473 :t161 396 :t 174 305土84 156 :t 87 
386 :t115 306 :t 117 274 :t 98 221 :t 46 103士 65

44.1 12.0 3.2 不明 不明
50. 7:t22. 1 45. 4:t31. 3 44. 6:t31. 8 

不不明明 不不明明0.0 88.3 0.0 81. 7 2.376.8 

本os重は養成3年魚は10田g、養成2年魚は8mgとして算出した。本l雄1尾当りの雌収容尾数
牢2産卵尾数÷放養雌親魚数本3確認できた卵塊のみの値である。

項目 種別

採卵雌親魚の由来 養成2年魚
採卵雄親魚の由来 養成3年魚.93天然魚

採卵回数別 2 

採採卵卵期間 12/13 1117 1/04 2/25 
雌親魚数(尾) 284 259 

採採卵卵雌親親魚魚同延一数雌体関(尾与重率)(g (%) 
284 543 
100 91. 1 

採卵雌親親魚魚平均 ) 士SD 14.5士2.0 12.2土0.9
採卵雄 11 11 :tSD 37. 0士3.4 40. 1 :t5.。
雌雄比:tSD本1(尾) 土SD 2.5士1.4 1.4士1.1 

平総採均産卵卵数率(千本粒2() %) :tSD 89.5:t12.1 92.4:t 10.5 
143.9 81. 0 

尭雌魚各体眼冊1重尾卵別数平平1均k均g( 採当卵り数均〔粒採夢) :tSD 
544 :t 156 368土129

平 H数(百粒) 437士118 319土128
36.0 8. 1 

発低千粒値眼率、) 土SD(百)本3 35. 7士26.6 58.9 :t28. 8 
発目艮率の最 最高値(同) 0.0 97.2 0.0 85.3 

項目 種別

採採卵卵雌雄親親魚魚のの由由来来 養養成成23年年魚魚料. 93天然魚

採卵回数別 l 2 合計

1/21 2/10 2/10 3/07 
93 93 
93 186 
100 100 

12.3 :t0. 9 10.5:t1.1 
38. 8:t4. 3 30. 9:t4. 3 
1.8:t1.1 1. 5:t0. 3 
73. 1 :t22. 4 89. 6:t 12.0 

48.5 21. 5 70.0 
497 :t 120 227 :t 43 
436土81 224士60

5.6 不明
51. 9 :t27. 7 不明
5.1 76.0 不明

本4美川分場にて6月3日から 9月20日110日間地下水にて飼育

3 4 5 その他親魚 合計

2/14 3/18 2/25 3/18 3/25 4/04 12/13 1・04
171 88 29 38 
714 802 831 
60.2 30.9 10.2 

10.7土0.9 9.8土1.1 8.9 :tト3 14.8士1.1 
33. 4:t2. 7 32.0 :t4. 8 24.8:t 1. 9 41. 6:t0. 8 
1.5土O.7 1.4土0.8 1. 4:t0.1 1.0土O.1 
84.6士13.0 91. 7:t21. 1 

47. 7 17.8 
396 :t174 180土87
274 :t 98 258土110

不不明明

不明

不不明明

不明

種別

9 3天然魚
養成3年魚.93天然魚

l 2 

12/17 12/17 1/21 2/10 
19 27 
19 46 
100 142 

19.2:t1.2 14.1:t2.1 
32.9 :t6. 1 35. 8:t 1. 0 
O. 8:t0. 1 O. 4:t0. 1 
87.0:t18.9 72.2士27.0

9.8 10.8 
592 :t 216 184 :t 128 
370土99 311 :t311 

9.8 
不不不明明明55. O:t 17.9 

36.684.0 

87・1士14・71
15.7 I 306. 1 

340 :t 104 
8.8 

-146.4士29.2
-I 4.5 90.9 

3 4 

2/28 3/22 3/25 4/01 
15 15 
61 76 

78.9 78.9 
15.1士2.。14. 6:t0. 4 
28. 6:t3. 7 30. 7:t2. 1 
0.9士O.7 0.9 :t0. 4 
90. 9:t 12. 9 100士 0.0

3.3 0.5 
281 :t 153 30 :t 14 
200士69 16士 16
不明 不明

不不明明 不不明明

一 25-

合計

24.9 



を河川水に移行飼育した結果、採卵時期が周年シャワー式では発限率のを確認した。(なお、

河川水飼育した魚と比べて約 1カ月遅れて成熟検定は出来なかった〉。発眼積算水温は130-----

この結果から魚体が経験した水採卵に至った。ふ化積算水温は280-----300"cであった。

1尾当りの平均採卵数は年令、体重にも因るが

150 "c、

温、水質、期間の差異に因って採卵期の調整で

きる可能性が示唆された。

以上のことから今回、産卵水温の条件が整え

ば産卵年令に関係なく産卵回数が増えることを

2 

3年魚は1，836粒

年令別で比較すると同一魚と仮定した場合、

年魚では4回合計で1，488粒、

であった。 3回合計では 2年魚(平均体重14.5

また、魚体重の差異において採卵数確認した。石3年魚では1，531粒であった。g) 1，308粒、

の増大の可能性も示唆された。卵管理のシャワ内水報No.20では養成魚 2年魚(平均体重9.1g) 

一方式を取入れ改善すれば有効な管理方法であでは507粒であった。又、雌魚体重 1kg当りの

80 

70 

収 60

容 50

尾 40-1 J I 
数"I I ¥ n -1 I I 、 i¥ 

(尾)2~~ I ¥_/¥ .//い¥I¥
10-1ハJ ....! '-"， 

1/ ぜ i ‘ '/ヘー
0・
1217 1222 1228 1侃 114121 128 204 210 218 225 却3310 318 325 401 
1221 1224 1似 110118 124 初12日7214 221 228 307 314 322 328 

月日

3回目--4回目 _.-5回目 -6回目

り今後推進する必要があると思われた。3年魚とも 4回〈同一魚と採卵数では養成 2、

100千粒越えるした場合の合計〉までの場合、

-1回目 .2回目

採卵回数別親魚数の推移(養成3年魚)

値となった。

1213 1221 1224 1倒 110118 124 201 207 214 221 228 307 314 322 3:犯
12171222 1228 1m 114 121 128 204 210 218 225 303 310 318 325 401 

月日
一1回目 2回目 3回目--4回目 _.-5回目

採卵回数別親魚数の推移(養成2年魚)

f'， 

1 丸
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収
"'" 廿
尾
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各雄の関与日及び回数表-2
養成3年魚

図-3
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4)を見ると水温に採卵尾数の推移(図 3、

• • • (12月下旬〉がも因るが 1回目に大きなピーク

60 57 29 39 36 30 30 犯 .0 .0 31 .2 30 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

峰魚体重(g)

僚JIl香号
2回目のピあり初採卵後約10-----14日にあたり、

養成2年魚
3回目 (2月(1月下旬〉は20-----25日後、ーク

健卵月日

1/2. -1/29 I・
1/21 -112. I・・
1/18 -1121 1. • 

( 3月初旬〉は64回目中旬〉は40-----45日後、 • •• •• • • -• 5回目 (3月下旬〉は80-----95日後に0-----65日後、

50 29 32 29 32 30 26 28 30 30 31 3. 31 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

雄魚体重(，)

保身番号
なり、次固までの産卵経過日数は約20-----25日で

昨年と同様であった。飼育事例として養成2年

魚の 1部約460尾 (6月3日総魚体重2.4kg、平

均魚体重5.2g)を美川分場で飼育(地下水水

温は一定の13"C)を開始、 9月20日に当場に約

440尾収容(総魚体重4.3kg、平均魚体重9.8g) 

焼き入れ標識部位(雄)図-5
日間成長率0.80%/
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した。飼育期間110日間、

日であった。地下水で約 4カ月間飼育した魚体



仔魚のふ化は淡水時も、人工海水収容期にも

へい死状況は特になかった。

今回、種苗生産技術試験中で雄親魚が産卵に

関与する頻度を養成 2年魚と養成 3年魚で調査

を実施した。産卵池コンクリート製 (400x 90、

水深15cm)に通常の産卵用瓦を両側に 5枚ずつ

並べ、産邦後の避難場瓦 2枚設置した。各雄に

焼き入れによる標識(図 5)を施して薬浴後放

養した。取り揚げ時に瓦をネットで聞い各回毎

取り揚げ時に雄の標識を確認した。各雄の産卵

関与回数(表 2)を見ると大きい雄に関与回数が

多くなる傾向が見られた(雌が子孫繁殖力のあ

る雄を選定する可能性がある〉。また、 30g前

後の雄にも見られた。但し30g前後の雄でも全

く関与しない雄がおりバラツキがあった。

このことから、雄はこれまで大型のものから

選抜していたが、今後は大きさにこだわらず広

範聞に選抜する必要性が伺えた。
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(3) 仔魚の飼育について

目 的

当場では、カジカの種苗生産試験は大卵型カ

ジカを対象に行ってきたが、 1尾当りの採卵数

が少ないことが一つの問題となっている。

ここでは、ふ化仔魚から稚魚まで飼育基礎試

験を行った。

E 材料と方法

1.供試魚及び飼育期間

板屋圭作・高門光太郎

マリンアルファ〉の栄養強化を行った。注水

量は 5c 1のアレン処方の人工海水(淡水ロブ

スター飼育の循環生物漏過水〉を当初は毎分

0.6，，-， 1. 0 2とした。アユ市販配合初期飼料の

併用を開始(放養後約25日目、着底時期は収

容後約30日目積算水温で400度以上〉してか

らは毎分 1"-'32を目安とした。底掃除は

2"-'3日おきに行い、同時に艶死魚の確認を

行った。水温はロブスターの飼育水温の影響

から18.Cを基準とした。飼育はガラスハウス

内で遮光ネットを上に被い直射を防いで飼育

した。

1992年〈平成4年度〉天然養成魚41尾と養

成 2年魚1，020尾から約500千粒採卵して順次、

勝化した仔魚(1993年 1月11日初瞬化、最終

解化日は 4月26日、勝化率推定60%前後、平

均全長8.5mm、平均体重4問、解化推定尾数

180千尾〉を使用した。

国 結果と考察

1"-'5区の試験内容は表ー 1に示した。尚、

収容密度は 12当り 10"-'20尾を目安とした。

表-1 試験の設定内容

試験区 雌前歴 飼育密度津l 収容期間

2 

3 

4 

5 

区 '91天然魚 6. 37尾 1117 ~2/20 (34日間)

区 '91天然魚 14.お 1127 ~2/23 (28日間)

区 養成年魚 19.03 2/03~3/08(33 日間)

区 '91天然魚 13.06 2/04~3/12(38 日間
19 

区 '91天然魚 14.78 2/09~3/12(31 日間)
18 

本1・・ 12当たり尾数 '91天然魚は1年養成
水 17

2 飼育方法 (JZ)16 

黒ワニスを塗布したポリエチレン製円形水 15 

槽(直径800x高さ700、水深650mm、容水量約

13 

飼育水温の変化を図-1に示した。

収容時期にバラツキがあったが、当初約30日

間は14"-'20"C推移し 2月中旬以降は15"C前後を

推移した。全期間平均で16"Cを推移した。

飼育結果を表-2に示した。共喰いによる不

明率が0.0"-'46.7%の範囲であり、 l、 5区は

殆ど 0%で最大は 4区の50%に近い値であった。

特に密度の高い区は高位傾向であったが 5区は

2002)を使用した。餌は 1日2回アルテミ

ア幼生 (cc当たり 10ケを目安〉を与えた。な

お、アルテミアには海産クロレラ(商品名:

， 93 ){8 2 月日 3 

図-1 飼育水温の推移
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餌料が豊富に与えられたものと推察された。生

残率は23.3"'84.8%の範囲であった。 4区を除

いた 3区が特に低位であった。発死は収容後、

10日以内が特に集中した(図 2)。今回の鰐化

仔魚は淡水から尭死が見られその後汽水への収

容でも艶死が続いた。環境変化と淡水移行期の

生理的機能の変化によるものと推察されたが特

に養成魚に多く、卵質の問題が関与するものと

推察された。また、収容時の水温は高位で例年

は150C以内であった。取揚時の平均体重は50mg

前後、平均体長15mm前後であった。(なお、ピブ

リオA ・B荷タイプ発症したため半分位の稚魚

が艶死した)。

表-2 飼育結 果

以上のことから淡水ロブスター飼育循環生物

漏過水 (20-Cを維持する必要があるため〉利用

したことから、全期間を通じ疾病が発生した。

今回の小卵型カジカ仔魚飼育には淡水ロブスタ

ーとの併用飼育は馴染めず今後、単独飼育の必

要性が伺えた。最終生産尾数は60，000尾(採卵

から12%の生残率〉のであった。

試 験 区 l 区 2 区 3 区 4 区 5 区

放養尾数(尾) 1，275 2，850 3，807 2，612 2，956 

取揚尾数(尾) 1. 014 2， 063 1，752 611 2， 508 

艶死尾数(尾) 261 166 677 780 433 

不明尾数(尾) 621 716 1. 221 15 

不明率(完) 。21. 7 18. 8 46. 7 O. 50 

取揚生残率(覧) 79. 5 72.3 46.0 23.3 84.8 

600 

量400

(尾) 300~ ， 

M
F
 /

 /
 

200 

100 

。 民・・h

5 10 15 20 25 30 35 40日目

1区-2区 3区 ..4区ー-5区

図-2 舞死尾数の推移
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(4) 給餌回数別飼育試験

I 自 的

小卵型カジカの給餌回数などの差異による、

成長、生残の影響などの飼育試験を行った。

E 材料と方法

1.供試魚

養成 2年魚から1992年12月中に採卵し、約

表-1 供試魚

試験区l給餌回数|魚体重(g)

1.2区I1 回 I0.62-0.68 
3.4区制 2 回I0.66-0.67 

本対照区。

表-2 飼育結果

抜屋圭作・高門光太郎

6カ月経過した稚魚を使用した(表ー 1)。

8月18日から 8月24日まで予備飼育を行っ

た。

2. 飼育期間及び平均水温

l期('93. 8 /25 '" 9 /30) 37日間(16.2'C)

2期('93.10/1 "'10/31) 31日間(12.3'C)

3期('93.11/1 "'12/ 1) 31日間(11.O'C) 

4期('93.12/2""94.1/5)36日間(7.7'C)

5期('94. 1/ 7 '" 2 / 8) 33日間(4.6'C) 

6期('94. 2 / 9 '" 3 / 6) 26日間(4.5'C) 

7期('94.3/7 '" 4/11) 36日間(10.1'C)

8期('94. 4/12 '" 5 /10) 29日間(10.3'C)

9期('94. 5 /11 '" 6 / 8) 29日間(13.4'C)

10期('94. 6/ 9 '" 7 / 8) 30日間C15.8'C)

試験期間 全期間 ('938/25-'947/8 ) 318日間

試 験 区 1 区 2 区

開 総尾数 517 511 
始 総重量(g) 345 345 
時 平均体長(cm) 3. 30::t0. 23 3. 34::t O. 23 

平均体重(g) O. 62::t O. 10 O. 68::t O. 14 

終 総尾数 484 466 
了 総重量(g) 1. 940 2，200 
時 平均体長(cm) 6. 25::t O. 62 6. 28::t0. 57 

平均体重(g) 4. 34::t 1. 61 4. 54::t 1. 30 

舞死数(尾) 21 22 
不明数(尾) 12 23 
尾数歩留(児) 93.6 91. 1 
増重量(g) 1. 595 1. 855 
補正増重量(g) 1. 643 1. 897 
増重倍率(施)*1 476 549 
京総餌量(g) 6. 187 6，641 
飼料効率(施) 24.2 25.8 
補正飼料効率(児) 25.0 26.5 
日間成長率(%/日) 0.97 0.82 
成長率(先)*2 1. 216 1. 207 

L一一一 」 一一

*1増重倍率=補正重量/放養時総魚体重xl00先
*2成長率=終了時魚体重/開始時魚体重xl00先
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3 区 4 区

502 495 
345 345 

3. 28::t0. 21 3. 30::t O. 21 
O. 67::t O. 13 O. 66::t0. 13 

439 475 
2，500 2，500 

6. 76::t O. 76 6. 82::t O. 75 
5. 77::t 2. 28 5. 99 ::t2. 27 

42 13 
41 7 

87.4 95.9 
2，155 2，155 
2.185 2，177 
633 631 

7， 708 7.675 
28.8 30.1 
29. 7 30.6 
0.99 1.11 
1. 258 1. 294 



3. 飼育方法

ポリエチレン製青色タライ(直径70cmX高

さ30叩、水深 7crn、容水量約1612) 4槽を使

用した。飼料はアユ市販配合飼料を午後 1回

給餌区(1、 2区〉と午前 l回、午後 1回の

対照区 (3、 4区〉二通り設定し、手撒きで

投餌した。給餌率は魚体重の 3%を目安とし

た。注水量は毎分約 3'"'-'412程度とした。な

お、屋外飼育実験棟(パイテク飼育棟〉で実

施した。

m.結果及び考察

1. 飼育、摂餌状況

22 
20 
18 

7l< 16 
，_ 14 
阻 12

CC) 10 
8 
6 
4 

2 

0 

飼育期間中の水温を図-1に示した。
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図-1 飼育水温の変化
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最低水温は0.8'C(1月23目、 5期〉、最高

水温は19.1'C(9月4日、 1期〉であった。

1期から 4期までは水温下降期で 5期から 6

期までは停滞期で、 7期から10期までは上昇

期であった。飼育水槽内の状態は全期間を通

じて暗い方面に団子のように集団を形成して

いた。

摂餌状況は全般的に緩慢な状況で投餌時に

水面上に群る尾数が少数であった。なお、病

気予防のため、週 1回を目安に食塩浴 1%を

行った。

2. 飼育成績

飼育結果を表-2に示した。

歩留まりは87.4'"'-'95.9%の範囲で 4>1>

2>3fKの願であった。発死は全体に少なく

90%前後で高位であった。不明魚数は最高で、

もl割未満程度の値だった。

期間中の体長・体重の推移を示した(図-

2、3)。

全体に水温下降期(1'"'-' 4期〉にやや横這

い傾向で、水温停滞期 (5、 6期〉では停滞

割

1目8

l.6 

l.4 

l.2 

合l.0
0.8 

(%) o:;; 
0.4 
0.2 
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田
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図-4 日間成長率の推移

図-1区図-2区白-3区留一4区

図-5 対照区(4区)を100とした場合増重倍率



ぎみになり、水温上昇期は各区上昇傾向を示

した。

日開成長率の推移を図-4に示した。期間

中で l期は対照区が高位の値であったが、そ

の後は特に差異は見られなかった。 7、8期で

は対照区を多少上回った。ただ、 6期は各区

ともに低位だった(増重倍率で 5、6期は対照

区が高位を示した〉。

飼料効率が低位であるのは給餌所要時間に

関係(1回毎の投与時間〉する影響と推察さ

れた。

以上のことから、今回の試験では成長、生

残などに特に顕著な差異はなかったが、僅か

ながら対照区が優った。 1回の給餌時間を工

夫すれば 1日l回の給餌でも飼育に支障がな

い可能性が示唆された。今後、飼育件の改善

などを含めた試験の推進を図りたい。
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(5) 照度別飼育試験

目 的

カジカ飼育時における光の明暗による、成長、

生残なと、の影響調査試験を行った。

E 材料と方法

1.供試魚

養成 2年魚から1992年12月中に採卵し、約

表-1 供試魚

試験区|遮光有無|魚体重句

1.2区本

3.4 区

本対照、区。

無

有

1. 10~ 1. 21 

1. 07~ 1. 28 

表-2 飼育結果

板屋圭作・高門光太郎

6カ月経過した稚魚を使用した(表-1)。

10月24日から10月31日まで予備飼育を行っ

た。

2. 飼育期間及び平均水温

1期('93.11/1 ~12/ 1) 31日間(11.O'C) 

2 期 ('93.12/2~'94.1/6) 37日間(7.7'C)

3期('93. 1 / 7 ~ 2 / 8) 33日間(4.6'C) 

4期('93. 2 / 9 ~ 3 / 6) 26日間(4.4'C) 

5期('94. 3/ 7 ~ 4/11) 36日間(5.8"C) 

6期('94. 4 /12 ~ 5/10) 29日間(10.3'C)

試 験 期 間 全期間 ('9311/1~'94 5/10) 192日間

試 験 区 1 区 2 区 3 区

開 総尾数 534 690 481 
始 総重量(g) 660 660 660 

時 平均体長(cm) 4. 17::t 0.33 3. 89::t O. 34 6. 03::t O. 66 
平均体重(g) 1. 21::t 0.27 1. 10::t 0.23 4.31士1.52 

終 総尾数 523 677 471 

了 総重量(g) 2，200 2，200 1. 900 

時 平均体長(cm) 6. 19::tO.59 5.71::t 0.59 6. 03::t O. 66 
平均体重(g) 4.48::t 4. 15 3. 52士1.31 4.31::t 1. 52 

発死数(尾〕 11 13 10 
尾数歩留(国) 97.9 98. 1 97. 9 

増重量(g) 1. 540 1. 540 1. 240 
補正増重量(g) 1. 559 1. 557 1. 269 
増重倍率(月)本l 236 235 192 
総給餌量(g) 5，818 5，818 5， 250 

飼料効率(見) 27.6 27.9 23.8 

補正飼料効率(児) 28. 1 33. 1 24. 3 

日間成長率(国/臼 0.97 O. 98 O. 89 

成長率(時)牢2 370 320 336 

本l増重倍率=補正重量/放養時総魚体重 x100見
本2成長率=終了時魚体重/開始時魚体重 x100百
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4 区
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660 

3. 93::t O. 45 
1. 07::t O. 36 
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5. 69::t O. 66 
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10 
98.4 

1. 240 
1. 260 
190 

5， 250 
24.3 
24. 6 
0.94 
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3. 飼育方法

ポリエチレン製青色タライ(直径70X高さ

30、水深 7cm、約容水量16.Q) 4槽を使用し

た。対照区は自然光で飼育し、他はトリカル

ネット(自然光60%遮光〉で覆った水槽で飼

育した。飼料はマス市販配合飼料を午前 l回、

午後 l回を投餌した。給餌率は約 1日魚体重

の3%を目安とした。注水量は毎分約 3.Q程

度とした。なお、屋外ガラス棟で実施した。 体

6.5 

示した。水温低下とともに低位し、 3、4期

は顕著であった。 5期以降水温上昇とともに

上昇傾向を示した。

以上のことから、自然光を60%遮光しでも

飼育成績に特に顕著な差異は示きれなかった。

6.0 

5.5 

長 5.0

(cm) 4.5 

E 結果及び考察

飼育期間中の水温を図-1に示した。

最低水温は0.8'C (3期〉、最高水温は13.4'c 

(1期〉であった。

1.飼育、摂餌状況

飼育水槽内の状態は期間中全体に分散して

いる状況であった。摂餌状況は水温が低い 4、

5期で水面上に上り摂餌する状況であった。

なお、病気予防のため、週 1回を目安に食塩

1 %30分浴を行った。

2. 飼育成績

15 
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水 11
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9 

(℃)? 
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4 
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1 
11 

結果を表ー 2に示した。

歩留まりは97.9"'98.4%の範囲であった。

期間中の体長、体重の推移を図ー 2、 3に示

した。水温下降期 (1"'4期〉までは横這傾

向に推移し、水温上昇期 (5"'6期〉から上

昇傾向を示した。増重倍率の推移を図-4に
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図-1 飼育水温の変化
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5. カジカ稚魚及びミジンコの成分分析結果

目 的

カジカ種苗生産における課題は適正な親魚養

成餌料の開発である。更に初期餌料開発も必要

であるがまだ適正な餌料が未開発なので参考と

するために初期餌料として欠かせない動物性餌

料のミジンコを主体にミジンコ捕食魚などの成

分分析を行った。

E 材料と方法

1 .供試体

-生物餌料(ミジンコ〉

・カジカ稚魚(ミジンコ捕食魚〉

・カジカ稚魚(アユ配合飼料捕食魚〉対照

2.検体別の分析項目

分析項目 ミジンコ ミジンコ捕食魚 ミジンコ未捕食魚

一般分析* 。 。 。
レチノーlレ 。 。 。
総アスコルビン酸 。 。 。
脂肪酸組成 。 。 。
アミノ酸組成 。 。

板屋圭作・高門光太郎

3.分析方法

分析は表-1に示す方法で、日本食品分析

センターに委託して行った。

国結 果

分析結果を表-2に示した。

一般成分を見るとミジンコの90%以上が水分

であった。粗脂肪とレチノーノレで、は配合捕食魚

がミジンコ捕食魚よりそれぞれ47.5%増と

し116%増と大きく優った。

脂肪酸組成の分布〈図 1)から比較するとミ

ジンコ捕食魚が配合捕食魚より 14:1、15:0、

16:1、17:0、18:3ω3、20:0、20:3ω6、20:4ω

6、未同定などが 2"-'3倍以上優り、特に14:1

は 6倍の高い値となった。また、配合飼料捕食

魚はミジンコ捕食魚より 18:4、20:1、20:2ω6、

20:5、22:1、22:5、22:6などが 2"-'3倍以上優

り、特に22:1が6.5の高い値になった。 ミジン

コから見ると各捕食魚とも20:1、22:5、22:6、

24: 1が優った。
*水分、タンパク質、脂肪、繊維、灰分、可溶性無窒素物 印:分析項目

アミノ酸(図 2)を見ると全てミジンコ捕食

表-1 分析項目と分析方法

分析項目 分 析 方 法 備考

水分 常圧加熱乾燥法

粗タンノfク質 ケルダール法 窒素・タンパク質換算係数:6.25 

f.lLll旨肪 ジエチルエーテル抽出法

f脈融佐 ろ過法

粗灰分 直接灰化法 計算式:100-(水分~粗灰分)

可溶性無窒素物

レチノール 高速液体クロマトグラフ法

ビタミンA効力 高速液体クロマトグラフ法 レチノールより換算

総TAコルビン酸 高速液体クロマトグラフ法 ヒトラジンで誘導体化した後測定した。

脂肪酸組成 ガスクロマトグラフ法

アミノ酸組成 i卜リプトファンは高速液体コ叩グラフ法
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独で一定期間飼育すると配合飼料比べ生残率がメチオニン、ヒスチジン、リジン、魚が優り、

優り、健康状態も優ることが判明しており今回アスパラギン、セリン、グノレタミン、グリシン、

の成分結果から差異が見られたことから今後のシスチンが 3倍以上なり、特にグリシンは4.5

飼育餌料開発の基礎データとしたい。倍に近く高位であった。

通常、初期餌料に生物餌料(ミジンコ〉を単

ま折項目 ミジンコ ミシ.-コ嫡 ミシ.ンヨ禾鏑

般分析

分 93.6 80.5 78.7 
タンパク質 4.9 13.4 13.7 
脂肪 0.7 1.9 4.0 
繊縫 0.1 。。 0.0 
灰文 0.7 3.5 3.0 
溶性無窒素 0.0 0.7 。‘6
チノ ルバ 。 0.06 0.67 
タミン A* 200 2.230 
コルビ -jil*1 2 5 5 
筋酸組成

:0 0.1 
:0 1.9 1.7 2.6 

4.8 2.4 0.4 
:0 2.5 1.3 0.4 

0.8 0.5 
目。 12.0 12.1 11. 1 

29.0 18.6 8.1 
:0 2.1 2.4 0.8 

0.9 1.3 0.7 
:0 2.9 3.1 1.6 

19.9 21. 2 20.6 
:2 6.1 6.1 8.3 
:3ω3 3.5 4.0 1.8 
:4 0.9 0.9 1.9 
:0 0.6 0.4 0.1 

0.2 1.1 4.0 
:2ω6 0.1 0.3 
:3ω6 0.2 。.2 0.1 
:4ω3 3.8 4.7 1.5 
:4ω6 3.8 4.7 1.5 
:5 3.9 4.4 9.4 

0.2 1.3 
:5 0.1 1.4 3.7 
:6 0.6 8.5 19.1 

0.1 1.0 1.0 
同定 2.9 2.0 0.6 

ミノ厳

ー.ニン 0.29 0.79 
. ーノ 0.31 1. 04 
チ;t"ン 0.11 0.33 
ニル7ラニン 0.20 0.55 
;1""/ 0.21 0.41 
シン 0.33 0.95 
ロイシン 0.19 0.50 
オニン 0.10 0.39 
リン 0.25 0.60 
ニン 0.30 0.82 
リシ/- 0.21 0.94 
ロリン 0.20 0.55 
ルtミン 0.52 1. 75 
ン 0.18 0.64 
オニン 0.22 0.57 
ハ・ラキ" 0.39 1.26 

30 
単位:%果結析分表-3
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6. サクラマス増殖試験

平成 5年度調査結果

目的

スモルト魚の効果的な作出技術及び放流技術

を開発してサクラマス資源の増大により沿岸漁

業及び内水面漁業の振興を図る。

E 調査方法

1 .好適系群検討調査

1993年 9月 1日に鵜飼川で流し網による河

川回帰親魚の再捕調査を実施した。

2.放流種苗健康調査

育成期間の適期に幼稚魚を選別するととも

に、 2週間に 1回の間隔で魚体測定を行い、

10月以降はスモノレト魚の出現状況も併せて調

査した。

3.放流効果測定調査

1994年 2月22"-'23日に80，000尾(脂鰭切

除〉、 4月19日に3，000尾(リボンタッグ〉の

池産系スモルト幼魚を鵜飼川(図-1)に放

流し、放流後、週に l回の間隔で釣り・投網、

地曳網よる再捕調査を行った。

また、再捕調査時に水質チェッカーで河川

環境調査を実施した。

日

本

海

も・.'

St.1 80.000尾放流

St.1，4.5 3，000尾放流

図ー 1 鵜飼川の定点位置

五十嵐誠一・増田泰隆・井尻康次

国 結果及び考察

1 .好適系群検討調査

本年度の再捕調査では回帰親魚は得られな

かった。今後も放流河川回帰親魚を主体とし

た再捕調査を積極的に行い、遡上系の確立を

図ることが必要と思われた。

2.放流種苗健康調査

4月下旬、 8月下旬に選別を行い大きさで

中、小の 2群に分けた。スモルトは 2群とも

10月下旬から上昇したが12月に退行した。 1

月以降、再び進行したが伸び悩んで~50%を割

り込み、 1993年のような80%台の高率にはな

らなかった。

また、完全スモルトの出現も 1993年より約

2カ月遅い 1月にようやく発現がみられた。

3.放流効果測定調査

2月放流群の中、小、 4月放流群の平均

尾文長、平均体重、スモノレト率はそれぞれ

14.4crn、28.9g、48.0%、14.6crn、29.6g、

48.0%、15.4cm、33.9g、61.0%であった。

放流されたサクラマスはスモルト個体から

直ちに河口へ移動し始め、主群は 1週間後ま

でにはほとんど降下するものと考えられた。

そして、その降下は雌が雄に先行し、雌雄と

もに大型個体から始まり、その後、スモルト

が進行した小型個体が続くものと推定された。

また、放流地点より上流に遡上するSPマル個

体は量的にわずかで、ほとんどが雄と思われ

るが、遡上後 2"-'3週間でスモルトが進行し

て降下していく可能性が示唆された。

なお、河川内の残留尾数は 4月放流群の混

獲割合から 4月初日の時点で1，680尾と推定

された。

[報告誌名一一平成 5年度さけ・ます増殖効率

化推進事業調査報告書、石川県、 1994年10月]
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7. 湖沼河川資源有効利用調査

目的

県内の湖沼河川は内水面漁場として利用され

るとともに、農業、発電用、飲料水等多様な用

途に利用されており、また各種排水も流入する

など、水産生物の生息環境は必ずしも良好とは

言えない状況にある。一方、近年は地域住民の

親水指向の高揚から湖沼や河川の環境保全が重

要視されてきている。

こうした状況をふまえ、県内の湖沼河川につ

いて調査を行う。

E 方法

1 .調査期間と水域

JR北陸線

国道8号線

図-1 柴山潟、動橋川調査位置図

-38 -

横西 哲・五十嵐誠一・井尻康次

動橋川と木場潟について1992年度より 3カ

年の基本調査を行う。

柴山潟について1992年度より 3カ年両側型

と外来種の調査を行う。

2.調査項目

(1 ) 動橋川

魚類調査を行った。

(2) 木場潟

水質調査〈水温、 pH、DO、導電率、

濁度、塩分〉と魚類調査を行った。

(3) 柴山潟

魚類調査(両側型、外来種〉と潮止水門

管理実態調査を行った。

3.調査方法

(1 ) 動橋川

調査地点を図ー Hこ示した。

1993年7月から 1993年11月に計 4回行っ

Tこ。

ぺ魚類採捕は動橋川漁協の協力を得て投網、

流し網、タモ網及びエレクトリックショッ

カーを用いて調査を行った。

(2) 木場潟

調査地点を図-3に示した。

水質は堀場製作所製水質チェッカー (U

10型〉を使用し、 1993年 4月から1993年12

月にかけて行った。

( 3) 柴山潟

図-2に示す湖面で柴山潟漁協の協力を

得て1993年 9月から1994年 1月にかけて刺

し網による魚類採捕調査を行った。新堀川

潮止め水門管理状況は大聖寺土地改良事務

所柴山管理所より資料の提供をいただし、た。



皿 結果及び考察

1.動橋川

動橋川の魚類層調査は 2年自にあたるため、

今年度は集中調査とし、 1992年度最も魚種が

多種であった地点(松山堰堤、荒谷地点〉を

選定し調査を実施した。調査は 5月"'11月に

かけて合計 4回実施したが採捕種は魚類が 9

種類、甲殻類が 1種類であった。その結果は

表-1に示したがその中で特異なのはウグイ

が最も広範囲に生息していたことと、他に19

92年度の調査で標高160mの渓流域定点でし

か確認されなかったイワナが今回中流域であ

るst. 1で採捕されたことである。

2.柴山潟

1992年に引き続き両側型魚類と外来魚の採

捕調査を実施した。調査結果を表-2に示し

たが両側魚類はアユ、ボラ、スズキの 3種を

確認した。

9月に採捕されたアユは雌雄が容易に判別

出来る程のアユであり、これは柴山潟で産卵

床となる浅瀬がないことから、動橋川にいた

アユが増水により下流の潟へ流されたもので

表-2 柴山潟魚類調査結果

操鱒日 穐具 官恥 種 平均圭畏 平均体重 欄定尾監 備

'ー
c・g 

. 93 アユ字 2 0.0 72.3 19 
9・10 制鯛

アユ Z 19.5 59.3 23 

10・12 . ポラ 18.2 62 日 20 

. スズキ 24.0 136.9 

. ニゴイ 22.4 104.8 

11・12 . ボラ 35. 1 487 7 

" オオクチパス 35.4 855 2 

12・13 . エゴイ 51.2 1. 370 2 

. マゴイ 37.6 650 

. ゲンゴロウプナ 28.0 4 15 12 

12・20 . オオクチパス 4 O. 4 1. 1 19 13 

1. 1 1 . ，f. ラ 37.3 590 30 
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表-1 動橋川魚類調査結果

保聾年月日 93. 5. 23 93. 7. 13 93. 10. 17 93. 11. 7 

鐸集揖所 st I : st 2 st I : st 2 st 1 : st 2 st 1 : st 2 

ヨシノポリ 0'  0'  

ニゴイ 。;
' ‘ ウグイ 0'  0'  o ' 0 0'  

オイカワ 0:  。; 0 ， o ， 

アユ 0'  

アプラハヤ ，0 。;

モヲズガニ
。，

ヤマメ :。 :。
f 

カジカ :0 

イワナ ，0 ，0 
4 

1+ 5 ' 5: 2 2: 4 2 ' 

はないかと考えられ、今後追跡調査を実施す

る必要があると思われる。

外来魚のオオクチパスは1992年同様12月に

はサイズ的に平均全長40.44叩、平均体重

1， 119 gと大型の成魚が多く採捕され、再生

産への定着が再度確認された。

図-2に1993年の新堀川の潮止水門の開門

状況を示した。この水門は日本海の海水が潟

へ逆流するのを防ぐ、ため造られたもので、潮

止水門は全部で 6門あり、常時外海の水位と

潟の水位差により開閉度を調整している。

図-2の開閉状況は 1日24時間開門された

場合を100%として、 1日毎の開閉基数と開

門時間の割合を開門状況として図にしたもの

である。

1993年は冷夏及び例年になく降水量の多い

年であったため、増水により潟の水位が高く

なり全体として、開門度も1992年と大きく異

なり高くなった。

特に1992年度は開門率が低かった 6"'9月

をみてみると今年度は 7"'9月にかけて多降

水量の影響もあって、開門率も高くなった。
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平成5年新堀川水門開門状況図-2

木場潟表層底層水質調査結果表-3
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部は増加数値でその他は減少数値である。※増減欄の



また1992年は 6門のうち 2門しか開門しな

かったのに比べ、今年度は常時 2""'3門、多

い時期で 5門開門したことも高くなった要因

とも言える。

l年のうち全く開門しなかった日は 4月に

1日、 5月に 2日、 6月に 2目、 7月に l目、

8月に 1日、 11月に 2日と合計 9日と少なし

このことは実質的に常時開門状態であったと

いえる。

両側型魚の代表種であるサケの確認は出来

なかったが、その他の幾種かの魚種により両

側種が水門を通じて降海、遡上を行っている

ことが確認された。

3.木場潟

木場潟は小松市街地の南部に位置し、長さ

は北北東一南南西方向に約2.4km、幅は西北

西一東南東にO.5km、周囲 6km、流域面積

3，822haで‘平均水深1.6mと浅く細長い形状の

湖沼である。

水温

。「

2 

3 

4‘ 
(m) 

。

2 

3 

4 

(m) 

pH 

_ O  

、。'

畠

C 釦

+ 

7 

3OC' 

8 

DO 。

2 

3 

4 

(m) 

しかし一部図-3の st. 4では水深 4""'5

mと深く、コイ類の越冬場所ともなっている。

流入河川は日用川、山代川、坊川、その他

1""'9号排水路である。流出河川は前川のみ

で、前川は河口近くで防潮水門を経て本川の

梯川に通じている。

図-3 木場渇調査地点

s 10 (腿/.a)

濁皮切 20 30 40 50 60 。

2 

3 

4 

(m) 

図-4 木場潟最深部(st.4)の時期別深度別水賀状況
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調査は、 1993年 7月"-'1994年 1月にかけて

7回行い、水質調査結果を表-3に、潟の最

深部のである st. 4の時期別深度別の水質状

況を図-4に示した。

水質調査の測定項目は水温、 pH、DO、

導電率、濁度であるが、各項目をみてみると

水温は 8月の24.Cから 1月の5.4"cまで大き

く変動し、 pHは冬低く、夏高いという傾向

にあり、 DOについては各月により変動が大

きく一定の傾向は見られなかった。一方最深

部における深度別水質結果であるが水温は 7

月の 4.8"c差を最高にその他は殆ど温度差は

表-4 木場潟魚類層調査結果

なかったが、 DOは逆に表層部と底層部とで

は、大きく変動し、特に 7月は顕著な結果と

なった。

これらのことは夏季、表層における植物プ

ランクトンの活発な生産活動によるものと思

われる。

塩分の測定も行ったが検出されなかった。

魚類調査結果を表-4に示した。

調査は1993年 4月から12月にかけて行い魚

類15種、甲殻類 2種を確認し、そのうち両側

型魚類ワカサギ l種で、外来魚はオオクチノ〈

ス、ブルーギル、ライギョの 4種であった。

~ 93・4・28t軍捕 93・7・8採捕 93・8・4 採捕 93・9・71*捕 93・10・4採捕 93・11・2採補 93・12・2採捕

~全長;体重全長!体重全長(体重|全長;体重全長 j体重全長 j体重全長(体重

(国) (g) I (個): (g) I (四) (g) I (咽) (g) I (国): (g) I (田) (g) I (国) (g) 
マゴイ 37.8 821 I 48.5 1. 565 I 46.0: 1.500 I 45.8 1.500 56. 6: 3.320 

ニゴイ 48.7 1.339 I 43.2 653 I 46.7 682 I 45.5 810 

オオクチパス 39.5 : 1. 041 I : I 43.0: 1.500 41. 2 1.100 29. 6 430 

ゲンゴロウプナ 21. 6 224 

ワカサギ 10.9 8.0 I 10.3 8.8 I 10.8 9.3 I I 11.0 9.2 I 10.8: 7.7 

モツゴ 7.8: 5.6 I 7.3 4. 1 I 7.7: 4. 8 I I 8.2 5. 5 I 7. 8 4.7 

タモロコ 7.7 5.7 I 8.2 5.3 I 8.9 6.0 

ヤリタナゴ 7.1 5.2 I 6.7: 3.9 I 6. 9: 3. 8 I 8. 4 7.5 I 6. 9: 4. 3 I 6. 8 3. 6 

ライギョ 67. 2 2. 580 I I 65. 8: 2.600 

ナマズ 46. 6 549 I 50. 2 1.300 

タイリクパラタナゴt---__  ;--__  t---_5._2 1. 8 5. 1 1. 7 I 6 5 3. 7 [ 6. 6 3. 5 [ 5. 7 2. 0 I 

チチプ ! I 6.8: 3.7 I I 
ブルーギル I 13.3 6.4 I 12.1 42.3 

オイカワ | ト| 11.1 12.1 I 11.3 ~ 
一一斗-10.1 12.9 L竺上-J1l Bl J 

モクズガニ 下 165.6J  143.7十:
テナガエピ 1 8491 681 

司

4
且
『



8. イワナ種苗生産試験

初期飼料比較試験

自 的

昨年に引き続きマス用市販配合飼料を使用し、

イワナの餌付け比較試験を実施した。

E 調査方法

1 .試験期間

1994年 2月19日'"'-'4月19日 (60日間〉

2 .供試魚

供試魚は、当場飼育 3年魚より 1993年11月

4日に採卵し、ふ化させた平均体重0.093g 

のイワナ稚魚各区1，500尾、計6，000尾を用い

た。なお、供試魚の前歴は、発限率89.6%、

ふ化率99.4%であった。

3.供試飼料と給餌

供試飼料として、大洋飼料、日本農産、く

みあいニューえ付B、くみあいEPの三社 4

種の餌付け配合飼料を用い採卵受精後の積算

水温8000Cの2月19日から餌付けを開始した。

以下A ・B ・C'D。給餌量は、ライトリッ

ツの表による量をフードタイマーを使用し、

1日7回自動給餌した。

4 .飼育方法

飼育槽はアクリル水槽 (58.8cm x 29. 3cm X 

36.0cm)水深15cmを用い、 1槽当たり 1012/slln 

注水した。

5.測定

試験開始時及び30日目、 60日自に生残尾数

の確認と魚体測定を行った。

E 結果及び考察

1 .結果

(1) 飼育水温

試験期間中の水温を図-pこ示した。本

水

℃ 
10 

8 

6 温
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井尻康次・横西哲

10 20 30 40 日 ω 
経過日数 {日)

図-1 飼育水温の推移

年は 1月、 2月の水温が10年平均より若干

低めだったため、餌付けが 2週間ほど遅れ

た。試験期間中も降雪のため 1'"'-'2 "c前後

低く推移した。試験期間中の最低水温は

2.7"C、最高水温は9.9"Cであった。

(2) 成長

試験期間中の成長を図-2に、試験区別

の飼育結果を表ー lに示した。成長は、 A

区、 B区、 C区が良く D区は著しく劣った。

日間成長率は、 B区、 C区は2.4%と良く

D区は1.4%で著しく劣った。餌料効率は、

A区、 B区、 C区は80'"'-'100%と良く、 D区

は28%と悪かった。

(3) 生残率

生残率の推移を図-3に示した。 C区が

94%と一番良く次いでA区、 B区が84%と

良かった。 D区は40日目以降摂餌不良による

へい死が増え、終了時には73%と悪かった。

(4) 体重組成

30日目と終了時の各区の魚体重の組成を

図-4に示した。 A区、 D区は分散型で、

B区、 C区は集中型のパターンを示してい

る。また、終了時の肥満度は7.47"-'9.10%

であった。
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表-1 試験区別飼育結果

項目 試験期間 A区 B区 C区 D区

開始時 0.093 :t0.014 0.093 :t0.014 0.093土0.014 o . 093 :t 0 . 0 14 

平均魚体重 30日 0.127 :t0.046 0.153 :t0.057 0.191 :t O. 051 0.121 :t0.050 
( g) 60日 0.338 :t0.141 0.400 :t0.146 0.396土0.135 0.216 :t0.130 

開始時 2.240土0.147 2.240 :t0.147 2. 240 :t O. 147 2.240 :t0.147 
平均尾文長 30日 2.621 :t0.200 2.687 :t O. 236 2.870土0.197 2.567 :t O. 232 

(cm) 60日 3. 323 :t 0 .423 3.513 :t0.405 3.461士0.315 2.938土0.424

開始時 1.500 1.500 1，500 1，500 
尾数 30日 1，465 1，409 1.469 1，474 
(尾) 60日 1，253 1，265 1.412 1.100 

開始時 8.313 8.313 8.313 8.313 
肥満度 30日 6.773 7.486 7.885 6.858 
(%) 60日 8.527 8.732 9.108 7.473 

生残率 1~30 97.67 93.93 97.93 98.27 
(%) 1~60 83.53 84.33 94.13 73.33 

1~30 1.04 1. 66 2.40 0.88 
日間成長率 31~60 3.26 3.20 2.43 1. 93 
C%/日) 全期間 2.15 2.43 2.41 1.40 

1~30 28.74 46.96 87.09 23.98 
餌料効率 31~60 125.97 140.64 101.30 31.84 

(%) 全期間 81.03 99.46 96.03 28.18 

1~30 46.6 76.1 141. 1 38.9 
糟重量 31~60 237.5 290.4 278.6 59.2 
( g) 全期間 284.0 366.5 419.7 98.1 

1~30 162.0 162.0 162.0 162.0 
給餌量 31~60 188.5 206.5 275.0 186.1 
(g) 全期間 350.5 368.5 437.0 348.1 
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2.考察

本年の試験では、昨年とほぼ同じ飼料を用

い同様な結果が得られた。 EP飼料は、成長

生残ともに一番悪く、イワナの餌付けには向

いていないように思われた。他社のEP飼料

との比較が出来なかったので再検討が必要と

思われた。

A区 (30日目)

却

四

回

8

4

0

尾

数

N=印
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W 要 約

1.マス用市販配合飼料を使用し、イワナ稚魚

の餌付け比較試験を行った。

2 .三社 4種の配合飼料を用い、 1区1，500尾、

合計6，000尾で、試験を行った。

3.試験期間中の水温は、 10年平均より 1"'2

℃前後低めであった。

4. EP飼料区の成長、生残が悪く、イワナの

餌付けに向いていないように思われた。

A区 (印日目)
20、 N=由

AV=0.338:!:0.141 
a
u
q
z
u
o
o
a
a
τ
 

唱

i

1
晶尾

数

。
0.10.20.30.40.50.60.70.8 

B区 (印日目)
却、 N=印

AV=O.400土0.146
16 

尾 12

数 8

4 

。
0.10.20.30.40.50.60.70.8 

C区 (60日目)
20， N=印

AV=0.3!掲土0.135
16 

尾 12

数 8

4 

。
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 

D区 (60日目)
却τN=田

AV=O.216:!:0.130 
16 

9

G

O

O

凋
宮

尾

数

。
0.10.20.30.40.50.60.70.8 

図-4 体重組成
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9. イワナ発眼卵放流試験

イワナ発眼卵放流手法の検討

I 目 的

河川最上流部に生息するイワナの放流を容易

にするため効果的な放流技術を確立し、もって

放流数量の増大及び河川に適応した魚の増殖を

図る。

E 調査方法

1 .調査河川

-放流地点

図-1 調査河川の位置及び放流点

表-1 調査区間の概要

河川名 豊橋川水系上ノ谷川

所在地 江沼郡山中町

調 長 さ(m) 1， 450 

平均川幅(叫 4.15 

査 平均勾配 3.21/100 

河川型 Aa-BlJ;移行型

区 概算水面積(rrl) 6，018 

瀬と淵の割合 6 : 5 

間 先住魚 イワナ，ヤマメ，約百

五十嵐誠一・井尻康次

調査河川は図-1に示す動橋)11(ニ級河

川!)水系上ノ谷)11(流程3，350m)とし、調査

区間は表-1に示す長さし450m、概算水面

積6，018rrlの範囲とした。

2.発眼卵

1993年11月4日に採卵したふ化直前の発眼

卵12，200粒を1993年12月 2日から12月3日に

かけて100ppmのアリザリンコンプレクソン(以

下ALC)溶液中に漫潰した後、うち12，000粒を

12月10日に図-1に示す 3カ所に各4，000粒

埋設放流した。埋設方法はトリカノレネット製

ふ化盆を 2枚重ねてその聞に発限卵を収容し、

流出しないようふ化盆を石で固定するととも

にヒモで岸の木または岩に固定した。

なお、残りの発眼卵200粒は対照区として

場内でふ化率を調査した後、稚魚の段階で取

り揚げて標識の確認のために凍結保存した。

3.追跡調査

(1) ふ化状況調査

1994年 1月7日に死卵と発死仔魚の計数

を行い、ふ化状況を調査した。

表-2-1 放流時の流速と水質

放流地r!i. 流 速 水温 pH 導電率 DO 濁度

S t. 1 0.60皿/sec 10.1'C 7.42 0.074mS/cm 10.80略/1 。
S t. 2 0.33血/sec 9.6'C 7.68 0.064皿S/c掴 10.72略/1 。
S t. 3 0.75m1sec 9.6'C 7.64 0.056皿S/cm 10.49略/1 。

表-2-2 ふ化状況調査時の流速と水質

放流地r!i. 流 速 水温 pH 導電率 DO 濁度

S t. 1 0.61m1sec 8.1'C 7.67 0.078mS/c皿 11. 46腿/1 。
S t. 2 0.40mlsec 7.0'C 7.50 0.065mS/c皿 12.20略/1 。
S t. 3 0.72皿/sec 6.9'C 7.53 0.069皿S/cm 12.28略/1 。
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(2) 漁獲調査

1993年 5月11目、 1993年 9月21日、 1993

年11月25日に釣りと電気ショッカーにより

漁獲調査を実施した。

直 結果及び考察

1.放流時及びふ化状況調査時の環境

放流時とふ化状況調査時の流速と水質を表

-2-1'"'-'表-2-2に示す。

2.追跡調査

(1) ふ化状況調査

% 

30 

20 

10 

。

30 

20 

10 

。
5 

1994年 1月 7日に調査した放流地点別の

ふ化状況を表-3に示す。

表一 3 放流地点別のふ化状況

S t. 1 97.0% 

97.1% 

97.4% 

ふ化率は97.0'"'-'97.4%で各地点において

大きな差はみられなかった。また、対照区

においてもふ化率は96.0%で差はみられな

かった。

n 「寸ー・1

10 

1993.9.21 

5 F L 20 

N=3 
AV=12.10 
5= 3.04 

1993.11.25 

N=9 
AV =15. 61 
5= 2.14 

25 

図-2 採補されたイワナの尾叉長組成

30cm 

(2) 漁獲調査

1993年 5月11日ではカジカ 4尾が採捕さ

れ、 1993年 9月21日ではイワナ 3尾、カジ

カ2尾が採捕され、 1993年11月25日ではイ

ワナ 9尾、ヤマメ 2尾、カジカ l尾が採捕

された。

このうちイワナの尾文長組成を図-2に

示す。

11月25日のモード‘は15cmにあり、前年度

にみられた 0+と思われる 10cm以下の個体

は採捕されなかった。

なお、漁獲されたイワナは今後ALC標

識の確認を行うために凍結保存してある。

W 要 約

1 .動橋川水系上ノ谷川の調査区間でALC標

識によるイワナ発眼卵放流試験を行った。

2.調査区間の 3カ所にALC標識を施した発

眼卵各4，000粒をトリカルネット製ふ化盆に

収容して埋設放流した。

また、 200粒を対照区として場内に収容した。

3.放流地点別のふ化状況は各地点において大

きな差はみられず、水温、 pH、DO等の環

境もほぼ同様であった。

また、ふ化状況は対照区ともほとんど差は

なかった。

4.釣りと電気ショッカーを用いた漁獲調査で・

11月に採捕されたイワナの尾文長組成のモー

ド、は15cmにあった。
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10. サクラマス全雌3倍体作出試験

平成5年度調査結果

I 自 的

サクラマスの高成長時の初年度成熟の回避お

よび、成熟の回避による肉質の向上により本県

海面養殖業の発展を図る。

E 材料と方法

1 .倍数化処理条件の検討

(1) 大量作出試験

倍数化処理を行うに当たって卵を収容す

る容器について検討した。

供試親魚:森池産系サクラマス親魚雌7尾、

性転換雄魚 3尾。

収容容器:ネット型(容積約30-'1) 

収容卵数:1区あたり3，000"-'10，000粒

処理条件:媒精後10'Cで10分間吸水し28'Cで20

分間または、26'Cで40分浸潰した。

(2) 処理条件に関する検討

供試親魚:森系サクラマス雌20尾、性転換雄

3尾を用いた。

媒精方法:受精後5分間静置した後寵型容器

に収容し、更に受精後10分後まで

環境水中で原水させた。

処理条件:受精後10分間吸水させた卵を26'C、

28'Cの各温度について漫潰した後

環境水中に戻した。

2.性転換技術開発試験

1988年に第2極体放出阻止法により作出し

た雌性発生サクラマスを用い、ホルモン処理

(瞬化から浮上まで10μg/rnflホルモン溶液

に浸潰、浮上後0.5ppmの割合で餌料中に混入

増田泰隆※.井尻康次

し瞬化後60日まで与える〉の開始時期を幣化

直後から浮上まで 1週間単位でずらして作出

した 5区の偽雄サクラマスの内精子の搾出が

可能な魚を用い、そのそれぞれについて倍数

化処理を行った。

処理条件:雌魚から採卵した卵を等調液(0.9%

NaC-'1 )で洗卵後、水温10'Cで媒精し

処理条件は28'Cで20分に統ーした。

3. 4倍体作出条件に関する検討

供試親魚:森系サクラマス雌28尾、性転換雄

5尾を用いた。

受精後5分間静置した後、各区ご

とに龍型容器に収容し処理開始ま

で環境水中で吸水させた。

このとき環境水の水温は14.2'Cで

あった。

倍数化処理条件

:積算温度 50"-'100'cの聞で加圧機

用い 650kg/ CIII 6分間の加圧処理

を行った。

また第2試験として温水処理によ

る方法を試みた。

始めに20'Cの温水に 5分間漫潰し

た後すぐに28'Cまたは30'Cの温水

に30分間漫潰するものとした。

E 結果及び考察

1 .倍数化処理条件の検討

(1) 大量作出試験

処理そのものによる減耗は少なかったも
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のと思われる。

また、倍数化率についてはお℃で行った

試験区についてはサンプルとして抽出した

各30尾がすべて 3倍体であった。

(2) 処理条件に関する検討

今回の試験において良好な発生率を示し

たのは280Cで処理した場合で、あり、これら

の中でも20分間の処理はもっとも良好で

あった。

一方、倍数化率についても26'(40分、 28

'(20分を中心として30尾中での値ではある

が100%近い値であった。

これらのことから、大量作出試験の結果

と併せて、森系サクラマスの第 2極体放出

阻止条件については、これらの条件がもっ

とも良好な作出効率を示すものと思われる。

2.性転換技術開発試験

今回のホルモン処理の条件では瞬化後3週

間以前に投与を開始した場合、精子にかなり

の悪影響が見られた。

しかしその原因についてはホルモンの投与

量の過多によるものか投与時期によるものか

は明らかでなくこの点についての検討を要する。

3. 4倍体作出条件に関する検討

受精卵を実体顕徴鏡で観察したところ積算

温度70'(・h"'80'(・hにかけて第 1卵割が

進行完了する様子が観察された。
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また、解化率のピークは昨年度の場合、加

圧処理では600C・hと900C • h、温水処理で

は500C・h、70"'80'(・h~，こ見られ正反対の

結果となっていたが今年度は特に違いはな

かっナこ。

この理由については不明であるが、昨年度

は第 l卵割の進行する時刻では温水処理のほ

うが良好な生残率を見せている一方で、実擦

の4倍体魚の出現率は加圧処理の60'(・hと

90'(・hにおいてかなりの高率で見られるの

に対して、温水処理においてはいずれも低率

であったことから、温水処理における生残率

が良好であったのは倍数化処理条件が穏やか

であったことが原因と考えられたため、今年

度においてはより高い温度での処理について

検討したことにより処理強度が上がったため

と思われる。

なお、倍数性の確認については今回の作出

魚を 4倍体からの 3倍体生産試験に利用する

ため採血および染色体標本などをさけ、核小

体の観察による確認に止めた。

※ 現 在 石 川 県 水 産 課

[報告書名一一平成 5年度地域バイオテクノロ

ジ一実用化促進開発事業報告書、石川県、

1994年 7月]



11. 異質 3倍体作出試験

サクラマスとニジマスを用いた異質 3倍体魚の作出

目 的

石川県におけるサケ科魚類の海面養殖は、主

としてギンザケとサクラマスについて行われて

いるが、近年ギンザケの価格は低下傾向にあり、

これに変わる養殖用種苗としてサクラマスやマ

スノケが用いられている。

しかし、石川県沿岸においては、これらの適

水温における期間は短く商品サイズは小型にな

りがちである。

この欠点を補い飼育期聞を延長しつつ硬病性

の向上を目的とするため本年度は、海中養殖用

種苗の淡水飼育期間の短縮と肉質の改善を目的

とした異質 3倍体の作出試験として、サクラマ

スの成長および抗病性の向上と高水温耐性の改

善を目的に、サクラマスの卵にニジマスの精子

を媒精した異質 3倍体について検討する。

E 材料と方法

1 .供試魚

養殖研究所日光支所より搬入したドナルド

ソンニジマス雌 3尾、当場で継代した森池産

系サクラマス雄 9尾を用いた。

2.試験区

10"Cで媒精後10分に28"Cの温水に15分、 20

分、 30分浸潰した区(以下処理区〉と高温処

理を行わなかった区(以下雑種区〉を設けた。

また対照区としてニジマス同士、サクラマ

ス同士の交配による無処理区(以下対照区 l、

2)を設けた。

増田泰隆・井尻康次

3.生残率

発限時に計数し生残率を求めた。

E 結果及び考察

対照区 l、処理区及び雑種区においては発眼

卵は見られなかった。

この原因としては対照区の発眼卵の卵割が進

行していないこと、サクラマス同土の対照区は

瞬化していることからニジマスの卵質が不良で、

受精しでも発生しなかったものと考えられる。

次年度は残存した親魚を当場において養成し

選別により最適な採卵時期に試験を実施するこ

とが必要と考えられる。
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12. マロン予備飼育試験

目 的

志賀町で実験飼育が行われているオーストラ

リア産淡水ザリガニ「マロンJ(Coregonus 

peled)の予備飼育試験を実施して養殖振興のた

めの基礎資料を得る。

E 調査方法

1 .供試魚

1991年に志賀町淡水魚養殖研究会から提供

を受け、その後当場で飼育した 2+マロンを

用いた。

2 .産卵試験

1993年12月20日から1994年 7月9日にかけ

て1.7 t長円型FRP水槽に河川水に 5%人

工海水を添加して総硬度を100前後に調整し

た止水区を設け、雌 6尾(平均体重:75.7 g)、

雄 8尾(平均体重:103.3 g) を収容して

水温調節による産卵試験を行った。

水温調節の方法は、試験開始時のヒーター

設定水温を15'Cにした後、試験開始 7日後の

℃ 
24 

10 
111 

五十嵐誠一・横西哲

12月27日に14'C、 15日後の 1月4日に13'C、

19日後の 1月8日に12'C、 21日後の 1月10日

に11'Cに下げた。そして一定期間固定した後

に、設定水温を45日後の 2月3日に12'C、 48

日後の 2月 6日に13'C、 70日後の 2月28日に

14'Cに上げて以後は固定した。

餌はアマゴ育成用配合飼料を給餌率 1%で

2日に一回適量を、人参・サツマイモ、ミミズ

を原則として週に一回与えた。また、水槽の汚

れに応じて適宜底掃除及び水換えを行った。

E 結果及び考察

試験期間中の水温の変化を図ー 1に示した。

試験開始119日後の 4月18日に底掃除を行っ

た際に雌2尾が抱卵しているのを確認したので

以後は底掃除は行わず安静にした。その後、

134日後の 5月17日に稚ェピが親離れしてキン

ランに付着しているのを確認し、試験終了時の

7月9日に親マロンとふ化稚エピを別水槽に分

離した。

J/l 

6/1 7/1 

図-1 水温の変化
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13. コレゴヌス (Coregonuspeled)予備飼育試験

自 的

県内の淡水養殖は、マス類(イワナ等〉が主

体となっており、養殖業者も種苗生産から販売

まで習熟に来ている。今後さらに内水面養殖の

振興を計るために、新魚種として「コレゴヌ

スJ(Coregonus peled)の予備飼育試験を行っ

た。

H 調査方法

1 .稚魚養成試験

( 1) 供試魚

1992年12月 3日山形県内水試より 0+稚

魚250尾を導入し飼育した。

2.発眼卵ふ化育成試験

(1) 供試卵

1993年 2月23日山形県内水試より、発眼

卵 5万粒を譲り受けた。

(2) 発眼卵の略歴

①1992年12月25日採卵 2 +親魚より

②1993年 1月28日発眼開始

③1993年 2月10日検卵

④発限率 56.4% 

⑤ー粒重 0.008 g 

⑥発限卵数 50，000粒

直 結果及び考察

1 .稚魚養成試験

(1) 移送

。+稚魚250尾をビニール袋酸素詰めで 8

時聞かけて移送した。放養時のへい死尾数

は10尾で、かなり弱っている魚が数尾見ら

れた。翌日の朝までのへい死数は20尾で
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あった。平均尾文長7.3cm、平均体重3.3g 

であった。

(2) 給餌

ヤマメ、イワナよりも口が小さいのでー

サイズ下のマス用配合飼料を与えた。最初

手まきで給餌したが、餌食いが鈍いので自

動給餌機を使い 1日6回給餌した。

(3 )成長

1993年 2月18日魚体測定

平均尾文長10.4cm、平均体重10.9g 

4月19日計数 計225尾 生残率90%

8月 9日 へい死魚 2尾

尾叉長15.2側、魚体重35.8g 

尾文長15.4cm、魚体重45.8g 

1994年 3月28日計数 計203尾

生残率81.2%

1994年12月中旬頃より採卵のため、継続

飼育中。

2.発眼卵ふ化育成試験

(1) 収容槽

山形県内水試では卵の収容に「ふ化瓶j

を使用しているが、高価なため原理のよく

似た「ハッチングジャー」を使用した。

ハッチングジャーはふ化後すぐ餌付けでき

るように、マス用餌付け槽の中にセットし

た。

(2) ふ化開始

3月25日'"'-'31日でふ化した。ふ化率70'"'-'

80% 

(3) 飼育水温

ふ化までの飼育期間中の水温は、平均

5.7"Cで最高水温は7.7"C、最低水温は3.8



℃であった。コレゴヌスの卵は、 5 'C以下

のなるべく低い水温で飼育した方が良いと

言われているが、発眼卵においては 7'Cで

も飼育可能と考えられた。

(4) 餌付け

4月 1日より餌付けを開始した。初期餌

料としてアノレテミア養成を 1日2回給餌し

た。アノレテミアには海産クロレラの栄養強

化を行った。給餌量は300万個/日与えた。

アルテミアは60日間給餌した。餌付け 1週

間後よりアユ用初期飼料を 1日6"-'7回

5 "-'60 gをフードタイマーで給餌した。

(5) 選別

(7) 魚病

コレゴヌスの病気で一番問題になるのは、

せっそう病と思われた。抗生物質の投与で

治療はできるが、耐性菌が出現すると治療

がやっかし、になると思われる。また、コイ

と同じような環境で飼育可能なため寄生虫

(ウオジラミ、ダ、クチロギロス等〉による

へい死が見られた。鱗が荒く脱落し安いた

め、選別、移動によるスレから水カピ病に

よるへい死が出やすく思われた。選別、移

動後は水カピ予防のためマラカイトグリー

ン0.5ppm60分間の滴下浴を行った。

7月 8日に 3mm目あいの選別機で選別し

た。大の平均が0.84g、小の平均が0.32g

であった。選別時の水温は15'Cで、山形内

水試によると選別、移動のできる上限で

あった。選別後大の餌をマス用 1号に切り

替えた。

N 要 約

(6) 池出し

11月 5日に外のマス養成池に出した。尾

数は約8，000尾で、ふ化仔魚からの歩留ま

りは約23%であった。減耗の原因は餌付け

当初の初期減耗と、 6月中旬頃のせっそう

病によるへい死が主であった。
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1 .マス類(イワナ〉に替わる新魚種としてコ

レゴヌスの稚魚と発眼卵を、山形内水試より

導入し試験を行った。

2.稚魚においては l年後の生残率が81.2%で、

成長も順調であった。

3.発限卵はふ化が70"-'80%で、 7カ月後の生

残率が23%で8，000尾であった。

4.発眼卵は水温が 5"-' 7 'Cでも飼育可能で

あった。

5.コレゴヌスの病気としては、せっそう病と

寄生虫症が見られた。



14. 内水面養殖業における魚病発生及び被害状況

増 田 泰隆

内水面養殖業の現状

魚種別養殖経営体及び生産量を表-1、市町村別養殖経営体数を表-2に示した。

表-1 魚種別養殖経営体及び生産量

魚種 経営体数 生産量 生産額

ニジマス 9 1， 500 1， 800 

イワナ・ヤマメ 1 8 31， 043 50，789 

アユ 1 。 。

コイ 8 3， 000 1， 200 

ウナギ 2 18， 000 25，000 

カジカ 5 113 562 

計 2 1 53‘656 79， 351 

本県における内水面養殖業は手取川水系・大聖

寺川水系・犀川水系・浅野川水系を中心とした加

賀地区に集中している。

養殖魚種は、イワナ・ヤマメを主体とする在来

マス、ニジマス、アユ、コイ、ウナギ、カジカで

イワナ養殖を行っている経営体が最も多く、ウナ

ギ養殖経営体が最も少ない。

ここ数年の生産は、 1987年度が 193，877kg ・

264，446千円、 1988年度が 104，082kg・147，334千

円、 1989年度が114，265.5kg.199，335千円、 1990

年度が 164，390kg ・240，225千円で1990年度は、

1987年度に継いで多くなっている。

表ー 2 市町村別養殖経営体数

市町村名 経営体数 市町村名 経営体数

金 沢 市 4 吉野谷村 l 

小 松 市 1 鳥越村 2 

山中町 4 尾口村 2 

寺 井 町 l 白峰村 1 

辰 口 町 I 津 幡 町 I 

鶴来 IIIJ 1 輪島市

河 内 村 l 計 2 1 

E 内水面養殖場(業者)における魚病発

生状況および対策

1990年 l年 l月から12月までの魚病発生状況

を、巡回・持込み・聞き取り等により調査し

た。

魚種別に見た被害状況を表-3に、魚病別被

害状況を表-4に示した。

5月から 7月にかけて、イワナ・ニジマスに、

金沢・手取)11・加賀の各地区において細菌性

偲病が、 4月下旬から10月下旬にかけてはせっ

そう病が確認された。特に、夏期の高水温のた

めかイワナにせっそう病が多く発生した。分離

されたせっそう病細菌は、オキシテトラサイク

リン・オキソリン酸に薬剤感受性が見られた
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表-3 養殖魚種別被害状況 表-4 魚病別被害状況

魚種 経営体数 被害量 彼害額 魚病名

kg 千円

イワナ 1 1 783 2. 547 ピプリオ病

ヤマメ(7マJ') 4 210 420 細菌性偲病

アユ 1 150 450 せっそう病

ウナ ギ 2 3. 000 2. 000 パラコロ病

カジカ l 2 10 蛇ぐされ

計 1 5 4. 148 5. 427 計

が、感受性は弱くこれらの薬剤の投薬効果も余

り見られていない。

アユではピブリオ病が出ているが、短期蓄養

のためか被害はわずかであった。

コイでは偲ぐされとまっかさ病がわずかに発

生したほか、搬入直後から 4"-'5日の聞に大量

艶死した事例もあったが魚病によるものかど

うか不明であった。

ウナギではパラコロ病と腿ぐされ病の合併症

による被害が大きくなっていた。

カジカではギロダクチノレス症とせっそう病が

見られたが、薬剤感受性試験の結果では、スノレ

ファモノメトキシン、スルフイソキサゾール、

チアンプェニコーノレ、オキソリン酸、テトラサ

イクリンすべてに感受性が見られた。

魚種別の被害状況を見ると、被害量はウナギ

が最も多く、次いでイワナ・コイとなってい

る。また、被害額ではウナギ・イワナ・カジカ

の順に多くなっている。生産量・生産額に占め

る被害率は全体ではそれぞれ、 3.9%・3.4%と
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発生した 被害量 彼害額 発生のあった魚種

経営体数 kg 千円

1 150 450 アユ

4 。 。イワナ

1 1 998 2. 977 イワナ、ヤマメ、カジカ

1 2. 000 1. 000 ウナギ

2 1. 000 1. 000 ウナギ、コイ

1 5 4. 148 5. 427 

なっているが、コイとカジカではいずれも高く

なっており、逆にアユでは低くなっている。

この原因としては、コイは魚種別で述べた大

量発死による影響が大きく、カジカは新たに

せっそう病による被害が出てきたためと思わ

れる。

ここ数年の被害状況は、 1986年度が7，477kg・

9，377千円、 1987年度が5，934kg. 8，497千円、 1

988年度が4，282kg・6，790千円、 1989年度が

3，773kg . 7，267千円とやや減少する傾向が見

られていたが、 1990年度は、コイの大量艶死

(3，000kg・1，500千円〉の影響で、 6，683kg・

8，520千円と多くなった。



E 水産用医薬品使用状況

養殖業者からの、聞き取り等による各魚種ご

との医薬品の使用状況を表-5に示した。

総合計では、 1987年度が4，576千円、 1988年

度がし530千円、 1989年度が1，311千円、 1990年

度が1，608千円と 1987年度以降は減少しその後

横ばいの傾向にある。内訳で最も使用経費が多

いのは、イワナ・ヤマメ等の抗菌性水産医薬品

となっている。

表-5 医薬品使用状況(千円)

W 魚病ワクチンについて

現在使用が認可されている魚病ワクチンは、

ニジマスのピブリオ病ワクチンとアユのピブ

リオ病ワクチンの 2種である。魚病ワクチンの

使用に当たっては使用指導書の交付が必要で

あるが今年度も養殖経営体からの交付申請は

受けていない。この理由として、ニジマス・ア

ユともに養殖を行っている経営体が少ないこ

と、ピブリオ病による被害量が少ないこと、ワ

クチンにかかるコストや手間が大きいことが

挙げられる。

抗菌性水産医薬品 ソH/水産医薬品 水産用医薬品以外の薬剤

魚種 合 計

抗生 合成 消 毒 剤 餌料添

サル77剤 物質 抗菌剤j 駆虫剤 栄養剤 本ルマリy 化 物 塩

在来マス 22 347 88 。 。 。 2 10 469 

ニジマス 2 。 。 。 。 。 。 2 

ウナギ 。 70 。 。 。 。 。 70 

カジカ 。 。 。 。 。 。 2 

計 24 418 89 。 。 。 2 10 543 
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15. 平成 5年度養魚指導状況について

本年度、当場で、行った養魚指導の概要は下記の

とおりであった。

対象魚種等では、カジカに関することがもっと

も多く、特に個人やマス類の養殖業者がこれから

内容

対 象魚 種等

養殖 増殖 魚病 全般

カジカ 1 8 3 1 

イワナ 2 1 1 

ヤマメ 4 

コイ 1 

アユ 1 

ウナギ 2 

淡水エビ 4 

内水面全般 2 

合計 2 4 3 2 0 2 

注.内容については重複するものも有る

増 田 泰 隆

カジカ養殖を行いたし、とし、う例が多かった。

魚病については養殖業者からの問い合わせが多

くなっている。

(単位:件)

対象者

一般 報道 養殖 漁協 公的 法人

者 関係 業 者 機関

1 8 1 1 2 

2 1 1 

4 

1 

1 

2 

1 3 

1 1 

2 0 1 2 3 2 。 3 
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N 観測 資 料



石川県内水面水産試験場水温表

(1993年 4月-1994年 3月〉 (Oc) 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

8.3 9. 6 13. 6 13. 5 17. 7 17. 2 14.4 12.2 11. 5 7. 1 4.9 5.0 
2 7.2 9.7 14.4 13. 7 17. 5 17. 2 14. 1 11. 1 8. 6 7.2 5. 5 5. 1 
3 7.2 9.9 14. 7 14. 0 17.4・ 17. 2 13.7 11. 3 10.9 7.7 4.5 4.4 
4 8. 0 10. 6 13.3 13. 7 16. 7 19. 1 14. 3 10. 1 10. 1 7.7 5. 1 5.0 

6.8 11. 6 12. 3 13. 9 16.8 16. 7 13. 9 10. 9 9.5 7. 1 5.3 4. 8 
5.9 10. 8 12. 0 13. 8 17.3 15. 0 12.3 10. 6 9. 1 6. 9 5.5 4.3 

7 5.5 10. 8 12. 3 14.4 17. 0 16. 1 13. 1 12. 3 9.0 6.2 5. 6 4.4 
8 6.3 10. 9 12. 9 14. 7 17.5 16. 9 14. 0 11. 4 8. 3 5.5 5.5 6.0 
9 5.6 12.0 13. 3 15.4 17.4 16.2 13. 6 10. 3 9.4 6. 1 6. 4 6. 4 
10 5.0 11. 3 13. 0 16. 0 17. 5 16. 0 13. 9 8. 6 8.5 5. 8 5.8 5.5 

上旬合計 65.8 107.2 131. 8 143. 1 172.8 167.6 137.3 108.8 94.9 67.3 54. 1 50. 9 
平均 6.6 10. 7 13. 2 14. 3 17. 3 16. 8 13. 7 10. 9 9.5 6. 7 5.4 5. 1 

11 5.2 10.5 13.4 15. 3 18. 2 15.8 13. 7 10. 9 10. 1 5. 7 4. 9 5.7 
12 5. 7 11. 3 12. 7 15. 2 16. 3 15. 8 13. 1 10. 7 9.3 6. 4 3.4 6. 1 
13 5. 5 12. 6 15. 1 15. 1 16. 1 16. 0 14. 6 12.6 9.4 5.7 3. 4 5.6 
14 5.8 11. 2 15. 9 15.5 17. 2 16.8 13.2 13.2 9.6 5. 3 3.8 4. 7 
15 7. 1 10. 5 15. 8 14.4 16. 9 15. 5 12. 1 12. 5 8.3 4.4 3. 4 5. 1 
16 7. 1 9.9 15. 5 14. 1 15. 8 15. 7 12. 8 10. 5 7. 1 3.2 4. 6 4. 8 
17 7.9 10. 9 15.4 14. 5 17. 9 15. 7 13.3 10. 8 7.8 5. 8 4.5 5.3 
18 9.2 11. 8 15. 9 15. 0 15. 7 17.2 13.2 12.4 6. 1 7.3 3. 8 4.9 
19 8.8 11. 4 16. 9 14. 7 15. 8 15. 8 12. 5 12. 1 6.9 5.2 3. 8 4.5 
20 9.4 11. 7 14. 9 14.3 16.3 14. 6 11. 1 11. 0 7. 1 4. 0 5.3 5.6 

中旬合計 71. 7 111. 8 151. 5 148. 1 166. 2 158. 9 129. 6 116. 7 81. 7 53.0 40. 9 52. 3 
平均 7.2 11. 2 15. 2 14. 8 16.6 15. 9 13.0 11. 7 8.2 5. 3 4. 1 5.2 

21 10.0 12. 3 14. 6 14. 7 16.4 14. 5 11. 6 13.4 7.8 4.9 6. 1 5. 3 
22 11. 4 12. 6 14. 5 14.8 16.6 14.5 11. 6 11. 7 7.3 4. 2 5. 9 4. 7 
23 11. 1 12.4 15. 2 15. 0 15. 9 15. 2 11. 3 10. 9 5.7 3. 5 5. 8 6. 1 
24 12.8 11. 3 14. 5 15. 5 16. 0 15.4 11. 2 10. 4 6.9 2.0 4. 7 6. 2 
25 9.9 12. 3 14. 5 16. 5 16.5 14. 3 11. 0 10.3 7.2 3. 4 4. 8 4. 8 
26 9.0 12. 9 15. 3 17. 2 16. 7 13. 8 10. 6 9. 9 7.2 4.0 5. 2 5. 1 
27 10. 3 10. 7 15. 1 17. 6 17. 0 13. 8 9.9 11. 0 8.5 5.7 2.7 5. 3 
28 10.2 11. 2 15.0 18.8 16. 7 13.4 8.5 10. 1 8.2 5.7 4.9 5.9 
29 9.9 12. 1 15. 0 18.2 16. 1 14. 6 10. 1 9.2 7.5 4. 3 6. 1 
30 10. 6 13. 3 13. 6 18. 6 16. 3 15. 6 13. 6 8.4 6. 1 4.0 5.7 
31 13.5 18.3 16.4 12.6 8.5 4. 3 6. 1 

下旬合計 105. 2 134.6 147.3 185.3 180. 6 145. 1 122.0 105. 3 80.9 46.0 40. 1 61. 3 
平均 10. 5 12.2 14.7 16.8 16.4 14. 5 11. 1 10. 5 7.4 4. 2 5. 0 5. 6 

1ヶ月合計 242.7 353.6 430.6 476.4 519. 6 471. 6 388. 9 330. 8 257.5 166.3 135. 1 164.3 
平均 8. 1 11. 4 14.4 15.4 16. 8 15.7 12.5 11. 0 8.3 5.4 4. 8 5.3 
最高 12. 8 13. 5 16. 9 18. 8 18. 2 19. 1 14. 6 13.4 11. 5 7. 7 6.4 6.4 
最低 5.0 9.6 12. 0 13. 5 15. 7 13.4 8. 5 8.4 5.7 2.0 2. 7 4. 3 
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1 . サケ親魚の回帰資源調査

(1 ) 手取川水系の親魚回帰調査

1 .目的

昭和53年度から実施してきたサケ増殖事業も

16年目を迎え、手取)11水系も母川として確立し

つつあり、本州日本海側においては有数のl万尾

以上のサケが遡上する河川として定着してきた。

サケ増殖事業を更に効果的に推進するため、

事業河川として日本海側に南限に位置している

木県に適した系群を造成し定着させていくこと

により資源の増大、かつ安定化を図るため昨年

に引き続き本年も回帰親魚調査を実施した。

報告に先立ち、親魚の採捕に協力を戴いた財

団法人石川県漁業振興会に感謝の意を表する。

桶田浩司・魚住昭文※・北川裕康

(2) 採捕魚の性別、鱗による年齢査定、尾叉

長、体重測定並びに標識の有無を調査

図-1 ウライ設置位置

II.調査方法

1 .調査期間 1993年 9月'"'-'1993年12月
ill.調査結果及び考察

2.採捕方法

手取川本流では河口より 0.9km上流の主流

に図-1のとおり塩化ビニール性ウライを設

置し捕獲槽で採捕するとともにウライの下流

部で流し網等によっても採捕した。

(T/S) 
100 

塩化ビニール性ウライの規模は第一ヤナ70 80 

m(捕獲槽 2個〉、第二ヤナ伽(捕獲槽 l個〉 ;: 

である。 50

また、手取川支流の熊田川を遡上した親魚 40 

については、親魚導水路を通じ場内の親魚池 20 

に回帰したものを採捕した。 10

3.調査項目

(1) 手取川の水量

手取川七ヶ用水管理組合の観測記録に基

づく

-61-

1 .手取川下流域の流水量

1993年10月から12月15日までの流水量を図

-2に、 1983年から1992年までの旬別平均流

水量及び1993年の流水量を図-3に示した。

21 12月 1 11 21 

図-2 手取川下流域の目別流水量('93)
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図-3 手取川下流域の旬別平均流水量

2.親魚の採捕

本年の回帰親魚の採捕は、手取川本流(以

下「手取川j という。〉では、 10月 1日かに12

月16日までの77日間に5，880尾、手取川支流

の熊田川から場内に回帰しての採捕〈以下

「熊田JlIJという。〉は、 10月11日から12月14

日までの65日聞に2，630尾の合計8，510尾と昨

年度を若干上回ったものの、本年度回帰主流

群である平成元年級群が放流された春先の本

県沿岸及び日本海における海水温が例年と比

較してやや高めに推移したことから、放流さ

れた稚魚の生育環境の悪化により減耗したの

が影響したものと考えられた。

表-1 手取川水系における探捕尾数の推移

単位:尾

副~ 56 57 58 59 60 

取手
手取川 566 1，632 3，786 2，574 1，471 

熊田川 186 268 2，936 460 372 
JII 

北 JiI 52 
水系

合計 752 1，900 6，774 3，034 1，843 

ぷト~隻 61 62 63 7c 2 

取手
手取川 4，383 6，523 6，607 5，958 6，924 

熊田川 1，401 1， 762 5，750 3，293 5，474 
JII 

北 JII
水系

合計 5，784 8，285 12，357 9，251 12，398 

副ト¥生 3 4 5 

手取
手取川 10，314 5，888 5，880 

熊田川 4，269 1，139 2，630 
JiI 

北 JII水
系 合計 14，583 7，027 8，510 
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図-4 河川別採捕比率の推移

手取川水系におけるサケ採捕実績は表-1 

に示すとおりであり、昨年(1992)7，027尾若

干上回った結果であった。

手取JIIと放流河川である熊田川の採捕比率

は表-2及び図ー 2に示すとおり、手取川

69.1%、熊田川30.9%とほぼ例年並となった。

これは、採捕期間中の流水量が昨年と比較

して少ないながらも安定していたものと考え

表-2 河川別採捕比率の推移 単位:%

ぷト之 60 61 62 63 7G 

手取川 79.8 75.7 78.7 53.5 64.4 

熊田川 20.2 24.3 21.3 46.5 35.6 

お卜¥全 2 3 4 5 

手取川 55.8 70.7 83.8 69.1 

熊田川 44.2 29.3 16.2 30.9 

表-3 漁具別の採捕状況
単位上段・尾

下段 % 

河古i---年 60 61 62 63 7c 

ウライ
1，051 629 917 2，773 3，396 

手取川
57.0 10.9 11.1 22.4 36.7 

涜し網等
420 3，734 5，606 3，834 2，562 
22.8 64.8 67.7 31.0 27.7 

計
1，471 4，363 6，523 6，607 5，958 
79.8 75.7 78.8 53.4 64.4 

熊田川 親魚池
372 1，401 1，762 5，750 3，293 
20.2 24.3 21.2 46.6 35.6 

メ口弘、 計
1，843 7，607 8，285 12，357 9，251 
100.0 100.0 100.。100.0 100.0 

元iii---ー年 2 3 4 5 

ウライ
5，536 10，139 2，193 3，526 
44.6 69.5 31.2 41.4 

手取川
175 3，695 2，354 

流し網等
1，388 
11.2 1.2 52.6 27.7 

計
6，924 10，314 5，888 5，880 
55.8 70.7 83.8 69.1 

熊田川 親魚池
5，474 4，269 1，139 2，630 
44.2 29.3 16.2 30.9 

i口L 計
12，398 14，583 7，027 8，510 
100.0 100.0 100.0 100.0 



られる。

手取川における魚具別採捕状況は表-3

に示すように塩化ビニーノレ性ウライ 41.4%、

3，526尾、流し網27.7%、2，354尾であった。

その他の河川におけるサケの採捕は、犀川

での金沢市が行った調査による採捕があり、

雌47尾、雄61尾の合計108尾であった。

3.遡上時期

手取川及び熊田川におけるサケ親魚の年齢

別性別日別の採捕状況を表-5に、河川別性

別日別の採捕状況を図ー 5に示した。

一方、河川内での採捕は、 10月下旬2，329

尾 (27.4%)、11月上旬3，024(35.5%)、11月

中旬1，951尾 (22.9%)と昨年に引き続き 3

旬にわたっての山型となった。

4.年齢組成と性別

採捕した8，510尾の年齢組成は表-4に示

すように、 2歳魚25尾 (0.3%)、 3歳魚

4，062尾 (48.0%)、4歳魚3，872尾 (45.8%)、

5歳魚468尾 (5.5%)、6歳魚31尾 (0.4%)、

不明魚52尾であった。

本年も、 3及び 4歳魚中心の回帰であった

が 3歳魚の比率が若干増加したのと、本年度

初回帰となる 2歳魚が極端に少なく次年度以

降の回帰資源の減少が憂慮される。

年齢査定のできた3，618尾の雌の年齢構成

は、 2歳魚0.0%、 3歳魚41.2%、 4歳魚

51.3%、 5歳魚7.1%であった。

表-4 年齢別探捕尾数 単 位尾

言台ベ空 雌 t世 i二〉3、 言十

2歳魚 1 ( 0.0) 24 ( 0.5) 25 ( 0.3) 

3歳魚 1，489 (41.2) 2，573 (53.2) 4，062 (48.0) 

4歳魚 1，857 (51.3) 2，015 (41.6) 3，872 (45.8) 

5歳魚 258 ( 7.1) 210 ( 4.3) 468 ( 5.5) 

6歳魚 13 ( 0.4) 18 ( 0.4) 31 ( 0.4) 

小計 3，618 ( 100) 4，840 ( 100) 8，458 ( 100) 

不明 22 30 52 

i仁〉3、 三ロt3，640 4，870 8，510 
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5.魚体測定

手取川水系で採捕された8，510尾のうち魚

体損傷、年齢不明魚を除いた8，143尾の測定

結果を表-6、図-6に示した。全測定魚の

平均尾文長及び体重は646mm、2，840gで、雌

は642mm、2，770g、雄で、は649mm、2，900gと

なっている。

また、年度別の年齢別平均尾文長及び平均

体重を表-8、図-7・8に示した。

尾文長及び体重を前年と比較すると各年齢

においてもほぼ同様であった。

昭和53度年から平成 4年度までの平均値と

比較すると 2歳魚では尾文長で5.0%、体重

で22.7%、 3歳魚は尾叉長で1.0%、体重で

7.3%、4歳魚は尾文長で0.6%、体重で2.8%、

5歳魚は尾文長で2.4%、体重で5.2%、6歳

魚は尾叉長で1.1%、体重で3.6%それぞれ上

回っていた。

6.年級群別回帰率

手取川水系における放流尾数と回帰親魚の

年齢別採捕状況を表-7に示した。

本年回帰対象年級群は、昭和62年級から平

成 3年級群の 6"'2歳魚である。

3年級群 (2歳魚〉は本年が初回帰の群で

あり、手取川水系への回帰は25尾(年齢不明

魚を按分した尾数を加算。以下向じ〉で単年

河川回帰率は0.0003%で61・62年級群を大き

く下回り本事業開始間もない昭和57年級群以

来の低い率であった。

また、これに推定沿岸回帰尾数(主要漁業

協同組合に採鱗を委託し、年齢査定を行いこ

の構成比を沿岸漁獲尾数に乗じ算出)15尾を

加えると40尾となり本県に来遊した 2歳魚と

しては、過去最低の水準であった。
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2年級群 (3歳魚〉の手取川水系への回帰

は4，087尾で単年河川回帰率は0.057%であっ

た。これに推定沿岸漁獲尾数2，974尾を加え

ると7，061尾となった。

元年級群 (4歳魚〉の手取JII水系への回帰

は3，896尾で単年河川回帰率は0.075%であっ

た。これに推定沿岸漁獲尾数3，219尾を加え

ると7，115尾であった。

63年級群 (5歳魚〉の手取川水系への回帰

は471尾、推定沿岸漁獲尾数813尾であった。

回帰の終了する62年級群 (6歳魚〉の回帰

は31尾であり、 63年からの総河川回帰尾数は

17，116尾で河川回帰率は0.329%となり本事

業開始以来初めて0.3%を超える結果となっ

Tこ。

推定沿岸漁獲尾数と合わせて31，392尾とな

り全体回帰率は0.604%と昭和56年級群

(0.671%)以来の高回帰率となったが、放流

尾数が百万尾以上の群では初めて0.6%を超

えた。

※ 現在石川海区漁業調整委員会事務局

表-6-1 親魚年齢別、雌雄別、平均尾叉長、体重(全体， 93) 

年 齢

性 別| ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 

測定 尾数

平均尾叉長 560 540 609 616 659 679 705 727 742 764 642 649 

最 低 560 487 480 458 516 523 610 614 692 685 480 458 

最 高 560 632 743 787 796 805 832 830 798 868 832 868 

平均尾叉長 541 613 669 715 755 646 

最 低 487 458 516 610 685 458 

最 高 632 787 805 832 868 868 

単位 :g

平均体重 1，880 1，640 2，330 2，430 2，970 3，320 3，720 4，170 4，590 4，920 2，770 2，900 

最 低 1，880 820 880 780 1，190 1，230 1，740 2，070 3，180 3，230 880 780 

最 I局 1，880 2，900 4，400 6，580 8，800 6，920 6，580 6，830 5，580 8，320 8，800 8，920 

平 均体重 1，650 2，390 3，150 3，920 4，780 2，840 

最 低 820 780 1，190 1，740 3，180 780 

最 高 2，900 6，580 8，920 6，830 8，320 8，920 
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表-6-2 親魚年齢別、雌雄別、平均尾文長、体重(手取川， 93) 

年 齢

'性 別| ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 

測定尾 数

単位 :mm

平均尾叉長 535 613 622 662 681 710 727 733 764 649 656 

最 低 487 484 471 516 524 610 614 692 685 484 471 

最 高 632 743 787 796 800 832 830 798 868 832 868 

平均尾叉長 535 619 673 718 754 653 

最 低 487 471 516 610 685 471 

最 情1 632 787 800 832 868 868 

単位 :g

平 均体重 1，610 2，320 2，510 2，960 3，370 3，730 4，190 4，230 5，∞o 2，剖O 3，020 

最 低 820 910 910 1，190 1，230 1，740 2，070 3，1剖 3，230 910 820 

最 両 2，900 4，130 6，580 5，810 8，920 6，回O 6，830 5，080 8，320 6，580 8，920 

平均体重 1，610 2，450 3，190 3，96。 4，750 2，930 

最 低 820 910 1，1叩 1，740 3，180 820 

最 両 2，900 6，580 8，920 6，830 8，320 8，920 

表-6-3 親魚年齢別、雌雄別、平均尾文長、体重(熊田川， 93) 

年 齢

性 }3IJ I ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 

測定尾数

単位:mm 

平均尾叉長 560 554 603 605 652 669 693 725 756 757 630 629 

最 低 560 524 480 458 524 523 628 615 738 757 480 458 

最 高 560 600 728 726 790 805 776 795 770 757 790 805 

平均尾叉長 554 604 658 702 756 629 

最 低 524 458 523 615 738 458 

最 1局 600 728 805 795 770 805 

単位 :g

平均体重 1，880 1，720 2，330 2，250 3，010 3，130 3，680 3，970 5，160 3，480 2，710 2，570 

最 低 1，880 1，030 880 780 1，440 1，350 2，340 2，230 4，610 3，480 880 780 

最 高 1，槌O 2，300 4，400 4，550 8，8∞ 5，570 5，4:剖 5，520 5，580 3，480 8，800 5，570 

平均体重 1，720 2，290 3，050 3，750 4，880 2，650 

最 低 1，030 780 1，350 2，230 3，480 780 

最 高 2，300 4，550 8，800 5，520 5，580 8，800 
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表-7 手取川水系における放流尾数と回帰親魚の年齢別採捕状況

( 放流 )

年 放 流 放 流 数 上 段 ( 千 尾 )
系 下段 (g)放流サイズ

尾数 月 3 月
級群(千尾)上 l 中 1 下 上 t 中 1 下

地 元 l u 
(A) 1 : ti 百 t 行

53 移 早
2，7871 1 1'.345 移 後 ，.~. I I E本百万

地 克 91 I 
963 2.2-3.9 I 927 

54 移 早 2，9511 :百 1 1.56 
移 後 l i l 目。

地 克 幻
2J5-5.5 

55 移 早 3.509 盟 1，特 l 
，~~- I 0.7 1.1吋1.師 l

移 後 ， 笠Z
0.7 

地 克

56 1 1 9931 : : 立す"2 ' 

移 後
l 田9

地 元 訂4 揃

57 移 早 4，4891
~M 2.. 

移 後 世046211 61 l 1 l}M-O個31 

地 克 ; 旦: 曲 1 d79 4~9 
0.92， 0.87 O.田1"'1.21 0.98γ1.25 

58 移 早 9，0671 972' 蹴虚 血
移 後 ; o叫 0.76 ~曲 市

地フ乙 70 7団 必7 叫 411 I (4/5-1l) (4/16) 
，日 TEE Ti五 百， 1.41 1 

59 移 早 8，0801 制 1， ~20 I 3叩
1 罰百五 王立正工面 蜘 て.81 1，6的 340 

移 後 l 

地 克 ， 旦 1 1824 1 139 i 

1.田 巨亡1.18 0.36 

60 1 1 5，514 
， 回型 2，323 1，454 

移 後 o:t:::工面 1.21-1団 i田

地フじ 師 」週一 • 1，070 . 位。
0.96-2.04 1.08-1.41 1.16-1.49 1.38-1.86 

61 1 1 5，270 

移 早 1 
100 ' 910 却O

6 2 地 5 1 Of: I I 1伍__1.ェ.m:....... __  14_1_ ~ 
フ"c1 ;)， 1::1;) 1 ， 2380.91-1.49135-1.町 I 1.50-2.田

63 地 一 7.6081 ^':~M : ̂:.ょ笠_ 1 Ill.訂~ 355 ~ フじ ，--~ 1 0.49，1.00 0.84-1.01 O一81 一0田 一1.08 I 0一96-一2.13 
-0.861-0.94-1.35l 

1/24 I 

百拘 168 ， 681 1 300 220 : 1. 365 1，7却
克 地 苅 5，164 而 i L日 1 日布市 3.14 1."議25 1.5日日

500 
0.62~0.86 

___!.，主Q__ I 1，450 955 刻!.!.l.~ ~ 
2 地フじ 7，1631 : o叫1.01 I 0・10 0.91 市 百， oぉ-2.35

1-1.40 -2.叩 1.......1.08 I 

___l_，_5Z空 1，613__ 1 ~品3 ' 3，4剖
3 地フじ 8，5121 江函ヨ:面1.蕊立7蕊 瓦面ヨ:百 口広主蕊 1 104~276 

4 地 元 4，4721 改号否 Jill田 l

， 2，456 2，5日 l
5 地 元 5，0051 ' ， 1 1.;:':'7.73 1.;1::'2'.78 

注:河川採捕の年齢不明魚は年齢比に基づき配分して加えた。( )内は河川回帰率。

沿岸採捕は年齢査定を行った親魚の年齢比に基づき配分した。

-74-



(回 帰) (尾:%) 

2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 計

河川捕I沿岸 河川捕~I 沿岸 河川捕I治岸 河川捕~I 治岸
河川I(手取川水系) 河川及び沿岸

採採捕 採採捕 採採捕 採 採 捕 採採捕 採捕数回帰率 採捕数回帰率|

(55年度採捕) (56年度採捕) (57年度採捕) (58年度採捕) (59年度採捕) (B) (B/A) 
t l 

61 ' 36 555 ' 219 387 I 135 25 ' 15 0' 。1，028 0.037 1，433 0.051 
(0.002) : (0.020) : (0.014): (0.001) : (0.0∞): 
(56年度採捕) (57年度採捕) (58年度採捕) (59年度採捕) (60年度採捕)

0.1541 

i 

65 I 37 1，124 : 
944 1，289 : 924 70 ' 86 0' 。2，548 0.086 4，539 

(0.002) : (0.038) ; (0.044) ; (0.002): (0.蜘):

(57年度採捕) (58年度採捕) (59年度採捕) (60年度採捕) (61年度採捕)

0.436 370 I 

158 
5，436;2，067 2，816 : 3，775 456 ' 255 9' 。9，087 0.259 15，312 

(0.011) : (0.155) ， (0.080); (0.013): (0.0∞): 
(58年度採捕) (59年度採捕) (60年度採捕) (61年度採捕) (62年度採捕)

l 1 

24 ' 93 165;2326 660 ' 85' 20 1 ' 。 935 0.094 6，660 
(0.002) : (0.017) ; (0.o66): 2，686 (0.0的): (0.0∞): 
(59年度採捕) (60年度採捕) (61年度採捕) (62年度採捕) (63年度採捕)

0.050 6' 20 123 ' 163 22811，524 41 ' 140 0' 。 398 0.009 2，245 
(0.000) : (0.003) : (0.005) ， (0.001) : (0.0∞): 
(60年度採捕) (61年度採捕) (62年度採捕) (63年度採捕) (元年度採捕)

607 ' 608 4，815;8，460 4，446l8，142 479 ' 431 3' 。10，350 0.114 27，991 0.309 
(0.008) : (0.053) ; (0.049) ; (0.005) : (0.0∞): 
(61年度採捕) (62年度採捕) (63年度採捕) (元年度採捕) (2年度採捕)

627 I 363 3，411 ' 6，275 6，389;3，876 237 ' 。 3' 。10，667 0.132 21.181 0.262 
(0.008) : (0.042) ; (0.079)， (0.003): (0.0∞): 
(62年度採捕) (63年度採捕) (jG年度採捕) (2年度採捕) (3年度採捕)

333 I 140 452013，532 2，284.: 1，499 365 ' 59 11' 。7，513 0.136 12，743 0.231 
(0.007) : (0.0∞) : (0.082) ; (0.041) ; 

(63年度採捕) (元年度採捕) (2年度採捕) (3年度採捕) (4年度採捕)

823 ' 775 5，510;4329 5，144.: 4，542 821 ' 351 13 ' 14 12，311 0.234 22，922 0.435 
(0.016): (0.105) ; (0.098)， (0.016) : (0.0∞): 
(元年度採掠) (2年度採捕) (3年度採捕) (4年度採捕) (5年度採捕)

1，217. : 948 6，683.: 7，963 8，77914，756 406 ' 563 31 ' 46 17，116 0.329 31，392 0.604 
(0.023) I (0.129) ; (0.169) ; (0.008) : (0.0∞): 
(2年度採捕) (3年度採捕) (4年度採捕) (5年度採捕)

1 

203 ' 1，121 4，753;8，779 4叩 l 563 471 ' 813 [8，635] [0.113] [19，276J [0.253] 
(0.003) : (0.∞8): (0.0凶):

、
(0.062); (0.169) 

(3年度採捕) (4年度採捕) (5年度採捕)

218 ' 286 3，05413，剖2 3，8!l{j.: 3，219 [7，168] [0.139] [12，045J [0.233] 
(0.004) : (0.059) ; (0.075) ; 

(4年度採捕) (5年度採捕)

346 ' 4，08712374 i [4，433] [0.062] [7，455] [0.104] 
(0.005) : 

48 
(0.057) ; 

(5年度採捕)
1 

25 ' 
(0.∞03) : 

15 1 25] [0.∞03J I [ 40] [0.∞05J 

t 

t t 

1 ' 1 

' 
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(2) 沿岸域の親魚回帰調査

目的

昭和53年度から実施してきたサケ増殖事業も

16年目を迎え、手取川水系も母川として確立し

つつあり、本州日本海側においては有数の l万

尾以上のサケが遡上する河川として定着してき

た。

サケ増殖事業を更に効果的に推進するため、

事業河川として日本海の南限に位置している本

¥ .--

七R!魚市渇

ci:互亙函E

軍司 10漁協

依額 25漁t6b

l 漁連

l市湯

3定偉組合

計 40ケ所

図-1 沿岸漁獲調査対象漁協等位置図

橋田浩司・魚住昭文・北川裕康

県に適した群を選抜、造成していくために本年

も昨年に引き続き本年も沿岸域での回帰親魚調

査を実施した。

報告に先立ち、本調査に協力を戴いた諸団体

並びに関係各位に感謝の意を表する。

2.調査方法

(1) 調査期間

(2) 調査場所

(3) 調査項目

① 漁獲量調査

1993年 9月""'1994年 1月

県内沿岸全域(図-1) 

県内の沿海漁業協同組合、江泊、岸端及

び大泊定置網組合並びに七尾魚市場に日別、

漁業種類別のサケ漁獲尾数の調査を依頼し、

集計した。

② 生物測定

県内のサケ漁獲の主要地区の漁業協同組

合に漁獲魚の性別、採鱗、尾文長、体重測

定並びに標識の有無の調査を依頼し、年齢

査定は後日当場で実施した。

3.調査結果及び考察

( 1) 漁獲尾数

表-1に示すように本年の漁獲は1993年 9

月上旬から12月下旬の間に行われ、総漁獲尾

表-1 旬別沿岸漁獲状況の推移 単位.尾

次 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
2月 不明 計

上旬中旬下旬 上旬中旬下旬 上旬中旬下旬 上旬中旬下旬 上旬中旬下旬

57 161 141 262 388 139 92 92 62 20 5 6 17 B 4 1，252 

58 6 741 946 909 257 225 92 52 37 22 479 3，099 
59 41 292 1，938 3，213 879 162 150 51 34 30 23 4 4 231 6，807 
60 5 391 292 1，283 853 484 559 112 32 9 13 11 3，682 
61 401 865 4，450 3，209 1，332 325 123 16 7 10，367 
62 21 121 1，438 4，314 5，696 2，433 534 123 11 1 3 11 14，677 
63 801 594 2，607 2，683 1，357 812 362 83 15 16 2 3 8，614 
1 161 279 2，373 3，165 686 480 278 86 13 7，376 
2 1 13 591 384 3，484 6，277 1，977 995 354 90 45 6 13，685 
3 10 891 318 1，555 4，394 1，193 681 700 232 40 12 6 2 3 9，235 
4 5 461 344 1，573 3，452 1，024 240 86 82 8 2 6，862 
5 4 151 111 697 1，839 3，208 424 379 280 90 11 9 7，067 
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数は7，067尾であり、前年の103.0%と若干増

加した。

本年のサケ親魚の来遊尾数は表-2 ~こ示す

ように河川採捕8，618尾と合わせて15，685尾

となり、前年の112.2%で過去 8年間で昨年

に次いで低い結果となった。

(3) 漁獲地区

本県におけるサケの漁獲は表-3に示すよ

うに能登内浦地区が65.9%の漁獲があった。

また、能登外浦から加賀地区では34.1%の漁

獲があり、昨年と比較して20.1ポイントも大

幅に増加した。これは大型の台風被害がなく、

表-2 来遊尾数の推移
単位届 外浦地区の定置網漁業も例年になく操業が行

区 うE 61 62 63 アじ 2 3 4 

取手
手取川 4，363 6，523 6，607 5，958 6，924 10，314 5，888 

河 )11 熊田川 1，401 1， 762 5，750 3，293 5，474 4，269 1， 139 
ヌk
系 小計 5，764 8，285 12，357 9，251 12，398 14，583 7，027 

犀 )11 34 67 16 。 16 158 36 

)11 その他河川 11 2 。 。 。 。 60 

河川計 5，809 8，354 12，373 9，251 12，414 14，741 7，123 

荘、 岸 10，367 14，677 8，614 7，376 13，685 9，235 6，862 

ム口 計 16，176 23，031 20，987 16，627 26，099 23，976 13，985 

(2) 漁獲時期

本年の回帰親魚の初漁は 9月上旬に能登内

浦と外浦で見られ、漁獲のピークとなる10月

中旬に1，839(26.0%)、10月下旬に3，208尾

(45.4%)が漁獲された。

年度別句別漁獲尾数の推移は図-2、3に示

すように1989年以降漁獲盛期は1010月中旬か

ら下旬にかけてであり、本年はこの 2旬に全

漁獲尾数の71.4%が漁獲され、 1988年以隆11

月の漁獲比率は図-4に示すように年々減少

してきている。

なお、沿岸における漁獲時期は手取川水系

における採捕時期より例年どおり l旬程度早

くなっている。
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図-4 旬別漁獲比率の推移
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えたためと、冷夏による沿岸水温の低下に

よって、より回帰親魚が接岸してきたものと

推察された。

(4) 漁業種類別漁獲状況

地区別漁業種類別漁獲状況を表-4に示し

た。漁獲の主体は定置網漁業で全体の83.6%

を占め、このうち小型定置網が63.6%を占め

7こ。

(5) 年齢組成と性別

市場で採取された461尾の鱗を用いて年齢

査定を行った結果は表-5に示すように、 2

歳魚 l尾、 3歳魚194尾、 4歳魚210尾、 5歳

魚53尾及び 6歳魚 3尾であった。

この結果を基に沿岸で漁獲された7，067尾

の年齢構成を推定すると 2歳魚15尾(0.2%)、

表-5 沿岸漁獲魚年齢組成

100 

90 

80 

70 

60 

% 50 
40 

30 

20 

10 

0 

2歳魚 3歳魚 4歳魚、 5歳魚 6歳魚、 計

包雌 図雄

図-5 沿岸漁獲魚年齢別雌雄比('93)



表-3 河川別、年齢別 1尾平均採卵数
単位:尾

組合名 9月 1 0月 1 1月 1 2月 1月
地区¥ 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 総計

加賀市 2 2 5 4 6 19 
小松市 8 30 90 5 12 145 
美川 2 1 14 17 
松任市 。
金沢市 2 21 1 7 33 
金沢港 。

外 内灘町 。
南浦 26 24 50 
押7)< 。
羽咋市 2 2 5 16 、1 27 
柴短 。
局浜 。
志賀町 17 74 313 695 1. 100 
福浦港 130 130 
富来湾 2 5 13 7 85 10 122 
西海 2 8 2 11 23 

浦 西浦 2 131 133 
門別町 3 3 5 13 99 53 17 193 
輪島市 3 24 29 64 195 65 30 10 420 
珠洲北部
折戸 。

県漁連金訴 。
小計 9 59 170 485 1.471 142 66 10 。。。。。。2.413 
狼 1埋 1 2 16 8 1 35 
寺家 2 7 14 1 25 
蛸島 6 39 48 8 6 108 
珠洲中央 l 2 10 10 5 4 8 2 42 
宝立町 。
内浦
小木 。

内 自臣 。
能都町 3 163 349 501 49 34 32 9 4 1. 151 

穴7]<北部 2 1 3 1 13 
穴水湾 3 4 9 3 2 25 

七尾 。
浦 えの目 1 2 17 20 10 4 10 7 6 3 5 85 

佐々波 5 38 99 228 49 50 29 9 501 
江泊定置 3 3 8 2 18 
岸端ぶり雑 14 15 13 3 1 9 5 60 
大泊大敷 25 141 152 4 8 4 335 

七尾魚市場 2 27 157 434 452 90 106 116 41 4 1. 431 
七尾鹿島 8 94 228 272 56 85 53 16 813 
小計 3 6 52 527 1. 354 1. 737 282 313 210 90 11 9 。。。4. 654 
合計 4 15 111 697 1. 839 3.208 424 379 280 90 11 9 。。 011.061 
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表-4 地区別漁業種類別漁獲尾数(平成5年度)

地区¥漁業種類六型定置網小型定置網 刺網 その他 不明 ムき十
f二コ口

一一下加賀市 19 19 
小松市 143 145 
美川 2 15 17 
松任市 。
金沢市 31 33 
金沢港 。

外 内灘町 。
南浦 50 50 
押水
羽咋市 11 16 27 
柴垣 。
高浜 。
志賀町 1. 087 13 1. 100 
福浦港 130 130 
富来湾 112 10 122 
西海 23 23 

j甫 西浦 132 133 
門前町 191 2 193 
輪島市 324 86 10 420 
珠洲北部
折戸 。

保、ぬ墨金沢 。
小計 326 1. 691 385 11 。 2.413 
狼煙 34 35 
寺家 22 25 
蛸島 32 76 108 
珠洲中央 41 42 
宝立町
内浦
小木 。

内 姫 。
能都町 61 762 328 1. 151 
穴水北部 13 13 

穴水湾 25 25 

七尾 。
j甫 えの自 21 56 8 85 

佐々波 230 277 507 
江泊定置 18 18 

岸端ぶり綻 60 60 
大泊大敷 335 335 

内二尾旬、市場 161 1. 249 21 1. 431 
七尾鹿島 160 259 394 813 
小計 1. 092 2.802 760 。 。 4.654 
合計 1. 418 4.493 1. 145 11 。 7.067 
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3歳魚2，974尾 (42.1%)、 4歳魚3，219尾

(45.6%)、5歳魚813尾(11.5%)、6歳魚崎

尾 (0.6%)で、本年の回帰も 3・4歳魚主体

の回帰であった。

年齢査定のできた461尾の年齢別雌雄比を

図-5に示した全体性比は雌232尾 (50.3%)、

雄229尾 (49.7%)で、雌の年齢別性比は 2歳

魚O尾 (0.0%)、3歳魚100尾 (51.5%)、4

蔵魚108尾 (51.4%)、5歳魚24尾 (45.3%)、

180 

1ω 
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6歳魚 0尾 (0.0%)であった。

(6) 魚体組成

年齢査定のできた461尾の年齢別尾叉長及

び体重を図-6 ~こ示した。

全測定魚の平均尾文長及び体重は666mm、

2，915 gで、 2歳魚は l尾のみで530mm、

1， 600 g、3歳魚は623mm、2，305g、4歳魚は

686mm、3，163g、5歳魚は740mm、4，100gで

あり 6歳魚は766mm、5，100gであった。

体

陀有
X =2.9kg 

才

X=5.1kg 

才

X =4.1kg 

才

X =3.2kg 

才

X =2.3kg 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 
0.5 1.5 2.5 3.5 4.5 5.5 6.5 7.5 8.5 

図-6 沿岸漁獲魚尾文長、体重組成
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2. 健苗育成生残率向上対策調査(放流適期調査)

1 .目 的

手取JIIから放流されたサケ稚魚の離岸期まで

の出現状況、成長、食性について「日本海回帰

率向上対策調査Jで調査し、回帰魚の増大を図

るための放流適期、放流適正サイズ解明の基礎

資料とする。

2.方法

( 1) 調査期間

(2) 調査場所

(3) 調査方法

1994年 3月""""5月

県内沿岸海域

沿岸域で操業するサヨリ船びき網 (2そう

びき〉並びに小型定置網漁業者に、標本船野

帳の記載及び操業中に混獲されたサケ稚魚の

持ち帰り・ホルマリン固定を委託し、これを

測定した。

なお、各操業ごとの標本数が50尾以下の場

合は全数を、 50尾を超える場合は無作為抽出

法により 50尾をそれぞれ尾叉長、体重につい

て測定した。また、標識魚は全て測定した。

胃内容物については、上記測定魚が10尾以

下の場合は全数を、 10尾を超える場合は無作

為抽出法により 10尾をそれぞれ内蔵除去重量、

胃内容物重量について測定し、その後内容物

をシャーレに取り出し、顕徴鏡で卓越種を判

定した。なお、判定にあたっては消化度を次

の3段階に分け、消化度 3のものは消化物と

した。

消化度 l 餌料生物がほとんど消化されず

原形で残っているもの

消化度 2 餌料生物の消化がある程度進ん

でいるか査定可能なもの

魚住昭文・桶田浩司・北川裕康

消化度 3 消化が進み査定困難なもの

3.結果及び考察

(1) 調査箇所

調査箇所は、南から金沢市沖、羽咋市沖、

富来町沖、珠洲市沖、内浦町沖の10漁協管内

とした。

漁法は、小型定置網が金沢市と西浦で各 1

カ統の計 2カ統、サヨリ船びき網が羽咋~内

浦町の 9漁協36カ統とした。

(2) 放流状況

放流総数は5，774千尾で、 1994年 3月 4日

から同月31日にかけて、手取川(熊田}l1)及

び犀川の 2河川並びに海中飼育場所である能

都町田の浦湾においてそれぞれ実施した。

(3) 放流時期の水温

手取川河川水温は2月下旬に4.3'Cと最低

を示したが、以後上昇し、 4月上旬には7.6

℃となり、 4月中旬以降は昨年度よりも高め

に推移した。

美川町沿岸水温は 2月下旬に8.2'Cとなり、

以後上昇したが、前年に比べ 3月下旬までは

低めに 4月上旬からは高めに推移した。

志賀町沿岸水温は 4月下旬までの前年に比

べ低めに推移し、 4月下旬から 5月上旬にか

けて急激に上昇した。

(4) 出現状況と成長

放流箇所から最も近い金沢市沖の小型定置

では、 4月14日と 4月18日にそれぞれ 2尾と

l尾の混獲が見られただけであった。

羽咋市周辺沿岸域6マイル以内で、は 3月15

日よりサヨリ船びき網の操業が解禁となった
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が、調査した 2漁協ではやや南に位置する羽

咋漁協において 3月18日に61尾を混獲した後

は28日まで混獲は見られずその 3月末まで

20"-'30尾、 4月上旬に40"-'60尾、 4月中旬に

10"-'20尾程度の混獲が見られた。またやや北

に位置する柴垣漁協では 3月23日から混獲が

あり 4月上旬に40"-'60尾とピークであった。

羽咋市沿岸での混獲のピークは 3月下旬から

4月上旬にかけてであった。

羽咋市より北の富来町西浦地区沿岸の小型

定置網では 4月11日から 4月16日の聞に混獲

が認められた。また、同地区のサヨリ船びき

網は操業回数は少ないものの、 4月3日の操

業から混獲があり、 18日と 19日にはそれぞれ

1回の操業で36尾と46尾の混獲が認められた。

能登半島先端部の珠洲市沿岸海域では 3月

5日からサヨリ船びき網の争議用が開始され、

サケ稚魚の混獲は昨年同様 3月15日から 5月

18日までの 2ヶ月以上の長期に渡って認めら

れ、この地域で長期間滞留することが推察さ

れた。混獲のピークは、主操業海域の違いか

ら地区別に相違が認められた。珠洲市外浦梅

域で専操業する珠洲北部地区では、 3月23日

から 4月30日まで混獲が認められ、ピークは

4月上旬であった。岡市東側海域で主に操業

する寺家地区では、 3月23日から 4月22固ま

で混獲が認められ、ピークは珠洲北部地区同

様 4月上旬であったが、同地区に比べ 3月下

旬にもかなりの混獲が認められた。岡市内浦

海域を主操業海域とし、東側海域でも操業す

る珠洲中央地区では、 3月15日から 5月18日

まで混獲が認められ、混獲のピークは 4月上

旬であった。内浦から東側海域を主操業海域

とし、外浦海域でも操業する宝立町地区では、

3月15日から 5月5日まで混獲が認められ、

そのピークは 4月上旬であったが、 3月下旬
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から 4月中旬にかけての比較的長い期聞かな

りの混獲が認められた。

全体的には、混獲のピークが昨年に比べて

1旬早くなっており、沿岸水温が 4月下旬か

ら5月上旬にかけて上昇したことが、離岸に

影響したと思われる。

標識魚の出現状況では、脂鰭と左胸鰭を切

除し 3月14日に手取川で放流したものは、羽

咋市周辺海域では25日後の 4月 8日に初めて

認められ、 4月25日まで、確認された。珠洲市

外浦海域では24日後の 4月7日に初めて認め

られ、 21日まで確認された。同市東側海域で

は4月16日と22日に合わせて 6尾を確認した。

脂鰭と尻鰭を切除し 3月14日に手取川で放

流したものは、羽咋市周辺海域では16日後の

3月30日に初めて認められ、 4月11固まで確

認された。珠洲市外浦海域では21日後の 4月

7日に初めて認められ、 21日まで確認された。

同市東側海域では、 20日後の 4月6日に初め

て認められ、 19日まで確認された。

左胸鰭を切除し 3月8日に田の浦湾で放流

したものは、 7日後の 3月15日に珠洲市内浦

海域で認められ、同海域ではその後 4月 9日

までの聞に 6尾が認められた。また、同市東

側海域では15日後の 3月23日から 4月13日ま

での聞に55尾とまとまって混獲された。同市

外浦海域では30日後の 4月7日に l尾のみが

認められた。

手取川で放流されたサケ稚魚の移動傾向は、

昨年同様沿岸沿いに北上し、 3月下旬から 5

月上旬までには猿山岬を越え珠洲市沿岸域に

集群し、それ以上は南下せずに離岸し沖合へ

移動したと考えられた。このことは、それ以

上大型のサケが富山県以北で採集された報告

がないことからも推察された。移動時期及び

離岸時期は昨年よりやや早い傾向がみられた。



混獲されたサケ稚魚は、羽咋市沿岸域に出

現する頃には離岸サイズといわれる70mmを越

えており、珠洲市沿岸域に集群する頃には平

均尾叉長が 80""""110mmと大型になっている。

一方、田の浦湾で放流されたものは、放流

時の平均尾文長がすで、に70mmで、あるが、沿岸

沿いに北上し、珠洲市内浦海域では 4月上旬

頃まで東部海域では 4月中旬噴まで多く分布

する。昨年の結果では、その後さらに北上し、

離岸行動をとるものと考えられたが、今年度

は、珠洲市外浦海域での採捕は少なく東部海

域から離岸したのではなし、かと推察された。

(5) 食性

調査したし264尾の胃内容物卓越種組成で

は、魚類の稚仔 513尾(40.6%)、境脚類200尾

(15.8%)、端脚類122尾(9.7%)、アミ類86尾

(6.8%)、枝角類44尾(3.5%)、消化物 215尾

(17.0%)、昆虫類14尾(1.1%)で空胃は70尾

(5.5 %であった。平均胃内容量指数[(胃内

容物重量/内蔵除去重量)x 100Jは0.75%で

あった。

今年度の手取川放流魚は、魚類の稚仔(特

にカレイ類の稚仔〉を多く摂取しており、次

に梼脚類、端脚類、アミ類を摂取していた。

[報告書名一一平成 5年度さけ・ます増殖効率

化推進事業報告書]
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3. 日本海回帰率向上対策調査

! 被捕食状況調査

1 .目的

放流サケ稚魚の沿岸滞留期において、これを

捕食する魚種を特定し、捕食されるサケ稚魚の

量及びサイズ並びに捕食される時期、海域等を

把握することにより、捕食魚による減耗を回避

するための放流時期、放流サイズ等放流技術の

開発を行うことにより、海洋生活史初期の減耗

を抑制し、回帰率の向上を図る。

2.方法

県内産地市場においてサケ稚魚を捕食すると

思われる魚種を時期別、海域別に購入し、食性

を中心とした精密魚体測定を行った。

(1) 調査時期

1994年 3月 2回、 4月2回、 5月 1回

(2) 調査市場

金沢市、河北郡、富来町、輪島市、能都町

(3) 調査対象魚種

ヒラメ、サクラマス、アイナメ類、ブリ類等

(4) 調査方法

測定項目はFL、BW及び胃内容物とし、胃

魚住昭文・桶田浩司・北川裕康

網で採捕されたクジメ 19尾のうち 1尾からサケ

稚魚の可能性のある胃内容物が見られた。胃内

容物については消化が進んでいるため皮などか

らサケ稚魚ではないかと思われたが、断定はで

きなかった。この他、消化の進んだ魚類は多く

サケ稚魚の被捕食の可能性は大きいと思われた。

また、漁業による減耗調査ではサクラマス幼魚

がサケ稚魚と同時に数多く混獲されていたため、

別途調査でこの胃内容についても調査している。

E 漁業による減耗状況調査

1 .目的

健苗育成生残率向上調査(放流適期調査〉にお

いて得られた過去のデータから、漁業によるサ

ケ稚魚の減耗は決して無視できない規模と推察

されることから、当該漁業の実態、これにより

混臆されるサケ稚魚の量、時期、海域等を把握

することにより、漁業による減耗を回避するた

めの放流時期、放流サイズ等放流技術の開発と

漁業の自粛方策の検討を行うことにより海洋生

活史初期の減耗を抑制し、回帰率の向上を図る。

内容物は重量測定後、消化度を次の 3段階に 2.方 法

分類し、卓越種を判定した。サケ稚魚が捕食

されていた場合は、これの魚体測定を行った。

消化度 l 餌料生物がほとんど消化されず

原形で残っているもの

消化度 2 餌料生物の消化がある程度進ん

でいるが査定可能なもの

消化度 3 消化が進み査定困難なもの

3.結果及び考察

3月10日に七塚町沖の刺網で漁獲されたヒラ

メ11尾のうち l尾と 3月18日に能都町沖の定置
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健苗育成生残率向上調査において、サヨリ船

びき網 (2そうびき)並びに小型定置網漁業者

に標本船野帳の記載及び混獲されたサケ稚魚の

持ち帰り・ホルマリン固定を委託し、野帳の解

析と標本の精密魚体測定を行った。また、サヨ

リ船びき網標本船の中から海域別、時期別に 1

操業単位の漁獲物を購入し、精密測定を行った。

(1) 調査時期 1994年 3月'"'-'5月

(2) 調査地区

金沢市、羽咋市、富来町、珠洲市、内浦町



3.結果及び考察

羽咋地区では 3月18日から、柴垣地区では 3

月23日から混獲が認められ、羽咋地区では 3月

中旬に l回の操業における混獲尾数が61尾で

あったがその後4月中旬まで16.3尾と非常に高

い値を示した。また柴垣地区では 4月上旬に

ピークがあり、富来地区では 4月中旬がピーク

と北上するに従いピークが l旬ずつずれてきて

いる。

珠洲地区では 3月下旬から混獲が増加し 4月

上旬から中旬にピークを示した。

一方、サヨリ船びき網の延操業回数や出漁日

数の多い時期がサヨリ漁の盛期であるが、これ

と混獲のピーク時との相関は認められなかった。

また、混獲魚の中には依然アイナメ稚魚が多い

他、 4月の下旬頃からアユ稚魚が数尾混ざって

おり補正の必要があった。

買い上げ調査では、 4月21日の柴垣沖の 1回

目に 2尾のサケ稚魚の混獲があったが、柴垣沖

の2回目、内浦地区の 2回の操業では混獲は見

られなかった。これは、時期的にサケ稚魚の混

獲のピークを過ぎていたことと内浦地区は元々

混獲が少ないことによると思われる。

E 環境要因減耗調査

上目的

沿岸域滞留期間中におけるサケ稚魚の分布状

況並びに水温、塩分濃度、餌量生物量等の環境

要因を把握することにより、環境要因による減

耗機構を解明し、これを回避するための放流時

期、放流サイズ等放流技術の開発を行うことに

より、海洋生活史初期の減耗を抑制し、回帰率

の向上を図る。

2.方 法

沿岸域滞留期間のクロロフィル&の季節変化

並びに動物プランクトン現存量と組成の季節変

化を把握するため、定点において採集及び観測

を行った。

(1) 調査時期 1994年 3月"-'5月

県下10定点(2) 調査定点

(3) 調査方法

各定点ごとにクロロフィル a測定のための

採水及びフ。ランクトン採集を行うほか、各層

(表層、 1m、 3m、 5m、10m)の水温、

塩分濃度、濁度を水質チェッカー (HORIBAU-

10)により測定した。

採水は北原式採水器を使用し、水深 1mよ

り行い、プランクトン採集は、「まるとくネッ

トJによる水深20mからの鉛直曳きとした。

3.結果及び考察

クロロフィル aの分析結果では、 3月は全て

の地点で 0.8mg/ rrlと高い値を示し、 4月は

St.5で4月 5日の値が 0.1mg/ rrl以下となった

他、 St.3とSt.4及びSt.8で若干低い値であった

が他は高めに推移している。また、 5月は全体

的にやや低めの 0.4昭 /rrl以下となっている。

動物プランクトンは、前年同様、各国・各定

点とも枝角類、梼脚類、尾虫類が多く、 4月以

降、定点聞の差は大きくなったが、 5月には各

定点で大きな値を示した。各定点聞の時期的な

水温・塩分濃度には差がないため、定点間の差

が生じた要因は明確で、はない。

[報告書名一一平成 5年度さけ・ます増殖効率

化推進事業報告書]
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4. 採卵と騨化育成放流

1 .目 的

石川県におけるサケ資源を増大、定着させ、

サケ回帰南域での採卵、解化、育成、放流方法

を開発する。

ll.材料及び方法

1.実施期間 1993年10月""1994年 3月

2.供試魚

卵は手取川で捕獲した親魚と放流河川の熊

田)I[から場内の親魚池へ遡上した親魚を使用

した。

採卵は採割法で行い腹腔内に卵が残らない

ように注意して採卵し、採卵数を苧卵数とし

た。

3.鮮化育成

受精卵は発眼まで増収型勝化槽に収容し、

発限後に検卵、計数、消毒を行った。

当場での採卵期間は約 2ヶ月にわたり成長

差が著しく、共食い等を防止するため複数の

グループに分けて育成する必要があるため、

A""'J群の10グループに分けて飼育した。

D、E、F、G、H、I、Jの3，938.6千粒

は浮上槽13基(延使用13基〉に 1基当たり

300千粒の密度で収容し、浮上後稚魚育成池

(1 "" 16号〉に降下させ、餌付けと育成を

行った。

なお、 D及びE群はその後 2月 7日にト

ラック輸送により手取川河川池へ移し、育成

を行った。

A、B、C群の2，250千粒を鰐化棟内の瞬

化 (1""9号〉へ、 1nf当たり7，576粒の密度

で収容した。解化後浮上した稚魚は屋外の養

桶田浩司・魚住昭文・北川裕康

成池(1"" 6号〉に降下させ、ここで餌付け

と育成を行った。

なお、 A群はその後2月10日にトラック輸

送により手取川河川池へ移し育成を行った。

魚体測定は10日間毎に100尾の尾文長、体

重を昨年と同様な方法で行った。

防疫については消毒励行の強化充実に努め、

また飼育環境保全のため、各池に曝気水車を

配置して溶存酸素量の低下に注意した。

4 .稚魚の放流

生産した稚魚は熊田川を経由して手取川へ

放流し、河床移殖群は下流側のスクリーンを

撤去し稚魚が自発的に手取川へ降下可能な状

態とした。

m.結果及び考察

1.採卵について

表-1に採卵鮮化育成状況を示した。

採卵は10月11日から12月 8日までの聞に

6，709千粒を採卵した。

採卵に使用した雌親魚(産卵中を含む〉の

採卵親魚率(採卵に使用した雌親魚/採捕し

た雌親魚x100)は77.4%で、 l尾平均採卵

数は2，555粒であった。昨年と比較すると採

卵親魚率は5.4ポイント低く、 1尾平均採卵

数は370粒減少した。

河川別に見ると手取川で採捕された2，274

尾のうち採卵ができたのが1，576尾69.3%と

低く、熊田川では採捕された1，344尾のうち

採卵できたのが1，223尾91.0%と例年どおり

高い値であった。

2 .採卵親魚率と採卵数について
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表-3に河川別、年齢別 1尾平均採卵数を

示した。対象魚はその日の個体毎の精密測定

分で手取川426尾、熊田)11330尾の計756尾で

ある。

表-3 河川別、年齢別 1尾平均採卵数

河川

手

取

}II 

熊

田

JII 

金

体

年齢 採 os 数 採卵尾数 1尾平均採卵数

(才) (粒) (尾) (尾)

2 。 。 。
3 356.690 136 2.623 

4 712.400 252 2.827 

5 121.550 36 3.376 

6 5.120 2 2.560 

計 1.195.760 426 2.807 

2 。 。 。
3 354.710 135 2.627 

4 510.920 174 2.936 

5 68.820 19 3.622 

6 7.250 2 3.625 

計 941.700 330 2.854 

2 。 。 エフー

3 711.400 271 2.625 

4 1.223.320 426 2.872 

5 190.370 55 3.461 

6 12.370 4 3.093 

計 2.137.460 756 2.827 

1尾平均採卵数を河川別に見ると熊田川

2，854粒、手取川2，807粒で熊田川が47粒多

カミった。

また、年齢別では、 3歳魚2，625粒、 4歳魚

2，872粒、 5歳魚3，461粒で、昨年対比では 3

歳魚92粒、 4歳魚131粒、の減少が、一方 5議

魚に191粒の増加が認められた。

特に 2歳魚の回帰が悪く例年採取できる

データは本年は採取できなかった。

表-4に体型、卵径、卵重、採卵数、成熟

度等の平均値を河川別、年齢別に示した。

体型では手取川 3歳魚2，600g (同2，500g)、

4歳魚3，240g (同3，320g)、5歳魚 4，180g

(同4，090g)であった。熊田川は 3歳魚2，380

g(同2，450g)、4歳魚3，070g (同2，950g)、

5歳魚3，860g (同3，760g)であった。

昨年の数値との比較では手取川は 3歳魚及

び5歳魚は増加、 4歳魚は減少、熊田川は 3

-90-

歳魚以外は増加傾向が見られた。

さらに主群である 3歳魚及び4歳魚につい

て両河川を比較してみると、 3、4歳魚共に

尾文長、体重は手取が僅かに上回り、熟度指

数は熊田川が上回っていた。

採卵時における対象親魚の二次性徴の発現

状態をみると熊田川では330尾中Aブナ 8尾

(2.4%)、Bブナ82尾 (24.9%)、Cプナ240尾

(72.7%)で、手取川では262尾中Aプナ 5尾

(1.9%)、Bブナ70尾 (26.7%)、Cブナ187尾

(71.4%)であり、熊田川の方が二次性徴の発

現状態が若干進んでいた。

熟度指数では表-4に示すように年齢別の

平均値が手取川では17.77'"'-'21.19%、熊田川

では19.65'"'-'22.76%で、全体の平均では手取

川は21.45%、熊田川は22.38%で昨年と比較

すると手取川で0.16ポイン人熊田川では

0.17ポイント下回った。

熊田川は手取川より熟度指数が本年も高く、

また、二次性徴が強く出ていることから、熊

田川に遡上した親魚は手取川で十分成熟して

から熊田川を遡上するものと推察された。本

年対象中苧卵数の最も多かった親魚は熊田川

の4歳魚で5，080粒 (FL790mm、BW5，700

g)で最小は手取川の 3歳魚で1，180粒 (F

L502mm、BWl，180 g)であった。

表-5に過去14年間の手取川水系における

年齢別採卵親魚(平〉の平均尾文長、体重、

採卵数を示した。

この間の 1尾平均採卵数を年齢別にみると

2歳魚で2，256粒、 3歳魚2，718粒、 4歳魚で

3，086粒、 5歳魚3，364粒、 6歳魚3，440粒で

あった。

本年の 1尾平均採卵数は 3歳魚2，625粒、

4歳魚で2，872粒、 5歳魚3，461粒であった。



表-4-1 年齢別、体長、体重と卵の関係(平均値) 前田川

年齢(才) 標本数 尾叉長(阻) 体重(g) 苧卵数(粒) 採卵重(g) 1粒重(mg) 卵径(mm) 熟度指数(%)

2 。 。 。 。 。 。 0.00 0.00 

3 135 607 2，おO 2，627 538 204 6.97 22.57 

4 174 654 3，070 2，936 685 236 7.33 22.41 

5 19 702 3，860 3，622 871 242 7.47 22.76 

6 2 761 5，440 3，625 1，侃5 300 7.99 19.65 
」ー

表-4ー2 年齢別、体長、体重と卵の関係(平均値) 手取川

年齢(才) 標本数 尾叉長(阻) 体重(g) 苧卵数(粒)

2 。 。 。
3 136 619 2，600 

4 252 665 3，240 

5 36 714 4，180 

6 2 772 4，840 

3.稚魚の飼育について

10月11日から12月8日にかけて得られた受

精卵も6，709千粒より 6，188.6千粒の発眼卵

(発眼期間10月31日""12月25日、発眼率92.3

%)を得た。この内200千粒を発眼卵で移殖

(犀Jlf)し、 5，988.6千粒を美川分場内の瞬化・

浮上施設に収容して 5，926.8千尾の僻化仔魚

(瞬化期間11月16日""1月17日、鮮化率95.8

%)を得た。

さらにこれより5，842.7千尾の浮上稚魚(浮

上期間12月10日""2月7日、浮上率98.6%)

を得、これを餌付けした。

美川分場飼育池収容分は、健苗育成のため

収容密度を 5kg/nfを目安に分養等を実施し、

稚魚5，005千尾を育成した。また発限卵移殖

群(犀川〉は172千尾を育成し、本年度育成尾

数は5.774千尾(平均体重1.02 g ""2.85 g )で

あった。

なお、成長の推移は図-1に示した。

4.稚魚の放流について

表-6に放流の状況を、表ー 7に手取川へ

の旬別、サイズ別放流量を示した。

手取川へは 3月上旬から 3月中旬にかけて

5，005千尾を放流した。旬別の放流量は 3月

。
2，623 

2，827 

3，376 

2，560 

-91-

採卵重(g) 1粒重(略) 卵径(mm) 熟度指数(%)。 。 0.00 0.00 

572 219 7.11 21.19 

690 245 7.42 19.66 

880 265 7.67 19.41 

855 335 7.99 17.77 

上旬に2，455千尾、中旬2，550千尾を 6回に分

け放流した。

サイズ別放流量では本年も 1g未満の放流

はなく昨年に引き続き全数 1g以上であった。

犀川では発限卵移殖群を 3月31日に172千

尾放流した。

この他に、 2月8日から 3月 1日にかけて

能都町田の浦湾へ海中飼育試験用に606千尾

をトラック輸送により放養し、給餌育成し 3

月8日に597千尾を放流した。



u
コ

ト
4

表
-
5

年
度

別
、

年
齢

別
採

卵
親

魚
(

♀
〉

の
平

均
体

長
、

体
重

と
採

卵
数

年
年

齢
2
 

才
魚

3
 

才
魚

4
 

事
項

F
L

 
B

W
 採

卵
数

F
L

 
B

W
 採

卵
数

F
L

 
度

全
採

捕
数

(m
m)
 

(
g
)
 

(
粒
)

系
統

(m
m)
 

(
g
)
 

(
粒
)

系
統

(
凹
)

53
 

48
 

固
(2
) 

(2
) 

(2
) 

固
(4
) 

65
9 

3
，4
30
 

3
，4
98
 

73
2 

54
 

14
5 

11 
(1
2)
 

(1
2)
 

(1
2)
 

11 
(3
4)
 

64
2 

2
，9
34
 

2
，7
29
 

72
2 

55
 

12
4 

(1
) 

(1
) 

(1
) 

固
移

(3
) 

(3
) 

(3
) 

H
 

(1
7)
 

50
6 

1
，3
20
 

2
，1
23
 

61
9 

2
，8
20
 

2
，6
72
 

69
8 

56
 

75
2 

H
 

(7
0)
 

(7
0)
 

(7
0)
 
固

移
(2
0)
 

61
6 

2
，4
21
 

2
，8
54
 

71
5 

57
 

1
，9
00
 

(4
) 

(4
) 

(4
) 
地

移
(1
49
) 

(1
49
) 

(1
49
) 

H
 

(7
8)
 

52
3 

1
，2
15
 

2
，6
82
 

61
6 

2
，4
21
 

2
，9
78
 

69
8 

58
 

6
，7
74
 

(3
) 

(3
) 

(3
) 

H
 

(2
94
) 

(2
94
) 

(2
94
) 
地

移
(1
20
) 

57
5 

1
，8
76
 

1
，9
76
 

59
4 

2
，1
03
 

2
，6
78
 

69
5 

59
 

3
，0
34
 

H
 

(1
3)
 

(1
3)
 

(1
3)
 

"
 

(1
52
) 

60
3 

2
，3
18
 

2
，4
07
 

66
0 

60
 

1
，8
43
 

(2
) 

(2
) 

(2
) 

H
 

(1
5)
 

(1
5)
 

(1
5)
 

H
 

(1
76
) 

47
9 

1
，0
65
 

2
，0
57
 

59
5 

2
，1
03
 

2
，7
44
 

67
1 

61
 

5
，7
64
 

(1
) 

(1
) 

(1
) 

H
 

(3
68
) 

(3
68
) 

(3
68
) 

H
 

(3
8)
 

52
9 

1
，4
00
 

2
，0
63
 

59
0 

2
，0
97
 

2
，6
43
 

65
6 

62
 

8
，2
85
 

(3
) 

(3
) 

(3
) 

H
 

(8
8)
 

(8
8)
 

(8
8)
 

H
 

(1
41
) 

56
6 

1
，8
23
 

2
，7
69
 

60
3 

2
，2
98
 

2
，7
36
 

65
9 

63
 

12
，3
57
 

(1
) 

(1
) 

(1
) 

"
 

(5
7)
 

(5
7)
 

(5
7)
 

H
 

(1
36
) 

65
6 

3
，1
00
 

3
，2
18
 

61
0 

2
，3
14
 

2
，7
62
 

66
5 

フロ
9
，2
51
 

(2
) 

(2
) 

(2
) 

地
(2
21
) 

(2
21
) 

(2
21
) 

H
 

(1
63
) 

52
3 

1
，3
90
 

3
，0
25
 

61
1 

2
，3
27
 

2
，8
24
 

65
7 

2
 

12
，3
98
 

(4
) 

(4
) 

(4
) 

H
 

(3
67
) 

(3
67
) 

(3
67
) 

地
(4
20
) 

55
3 

1
，8
20
 

2
，0
15
 

62
2 

2
，5
18
 

2
，7
17
 

66
3 

3
 

14
，5
83
 

(4
) 

(4
) 

(4
) 

"
 

(1
70
) 

(1
70
) 

(1
70
) 

11 
(6
21
) 

63
4 

2
，3
55
 

2
，0
80
 

63
3 

2
，6
05
 

2
，6
55
 

66
8 

4
 

7
，0
27
 

(7
) 

(7
) 

(7
) 

11 
(2
07
) 

(2
07
) 

(2
07
) 

11 
(3
55
) 

56
9 

1
，0
97
 

1
，8
97
 

61
7 

2
，4
80
 

2
，7
17
 

66
3 

5
 

8
，5
10
 

H
 

(2
71
) 

(2
71
) 

(2
71
) 

H
 

(4
26
) 

61
3 

2
，4
90
 

2
，6
25
 

66
1 

平
均
採
卵
数

(3
2)
 

(2
，3
07
) 

(
粒
)

2
，2
56
 

2
，7
18
 

注
:

(
 )

内
は

測
定

尾
数

、
国

は
手

取
川

固
有

系
群

、
移

は
移

植
群

、
地

は
地

場
採

卵
群

才
魚

5
 

才
魚

6
 

才
魚

B
W

 採
卵
数

F
L

 
B

W
 採

卵
数

F
L

 
B

W
 採

卵
数

(
g
)
 

(
粒
)

系
統

(m
m)
 

(
g
)
 

(
粒
)

系
統

(
凹
)

(
g
)
 

(
粒
)

系
統

(4
) 

(4
) 

固
国

国
4
，1
38
 

3
，5
03
 

(3
4)
 

(3
4)
 

H
 

(3
) 

(3
) 

(3
) 

H
 

H
 

4
，3
43
 

3
，9
46
 

72
1 

4
，3
43
 

3
，6
50
 

(1
7)
 

(1
7)
 

11 
(1
) 

(1
) 

(1
) 

H
 

H
 

4
，0
17
 

3
，3
97
 

72
0 

3
，9
00
 

3
，6
50
 

(2
0)
 

(2
0)
 

H
 

(1
) 

(1
) 

(1
) 

H
 

11 
4
，3
09
 

3
，7
20
 

71
5 

4
，1
60
 

4
，1
72
 

(7
8)
 

(7
8)
 
固

移
(1
6)
 

(1
6)
 

(1
6)
 

H
 

H
 

3
，5
42
 

3
，4
87
 

76
9 

5
，1
68
 

4
，0
39
 

(1
20
) 

(1
20
) 

H
 

(1
) 

(1
) 

(1
) 

固
移

H
 

3
，6
63
 

3
，2
91
 

79
0 

5
，5
60
 

4
，2
24
 

(1
52
) 

(1
52
) 

地
移

(9
) 

(9
) 

(9
) 

H
 

国
移

3
，0
56
 

3
，2
09
 

74
0 

4
，7
22
 

3
，9
91
 

(1
76
) 

(1
76
) 

H
 

(1
6
1)
 

(1
61
) 

(1
61
) 
地

移
H

 

3
，3
54
 

3
，1
84
 

69
9 

3
，7
96
 

3
，3
65
 

(3
8)
 

(3
8)
 

H
 

(1
7)
 

(1
7)
 

(1
7)
 

H
 

(2
) 

(2
) 

(2
) 
地

移
2
，9
33
 

2
，9
55
 

70
3 

3
，8
31
 

2
，9
82
 

76
2 

5
，2
10
 

4
，4
34
 

(1
41
) 

(1
41
) 

H
 

(7
) 

(7
) 

(7
) 

H
 

(1
) 

(1
) 

(1
) 

H
 

3
，0
46
 

3
，0
90
 

67
7 

3
，3
17
 

3
，2
12
 

66
0 

4
，1
50
 

3
，3
29
 

(1
36
) 

(1
36
) 

H
 

(1
5)
 

(1
5)
 

(1
5)
 

11 
H

 

3
，1
38
 

3
，2
61
 

69
7 

3
，7
62
 

3
，3
46
 

(1
63
) 

(1
63
) 

H
 

(2
7)
 

(2
7)
 

(2
7)
 

H
 

H
 

2
，9
86
 

3
，0
19
 

71
8 

4
，0
97
 

3
，5
52
 

(4
20
) 

(4
20
) 

"
 

(4
3)
 

(4
3)
 

(4
3)
 

H
 

H
 

3
，0
68
 

3
，1
13
 

69
8 

3
，6
48
 

3
，4
61
 

(6
21
) 

(6
21
) 

地
(1
00
) 

(1
00
) 

(1
00
) 

H
 

(1
) 

(1
) 

(1
) 

H
 

3
，1
25
 

3
，0
22
 

68
6 

3
，3
61
 

3
，1
65
 

66
0 

3
，4
90
 

2
，9
50
 

(3
55
) 

(3
55
) 

11 
(6
5)
 

(6
5)
 

(6
5)
 

地
H

 

3
，1
87
 

3
，0
03
 

70
2 

3
，9
78
 

3
，2
70
 

(4
26
) 

(4
26
) 

H
 

(5
5)
 

(5
5)
 

(5
5)
 

"
 

(4
) 

(4
) 

(4
) 

地
3
，1
70
 

2
，8
72
 

71
0 

4
，0
70
 

3
，4
61
 

76
8 

5
，1
40
 

3
，0
92
 

(2
，9
01
) 

(4
66
) 

(8
) 

3
，0
86
 

3
，3
64
 

3
，4
40
 



重量

9 

2.5 

2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

10 20 

1月

30 10 

図-1 成長の推移

-93-

20 

2月

0放流

28 10 

3月

C 

D 
E 



表-7 平成5年度しろざけ種魚放流、移殖状況

放流移績回数 1 2 3 3 4 4 5 5 5 
査司 育 群 C 群 C-3群 F-2群 G 群 河川池2群 河川池 1群 F 群 G-2群 H 群

放流年月日 2/8 3/1 3/4 3/4 3/9 3/9 3/11 3/11 3/11 
放流 場所 能都町海中 能都町海中 手取川 手取 JII 手 取 川 手取 JII 手取 JII 手 取 川 手 取 川

放流尾数(千尾) 500 106 306 289 721 1，139 267 288 301 
平均体重 (g) 0.84 1.96 1.27 1.24 1. 73 1.37 1.44 1.42 1.42 
平均尾叉長(mm) 48.64 61.93 54.89 54.59 58.88 55.25 57.81 57.33 56.98 

水 飼育池 12.8 13.2 13.2 13.2 13.2 13.2 13.1 13.1 13.1 

湿 熊田川 9.0 9.0 10.4 10.4 8.0 8.0 8.0 
( 

手取川 8.4 8.2 8.2 6.8 6.8 7.6 7.6 7.6 。C
沿 岸

養成池 稚魚池8号 稚魚池 稚魚池 河川池 河川池 稚魚池 稚魚池 稚魚池
備 考 5~6 号 回の浦 13~14号 9~10号 2号 1号 11~12号 15~16号 1~2 号

回の浦 左胸 A群 D+E群

放流移植回数 5 5 5 6 6 6 6 6 6 
飼 育 群 I 群 H-2群 1-2群 J 群 B 群 B-2群 B-3群 B-4群 C-4群

放流年月日 3/11 3/11 3/11 3/14 3/14 3/14 3/14 3/14 3/14 
放 流場所 手取川 手取川 手取川 手取川 手取川 手取川 手取川 手 取 川 手取川

放流尾数(千尾) 289 278 279 134 318 240 61 56 39 
平均体重 (g) 1.31 1.29 1.31 1.21 2.45 2.29 2.23 2.27 2.78 
平均尾叉長(mm) 55.74 55.22 56.08 54.25 67.97 66.43 65.44 66.11 70.53 

水 飼育池 13.1 13.1 13.1 13.0 13.0 13.0 13.0 13.0 13.0 
f且 熊田川 8.0 8.0 8.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 

。C 手取 JII
沿 岸

7.6 7.6 7.6 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 

養成池 養成池 養成池 稚魚池 養成池 養成池 稚魚池 稚魚池 稚魚池
備 考 3~4号 5号 6号 5号 3~4 号 1~2 号 6号 8号 7号

脂+尻 脂+左胸 脂+尻

付表河川別(飼育別)放流尾数

合計

放流尾数(千尾)I 5，∞5 I 172 I 0 I 597 I 5，774 

表-8 旬別、サイズ別放流量

放流時期 2 月 3 月
計

魚体重(g) 中旬 下旬 上旬 中 旬 下旬

1.00未満

1. 00 ""' 2. 00 2，455 1，836 4，291 

2.00以上 714 714 

計 2，455 2，550 5，005 
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5. 平成 5年度水温表

(OC) 

月 4 5 6 7 8 9 

:キ
注 貫長 手 美 注 熊 手 美 注 貫長 手 美 注 熊 手 美 注 貫長 手 美 注 熊 手 美

水 田 取
}II 

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

沿 沿 沿 沿 沿 沿

路 JII JII 岸 路 JII JII 序 路 JII J 11 序 路 JII JII 序 路 JII JII 序 路 }II JII 序

1 10.8 7.6 13.4 16.6 13.8 13.2 17.0 14.8 14.2 19.4 17.4 

2 11.0 7.8 12.8 11.4 9.6 13.4 16.4 13.2 13.2 16.2 14.6 14.2 19.0 19.2 13.8 19.4 19.0 

3 13.0 12.4 8.9 13.4 16.4 14.4 14.0 19.4 19.0 14.0 19.0 19.0 

4 13.0 12.6 10.2 13.2 14.0 12.6 13.6 18.6 18.2 

5 9.8 7.2 11.8 13.4 13.5 10.4 13.6 18.0 15.2 13.6 18.6 18.4 

6 11.4 8.2 13.0 13.2 10.4 15.2 13.6 17.6 15.0 20.3 14.0 19.6 18.6 24.3 13.8 17.8 17.8 

7 10.0 6.8 13.2 13.2 10.2 13.2 16.2 13.5 13.6 17.8 16.0 13.8 17.8 17.8 22.0 

8 9.2 6.6 13.6 15.0 13.0 18.0 13.8 17.6 16.0 13.4 18.8 17.6 

9 12.4 8.6 6.6 13.3 14.2 10.8 13.8 17.4 16.0 13.6 20.0 20.0 13.4 18.2 17.2 

10 13.0 13.0 10.4 13.4 15.2 13.0 13.2 19.8 19.8 13.4 17.4 17.0 

上旬平均 12.4 10.1 7.3 11.8 13.1 12.9 10.1 15.2 13.4 15.7 13.4 18.0 13.5 17.4 15.4 20.3 13.7 19.3 19.0 24.3 13.7 18.5 17.9 22.0 

11 13.0 13.2 10.2 13.2 15.2 13.0 13.4 20.4 20.0 

12 12.2 9.0 8.4 13.4 14.0 10.8 14.0 22.4 17.2 13.8 18.8 18.4 

13 12.6 9.0 7.6 11.8 13.2 15.4 12.0 14.0 21.8 16.8 13.6 18.4 18.8 13.6 18.4 17.0 

14 12.6 9.4 10.0 13.0 13.2 10.8 13.2 15.4 15.0 14.0 21.2 16.0 13.8 20.0 17.2 

15 13.0 10.4 11.0 13.6 16.6 14.0 19.0 13.8 18.6 15.2 22.6 

16 13.0 10.2 11.0 13.2 14.6 10.8 13.4 15.6 14.2 13.4 16.8 14.6 13.4 19.4 17.0 13.8 18.0 16.8 

17 13.2 13.8 10.4 13.4 16.4 14.2 13.4 20.4 18.0 13.6 17.4 17.8 23.2 

18 13.2 12.5 12.2 13.2 14.0 11.0 16.5 13.4 17.6 15.2 13.4 20.2 16.2 22.2 

19 13.2 12.4 12.2 13.4 14.6 11.2 13.6 17.6 15.0 13.8 18.2 17.0 

20 13.2 12.4 12.2 13.4 14.6 12.2 13.4 16.6 15.0 13.8 19.6 16.8 13.4 17.0 17.4 

中旬平均 12.9 10.7 10.6 11.8 13.2 14.2 11.0 16.5 13.4 16.1 14.3 19.0 13.2 17.0 14.8 22.6 13.6 19.4 17.8 22.2 13.6 18.2 17.2 23.2 

21 13.2 13.8 11.8 13.2 15.4 12.8 13.4 17.4 14.8 14.0 17.2 15.2 13.4 16.6 16.8 

22 13.2 13.2 12.0 13.2 17.2 15.0 13.8 17.4 15.4 13.4 16.6 16.4 

23 13.0 12.0 9.4 13.2 15.0 12.6 13.4 17.2 15.0 14.0 17.4 16.4 13.8 19.2 18.4 

24 13.2 13.6 11.2 13.4 16.2 14.8 13.8 18.4 18.0 13.6 17.2 17.4 

25 13.0 11.8 7.8 13.4 15.0 12.4 13.4 16.6 14.6 14.4 20.0 19.4 25.0 

26 12.8 10.8 8.2 13.2 15.0 12.8 17.6 14.0 20.0 19.0 13.8 19.4 18.6 

27 13.0 11.8 9.8 13.4 15.6 13.2 14.0 19.6 19.6 13.6 19.6 19.0 13.6 17.6 17.8 

28 13.0 11.2 9.8 14.1 13.4 15.0 12.6 13.8 17.8 16.4 14.0 20.2 19.8 24.1 13.4 16.2 17.2 

29 12.8 11.4 9.2 13.8 17.2 15.2 14.0 20.4 20.2 13.6 17.2 17.8 22.4 

30 13.0 12.0 9.0 13.2 15.1 13.4 13.4 17.0 15.0 19.8 14.2 20.2 19.8 13.4 18.0 18.4 13.4 17.2 17.4 

31 13.6 15.6 13.6 13.8 18.2 18.4 

下旬平均 13.0 12.0 9.7 14.1 13.3 15.0 12.7 17.6 13.5 17.1 15.1 19.8 14.0 19.1 18.2 24.1 13.8 19.0 18.6 25.0 13.5 16.9 17.3 22.4 

月 平 均 12.9 11.0 9.3 12.6 13.2 14.1 11.3 16.4 13.4 16.3 14.3 18.9 13.8 18.6 16.5 22.3 13.7 19.2 18.4 23.8 13.6 17.9 17.5 22.5 
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CC) 

月 10 11 12 1 2 3 

;モ
注 熊 手 美 注 熊 手 美 注 熊 手 美 注 熊 手 美 注 熊 手 美 注 熊 手 美

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

水 回 取
}II 

沿 沿 沿 沿 沿 沿

路 }II }II 岸 路 }II }II 岸 路 }II }II 岸 路 }II }II 岸 路 }II }II 岸 路 }II }II 岸

1 13.4 16.4 16.9 13.2 13.0 14.4 13.2 13.6 13.2 13.0 9.6 9.8 13.0 7.6 8.0 13.2 8.8 8.4 

2 13.2 13.2 13.2 13.0 9.6 9.9 12.7 5.2 7.0 13.2 8.8 7.8 

3 13.2 12.8 14.0 13.0 9.8 10.0 13.2 5.6 6.5 10.6 13.2 8.2 7.6 

4 13.4 17.4 17.0 13.2 12.6 14.6 13.2 11.2 12.6 13.0 10.0 10.2 12.8 6.5 8.0 13.2 9.0 8.2 

5 13.4 16.9 16.8 13.2 13.0 14.6 13.2 11.2 12.2 13.2 9.4 10.2 13.2 8.0 8.3 13.2 8.2 7.4 

6 13.4 15.0 15.0 20.1 13.2 10.6 13.0 13.2 10.0 11.0 13.0 7.5 8.5 13.2 8.4 8.0 

7 13.4 15.4 16.0 13.2 10.4 13.6 15.6 13.2 8.6 9.8 10.6 13.0 7.5 8.5 12.8 7.2 7.2 

8 13.4 16.0 16.2 13.2 13.4 14.8 13.2 10.0 13.4 12.8 9.6 9.4 12.8 7.0 8.0 13.2 9.8 8.8 

9 13.2 12.4 14.2 16.9 13.2 10.8 13.6 13.2 9.6 9.8 12.0 6.0 7.5 13.2 10.4 6.8 9.8 

10 13.2 11.4 14.0 13.2 10.4 12.6 13.2 9.6 10.2 12.5 4.5 6.5 13.0 7.0 5.2 

上旬平均 13.4 16.2 16.3 20.1 13.2 12.6 14.4 16.9 13.2 11.4 13.1 15.6 13.1 9.6 10.0 10.6 12.8 6.5 7.7 10.6 13.1 8.6 7.5 9.8 

11 13.2 14.0 14.8 13.0 9.6 10.6 12.8 6.8 6.7 13.1 8.0 7.6 

12 13.4 15.6 16.2 13.2 12.8 14.4 13.0 9.6 10.8 12.5 3.5 4.0 13.0 7.6 7.2 

13 13.4 16.8 16.6 13.2 10.8 12.8 13.0 9.6 10.2 12.5 2.5 4.0 13.0 7.4 6.8 

14 13.3 14.9 15.8 13.2 10.0 12.8 12.6 8.8 8.6 12.5 5.0 5.5 13.0 7.0 7.0 

15 13.4 16.2 16.0 20.3 13.2 14.6 15.2 13.2 9.0 11.6 12.7 9.0 8.4 12.5 6.5 6.5 8.8 13.0 7.4 7.8 

16 13.3 14.6 15.8 13.2 12.6 14.4 18.2 13.2 9.2 11.8 14.5 12.8 7.8 8.2 12.5 7.6 7.5 13.0 7.2 7.6 10.4 

17 13.3 15.2 15.8 13.2 13.2 14.6 13.2 8.6 11.6 13.0 9.8 10.2 12.5 7.5 7.0 12.8 8.2 8.6 

18 13.4 14.8 15.6 13.2 14.6 15.0 12.8 9.2 9.6 11.6 12.8 7.5 7.0 12.8 6.8 7.4 

19 13.3 14.6 15.4 13.2 13.6 14.4 13.2 9.6 12.6 12.8 7.6 8.2 13.0 9.5 8.7 

20 13.2 14.0 15.2 13.2 14.0 14.8 13.2 9.4 11.8 12.8 7.2 8.2 13.1 9.2 8.4 

中旬平均 13.3 15.2 15.8 20.3 13.2 13.7 14.7 18.2 13.2 9.5 12.1 14.5 12.9 8.8 9.3 11.6 12.7 6.6 6.5 8.8 13.0 7.5 7.5 10.4 

21 13.4 14.0 15.4 13.2 14.6 14.2 13.2 10.2 12.0 12.6 7.2 8.4 13.0 9.0 8.8 

22 13.4 14.8 15.6 13.2 12.8 13.4 13.2 7.4 10.2 12.8 12.8 7.5 7.6 13.0 6.4 5.6 13.3 11.7 10.3 

23 13.2 12.8 13.6 13.2 6.8 8.8 12.7 3.8 4.4 13.0 7.0 6.8 8.2 13.0 9.8 9.2 

24 13.2 9.4 13.0 14.4 13.2 9.8 10.6 13.0 7.0 8.2 13.0 6.0 5.8 9.6 8.6 10.4 

25 13.0 14.4 14.6 13.2 9.6 13.0 13.0 9.8 10.2 12.9 5.4 6.8 13.2 8.0 7.6 7.8 8.0 

26 13.2 13.0 14.2 13.2 11.4 13.4 13.0 9.6 9.8 12.8 6.0 8.0 11.0 13.2 9.3 8.2 

27 13.2 13.0 14.2 18.6 13.2 8.2 10.8 12.5 5.5 8.0 13.0 6.2 5.6 

28 13.2 11.4 13.4 12.5 6.0 8.5 13.2 9.0 8.2 '9.8 7.0 

29 13.2 13.0 14.4 13.2 11.6 13.6 13.2 9.8 9.8 12.8 4.0 5.5 10.2 7.6 

30 13.2 11.3 13.4 13.0 9.2 9.0 12.8 4.8 6.8 

31 13.0 10.6 11.0 12.7 6.5 8.0 10.4 7.2 

下旬平均 13.2 13.4 14.5 18.6 13.2 11.7 13.5 14.4 13.1 9.1 10.2 12.8 12.7 5.8 7.3 11.0 13.1 7.6 7.1 8.2 13.2 9.9 8.3 10.4 

月平均 13.3 14.9 15.6 19.7 13.2 12.7 14.2 16.5 13.2 10.1 11.8 14.3 12.9 8.0 8.8 11.1 12.8 6.9 7.1 9.2 13.1 8.6 7.7 10.2 

-96-



熊田川・手取川観測表

1993年4月'"'"'1994年3月 CC)

イ長
貫員 田 JII 手 取 JII 

月 日 天
水温CC) DO(ppm) 水温CC) H DO (ppm) P H P 

4.05 曇 9.8 7.0 8.6 7.6 7.0 12.2 

4.13 晴 9.9 7.0 9.4 7.8 7.0 12.3 

4.28 曇 12.8 6.8 8.3 9.9 7.0 11.8 

5.06 曇 16.9 7.0 8.2 12.9 7.2 10.7 

5.18 昼τzョr 15.9 7.0 9.0 12.7 7.2 11.0 

5.26 晴 15.7 6.8 8.5 13.6 7.2 11.6 

6.08 曇 16.5 6.8 8.0 14.2 7.2 10.5 

6.15 雨 17.3 6.8 7.3 14.5 7.0 9.9 

6.30 雨 17.8 6.8 7.0 15.9 7.0 9.8 

7.06 曇 18.6 6.8 8.2 15.6 7.0 10.5 

7.15 雨・曇 19.4 6.6 7.6 15.9 7.0 10.2 

7.28 曇 21.1 6.8 7.3 19.5 7.2 9.3 

8.06 曇τzヨず 20.8 6.8 5.7 18.1 7.2 9.1 

8.18 曇 20.4 6.8 5.6 17.2 7.2 9.1 

8.25 晴 21. 7 6.8 6.3 19.2 7.2 8.9 

9.07 曇 18.3 6.8 6.4 16.8 7.2 9.4 

9.17 雨 17.8 6.8 5.6 16.0 7.2 9.4 

9.29 曇 17.0 7.0 5.9 15.8 7.2 9.4 

10.06 曇 14.2 7.0 6.8 13.2 7.4 

10.15 晴 14.4 7.0 5.4 14.4 7.4 9.4 

10.27 晴 13.1 7.0 6.1 11.8 7.3 

11.09 晴 12.6 6.8 6.7 12.0 7.4 10.2 I 

11.16 H青 12.8 6.8 8.2 12.1 7.2 10.5 

11.24 曇 10.4 6.8 8.4 9.0 7.0 10.5 

12.07 晴 10.5 7.0 8.1 8.2 7.4 10.7 

12.16 晴 10.3 7.0 8.0 8.2 7.4 10.5 

12.22 雪 7.4 6.8 8.3 6.2 7.4 10.5 

1.07 雨 8.6 6.8 11.2 6.0 7.0 12.0 

1.18 曇 9.1 6.8 10.1 6.4 7.0 ~ 
1.26 晴 7.4 6.8 10.0 5.0 6.8 12.2 I 

2.03 雪 6.9 6.8 10.6 5.2 6.8 12.6 I 

2.15 晴 10.3 7.2 10.6 6.8 7.4 11. 7 

2.23 曇・雪 7.1 7.0 10.2 4.3 7.2 10.8 

3.09 曇 10.9 6.8 9.7 6.1 7.0 11.9 

3.16 晴 9.7 7.0 10.6 5.6 7.4 12.4 

3.24 曇 9.5 6.8 7.9 6.7 7.2 11.9 I 
注:観測点熊田川 分場排水上流30m、手取川河口右岸(建設省水位観測点)
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I 石川県増殖試験場の概要



1 .沿革

2.所在地

I 石川県増殖試験場の概要

(平成 5年 4月 1日現在〉

昭和43年 3月 石川県水産試験場能登島分場として設立

昭和45年 4月 組織改革により石川県増殖試験場と名称変更

昭和51年 4月 石川県栽培漁業センター(能登島事業所〉を併設

昭和63年10月 栽培漁業センタ一志賀事業所を開設

石川県増殖試験場:栽培漁業センタ一能登島事業所

千926-02 石川県鹿島郡能登島町曲12部

電話 (0767)84-1151'"'-'52 

FAX (0767) 84-1153 

栽培漁業センタ一志賀事業所

干925-01 石川県羽咋郡志賀町字赤住20

電話 (0767)32-3497 

FAX (0767) 32-3498 

3.組織、人員、業務内容

場長一一次長

庶務課 1 .予算・出納に関すること

( 5名) 2.場内の連絡調整に関すること

3 .種苗の配付事務に関すること

4.自動車・船舶・機械・施設の管理に関すること

調査開発科 1 .漁場環境に関すること

( 6名) 2.水産生物の種苗生産・放流技術開発に関すること

3.水産生物の養殖技術開発及び向上に関すること

4.水産生物の疾病に関すること

5 .資源管理型漁業推進に関すること

6.水産生物のバイオテクノロジーに関すること

栽培漁業センター マダ、イ・クロダイ・クルマエピ・ヨシエビ・アワピ・アカ

能登島事業所 ガイ・ワカメの種苗生産及び種苗配付に関すること

(6名)

栽培漁業センタ一

志賀事業所

(4名〉

ヒラメ・ガザミ・アワピ・サザエの種苗生産及び種苗配

付に関すること

(1) 



4 .職員氏 名

所属課〈科〉 職名 氏 名 主 な る 担 当 者

場 長 高橋稔彦 場の総括

次 長 杉元和彦 事務、技術の連絡調整

課 長 岩見信秀 課の総括、庶務事項、出納経理

主 査 水口公晴 会計事務、物品用度

庶 務 課 主 事 梅田美千子 給与事務、福利厚生、庁務

" 杉原光子 旅費事務、文書収受、庁務

技 師 角三繁夫 公用車・船舶等の運航管理

科 長 町田洋一 科の総括、カキ養殖業振興調査

水産研究

専門員 野村 フじ 資源管理対策、貝類・甲殻類放流技術開発調査

調査開発科 技 師 大慶則， 之 資源放流管理手法開発、海洋牧場調査

" 波田樹雄 特定海域養殖業推進調査、温排水影響調査

戒田典久 パイテク技術開発、魚病対策

達 克幸 内湾環境基本調査、貝類種苗生産

所 長 杉元和彦 所の総括(増殖試験場次長兼務〉

水産研究

専門員 古沢 優 種苗生産技術の総括

栽培漁業センター
技 師 橋本達夫 クノレマエピ、ヨシエピ、アワピの種苗生産

能登島事業所
石中健一 マダイ、クロダ、イ、ワカメの種苗生産" 

" 西尾康史 餌料培養

" 宮野理天 種苗生産(珠洲市派遣職員〉

所 長 永田房雄 所の総括、種苗生産技術総括

栽培漁業センター 技 師 四登 淳 ヒラメ、ガザミの種苗生産、餌料培養

志賀事業所 " 吉田敏泰 アワビ、サザエの種苗生産

" 下 吉晴 種苗生産(珠洲市派遣職員〉

(2) 



H 種苗生産に関する事業



1. 種苗生産・配付・放流概要

能登島事業所分

1.マダイ(石中健一) 679. 26千尾

会放流用配付 (3円/尾、全長30mm)

加賀市漁協 (8/9) 

-放流橋立地先 (8/24)

内浦漁協 (8/19) 

珠洲市 (8/4) 

日本釣振興会石川県支部 (8/5)

女試験放流

増試

増試

増試

(7/28) 

(7/28) 

(8/30) 

犬養殖用配付 (24円/尾、全長40mm)

(56円/尾、全長65mm)

決その他

日本海区水産研究所 (9/27) 

2. クロダイ(石中健一) 730千尾

決放流用配付 (6円/尾、全長30mm)

加賀市漁協 (8/9) 

小松市漁協 (8/13) 

金沢市漁協 (8/9) 

羽昨漁協 (8/7) 

福浦港漁協 (8/9) 

西海漁協 (8/10) 

西浦漁協 (8/12) 

能都町漁協 (8/12) 

-放流田ノ浦地先 (10/2)

穴水湾漁協 (8/7) 

中島町 (8/12) 

七尾鹿島漁協 (8/23) 

日本釣振興会石川県支部 (8/24)

女試験放流

増試

増試

(8/7) 

(8/30) 

決養殖用配付 (26円/尾、全長40mm)

(3) 

40千尾海面生賞網中間育成

40千尾 (50mm)
150千尾直接放流

100千尾直接放流

60千尾直接放流

松波地先

飯田地先

輪島地先

75千尾(全長20~25mm) 七尾北湾

50千尾(全長20~25mm) 西海地先

50千尾(全長50mm) 七尾北湾

6業者 130 千尾

2業者 24. 2千尾

60尾(全長60mm)

10千尾直接放流 橋立地先

10千尾直接放流 安宅地先

10千尾直接放流 金石地先

100千尾直接放流 滝港地先

30千尾直接放流 福浦地先

70千尾直接放流 西海地先

30千尾直接放流 西浦地先

200千尾海面生賃網中間育成

200千尾 (7伽un)

35千尾直接放流

30千尾直接放流

10千尾直接放流

50千尾直接放流

40千尾(全長30皿)

50千尾(全長50mm)

4業者 55 千尾

穴水湾地先

唐島、瀬嵐地先

七尾北湾

金沢港、安宅地先

高浜地先

七尾北湾



3. クルマエピ(橋本達夫)早期4，770千尾、従来2，150千尾

決放流用配付(早期O. 9円/尾、従来O. 6円/尾、 30mg換算値)

(早期)

南浦漁協 (7/20) 400千尾直接放流

-放流七塚地先

羽咋志賀水産振興会 (7/20) 2，000千尾海面囲い網中間育成

-放流柴垣地先 (7/24) (推定 163千尾)

輪島市漁協

・放流

寺家漁協

-放流

内浦漁協

・放流

七尾鹿島漁協

-放流

能登島町

・放流

(従来)

加賀市漁協

.放流

小松市漁協

・放流

金沢市漁協

-放流

内灘町漁協

・放流

穴水湾漁協

-放流

七尾漁協

・放流

高浜地先 (7/24) (推定327千尾)

(7/8) 800千尾海面囲い網中間育成

河井浜、光補地先 (7/12) (推定 196千尾)

(7/7) 20千尾陸上水槽中間育成

寺家地先 (9/16) 5千尾 (42mm)

(7/19) 1，000千尾海面囲い網中間育成

空林地先 (7/25) (推定301千尾)

(7/7) 250千尾海面囲い網中間育成

鵜ノ浦地先 (7/25) 9千尾 (25mm)

(7/8) 300千尾海面囲い網中間育成

野崎地先 (7/30) 90千尾 (26mm)

(8/7) 

橋立地先 (9/3)

塩屋地先 (9/7)

(8/13) 

安宅地先 (9/11)

(8/2) 

金石地先 (8/14)

(8/2) 

内灘地先 (8/10)

(8/2) 

穴水湾地先

(8/14) 

新保地先 (9/3)

150千尾陸上水槽中間育成

(推定 117千尾)

(推定 70千尾)

100千尾陸上水槽中間育成

56千尾 (33mm)

200千尾陸上水槽中間育成

80千尾 (33mm)

700千尾海面囲い網中間育成

(推定 118千尾)

500千尾直接放流

500千尾海面囲い網中間育成

(推定 56千尾)

4. ヨシエピ(橋本達夫) 1，900千尾

大放流用配付 (0. 6円/尾、 30mg換算値)

穴水湾漁協 (9/14) 

-放流穴水湾地先 (10/13)

中島町 (9/14) 

-放流深浦地先 (9/29)

鰯浦地先 (9/29)

能登島町

・放流

七尾漁協

・放流

(9/14) 

通地先 (9/25)

(9/14) 

七尾西湾地先

(4) 

500千尾海面生費網中間育成

173千尾 (24mm)

600千尾海面生賃網中間育成

116千尾 (25mm)

尾数不明 (28mm) 

300千尾海面囲い網中間育成

147千尾 (22mm)

500千尾直接放流



5.アワビ(橋本達夫) 203千個

決放流用配付 (20円/個、殻長16~2 Omm) 

輪島市漁協 (5/13) 143千個陸上水槽中間育成光浦育成場

犬養殖用配付 (30円/個、殻長 16~20mm) 2業者 60千個

6.ワカメ(石中健一) 4. 

犬養殖用配付 (45円/m)

輪島市漁協

七尾鹿島漁協

佐々波漁協

氷見漁協

3千m

(11/9) 

(11/5) 

(11/4) 

(11/4) 

7.アカガイ(達克幸) 1，535千個

決放流用配付(1円/個、殻長2mm)

七尾湾漁業振興協議会 (9/14)

炎養殖用配付(1円/個、殻長2mm)

七尾漁協 (9/14) 

志賀事業所分

8.ヒラメ(四登淳) 785千尾

会放流用配付 (4円/尾、全長30mm)

輪島市漁協 (7/ 1) 

O. 2千m
1. 1千m

1. 5千m

1.5千m

600千個海面垂下中間育成

935千個

95 千尾陸上水槽中間育成

-放流輪島地先 (7/26~8/3) 84. 1千尾 (77 sIs) 

甲漁協 (7/ 2) 

-放流 甲地先 (7/20)

美川漁協 (7/ 3) 

-放流美川地先 (7/24)

七尾漁協 (7/ 3) 

-放流七尾南湾・北湾 (7/17) 

福浦港漁協 (7/ 5) 

-放流福浦地先 (7/19)

羽咋漁協 (7/ 6) 

-放流 滝地先 (7/30)

小松市漁協 (7/ 7) 

-放流安宅地先 (7/24)

えの日漁協 (7/ 7) 

-放流えの日地先 (7/27)

西浦漁協 (7/ 9) 

-放流西補地先 (7/25)

加賀市漁協 (7/10) 

-放流橋立地先 (7/24)

塩屋地先 (8/ 2) 

金沢市漁協

・放流

門前町漁協

・放流

(7/12) 

金石地先 (7/24)

(7/13) 

門前地先 (7/28)

(5 ) 

17 千尾陸上水槽中間育成

15. 4千尾 (57s1s)

42 千尾仕切網中間育成

31 千尾陸上水槽中間育成

25.5千尾 (51 sIs) 

17 千尾生賛網中間育成

71 千尾生賛網中間育成

3 千尾 (62 sIs) 

36 千尾陸上水槽中間育成

44.8千尾 (50sls)

65 千尾生費網中間育成

20.9千尾 (6UsIs) 

25 千尾陸上水槽中間育成

53 千尾陸上水槽中間育成

21.3千尾 (56s1s)

15.8千尾 (63 sIs) 

34 千尾陸上水槽中間育成

35.9千尾 (58s1s)

9 千尾陸上水槽中間育成



穴水湾漁協 (7/15) 65 千尾生費網+囲い網・生貫網

-放流新崎地先 (8/ 3) 20.4千尾崎 Onm)
中居地先 (7/26) 41.1千尾 (55nm)

西海漁協 (7/16) 74 千尾陸上水槽中間育成

-放流西海地先 (7/31) 43.2千尾 (57nm)

穴水北部漁協 (7/16) 1 1 千尾生賛網中間育成

-放流前波地先 (8/ 3) 0.5千尾 (55nm)
内浦漁協 (7/19) 73 千尾陸上水槽中間育成

-放流松波地先 (8/ 3) 60.5千尾 (60nm)
野崎漁協 (7/21) 22 千尾生賞網中間育成

-放流 日出ケ島地先 (8/5) 5.3千尾 (70nm)

押水漁協 (7/21) 10 千尾直接放流

犬養殖用配付 (40円/尾、全長40mm) 35 千尾 5業者

9.ガザミ(四登淳) 120千尾

女放流用配付(1円/尾、甲幅5mm)
富来町水産振興協議会 (7/ 9) 100 千尾直接放流福浦、赤崎地先

松任市漁協 (7/10) 20 千尾直接放流松任市地先

10.アワビ(吉田敏泰) 120千個

決放流用配付 (20円/個、殻長 16~20醐)

門前町漁協 (4/26) 3 千個直接放流深見地先

富来町振興会 (4/28) 60 千個直接放流福浦、富来

千ノ浦、鹿頭地先

高浜漁協 (4/30) 10 千個直接放流大島地先

羽昨志賀振興会 (5/13) 20 千個中間育成赤住種苗育成場

輪島市漁協 (5/13) 7 千個中間育成光浦育成場

珠測市 (10/26) 20 千個中間育成小泊育成場

1 1.サザエ(吉田敏泰) 600千個

決放流用配付 (3円/個、殻長5mm)
羽昨志賀振興会 (6/ 7) 90 千個直接放流百浦、上野、大島地先

高浜漁協 (6/ 7) 20 千個直接放流大島地先

志賀町漁協 (6/ 7) 30 千個直接放流赤住地先

加賀市漁協 (6/ 8) 10 千個直接放流橋立~片野地先

富来町振興会 (6/ 8) 100 千個直接放流福浦、富来、七海

千ノ浦、鹿頭地先

門前町漁協 (6/10) 15 千個直接放流剣地、赤神

黒島地先

珠測北部漁協 (6/10) 40 千個直接放流長橋、片岩地先

寺家漁協 (6/10) 20 千個直接放流寺家地先

輪島市漁協 (6/11) 200 千個直接放流輪島、舶倉島地先

七尾鹿島漁協 (7/ 1) 25 千個直接放流鵜の補地先

えの日漁協 (7/ 2) 50 千個直接放流えの白地先

(6) 



2. マダイ種苗生産事業

I 種苗生産

1.採卵

5月 7日に海面筏の生賓網 (4X4X4m

5節〉で管理飼育した親魚161尾(雌雄不明〉

を船で当事業所へ運搬し、採卵池(l30nf角形

コンクリート水槽)へ収容した。地先水温は

13.30Cであった。

採卵は 5月11日より開始したが、白濁した

沈下卵が多く浮上卵の鮮化率(平均37.5%)

も悪かった為、飼育槽への卵収容が出来な

かった。 6月2日に、同方法で生賓網より 69

尾の親魚を追加収容し計230尾として採卵を

再開したところ、翌 3日"-'6日にかけて計

20，100千粒の浮上卵を得ることが出来た。内、

6，000千粒を飼育水槽 (50rrl角形コンクリー

ト水槽) 5面(1，200千粒/槽〉に収容して飼

育を開始した。平年は 5月20目前後となる卵

収容が、今年は10"'14日程遅れた。

親魚池水温及び浮上卵率・ 1降化率を図 l、

採卵数と浮上卵数を図 2に示した。

空別十

日ljill-1KJJJLJh
ち30トー lA的.~
主m十 oJF1J:γγ ￥ γ:!i!:.;.:二￥
"C 10ト++十+十・ 4 ←+ +〓什干? ・

月日 6/ 1 3 5 7 9 11 13 

口浮上卵率%+水温"C<)ふ化率%

図-1 親魚池水温及び浮上卵率と癖化率

石中健一・古沢優・橋本達夫 *1

西尾康史・宮野理天*2

2. 陸上飼育

卵収容後 2"-'3日を要して得られた僻化仔

魚4，165千尾(鮮化率69.4%)を、飼育水槽

(実容積40rrl)で36"-'38日間飼育し、平均全

長14.23mmの稚魚1，750千尾生産した。勝化仔

魚からの平均生残率は42.0%となった。

餌料系列は、開口が見られた勝化後4日目

よりワムシ 1"-'9億個体/日/槽、 18日目よ

り幼生アノレテミア100"-'800g /日/槽(卵乾

燥重量〉、 30日目より配合飼料120"'400g / 

日/槽を沖だし迄与えた。給餌は、ワムシ

1"'3回/目、幼生アノレテミア 1"'3回/目、

配合飼料 3"'4回/日投与し、配合、アルテ

ミアは早朝 (5: 30)を自動給餌とした。 1

槽当たりの総給餌量は、ワムシ197億個体、

アルテミア 9kg(卵重量〉、配合飼料1.32kg投

与した。

注水量は瞬化直後0.2回転(8 rrl/日〉の

徴流水で飼育し、飼育日数とともに徐々に水

量も多くし、 35日自には4.5回転(180rrl/

単位・百万
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日)に増量した。又、鮮化後15日目まで飼育

水のナンノクロロプシス濃度が100万セノレ

(底面ラインが見えない程度〉に成るよう添

加し、 14日目より沖出し迄濃縮生クロレラ

O. 5"""'2. OL/日/槽添加をした。

底掃除は鮮化後10日目までに l回行い、 20

表-1 種苗生産結果表

生 度 回 次 1 2 3 

採 卵 月 日 6/3 6/3 6/5 

収容卵数 (千粒) 1，200 1，200 1，200 

勝化率 (%) 82.6 77.0 61.0 

勝化仔魚 (千尾) 992 925 732 

成長 及 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾

歩留り 宜血 % 血血 % m % 

第 1 回 6/5 992 6/5 925 6/7 732 

計 数 2.60 

第 2 回 6/14① 907 6/14① 891 6/18⑪ 675 

計 数 91.4 96.3 92.2 

第 3 回 6/24⑬ 650 6/24⑬ 814 6/24⑪ 663 

計 数 65.5 88.0 90.5 

沖出 し月 日 7/12 7/13 7/14 

沖出し迄の回数 37日 38日 37日

沖出し時全長 (皿) 13.72 13.81 15.78 

沖出し尾数 (千尾) 350 400 350 

神出し迄の歩留(%) 35.2 43.2 47.8 

*沖だし時発死尾数約200千尾

表-2 飼育事例(第2回次生産池)

日目迄は l回/3目、 30日目迄は 1回/2日、

配合投与時の30日目以降は、毎日行うように

した。

種苗生産結果を表 1、飼育事例を表2、給

餌量を表3、平均全長と生残数を図 3に示し

た。

4 5 

6/6 6/6 6/3~6/6 

1，200 1，200 6，000千粒

61.0 66.3 69.4% 

732 784 4，165千尾

月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾

m % m % 圃m % 

6/8 732 6/8 784 6/5~6/8 4，165 

2.60 

6/18⑬ 706 6/18⑪ 755 3，934 

96.4 96.3 94.4% 

6/30⑫ 657 6/30⑫ 720 3，5倒

89.7 91.8 84.1% 

7/14 7/15 7 /12~7 /15 

36日 37日 36~38 日

14.28 13.56 14.23m 

300 350 1，750千尾

40.9 44.6 42.0% 

Oフ化後日数

沖出

ワムシ{億個体) 3-2-1一一2-0-4-2-0-4-5・4-6一一8一一一9一一一一4一一一9一一一一「計197棚体 i

配 合 (g) 日農A2号1/3 120 -400・・・・・・! 1. 32kg 

協和B1，B2 1/3 
アルテミア (kg) 0.1-0.2-"・0.4-・-0.6-'一一，0.8-"-O. 7-" O. 6~ 9. Okg 

(卵乾燥重量)
注水量(回転率)0.2一一一一一一一一 0.5一一一一1.0一一一ー1.5一一一-2. 2 --2. 5--3. 0一一4.0--.4.5一一一!

濃縮生クロレラ(l)Iナンノ添加(100万セル/40nf)0.5-1.0ト一一2.5 i 51. O.e 
水温("C)← 16.4~18.4 →← 18. 7~19.9 →← 19. 9~21. 0 →← 21. 0~25. 0 →116. 4~25. O"C 1 

全 長(皿)2. 6{}........3. 56..........… 4.回一….......4.伺日……….日一.目イ.

フ 化後 日 数 {呂) 5 1ωo 1路5 2却o 2笥5 3鈎o 3お5 Lししし一一-一一一.一-一.一 38旦一一一-一-……..

(8) 



表-3 給餌量(陸上飼育) 表-4 中間育成結果

餌の種類 回数 給餌量/槽/日 開始時期 7月12日

ワムシ(億) 4~37 日 1~ 9 収容生貸，数 4 x 4 x 3 m 180径 31統

アルテミア(卵乾燥重量g) 18~37 日 100~800 

配合目農 1~3 号(g) 30~37 日 60~200 

開始の魚体 14.23皿

収容密度(rr?) 1，041尾

配合3・7生餌(アミエピ，サパ) 複合ピ
協和Bl，B2 30~378 60~200 餌の種類と給餌量 タミン部j外割り5% ビタミンE剤外

割り0.5% 50~250kg/日

水槽換水率/日/槽 0.2~4.5回転

水温CC) 16. 4~25. O.C 

取り上げ尾数 時期 975千尾 8月2日

取り上げ魚体の大きさ 20~30醐

中間育成の歩留/通算 62.9%/23.4% 

(陸上飼育)
20 
皿皿

全長
.... 

-・・・0・"・...ー一・ー・・・"・ ..・・ー・・
--_"W~，・ーー-一ー・.ー士・・ーー・...一ー・ー・._・‘・・ー-一.・.一 一ー・

15 

ー・.ー一"

50 10 

、
、、

、、

5 

フ化後日数 5 10 15 20 25 30 35 40日

図-3 平均全長と生残数

表-5 中間育成給餌量(クロダイ含)
単位:kg 

日 付 配 tロh アミエピ サ ノ可 複合ビタミン弗j ピタミンE剤 計

7/12~7/20 594 1，33 5 9 6 9. 6 2，034.6 
21~ 31 975 2，235 155 1 6. 0 3，381.0 

計 1 ， 5 6 9 3，570 2 5 1 25.6 5，41 5. 6 

8/ 1~8/10 1， 0 0 0 2，370 8 0 15.0 3，465.0 
1l~ 20 7 4 0 1. 0 9 5 540 9 1 1 O. 6 2，476.6 

21~ 31 4 70 855 5 2 5.2 1，382.21 

言十 2，210 3，465 1 ， 395 223 3 0.8 7，323.8 

9/ 1~9/10 250 375 2 5 2. 5 652.5 
1l~ 20 1 2 0 180 1 2 1. 2 3 1 3. 2 

計 370 555 3 7 3. 7 965.7 

lロh 計 4， 1 4 9 7 ， 0 3 5 1 ， 950 5 1 1 6 O. 1 13，705.1 

(9) 



(3) 中間育成

陸上水槽で生産した1，750千尾(平均全長

14. 23mm)の稚魚を、 7月12日'"15日にかけ

てカナラインホース(径50mm)50m X 4本を

つなぎ、当場試験船に載せた 1rrlパンライト

ヘサイホン輸送し、海面中間育成施設まで運

搬した。サイホン輸送中200千尾が、酸欠の

為へい死したので、 1，550千尾を180径ナイロ

ンモジ網 (4X 4 X 3 m) 31統に収容して、

中間育成を開始した。

モジ網は稚魚の成長や網の汚れにともない、

120径、 80径と順次交換し、 21日間飼育した

結果平均全長30mmの稚魚975千尾生産した。

中間育成での生残率は62.9%で瞬化仔魚から

の生残率は23.4%となった。

餌料はマダイ用配合飼料 3対、冷凍三陸ア

ミ(又は冷凍サバ) 7に複合ビタミン剤外割

の 5%、ピタミンE剤外割0.5%をチョッ

ノξーに混餌して与えた。給餌は沖出しから14

日目まで10'"15回/日 (9時'"19時〉与え、

15日目からは 6"'10回 /日 (9時'"16時30

分〉投与した。

ω
m長
州
制

全

30 

20 

10 

給餌率は、魚体重の200"'150%を目安に沖

出し後10日目まで与え、 20日目迄は150'"

50%、20日目以降は50"'20%を与えた。

中間育成結果を表4、中間育成給餌量を表

5、沖出し後の平均全長と体重を図 4に示し

た。

E 問題点と今後の課題

1. 良卵の確保。 5月中旬から下旬に採った卵

は沈下卵が多く、又僻化率も良くなかった。

2. 適正給餌期、量の把握。瞬化後15日目前後

よりこれまで配合投与を行ってきたが、今年

度は30日目から投与した。成長について特に

変化は見られなかった。配合の残餌による底

面の汚れが少なく飼育上良かったように思わ

れた。

3. 網替え作業の労力の確保。

*1 現在のとじま臨海公園水族館

*2 現在珠洲市併任職員
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図-4 沖だし後の平均全長と体重
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3. クロダイ種面生産事業

I 種苗生産

1 .採卵

海面生け賛網で飼育した親魚237尾を、 5 

月7日に船で当事業所へ運搬し、採卵池 (130

m"角型コンクリート水槽)へ収容した。親魚

池水温は13.10Cであった。

5月11日より採卵を開始したが、 20日まで

殆ど卵が採れず、 21日から漸く採れ始めた卵

も、半分以上 (58.8%)が白濁した沈下卵で、

あった。また、浮上卵の幣化率 (52.9%)も

良くなかった為、飼育水槽へ収容できなかっ

た。 6月2日の採卵より騨化率も良くなり、

2日から 5日迄に得た22，100千粒の浮上卵よ

り卵6，000千粒(1，000千粒/槽〉と、鮮化仔

魚2，400千尾 (800千尾/槽〉を飼育水槽 (50

d角形コンクリート水槽) 9面に収容した。

6月11日より 19日にかけて採卵した9，500

千粒の浮上卵も、飼育水槽5面に収容した。

親魚池水温及び浮上卵率・勝化率を図 l、

採卵数と浮上卵数を図 2に示した。
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図-1 親魚池水温及び浮上卵率と瞬化率

石中健一・古沢優・橋本達夫

西尾康史・宮野理天

2. 陸上飼育

飼育水槽へ収容した2，400千尾の僻化仔魚

と、卵で収容し 2"'3日を要して得た鮮化仔

魚10，755千尾の計13，155千尾で生産を開始し

た。

餌料は、開口が見られた鰐化後 3日目より

ワムシ 1"'6億個体/日/槽、 17日目より幼

生アルテミア50"'400g (卵乾燥重量)/日

/槽、 35日目より配合飼料240g/日/槽を、

沖だし迄与えた。給餌は 9時'"17時の間にワ

ムシ 1"'3回/日、幼生アルテミア 1"'3回

/日、配合飼料 3回/日を手撒きで投与し、

早朝 (5: 30)は自動給餌とした。 1槽当た

りの総投餌量は、ワムシ127億個体、アルテ

ミア4.04kg(卵乾燥重量〉、配合飼料720gと

なった。

飼育水槽は、昨年同様廻りを遮光し直射日

光が入らないよう暗くしたが、冷夏と言われ

た今年度は照度が低く暗すぎた為、解化後15

日目より上部の遮光幕 2重を 1部 1重とし、

単位・百万
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2 

6/ 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 
月 日

図総採卵数 図浮上卵数

図-2 採卵数と浮上卵数
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明るくした。

また、飼育水へは癖化直後から10日固まで、

ナンノクロロプシスを 2"-'3rrl/槽(約100

万cell/m.Q)添加し、 11日目より沖だし迄濃

縮生クロレラ 1"-'6L/日/槽を添加した。

表-2 飼育事例(第2国次生産池)

注水量、底掃除についてはマダイ同様に

行った。

種苗生産結果を表 l、飼育事例を表 2、給

餌量を表3、平均全長と生残数を図 3に示L

Tこ。

沖出

ワムシ(億個体) 2ー1-2-0ー 1-2一一0-2-3-4-5一一6 4一一一 6一一一寸計1幻億個体 i
日農A2号 1/3 240・・・・・・i 720g 

協和B1.B2 1/3 
配 合 (g)

アルテミア(沌) 50-，80-..120-".250-..400-"-一一-寸 4.04kg 

(卵乾燥重量)
注水量(回転率)02一一一一一一一0.5一一一1.0一一一1.5一一一2.2一 一 3.0一一 4.0--.4.5 ------j 

濃縮生クロレラ (t)Iナン網棚セル/初01)0ト1.0I 1.0-1.3-2.0-2.5-3.0一一一一一4.0 5.0-6.0一一寸 84.4t 
東 温 CC)← 16.7~18.3 →← 18. 4~20. 1 →← 19. 7~20.8 →← 2 1. 0~24. 5 寸14.8~22. O'C i 
雇内照度 (Lux) ← 50~80 →←1O~180---10~45→← 40~測→←20~抑十印~3ω→← 初~440 寸 10~側 Lux j 

*フ化後15日目より遮光募(遮光率93%)2重から 1重

全 長 (皿)2.5ω0一一一……一一一一一一一…一一-一…………-一一…-一一…-一…-一-一…………….一…………….一……….一一一…-一一一一一一一一-一………-一一-一一'一守 ……….一.4.3ω0一…一………一…………-一一………-日…….日……-一一-一'5.5臼3一…………-一…….一一寸-一守

フ化後日数(日) 5 10 1白5 2却o 2お5 3羽o 3お5 し一一一男里 ~._.__._.1

表一 3 給餌量(陸上飼育)

餌の種類 日数 給餌量/糟/日

ワムシ(億) 3~37 日 1~ 6 

アルテミア(卵乾燥重量g) 17~37 日 50~400 

配合日農 1~3 号(g) 35~37 日 120 

協和Bl.B2 35~37 日 120 

水槽換水率/日/槽 0.2~4.5回転

水温CC) 16. 8~24. 5'C 

表-4 中間育成結果

開始時期 7月12日
収容生餐，数 4x4x3m 240径 35統|

開始の魚体 12. 77皿
収容密度(rrf) 1.041尾

配合3:7生餌(アミエビ.サパ) 複合ピ

餌の種類と給量耳量 タミン剤外割り5% ピタミンE剤外
割り0.5% 50-120kg/日

取り上げ尾数 時期 875千尾 8月7日

取り上げ魚体の大きさ 30皿

中間育成の歩留/通算 50.0%/6.6% 

(12) 

3. 中間育成

陸上水槽で生産した平均全長12.77mmの稚

魚1，750千尾を、 7月12日"-'15日にかけて船

で海面中間育成施設まで運搬し、 38mm径カナ

ラインホース(長さ10m)を使ってモジ網

240径(4 x 4 x 3 m) 35統に収容した。稚魚

の成長や網の汚れに伴いモジ網は180径、 120

径、 80径と順次交換し、給餌についてはマダ

イと同様に与えた。

中間育成で26日間飼育した結果、平均全長

30mmの稚魚875千尾を生産した。中間育成の

生残率は50.0%で、瞬化仔魚からの通算生残

率は6.6%となった。

中間育成結果を表 3、沖だし後の平均全長

と体重を図 4に示した。
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E 問題点と今後の課題

1. 良卵の確保。

2. 初期減耗要因の把握。

180万尾

⑥6/20減耗の為放棄

@ @6/加減耗の為放棄
~ こよ:・

(陸上飼育)

6/15減耗の為放棄 ω........ 7/25減耗の為放棄

7/16減耗の為放棄.⑫¥

7/16減耗内放棄 ⑪. 
7/19減耗の為放棄

10 15 20 25 30 

図-3 平均全長と生残数

・a

10 20 30 40日

図-4 沖だし後の平均全長と体重

3. ~醇化後15 日日以降の大量へい死。

4. 配合飼料の適性給餌期の把握。

(14) 
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4. クルマエビ種苗生産事業

I 方法

1.親ェピ

種苗生産に用いた親エピは、第 l回次平成

5年 5月12、18日に120尾、 188尾、第 2回次

6月17日に114尾を、いずれも愛知県一色町

より購入した、購入総尾数は、 645尾であっ

た。

2. 飼育水槽

飼育には、屋外コンクリート水槽のうち、

加温装置付きのもので、 200トシ3面、 100トン l

面の計700トシ、及ひ、無加温水槽200トシ 2面の計

400トシ、総計し100トシを用いた。

3. 餌料系列

餌料は、屋内水槽 C32トシ〉、屋外水槽(100

トシ水槽で、水量20トシンで使用〉で培養した珪

藻 CChaetocerosgracilis)をZ1期"'P初期

に、シオミズツボワムシ(グリーン海水及び

パン酵母で培養し、投与前にテトラセルミス

で 2 次浸潰した〉を Z3"'P1~.こ、アルテミ

ア幼生(北米ソルトレイク産〉をM3"'P5

に、冷凍アミエピをP1"'Pnに、配合飼料

(鯛ヒガシマル製クルマエピ配合飼料〉をP

l"'Pnに、ピタミン強化餌料(悌ヒガシマ

ル製ピタプローン)をP1"'Pnに投与した。

4. 換水量

換水は、 1日1槽当たりM1"'P1まで30

トシ、 P2"'P5までι0トン、 P 6'" P 10まで50

トン、 P 11"'P 15まで70トy、P 16'" P 20まで

100トシ、 P 21'" P 25まで;150トシ、 P 25'" P 30ま

で、200トシ、 P30以降は、 350トシを目安として、

適宜増減して行った。

(15) 

E 結果

橋本達夫・古沢優・石中健一

西尾康史・宮野理天

種苗生産結果を表ー 1-1、2に、飼育事例を

表-2-1"'3及び図-1、2に示した。

1.第 1回次種苗生産

o第 l回種苗生産は、平成 5年 5月12日"'8

月14日に行い、 P43"'P79、体重42.4'"

219.4昭の稚エピ215.8万尾を生産した。

o生産油Aー2では、産卵率、勝化N数、い

ずれも低い値であったが、その後は順調に経

過した。

o生産池A-.，.3では、 Z2期に尭死が多く見

られた。この時、珪藻は飼育水中に約 3万

cells/cc見られたが、幼生数から考えると餌

料不足と思われ、それが原因と考えられた。

o生産池A-4では、 Z期に幼生の状態やP

H値に注意して珪藻が不足しないように投与

した結果、多量発死は見られず順調に経過し

た。

2. 第 2回次種苗生産

0第 2回次種苗生産は、平成 5年 6月17日~

8月14日に行い、 P36'" P 44、体重30.0'"

49.9昭の稚エピ30.9万尾を生産した。

o第 1回次の結果をふまえて、 Z期に幼生の

状態やPH値に注意して珪藻が不足しないよ

うに投与した結果、 Z期に多量の尭死は見ら

れず順調に経過した。

o生産池A-4及びA-2において Z、M期

にそれぞれ幼生の密度調整を行った。



盟問題点

。珪藻の投与量について

Z期に餌料不足にならないよう、幼生数に対

する飼育水中での適性珪藻量を把握する必要が

あると考えられる。

表-1ー 1 クルマエビ種苗生産結果

産 卵

生
畑官，.， 使 収 Y居士t 一 来 ~ 産

産 用 容 全 部
産 #P 

水 収容月日 尾 産 産
回 積 量 数 卵 卵 #s 死 率
次 (t) (t) (尾)(尾)(尾)(尾)(尾)(%) 

1. A-2 200 200 5/12 120 2 17 91 10 9.5 

1. A-3 200 200 5/13 273 29 16 207 21 14.0 

1.Aー1 100 100 5/15 206 20 33 127 26 20.2 

1. A-4 200 200 5/18 221 68 47 68 23 49. 7 

小 計 700 700 
5/12 820 119 113 493 80 23. 7 

~18 

2. A-2 200 200 6/17 114 30 31 48 5 45.4 

小計 200 200 6/17 114 30 31 48 5 45.4 

総計 900 900 
5/12~18， 

934 149 144 541 85 26.0 6/17 

幼 生(万尾) 歩 留 り(%)

N Z M N P N 
N Z M P1 Pn --i砂 ー一歩 F ーヤ ー司令 一一歩 一一.

Z M P1 P1 Pn Pn 

500 470 430 430 34.8 91. 0 91. 0 100 86. 0 8.0 6. 9 

1，100 600 600 600 57. 1 54.5 100 100 54.5 9.5 5. 1 

500 450 430 430 11.1 90.0 95.5 100 86.0 2.5 

2， 700 1. 000 900 900 112.8 37.0 90.0 100 33.3 12.5 4. 1 

密度 調整

4，800 2，520 2，360 2，360 215.8 52.5 93.6 100 49.1 9.1 4.4 

1，300 700 600 600 30.9 53.8 85. 7 100 46. 1 5. 1 2.3 

密↓度 調整

1，300 700 600 600 30. 9 53.8 85. 7 100 46. 1 5.1 2.3 

6， 100 3，220 2，960 2，960 246. 7 52. 7 91.9 100 48.5 8.3 4.3 

(16) 



表-1ー 2 クルマエピ種苗生産結果

生 生 配
産 産 l口h 

尾 体 総
重 尾

施 珪 ワ ア 配 ア C 
投

量飼 数飼 与

生産
月 ス ;--/育 -;;;/育

ノレ 、、、
量/生

ア 数 体 ぎ水 き水 HE ム ア A 
田 /‘、 ( 、、、 コ二 産

次 日 ジ 万
重 重

量 量 t 藻 シ ア iロh ピ R 重尾
〈 ( 

分
、..; (略) (kg) t t 、句〆 (Id) (億) (kg) (kg) (kg) (kg) 

量、ー〆 ) 

1. A-2 8/2 P68 16.8 212.0 35.69 0.36 0.17 71.5 66.3 7.25 241.23 377.5 3.26 6/14M-8へ

11 11 P68 5.5 212.0 11.70 

" " P68 12.5 212.0 29.57 

1. A-3 7/7 P42 19.4 42.4 8.23 0.23 0.28 100.5 58.4 6.68 95.83 220.0 2.07 

11 11 P42 2.0 42.4 0.87 

11 7/8 P43 24.4 103.6 25.34 

11 11 P43 11.3 103.6 11.74 残27.4kgM-8へ

1. A-1 8/14 P79 11.1 219.4 24.5 0.24 0.11 45.6 59.1 4.98 253.3 312.0 10.33 6/14S-5ヘ

1. A-4 7/19 P46 37.5 83.2 31.25 0.58 0.56 155.0 66.15 8.92 169.7 303.5 1.45 

" 7/20 P49 54.4 113.0 61.58 

11 P49 20.9 113.0 23.71 

小言十
7/7- P43 

215.5 261.18 0.37 0.30 372.6 249.95 27.83 760.06 121.3 2.91 
8/14 -79 

2.A-2 8/7 P36 23.4 30.0 7.05 0.05 0.15 131.5 76.8 5.88 101.5 94.0 0.93 

11 8/13 P44 7.5 49.9 3.77 

小計 8/7. 13 
P38 

30.9 10.82 0.05 0.15 131.5 76.8 5.88 101.5 94.0 0.93 -44 

総計
7/7一 P38 216.7 272.0 0.30 0.27 504.1 326.75 33.71 861.56 1，307.0 3.16 8/14 -79 

表-2-1 生残尾数と水温

日 数 。 2 3 6 1 1 1 6 5 9 

水 温 21.5 22.0 2 3. 0 2 3. 0 2 3. 0 2 3. 3 2 3. 3 

ス テージ 親 取り上げ N Z M P 出荷

生残数 完一来全部産産産卵卵卵 221960尾尾尾 1 ， 0 0 0万 600万 600万 600万 5 7. 1万

生残 率 1 00% 54.5% 54.5% 54.5% 5. 1 % 

表-2ー 2 成長の推移

ステージ P3 PlO P15 P21 P25 P34 P40 P42 

平均体長(脚) 6.8 7 . 8 9.2 9.7 1 2. 5 1 6.4 2 3. 1 2 4. 1 

平均体重 (mg:) 0.8 2.5 4.3 7. 5 11.0 2 8. 4 3 3. 1 42.4 

(17) 



表-2-3 飼育事例(クルマエビAー 3200m3水槽)

ワムシ(億個体)

珪藻(rrP) 1.5 3.0 8.0 7.0 21 18 20 16 3.0 3.0 

アノレテミア(kg)

アミ エ ビ(kg)

配 合(kg)

換水量(m3) 

換水ネット目合

0.7 4.7 8.2 8.8 1.5 
1.5 7.2 11.7 5.4 

0.3 9.4 1.1 0.8 0.3 
2.5 1.2 1.0 0.5 

61. 0 40.0 47.5 

合計

100. 5m3 

58.4億

17. 1kg 

42.0 
220kg 

59.0 
95.8kg 

5号

←一一一 60日一一一→<-----40日 :←一一一 30日一一一

0.8 2.5 4.3 7.5 11.0 28.4 

1. 37 7. 15 
‘一一ー一一歩 ‘ーーーーーーーー一一司令
1号 3号

7.42 

2号

20.89 

4号

水温('C).←21.5-23.2→←23.0-23.5→←23.0-23.5→←23.0-23.6→←23.0-23.5→←23.0-23.3→ 

体 重(mg)

13015017011001150120012501300 

日 数(日) 0 

ステージ卵 N Z M P 1 

40 

P10 P20 P30 

33.1 42.4 

P40 

(万尾)

1，000 

500 

10 20 30 

生残尾数ー一一司ー

水 温ーーーー-

_--一一ーー一-一一一一一一一一ーーーーー--ーーーーーーー， 
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図-1 飼育期間中の生残尾数と水温の変化(クルマヱビ)

体重一一一一

体長--ーーー

，
 
，
 
，
 
，
 
，
 
，
 ，
 
，
 

，
 

，
 

4
F
 

，
 

A
F
 

CC) 
25 

24 

23 

22 

ム，ー-::;'rT'

-・_-・Fーーー'岬---ーー-

21 

20 

(mg) 
40 

30 

20 

10 

10 30 20 40 50 

図-2 飼育期間中の成長状況(クルマエビ)

(18) 

60 (日)



5. ヨシエビ種苗生産事業

I 方 法

親エピの入手は、 7月17日に能登島町半ノ浦

より 8尾、 7月21日に能登島町半ノ浦、須曽よ

り44尾、 7月24日に能登島町須曽より28尾の合

計80尾を購入した。

飼育には、加温装置付き屋外コンクリート水

槽で、200トシ2面、 100トシ l面の計500トシを使用し

た。

餌料系列は、屋内外の水槽で培養した珪藻

CChaetoceros gracilis)をZ1期.......，p初期に、

冷凍アミェピをP1 """"P25に、配合飼料〔悌ヒ

ガシマル製クルマエピ配合飼料〉をP1""""Pn

に、ビタミン強化飼料(掛ヒガシマル製ピタプ

ローン〉をP1""""Pnに投与した。

珪藻の維持管理については、昨年の経過から、

多量に培養珪藻を投与し続けることが結果とし

て艶死発生の誘因になると思われることから、

換水を行いながら培養珪藻を投与し、同時に施

肥も行い、天然珪藻の発生につとめた。天然珪

藻が発生してからは、餌料不足と思われるとき

以外は、培養珪藻を投与せず飼育を行った。

ワムシについては、投与せず飼育を行うこと

とLtこ。

E 結果

種苗生産結果を表-1-1、2、飼育事例を表

-2-1""""3及び図ーl、2に示した。

ヨシエピの種苗生産を、平成 5年 7月17日か

ら9月14日まで 3回次行い、生産尾数130.9万

尾、生産重量71.Okgを生産し、その時のステー

ジは、 P40""""48、平均体重30.5.......，85.1mgであった。

(19) 
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1. 第 l回次種苗生産飼育経過

親エピを 7月17日に 8尾購入し、ただちに

水槽に搬入した。種苗生産開始時の水温が21

℃台と低かったので、加温飼育を行った(設

定水温28'C)。産卵率は、 68.0%で収容親エ

ピl尾当たりの平均鮮化N数は21.4万尾で

あった。珪藻はZ期より施肥を行うことで天

然、珪藻がうまく発生し、維持することができ

たので、培養珪藻は最初のみ投与し、後は天

然珪藻のみで飼育を行った。

ワムシについては、最初から投与せず飼育

を続けたが、舞死はあまり見られず順調に経

過した。

2. 第2回次種苗生産飼育経過

親エビを 7月21日に38尾購入し、ただ、ちに

水槽に搬入し、加温飼育を行った(設定水温

28'C)。

産卵率は、 53.0%、収容親エピ l尾当たり

の平均鮮化はN数は17.0万尾であった。珪藻

は、前回同様天然珪藻がうまく発生し、以降

も維持することができたので、培養珪藻の投

与は最初のみであった。

ワムシについても前回同様投与しなかった。

3. 第3回次種苗生産飼育経過

親ェピを 7月24日に28尾購入し、ただちに

水槽に搬入し、加温飼育を行った(設定水温

28'C)。

産卵率は、 48.7%、収容親エピ 1尾当たり

の平均勝化はN数は24.1万尾であった。珪藻、

ワムシについては、第 1、2回次と同じ方法

で飼育を行ったが、特に尭死は見られず順調



に経過した。

E 問題点

生

産

回

次

1.飼育水中における珪藻について今回は、最

初のみ培養珪諜を投与し、後は天然珪藻だけ

でも十分に飼育が行えることから、今後は、

天燃珪藻をいかにうまく発生させるかが問題

となってくる。

表-1ー 1 ヨシエピ種苗生産結果

産 卵

容 使 収 y思ま~ 一 来 • 産
用 容 全 部

産 JP 
水 収容月日 尾 産 産

積 量 数 卵 gp 卵 死 率

(t) (t) (尾)(尾)(尾)(尾)(尾) (%) 

l.Aー1 100 100 7/17 8 4 3 1 。68.0 

l.A-3 100 100 7/24 44 15 16 12 l 53.0 

l.A-4 200 200 40 10 19 11 。48.7 

N 

150 

530 

700 

2. P初期の舞死について

第3回次種苗生産のP初期からしばらくの

間艶死が見られた。この原因として水槽底の

汚れ、低水温、餌料等が考えられる。

幼 生(万尾) 歩 留 り(%)

N Z M N P N 
Z M P1 Pn ーー砂 ーー砂 ーー砂 ー+ ー... ーー惨

Z M P1 P1 Pn Pn 

150 130 130 49.5 100 86.6 100 86.6 38.0 33.0 

530 530 530 56.9 100 100 94.3 94.3 11. 3 10.7 

700 700 670 24.5 100 100 95. 7 95. 7 3.6 3.5 

合計 500 500 92 29 38 24 1 52.7 1，380 1，380 1，360 1，300 130.9 100 98.5 95.5 94.2 10.0 9.4 

表-1ー 2 ヨシエビ種苗生産結果

取 り 上 げ 生
産

生 投 与
産

量 配
合

生 月
尾 体 総 重飼 尾飼 施 珪 ワ ア 配 ア C 投

ス
量/育 数/育 ノレ 与/生、、、

産 ア 数 体 (水 (水 ø~ ム ア A 量産
( 

き量 き量
，.、 、、、 エ

回 万 t 重重 重
，...、 〆"、 藻 シ ア 合 ピ R 

次 日 ジ 尾 (略) (kg) t t 分
(kl) (億) (kg) (kg) (kg) (kg) 量、_， ) 、回〆 、_，

1. A-2 9/11 P45 22.1 56.5 12.50 0.32 0.49 2ω 9.0 42.4 38.0 1.29 

11 9/14 P48 27.4 73.5 20.20 

小計 9/11，14 P45，48 49.5 32.70 0.32 0.49 280 9.0 42.4 38.0 1.29 

2.A-3 9/14 P44 2.9 30.5 0.90 0.08 0.28 420 26.0 47.20 96.0 2. 71 

" 11 P44 54.0 30.5 16.50 

小計 9/14 P44 56.9 17.40 0.88 0.28 420 26.0 47.20 96.0 2. 71 

3.A-4 9/14 P40 2.9 85.1 2.50 0.10 0.12 850 48.0 25.97 50.5 1.24 

11 11 P40 21.6 85.1 18.40 

小計 9/14 P40 24.5 20.90 0.10 0.12 850 48.0 25.97 50.5 1. 24 

総計 9/11，14 P40-48 130.9 71.00 0.14 0.26 1，550 回.0 115.57 184.5 1. 62 

(20) 



表-2-1 生残尾数と水温

臼 数 。 2 3 5 8 1 1 2 0 3 0 4 0 5 0 5 4 

水 湿 27.5 28. 3 28. 3 28. 5 28. 5 27. 7 26.8 25.5 25.5 

ステージ 親 取り上げ N Z M P 出荷

生残数 一完未全部産産産卵卵卵 122609尾尾尾 530万 530万 530万 530万 56.9万

生 残率 100% 100% 100% 94. 3 10.7% 
L _  ____  

表-2-2 成長の推移

ステージ P2 PlO P15 P20 Pω P35 P44 

平均体長(鵬) 6.6 1 2. 5 1 4. 6 1 5.8 

平均体重(mg) 0.07 0.9 2.5 6.0 1 8. 5 1 8. 5 3 O. 5 

表-2ー 3 飼育事例(ヨシエビAー 3200m水槽)

珪藻 (m3) 1. 5 2.0 12.5 
合計

アノレテミア(kg) 120 100 100 100 16m3 

アミエビ(kg) 36.0 36.0 24.0 
420nf分

0.84 9.56 24.85 
96. Okg 

1号 3号 5号

2. 15 9.74 
47. 2kg 

2号 4号

配合(kg)

換水量(m3) 20 30 1501 60 1 加 1 110 1 l閃 2∞ 
換水ネット日合 100 日一一一一→~---60 日 =←一一40日一一一一--._一一一 30日一一一

水温("C)←27.5-28.5→←28.3-28.5→←27.7-28.5→←26.8-28.5→←25.5-26.8→←25.0-25.5

体 重(mg) 0.07 0.9 2.5 6.0 18.5 23.6 30.5 

ステ ージ卵 N Z M P 1 PIO P20 P30 P40 

日 数(日) 0 10 20 30 40 50 

(21) 
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6. アカガイ種苗生産事業

1 .方法

1 .親貝

平成 5年 6月16日香川県粟島漁協から養殖

アカガイ200個(殻長64.35"'75.98畑、殻重

68.32"'98.30 g )を宅急便で搬入した。

2.産卵誘発

親貝を精密鴻過海水で十分洗浄した後180

2アクリル水槽 (45X45x 90叩〉に50個体収

容し、誘発は 2段階で水温を上昇させる温度

刺激法により行った。

水温上昇は、第一段階の加温開始時水温

(19.9'C)から約30分で水温を25'Cに昇温さ

せ約 3時間その水温を維持した後、再び加温

し約30分で最終上限水温の28'Cを維持し観察

を続けた。

昇温には、サーモスタット付き 1kwチタン

ヒーターを使用し、誘発に用いた海水は全て

精密漏過海水を用いた。

3.採卵

温度刺激中は常時観察を続け、誘発に応じ

た個体はただちに取り出し、あらかじめ精密

滴過海水を貯めてある30Qポリエチレン水槽

(20 x 28 x 40cm)に雌は l個ごとに、雄は数

個収容し、引続き放精、放卵を行わせ、誘発

終了後親貝を取り上げ、精子懸濁液を小量ず

つ受卵槽に注入し軽く撹叛し、 l個の卵に

1"'2個の精子が取り付く様に授精させた。

授精卵は沈下卵のため受卵槽を傾け上澄みを

流し、新しい精密滴過海水を足して余分な精

子を流した。この動作を 2"'3回くりかえし、

ウォーターパス方式により常温(約20'C)で

トロコフォア幼生になるまで静置して管理し

(23) 

達，克幸*

た。

授精後約24時間で浮遊している幼生をサイ

フォンにより抜取り回収した。

4 .飼育

飼育水槽は、 FRP製 2t水槽〈実水量

1.5t)を8槽を使用し、水槽内には 2個の

エアストーンを用いて水槽内に軽い滞流がお

こる程度の通気を行った。

飼育水は、精密漏過海水を使用し、飼育開

始時からコレクター投入までは 3日に 1回 l

/2量の換水を行い、コレクター投入後は

5"'6時間の掛け流し換水を行った。換水時

に使用したネットは、幼生の成長に応じて4

0'" 100μmのミューラーガーゼを使用した。

5.餌料培養と給餌量

餌料は、パブロパ・グリーン・キートセラ

スグラシリスの 3種類の混合餌料を表-1の

給餌基準量を参考に適宜増減して給餌した。

これらの餌料は、純粋培養によって得られた

元種を拡大培養する方法により得られた餌料

を給餌した。

6.コレクター

幼生を付着させるコレクターは、ポリカー

ボネイト製波板(15x 20cm)を用い、中央に

穴をあけ糸を通し間隔を開けるためにエアー

ホースを切った物を波板の間に挟んで25枚を

l連とし、 1水槽当り 50連を垂下した。

コレクターを垂下する際にゴミやホコリが

飼育水槽内に入らない様に、精密漏過海水で

十分洗浄して垂下した。



n.結果

6月16日に搬入した親貝を用いて 6月17日と

6月18日に産卵誘発を行った。 6月17日の際は

誘発に応じなかったが、 6月18日の誘発では雄

9個体、雌11個体の反応があり、誘発率は40%

で、総採卵数は7，433万粒で、浮上幼生は4，294

万個体、浮上率は57.7%だった。

l槽当り1.5個体/nulを目安に225万個を 2t 

水槽 8槽に1，800万個を収容して飼育を開始し

た。飼育21日目にぬ4の水槽で飼育水が漏れる

事故が発生し幼生が流失したためNo.4の水槽の

飼育を中止し、 7槽で飼育を行った。

飼育20日目よりコレクターを垂下し、飼育25

日目頃から付着が観察される様になり、飼育28

30 

25 
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日目にはほとんどの稚貝が付着した。

飼育28日目頃からチグリオパスの発生が観察

される様になり、チグリオパスの発生が確認さ

れる度にディプテレックス 1ppmを添加し l晩放

置後、掛け流しによる換水を行うことにより駆

除を行った。

9月 6日'"'-'9月13日にかけて殻長1.91 '"'-'5.08 

mの稚貝を卵ノ毛ックに5，000個ずつ再付着させ、

目合40自のニップ強力網製の袋に入れ、 60万個

を七尾湾漁業振興協議会へ、 93.5万個を七尾漁

業協同組合へ配付した。

* 現在のとじま臨海公園水族館

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 

飼育日数

図-1 飼育水槽水温

表-1 給餌基準量

飼育日数 パブロパ グリーン キート 飼育日数 パブロパ
(グce1リ1/ーcンc) 

キート ! 
(cell/cc) (cell/. cc) (cell/cc) (cell/cc) (cell/cc) 

2 ~ 5 O. 05万 0.4万 26~30 1.0万 8.0万

6 ~ 8 0.1万 0.8万 31~35 1.2万 9.6万

9 ~ 10 O. 2万 1.6万 36~40 1.4万 16.0万 0.2万

12 ~ 15 0.35万 2.8万 41~45 1.6万 20.0万 0.5万

16 ~ 18 0.5万 4. 0万 46~50 1.8万 40.0万 1/ 

19 ~ 25 0.7万 5.6万 51~ 2.0万 40.0万 " 
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表-2 産卵誘発結果

誘発日 使用母貝 放精個体数 放卵個体数 誘発率 放卵数 浮上幼生数 浮上率

6/17 50個体 0個体 0個体 0% 0万粒 0個体 0% 

6/18 50個体 11個体 9個体 40% 7433万粒 4294個体 57.7% 

表-3 生産結果

水槽NO 収容密度 生産個数 最終歩留

N01 225万個 156758個 6.9% 

N02 225万個 373365個 16.6% 

N03 225万個 327938個 14.6% 

N04 225万個 飼育21日に廃棄

N05 225万個 386354個 17.2% 

N06 225万個 768845個 34.2% I 

N07 225万個 503339個 22.4% 

N08 225万個 345553イ圏 15.4% 

合計 1800万個 2862152個 15.9% 

(25 ) 



7. アワビ種苗生産事業(能登島事業所)

I 方法

1.母貝

産卵用母貝は、 1993、1994年に山形県より

入手したエゾアワビ40個(雄 9雌31個〉を使

用した。

2. 採卵

採卵誘発は、紫外線照射海水による刺激と

自然海水より 3"'4"C昇温(最大25"C)させ

る温度刺激を併用した。産卵した卵はただ、ち

に受精させ、ネット(目合63ミクロン〉で洗

卵し、 25.Qプラスチック溶器に約150"'200千

粒/槽収容後、 2tFRP水槽でウォーター

パス方式による幼生飼育を行った。勝化から

採苗までの 4"'5日間、 7"'9時間ごとに換

水を行った。

3. 採苗器

採苗器の波板(塩ピ製30X40畑、ポリカー

ボネイト製30X40佃〉は、採卵約 1カ月前か

ら肥料(クレワット 32 O. 5kg/75 L、硝酸カ

リウム7.8kg/75L、リン酸二ナトニウム1.8

kg/75L、桂酸ナトリウム2.Okg/75 L) 

0.25'" 1. 0 L、/槽/日を添加した海水で、漫

潰し、珪藻を付着させ、殻長20mm前後の稚貝

に摂餌させた後、再度珪藻を培養させた 2次

珪藻波板を使用した。

4. 稚貝飼育

飼育水槽は 2tFRP水槽を使用し、採苗

器10枠/槽 (20枚/枠〉、幼生300千個を目安

に収容した。

幼生の収容は、幼生の発育状況の中で、頭

部触覚、平衡器、葡旬個体の出現を収容の目

(26) 

安とした。
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幼生収容時は採苗器を横置で弱い通気飼育

(止水〉を行い、付着確認後流水飼育とした。

採苗後 2週間は遮光幕により、珪藻の増殖

を抑制し、以降は光量の調整や肥料の添加と

波板の反転により珪藻の増殖を促進させた。

波板の透明化を見はからって、波板の差し

替えを行い、餌料不足をおぎなった。

1月18日に飼育水温が10.1"Cになったので

4月上旬まで水温11"'12"Cになるように、加

温海水を給水した。

殻長 4mm 以上の稚貝は、波板から麻酔剤

〈濃度50ppm'P-アミノ安息香酸エチル 1g 

にたいして10mQのエチルアルコールで溶解〉

で剥離し、網龍(モジ網製90X40x 23側、及

び側面モジ網、底部トリカルネット製90x60

x23cm)に収容して飼育を行った。

飼料は、配合館料を投与し、飼育水温24"c 

以上の高水温時では、高水温時でも使用でき

る配合飼料を単独で、残餌を見ながら 3"'5

日間隔で給餌した。

H 結果

種苗生産結果を表-1に示した。

3回の産卵誘発で採卵数17，600千粒が得られ、

そのうち11，900千個の幼生をポリカーボネイト

製波板を使用して採苗を行った。

昨年同様、チグリオパス発生の対策として次

亜鉛素酸ナトリウム溶液で滅菌した漏過砂を使

用したが、採苗後14目前後よりチグリオパスが

発生したので、全換水を行ったが、うまく駆除で



きず、餌料不足による発死が多量に発生した。

チグリオパス発生後珪藻に変わり緑藻が増殖し

てきたが、殻長 3mm以下の稚員には餌になりに

くいらしく舞死が見られてきたので、麻酔剥離

で選別後珪藻波板に再付着させて飼育を行った。

E 今後の課題

殻長 3mm以上の稚貝が多くなる 2月上旬より

再び剥離を行ったが、総剥離個数は210，000個

と例年の約半分位であった。

5月中旬頃に網龍飼育中の稚員に過密による

ものと思われる発死が見られたので密度を薄く

して飼育を続けたところ、しぼらくして艶死は

見られなくなり、以降は順調に経過した。

今年度は、夏期の高水温による影響は特に見

られなかった。

現在網龍飼育中である。

表-1 アワビ種苗生産結果

使用 産卵
A B 

使用波板数
採苗月日 収 用 採苗時使 B/A 

母貝数 母貝数
卵数 用幼生数

使用水槽数

個 個 万粒 万個 % 枚

槽

H5 

10. 18 14 3 400 279 69. 7 1，400 

7 

10.25 13 6 1，130 737 65.2 2，600 

13 

11. 8 13 5 230 174 75.6 800 

4 

iロh 計 40 14 1， 760 1，190 67.6 
4，800 

(20槽)

(27) 

1. チグリオパス発生の防止法

チグリオパスの発生による餌料不足が初期

稚員舞死の原因のひとつと思われるので、チ

グリオパスの発生を防止する方法を考える必

要がある。

2. 換水作業の労力軽減

浮遊幼生の25-'1パット幼生飼育時の換水作

業の労力軽減のため、流水飼育を導入してい

く必要があると思われる。

採苗後60回目稚貝数 総剥離稚貝数 ----C D 
稚貝数 生残率般長

稚貝数
生残率 般長 備 考

C/D m D/B m 

380，000 3.1 1-2 210，000 1.7 3-5 

犯0，000 3. 1 1-2 210，000 1.7 3-5 



8. ワカメ種苗生産事業

I 種付

4月 5日、富来町福浦地先で養殖されたワカ

メの成実葉(芽株〉を75Lコンテナ 4個に入れ、

トラックで約 1時間程かけて当場へ搬入した。

付着物を取り除くため洗浄した成実葉を寵に

入れ、前日に鴻過海水を準備した種付け水槽内

( 3 rrl角形コンクリート〉で 4""5回振った後、

水中で30""40分放置し遊走子の放出を待った。

遊走子で褐色となった種付槽の中に、すばやく

クレモナ糸 100m /枠を巻いた塩ピ製枠 (60X

50叩)120枠を並べ、糸に遊走子の着定 (30""50

個/mm)が確認されるのを待って、水槽より種

枠を取り上げ、鴻過海水を入れた水槽に放置し

た。

種付槽水温 10.0'C 

E 培養、管理

種付を完了した種枠は、前日に施肥(硫安40

g、リン酸二ナトリウム 6g、クレワット 6

g) した培養水槽へ15枚x3列/槽に垂下して、

培養を開始した。

培養室は、光が入りすぎて他の藻類が付着し

ないように、遮光幕でまわりを覆い、照度は上

部幕の開閉で調整した。光が種糸に均一にあた

るよう、 2回/週の種枠上下交換を行い、培養

水揖枠の為 2回/月のエア一通気も行った。

培養水は l回/月の種枠移槽時に交換し、移

槽培養槽へは前日施肥添加した浦過海水を準備

した。

5月25日より閉じていた上部遮光幕は10月8

日に芽胞体の発芽、生長を促すため開き出荷日

(28) 

迄管理した。

E 配付

石中健一・古沢優・橋本達夫

西尾康史・宮野理天

4月 6日に垂下した種糸を11月4日""9日に

かけて計4，300m配付した。種糸は搬出時海水

の中に入れたり、湿らせた新聞紙に包むなどし

て乾燥させないよう気をつけた。

配付計 4，300m

月日 配付先 数量

11月4日 佐々波漁業協同組合 1，500m 

11月4日 氷見漁業協同組合 1，500m 

11月5日 七尾庫島漁業協同組合 1， 100m 

11月 9日 輪島市漁業協同組合 200m 



9. 餌料大量培養(能登島事業所)

培養棟18rri'4面、屋外50rri'水槽7面を利用して、

植え継ぎ方法によるワムシ生産を行った。

種苗生産期間中のワムシ総生産量は、 5，107億

個体でマダイ、クロダイ、クルマエピ、ヨシエピ

の種苗生産に供給した。

1 .生産方法

1 .ナンノクロロプシス(以下ナンクロ〉の生産

屋外50rrl水槽C5mx7mx1.5m実容積44

rrl) 22面を用い、接種密度を500万cell/mQ以

上を目安とした。

施肥は、例年通りの肥料を 7"-' 10日ごとに

行った。また培養期間中は、接種目より 7日

毎を lつの目安としナンクロの細胞数と鞭毛

虫パラフィソモナスをトーマ氏血球計算盤で

計数し、鞭毛虫の密度が 2万cell/mR，以上出

現した場合、もしくは培養水に鞭毛虫を起因

とする異常がみられた場合には、次亜塩素酸

ナトリウム(有効塩素量12%水溶液)10"-'20 

剛を添加し、 1時間後にチオ硫酸ナトリウム

で中和する方法で駆除した。

2. ワムシの生産

(1) 屋内18rrl水槽におけるワムシ高密度生産

ワムシは、 S型ワムシ(180"-'200μ、平

均187μ 、携卵個体のみ測定〉を用いた。

18rrl水槽 C8.1X3.3XO.7m) 4面を使

用して、 3日培養とし、水槽内にはワムシ

の排せつ物を除去するためろ過槽を 6カ所

に設置した。水温はボイラーにより加温し、

20"-'23'Cとした。

ワムシの生産は、ナンクロ培養海水にワ

ムシを150"-'300個体/mQ収容した。ワムシ

(29) 

古沢優・西尾康史・石中健一

の投餌基準は、ワムシ l個体に対して日量

1"-'5万cellのパン酵母を 1日に 3田に分

けて投与した。ただし、日毎のワムシ増殖

量の変動の調整については、濃縮クロレラ

の投与量の多少によって行った。

なお、 3日自には全てのワムシを rt50mm 

の水中ポンプで回収し、種および餌料用に

使用した。また、適時培養水中の鞭毛虫を

トーマ氏血球計算盤で計数した。

(2) 屋外50rrl水槽におけるワムシ生産

ワムシは屋内18rrl水槽で培養中のワムシ

を使用した。 7面を使用して 7"-'4日培養

とし、水槽内にはワムシの排せつ物を除去

するため、サラン防虫網を垂直に 2枚張っ

た。

ワムシ生産には、ナンクロ培養水30"-'35

dを使用し、ワムシを100"-'200個体/mQ収

容した。

パン酵母の投与基準は18rrlと同様に行い、

1日に 1"-'3回に分けて投与した。また濃

縮クロレラを 1---6リッター/面/日添加

した。生産期間は 5月下旬---7月下旬であ

る。なお、 7---4日目には、全てのワムシ

を o50mmの水中ポンプ2---3台で回収した。

II.結果及び考察

5月上旬より 7月下旬までのナンクロ総使用

量は、 2，200rrlであった。また、その間のワムシ

総生産量は、 5，107億個体であり、ノ号ン酵母総

使用量は3，972kg、濃縮クロレラの使用量は、

およそ1，164.eであった。

ワムシの生産内訳は、 18rrl培養棟でし243億



個体、 50rrl水槽で3，864億個体であった。

1.ナンノクロロプシスの培養

図 1""3は、 5月期から 7月期までのナン

クロの増殖状況と水温を示した。

拡大培養は、培養槽にナンクロを摂食する

鞭毛虫パラフィソモナス(以下パラ)が確認

されない水槽を選抜し行ったが、 6月期に入

りパラが増殖し、昨年同様に次亜塩素酸ナト

リウムを使用した。 18rrlのワムシ培養に供給

するナンクロは、ワムシ接種以前に加湿する

ためパラが増殖する事例がみられ、ナンクロ

の減少が起こった。

2.ワムシ培養

図4に、平成5年度と平成4年度のワムシ

生産量の推移、図 5に、ワムシ総供給量の推

移をそれぞれ示した。本年度は、冷夏の影響

を受け種苗生産が10""15日間の遅れが生じた

ため、ワムシの最大必要量も 7月中旬となっ

た。

(1) 18rrlにおけるワムシ培養

生産結果を圏 6に示した。 5月13日より

3面でのローテーションを開始し、 6月24

日で中止した。図 6にみられるように生産

量は不安定で、特に 6月中旬より舞死がみ

られるようになった。そのため志賀事業所

より 6月21日から10日聞にわたり総計721

億個体のワムシの提供を受け、一部を50rrl

水槽の種とした。この増殖不良は、ナンク

ロ培養が 2回転自にはいる谷間にあること

により培養日数が長期にわたるナンクロを

使用したこと、雨期に入りさらに、水温上

昇期である、こと等によりパラの増殖を促

した結果と考えられる。

(2) 50rrlにおけるワムシ培養

表 lに、ワムシの植え継ぎ状況、図 7""

12に、ワムシ増殖量と日間増殖率の推移を

(30) 

それぞれ示した。培養日数を 7""4日間と

した生産を行い、 2日自に 1/3量を収穫

し、ナンクロを追加した。ワムシの増殖は

ほぼ順調に推移し、 3，864億個体のワムシ

を生産した。 18rrl水槽のような増殖不良は

発現しなかったが、これはナンクロ生産を

7日培養に切り替え早く使用することに

よってパラの増殖を抑制できたことによる

ものと考えられる。しかし、 1984年にパラ

がナンクロを摂食することを発見して以来、

数年間生産の場で駆除方法について追求し

てきたが、依然としてパラによるワムシ増

殖への驚異は大きく、当場におけるナンク

ロ主体によるワムシ培養は不安定で労力が

かかり将来の連続培養への道は遠いものと

考えられる。今後は、ナンクロに頼らない

生産性のある餌料を用いてワムシの大量安

定生産の確立を目指すことが急務である。

m.今後の課題

1.濃縮クロレラによるワムシ大量安定培養生

産の確立

2 .鞭毛虫パラフィソモナスの駆除方法の確立

3.鞭毛虫パラフィソモナスとワムシ増殖との

因果関係の解明
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10. ヒラメ種苗生産事業

方法

l 親魚の飼育

採卵に使用した親魚の内訳を表-uこ示し

た。親魚は1989年度に栽培漁業センタ一志賀

事業所で生産し養成した 4年魚42尾と 1990年

9月に地先で採捕し養成した 3年魚32尾の合

計74尾を採卵に供した。収容密度は0.74尾

(1. 29kg) / rrlで平:6'は 1: 1. 74であった。

飼育水槽は屋内100rrl八角形コンクリート製

l槽を、飼育水は通年無加温の自然海水(ろ

過なし〉を使用した。餌料は冷凍イカナゴに

総合ビタミン剤(タイグローリィ M、三鷹製

薬〉を展着して 2日に l回給餌した。

表-1 採卵規魚

| 天然3年魚

♂ 

26 

528 

1. 660 

♀ 

尾数

1. 790 

2 採卵

採卵は産卵状況の把握のため 3月31日から

6月20日の聞に63回行った。収卵ネットは午

後 5時にセットし翌日午前10時に取り揚げた。

種苗生産に使用した卵は直接20kQ飼育水槽

(FRP製、実容積15kQ)8槽にそれぞれ350

千粒 (23.3千粒/kQ)ずつ収容した。

3 給餌

シオミズツボワムシ(以下ワムシ〉は 3--v

30日令までナンノクロロプシス(以下グリー

ン〉と油脂酵母(協和発酵〉による栄養強化

を行い給餌した。栄養強化時の水温は22"-'23

℃に設定した。給餌は止水飼育の10日令まで

は飼育水中のワムシ密度が5個体/mQを維持す

るよう残餌を計数し適宜追加投与した。流水

飼育に入ってからは午前 9時と午後 3時の 2

回給餌を行った。アルテミア幼生(以下アノレ

テミア〉は15"-'40日令まで可消化処理海産ク

(42) 

四登淳・下吉晴*

ロレラ(マリンアルファ、日清ファインケミ

カル〉の添加による栄養強化を行い 1日l田

午後 4時に給餌した。配合飼料(協和発酵、

ヒガシマル〉は粒径250μm以下のサイズを15

日令から 1日6回給餌した。脂溶性ビタミン

(ハイドロピット A，D3' E、藤田製薬〉は

ワムシの給餌 2時間前に添加し、有限側体色

異常の防除対策とした。添加量は昨年までの

1/2とした。生物餌料の栄養強化は下記の

要領で行った。

0 ワムシの栄養強化

2次培養 4 "-' 16時間

油脂酵母十グ!トi'1 ‘ 1 s旨溶性ビタミン添加
(30gj億個体)1 '1 (50mQ/kQ) 

。アルテミアの栄養強化

ふ化 24時間

28'C調温海水 1 . 1 ，lj'/7J'v77添加
(卵1000g./kQ)1 . 15.e/kQ) 

2時間

→宵

間
一
餌
一

時
一
給
一

4 飼育

飼育水槽の換水率は図 lに示した。飼育水

は10日令まで止水とし11日令以降は稚仔魚の

成長に応じて0.2"-'20回転/日(5 "-' 180/ 

分〉の注水を行った。サイホンによる底掃除

は10日令から l日おきに行った。グリーンは

卵収容の翌日からワムシの給餌が終了する30

日令まで毎日200----400.e添加した。

回転/日

換

水

率

30 40 50 60 70 
日令

図-1 飼育水槽の換水率



種苗生産用の卵は 5月 6日と 5月13日にそれ

ぞれ1，400千粒ずつ採卵した。ふ化までの日

数は 3日を要し、ふ化仔魚の総尾数は2，344

千尾(ふ化率82.0%)であった。

給餌、飼育

日令 5日毎の給餌結果を表ー 3に示した。

総給餌量はワムシ479億個体、アノレテミア63

億個体で昨年とほぼ同じであった。配合飼料

は本年度初めて粒径250μm以下のサイズを使

用したが水面に膜状に広がりこれに仔魚がか

らまるため淡水に懸濁させ、柄杓で給餌した。

目視観察で配合飼料の摂餌が確認されたのは

25日令以降であり給餌開始時期と餌のサイズ

は20日令以峰、粒径400μmが適当と考えられ

た。配付終了までの配合飼料の総給餌量は

376kgであった。

飼育水温の推移を図-2に、稚仔魚の平均

全長の変化を図-4に、飼育結果を表-4に

示した。

2 

体色異常の出状況

有眼側体色異常の出現率は40日令以降、各

水槽から約1，000尾を取り揚げ調査した。

無限側体色異常の出現状況は配付時に配付

先毎に30----56尾を抽出しホルマリン固定した

後、無眼側を複写機で用紙に複写し、その面

積比率(=異常部分の面積/各鰭を除く無限

側面積x100)を求めた。

5 

結 果

採卵、ふ化

採卵状況と採卵期の水温の推移を図-2に、

種苗生産に供した卵の収容からふ化までの成

績を表-2に示した。採卵数は14"Cを越えた

4月20日以降増加する傾向が見られ 5月8日

に5，856千粒(浮上卵数4，271千粒、浮上卵率

72.9%)を採卵しピークとなった。 6月20日

までの総採卵数は155，818千粒であり浮上卵

は81，724千粒(浮上卵率52.4%)であった。

1 

E 

。C

20 

152 

~1O 

A
F
 J

-

A

し句

万粒
600'; 

∞
∞
∞
 

4

3

2

 

採

卵

数

500 

100 

0 
4/1 20 10 6/1 10 20 

月日

冊目浮上卵図沈下卵一定一水温

5/1 20 10 

採卵数と水温の推移

表ー 2 飼育水槽別採卵ふ化結果

水槽~ _I!_ 1 __ 2 1 3 1 4 5 6 I 7-1--8 -1 
採卵月日 5.6 I 5. 6 I 5. 6 I 5. 6 I 5. 13 I 5. 13 I 5. 13 I 5. 13 I 

収容卵数 (千粒/槽)1 350 1 350 1 350 1 350 1 350 1 350 1 350 1 350 

収容密度 (千粒/kl!)1 23.3 1 23.3 1 23.3 1 23.3 1 23.3 1 23.3 1 23.3 1 

ふ化までの日数131313131313131 3 

ふ化尾数 (千尾)1 340 1 371 1 271 1 330 1 222 1 311 1 237 1 262 

ふ化率 (%)1 97.11106.01 77.41 94.31 63.41 88.91 67.71 74.9 

図-2

(43 ) 



飼育開始時の各水槽の収容尾数は222"'-'371千

尾(14.8--24.7尾/kQ)であった。水温は1回

目の卵収容時の 5月上旬から 6月中を通して

過去 3年の平均値より低く経過した。稚仔魚

の平均全長は10日令4.9mm、20日令8.3皿、 30

日令12.2mm、40日令14.9mm、50日令では26.0

mとほぼ過去 3年の平均と同様の成長であっ

た。

m
 

pu 

20+一一一一

水
18 

温

10 20 6/1 10 
月日

-・-1993 ・--199ひ-92
7/1 20 

図-3 飼育水温の推移
圃E

80Tーー

圃
…
十園一一園一

一
申

60+一一一一

全
40+-

長

。
10 30 40 50 

日令

70 60 20 

疾病の発生はみられなかったが流水飼育に

入った10日目から11日目にかけてぬ 6水槽で

108，000尾がへい死した。他の水槽では異常

が認められず12日目以降新たなへい死がなつ

かったためそのまま飼育を継続した。原因は

中空構造になっている水槽の中間壁内に貯

まっていた古い海水が水位の低下でしみだし

て大量へい死を起こしたものと推察された。

また昨年同様40日令前後から噛み合いによる

と考えられるへい死が増加した。本年度は配

付が始まり水槽が空いてから魚体の大小選別

を行った。その結果水槽別の生残率は大量へ

い死のあったNO.6水槽で19.0%と低い値と

なったものの、選別を行った他の 5月13日採

卵分の水槽で41.2"'-'50.6%と高い値となり選

別が生残率の向上に有効であることが確認さ

れた。全体の生残率(配付尾数/ふ化尾数〉

は33.5%にとどまり昨年度の37.9%をわずか

に下回った。

放流用種苗は 7月 1日"'-'21日の間に18漁協

へ750千尾、養殖用種苗は 5業者へ35千尾、

合計785千尾をを配付した。放流用種苗の平

均全長は30"'-'54mm、養殖用は54"'-'73mmであっ

た。配付までの飼育日数は53"'-'72日であった。
図-4 稚仔魚の平均全長の変化

表ー 3 給餌結果

日令 1 1 1-10 111-15116-20 121-お 126-30131-35136-40 141-45146-却 151-55 1 56寸 01 61- 1 合計

生物餌料|ワムシ 1 30. 7 1 80 1 116 1 150 1 102 1 1 1 478. 7 
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3 体色異常の出現状況

有限側体色異常個体の淘汰と正常魚の計数

は44日令から行った。水槽別出現率は表-4

に示すとおり7.7"'30.2%とぱらつきが大き

かったが生残率の高い水槽ほど有限側体色異

常の出現率が低い傾向が認められぬ 5とNo.7 

水槽では10%を下回った。全体では16.1%で

昨年度の27.8%より良い結果となった。

無限側体色異常は本年度初めて調査した。

図-5に体色異常部分の面積比率別の出現頻

度を、図-6に全長別体色異常面積比率を示

した。

正常魚は全サンフ。ノレ786尾中111尾(14.

1%)と低い値であり、これに体色異常面積

比率20%以下の比較的軽度と考えられる体色

異常個体を加えても44.8%と全サンフ。ルの 1

/2に満たない結果となった。

全長別では正常魚の割合は各クラスとも 11.

8'""-'15.4%と同程度であった。正常魚を含む

体色異常面積比率20%以下についてみると全

長50mmより大きいクラスでは67.7%を占めた

のに対して水面近くを遊泳しているような全

長30mm以下のクラスでは32.9%にとどまり体

色異常が成長とともに進行していくという傾

向は認められなかった。

体色異常の防除は有限側については生物餌

料の栄養強化等の対策によって年毎に減少し

つつあるように見受けられる。一方無限側体

色異常は重度の異常が高い率で出現している

ことが確認され、放流用種苗の質の問題とし

て今後の重要な課題となっている。

* 現在珠洲市併任職員

% 
40 

出

現

率

。 -20 -40 -60 -80 -1∞ 
無限側体色異常面積比率

図-5 無眼側体色異常出現状況(1) 

-30 -40 -50 50< DD 

全長

剛o020図40図60囲80ロl∞%

図-6 無眼側体色異常出現状況(2)

(45 ) 



11. ガザミ種苗生産事業

方法

l 親ガニの入手と管理

親ガニは七尾漁協に水揚げされたものの中

から外卵が淡黄色のものを選んで購入し、海

水に浸したスポンジに包み、アイスボックス

に収容して輸送した。輸送後は親ガニどうし

の攻撃による損傷を避けるため 1尾づっ45X

65X 35cmのプラスチック製の龍に入れ 2rrlF

RP水槽に収容した。水槽は遮光幕をかけ親

ガニの安静を保った。餌料はイカナゴを給餌

Ltこ。

2 幼生飼育

親ガニは直接屋外の50rrl水槽に収容しゾ、エ

アがふ化した後取揚げた。ゾエア飼育開始当

初の水量は30rrlとし、通気と注水のみを行っ

た。換水は第 2令から第4令ゾ、エアまでは毎

日1/4量づっ、メガロノ奇からは 1"'2時間

のかけ流しで、行った。換水ネットは成長に応

じて順次60目から24目までを使用した。

3 餌料系列

シオミズツボワムシは第 l令から第 4令ゾ

エアまで、アルテミアは第 2令ゾ、エアからメ

ガロパまで、アミはメガロパから給餌した。

表-1 種苗生産結果

四登淳

E 結 果

飼育結果を表-1に、取揚げ結果を表-2に

示した。購入した親ガニのうち外卵の成熟の良

好なものを選び 1水槽に l尾ずつ収容した。ゾ

ェアは 6月14日(1回次〉に2，853千尾、 6月

15日 (2回次〉に2，346千尾、合計5，199千尾が

得られた。

給餌はふ化直後から行った。シオ号ズツボワ

ムシの密度は常時 5'" 10個体/mlを保つよう心

がけた。アルテミアは摂餌状況を見ながら 1日

1"'2回給餌した。ナンノクロロプシスは給餌

開始と同時に lrri'/槽を添加した。飼育水中

の微小藻類維持のための施肥は海水 1rrl当り K

N031 g、NazHP04・12HzOO.15g、ク

レワット 0.25g、Na z S i 0 3 0 . 05 gとし毎日

添加した。第 l令ゾエアから第 4令ゾエアまで

の飼育は順調に経過したが 1回次ではメガロパ

の活力が低下し、 2回次は第 2令、第 3令稚ガ

ニで共食いによっていずれも大きく減耗した。

配付までの飼育日数は24"'25日であった。取揚

げは 7月 9日と 7月10日に行った。取揚げ尾数

は第3令稚ガニ120千尾であった。第 l令ゾエ

アからの生残率は2.3であった。

;l}i~~jH~~jH~öjtm Hio j訓 ;:li;;

生産 |飼育水槽 | ふ化状況

回次 |容積(ni)I水量(kf)I 月日 |制。ニ|悦(千島)

2
一絹 100 I 100 

(46 ) 



表一 2 取り揚げ結果

生産 取り揚げ 生産尾数 鋼育 給餌量等

回次 月日 Stage 尾数(千尾) (尾/ば) 。量 施肥(kt分) グリーン(kt) ワムシ(億) アルテミア(憶) アミ (kg)

7. 9 C3 12 240 25 3.300 25 15 4 8 
ーーーーー』ー 一ーーー・・ー ー・』ーーーー 由 一 一 一 ー ー ー 』ーーーー一一 ーーー.世 ーー』ーー---- ー---一一一一一 ー ー 』 ー 一 一 ー 一 ー ーーーー-ーーーーー 『ーー------

2 7. 9 C3 88 2. 160 24 3.500 25 17 12 18 
ーー』一ー ーーーーーー 『ーー・-- ーーー，

7.10 C3 20 24 

合計 120 7.000 50 32 16 26 

(47) 



12. アワビ種苗生産事業(志賀事業所)

方法

1.親貝

親貝は、 1992年 5月と 1993年 5月に山形県

より入手したエゾアワビ及び輪島市漁業協同

組合幼稚仔育成施設より借り受けた親貝を使

用した。

餌料は冷凍ワカメを与えて飼育した。

2. 採卵

採卵誘発には生殖巣の発達したエゾアワビ

雄 4個、雌12個を使用した。

産卵誘発は雌雄とも 1時間の干出後、紫外

線照射海水と温度刺激(1時間に 1"C、上限

5"C加温〉を併用して行った。

誘発開始 3時間後に放精、放卵がみられ、

産卵された卵を受精、洗卵後ポリカーボネイ

ト水槽 (30.e)に300千粒収容し、フ化まで

ウォーターパス方式で静置した。

フ化幼生は浮上個体のみを使用し、テンタ

ル水槽 (70.e)の底を切り取り、底部にミュー

ラガーゼNXX25を張って水槽としたものを

利用し、付着期までの 4日間流水飼育を行っ

Tこ。

3.採苗

採苗は3，536千個の幼生を 2mFRP水槽

(485 x 100 x 44cm) 7槽に収容した。

採苗用波板(ポリカーボネイト樹脂製

30*40佃〉には、採苗 3週間前より付着珪藻

(Navicula、長さ約10μm、幅 3μm)を増殖

させ使用した。

4. 稚貝飼育

採苗後20日間は遮光幕 (95%)により、珪

藻の増殖を抑制し、 20日目以降は光量調節

(48) 

吉田敏泰・下吉晴

(遮光幕95%、65%)を行い、肥料(硝酸カ

リウム7. 8kg/70 .e ，リン酸 2ナトリウム1.8kg

/70.e， クレワット320.7kg/70.e，メタ珪酸

ソーダ 3kg/70.e) 0.5"-' l.e /槽/日を添加

するとともに、併せて波板反転により珪藻の

増殖を促進させた。

稚貝が殻長 2mm前後に成長した時点で、稚

貝密度を調整するため、新たに珪藻(ウルベ

ラ〉付けした波板と差し替え(波板 l枚に稚

貝50個〉て分槽を行った。

稚貝剥離は殻長 5mmで、行い、剥離個体は網

寵(側面モジ網・底部トリカノレネット製、 83

x 60X 13cm)に収容し、多段式飼育水槽で飼

育し、成長に従い l龍当たり 1'"'-'2千個に密

度調整を行った。

飼料は配合飼料(日本配合飼料・ハリオス

B， J)を2'"'-'3日間隔で、与えた。

E 結果

種苗生産結果を表 uこ示した。

採苗後50日目における付着稚貝は推定420千

個(殻長1.0'"'--'2. 5mm)であった。

海水が15"C以下の11月24日'"'-'1994年 5月8日

までは、加温海水(16"C設定〉を注水した。

平成 5年12月中旬に波板の差し替えによる稚

貝飼育個数の調整を行い、 1月下旬'"'-'3月中旬

に370千個(殻長 5mm以上〉を剥離した。

現在(平成 6年 1月〉、多段式飼育水槽で約

100千個(殻長10'"'-'25mm)飼育中である。

E 今後の課題

チグリオパスの大量発生によって付着珪藻の

維持管理が困難であり、チグリオパスの駆除方

法の検討の必要性がある。



表-1 アワビ種苗生産結果

採首月日
使用 放卵(放精)A収容 B 採苗時

F / A 
使用波板 採苗後50日目稚貝数 剥離稚貝数

親貝数 親員数 卵数 使用幼生数 使用水槽 C稚貝数生残数C/B 殻長 D稚貝数 生残数D/B 殻長

平成5年 宮・♂個 軍・♂個 千粒 千個 2，520枚 千個 DIII 千個 m 
54.6 11.8 1.0- 10.4 5.0-

10.25 12-4 6-4 6，470 3，536 7槽 420 4.0 370 15.0 
2，160枚 1.13- 4.0-

前年 10-4 6-4 7，200 3，480 48.3 440 12.6 3.0 280 8.0 10.0 6槽
'---

(49) 



13. サザエ種苗生産事業(志賀事業所)

方法

1.親貝

親貝は1992年9月に輪島市漁協より入手し、

陸上水槽内で冷凍ワカメを給餌して飼育した

中から、産卵誘発 l回につき60"'65個(雌雄

不明、殻高 8'"15cm)を使用した。

2.採卵

産卵誘発は角型水槽(100x 71 x 61cm水量2

oo.e )を使用し、夜間止水 (16時間)と前日ま

でに加温 (24OC) した紫外線照射海水(ユー

トロン、三輝〉を産卵誘発刺激とした。

誘発開始後10"'15分で放精、 20"'25分で放

卵がみられ、放精個体は直ちに水槽から取り

揚げ、産出卵は10分間隔で排水口からミュー

ラガーゼNXX25で受け、洗卵後ポリカーボ

ネイト水槽 (30.e)に卵を収容した。

さらに、卵の沈下を待って換水を 5回行っ

た後、 2rrfF R P水槽(485 x 100 x 44cm)に卵

を収容し、フ化、浮上するまで l晩静置した。

3. 採苗

採苗は2rrfFRP水槽 1槽当たりフ化幼生約

780千個を収容し、あらかじめ付着珪藻 (N-

avicula)付けした波板(ポリカーボネイト樹

脂製、 30x40cm)を18枠 (20枚 l枠〉セット

して40槽行った。

幼生の波板への付着を確認 (3"'4日目〉

後、流水飼育 (15.e/分)とした。

(50) 
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4. 稚貝飼育

波板飼育では水槽底掃除を兼ね、 2週間に

1回水槽替えを行った。

稚貝が 2mm前後に成長した頃、波板の透明

化と水槽壁面への這い上がりが多くみられた

ため、新たに珪藻付けした波板または藻類の

繁茂した波板へ移し換えて飼育した。

波板からの稚貝の剥離は淡水浴により行い、

目合 2mmの簡(ふるい〉により選別し、殻高

2.5mm以上の稚貝は網龍(モジ網200径、 90x

52 x 25cm)にl寵当たり 30千個を収容した。

網寵飼育では冷凍テングサと配合飼料(日

本配合飼料、ハリオス S)及び珪藻付けした

波板 l枚(ポリカーボネイト樹脂ー30x40cm 

ー製、 l枚を龍の底に置く。〉を 2"'3日に

l回給餌し、水槽掃除も 2"'3日に l回行っ

た。

稚貝の成長につれて、目合 4mmの舗により

2回目(1寵15，000個〉の選別を行った。

サザエ稚貝の冬期間の成長不良を解消する

ため、 11月24日~平成 6年 5月8日までは加

温(16OC設定〉して飼育した。

E 結果及び考察

サザエ種苗生産結果を表 uこ示した。

産卵誘発は 6月9日から 8月18日までの間に

6回行い、いずれも放精、放卵があり誘発に対

する親貝の反応率(雌雄合計〉は92.8%であっ

た。



採苗の l及び 2回次については、幼生の付着

が悪く 10日目に計 9槽を廃棄した。この原因と

しては採苗時の水温が低かった(16"'17"(:)も

のと考えられる。

フ化後50日目の波板付着稚貝数〈殻径1.0'"

1.5mm)は推定で 1槽当たり約77千個、合計

2，010千個であった。

8月中旬から波板の透明化と水槽壁面への這

い上がり個体が増加したため、再度波板に移し

換えたが、殻高 2mm前後の稚貝の艶死が多くみ

られた。

今年度は夏期の飼育水温が上らず、剥離は10

月中旬(例年 9月中旬〉から実施し、 1994年 1

月中旬までに波板飼育個体すべてを剥離・選別

し、殻高2.5mm以上の稚貝800千個を取り上げ、た。

取り上げた稚貝は1994年 6"'8月にかけて配

付したが配付数は70千個(殻高 5mm以上〉にと

どまった。

この理由として、 12月 1日に一晩で寵飼育中

の稚貝が大量へい死し、その後網龍及び水槽の

表-1 サザエ種苗生産結果

使用 産卵 A B 
使用波板

採卵月日 (放精)
収容 採苗時使用

R / A 
親貝数 親貝数 卵数 幼生数

使用水槽

平成5年 {岡 宮・♂伺 千粒 千個 3，240枚
70.0 

6. 9 60 29-30 10.970 7.680 9槽

6. 15 65 29-34 14，590 6，620 46. 7 
2，520 

7 

6.22 60 29-30 14.000 7.200 51. 4 
3.960 

11 

7. 6 60 25-25 15，000 
720 

1，600 10.6 
2 

7.28 60 25-28 11，940 4，200 36. 1 
2，160 

6 

1，800 
8. 18 60 26-30 12，000 3， 700 30.8 

5 

合計 365 162一177 78，500 31. 200 39. 7 
14.400 

40 

前年 120 51-67 32，090 16，490 51. 3 
7，200 

20 

掃除をひん頻に行うとともに、換水量を多くし

たもののへい死が続いたためで、 4"'5月にも

大量へい死し最終生残率は8.7%となった。ま

た、今年度は寵飼育移行後の配合飼料への餌付

きが悪く、成長についても遅れる傾向にあった。

E 今後の課題

寵飼育移行直後における稚貝(殻高2.5"'3.0

mm)のへい死がが多く成長も悪かったところか

ら、剥離サイズ、飼料、換水量、網寵の形状等、

稚貝の生残率を高めるための各種の検討を行う

必要がある。

波板飼育中においてはチグリオパスの大量発

生があり、付着珪藻の維持管理が極めて困難で

あるところからその駆除方法の検討を行うとと

もに、殻高 2mm前後の波板飼育稚貝の大量艶死

がみられるところから稚貝の波板飼育密度を調

整し、珪藻増殖との調和を図る必要がある。

採苗後50日目稚貝数 剥離稚貝数

C 生残率
稚貝数 C/B殻筏

D 生残率
稚貝数 D/B殻径

千個 m 千個 m 付着せず2槽残
1. 82 

140 1.1 して 7槽流す

付着せず全部流

す

760 10.5 1.1 
2.5~ 

800 2.5 

150 9.3 1.1 
5.0 

ふ化率90%であ

410 9.7 1.1 
るが必要分だけ

使用し残りは流

す

550 14.8 1，0 

2.010 6.4 
1. 0~ 

800 2.5 
2.5~ 

1.5 5.0 

1，400 8.4 
1. 2~ 

900 5.5 
2.5~ 

1.5 7.0 

(51) 



14. 餌料培養(志賀事業所)

餌料培養は、ヒラメ及びガザミ種苗生産時の初

期餌料としてのL型シオミズツボワムシ(以下

ワムシという〉の生産並びにワムシ生産のため

のナンノクロロプシス(以下グリーンという〉

の生産を行った。

I 餌料生物の保存

大量培養期以外のグリーン及びワムシの保存

培養は培養室内で行い、培養方法については

表ー lに示した。

グリーン用培地(培養液〉は、大量培養と同

じ組成で表ー 2に示した。

ワムシの保存は、別途グリーンを同室内でワ

ムシ用として同様な方法で培養し、植え継ぎ法

により行った。

表-1 餌料生物の保存培養方法

グリーン ワムシ

保存量 400m，e X2 100個/m，e X 2 ， 500m，e 

温度 22-23"C 22-23"C 

移植期間 21 B 3-4日

照度 2，0001凶 4.0001ux 

12hr明 12hr暗 連続照射

表-2 グリーン用培地の組成

硫安 19 

過リン酸石灰 O. 15g 

尿素 O. 19 

クレワット 32 0.05g 

海水 10 

(52) 
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E 餌料生物の大量培養(生産)方法

1 グリーン

グリーンの拡大培養は、接種濃度を1，500

万cell/m.(l，以上を目安として、 1月 4日から

培養室内で5.e三角フラスコ2本を用いて開始

し、 1月14日から30.eプラスチック角型水槽2

面を用いて行い、 1月20日から同水槽12面へ

と順次拡大した。その後、 2月6日から屋外

で1rri'ポリカーボネイト円型水槽2面を用い

て行った。

大量培養は、 3月6日から屋外グリーン池

(50rri'コンクリート角型水槽4.5x 10.2 x 1.2 

m)を用いて行った。当初、拡大培養で得た

2，000 (>3，000万cell/叫)を、予め次亜塩素

酸ナトリウム10ppmで滅菌した海水8rri'に接種し、

グリーンの増殖に応じて徐々に30ばまで拡大し

た。その後、同グリーン池12面を用い、水量

30rri'(水深65cm)で6日間培養し、 3，000万cell

/m.(l，として使用した。グリーン用の海水は、全

て接種前日に次亜塩素酸ナトリウム10ppm量添

加し通気を行った。

接種当日は、中和せずにグリーンの接種並

びに施肥を行った。グリーンの施肥は、表-

2に示した保存培養時と同じ組成で行った。

2 ワムシ

ワムシの拡大培養は、 3月16日からワムシ

棟内で行った。拡大培養方法は、当初30.eポリ

カーボネイト水槽を用い、次いで1rri'ポリカー

ボネイト水槽2面に拡大して行い、屋内30rri'コ

ンクリート水槽 (6.gx 3.8 x 1. 15m)での大



量培養に移行した。

大量培養は、同コンクリート水槽 4面を使

用し 4"'6日間を目安とした植え継ぎ法で、行

うとともに、一部間引き法も併せて行った。

植え継ぎ法による接種方法は、屋外グリー

ン池で培養したグリーン海水を水中ポンプで

移槽し、 NXX13ミューラーガーゼで漏過し

たものを培養水とし、ワムシの接種密度を

100"-' 150個体/m.eを目安として行った。

間引き法は、必要ワムシ量分の培養水を排

水、ワムシを収穫した後で、同量のグリーン海

水を植え継ぎ法と同様の方法で櫨過し、注水

して引き続き培養したものである。

ワムシは、接種当初グリーンで培養し、グ

リーン濃度の低下に応じてパン酵母(カネカ

イースト〉をワムシ10億個体に対し 1kgを基

準に l日2回に分けて投与した。

水温調節については、 4月から 5月下旬ま

で 1kWチタンヒーターを30:rrf水槽に 3"-'4本

投入し、水温が210Cになるよう加温した。

E 結果及び考察

グリーンは、 延1，506k.eを生産してワムシ生

産に使用したほか、ヒラメ及びガザミのワムシ

給餌前の二次培養用或いは同飼育水への添加用

としても使用した。

ワムシは、ヒラメ及びガザミの生産期間中30

:rrf水槽において延3，068億個体を生産し、ヒラ

メ種苗産に527億個体、ガザミ種苗生産に70億

個体を使用した。

また、能登島事業所に815億個体分与し、その

他のものは植え継ぎの残として廃棄した。なお、

種苗 生産事業に供した量と対応魚種に培養側

から供した量が異なる(ヒラメ種苗生産479億

個体使用、ガザミ種苗生産32億個体使用)が、

これは余分に培養側から出たことによる。

(53) 

種苗生産期間中ワムシ棟における30:rrfコンクリ

ート水槽でのワムシ生産結果を表ー 3に示した。

本年度の餌料培養は、グリーン、ワムシとも順

調に経過し、種苗生産期間中の要求量を十分満

たすことができた。
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1. 漁場環境保全調査事業

目的

内水面の一般地域として、手取JII・大聖寺JlI、

特定地域として柴山潟、海面では、一般地域と

して九里川尻川、特定地域として七尾西湾を対象

として生物モニタリング調査を行い、特定水産

生物の現存量、生息密度、生物類型相を指標と

して、水域の富栄養化等による長期的な漁場環

境の変化を監視する。

なお、本事業は水産庁漁業公害対策費補助金

によって実施された。

E 調査方法

戒田典火・町田洋一

を選び出し、ホルマリン固定標本とした後、

類型区分に従って個体数の計数と湿重量の測

定を行った。また富栄養化の指標となる指定

種類の計数も行った。

2.藻場調査

図-2に示した七尾西湾のアマモ場の分布

状況を春季と秋季に調査した。分布面積は、

海図・山だめ及びレットによる水深の測定等

により求めた。さらにアマモ分布海域で任意

の10箇所を選定し、水中カメラにより育成密

度の調査を実施し、 5段階で評価した。

1.底生生物調査 E 調査結果

図-1に示した七尾西湾の 5定点で春季及 表ー1.2に海域マクロベントス調査原票、図

び秋季の 2回調査を実施した。調査方法は ー3，4にマクロベントス分布図、表ー3，4に海

エックマンパージ型採泥器により底生生物を 域藻場調査原票を示した。

採集し、 1 mmのふるいにより生きている生物

a高

; ~ 
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国一 2 藻場調査法

中島町

回・浜町

。

回鱒浜町

。

都道府県名 石 川県

精勤齢附植対草木措七尾西湾

調査年月日 平成5年9月21日

ぜ2

図-3 マクロベントス分布図

都道府県名 石 川 県

職勘梯時描琳繍七尾西湾

調査年月日 平成5年5月21日

2 3"'" 

図-4 マクロベントス分布図
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表-1 海域マクロベントス調査原票

石川県

特定海域名:七尾西湾 調査年月日:1993.5.21 調査時刻:10・15-11:20 使用した採泥器名と規格:

エクマンパージ採泥器 (20cmx 20cm) 

天気:晴れ 風:1 気温:16.2"C 

関連事項

項目 定点 1 定点2 定点3 定点4 定点5

採泥回数 2 2 2 2 2 

水深 (m) 3.0 3. 7 4.5 5.2 6.0 

表面水温("C) 16.3 16.3 16. 1 16.2 16.3 

泥温("C) 14.8 15.2 14.7 13. 1 13. 1 

底質:粒度 泥 泥 泥 泥 泥

臭い 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭

色 黒 黒 黒 黒 黒

マクロべントス

類型区分 定点 1 定点2 定点3 定点4 定点5 合計 平均

個体数 湿重量 僧体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 偲体数 湿重量 個体数 湿重量

エピ類 Ig以上

Ig未満

甲 カニ類 Ig以上
卜一一

Ig未満

殻 端脚類 Ig以上

Ig未満 8 0.314 3 0.664 11 0.978 2.2 O. 196 

類 その他 Ig 以上

Ig未満

小百十 8 0.314 3 0.664 11 0.978 2.2 O. 196 

二枚貝 Ig以上 2 3.596 2 3.596 0.4 0.719 

貝 Ig未満 63 18.452 54 3.919 43 11. 304 6 0.710 7 O. 709 173 35.094 34. 6 7.019 

巻貝 Ig以上

類 Ig未満 0.308 0.308 O. 2 0.062 

小言十 63 18.452 55 4.227 45 14.900 6 0.710 7 O. 709 176 38.998 35.2 7.800 

多毛類小計 Ig以上

Ig未満 0.132 2 0.327 6 0.479 13 0.492 2 0.052 24 1. 482 4.8 0.296 

そ クモヒトデ類 19以上

Ig未満 0.091 0.091 0.2 0.018 

の その他 Ig以上

Ig未満 28 1. 136 0.057 11 O. 704 3 0.372 0.029 44 2.298 8.8 0.460 

他 小言十 28 1. 136 2 0.148 11 O. 704 3 0.372 0.029 45 2.389 9.0 0.478 

if 計 92 19.720 67 5.016 65 16.747 22 1. 574 10 O. 790 256 43.847 51. 2 8.769 

lrrl当たり現存量(g) 1150 247 838 63 813 209 275 20 125 10 3200 548 640 110 

指 シズクガイ 0.051 2 0.042 4 0.194 5 0.663 5 0.380 17 1. 330 3.4 0.266 

様 チヨノハナガイ 2 0.371 36 3.134 3 3.844 41 7.349 8.2 1. 470 

種 ヨツバネスピオ O. 135 0.015 3 0.372 0.029 6 0.551 1.2 0.110 

アマモ根部に二枚アマモ根部に二枚アマモ根部に二枚

備 考 同が多数付着 具が多数付着 買が多数付着

担当者名 |所属: 石川県増殖試験場 氏名:戒回典久・町田洋一
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表-2 海域マクロベントス調査原票

石川県

特定海域名:七尾西湾 調査年月日:1993.9.21 調査時刻:13:45-16:45 使用した採泥器名と規格:

エクマンパージ採泥器 (20c血X20cm)

天気:曇り 風:3 気温:27.6"C 

関連事項

項目 定点 1 定点2 定点3 定点4 定点5

採泥回数 2 2 2 2 2 

水深 (m) 3.0 3.7 4.5 5.2 6.0 

表面水混("C) 23.7 23.5 23.2 23.1 23.2 

泥温("C) 23.5 23.2 23.0 22.6 22.8 

底質:粒度 泥 泥 泥 泥 泥

臭い 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭

色 黒 黒 黒 黒 黒

マクロベントス

類型区分 定点 l 定点2 定点8 定点4 定点5 合計 平均

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

エピ類 19以上

Ig未満

甲 カニ類 Ig以上

Ig未満

般 端脚類 19以上

19未満 10 0.144 6 0.022 4 O. 108 0.003 3 0.196 24 0.473 4.8 0.095 

類 その他 19以上

Ig未満

小百十 10 0.144 B 0.022 4 O. 108 0.003 3 O. 196 24 0.473 4.8 0.095 

二枚貝 19以上 2 2.537 2 1. 181 4 3.718 0.8 0.744 I 

長 Ig未満 4 O. 165 2 0.077 2 0.044 7 1. 365 15 1. 651 3.0 0.330 

巻貝 Ig以上

類 19未満 2 O. 100 0.001 5 0.999 8 1. 100 1.6 

小計 8 2.802 5 1. 259 2 0.044 12 2.364 27 6.469 5.4 

多毛類小計 19以上

Ig未満 2 0.259 2 0.259 0.4 

ぞ クモヒトデ頬 Ig以上

Ig未満 0.033 l 0.033 0.2 0.007 I 

の その他 19以上 2 0.041 2 0.041 0.4 0.008 

Ig未満 8 O. 147 8 0.147 1.6 0.029 

他 小計 0.033 2 0.041 8 O. 147 11 0.221 2.2 0.044 

合 E十 18 2.946 12 1. 314 6 0.149 3 0.047 25 2.966 64 7.422 12.8 1. 484 

1m当たり現存量(g) 225 37 150 16 75 2 38 313 37 800 93 160 19 

指 シズクガイ 2 0.039 4 0.031 B 0.070 1.2 0.014 

標 チヨノハナガイ

種 ヨツパネスピオ

備 考

担当者名 |所属: 石川県増殖試験場 氏 名:戒回典久・町田洋一
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表-3 海域藻場調査原票

石川県

I 1 藻場の名称 七尾西湾地先アマモ場

2.調査年月臼 平成 5年 6月 29日 環境庁委託

3.調査時刻 13時 40分 - 14時 40分

4.七尾港潮汐 高潮: 9時 40分， 154 c圃 126 

時 分. C目 127 

低潮: 時 分， cm 

17時 25分， 138 c田

5.藻場面積 {長さ) mX (幅) m= 7， 599， 800 rrt = 759.98 ha 

6.生育密度 目視点 密度 目視点 密度

1 6 i 

2 7 4 

3 5 8 3 

4 4 9 3 

5 4 10 5 

平均値 3.5 

7.生育水深 最陸側縁:実測値 0.8 m 最沖側縁:実測値 4.3 m 

潮位 0.19 m 潮位 0.19 m 

潮汐補正値 0.61 m 潮汐補正値 4.11 m 

8.関連項目 9.備考

2車場面積は、海図上でデジタイザーにより測定

天気:曇り時キ雨

風: 2 

気温{器差補正値) 20. 4 "c 

表面水温( 11 ) 22. 0 "c 

表面塩分( 11 ) 30.46 

極分測定機材名:

鶴見精機(株)サリノメーター

10.調査担当者 所属: 石川県増殖試験場 氏名:戒田典久・町田洋一
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表-4 海域藻場調査原票

石川県

1.藻湯の名称 七尾西湾地先アマモ場

2.調査年月日 平成 5年 9月 21日 環境庁委託

3.調査時刻 13時 45分 - 16時 45分

4，.七尾港潮汐 高潮: 5時 O分， 169 c皿 126 

20時 5分， 161 cm 127 

低潮: 12時 50分， 143 cm 

23時 40分， 157 c圃

5.漢場面積 (長さ) mX (幅) m= 7.599.800 rrt= 759.98 ha 

6.生育傍度 目視点 密度 目視点 密度

1 2 6 

2 7 3 

3 5 8 2 

4 4 9 

5 4 1 0 

平均値 2.4 

7.生育水深 最陸側縁:実測値 2.0 m 最沖側縁:実測値 5.5 m 

潮位 0.18 m 潮位 0.18 m 

潮汐補正値 1. 8 m 潮汐補正値 5.3 m 

8.関連項目 9.備考

苦車場面積は、海図上でデジタイザーにより測定

天気:曇り後晴

風: 3 

気温(器差補正値) 27.6 "c 

表面水温 ( 11 ) 23. 5 "c 

表面温分 ( 11 ) 29.41 

塩分測定機材名:

鶴見精機(株)サリノメーター

10.調査担当者 所属: 石川県増殖試験場 氏名:戒回典久 町田洋一
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2. アカガイ中間育成手法改良試験

石川県のアカガイ種苗の出荷サイズは、これま

で沖出し後の取扱いの利便性から 2mm以上を基準

としてきた。一方山口県などの先行県では本県よ

り小型の 1mm種苗の配付・中間育成体制がすでに

定着1) している。

近年本県でもアカガイ養殖事業が新たに取り組

まれ、放流事業でも規模の拡大による漁獲量の増

大が期待されるなかで、今後配付要望数の増大が

見込まれる。

そのため本県でも従来より小型サイズでの沖出

し、育成が可能となれば、現在の餌料供給体制の

範囲内で生産量増大が可能となる。また水槽内で

の 1mm 以上の成長は緩慢で、さらに水槽内で育成

するより 1mmサイズで沖出しするほうが格段に成

長がよい 2)とされることから、早期沖出しによる

成長の促進も期待できる。しかしこれまで、本県

のアカガイ中間育成に関する資料は乏ししこの

課題について検討しづらい状況であった。

そこで今回、従来手法に比べ生残率の低下をき

たさず、かつ最大の成長を期待する、七尾湾の海

域条件に応じた 1mmサイズ稚貝出荷のための育成

条件について検討を行ったので報告する。

本試験に当たり、資材、労力等に多大な協力を

頂いた七尾湾漁業振興協議会及び同協議会貝類部

会員諸氏に、厚く御礼申し上げる。

I 材料と方法

試験に供試した種苗は、石川県増殖試験場で

1993年 6月18日に採卵・飼育したもので、平均

殻長1.5mmで・あった。

育成試験を実施した海域は図 1に示す、七尾

西湾である。
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試験区は沖出し時の袋目合い 3種類〈メッ

シュスクリーン(強力網)60、50、40目〉と 5

種類の収容個数(500 '"" 5，000個/袋〉を組み

合わせ、表 1のように30試験区を設定し、 1993

年 8月 6日に沖出しした。その後 6回の取り上

げ、測定及び袋替えを行い、 1994年 3月11日に

試験を終了した。また、開始から 4週間後に収

容個数区として 2区、 2カ月後に袋目合い区と

して 2区を追加した。

七尾西湾

図-1 アカガイ中間育成鼠験地点

殻長の測定には50個体を供し、試験区には戻

さなかった。

稚貝の計数は15cm角のポリカーボネイト波板

の付着器に付着したまま行い、付着器ごと袋に

収容した。

出荷時の袋サイズは68X40叩で、底に直径25

cmの針金を入れホッチキス留めした。



*表中の目合いと袋の種類は袋替え時期を示すアカガイ中間育成試験経過

開
始
時
袋
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合

収
容
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数
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ン
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定
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場

測
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和
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最

測定

カウント

測定

カウント

測定

カウント

測定

カウント

定楓4定調l下垂

① 3，側個 印目 一一一→ 3013-----+タネモミ袋 ，パールネット→パールネット一一一→

② 3，∞o 11 24目 .. IJネモミ袋→パールネット→パールネット一一一→

③ 3，側 11 舛モミ袋 :パールネヅト→パールネット一一一→

④ 3，0∞ H イネモミ袋→パールネ7ト→パールネット一一一→
記 iぷ寸 “ r........................r........................f.........................l..........................r......................T....._.......................1 

① 1，000 I ~ 1 ~ l ~ ~ l 
① 2，000 1 50目 一一一→ 30日 ; ナネモミ袋 r-----パールネヅ卜→パールネット一一一→:

① 3，0∞ | ; ; I，∞0個 ; (L5分間 (2分自) ~ 
1 i i ， i 200個: E 

① 5，m 」 = 1

②ー1 5∞二
② 1 1，脚 I !!!!  l ! ~ 
②ー1 2，∞o 150目 ; ‘ 24目 j----.-.. IJネモミ袋→パールネット→パールネット一一一→.

2;;:ZJ;::1?21個

②-2 5∞ 「 ー !ネモミ袋一一一→ーァ→ 舛モミ袋→パールネット→パールネット一一一ーイ

@-2 1，側 J50目 ; ; ;kl認E護畑 ~ I 
③ 5∞ I j !!  L..，却恒雄 ~ ~ 

③ 1，000 I I I I I I I 
③ 2，0∞ 1 50日 ! i IJネモミ袋 ; ぃパールネヴト→パールネット一一一→

③ 3，蜘 I !!  1，000個 ;lm個;

③ 5，卿 _j i i i i 4舛モミ袋 タネモミ袋 i 

④蜘---， ~!!! 2∞個! ~ 

④ 川 150目 んパーいよ7トー

④ 1，側|

④ 3，0∞ I ! ~ ! 1，∞0個I200，個~ i 
④ 5，側 _j !!  j ! L.附ミ袋 タネ時 j 

-!-..........................t..........................t...........................+....................2叫恩 t................................1 

① 3，∞o 40目 一一一→ 30自 ，タネモミ袋 . t-'{ーがネヴト→パールネット一一一一一

② 3，0∞ 11 24目 ご件モミ袋→パールネヴト→パールネット一一一→

③ 3， 伽 11 舛モミ袋 』パールネヴト→パールネット一一一→

④ 3，α)Q 11 タネモミ袋一+パールネグト→パールネットー一一一→

タネモミ袋には1，000個/袋収容、パールネットには200個/袋収容71，5∞個30袋合計

種類 目合 大きさ 種類 目合 大きさ

強力網 60目 0.35 タネモミ袋 一 2 

50目 0.41 ハ。ール 1.5分目 4.5 

40目 0.53 ネ7ト 2分 6 

30目 0.76 

24日 0.93 

単位 :mm袋網目合いの大きさ表-2パール目合い 21師、

ネットは35X35X 15cmで、ある。

タマネギ袋は70x40個、

袋網の目合いは表 2に示したとおりである。

開始から 2カ月後までは袋洗いは行わなかっ

たが、それ以降は 2週間に 1回袋を船上に取り

上げ、海水をかけながらタワシでこすり、海水
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が流通しやすいように努めた。



E 結果と考察

1.成長と生残

成長について各試験区のうち最高例と最低

例を、平成 5年度の通常の育成事業分と比較

して図 2に、また成長、生残結果を付表1、2

に示した。

図2のように通常の事業分(平均殻長 3.1

mm、平成 5年 9月 6"'14日に沖出し〉に比べ

ると、約 1カ月早く沖出しした本試験の稚貝

は、開始から 7カ月後(平成 6年 3月〉で事

業分を11"'21mm上回る成長を示している。

40 

--..:..r:r-- ----刊27.9
殻

長 20

ノペ4.~ ーー-<U6.3
mm 

10 

開始時 4週間後 2カ月後 4カ月後

経過日数

口試験最高事例 +試験最低事例 。事業分

図-2 中間育成試験稚貝と事業分稚貝の成長

この間の生残率も31.3----78.6%(平均61.1%、

付表 2)と、平成 5年度アカガイ中間育成事

業実績(地区別24.1'"'-"50.0%、全体39.0%)

と比較して劣らなかった。このことから従来

より小型の1.5mmサイズ稚貝の出荷でも、こ

れまでと同等以上の歩留まりが確保できるこ

とが判明し、少ない餌料量での生産が可能と

なり、また餌料供給量を一定とすれば、生産

個数を増大させ得る結果となった。

また沖出し時期を 1カ月早めることにより、

大幅に成長が向上する利点も確認された。こ

れにより放流や養殖の寵入れに適した殻長

30'"'-"35mmサイズに、従来より 3カ月早く到達

することとなり、放流、養殖の両面で生産効

率を高めることに役立つと考えられる。

7カ月後

37.5 

2. 中間育成手法の改良

本試験により得た数値から、 1.5mm種苗の

沖出しに適合した中間育成手法について種々

の検討を行ったので、以下に検討項目と明ら

かになった知見及び、推論を述べる。

(1) 育成開始時の袋網目合、収容個数、 1カ

月以内の袋替えの時期について

① 育成開始時の袋自合いと袋替えパター

ンの生残率(3'"'-"4週間後)への影響(収

容個数3，000個/袋で比較)0(表3、図3)

ア.開始時の袋網目合いが細かい方が、

生残率が高いとの傾向はみられない。

→開始時の袋目合いは生残に影響しない。

イ. 3'"'-" 4週間袋替えしなかった区(袋

替えパターン③、④〉の生残率が高い傾

向はない。

→袋替え時期は生残に影響しない。

表-3 各試験区の 3-4週間後の生残率

単位:%

袋替えパターン 60目 50自 40目 平均

① 76.2 75.3 72.9 74.8 

② 82.4 80.4 86.0 82.9 

③ 64.9 83.8 78.8 75.8 

④ 73.2 89.0 84.8 82.3 

平 均 74.2 82. 1 ω.6 

，
 

% 

① ② ③ ④ 平均

袋替ノミターン

図-3 各試験区の 3-4週間後の生残率

(収容個数は3，000個/袋で一定)

② 開始時袋網目合いと袋替えパターンの

成長 (4週間後の〉への影響(収容個数

3，000個/袋で比較)0 (表 4、図 4)

ア.開始時の百合いが粗いほど成長が良

いという傾向はみられない。
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→40"-'60目の範囲では目詰まりが早く、

開始時の目合いと成長の関連性は低い。

イ.早期に袋替えした区(袋替えパター

ン①が最も早期〉ほど成長が早い。

→袋替えして潮通しを良くすることが成

長面では好結果をもたらす。

表-4 各試験区の4週間後の殻長単位 mm

袋替パターン 60目 50日 40目 平均

① 

② 

③ 

④ 

平 均

① 

9.40 9.43 

8.33 8.07 

7.88 8.10 

6.70 6.50 

8.08 8.03 

②③④  

袋替えパターン

8.30 9.04 

8.33 8.24 

7.66 7.88 

7.01 6.74 

7.83 

図-4 各試験区の4週間後の成長

(収容個数は3，000個/袋で一定)

③ 開始時収容個数と袋替えパターンの生

残(3.-._， 4週間後〉への影響(目合50目で

比較)0 (表 5、図 5)

ア.最初の袋替え時期が遅いほど(④が

最も遅い〉生残率が高い。

→理由は明確でないが、稚貝サイズが小

さいときに移し替えすると脱落が多い

ためと考えられる。

イ.開始時の収容個数は生残と関連しな

し、。

→餌の量が少なくても生残に影響しない。

表-5 各試験区の3.....4週間後の生残率単位:%

収容数 ① ②-1 ②-2 ③ ④ 平均

500 36.4 68 2 75.2 95.2 6唱 8

1.000 53.6 62.1 79 3 83.8 93.3 74.4 

2，000 71.7 68.2 73.0 82.3 73.8 

3.000 75.3 80.4 83.8 89.0 82.1 

5.000 77.3 725 69.3 78.6 74.4 

平 均 62.9 70 8 73.8 77.0 87.7 

① ② l φ2 ③ ④ 平均

袋替えパターン

区幻

1，αm 
2， ( 1 ) 数

m 個
にう

廿

収

図ー 5 各試験区の 3.....4週間後の生残率

(袋網目合は50目で一定)

④ 開始時収容偶数と袋替えパターンの成

長への影響。(目合い50目で比較、 4週

間後の成長を比較) (表 6、図的

ア.袋替え時期は早いほど成長が早い。

(イと同じ結果〉

イ.開始後 2週間にタネモミ袋に替えた

区(②ー 2)はこれより 1週間早く袋

替えした区(①〉に匹敵する成長を示

した。

→袋替え時の目合いは大きい方が成長に

好影響

ウ.開始時の収容個数は少ないほど成長

は早い。

表-6 各試験区の4週間後の殻長 単位:阻

収容数 ① ②-1 ②-2 ③ ④ 平均

500 10.69 10.42 7.66 8.45 9.31 

1.000 10 21 9.19 9.34 8.95 7.31 9 00 

2，000 9 47 9.01 7 68 6.66 8.21 

3，000 9.43 8.07 810 6.50 8 03 

5，000 7.82 7.72 7.61 6.31 7.37 

平均 9.52 8.50 9.88 8.00 7.05 
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函-6 各試験区の4週間後の成長
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くまとめ〉タネモミ袋への移し替え時の稚貝サイ

ズと開始 2カ月後の脱落率への影響。

⑤ 

育成開始時の袋目合いは生残にも成長にも影1. 

響しないが、稚貝収容時に抜け落ちない目合い(図 7)

を選ぶ必要がある。タネモミ袋に移し替えた時の稚貝サア.

稚貝の殻高は殻長の約 1/2なので殻長1.5mmとその後の脱イズ(5 . 31 ，....__ 10. 42 mm) 

また各自合いの対

角線上の大きさ目合いは40目が0.75mm、50目が

稚貝の殻長は0.75mmで、ある。落率との間に明確な関係はなく、小型

貝ほど脱落率が高い傾向はみられない。

0.58mmなので1.5mm稚貝が抜けないためには50→付着器に移したまま移し替えるなど作

目合いを用いる。業上のロスを少なくするよう工夫すれ

育成開始時の収容個数は 500，....__5，000個/袋2. 目合いを通過しそうな小型貝でもば、

の範囲で生残には影響しないが、成長に影響し、早めにタネモミ袋に移し替えたほうが、

収容個数が少ないほど成長は早い。成長面で有利である。
30-1 

ただし収容個数を少なくすると袋数が増え、ロ

25 

出荷時の作業量と輸送スペースが増大すること

口

口

口
口E 

20 脱
落
率
(
%
)

を考慮すれば、 2，000""'__3， 000個/袋が当面適当¥5 

ロ
ロ

ロ
ロ

と考えられる。口口

口
'ti 

口
\~ 

最初の袋替え時期が早いほど成長が良いが、3. 
ロ

」ι..，._a_
殻

ロ

B 
5 

袋替えは遅いほど生残が高くなる。

このことから、生残を優先して最初の袋替え

¥1 

図-7 タネモミ袋収容時の稚貝殻長と

育成開始2ヶ月後の脱落率との関係

no 

)
 

m
 

m
 

(
 

長

時期をやや遅くし開始から 3週間後とし、価格

の安い利点のあるタネモミ袋(目合い 2mm)に
タネモミ袋に移し替えた時(開始後4週⑥ 

この聞は 5，....__7日毎の袋洗いを励移し替える。
(開始 4週間間〉の収容個数について

これにより、泥や付着珪藻を落として行する。
後に収容個数別に 3区6袋設定し、

潮通しを良好にし、餌となる植物プランクトン
カ月後の生残率、成長を比較) (表 7)

が供給されやすくなり、成長に好影響を与える
ア.収容個数が少ないほど成長が早い。

こととなる。
イ.収容偶数は生残率に影響を与えない。

袋替え時期が遅れればそれだけ成長も遅れる

が、早すぎると稚貝サイズが小さく網から抜け

落ちる可能性があり、移し替え作業時のロスも

1カ月以内の生残率が最終結果に懸念される。

大きく影響するだけに、最初の袋替え時期は重

要であり今後なお検討する必要がある。

収容数 袋No.
生残率(%) 脱落率(%) 成長(皿)

平均 平均 平均

1. 000 
1 98.4 97.9 7.1 7.1 13.48 13.33 
2 97.4 7.0 13.17 

500 
1 99.5 98.4 15.4 13.8 16.29 15. 15 
2 97.3 12.2 14.00 

200 
1 97.8 98.4 7.5 5.3 17.53 16.94 

2 99.0 3.0 16.34 

育成開始4週間後収容個数別の成長、生残率表ー7

最初にタネモミ袋に移し替える時の収容個数は、4. 

200，....__ 1，000個/袋の範囲では少ないほど成長が

早い結果が出ており、収容個数は200個/袋が

(65 ) 



タネモミ長が抑えられると考えられ、適当である。

袋は安価な利点はあるものの 1カ月以1 mm種苗の輸送に際しては、空中露出より海5. 

2回目の袋上の長期育成には適きず、水に漫潰したほうが生残率が高い 1) ことがわ

換えは稚貝が網目から抜けない範囲のまた40mm種苗は27'Cで20日間へいかっている。

自合いの粗いなるべく早い時点で、
死がなかった幻こと、増殖試験場での種苗生産

パーノレネット(1.5分目以上〉に移し替
中の飼育水温の上限が28'Cであることから輸送

えたほうが有利である。

3回目の袋替え時の収容個数の成長へ

の影響(各試験区の 3カ月後の成長比較〉

③ 
中の海水温は当面28'C以下に保つ必要があると

考えられるが、輸送中の水温についてはさらに

(図 8、図 9)
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ロロ

1田ld! 掴40 

11 

1日
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3 

E 

1 

B 
白

検討する余地がある。

2回目以降の袋替え時における目合いと(1) 

成
長
量
(
醐
)

収容数について

2回目の袋替え時の収容個数の成長へ

の影響(袋替え時サイズが近似して収容

① 

数が異なる区について、 2カ月後の成長

を比較)(表 8)

a.収容個数の少ない区が成長が良い結
収容個数/パールネット

図-8 3回目の袋替時の収容個数と

その3ヶ月後の成長量との関係

果とはなっていない。

→2回目の袋替え時の収容個数も200個/

袋で成長に影響がない。

ア.収容個数と成長量の関係をみると、

収容個数が少ないほうがやや成長がよ

い傾向がうかがえる(図 8)が、収容総

重量と 3カ月後の増重量との関係では、

2回目袋替え時の収容個数区の成長

総重量の大きい区でも増重量が頭打ち

になっていない(図 9)ことから、殻長

25mmサイズでは、 100'"'-'150個/袋の収

容個数で差し支えないと考えられる。

試 験 区 2ヵ月後 4ヵ月

目合
袋替え

収容数
般長 収容数 般長

パターン (皿) (個) (1IIIl) 

50目 ② 1. 000 17.53 200 24.6 
② 5，000 17.53 131 24.9 
③ 500 17.44 152 21. 8 

40日 ① 3，000 16.47 200 21. 6 
50目 ② 5，000 16.54 200 24. 1 

③ 1. 000 16.47 200 22.3 
50目 @ 5，000 16.34 142 23.4 

表-8

開始 2カ月後の袋替え時の目合いの成

長への影響 (2区の試験区について袋替

え時の百合いによりパールネット区とタ

ネモミ袋区の 2区をそれぞれ設定し、

カ月後の成長を比較)(表 9)

2組ともタネモミ袋よりパールネッ

(1.5分目、目合し、4.5mm)の方が成

長が良かった。
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図-9 3回目の袋替時の総重量と

その3ヶ月後の増重量との関係
→目合いが 2mmのタネモミ袋はパール

ネットに比べると目詰まりしやすく成

(66) 



表ー10 アカガイ中間育成手順

経過 日 数 育成開始 3週間後 2ヶ月後 4ヶ丹後 7ヶ月後

( 時期) (8月中旬) (9月上旬) (10月上旬) (12月上旬) (3月中旬)

強力網 タネモミ袋 パールネット パールネット 取り揚げ
袋目合

(50目) (2皿) (1. 5分自) (2分自)

収容 個 数 2 ，000~3 ，000個/袋 200偶/袋 200個/ネット 100~150倒/ネット

海水中で水温上昇を
コレクターに 選別篭入れ、放流

作 業内容
迎えて (28'C以下)

付着したまま
コレクターから 個数を少なくして

小型貝は再垂下し
輸送し、速やかに垂 はずして移す 移し替える
下する。

分ける て40阻まで育成

袋洗い ←-5~7 日おき一一....- 1週間おき 1 ~2 遜間おき 2週 間 お き -

成長目標値 1. 5m. 
7d.Pー(鰍)6')ー7182Zー(鰍)-d25一→(鰍)一一歩3655m% 

生残目標値 100% 

表-9 2回目袋替え時の目合い区の成長

試 験 区 2ヵ月後 4ヵ月 7ヵ月

自合
袋替え 収容数

呂合
般長 収容数 殻長 殻長

パターン (個) (皿) (個) (皿) (m.) 

50目 ③ 5，000 パール 14.53 200 22.6 28.9 
/1 /1 /f ヲネモミ袋 14.53 200 20.2 25.4 

50目 ④ 5，000 パール 14.67 200 21.8 29.4 
/1 11 11 タネモミ袋 14.67 200 18.9 26.2 

くまとめ〉

1. 2回目の袋替えは育成開始 2カ月後の平均殻

長15mmで、1.5分目のパールネットに200個/袋

で移し替える。

2. 3回目の袋替えは育成開始 4カ月後の平均殻

長25mmで、 2分自のパールネットに100'""'150個

/袋で移し替える。

3. この間も 2'""'3週間おきに袋洗いを励行し、

潮通しを良くするように努める。

4. 育成開始から 7カ月後 3月中旬には、平均殻

長35mmに達し、放流あるいは養殖寵入れに適し

たサイズとなる。

以上の結果からまとめた中間育成手順を表10

に示す。

《留意事項》

(1) 種苗生産側では付着器の波板から稚貝を一旦

剥離し、タマゴパックに再付着させ付着面積の

拡大と、付着密度の均一化に努める。

(2) 1 mmサイズ種苗の輸送は海水浸漬によって行

い、出荷時期が早まり盛夏となるため、輸送中

の水温を28'c以下に抑える必要がある。(ビ

ニール袋入りの氷を入れたり、直射日光が当た

らないようシートで覆うなどする。〉また育成

場に着いたら速やかに垂下できるように準備す

る。

(3) 50自の強力網は自合いが細かく、 1週間以内

に目詰まりし餌の供給が抑えられるため、袋洗

いの回数は多いほど成長は早まる。タネモミ袋

に移した後も同じ理由で袋洗いを励行して成長

促進に努める。

(4) 七尾湾内でも育成場所により餌料量、浮泥量、

付着生物量が異なるため、育成手法の細部につ

いては、それぞれの現場で実践のなかからさら

に改良を加えていく必要がある。

(67) 

E 要約

(1) 従来より小型のアカガイ種苗(殻長1.5mm)

に適合した中間育成手法を検討するための試

験を、七尾西湾において、 1993年 8月から

1994年 3月に実施した。

(2) 試験区は袋目合い 3区、収容個数 5区によ

り合計37区設定し、最終取り上げまでの間

3'""'4回の袋替えを実施し、成長、生残率を

調べた。



(3) 育成開始時の袋網目合いは稚貝が抜け落ち

ないことを考慮、し50目を用いる。収容個数は

少ないほど成長が良いが、出荷時の作業性か

ら当面2，000"'3，000個/袋とする。

(4) 育成開始から 1回目の袋替えまでの間は目

合いが細かし、ため目詰まりしやすく、 5"'7

日に 1回の袋洗いにより潮通しを確保する。

(5) 1回目の袋替えは育成開始から 3週間後

(7 mm 以上〉に行い、タネモミ袋を用いて

200個/袋で移し替え、 2回目の袋替えまで

の間週 1回の袋洗いを行う。

(6) 2回目の袋替えは育成開始 2カ月後の平均

殻長15mmで、1.5分自のパールネットに200個

/袋で移し替える。その後も取り揚げまで

2"'3週間に 1回のネット洗いを励行する。

(7) 3回目の袋替えは育成開始 4カ月後の平均

殻長25mmで、 2分自のパールネットに、 100'"

150個/袋で移し替える。

(8) 以上の改良により、 2mm 以下の小型種苗を

用いても従来手法に比べ高い生残率が得られ、

3カ月早い 3月中旬には、殻長35mmの放流、

養殖サイズに達することがわかった。

※ 現在石川県水産課

(68) 
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付表ー 2 H5年度アカガイ中間育成誌験結果:個体数と生残率 (H5.8.6 "-'H 6.3.11) 
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4ヵ月後 (12/2) 7ヵ月後 (3/11) 全期間 1ヵ月以降の 試 験 区

生 死 不 生 再個 生 不

(%生残率、
生 生 袋 袋パ

残個数 語数 個数明 {残率%) 
収 残個数 個数明 ( 残率%) t 残率%) 

タ

容数 日合 替ン

191 5 4 97.4 2.0 95.5 141 136 2 3 98.6 2.1 96.5 71.4 68.1 93.7 89.4 60目 ① 3，000 

174 16 10 91.6 5.0 87.0 124 117 1 6 99.2 4.8 94.4 46.3 40.8 56.3 49.6 ② 3，000 
ー・ー・..・岨ーー.・・--_.

191 5 4 97.4 2.0 95.5 141 138 3 。97.9 。97.9 61.1 59.8 94.1 92.1 @ 3，000 
..・-----ー-------・.

186 6 8 96.9 4.0 93.0 136 134 1 99.3 0.7 98.5 69.6 66.4 95.1 90.6 ④ 3，000 

50目 ① 500 
----_--司 ー.・・ーー『・ 靖国圃... ...司司・・ ー・・・ 4・・ -ー...‘・...ー・・・ー・・ー.唱'・ ---------・ー'・ーー.ーー帽・・・ー・ ------唱司....‘ .. 司・ 4・-__.-『・ー・・ー...司 ー司酔司---._-ー.. 4・・・・・ーー・・... ーーー ーーー司・ー...骨 ー.・・ 4・・・・ー・ー-------_

192 8 。96.0 。96.0 142 141 1 。99.3 。99.3 47.3 43.5 朗.0 80.9 1，000 
-・.・ーーー----

163 26 11 86.2 5.5 81.5 113 108 5 。95.6 。95.6 57.0 53.0 79.5 73.9 2，000 
---.---- -----_._. .-..ーー------ ..司...・・・ー 副喧圃司・ー・・・.. '・...“..姐圃ー・ーー..・

195 4 99.5 2.0 97.5 145 144 。1 100.0 0.7 99.3 74.4 72.1 98.8 95.8 3，000 
4・-----_-ーーー『・・ーー ー------- -・ー-ー・・・.. ーー・ー・・.. -・.・・・ー・.. "・・・・・...骨骨.--------'・...・・ー ーー・・ーー.・ーー -・・・ー・・司司ー ------_・.. ーーー.----ー...-・・・ーーーーー...ー圃司曙司ーー・・ーー・.. ...司・・----..曲直ー..--- -・・・・・・・・・ー・・・・ーー.

198 l 99.5 0.5 99.0 148 145 1 2 99.3 1.4 98.0 75.9 74.5 98.2 96.3 5，000 

②-1 500 
..・--_.--ー.・ーーー， -..---.- ...司，・・・.. ーー・--------・..・-----ー_..--司..四国'-・・...・ 『四国・・.ー，ー ー噌"...曲直...-・・ーー・・・・.' ..怯包司ーーー・岨畠圃 ..圃白...・----..・...・...ー.-・・ーーー'・・ー司・ ---_.-.・・ー -・・・・..‘ー.ーー・ー

193 5 2 97.5 1.0 96.5 143 139 1 3 99.3 2.1 97.2 57.8 51.6 93.0 83.1 1.000 
ーーー-ーーー・..・・・..ー，

192 2 6 99.0 3.0 96.0 142 139 3 。97.9 。97.9 65.0 59.5 95.3 87.2 2，000 
ー..・・ー，・ーーー『 ーーー..ーー， ーーーーー・ー....・・ー...・ -----・.ーー・ ..ー・ーー・...ー・...司・-----ー ..・・ー旬ーー- ...・ーー-_.-"・"._-_.司圃 -ーーーー..ー・・・鴨 4・ー..・

181 7 12 96.3 6.0 90.5 131 130 。99.2 。99.2 74.6 70.1 92.8 87.2 3，000 
ー・... ー'ーー_---_

96.1 4.0 92.3 98.5 2.6 95.9 92.7 80.5 5，000 1 ， 000~十
-・・・・...ー-ーーーー，凶・... 骨・・・-------ー凶.・・ a

185 10 5 94.9 2.5 92.5 135 131 2 2 98.5 1.5 97.0 91.9 82.0 
ーー・・...‘ー ーーー...-_---司，ー .---.・ー---- ‘・・ーー.-・------_"ー..・ーー-----‘ ー-----_"-ーー -・・.----・.-・ー------・ ー..・ー----ー ...・・...‘...・ーー， ・E・.ーー司'・ー '・...・----..._--------幽・・， ー・ーー・ー・----・ -・・・・・・・・ー -ー------‘・・.. ー・・..ー・・----・ー----

184 5 11 97.4 5.5 92.0 134 127 2 5 98.4 3.7 94.8 93.4 79.0 
-----・-----・・ー・.-----・ー・ー...“・・ ーーー.司骨・・ 4匹・-・F・胴b・・

94.2 11.0 倒 .0 98.9 1.9 97.0 91.6 69.0 500計
..ー..ー"._.-._._--

144 12 44 92.3 22.0 72.0 94 93 。1 1100.0 1.1 98.9 91.9 60.0 
ーー.ー・・... ーー・...‘ -ー・・b・・_--- ーー------. ー・ーー-.----ー---_-._.----・・・・ー・・h・.ー・ -------・---- -・・・・・・ー.. ーー・.曲..ーー...ーーーーーー-ー ー-ー・・・司.---.---

192 8 。96.0 。96.0 142 135 3 4 97.8 2.8 95.1 91.3 77.9 
.---.-司...'・・・，鴨園開"・ -・・ー._.."・.. 『陣.司・・・ーー・・ーー圃幽...

98.5 2.6 95.9 98.7 2.5 96.3 95.7 86.2 200計
"白----_降、...匹帯-----

124 1 6 99.2 4.6 94.7 74 71 2 98.6 2.7 95.9 95.7 82.2 
-ー，ーー... ーー・..・..・ーー.ー・"._-・・---- ー・・・・・----"司・-------ー・ー...ー----...・p・ー-----明圃幽.司司M

138 3 1 97.9 0.7 97.2 88 85 2 98.8 2.3 96.6 95.7 90.1 

124 10 5 92.5 3.6 89.2 74 74 。。100.0 。100.0 62.4 60.2 91.6 88.3 ②-2 500 
"._-・ー---- ----・・暢‘・----ー・.. 

194 4 2 98.0 1.0 97.0 144 142 1 1 99.3 0.7 98.6 76.0 68.5 95.8 86.4 1，000 

148 4 。97.4 。97.4 98 96 1 99.0 1.0 98.0 71.8 64.1 95.4 85.3 ③ 500 
...晶司... 亭...ー・・・.. -ー----・ーーー・ーー----

193 4 3 98.0 1.5 96.5 143 137 2 4 98.6 2.8 95.8 80.1 65.7 95.6 78.3 1，000 
-・・・・・・ 4・ー..ーー...

185 9 6 95.4 3.0 92.5 135 128 5 2 96.2 1.5 94.8 66.4 60.8 91.1 83.4 2，000 

191 3 6 98.5 3.0 95.5 141 138 1 2 99.3 1.4 97.9 81.6 75.9 97.4 90.6 3.000 
-・ー--_------ -ーー.ー...ー・ ・・・----ー. -ーーー岨---.・・b・・...幽.. 

186 6 8 96.9 4.0 93.0 136 133 1 2 99.3 1.5 97.8 66.3 57.5 95.7 83.0 5.000 
-----------------岨

200 。。100.0 。100.0 150 141 3 6 97.9 4.0 94.0 97.9 94.0 タネモミ袋

④ 500 
--------'・・..唱・.‘・ -・・b・・・ーー ー・司-----・・ー -・ー・・・・ 4・.. ・・ーーー_---・ ー.・ー・ ..・・・・.. ..・ー・ーー.. ------_・・・ ..白血・ー-ー.. -・・ーーーー・----..・・ーーー......・・・...曲・.ー・・・.・ a曲ー・ー.-・・ー・・---- .晶司.値・...ー司圃-----_-

190 4 6 97.9 3.0 95.0 140 138 1 1 99.3 0.7 98.6 88.2 69.2 94.5 74.1 1，000 
-・・ー・ー・・・ー・・・-----

188 7 5 96.4 2.5 94.0 138 123 6 9 95.3 6.5 89.1 74.5 67.0 90.6 81.4 2，000 
ーー・・・・...・・・，・・ーーー

188 4 8 97.9 4.0 94.0 138 132 3 3 97.8 2.2 95.7 84.4 78.6 94.8 88.3 3，000 
..‘・・・・・ー・・-----

186 6 8 96.9 4.0 93.0 136 129 3 4 97.7 2.9 94.9 73.6 60.2 93.6 76.6 5，000 
-・・・・・・・._----_._.

190 5 5 97.4 2.5 95.0 140 135 2 3 98.5 2.1 96.4 96.0 91.6 タネモミ袋

183 10 7 94.8 3.5 91.5 133 130 。3 100.0 2.3 97.7 67.5 56.6 92.6 77.7 40目 ① 3，000 
ーーー-_.--_.---..・ーー

133 49 18 73.1 9.0 66.5 出 68 4 11 94.4 13.3 81.9 54.9 31.3 63.9 36.4 ② 3.000 
-・ーー・・唱・・・・....

183 11 6 94.3 3.0 91.5 133 130 3 。97.7 。97.7 71.5 56.1 90.8 71.3 ③ 3，000 
ー..・..-.園事国圃曲ーーーー

188 7 5 96.4 2.5 94.0 138 134 1 3 99.3 2.2 97.1 76.1 58.4 89.8 68.9 ④ 3，000 

95.8 3.4 92.6 98.4 2.1 96.4 69.1 61.1 91.5 81.0 

※1 3週間後と 4週間後の生残率は(生残個数)/(収容個数)で生残率と脱落率を区別できず、両者を含めたもの。

※2 2ヵ月後以降の生残率は(生残個数)/(生残偶数+死殻個数)で脱落を含めないもの、脱落率は(不明個数)/(再収容個数)、

歩留率は(生残個数/再収容個数)で生残率に脱落率を加減したもの。
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3. 七尾湾のアカガイ、 トリガイ資源量調査

七尾湾の重要資源、であるアカガイ・トリガイの

資源量を把握し、その後の適正な操業方法を検討

する資料とするため、平成 5年(1993年)6月28日

と12月10日の 2回、貝桁網漁船による試験操業を

七尾湾漁業振興協議会と共同で実施したので報告

する。

1 .夏季調査

1.方法

・調査日時 1993年 6月28日 9 '"'-'12時

.調査海域

平成 4年(1992年)12月の調査以降、貝

桁網漁業は操業されておらず、その後の資源

動向を把握し、夏季操業の可能性を探るた

め、前年12月に調査した海域のうち、貝類

の分布密度が比較的高かった、南湾の石崎

から七尾港にかけての 7海域及び西湾の北

部 1海域に絞って実施した(図 1)。

(七尾西湾)

能登島

七尾西湾

-調査船

野村元 ・町田洋一・大慶則之

波田樹雄・戒田典久・達克幸

七尾南湾 2隻、西湾 1隻計3隻

.調査漁具

通常の操業に用いる貝桁網(間口1.3m、

網目 5節〉の 2丁曳き。

-曳網回数

曳網は原則として、南湾では 1海域に 3

線を各 5分間、西湾では 9線を各10分間と

した。

-放流群、天然、群の識別

採集物は試験場に持ち帰り測定に供し、

アカガイについては、殻頂部周辺に殻皮

のないもの及びペイント標識の確認でき

るものを放流群として扱った。

2.結果及び考察

(1) 資源量と殻長組成

調査地点別の採集個体数と推定資源量を

表 1に示した。算出方法は以下のとおりで

ある。

(七尾南湾)

能登島

七尾南湾

図-1 調査海域と曳網地点
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表-1 七尾南湾、西湾のトリガイ、アカガイの分布量 (平成5年度夏季)

調 査 曳曳網 曳網 曳網 採集個数(個) 1，OOOni当たり分布密度(個) 漁場 推定資源量(千個)

海 域 網 時 間 距離 面積 トリガイ 放流アカガイ 天然 トリガイ

回分.秒 (血) (ni) H3年 H4年 H3年 H4年放流 アカ H3年
次 発生群 発生群 以前融証 無標識 標識 ガイ 発生群

S-3 11 5∞ 429 1，115 10 5 3 11 44.8 

S-4 11 9:55 744 1，934 5 5 13 12.9 

21 5:30 440 1，144 46 7 10 201.0 

S-5 11 5: 15 525 1，おS 6 2 

21 5:10 お8 1，似)9 9 1 

31 5:05 381 991 11 

S-6 11 5:05 381 991 4 2 

21 5∞ 375 975 1 5 81 5.1 

31 5:12 3鈎 1，014 1 9 7 4.9 

S-7 11 5∞ 4∞ 1，040 31 145 21 149.0 

21 4:10 313 814 17 32 104.4 

31 5:∞ 462 1，201 10 19 41.6 

S-8 11 4:20 371 965 2 2 10.4 

21 1∞ 75 195 10 10 256.4 

31 1:50 157 408 21 41 37 125 59 21257.2 

S-9 11 5∞ 429 1，115 4 32 91 17.9 

21 5:∞ 日m 1，3∞ 3 62 11.5 

31 5∞ 462 1，201 2 17 8.3 

合計 18，777 163 421 631 125 59 341 43.4 

W-l 11 10∞ 750 1，950 23 5 1 

21 10∞ 7回 1，950 21 16 2 

31 10・∞ 750 1，950 却 2 

41 10∞ 750 1，950 1 6 2.6 

51 10:∞ 7ω 1，950 7 1 

61 10∞ 750 1，950 2 

71 13∞ 975 2，535 ロ
81 10:15 7ω 1，9鈎 1 2 1 2 2.5 

91 16:30 1，238 3，219 l 1 3 1 

-曳網距離(m)=曳網速度(m/秒)x曳網時間制

.曳網面積(ni)

=曳網距離(m)X貝桁網間口(1.3m) X 2伺

. 1，000nf当たり分布密度(個)=採集個数÷曳

網面積(nf)X 1， OOO(nf)-;-漁具能率(0.2)

-推定資源量(千個)= 1，000nf当たりの平均

分布密度伺×漁場面積(knf)

貝桁網の漁具能率は、過去の調査との比較

しやすさから0.2を用いた。

調査地点別のトリガイ、アカガイの分布密

度を図 2、図 3に示した。

またトリガイ、放流アカガイ、天然アカガイの

殻長、重量組成をそれぞれ図4、5、6に示した。

① トリガイ

ア.平成 3年発生群

平成 3年発生群は南湾の七尾港側 (Sー7、

8、9)が石崎側 (S-4、5、6)より大型で、殻長

85'"'-"100mm(重量150'"'-"250g)の漁獲サイズに

達している(図 4)。分布密度は最高値で257

個/l，OOOnf(S -8)と前年 (Sー7、292.4個

/l，OOOnf)に比べやや低いものの、前年に

H4年

発生群

22.4 

12.9 

30.6 

22.0 

44.6 

55.5 

20.2 

25.6 

44.4 

697.1 

196.6 

79.1 

10.4 

2弱.4

切12.2

143.4 

238.5 

70.8 

112.1 

59.0 

53.8 

76.9 

15.4 

17.9 

5.1 

23.7 

5.0 

1.6 

(73) 

放流アカガイ 天然 面積 トリガイ 放流アカガイ 天然

H3年 H4年放流 アカ (凶) H3年 H4年 H3年 H4年放流 アカ

以前敢誼 無標識 標識 ガイ 発生群 発生群 以前故証 無標識 標識 ガイ

13.4 4.5 0.781 35.0 17.5 10.5 3.5 

33.6 0.71ω 58.6 13.8 26.4 

43.7 

7.3 0.726 28.1 3.2 

5.0 

10.1 0.777 2.6 23.5 22.2 

41.0 

34.5 

9.6 O.必5 41.3 139.5 1.4 

O.必4 47.8 76.7 53.6 181.0 85.4 2.9 

4幻 .2 1，531 722.7 24.5 

40.3 1.742 21.7 267.3 21.7 

16.8 33.3 15.7 9.1 5.位3207.0 民渇 4 関 .5181.0 85.4 54.9 

平 均 1l" 計

13 2.6 4.117 2.5 130.6 21.6 11.4 5.1 

41.0 5 

5.1 

2.6 

2.5 5 

1.6 5 1.6 

多かった石崎、七尾港沖で今回も引き続き高

い分布量が見られた(表 1、図 2)。

イ.平成 4年発生群

平成 4年群は昨年12月の調査時には、まだ

確認できるサイズに達していなかったが、今

回S-3、4を除く海域で、平成 3年発生群より

高密度の分布が確認された。殻長は50'"'-"70mm

でこの時期としては通常の成長を示している。

分布密度は南湾の七尾港周辺 (S-7)で高

く、最高で697個/l，OOOnfと昨年12月の平成

3年発生群の最高値 (292.4個/l，OOOnf、S

-7)に比べ 2倍以上高く、分布域も広かった。

過去最高の504トシの漁獲があった平成元年の

前年の調査時の最高値は2，457個/1，OOOnf 

(平均531個/l，OOOnf)であり、これに比べ

れば 1/3以下の密度で、中程度の発生量で

ある。この群は来春以降漁獲サイズとなるが、

トリガイは夏以降の高水温と産卵の疲弊によ

り一部がへい死することが知られる 1) ことか

ら、来春の操業の見通しについては今秋以降

の経過をさらに見極める必要がある。



(H 3年発生群)

(H4年発生群)

能登島

七尾南湾

1ω個/1，∞orrl

川

1
1100倒/l，ooorrl

図ー 2 調査地点別のトリガイの分布密度

② アカガイ

ア.平成 3年以前放流後

平成 3年以前の放流群では、西湾に殻長100

rnrn前後の大型の複数年級群が少数確認された

(図3、5)。南湾では石崎前 (8-4)に少数と

七尾港湾事務所前 (8-8)で高密度の分布が

確認された(図 3)。南湾のものは平成 3年度

標識放流群(黄色ペイント、平均殻長86rnrn、

重量110，...._，210g、図 5)で、平成 4年 8月に漁

獲されているため、残存個数は数千個とみら

れる。

昨年の調査で比較的多く確認された西湾の

放流貝は今回少数の確認にとどまった。その

原因として、へい死したか漁場にうまく遭遇

しなかったことが考えられるが、特定はでき

なかった。

イ.平成 4年放流群

平成 4年放流群も西湾では少数が確認され

ただけで、西湾で放流された 187.5千個の種

苗の動向は十分に確認できなかった。南湾で

は七尾港湾事務所前の放流海域 (8-8)で高

密度の分布が確認され、死殻もあまり見られ

ないことから、南湾放流群 (23.5万個、放流

時平均殻長33.9rnrn)は順調に成育していると
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(H 3年以前放流群)

能登島

七尾西湾

(H 4年放流群)

(天然群)

能登島

七尾南湾

一
川

nli100個/l，ooorrl

*標識放流群は除く

100個/1，OOOrrl

図-3 調査地点別のアカガイの分布密度
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(トリガイH3年発生群) (トリガイ H4年発生群)

川 S， ~::~'，6 I '" rrfu打品札~ ~7， ~I，釘
体ペ:つ|什いjS-7ト日一イ7山8，9 ~9γγ9幻削山…2.0山0仕凹±臼7.9 11:リlド5

数勺]，~~jwト山一→1 【 釘叶31|k 門 叶 :つナ1ドj W -ト一1 ...~凧 臼ω山…9仕問±封71
殻長 (mm) 重量(9-) 殻長 (mm)

図-4 トリガイの殻長、重量組成

(アカガイH3以前発生群) (アカガイ H4年放流群)

0 封叫畑引I~ jj  Sト一九h恥m 何 1脱臼似…4仕叫山±叫位5gつl片~ 1ドSト一8 J1iι臼削5仕 ± 山| 却 | A加札 5 LβT毘札4ω且」| 
個 0川 1 

~: 1，S， ~~" " l' "Js ~~ ，5~~ .6~ ， 1
1
: e.~~"，J& …5 Iγ1  札口 3I2.3皿 j: 1W-1棚:rih，削I10.6gI 

数 lO， 

。 1 Ji況で刊。iwー1H I j乱ιιιhrしい『πm…n
殻長(阻) 重量 (9-引) 殻長 (ωm田m) 重量(9-) ) 

図-5 放流アカガイの殻長、重量組成
(アカガイ天然群)

山54:6 Jt加j':cこ士 9~I 

; : ~57:: A1Z「汁一7，8，9伺 n ~ププ 111
数 8.;"'，・，'".，....，白 ilO'; l 

I W-1 96，9I20.6阻 I I W-1 241.1InO.6g I 

or話・街 活・ 1“~ら 1旬。 b 訪問i∞d泌 d鋤鋤門跡劫『蜘

殻長 (mm) 重量(9-) 

図-6 天然アカガイの殻長、重量組成

みられる。

現在は平均殻長63.5mm、平均重量68.7gと

まだ漁獲サイズには達しておらず、サイズの

ばらつきも激しいため来春以降漁獲対象とな

ろう。

この群が来春、放流からの生残率80%、回

収率80%で漁獲されると仮定し、この時の平

均重量120g、単価2，000円/kgとすれば漁獲

量、漁獲金額は以下のように見積もられる。

漁獲量:235，000個xO.8xO.8xO.12kg=18，048kg

漁獲金額:18， 048kgx2， 000円/kg=36，096，000円

以上のように試算される水揚げは、アカガ

イ放流事業による直接的な生産効果としては、

過去最大となることが予想され、今後の事業

展開の上で大きな影響を与えるものと考えら

れる。なおこれらの推定値については、今後

受けるであろう夏の高水温による影響など、

秋以降の動向を見極める必要がある。
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また同海域で平成 4年に放流した標識貝

(緑色ペイント)12，000個は、放流時無標識

貝に比べやや大型(平均殻長41.7mm)であっ

たため100gを越す個体も見られたが、平均

重量94.3gと漁獲サイズの100gを下回る個

体が多かった。

ウ.天然群

南湾、西湾とも昨年同様依然低い資源水準

で、小型個体も少なく資源回復の兆しはみら

れない

(2) 操業の見通し

① トリガイ

今夏操業するとすれば、平成 3年発生群

がほぼ温存されているため、昨年の調査で

の試算値 02.1トン、 20，400千円 Z))に近い

漁獲量が見込まれる。しかし、まだ漁獲サ

イズに達しない 4年発生群は殻が薄いため

操業時に破損しやすしたとえ殻破損がな

くても一旦漁獲されたトリガイは再放流し

ても相当悪影響を受ける 3)こと、また 4年

発生群は 3年発生群と分布域がほぼ重なる

ことから、操業が行われた場合、 3年発生



表-2 七尾南湾、西湾のヒトデ類の分布量 (平成5年度夏季)

書域調 曳網次回
曳網 曳網 曳網 採 集 個 数(個) 1，00001当り分布密度(個)

時間 距離 面積
モミジガイ ヒトデ

イトマキ スナモミジ
モミジガイ ヒ トデ

イトマキ スナモミジ

分;秒 (皿) (01 ) ヒ トデ ガ イ ヒトデ ガイ

8-3 1 5; 00 429 1，115 61 。 17 5 273 。 76 22 

8-4 1 9; 55 744 1，934 90 2 3 8 233 5 ・ 8 21 

2 5; 30 440 1，144 22 2 11 3 96 9 48 13 

8-5 1 5; 15 525 1，365 64 1 1 2 234 4 4 7 

2 5; 10 388 1，009 68 9 。 l 337 45 。 5 

3 5; 05 381 991 112 3 1 。 565 15 5 。
8-6 l 5; 05 381 991 17 2 。 1 86 10 。 5 

2 5; 00 375 975 3 1 1 1 15 5 s 5 

3 5; 12 390 1，014 21 。 1 5 104 。 5 25 

8-7 1 5; 00 400 1，040 24 。 3 。 115 。 14 。
2 4; 10 313 814 36 2 12 。 221 12 74 。
3 5; 00 462 1，201 134 164 4 。 558 683 17 。

8-8 1 4; 20 371 965 9 127 21 。 47 658 109 。
2 1; 00 75 195 5 。 4 。 128 。 103 。
3 1 ; 50 157 408 4 2 3 。 49 24 37 。

8-9 1 5; 00 429 1，115 19 。 2 2 85 。 9 9 
2 5; 00 500 1，300 53 127 。 1 204 488 。 4 
3 5; 00 462 1，201 21 14 4 3 87 58 17 12 

W-1 1 10; 00 750 1，950 38 2 l 6 97 5 3 15 
2 10; 00 750 1，950 35 。 1 8 90 。 3 21 

3 10; 00 750 1，950 27 。 l 5 69 。 3 13 
4 10; 00 750 1，950 9 。 。 5 23 。 。 13 

5 10; 00 750 1，950 43 。 。 5 110 。 。 13 
6 10; 00 750 L 950 37 。 。 8 95 。 。 21 
7 13; 00 975 2，535 42 。 2 6 83 。 4 12 
8 10 ; 15 769 1，999 110 1 l 11 275 3 3 28 

9 16; 30 1，238 3，219 132 。 。 18 205 。 。 28 

(モミジガイ)

(ヒトデ)

能登島

例

1
1
1

凡

馴ーー
100個/I，OOOn1

図-7 調査地点のヒトデ類の分布密度
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貝漁獲個数の数倍の 4年発生貝を損失する

ことになる。

② アカガイ

昨年の調査結果で6.93トシ、 12，474千円の

漁獲が見込まれた西湾の放流アカガイは、

今回の調査でわずかしか確認できず漁獲対

象とは考えにくい。南湾でも漁獲対象とな

るのは、平成 3年放流群の取り残しが数千

個残存するに過ぎない。したがってアカガ

イについては、多くの漁獲は見込めず、む

しろ次年度春以降の漁獲が期待できる標識

放流貝を含めた平成 4年放流群を温存する

ため、南湾の放流場所を保護することの方

が重要と考えられる。

(3) ヒトデ類の分布

ヒトデ類の分布密度を表 2、図 7に示した。

七尾湾に多いそミジガイは南湾のS-5、S

-7を中心に、南湾、西湾ともに多かった。

貝類の害敵種として重要なヒトデは、南湾

のS-7、8、9に多かったが、同じ南湾でも石

崎前のSー 3、4と西湾では少なかった。アカ

ガイの放流海域である七尾港湾事務所前 (S

-8) も比較的少なかった。

IT.冬季調査

1.方法

・調査日時 平成5年(1993年)12月10日

8 ""-'12時

・調査海域 図8に示した海域

七尾南湾 :S-1"'-'11の11海域

(従来は10海域。今回調査時に能

登島大橋周辺の l海域を追加〉

七尾西湾:W-1、2の2海域

七尾北湾:N-1、4、6'"9の6海域

(N-1は中居沖から志ケ浦に変

更した。 N-2、3、5は調査船の

都合で調査できなかった。〉
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(七尾北湾)

~ 

七尾北湾

(七尾西湾)

(七尾南湾)

能登島

七尾南湾

図-8 調査海域と曳網地点

(冬季調査)

-調査船

七尾南湾:七尾漁業協同組合所属2隻、

七尾鹿島漁業協同組合所属 l隻

七尾西湾:七尾漁業協同組合所属 l隻

七尾北湾:七尾鹿島漁業協同組合所属 l隻、

穴水湾漁業協同組合所属 l隻

-曳網回数

原則として南湾では 1海域に 3線を各 5

分間、西湾では 6線を各 5分間、北湾では

2線を各10分間で曳網した。



表-3 七尾南湾のトリガイ、アカガイ推定資源量 (平成5年度冬季)

調査
網曳

曳網 曳網 曳網 採集個数(個) 1，OOOrrl当たり分布密度(個) 漁場 推定資源量(千個)

海域 時間 距離 面積
トリガイ 放流アカガイ 天然 トリガイ 放流アカガイ 天然

面積
トリガイ アカガイ 天然

次回 H3年 H4年 H3年 H4年 H5年アカ H3年 H4年 H3年 H4年 H5年アカ H3年 H4年 H3年 H4年 H5年アカ
分;秒 (皿) (m' ) 発生群発生群以前敢語放流群放流群ガイ 発生群発生群以前肢語放流群放流群ガイ (凶)発生群発生群以前肱掩放流群放流群ガイ

S-1 l 4: 45 怨5 741 1 9 6.7 60.7 0.375 4.5 33.2 
2 5: 15 315 819 7 42.7 
3 4 :45 お6 926 5 2s 27.0 151.3 

S-2 1 4・50 322 837 3 2 17.9 11.9 0.652 2.4 13.1 3.6 

2 5 :00 333 866 1 2 5.8 1J.6 
3 5 :20 4∞ 1，040 1 6 1 4.8 28.8 4.8 

S-3 1 4 :25 331 861 3 17.4 0.781 1.7 16.8 
2 5 :05 305 793 6 37.8 
3 3: 50 お6 弱6 l l 7.5 7.5 

S-4 1 5∞ 375 975 1 2 5 5.1 10.3 25.6 0.708 7.3 14.5 136.2 
2 5∞ 375 975 3 6 70 15.4 30.8 359.0 

S-5 l 5∞ 375 975 3 8 15.4 41.0 α726 9.9 57.1 
2 5∞ 375 975 5 16 25.6 82.1 
3 5∞ 375 975 22 1J2‘8 

S-6 l 5 :00 375 975 1 13 3 5.1 66.7 15.4 0.777 2.7 45.2 15.9 
2 5 :00 375 975 1 17 6 5.1 87.2 30.8 
3 5∞ 375 975 4 3 20.5 15.4 

S-7 l 5∞ 4∞ 1，040 3 55 1 14.4 お4.4 4.8 0.435 23.1 269.5 0.8 1.6 
2 5∞ 375 975 23 232 21 1J7.9 1，189.7 10.3 
3 4∞ 240 624 2 40 16.0 320.5 

S-8 1 2∞ 京泊 520 4 732 38.5 7，0:沼 5 。.454 5.5 23.6 402.5 12.1 

2 4 :00 343 892 10 21 56.1 1J7.7 

3 5∞ 462 1，201 5 8 20.8 33.3 
4 1: 25 121 315 l 6 15.9 95.4 
5 5∞ 462 1，201 12 8 50.0 33.3 

S-9 I 5∞ 反則 1，3∞ 64 246.2 1. 742 223.0 30.8 

2 5∞ 462 1，201 26 1 108.2 4.2 
3 4: 30 450 1，170 4 12 17.1 51.3 

S -10 1 5∞ 500 1，3∞ 8 30.8 1.021 61.6 
2 5: 00 400 1，040 31 149.0 
3 5 :00 375 975 1 5.1 

S -1J l 6∞ 450 1，170 31 1 132.5 4.3 0.424 40.3 0.6 
2 5 :00 375 975 6 30.8 
3 6∞ 450 1，170 26 111.1 

合計 32，417 61 720 76 732 。 53 9.4 11J.1 11.7 112.9 。8.2 8.095 57.0 797.9 137.0 402.5 01 64.7 

平 均 ぷロ込 計

表-4 七尾西湾のトリガイ、アカガイ推定資源量 (平成5年度冬季)
調査

網曳
曳網 曳網 曳綱 採集個数(個) 1，OOOrrl当たり分布密度(個) 漁場 推定資源量(千個) 記京ィ

海域 時間 距離 面積
トリガイ 放流アカガイ 天然 トリガイ 放流アカガイ 天然

面積
トリガイ アカガイ 天

回次 H3年 H4年 H3年 H4年 H5年アカ H3年 H4年 H3年 H4年 H5年アカ H3年 H4年 H3年 H4年 H5年ア

分，秒 (m) ( m') 発生群発生群以前肢証放流群放杭群ガイ 発生群発生群以前融証放流群放流群ガイ (kul ) 発生群発生群以前前証放流群放流群ガ

W-l 11 6: 00 424 1，102 2 2 9.1 9.1 4.117 1.5 33.4 33.4 46.4 7.3 10.2 

21 6∞ 424 1，102 3 13.6 

31 6∞ 480 1，248 1 4.0 

4115∞ 1，200 3，120 5 1 8.0 1.6 

5112:30 1.αlO 2，6∞ 3 4 5.8 7.7 

6112∞ 1，029 2，675 l 7 8 2 6 1.9 13.1 15.0 3.7 11.2 

7112:00 鉛0 2，340 10 10 26 21.4 21.4 55.6 

W-2 11 5: 45 431 1，121 6.245 。 。 。 。 。 。
合計 15，3ω l 23 23 32 5 7 0.3 7.5 7.5 10.5 1.6 2.3 10.362 1.5 33.4 33.4 46.4 7.3 10.2 

平 均 Jロ" 計

表ー 5 七尾北湾のトリガイ、アカガイ推定資源量 (平成5年度冬季)

調査
網曳

曳網 曳網 曳 網 採集偶数(個) 1，OOOrrl当たり分布密度(個) 漁場 推定資源量(千個)

海域 時間 距離 面積
トリガイ 放流アカガイ 天然 トリガイ 放流アカガイ 天然

面積
トリガイ アカガイ 天然

回/I( H3年 H4年 H3年 H4年 H5年アカ H3年 H4年 H3年 H4年 H5年アカ H3年 H4年 H3年 H4年 H5年アカ

分，秒 (皿) ( m') 発生群発生群以前融証放流群放流群ガイ 発生群発生群以前量流放流群放流群ガイ (凶)発生群発生群以前盤施放流続放流群ガイ

N-l 11 7: 30 486 1，264 0.100 0.21 0.62 

21 5: 15 334 868 2 3 11.5 17.3 

31 6・15 365 949 

41 5・25 372 967 2 10.3 

51 4 :43 お9 777 l 6.4 
N-4 1110:02 599 1，557 1.369 1.1 3.4 

2110:03 592 1.5泊 1 3.2 

3110:07 725 1，885 2 5.3 

4110:01 483 1，256 1 4.0 

N-6 1110:55 655 1，703 1 2.9 0.585 7.9 

2110:23 623 1，620 自 24.7 

N-7 1110:20 620 1，612 5 15.5 0.445 3.3 0.7 

2110・11 679 1，765 1 2.8 

N← 8 1110:55 728 1，893 1 2 1 2.6 5.3 2.6 1.720 2.2 22.0 2.2 

2112:55 775 2，015 8 19.9 

N-9 1110:30 573 1，490 l 3.4 1.080 1.8 1.8 1.8 

2110・10 555 1，443 1 3.5 3.5 

合計 24，604 4 31 1 。 。 6 0.8 6.3 0.2 。 。1.2 5，326 4.2 35.7 1.1 。 。8.1 

平 均 合 計

(79) 



表-6 過去5カ年聞の調査海域別のトリガイ推定資源量

南

湾

西

湾

:lt 

湾

年

合

月 S63.2 S63.12 H 1.12 

S-1 11. 4 。 4.8 
2 7. 9 56.1 8.1 
3 166.5 37. 2 
4 304.0 1， 279. 1 53.8 
5 207.0 400. 5 23.4 
6 101. 2 
7 108.0 454. 2 16.0 
8 151. 7 240.5 54. 9 

9 131. 5 241. 7 81. 9 

10 18.9 66.9 22. 5 

その他 9.6 

小計 1. 107. 0 2，739.0 413.4 

W-1 。 333.0 28. 3 
2 。 。 51. 9 

小計 。 333. 0 80. 2 

N-1 

2 2. 9 
3 5.5 76.3 3.2 
4 6. 8 
5 12. 7 
6 
7 26.0 48. 0 11.9 
8 49.4 

9 7.0 
その他 4. 2 25.7 

小 計 74.2 128.5 119.6 

計 1. 181. 2 3，200.5 613.2 

-貝の識別

トリガイでは帯状輪紋の有無により発生

年級群を識別し(帯状輪紋 1本が平成4年

発生群、 2本が平成 3年発生群〉、アカガ

イでは殻頂部の殻皮の有無により天然、群と

放流群を識別した。

2.結果及び考察

(1) 資源量

調査地点別の採集個体数と推定資源、量を

表 3"'5に示した。またトリガイの資源量

を過去の調査結果と対比して表6に示した。

推定資源量等の算出方法は夏季調査と同様

で、漁具効率も同じ0.2を採用した。

① トリガイ

調査地点別のトリガイの1， 000rrl当た

(80) 

H 2.11 

2.5 
2.5 
4. 7 。
5.8 
4.5 
52. 7 
100. 9 

56. 1 

2.4 

232. 1 

6.5 
10. 7 

17.2 

9.0 
10.6 
8.1 
14.5 

11. 9 

35.9 

6.8 
57.6 

154.4 

403.6 

単位:千個

H 3.12 H4.12 H 5.12 

1.4 3.2 37. 7 。 6.7 15.5 
5.7 3.8 18.5 
6.8 116.0 18.5 
4.0 6.6 67. 0 
28.1 4. 9 47.9 
7. 0 127.2 292.6 
11. 9 29. 7 29. 1 
6.9 42.5 223.0 。 2.6 61. 6 

40.3 

71. 7 343. 3 854. 9 

6.1 2.6 34. 9 。 。 。
6.1 2.6 34. 9 。 1. 1 0.8 
36. 0 2.1 
16.7 10. 9 。 3. 9 。
9.1 5.9 
42.6 1.8 7.9 。 0.7 3.3 
62.8 36.6 24.2 
56. 9 3.4 3.6 

224.2 66.3 39.9 

302.0 412.2 929. 7 

りの分布密度を図 9に示した。

(南湾〉

南湾における地点別のトリガイの分布

密度は、 5.1"'1，307.6/1，000rrl (平均

120.5個/l，OOOrrl、表 3)で、昨年同期

(平成 4年12月〉の調査結果 0"'272.6個/

1，000rrl (平均38.5個/l，OOOrrl) と比べ

平均値で 3.1倍高い値を示した。操業の

目安となる100個/l，OOOrrl以上の分布密

度を示した地点数でも、昨年は27調査地

点中 3地点(11.1%)しかなかったのに対

し、今回は34調査地点中11地点(32.4%)

と多かった。また、 トリガイが採集され

なかった地点を含む海域は、昨年は 4海

域あったのに対し、今年はなかった。



(トリガイ .H3年発生群)

新民 。

能登島
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1
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図-9 トリガイの分布密度

このように今年の南湾のトリガイ資源

は、分布密度の高さだけでなく、分布の

広がりの点でも昨年を上回った。南湾全

体のトリガイの資源量は854.9千個と算

定され、平成元年秋以降最も高い資源水

準であることを示している(表 6)。

海域別では南湾の11海域のうち、須曽

前 (S-2)、石椅前 (S-3、4)で分布密

度が低かったが、これ以外の 8海域に

100個/1，000rrl前後の分布密度を示す地

点があり、これらはトリガイ漁場となり

得る。特に桜川前 (S-7)は分布密度が

高く好漁場となろう(表 3、図 9)。

発生年級群別では、平成 4年発生群が

全採集個体数781個のうち720個(92.1%)

を占めた。今年の夏季調査でも平成 4年

(81) 



発生群が平成 3年発生群を上回ることが

確認されており、この時、分布密度が高

かったのはS-7、8、9であった。今回も

S-7、9で高い分布密度を示し、分布域

はほぼ一致している(図2、9)。また夏季

調査を実施したS-3"'9における推定

資源量を比較すると、夏季が 566.4千個

(放流アカガイ)

1 1 110C1 

能登島

宝一一一

H3 H4年
放流群

100個/1，OOO~

であったのに対し今回は649.7千個とや

や増加していることから、南湾では平成

4年発生群は夏以降もあまりへい死せず、

温存されたとみられる。一方、平成 3年

発生群は夏季調査で多かったS-4、8で

減少しており、夏以降へい死したと考え

られる(図2、9)。

(天然、アカガイ)

図-10 アカガイの分布密度
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(西湾、北湾〉

西湾、北湾のトリガイもそのほとんど

が平成 4年発生群が占め、この群の分布

密度は西湾で 0'"'-'21.4個/1，OOOnf (平

均7.5個/l，OOOnf)、北湾では 0'"'-'24.7

個/l，OOOnf(平均6.3個/l，OOOnf) と

いずれも低い資源水準であった。特に西

湾では、今年夏季調査での平成 4年発生

群の分布密度が最高で77個/1，OOOnf、

平均26.7個/l，OOOnfであったのに対し、

今回はその 1/3以下となった。曳網地

点が同一でないため断定で、きないが、平

成 4年発生群は南湾では温存されたにも

かかわず、西湾では夏以降大きく減耗し

たことがうかがえる。

② アカガイ

ア.放流群

アカガイの分布密度を図10に示した。

(南湾〉

南湾の放流アカガイは、今回の調査で

S-4の平成 3年以前の放流群と、 S-

8の平成 4年放流群が確認された。

放流貝の資源量を推定する場合、一般

に放流海域が局所的で調査海域の一部を

占めるにすぎ、ないため、調査で得られた

放流貝分布密度を、調査海域全体の面積

で引き伸ばしたのでは過大に評価される

ことになる(表 3)。本来は放流面積で引

き伸ばし算定すべきであるが、実際には

放流面積がはっきりしないことが多い。

放流面積がわかる場合でも、放流海域内

での分布に偏りが大きいことが予想され、

調査地点を多く設けなければ妥当な数値

は得られにくい。したがってここでは放

流個数からおおよその現存量を推定する

手法をとる。

(83) 

S-4の放流貝は後述するように大部

分が平成 3年放流群が占め、その放流個

数は21，382個であった。このうち、平成

4年 8月 2日'"'-'10日に実施された同海域

での貝桁網操業で8，960個が漁獲された。

またこの海域では平成 5年度からアカガ

イ養殖寵が敷設されているため、実際に

操業可能な範囲は放流海域のうち 1/3

程度とみられる。したがって S-4にお

ける漁獲可能な放流貝の推定個数は、年

間の自然死亡係数を0.1とすると次のと

おりとなる。

(S -4の漁獲可能放流貝現存量〉

= (21，382個xO.9-8，960個)xO.92X1/3

=2，777個

S-8における平成 4年放流個数は

235，000個(6月27日放流、平均殻長33.9

mm)で、七尾港湾事務所前の13，500nf

(180m x 150m x 1/ 2 )の海域に集中放

流された(放流密度17.4個/nf)o S -8 

にはこの他に、片側の殻頂部に緑色ペイ

ントをつけた標識貝 (7月16日放流、平

均殻長41.7mm) 12，200個が隣接した海域

に放流されている。これらの推定現存量

は以下のとおりである。

(S -8の無標識放流貝の現存量〉

=235，000個XO.92=190，350個

(S -8の標識貝の現存量〉

=12，200個XO.92=9，882個

(西湾〉

西湾の放流海域W-lでは放流貝探索

のために 7地点で曳網したが、このうち

4地点で平成 3年以前放流群が23個、 3

地点で平成 4年放流群が32個、能登島寄

りの 1地点で平成 5年放流群が 5個採集

されただけであった。これらの採集個数



から算出した推定資源量は平成 3年以

前放流群が33.4千個、平成 4年放流群が

46.4千個、平成 5年放流群が 7.3千個の

合計87.1千個(表4)となっているが、

これらの数値は前述の理由で過大に算定

されることを考慮すれば、この海域への

放流個数(平成 2年60.2千個、平成 3年

104.1千個、平成 4年187.5千個、平成 5

年135.7千個の合計487.5千個〉と比べて

極めて小さい値といえる。昨年12月の調

査では 161.2千個と算定されたものの、

今年夏季の調査では31.7千個と大きく変

動したことを考え合わせると、西湾での

放流魚場の探索が困難なことも考えられ

るが、放流貝が減耗した可能性も否定で

きず、現存量は判断できない。

平成 5年放流群は、半の浦沖に99，700

個(放流面積80mx 1， OOOm = 80， OOOrrl、

放流密度1.3個/rrl)、種ケ島沖に36，000

個(放流面積50mx 200m = 10， OOOrrl、

放流密度3.6個/rrl)放流されたが、半

の浦沖で 5個採集されただけで少なかっ

た。これは殻長53.0mmと小型であり網目

から抜け出たものが多かったためとみら

れるが、漁場探索体制が不十分な面もあ

り、目印を置くかGPSで正確な位置を

記録するなど今後改善が望まれる。

(北湾〉

北湾では放流貝は 1個しか採集されず、

放流貝の動向はつかめなかった。北湾の

放流場所は、従来漁場の探査が困難な水

深25"'30mの深所で、あったが、平成 5年

は漁場探索が容易で餌料環境も良いと考

えられる志ケ浦に変えて35，400個放流さ

れた(放流面積60mx 200m = 12， OOOrrl、

放流密度3.0個/rrl)。しかし西湾同様小

(84) 

型なために採集きれなかったものと考え

られ、その動向については次年度の調査

に持ち越された。

イ.天然群

天然アカガイの推定資源量は南湾

64.7千個、西湾10.2千個、北湾8.1千

個と算定され、前年並みの低い水準で

あった。

(2) 殻長組成

① トリガイ

トリガイの殻長組成を湾別に図11に示

した。

南湾の平成3年発生群は平均殻長92.8

mm、平均重量178.1gであった。この群

はすでに最大殻長に達しており、この後

ほとんど殻長の伸びは見込めないが、平

成 6年 4月には増重し平均殻長93.0mm、

平均重量214g(B.W.=2.0142x10-3x 

S.L. 2.5566 4)より〉に達しよう。

南湾の平成 4 年発生群は75""""80mm~こ

そードがあり平均殻長74.2mm、平均重量

92.9gである。 トリガイ 1才貝の冬季の

成長は著しく、 12月から翌年 4""""5月に

かけて約10mmの成長がみられる 5) ことか

ら、平成 6年4月には平均殻長85mm、平

均重量 172gへの成長が見込まれる。南

湾雄島周辺 (S-9の東端〉で採集され

た平成 4年発生群は、平均殻長66.3mm、

平均重量67.3gと小型であったが、 4月

には平均殻長77mm、平均重量130gの中

銘柄に達するであろう。

② アカガイ

ア.放流群

放流アカガイの殻長組成を図12に、

天然アカガイの殻長組成を図13に示し

Tこ。
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(南湾〉

南湾の S-4における放流アカガイの

殻長組成は、主群である85"-'90mmにそー

ドを持つ平成 3年放流群(3才貝〉と95"-'

100mmにモードを持つ平成 2年放流群(4

才貝〉の 2群に分けられる。これらは 4

月までの成長はほとんど見込めない。

S-8に235千個放流された平成 4年

放流群は平均殻長68.5mm、平均重量83.5

gと商品サイズ(100g以上〉としては

やや小型であった。そこで放流後の成長

を、南湾に標識放流された他の 2群及び

南湾で寵育成試験に供した 1群とともに

表 7、図14、15に示し比較した。

平成 3年標識放流群(平成 3年 6月25

日放流、平均殻長43.9mm)が最も順調な

成長を示し、放流後 l年の 6月に平均殻

73.1mm、平均重量102.6g、放流 1年半

後の12月に平均殻長82.2mm、平均重量

144.4gに達している。これに次ぐ成長

を示したのは平成 4年標識放流群(平成

4年 7月16日放流、平均殻長41.7mm)で、

6月に平均殻長70.3mm、平均重量94.3g 

却

(%) 

団 :r訓一両日可
殻長 (mm) 重量 (g)

図-12 放流アカガイの殻長、重量組成

回|北湾 299.8:t154.411 N-1-9 N=61 

。| πn 円打 ~ 

:1:湾1;r

殻長(醐) 重量(g) 

図-13 天然アカガイの殻長組成

に達した。平成 4年放流群は平成 3年標

識放流群に比べると開始時の殻長が10mm

小さく、 3カ月足らずの成長差であった

ものが、 l年半後には殻長で13.7mm、期

間にして10カ月の差に拡大している。一

方平成 4年放流群と同じ由来の種苗で、

大型個体を選別して供試した平成 4年寵

育成試験 (35個/龍入区〉は、 5月まで

の成長は順調だったがその後成長は著し

く停滞している。

このように平成 4年放流群の成長が

不良だった理由としては、①放流海域が

港の奥部で、全硫化物が高いなど底質が

不適当であった②放流密度が高すぎた

(17.4個/nu③放流種苗が寵育成試験

用として大型個体を選別した残りの小型

(85) 



表-7 アカガイの成長比較

H4年石崎放流分 H4年標識放流 H3年標識放流 H4年簸育成試験

被 長 重量 般長 重量 殻長 重量 殻長 重量

6 33. 9 
聾圃 8.5 E 箇置 E 43.9 

箇圃

24.3 z 41. 7 
冨盟E

16.0 亘

7 41. 7 16.0 50. 1 35.4 

8 51. 6 31. 5 55.4 47. 1 55.8 39.0 

9 44.4 55.5 40. 1 60.6 60.8 

10 50. 9 29.5 57.4 44.4 63.5 69.4 60.3 53.0 

11 46.8 59. 7 52.3 66. 1 77.8 

12 59.3 51. 0 67.9 83.9 62.4 58.9 

1 60.0 

2 51. 8 34.6 61.1 60.4 68. 8 87. 1 

3 70.0 91. 5 66.4 75.8 

4 

5 71.2 96.0 70.2 93.8 

6 63.5 68. 7 70.3 94.3 73. 1 102.6 

7 69.7 87.8 

8 77.2 118.1 

9 78.5 126. 7 70. 5 89.9 

10 78. 7 127.0 

11 79.9 133.9 

12 68. 5 83.5 82.2 144.4 72.4 102.5 

90 150 

80.1 ~.- .・--..~-・ J・ 1143001l i I f 
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....-・r
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月

ロH4年石崎地区放流 ...H4年標識放流・H3年標識放流ムH4年鑑育成試験

図ー14 アカガイの成長比較(殻長)

個体であり種苗の質に問題があった、な

どが考えられる。現在原因の特定はでき

ないが、今後放流手法や中間育成手法を

検討する上での新たな課題としてとらえ

る必要がある。いずれにしても、今まで

の経過から見て、 4月までに大きな成長

は見込めず、平均殻長70mm、平均重量92

gに達する程度であろう。

(西湾〉

西湾では、平成 3年以前放流群のなか

に平成元、 2、3年放流群が混在している

とみられる。また平成 4年放流群(平成

重 100
90 

亘主 70 

g 

(86) 

且町'.. 

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
月

口H4年石崎地区放流企H4年標識放流・H3年標識放流ムH4年簡育成試験

図-15 アカガイの成長比較(重量)

4年 7月10、14日、 187.5千個放流、放流

時平均殻長36.6mm)は平均殻長74.1mmに、

平成5年放流群(平成 5年 7月6日、 135.7

千個放流、放流時殻長31.9mm)は平均殻

53.0mmにそれぞれ成長しているが、平成

3年標識放流群と比べるとやや成長は

劣っている。

イ.天然群

南湾で、殻長55'"'-'70mmの 1'"'-'2才貝が

みられるが、まとまった量の資源添加

ではない。また各湾とも80mm以上の高

齢貝が多〈を占め、天然資源の回復の



表一 8 七尾湾トリガイの推定資源量と漁獲実績

調査

操

業

操 業年月 S62.4 

推定資源量(A) (千個) 1， 511 

操 業年月 S62.4 

漁 獲 量(トン) 95.6 
漁獲偶数(A.) (千個) 543 

漁 獲 量(A• / A)(%) 36. 0 

兆しは依然、みられていない。

(3) 操業の見通し

①南湾

過去の資源量調査で試算した七尾南湾

のトリガイの推定資源量と、操業時にお

ける漁獲個数の割合(漁獲率〉を対比さ

せ表 8に示した。

推定資源量が少ないほど漁獲率も低い

傾向がうかがえる 2) ことと、今回の推定

資源量は昭和旬、 63年より低い水準とみ

られることから、 トリガイの漁獲量を

20%とする。また放流アカガイの漁獲率

はS-8で80%、S-4で30%とする。

これらの数値を用い以下に予想漁獲量を

試算する。なお分布密度の低い S-2、3、

4は漁場として利用されないとみて、試

算の対象としなかった。

(トリガイの予想漁獲量〉

漁場 :S-l、S-5'"'-'9

・平成 3年発生群:45.7千個XO.2X214g/個

(推定資源量)(漁獲率〉

=2.0トシ

・平成 4年発生群:753.5千個 XO.2X172 g /個

=25.9トシ

(トリガイの予想漁獲金額〉

・平成 3年発生群:2.0トシX1，500円/kg
(大銘柄)

=3，000千円

・平成 4年発生群:25.9トン X1，200円/kg

(中~大銘柄)

S63.2 S 63. 12 H 2.11 H 5.12 

1， 107 2， 739 232 855 

S63.4 H1.4 H3.4 

105 504 2.1 

503 2，370 15 

45.4 86. 9 6.5 

=31，080千円

計 34，080千円

(アカガイの予想漁獲量〉

漁場放流群 S-4、8

天然群 S-l、5'"'-'9

・平成 3年以前放流群 (S-4) 

: 2.8千個XO.3x167 g 

=0.14トシ

・平成 4年放流群 (S-8) 

: 190.4千個XO. 8 X 92 g X 2/3 

=9.3トシ

・平成4年標識放流群 (S-8) 

: 9.9千個 XO.8X124g

=0.98トン

・天然アカガイ:61千個 X0.2 X 180 g = 2.2トシ

(アカガイの予想漁獲金額〉

・平成 3年以前放流群:0.14トンX1，800円/kg

(大銘柄〉

=252千円

・平成 4年放流群:9.3トシX1， 700円/kg

(中銘柄〉

=15，810千円

・平成 4年標識放流群:0.98トシX1，800円/kg

(大銘柄〉

=1，764千円

・天然アカガイ:2.2トシX1，800円/kg

〈大銘柄〉

=3，960千円

計 21，786千円

(87) 



平成 4年放流群については出荷サイズ

に達していない個体も多いため、価格の

高いサイズのものだけを出荷し、それ以

下のものは新たな漁場に再放流し、付加

価値を高めてから回収することが望まし

い。その際の漁場としては底質の良好な

場所を選定し、放流密度を従来適正とさ

れる 5個/nP)程度とする必要がある。

また次年度の種苗放流場所を選定する際

は、次回の操業を考慮しこの再放流海域

を避けねぼならない。

②西湾

トリガイは分布密度が低く漁場として

成り立たないとみられる。放流アカガイ

については漁場として成り立つ分布密度

の海域もみられることから、漁獲量の予

測はできないが、漁場探索がうまくゆけ

ぼ、漁獲対象となり得る可能性がある。

③北 湾

トリガイは局所的に漁場となり得る分

布密度の場所もみられるが、実際に漁場

として成立する規模かどうかは徴妙であ

る。

アカガイは放流、天然とも資源水準が

低く、漁場の成立は困難な見通しである。

〈要約〉

(夏季調査〉

1) 1993年6月28日七尾南湾、西湾においてアカ

ガイ、 トリガイの資源量調査を 3隻の貝桁網漁

船により実施した。

2) トリガイは平成3年発生群が殻長85"""""100mm

の漁獲サイズに達し、前年に引き続き石崎、七

尾港前で多かった。

3) 昨年12月の調査では確認できなかった平成 4

年発生群が、七尾港周辺で最高値697個/1，000

dの高い密度で確認され、平成3年発生群より

(88) 

2倍の高い密度で分布すると考えられた。

4) アカガイは平成 4年放流群が南湾の七尾港湾

事務所前の放流海域で高密度で分布するのが確

認されたが、殻長63.5mm、重量68.7gと小型で

あった。

(冬季調査)

1) 1993年12月10日七尾南湾、西湾、北湾の17海

域でアカガイ、 トリガイの資源量調査を 6隻の

貝桁網漁船により実施した。

2) トリガイは昨年同期の調査に比べて、約 3倍

高い分布密度を示した。特に桜川前は1， 190個

/1，000nfと高く好漁場と考えられた。

3) 南湾のトリガイは92.1%を平成 4年発生群が

占め、高密度分布海域は夏季調査と一致してお

り、南湾ではこの群が温存されたが、西湾では

逆に減耗が示唆された。この群は平均殻長74.2

mm、平均重量92.9gであり、平成 6年4月には

平均殻長85mm、平均重量172gへの成長が見込

まれた。

4) 夏季調査で順調な成育が確認された南湾の平

成 4年放流アカガイは、今回の調査でも温存さ

れていたが、平均殻長68.5mm、平均重量83.5g

と商品サイズとしてはやや小型で、あった。 4月

には平均殻長70mm、平均重量92gに達するとみ

られた。

5) 平成 6年 4月の南湾のトリガイの予想漁獲量

は27.9トシ、 34，080千円、 アカガイは12.62トシ、

21，786千円と試算された。
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4. アワビ放流技術開発調査

目 的

輪島市紬倉島において1990年から1992年まで

に実施したアワピ人工種苗の放流追跡調査では、

害敵生物の食害により、多数の種苗が放流後初

期に死亡している可能性が高いことが判明し、

放流種苗の保護対策の重要性が認識された。そ

こで、1993年は種苗の放流方法を従来の一点放

流から分散放流に変更すると共に、放流地点で

の害敵駆除を試み、種苗減耗の軽減効果を検討

した。

調査方法

1. 1993年試験放流群の追跡調査

図-1に示す舶倉島西岸に位置する小湾

(s 1. 4 :通称深湾洞〉の水深 2'""'4mの海底に

にロープを張り、図-2に示す20mx20mの

図-1

-も。

ρ 

皇lOm

紬倉島における調査位置

1但 回3)αH)α1)

;一一ー・・・7一一一ー;
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図-2 st. 4に設置した調査区画

( 90) 

大慶則之・野村 フじ

調査区画を隣接して 2区画設けた。

このうち一方の調査区画は、放流直前に潜

水してクモヒトデを除くヒトデ類とフタハベ

ニツケガニを可能な限り採取し、害敵駆除区

とした。放流種苗は輪島市漁業協同組合光浦

中間育成施設で育成されたエゾアワビを用い

た。放流種苗には、 2群を区別するとともに

個体を識別するため、赤と黄に色分けしたプ

ラスチック薄板に番号を記入した標識札を殻

表に接着した。 これらを 6月30日に調査区画

中央の10mx 10mの範囲に 3個体/trlを目安

に潜水して放流した。各放流群の個体数と平

均殻長は表-pこ示すとおりであり、害敵駆

除区には赤標識群332個体、対照区には黄標

識群320個体を放流した。放流翌日、 22(23) 

日後、 49(50)日後に、両区画を潜水調査して、

種苗の発見位置、生死、標識の色と番号を記

録した。発見した死亡個体は全て回収して、

殻の形状を観察した。

表-1 1993年試験放流群の内訳

思議色平均売買向皿 個数放流月日 放流位置 備考

赤
黄

39.4 
39.3 

332 
320 

6.30 
6.30 

Bz-BOn2 
G2 G4 14 12 

害致駆~JR
対照区

2. 1992年以前の放流群の追跡調査

舶倉島における放流種苗の生育状況を把握

するため、放流アワビを回収し、輪紋の測定

を行った。調査は、 1990年にし800個体を試

験放流したs1.1、同年に34，700個体が事業放

流されたst.B、1991年以降集中的な事業放流

が行われているst.C、1991年から試験放流を

継続しているst.4で潜水により実施した。調

査時期はst. 4が1993年7、8月、 st.1、st.B、

st.C、は10月である。



表-2 誌験放涜群の追跡調査結果

す標識放流群

月日調査回放流後生存確認見落とし-1 見落とし-2 生存者世ーl生存数-2 .，鴎激 F醸罵十
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E 結果及び考察

1. 1993年試験放流群の追跡調査

各放流群の追跡調査結果を表ー 2に、種苗

の存在状態を表ー 3に、生存率の推移を図-

4に示した。生存確認数は放流翌日において

も極めて少なしその後の調査で見落としが

確認された個体数を加えても放流翌日の生存

率(放流数に対する表ー 2に示す生存数一 1

の割合〉は50%未満の低い値となった。その

(91) 

後の調査でも生存確認数を大きく上回る数の

死殻が回収され、放流49(50)日後には生存確

認数がし 2個体となり追跡調査が不可能な

状況となった。前年に同一地点に放流した平

均殻長36.0.......46.1mmの4放流群(各群約 150

個体を l点放流〉の追跡調査では、放流翌日

に平均87%、20日後に29%の生存率が得られ

たが、図-4で明らかなように今回の放流群

の生存率はこれらをかなり下回る結果となっ

た。この要因としては、放流翌日の潜水調査

が前年と比較してやや不十分であったことと、

調査回数が前年の 7回に対し 3回と少なかっ

たため、見落とし個体の発見による生存数の

補正が十分でなかったことがあげられる。し

かし、いずれにせよ生存個体が放流直後から

急減する傾向は前年と同様であり、放流前の

ヒトデ類、カニ類の駆除、また種苗の分散放

100 -・穿孔あり

箇-破砕

眉書昌損傷なし

A: 1卯3年赤標識群

B : 1993年黄標識群

C: A， Bの平均

D : 1992年放涜群

n
u
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図-5 回収された死殻の状態



流は種苗の食害による減耗を抑制する有効な

手段とはならないことが判明した。

れる。一方、種苗の調査区域外への移動につ

いては、前年の調査で放流後 3カ月間は大半

の個体が放流点から 5m以内に分布すること

が明らかとなっている。これらのことと、今

回、害敵駆除区においても生存個数の急減が

みられたことを考え合わせれば、放流種苗の

最大の減耗要因はマダコによる食害である可

能性が高いと推察される。

追跡調査時に回収した死殻の状態を図ー 5

に示した。両放流群を合わせると、マダコに

よる食害を示す穿孔痕のある死殻は34%、カ

ニ類による食害を示すと考えられる破砕状態

の死殻は11%、原形を保っている死殻は55%

となり、前年の調査結果と比較すると、穿孔

痕を有する死殻の割合は13%増加する結果を

得た。マダコは剥離の困難な個体を捕食する

場合に穿孔する傾向があることが明らかと

なっており、原形を保つ死殻にはマダコに食

害された個体が相当数含まれるものと考えら

2. 1992年以前の放流群の追跡調査

各調査地点で採取された放流アワピの計測

結果を表-3に示した。

表-3には、今回調査した地点とそれ以外

の地点でこれまでに採取した放流アワビの計

表-3 1992年以前の放流群の成長

放涜年月場所 採取年月 区分 N Gi (Min - Max) 百 (Min- Max) f2 (Min - Max) 百 (Min-Max) 証 (Min - Max) 

1990. 6 St. 1 1991. 6 生存 6 36.8(34.2-39.2) 38.4(36.1-40.3) 54.4( 51. 9-63.2) 
1991. 10 生存 2 35.7(32.0-39.4) 317(33.8-41.5) 6Q3( 5& 1寸 2.5) 63.5( 61. 0-筋.9)
1992. 7 生存 8 36.3(32. 2-40. 5) 39. 2(34. 9-43. 4) 59. 1 ( 52. 3叶 3.1) 83.7( 74.5-88.7) 
1992. 7 F斑 9 35.5(33.4-38.6) 37.7(33.6-41. 1) 60.5( 52. 4寸 5.8) 84.4( 75.2-93.8) 
1993.10 生存 3日 (31.6-37. 8) 38. 2(35. 5-40. 0) 60刊刊号 86. 4 ( 82.6--88.4) 106.0(1郎.ト106.8)

28 36.0(32.0-40.5) 38.3(33.6-43.4) 59.9( 52. 3-65. 8 86.4( 82.6-88.4) 

1990. 6 St. 3 1991. 6 生存 3 35.2(30.2-40. 3) 36.0(30.2-42.9) 58.6( 52.8-67. 1) 
1992. 7 生存 3 38. 6 (34. 2-46. 1) 38. 6(34. 2-46. 1) 63. 4 ( 56. 9-75. 3) 前.2(77.か斗01.7) 
1992‘7 死殻 4 37.7(32.5-42.4) 37.7(32.5-42.4) 58.2( 54.2斗 Q.li) 8O.8( 75.9-84.1) 

10 37.2(初.2-46.1) 37.5(30.2-46.1) 60.4( 54.2-75.3) 

1990. 4 St. B 1993. 10 生存 5 29.2(24.9-37.6) 3Q9(25. 5-39. 2) 50.9( 44.9叶 0.1) 72.2( 58.7-88.0) 95.0( 76.5-113.7) 

1991. 4 St. F 1991. 6 生存 17 35.1(31. 7-41. 2) 37.6(お.4-42.6) 
ー 1991.10 生存 l幻.8 42.0 
1992. 6 生存 5 37.3(32.2-40.2) 41. 3(36. 6-48. 2) 54. 4( 45.8-64.6) 
1992. 6 死殻 2 33.5(32.5-34.4) 39.4(36.7-42.0) 52.8(49.5-弱.0)

25 35.5(31. 7-41. 2) 40.8(36.6-48.2) 

1991. 6 St. 4 1991. 10 生存 89 39. 1(32. 4斗 0.4) 41. O( 33.7-52. 6) 
1992. 6 生存 8 38.5(33.9-43.0) 40.1(34.6-44.1) 63.7( 55.7-70. 1) 
1992. 7 生存 lお.9 39.5 67.8 
1992. 6 F醸 538.8(35.2-43.6) 39.5(37.7-43.6) 62.4( 55.7-66.7) 
1993. 7 生存 7 39.6(33.9-43.7) 41. 0(35. 4-44. 4) 68.8( 61.か~72. 3) 95.3( 88.8-105. 1) 
1993. 8 生存 lお.6 41.1 69.0 100.1 

111 お.7(32.4→0.4) 40.3(34.6-44.4) 68.8( 61.ト72.3)

1992. 6 St. 4 1993. 7 生存 2 47.1(46.6-47.6) 50.2(50. 1斗 0.3) 78.8( 77.9-79.7) 
1993. 8 生存 3_ 45.4(44.4-46.1) 48.6(46.7-49.7) 69.5( 61. 5....... 73. 7) 

111 46.1(44.4-47.6) 49.2(46.7→0.3) 

1992. 4 St. c 1991. 6 生存 17 39.3(34.7-44.0) 40. 7 ( 36. 6-45. 2) 
1991. 10 生存 31 38.3(31. 6-44. 8) 40. 7 ( 34. 9-46. 4) 
1992. 6 F撒 338.8(37.1-39.7) 38.8(37.1-39.7) 53. 6( 52. 9-54. 0) 

51 38.7(31. 6-44. 8) 38.8(37.1-39.7) 

1992. 4 St. c 1992. 6 生存 9 42.6(36.0-47.7) 47. 2( 41. 4-55.3) 
1993. 10 生直 2 39.9(30.3-49.4) 41. 8(31. 8-51. 8) 51. 7 62.6( 58.8-66.3) 

11 42. 1 (30. 3-49. 4) 38. 3(33. 6-43. 4) 51. 7 

GM:放獅寺奇蹟 rn:第n輪径 SL:殻長
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測結果もあわせて示した。放流から 3年が経

過した1990年放流群はst.1で3個体、 st.Bで

5個体を採取した。 st.1で採取した 3個体の

殻長はいずれも 100mmを越えており、 st.Bで

採取した 5個体にも 100mmを越える個体が 2

個体含まれていた。これらの放流時殻長は

29.0'""-'37.8mmであった。

st.4では1991年放流群 8個体、 1992年放流

群 5個体が採取された。このうち、 1991年放

流群の採取個体には殻長 100mmを越える個体

が 2個体含まれ、これらの放流時殻長は共に

38.6mmであった。

st.3では、放流時殻長46.1mmの1990年放流

群の l個体が 2年後に 101.7 mmに成長して採

取された例があるが、 st.4で採取された100mm

を越える 2個体は、放流サイズがより小型で

あり、このことはst.4が種苗の生育に良好な

環境を有する場所であることを示唆するもの

と考えられる。表-3より放流から約 1年間

の殻長の平均成長量を求めると、 st.F07.1 

mm)<st.1(17.6mm)<st.C(22.7mm)くst. 3( 23.4 

mm)くst. 4 (26 . 2mm)となり、最大のst.4と最小

のst.Fでは 8.6mmの差が認められる。放流箇

所によって、種苗の成長量に差が生じる原因

を明らかにすることは、放流適地条件の解明

に向けた今後の大きな課題である。

町要約

1.輪島市舶倉島に設けた各20mX20mの害敵

駆除区と対照区にエゾアワビ種苗を 3個体/

rrlを目安に放流し、放流翌日、 22(23)日後、

49(50)日後に追跡調査を実施した。

2.放流種苗の生存確認数は放流翌日において

も極めて少なしその後の調査で見落としが

確認された個体数を加えても放流翌日の生存

率は50%未満の低い値となり、放流49(50)日

(93) 

後には追跡調査が不可能な状況となった。

3.生存個体が放流直後から急減する傾向は前

年と同様であり、放流前のヒトデ類、カニ類

の駆除、また種苗の分散放流は種苗の食害に

よる減耗を抑制する有効な手段とはならない

ことが判明した。

4.追跡調査時に回収した死殻を調査した結果、

マダコによる食害を示す穿孔痕のある死殻は

34%を占め、放流種苗の最大の減耗要因はマ

ダコによる食害である可能性が高いと推察さ

れた。

5. 1992年以前の放流群の生育状況を調査した

結果、 st.1とstιでは放流時殻長29.0'""-'37.8

mmの1990年放流群 5個体の殻長が100mmを越

えていることが確認された。一方、 st.4では

放流時殻長38.6mmの1991年放流群 2個体の殻

長が100Ii1mを越えていることが確認された。

6.放流から約 1年間の殻長の平均成長量を

求めると、 st.F(17.1mm)<st.1(17.6mm)<st.C

(22.7mm)<st.3(23.4mm)<st.4(26.2mm)となり、

最大のst. 4と最小のst.Fでは8.6mmの差が認

められた。



5. サザエ中間育成技術開発試験

I 目的

サザエを稚貝配布サイズ(殻高 5mm)から放

流適正サイズ(殻高20mm)までの中間育成サイ

ズまでの中間育成技術の開発を目的とする。

百方法

1 施設及び材料

施設は 5m (48.6mm)の足場用単管パイプ

とkP300のフロートで 2mX2mx4面の

筏を組み立て、そのうち 2面に90x 90 x 100 

cmの舛ロンネット(百合4mm)製の飼育寵を12卿の鉄

枠で補強し、その飼育寵を 4統取り付けた。

設置場所は、波浪の影響が少ない能登島町鰻

目漁港勝尾崎堤防内側とした。

中間育成試験に供したサザ、エ稚貝は、平成

5年 6月に石川県増殖試験場栽培漁業セン

タ一志賀事業所より配布された平均殻高50mm

を20千個を使用して試験を開始した。

中間育成試験は、収容密度別試験として

2，000個区、 4，000個区、 6，000個区、 8，000個

区の 4区を設定し、飼育寵の底面には人工芝

生30X30叩(コンド、ノレエパック若草ユニット

E)を底面に波うつ様な状態で取り付けた。

2 中間育成方法

飼料は、配合飼料と天然海藻を併用して給

餌した。配合飼料は、日本配合飼料鯛のハリ

オスを、天然海藻は、地先海面で自生するア

オサ等を残餌の状況を見て適宜増減して給餌

した。飼育管理は、緩目漁業協同組合青年部

に、 1日置きに測温及び給餌並びに日誌の記

帳を委託した。

E 結果及び考察

今回の試験では、安価で飼育管理しやすくす

ると言う点を考慮し、筏に飼育寵を個定して飼

達克幸

育すると言う方法で行ったが稚貝等の観察がし

にくいという欠点が見られた。

中間育成試験の結果として2，000個区で99個

(生残率4.9%)、4，000個区で295個(生残率

7.4%)、6，000個区で519個(生残率8.6%)

8，000個区で667個〈生残率8.3%) と極めて低

い生残の結果となった。
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6. ヒラメの精液凍結保存試験

目的

ヒラメの精液凍結保存方法における最良の方

法を確立することを目的とし、凍結保護剤の濃

度及び平衡時間の違いが、精子の挙動及び受精

率に与える影響について検討した。

E 材料および方法

ヒラメ古 (TL34. 5cm、BW440 g)より精液を

採取し、ツノガレイ生理食塩水(以下生理食塩

水〉で 3倍に希釈した。さらに、この希釈精液

l容に対し、 DMSOの最終濃度が 5、10、15%と

なるように調製した溶液 3容を混合した。そし

て、各濃度において平衡時間(0、0.5、 1、10、

30、60分間〉を変え、混合液をドライアイス

上に約0.2mQずつ適下して凍結した。これらを

液体窒素中に保存し、 20時間後に生理食塩水

9.8mQに溶解した。さらに滴過海水を10mQ添加

し、 20秒後に精子の運動性及びその運動精子率

を調査した。運動性の評価の方法は次の 5段階

とした。 1) 

+++ 

++ 

+ 

著しく活発な前進運動を行うもの

活発な前進運動を示すもの

緩慢な前進運動をするもの

土 旋回または振り子運動を行うもの

運動を停止しているもの

運動精子率は、それぞれの評価段階が一定視

野内にどれだけの割合で存在するかということ

で示した。つまり80++十、 20++とは、一定

視野内に+++が80%、++が20%存在してい

ることを表している。さらに、 5段階評価に+

戒田典久・波田樹雄

+十;100、++; 75、+; 50、:t; 25、-;0 

なる数値を与え、これに運動精子率を掛け合わ

せた値を総計し、その値を 100で割ったものを

活力指数として比較の指標とした。例えぼ、 70

+++、 30十+、 0+、 0士、 Oーの場合

活力指数
1OOX 70+75 x 30+50 x 0 +Z5x 0 + 0xO 

100 

=92.5 

となる。

また凍結保存24時間後にヒラメより採取した

卵(各区約 1gずつ〉に媒精し、匪体形成率、

正常ふ化率、誘導率(匪体形成率×正常ふ化率

+100)の変化について試験を実施した。

盟 結果および考察

表-1に凍結保存20時間後の精子活力、図-

1から 3に各DMSO濃度における精子の活力指数

を示した。

80 

。+H
寸，
1

0

0

 

活
力
指
数

キ，句~""""':.:.20 

。。 10 30 60 0.5 

平衡時間(分)

口;1回目. +; 2回目. 0; 3回目

圏一 1 DMSO 5%濃度における精子の活力指数
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凍結保存20時間後の精子活力

活力指数
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表-1

試験区

濃度(% )平衡時間(分)
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図-2 DMS010%濃度における精子の活力指数

DMSO 5 %濃度区での精子の活力指数は l回目

と2、3回目の実験とで少し異なるがJ、ずれの

濃度区においても、平衡時間が長くなると徐々

に減少した。また、 DMS010、15%濃度区において

も、平衡時間 0秒間区(精液をDMSO溶液に希釈し

た後すぐ、に凍結保存を行った〉の場合には高い

活力指数を示すが、平衡時間を30秒間以上置く

と著しく減じた。また、濃度聞について見ると、

DMS010、15%濃度区で良い結果が得られた。

80 
。

す 60~ 込
指 40

数四1¥::-

。。 0.5 10 

平衡時間(分)

30 60 

表-2に凍結保存精液の媒精試験の結果を示

した。

ロ;1回目. + ; 2回目. 0; 3回目

凍結保存精液を卵に媒精した時の匹体形成率

は、 DMS015%濃度区の平衡時間 0分間の試験区

で最高の50.0%を示した。また、いずれのDMSO

濃度区においても平衡時間60分間区で低い値を

示した。その他の試験区の匪体形成率は平衡時

間が長くなると低下する傾向にあったが、 22.5

から35.8%の範囲内にあり、顕著な差は認めら

れなかった。誘導率は、 DMS015%濃度の平衡時

間0分間区で最高値35.0%を示した。また、い

図-3 DMS015%濃度における精子の活力指数

表-2 凍結保存精液の媒精試験の結果

試験区 発生率 自主体形成率正常ふ化率 誘導率

濃度(%)平衡時間(分) (%) (%) (%) (%) 

5 。 54.6 32. 3 82.6 26.6 
O. 5 21. 2 28.3 89.2 25.3 

23.6 31. 7 85.9 27.2 
10 24.5 33.3 87.4 29.1 
30 18.8 29.2 80. 4 23.4 
60 14.6 10.0 88. 6 8. 9 

10 。 20. 1 23.1 88.8 20.5 
O. 5 16.2 25.3 87.9 22.2 

28.5 19.3 81. 2 15. 7 

10 15. 7 32.5 85. 2 27.7 
30 25.4 25. 0 71.1 17.8 

60 4. 1 2. 5 40. 0 1.0 
15 。 21. 6 50. 0 70. 0 35.0 

O. 5 22. 0 35. 8 72.0 25.8 
15.2 27.2 88.2 24目。

10 23.3 25.0 80. 6 20.1 
30 13.9 22.5 69.0 15. 5 
60 2.1 。

対 Be! 17.5 82. 7 76.9 63.6 

発生車{珂)=発生卵数/供試卵数 X100 

E体形成事(，，)=H体 形 成 卵 数/浮上卵数 X100 

正常ふ化事{封)=正常ふ化尾数/匹体形成卵数 X100 

話噂率(，，)=正常ふ化足数/浮上卵数 X100 

(97 ) 



ずれの濃度区でも平衡時間60分間区で低い値を

示した。

この様に媒精試験において顕著な差が見られ

なかった理由は、凍結保存区の正常ふ化率が対

照区のそれと差がなったことから考察すると、

DMSOによって阻害されなかった受精可能な精子

の数が、今回の供試卵量に対して十分に足りる

量であったためと思われる。

以上より、媒精試験では顕著な差が認められ

なかったが、保存の効率から見ると精子の活力

指数の高かったDMS010、15%濃度で希釈後直ち

に凍結する方法が良いと思われた。

W 要 約

1. DMSO最終濃度を 5、10、15%として平衡時

間を変えて凍結保存し、 20時間後に精子の運

動性及びその運動指数を調査した。

2.いずれの濃度区においても、 DMSOへの平衡

時聞が長くなるに従い活力指数が減じた。

3. DMS010、15%濃度で希釈後すぐに凍結する

と活力指数が高かった。

4.凍結保存24時間後に卵へ媒精をし、匪体形

成率、誘導率を調べた。

5.匪体形成率、誘導率とも、 DMSO15 %濃度

で平衡時間が 0分間の時にそれぞれ最高の

(98) 

50.0%、35.0%を示したが、他の平衡時聞が

短い区と顕著な差は認められなかった。

6.保存の効率から、活力指数の高かったDMSO

10、15%濃度で希釈後すぐに凍結すると良い

と思われた。

く文献〉

1) 朝山新一・林基之・北川照男・一戸健司:ラ

イフサイエンスにおける性と生殖、共立出版，

東京， (1986)， pp.179-184. 



7. オニオコゼ、の品種改良試験

一第 2極体放出阻止型雌性発生 2倍体の誘起条件についてー

目 的

オニオコゼは養殖新魚種として、大きく期待

できる魚であるが、コマーシャノレサイズに達す

るまでの期間が長く、養殖効率が良いとは言え

ない。そこで、雄より雌の方が成長が良いと言

う点に着目し、第2極体放出阻止よる雌性発生

の誘起条件を検討した。

E 調査方法

戒田典久・波田樹雄

通常発生区を設けた。そして、臨体形成率、

正常ふ化率と誘導率(匪体形成率×正常ふ化

率+100)を求め検討した。

2.低温処理開始時間の検討

水温 O"C (土 0.2'C)の海水で媒精1、3、5、

7、10、20分後に20分間低温処理した。

3.低温処理時間の検討

水温 O"C (土 0.2"C)の海水で媒精 5分後

に10、20、30、40、50、60、70分間低温処理

試験に用いた卵および精液は、オニオコゼに した。

ついては本年度に購入した養成天然親魚(TL

12.5"-'29.5畑、 BW77.3"-'647.1g)数尾のうち数

尾を用い、また、イシ夕、、イについても養成イシ

夕、、イ (TL24.8"-'28.8cm、開 330"-'570g) 6尾

のうち数尾を用いた。

媒精に用いたイシダイ精液は、マダイ人工精

撲で10倍に希釈し、その精液 1ccをガラス製

シャーレに 1mm 以内のj曹となるように塗り広げ、

照射量1，500erg/ cclの紫外線によって遺伝的

に不活性化した。オニオコゼ卵は、卵質の低下

を防ぐためにマダ、イ人工卵撲を添加して媒精時

まで保持した。各試験区1.8"-'2.5 gのオニオコ

ゼ卵に媒精し、約23"C (土 0.2"C)の滴過海水

(以下海水)10ccを添加した。その後に洗卵を

行い、処理開始までウォーターパスで約23"C

(土 0.2"C)に保温管理した。

1 .低温処理水温の検討

媒精 5分後に水温0、3、5、10"Cの海水(土

0.2"C)で20分間低温処理した。また、これら

の試験区に加え、半数体区及び対照区として

( 99) 

皿 結果および考察

1 .低温処理水温の検討

表一 1 低温処理水温と発生率、庇体形成率，

正常ふ化率及び誘導率の関係

試験区 発生率 怪体形成耳障 正常ふ化率 誘導率
(%) (%) (%) (%) 

。℃ 69.1 69.7 59.2 41. 3 
73.4 78.6 76.7 60.3 

3'C 69.4 68.5 51. 4 35.2 
69.8 74.1 73.8 54.7 

5'C 73.9 72.9 20.4 14.8 
72.0 76.4 67.3 51. 4 

10'C 38.1 21. 5 0.0 。。
55.6 58.6 12.9 。。

半数体 39.8 23.4 0.0 。。
62.6 71. 4 。。 。。

通常発生 68.0 66.7 82.7 55.2 
75.0 77.3 94.2 72目 8

*上段:1回目の実験データ，下段:2回目の実験デーヲ

発生率(%)=発生卵数/供試卵数XIOO
E主体形成率(%)=s主体形成卵数XlOO
正常ふ化率(ザ0)=~!E常ふ化尾数/脹体形成卵数 XIOO

誘導率(%)=正常ふ化尾数/浮上卵数XlOO

表-1に低温処理水温と発生率、 E主体形成

率、正常ふ化率及び誘導率の関係を示した。

Jff体形成率では10"Cおよび半数体区で低く



なる傾向にあったが、 0、3および 5"(区で

68.5"-'78.6%と対照区に近い値を示した(図

1 )。しかし、正常ふ化率では処理水温の上

昇とともに減じる傾向にあった。半数体区以

外では異常ふ化が見られたが、半数体区では

一部の卵が匪体形成まで発生が進んだものの、

ふ化するまでに全て死滅した(図 2)。この

ことより半数体区以外で見られた異常ふ化は、

倍化不完全による異数体、あるいは正常に倍

化されたが処理水温等による物理的要因の影

響であると考えられた。また、ヒラメ、マコ

ガレイ、サケ目魚類などの半数体は、異常に

なるがふ化段階まで発生が進むことより、

1)引匪体形成卵がふ化前にすべて死滅する

という現象は、オニオコゼ卵における特異的

な現象であると思われる。この要因として、

オニオコゼ卵における卵黄部分の占める割合

が他の魚種のその割合よりも大きいためと思

われる。7)

そこで、オニオコゼ卵より卵黄部分の小さ

なヒラメ卵を用いてヒラメ古×オニオコゼ、干

の雑種及びオニオコゼ雄性発生半数体を誘起

したところ、雑種は全くふ化しなかったが、

雄性発生半数体区は明らかにオニオコゼの体

色素発現と確認できる奇形ふ化仔魚が得られ、

先述の要因が確認できた。

誘導率では処理水温が上昇するに従い低く

なる傾向が見られたが、 0、3"(区では第 l回

目の実験で35.2と41.3%、第 2回目の実験で

54.7と60.3%と高い値を示した。

以上の結果より、媒精後の卵を23"(で管理

した場合の低温処理の水温は、 0"-'3"(が適

正であると思われた。
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表-2 低温処理開始時間と発生率、匪体形成率、

正常ふ化率及び誘導率の関係
ギ yへ;冷暗40 

20 誘導率
(%) 

正常ふf~事
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20分非常ダ¢10分7分5分3分l分

。0.0 
3.7 

0.0 
23.8 

3.4 
15.7 

5.3 
16.4 

l分

紙験区8.0 
29.1 

33.3 
48.0 

24.1 
60目8

21.1 
76目 6

3分
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17.6 
28.9 

43.8 
54.9 

40.3 
52.6 

39.0 
64.4 

5分

低温処理開始時間と正常ふ化率の関係図-5
8.3 
19.6 

16.7 
41. 3 

50.0 
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74.8 
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半数体

20 
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78.2 

50.0 
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30.8 
81. 9 

通常発生
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*上段:1回目の実験データ，下段 2回目の実験データ
発生率(%)=発生卵数/供試卵数XI00
E主体形成率(%)=腿体形成卵数/浮上卵数xl00
正常ふ化率(%)=正常ふ化尾数/s主体形成卵数xl00
誘導率(%)=正常ふ化尾数/浮上卵数xI00 試験区

口;1回目の実験. +;2回目の実験

低温処理開始時間と誘導率の関係図-6表-2に低温処理開始時間と発生率、匪体形

次いで図 5の正常ふ化率では、低温処理開

始の時間が媒精l、3分後と時間間隔を聞ける

に従いその値は高くなる傾向にあり、媒精

5分後に低温処理をしたとき最高値43.8、

さらに、時間間隔を開ける

に従い低くなり、媒精20分後の低温処理では

成率、正常ふ化率及び誘導事の関係を示した。

54.9%を示した。
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23'Cで管理した時に第 2極体が放出されるの

は、媒精 3""5分後であると思われる。

誘導率では第 l回目の実験において、媒精

5分後区で最高値17.6%となり、次いで、媒精

7分後および 3分後区でそれぞれ8.3、8.0%

また、第 2回目の実験では媒精 3

分後区で最高値29.1%を示し、次いで媒精 5

このことより、受精卵を水温0%となった。

低温処理開始時間と旺体形成率の関係
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分後区で28.9%となった(図 6)。

媒精後の卵を水温23"Cで管理し、低温処理を

これらより

匪体形成率では媒精 3分後および半数体区

において第 l回目の実験と第 2回目の実験と

の聞に違いがみられたが、媒精 5、7分後区で

40.3""52.6%と対照区に劣らない高い値を示

水温 O"Cで行った場合の処理開始の適正時間

は、媒精 3""5分後であると思われた。
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率に顕著な差は認められなかったが、処理時

間60分間区で21.1%と最高になり、 70分間区

3.低温処理時間の検討

では、急激な低下を示した(図 7)。表-3 低温処理時間と発生率、匪体形成率、

正常ふ化率及び誘導率の関係 一方、正常ふ化率は処理時間60分間区で最

高値87.0%となり、次いで50分間区で82.0%誘導率
(%) 

正常ふ化率
(%) 

匪体形成率
(%) 

発生率
(%) 

試験区

(図 8)。であった6.0 59.2 10.2 11. 5 10分間

図9の誘導率では、処理時間50、60分間区
10.2 61. 7 16.6 21. 4 20分間

次いで20分間区で10.2%となり、 70分間区で

は1.9%と低い値を示した。これらより媒精

後の卵を水温23"Cで管理し、媒精5分後に水

温O"Cで‘低温処理を行った場合の適正な処理

時間は、 50"-'60分間であると推測された。

処理時間20分間区と30、40分間区で見られ

18.4%と高い値を示し、でそれぞれ16.5%、
8.6 

40分間 9.0 

59.4 

61. 6 

14.5 

14.7 

25.2 

26.7 

30分間

16.5 82.0 20.1 31. 0 50併占

18.4 87.0 21.1 31. 7 60分間

1.9 62.8 3.0 13.0 70分間

。。。。22.9 74.6 半数体

発生率(%)=発生卵数/供試卵数XlOO
H主体形成率(%)=J!E体形成卵数/浮上卵数xlOO

正常ふ化率(%)=jf常ふ化尾数/J!E体形成卵数XIOO

誘導率(%)=正常ふ化尾数/浮上卵数XIOO

23.8 95.1 25.0 61. 4 通常発生

l回しか実験を

行っていないので今後とも同じ実験をし、処理

操作時における誤差の影響か、あるいは読起

た誘導率の変化については、

表-3に低温処理時間と発生率、匹体形成

率、正常ふ化率及び誘導率の関係を示した。

低温処理時間20分"-'60分間区では匪体形成 における特性かを確認し検討する必要がある

と思われる。
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W 要 約

1 .媒精後の卵を23'Cで管理した場合の低温処

理の水温は、 0"'-'30Cが適正であると思われ

た。

2.雌性発生半数体の未ふ化は，オニオコゼ卵

の卵黄量によるものと思われた。

3 .媒精後の卵を水温23'Cで管理し、低温処理

を水温 O'Cで、行った場合の処理開始の適正時

間は、媒精 3"'-'5分後であると思われた。

4.媒精後の卵を水温23'Cで管理し、媒精5分

後に水温 O'Cで低温処理を行った場合の適正

な処理時間は、 50"'-'60分間であると推測され

た。

〈文献〉

1) 田畑和男・中村一彦・五利江重昭:兵庫水試
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5) 小野里坦:日水誌， 48， 1237-1244 (1982) 
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7) 落合明・田中克:新版魚類学(下)，恒星社
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8. オニオコゼ養殖用種苗生産試験-N

I.目 的

オニオコゼ、の種吉生産技術を開発するため、

今年度は種苗生産(ふ化~着底)では、飼育

水槽の大型化 (1000fl，5000fl)について、中

間育成(着底"，-，30mmサイズ)では配合飼料の

投与方法(手まき給餌，自動給餌)及び飼育施

設 (500fl水槽，網生賓)について比較した。

ll. 調査方法

1.親魚

親魚には、 1993年 5月21日"'-'6月25日に

七尾公設市場に水揚げされたオニオコゼ、63

尾(平均全長21.4:t 3. 5cm、平均体重231.2

:t1l7.0g_、雌雄比不明)を購入し用いた

(表-1)。

親魚は 5"'-'10cmの砂を敷いた 5000flFR 

P水槽 (3.0x 1.7 x O. 9m)に収容し、餌料

として冷凍イカナゴを与え養成した。

表-1 親魚の収容状況

親魚の由来飼育水槽尾数平均全長 平均体重 備 考
(cm) (~) 

天然 角型5000R 63 21.4:t3. 5 231. 2:t 117.0 七尾公設市場
(FRP) で購入

2. 採卵

採卵は6月20日"'-'8月20日の期間、親魚

水槽の排水をゴースネットで受け、産卵の

有無及び浮上卵と沈下卵の計数を行った。

3. 飼育

(1) 種苗生産(ふ化~着底、7/5"'-'8/20)

着底までの飼育水槽として、 1000fl円

形ポリカーボネイト水槽2面と5000Q角

型FRP水槽2面を用いた.各水槽には

浮上卵を1000Q当り20，000粒となるよう

(104 ) 

波田樹雄・戒田典久

に収容した。

餌料はふ化後 2"'-'6日目では生物餌料

のみとし、ワムシ(5個体/ml)を2日

目より、アルテミアノープリウス(0.2個

体/ml、ω85で5時間強化)を4日目よ

り投与した(図ー 1)。

なお、この期間の飼育水は止水とし、

サイホンでへい死魚の除去及び残餌掃除

の後、ワムシの栄養強化のためにグリー

ンを50万cell/mlとなるように添加した。

配合飼料(日清製粉側:おとひめB1)の

投与はふ化後7日目から開始した。投与

方法は仔魚が配合飼料に餌付くまでは、

飼育水中の配合飼料の濃度を高めるため、

配合飼料を水にまぜ、て 1日3回投与した。

また、配合飼料投与と同時にワムシ、

グリーンの投与を止め、水質の悪化を防

ぐために飼育槽への注水を開始した。な

お、アルテミアノープリウスの投与は、

仔魚の着底が完了するまで行った。

ぷぷご
。ro w ~ ~ ~ ~ m ~ 00 

グリーン - 50万cell/ml(ふ化~6 日日)

ワムシ -5個体/ml(ふ化~6 日目)

アルテミアノーープりウス 0.2~ 2 個体/ml(4~30 日目)

配合飼料
(7 FI 自主~I嘩)

圏一 1 餌料 系 列

(2) 中間育成

(着底"'-'30mmサイズ、8/13"'-'9/28)

着底魚は毎日サイホンで取り上げ黒色

マルチフィルムを貼った500Qポリカーボ

ネイト水槽2面に収容した。種苗の収容

内訳は各生産回次の生残尾数により、 1 

回次生産種苗と 2、3、4回次生産種苗に



に分けた。

① 手巻き給餌と自動給餌の比較

1回次生産種苗(平均全長11.6mm)、

2、3、4回次生産種苗(平均全長11.6

mm)を用いて、配合飼料の給餌方法

(手まき給餌，自動給餌)を全長20mmサ

イズまで検討した。

配合飼料の投与回数は 1日5回とし

た。配合飼料は水中で少しづっ回転し

ながら落下する様に、サイフォンで水

深を浅く調整(水量400.Q)した後、水

面にそって注水し、飼育水を回転させ

た。また、水槽の底面に外周にそって

レンガを並べ、稚魚が飼育水槽で 1ヶ

所に集中しない様にした。なお、自動

給餌器はヤマハYDF-1∞を使用した。

② 飼育放設(500.Q水槽と網生費)の比較

ill. 結果及び考察

1. 産卵状況

産卵は水温が20Tを越えた7月5日から

8月11日まで見られた。期間中の総産卵数

は63.0万粒で、このうち浮上卵は40.7万粒

(浮上卵率64.6%)であった(表-2，図-2)0 

表-2 親魚の産卵状況

産卵期間 水 温 総産卵数浮上卵数浮上卵率

(OC) (万粒) (万粒) (%) 

7/5"-'8/11 20.2"-'25.2 63.0 40.7 64.6 
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1国次生産種苗を用いて、500.Q水槽 1; 
と網生賓との飼育施設の違いによる比 浮上卵:

較を全長30阻まで行なった。使用した字 2 

網生貸は、 8月13"'31日はトリカルネ是 ; 

ツト製 (0.48xO. 74XO.2m・目合2.0 沈下卵;

mm)で、 8月31日"'9月28日はモジ網 8 

(0.5xO.82 x 0.2m・目合3.0mm)を用

いた。

網生貨は1400.Q角型水槽に設置した。

注水方法は 9月14までは生賓の外側か

ら水面にそって行ったが、それ以降は

水の循環を良くするために生賓の内側

から行った。

給餌方法はいづれも自動給餌とし、

給餌量は当初、両者同等としたが、網

生賓で底網から配合飼料の流失が見ら

れたため、試験後半は500.Q水槽の 2'"

3倍量の配合飼料を投与した。

10 
7/1 8/1 

月/日

図ー 2 採卵期間中の水温推移と採卵状況

2. 種苗生産

種苗生産は1000.Q水槽2面に 7月5日の

浮上卵17，800粒(生産回次 1)と 7月8日

の浮上卵17，600粒(生産回次2)を、 5000

S水槽2面に7月9日の浮上卵87，300粒

(生産国次3)と7月11'" 13日の浮上卵65，3

00粒(生産国次4)をそれぞれ収容し行った。

稚魚の着底は生産回次 1では飼育19日目

の7月24日から始まり、 35日目の8月9日

に完了した。

(105) 



表-3 種苗生産結果(ふ化~着底)

収 容 回収

生産回次使用水槽月/日 尾数密度 月/日 尾数生残率 備考

(尾/hl) (%) 

1 円形10001l 7/5 17，800 17800 7/24'"'-'8/9 4，343 24.4一着底魚は5001l水槽へ収容

2 " 7/8 17，600 17600 7/26'"'-'8/10 2，267 12.9 I 

3 角型50001l 7/9 87，300 17500 8/5'"'-'8/20 1，353 1.5→着底魚は5001l水槽へ収容

4 " 7/11'"'-'13 65，300 13100 8/5'"'-'8/20 1，067 1.6 _j  (2，3，4回次まとめる)

言十 188，000 9，030 

生産回次別の着底魚の尾数は、 1回次4，3

43尾(生残率24.4%)、 2回次2，267尾(生残

率12.9%)、3回次1，353尾(生残率1.5%)、

4回次1，067尾(生残率1.6%)となり5000Q 

水槽で劣った。

5000Q水槽で生残率の劣った理由として、

飼育10日目から摂餌不良による仔魚のへい

死が増加したことから、水槽の形状が角型

であったため餌の行きわたりが悪くなった

ためと考えられる(表ー 3)。

今後、オニオコゼ、の種苗生産尾数を増大

するため、飼育水槽に角型5000Q水槽を用

いる場合は、適切な給餌量、飼育水の効果

的循環による餌の行きわたり、および残餌

による飼育水の悪化防止に注意し、生残率

を高くする必要がある。また、円型1000Q

水槽では、昨年行った円形500Q水槽での

飼育成績1)と遜色なく、効率的な生産が可能

であることがわかった。

3. 中間育成

(1) 手まき給餌と自動給餌の比較

手まき給餌区と自動餌区の成長を比較

した結果、 1回次生産種苗では手まき給

餌区18.9mm、自動給餌区20.0mm、2，3， 

4回次生産種苗では手まき給餌区17.6mm、

自動給餌区20.9mmとなりいづれも自動給

餌区の成長が良く、特に 2，3，4回次の

種苗では統計的有意差が認められた

(ρ<0.01)。

( 106) 

自動給餌区の飼育成績が優った理由は、

給餌回数は手まきと変わらないが、給餌

の時間を午前7時から午後6時まで設定

したことにより、手まき(手まきは午前

9時から午後 5時)より 1回ごとの投与

間隔が広がり、餌料効率が良くなったた

めと考えられる。

生残率については、自動給餌区では 1

回次68.6%、2回次44.3%となった。手

まきでは水槽別にはわからないが、 2水

槽の平均は65.8%となり、自動給餌区と

同等であったと考えられる(表-4)。

なお、手まき給餌試験に用いた種苗は

まとめて網生賛に収容し、以後自動給餌

器による給餌を行った。

(2) 飼育施設(500Q水槽と網生賛)の比較

500Q水槽と網生賓との飼育を比較する

と、両者とも 8月31日に平均全長20.0mm

となった。生残率は網生賛では62.6%、

500Q水槽では68.6%とほぼ同程度となっ

た。

しかし、その後の成長は9月14日では

網生賓が20.9mm、500Q水槽が25.8mm、9

月28日では網生賓が25.5mm、500Qが30.0

mとなり500Q水槽が有意に大きくなった

(ρ<0.01，表-5，図-3)0 

なお、生残率 (8月31日'"'-'9月28日)

は、網生賓では93.2%、500Qでは98.7%

となり両者とも高く差は見られなかった。



中間育成結果-1 (着底-20mmサイズ)

容 (8/13) 回収(8/31) 

全 長 密度 尾数 全長生残率

(皿rn) (千尾hrl) (rnrn) (%) 

1 円形500Q 手まき 1.650 11.6士0.8 2.3 - 17.6:t1.6 

2 底面積:O.72rrf 自動給餌 1，600 " 2.2 709 20.9:t2.2 

3 " 自動給餌 1，300 11.6:t0.9 1.8 892 2ゆ.0:t2.4

4 " 手まき 1，300 " 1.8 - 18.9土1.9 -

5 網イケス 自動給餌 1，843 " 5.0 1，154 20.0:t2.5 62.6 

底面積:0.37rrf

表-4

収

尾数
考

生産回次 2，3，4の種苗

生産回次 1の種苗

" 

備

44.3 

68.6 

給餌方法使用水槽水槽No.

4，696 7，693 

収 (9/28)

全長 生残率

(m阻) (%) 

31.5:t3.7 98.7 

30 .0:t4. 2 91. 7 

24.5土4.3 84.1 

25.5:t4.3 93.2 

中間育成結果-2(20-30mmサイズ)

回

尾数

表-5

収

尾数 考備

700 

818 

1，633 

1，154 

4，226 

709 

892 

1，941 

1，154 

4，696 

給餌方法

自動給餌

使用水槽

2 円形500Q

3 底面積:0.72rrf

1+4網イケス

5 底面積:0.41rrf

計

水槽No.

水槽No.1と4をまとめる
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8月31網生賓で成長の劣った期間は、

全
長
(
醐
)

9月14日からは再日"-'9月14日であり、

8月31日"-'9月び成長が見られている。

14日の期間、網生筆で成長の劣った原因

として生聾の日合を 2mmから 3mmにした

9/28 9/14 8/31 

(月/日)

口網生隻

8/13 
ため配合飼料の流出が増大したためと考

+500Q水槽
えられる。

飼育施設の比較試験図-39月14日以降、再び成長が見られたの

は、給餌量を増やしたこと、注水方法を

約要N. 生賓の外側から内側へ切り替えたことに

オニオコゼ、の種苗生産を効率的に行うた1. より、生費内の水の流動が増大し餌の動

め、種苗生産(ふ化~着底)では飼育水槽きが大きくなり、生筆内の水の流動が増

中間育成(着底"-'30mmの大型化について、大し餌の動きが大きくなり稚魚の反応が

では自動給餌器を用いた給餌方法サイズ)良くなったことや、餌の行きわたりが良

と、網生費を用いた飼育方法について検討くなったためと考えられる。

した。網生賓による飼育は、底掃除の労力の

飼育水槽として1000Q円形水槽を用いた2. 軽減のため有効な飼育方法と考えられる

ところ、着底までの生残率は12.9"-'24.4%が、今後網生費の形状等の改善を行い、

と良好であったが、 5000Q角型水槽では飼給餌効率をさらに良くする必要がある。

育水の循環が悪くなり配合の摂餌が低下し、以上の飼育試験により、養殖試験用オ

生残率は1.5"-'1.6%と低くなった。

自動給餌はてまき給餌と比べて簡易に給

(9/14) 

全長

(皿)

26.8:t2.8 

25.8土2.6

20.4士2.1

20.9:t2.7 

容 (8/31) 

全長 密 度

(皿皿) (千尾/rrf)

20.9:t2.2 1.0 

19.9:t2.4 1.2 

18.2:t1. 7 4.7 

20.0士2.5 2.8 

3. 

( 107) 

ニオコゼ種苗4，226尾を生産した。



餌間隔の設定を広くすることができ、稚魚

の飼育成績が向上した。

4. 網生筆による飼育は、適切な給餌量、注

水量、網目により、飼育成績を低下させず

に飼育管理の労力を低減させることが可能

であると考えられた。

v.文献

波田樹雄・野村元 (1994)，平成 4年

度石川増試事報，オニオコゼ、の養殖用種苗

生産試験ー皿.111-116.

( 108) 



9. イタヤ員種苗生産試験

自 的

イタヤ貝の種苗の生産技術の開発を目的とす

る。

1 親貝管理

試験に供した親貝は、従来より増殖試験場

の筏に垂下してあった 3年貝を使用した。

2 産卵誘発

産卵誘発水槽として 180~X アクリル製水槽

(45 x 45 x 90cm)を使用し、精密櫨過海水を

紫外線照射装置に通し毎分 2~X以下で誘発槽

に流れるようにした。又、温度を上昇させる

ため、サーモスタット付き 1KWチタンヒー

ターを使用して紫外線+昇温による温度刺激

法により誘発を行った。

親貝は、フジツボ等の付着物を取り除きマ

ジックインキにより個体識別を行い殻長、殻

重を測定後 7'Cの乾出処理を30分間行った後

誘発槽(水温10.1'C)に17個の親貝を収容し

昇温を開始した。

昇温を開始し約 1時間で20'Cに昇温させ、

その水温を維持し誘発に応じるまで観察を

行った。

イタヤ貝は、雌雄同体で、通常、最初に放

精を行った後放卵を行う。親貝が放精を始め

た場合そのまま誘発槽で放精を継続させ放卵

を始まった個体は別に用意したポリエチレン

水槽 (20x 28 x 40叩〉に l個体収容しそのま

ま放卵を継続させ放卵の終了した個体は速や

かに取り上げた。(放卵した後再度放精を始

める個体もあるため自己授精と多精子により

卵の不発生を防ぐため〉

放卵が終了した親只を取り上げた後、精子

(109) 

達克幸

懸濁液を小量づっ添加し卵 1個当り 1"-2個

の精子が取り付く様に顕徴鏡で観察しながら

授精を行った。

授精卵は、沈下卵のため余分な精子を取り

除くため、産卵水槽を傾け上澄を捨て新しい

精密浦過海水を足して換水を行った。この動

作を 2"-3回繰り返したのち水温20'Cに設定

したウォーターパス水槽に収容しふ化幼生

(トロコフォア幼生〉になるまで静置した。

3 浮遊幼生飼育試験

産卵誘発により得られたイタヤ貝トロコ

フォア幼生を20MXポリエチレン水槽に l槽

当り 40万個収容し飼育試験を開始した。

今回、飼育試験に使用た飼育水は、精密浦

過海水に殺菌処理を施した 3区の飼育水別の

比較を行った。

(1) 塩素処理区:次亜塩素酸ナトリウム10ppm

を添加し l晩殺菌処理した

後チオ硫酸ナトリウムで中

和した。

(2) 抗生物質区:硫酸スプレプトマイシンを

使用した。

(3) 精密滴過海水底:

各区 2槽つづ計 6槽により飼育試験を開始

した。飼育には、1.4tFRP水槽をウォー

ターパス水槽として使用し水温20'Cを安定し

て保つためサーモスタット付き 1KWチタン

ヒーターを 2基を使用した。また、飼育水槽

には、軽い滞流をおこすため 3mmのガラス管

を用いて徴量の通気を行った。

飼育期間中飼育水槽の換水は、 3日に l度



掛け流し換水を行った。(水量 2協/分の流

量〉

E 結果

4 付着初期稚貝飼育試験

飼育21日目に15x20cmのポリカーボネイト

製波板を20枚 l連とし l槽当り 8連のコレク

ターを投入した。

産卵誘発の結果及び幼生収容数の結果につい

て表-1に示した。

浮遊幼生飼育試験開始して飼育 8日目から幼

生が、パッチ状の塊になり水槽の底面に沈下し

た状態が観察される様になりサンプリングして

表ー 1 イタヤガイ産卵誘発結果
1993， 1月18日

認識 親 員 放 精 放 卵 放卵数 乾出処理 7oc 3 0分間

番号 殻長阻 殻 重 g 時 間 時 間 千 粒 時間及び温度経過

l 104.0 151. 6 13:05 4，560 誘発開始 10:25

2 97.0 117. 1 10:55 

3 97.0 110. 5 12: 31 13: 10 3， 576 11: 25 

4 92.3 113. 8 12: 09 13: 05 1，434 11:40 

5 96.8 107. 5 12:52 誘発終了 14:30

6 92.0 114. 1 11:46 13:35 

7 99.2 115. 2 11:53 

8 89.8 104. 8 

9 91. 2 108. 9 11:40 12:32 

1 0 93. 1 98. 0 

1 1 86.2 94.6 12: 19 13:22 1. 878 

1 2 88.2 93.3 

1 3 83. 1 70. 1 11: 55 

1 4 81. 8 69.5 

1 5 88. 1 98.3 12:26 

1 6 79.2 78. 1 

1 7 84.6 81. 3 

平均 90.8 101. 6 2，862 

合計 11. 448 I 

6番の水槽の卵は、放卵終了後再度放精したため計数せず。

9番の水槽の卵は、卵数微量のため計数せず。

( 110) 
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表-2 浮上幼生数及び収容結果

7.k 槽 放卵数 浮上数 浮上率 幼 生 収 hに合そ， {固 数

番 下ry- 千 粒 千 f固 % 及 び 水 槽 N 。
4， 560 910 19. 9 

3 3， 576 1， 326 37. 1 NOl， N02， N03飼育水槽へ 40万個収容

4 1， 426 300 20. 9 

11 1，878 1， 168 67.2 N04，N05，N06飼育水槽へ 40万個収容

A口、 計 11， 448 3，704 32. 3 

平 均 2，862 3，704 
』ー圃

表-3 生残結果

水 槽 飼育 5 日 日 飼育12 日 目 飼育15 日 日 最終歩留

生残個数 生残率 生残個数 生残率 生残個数 生残率 生残偶数 生残率 | 

番 号 (個) (%) (個〉 (%) (個) (%) (個) (%) 

l 59，740 14.9 9，968 2.3 。 。 。。
2 45，348 11. 4 16， 099 4. 0 9，554 2.4 

3 41， 304 10.3 562 o. 1 3，105 0.8 48 0.01 

4 22，988 5. 7 615 0.2 L 290 0.3 。
5 38，202 9.5 4，242 1.1 3，215 0.9 1， 154 0.3 

6 39，560 9.9 4，242 1. 1 5，228 1.3 36 0.009 

見ると糸状のものでつながっていて活力の弱し、

状態だった。その後、換水を行ったが幼生の再

浮上は見られなかった。(殻長の測定、生残の

状況を表-2に示す。〉

付着初期稚貝飼育試験中、波板を抜取り稚貝

の観察をこころ見たが、波板に稚貝の付着は見

られなかった。

飼育62日目に波板及び水槽内の稚貝を回収し

た結果、従来より有望とされていた塩素処理区

では生残が見られず抗生物質区のぬ 5の水槽で

1， 154個の生残が見られ、精密浦過海水区のNo.

3の水槽でι8個No.6の水槽で48個の生残で合計

1，238個の生残個数となった。

今回の試験の目的として、飼育中に発生する

原生動物の発生を抑えるための殺茜処理を施し

た飼育水別の試験を行ったが、従来より検討さ

れていた結果には至らなかった。

生残の観察の結果、飼育10日前後に大幅な減

耗が見られ、従来からの課題とされていた付着

直前の歩留まりの向上は、今回も見られず今後

の課題として再検討する結果となった。

、、，ノ
4
E
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図ー 1 水槽配置図

平成5年度イタヤガイ種苗生産試験給餌量結果

飼育日数 パブ、ロパ 万 cell/me

1"'4 0.2 

6"'9 0.4 

10"'13 0.7 

14"'20 1 

20"'24 1.2 

25"'29 1.4 

30"'34 1.6 

35"'39 1.8 

40"'44 2 

45"'50 2.2 

51 "'54 2.4 

55"'62 2.6 
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10. ヒラメの海面小割網養殖技術開発試験

目的

ヒラメの海面小割網養殖技術は、まだ確立さ

れていない。そこで海面小割網養殖に適した網

の形状について試験をした。

E 調査方法

試験網は図-uこ示したもじ網80径の小型生

費網 C1.7mX1.7mX1.5m) 2統と大型生賓

網 C4.0mX4.0m x3.5m) 1統を用いた。そし

て、小型網生賓の一方の網底に目合い2.5mmの

ナイロン製の網を縫いつけ C1区〉、もう一方

はそのまま用いた C2区〉。大型網生賓につい

てもそのまま用いた (3区〉。ヒラメ稚魚(平均

全長7.4cm、平均体重3.3g)を約900屠ずつ収

容し、自動給餌機によって配合飼料を 1日15'"'-'

20回に分けて飽食量となるように給餌した。試

験開始から21日目までを I期、 21日目から36日

目までを E期、 36日目から試験終了までをE期

とし66日間飼育した。また試験開始21日目には

1区と 2区の尾数を調整した。測定は試験開始

時と終了時及びその聞の 2回に体重と全長を測

定した。生残率、日間給餌率、日間成長率、餌

料効率、肥満度等を求めて比較し検討をした。

遮光幕
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図-2 飼育期間中の海面水温の変化

飼育期間中の水温は図-2に示した様に、最

高水温でも25.6'Cと例年に比べて低く、ヒラメ

の飼育にとっては良い水温条件となった。

表-1に飼育結果、図-3に全試験期間を通

じた累積生残率、図-4に各試験期間ごとの生

残率を示した。

生残尾数では l区が試験開始後10日以内に多

数の死亡が見られ、 3日から 9日目の間で727

尾も死亡した。 2区は15日目まで死亡数は少な

かったが、 16日目より徐々に増加し、 21日目に

は363尾が死亡した。 3区は試験開始して 3日

後から徐々に死亡し、 11日目には 1日あたり

100尾を越えるようになり、 14日自には235尾死

亡した。その後、数は徐々に減ったが、 30日目

から再び増え始め34日目に1，005尾死亡した。

その後は収束に向かったが10尾以上死亡する日

が長い間続いた。

短期間における大量へい死の直接的な原因は、

体表のスレによる滑走細菌症、ピブリオ病、そ

して長期間にわたるへい死は、エドワジエラ症

と思われた。体表のスレは網底に張ったナイロ

ン製網が、もじ網と異なって交互に織ってあり、

(113) 



果

全長±偏差 体重±偏差 肥満度
(cm) (g) 

1 区
開始時 2 区 7. 4:t0. 71 3.3:t1.17 8.4 

3 区
区 9.4:t0.32 8. 2:t0. 64 9.8 

2 1日目 2 区 9. 9:t0. 74 9. 8:t 2.61 10.3 
3 区 9.6土0.49 9.3:t0.59 10.7 
1 区 12. 4:t 1. 28 20. 6:t6. 84 10.8 

36日目 2 区 12. O:t1. 70 19.5土7.52 11. 3 
3 区 12. 4:t 1. 43 20. 6:t5. 81 10.8 

区 15. 5:t2. 02 43. 0:t13. 56 11. 6 
66日目 2 区 15. 9:t1. 52 45. O:t 13.48 11. 2 

3 区 15. 2:t1. 57 44.2土12.44 12.5 

日間給 日間成 餌料 増重率 増重倍率 生残率 増肉係数
餌率(%) 長率(%) 効率(%) (%) (%) 

I 期 区 3.5 2.4 67.3 65.6 2. 5 19.2 0.015 
(0-21臼目) 2 区 8.5 4. 7 54.5 190.9 2.9 51.2 0.018 

3 区 7.8 4.5 59.5 168.0 2. 8 83.0 0.017 
E 期 区 4.3 5. 1 119.4 124.5 2.5 61. 0 0.008 

(21-36臼目) 2 区 8.9 4. 1 46. 1 89.5 2. 0 82.9 O. 022 
3 区 6.5 4. 4 68.6 104. 7 2. 2 54.4 0.015 

E 期 区 6.0 1.9 32. 4 81. 7 2.1 65. 7 0.031 
(36-66日目) 2 区 4. 5 2.2 48.1 97.8 2.3 56.0 0.021 

3 区 26.8 2.3 23.8 107.5 2. 1 90.8 0.042 
区 2. 6 1.5 55. 7 183.6 12. 9 7.7 0.018 

全期 2 区 4.5 2.4 36.5 235. 4 13.5 23. 8 O. 027 
3 区 6.3 2.4 26.8 724.4 13.2 41. 0 0.037 

T (日) ・飼育日数
w， 包) 開催持の平妓魚体重
W色白) 。終了時の平銭漁体重
w。ω 関長崎町総魚体重
W，包) ー終了時の総魚体重
W.包) ・総へい死魚体重
F 包) 総給餌量
G 包) 増重量

増重量・ G 包)=W，+W.-w。
日間総餌率(%)=F/ (TX (W，+W，+W.) /2) X100 
日開成長率(%)=G/ (Fx (W，+W，+W.) /2) X100 
餌料効率(%)=G/FXl∞ 
地重事(%)=G/W，X1C旧
増量館率=w、/w，
増掬係数=F/G
肥満度=BWX10∞/TL'

結育飼表-1

100 

80 

生
残 60

率

~ 40 

% 

100 

80 

60 

40 

生
残
率
(
%
)

全期
(O-CG日目}

E期 E期
(%1-3111呂田) ("-IO日目}

試験期間

四 ;1区，図;2区，

I期
(O-Us日}

20 

。一 一崎

66 

20 

21 36 

経過日数(日)

一一 ;1区--- ; 2区，

図;3区

;3区

累積生残率図-3
率残生図-4

66日自に15.2'"'-'15.9cmに成長に12.0'"'-'12. 4cm、魚体との聞に大きな摩擦があったため起こった

した。また雑魚が網底の残餌をっついと考えられる。

図-6に体重の推移を示した。体重についてヒラメの狂奔による損傷ともてし、たことより、

も全期を通じて各区間で有意差は認められな2区においては、残餌が網目から考えられる。

開始時に3.3g、21日目に8.2'"'-'9.8g、かった。抜け、網底をまくり上げられることはなかった

36日目に19.5'"'-'20.6g、66日目に43.0'"'-'45.0g が、雑魚の往来による神経過敏の狂奔が見られ

に増重した。3~についても 2 症と同様であったが、 30た。

I期では l区図-7に日間給餌率を示した。日目からの死亡は絹替えによる影響と思われる。

が最も低い値を示し3.5%、そして 2区が8.5%、図-5に全長の推移を示した。成長について

E期でも l区が低く 4.3%、そして

2 3区6.5%、田期では l区6.0%、

3区7.8%、

2区8.9%、

は全期を通じて各区の間に有意差は認められず、

( 114) 

開始時で7.4cm、21日目に9.4'"'-'9. 9cm、36日目
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区4.5%、そして 3区で大変高くなり 26.8%と

なった。全期を通じては、低い方より 1区、 2

区、 3区となり、それぞれ2.6%、4.5%、6.3%

となった。

図-8に日間成長率を示した。 1期に2、3区

がそれぞれ4.7%、4.5%と1区の2.4%を大き

く上回ったが、 E期では l区も良い結果を得て

3つの区とも4.1"-'5.1%の間にあった。全期を

通じては、 l区1.5%、2区2.4%、3区2.4%と

なり、 2、3区が良かった。

図-9に餌料効率を示した。 1期で l区67.3

%、 2区54.5%、 3区59.5%、 E期で 1区が高

くなり 119.4%、2区46.1%、3医68.6%、E期

では 2区が高くなり48.1%、 l区32.4%、 3区

23.8%、そして全期を通じては、 1区が最も良

く55.7%、 2区36.5%、 3区26.8%となった。

図-10に肥満度を示した。各区の間に有意差

は認められず常に高い値を示したことより、 1) 

給餌量は十分であったと思われる。開始時に

8.4、21日目には9.8"-'10.7、36日目に10.8"-'

11. 3、そして試験終了時に11.2"-'12.5となった。

これらのように、 l区は生残率、日間成長率

が悪かったが、日間給餌率、餌料効率が良く、

3区は生残率、日間成長率は良かったが日間給

餌率、餌料効率が悪かった。そして 2区は 1区、

3区の中間となった。このことより、大型網生

賓で摩擦の少ない材質の底網を用い、残餌が容

易に落ちない程度の網自にすると良いと思われ

た。

飼育方法について検討すると、水温が23.4"-'

25.4 "cの間で不安定期となった I期では 1区で

日間給餌率が低く餌料効率が高かったが、日間

成長率が非常に低いため、他区と比較して良い

飼育成績とは言えない。 2区は日間給餌率が最

も高く餌料効率も低かったが日間成長率は高

かった。そして 3区は日間成長率で 2区より若

( 116) 

干低かったものの日間給餌率、餌料効率では 2

区より優れていた。これらより I期では l区と

2区の聞の飼育方法が良く 8.0%前後の日間給

餌率にすると良いと思われる。また水温が23.4

"-' 25 . 6 "cの上昇期にあたる E期では、 2区、 3

区は 1区に比べて日間給餌率が高く餌料効率も

低い、さらに日間成長率も低い。したがって、

この期間は 2区の飼育結果がよいことより、日

間給餌率はの9.0%前後が良いと思われる。そ

して水温が22.1 "-'24.1 "cの下降期にあたる E期

では、 3区で日間給餌率が大変高いにも係わら

ず、それに値する成長が全く認められず餌料効

率も低い。それに対し 2区は日間給餌率が最も

低く餌料効率も高く、日間成長率も良かった。

1区も良い結果だったが 2区より劣っていた。

したがって、この期間は 2区の飼育結果がよい

ことより、日間給餌率は4.5%前後が良いと思

われる。

今回の試験では生残率が低かったものの成長

では陸上水槽飼育に劣らない良い結果が得られ

た。 2)， 3) そこで高い生残率を得るために、網

底の雑魚の往来について対策する必要がある。

その方法としては、ヒラメより大きな雑魚を網

底に近づけない様にすることである。例えば、

網目の大きい網を外網として生賓網ごと覆い、

それによって雑魚を内網から一定の距離だけ遠

ざけるとし、う方法や生費網の底を深くし、さら

に残餌が網底より落ちにくいように少量ずつ給

餌して、雑魚を網の近くに呼び込まない様にす

るという方法などが考えられる。またこれらと

同時に網交換の方法も改善する必要があると思

われる。たも網ですくい上げて新しい網に入れ

る現在の方法では、ヒラメにスレが生じ易い。

そこで、新しい網で使用中の網を覆い込み、古

い網を陸に揚げるときにヒラメを新しい網の中

に流し込む方法を取ると良いと思われる。さら



に収容密度も重要で、高水温期の網替え、分養

の回数と共食いを無くすために薄くしておく必

要があり、その密度は全長4cm前後で、400"-'500

尾/rrlが適正と思われる。 4)

W 要約

1 .もじ網80径の小型網生賓(1.7m x 1. 7m X 

1.5m) 2統(1区、 2区:1区の網底に目合い

2.5mmのナイロン製の網を縫いつけた〉と大型

網生費 (4.0mX4.0m X3.5m) 1統(3区〉で、

体重3.3g、全長7.4cmのヒラメ稚魚約 900尾

を飼育した。

2 .生残率は l区:7.7%、2区:23.8%、 3 

区 :41.0%であった。

3 .試験終了時の体重、全長は、各区の問で有

意差が認められず、それぞれ43.0"-'45.0g、

15.2"-'15.9叩となった。

4 .水温上昇前の不安定な時期の日間給餌率は、

8.0%、上昇期は9.0%、下降期は4.5%が適

正と思われた。

5 .大型網生賓で摩擦の少ない材質を用い、残

餌が容易に落ちない程度の網目にすると良い

と思われた。

6.高い生残率を得るために、外網の設置、網

交換方法の改善、収容密度(全長 4cm前後で

400"'500尾/rrl)の調整が必要である。

〈文献〉

1) 玉井雅史・笹生昇:千葉水試研報， 51， 

pp.37-44 

2) 小林啓二・三木教立・山口光明・浜川秀夫・

谷口朝宏:昭和58年度鳥取栽漁試時報，

PP. 47-65 

3) 谷口朝宏・浜川秀夫・山口光明・小林啓二・

三木教立:昭和59年度鳥取栽漁試時報，

pp.69-82 

4) 三重県農林水産部水産事務局水産振興課編:

栽培実践技術移転マニュアルトラフグ・ヒラ

メ， Pp. 33-42(1993) 
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11. カキ養殖業振興調査事業

1 .目的

本県のカキ養殖は七尾西湾を中心に穴水湾等

でも行われている。七尾西湾におけるカキ養殖

は、 118経営体で 6万連、年間約600トシの生産と

なっている。これらのカキ養殖では、種カキを

広島県や宮城県または三重県の種カキ業者から

10月下旬から11月にかけて購入し養殖を行って

いるが、 1992年は広島県や宮城県の種カキ生産

が不調であったため、県内のカキ養殖業者は種

カキの入手が困難な状況となった。

従来から一部の養殖業者は地種採苗を行って

いたが、日本海沿岸では干満の差が小さく抑制

種カキ生産が困難であること、また種カキ種苗

が比較的安価で入手が可能であること等の理由

で、積極的な地種採苗と種苗の抑制が行われて

いないのが現状であった。

そのため改めて地種採苗と抑制方法について

再考する必要に迫られ、 1993年度からカキ養殖

業振興調査事業として取り組むこととなった。

本調査の目的は、七尾湾において抑制種苗の

効果的で、かつ効率的な生産方法の確立を図るこ

ととし、初年度は、

l 子出による抑制方法

2 河口域における抑制方法

3 海底に沈下させる抑制方法

について、検討を行った。

II.浮遊幼生調査

1.調査方法

七尾西湾内に図 lに示した 7定点を設定し、

7月上旬から 9月上旬の期間で旬毎に北原式

定量プランクトンネット垂直曳き 2mとした。

( 118) 
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図-1 浮遊幼生調査定点

採集された標本は調査終了後速やかに顕微鏡

で幼生の成育段階別個体数の測定を境界線入

り計数盤を使用して実施した。また調査時に

は、水質チェッカー(目立堀場製U-10)で表

層及び水深 2mJ曹の水温、塩分を同時に観測

した。

2.調査結果及び考察

表 lに1002当たりの成育段階別浮遊幼生

出現個体数を示した。

カキ浮遊幼生の出現は、例年梅雨明けの水

温上昇に伴い水温が25"'26"Cに達すると産卵

が始まるとされている。また産卵の傾向は、

水温変動の傾向や親カキの成育状況等によっ

て毎年異なること 1)が知られている。

人工採卵においても産卵誘発水温が25"'26

℃で一定時間経過すると産卵が促されるが、

その範囲を越えると産卵しないことが確認さ

れている。さらに浮遊幼生の成育に関する水
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図-2 浮遊幼生の出現状況及び水深2mにおける水温・塩分分布
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図-4 1990年と1993年の七尾西湾水温変化
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温、塩分や餌条件についても研究が行われ、

水温が21""""26"(2)、塩分は18.0.......，28.3の範囲

であることが必要とされている。また付着条

件では、さらに高温の28""""30"Cめが好適とさ

れている。

これらの成育や付着の条件の他、浮遊幼生

の濃密な分布が潮流や風等の影響によって形

成されること等、カキの採苗は、複雑な過程

を経て初めて付着まで移行することになる。

七尾西湾のような水深の浅い海域の海況は、

気象の影響が大きく予想が困難なこともあり、

浮遊幼生出現の傾向を見ながら過去の同様な

年と比較検討し、採苗器の投入時期を決定し

ているのが現状である。

1993年の浮遊幼生の出現は、図 2に示した

とおり、 7月8日に大型及び成熟幼生が37""""

208個体/100Qと出現した。そのため七尾西

湾のカキ養殖漁業者は、 7月10日から 7月12

日にかけ採苗器を投入し、いずれも原板当た

り2.......， 3百個体程度の大量付着を見る結果と

なった。しかしその後は、図 4に示したとお

り7月下旬に一時24"cを越えたが、 8月に入

ると25"C以下で推移したことにより、産卵が

見られない状況となったものと考えられる。

また抑制カキ試験連の投入は、 7月30日の

調査で24""""54個体/100Qの大型及び成熟養

成の出現を見たことから 8月 2日に採苗器の

投入を依頼し、原板当たり 10----70僧程度の採

苗結果となった。

1993年の夏季は、平年と比較しでも著しく

水温の低い年となり、例年水温が28"c以上と

なって大量にへい死を起こすムラサキイガイ

が生き残り、その後のカキの成長や養殖の作

業に被害を与えた結果となった。反面カキの

産卵量が少なく、産卵後の疲弊によるへい死

が少なかったことや、降水量が多く植物プラ

ンクトンの量またはP0 C (懸濁態有機炭

素〉が多く、餌料環境が良好であったことが

推測される。

ID.抑制調査

1.調査方法

地区

瀬嵐

長鴻

中島

笠師

奥原

七尾西湾の 4地区(瀬嵐、中島、笠師、奥

原〉で干出方法による種カキ抑制試験を実施

した。

試験は、 8月 2日に採苗された試験連 (50

連〉を種カキが胡麻粒程度となった 8月11日

から平出抑制を依頼した。

また抑制状況の調査は、抑制開始から初期

は10日毎に、その後は 1カ月に 1回試験連を

試験場に持ち帰り、原板 1枚当たりの稚貝付

着数及び100個体の殻長を測定した。

地区及び依頼した漁業者名と抑制方法を表

2に示した。

表-2 地区別試験連抑制方法

漁業者名 抑制方法 抑古l時間

対す 岸壁にウインチを取付，試 8月中旬から9月中旬まで
験速を吊った竹を引き掛T2日にl回16時間-24時間
る方法で干出 の干出

対す 試験速を一連づっ吊った竹
に引き揚げる方法で干出 向上

山口 海面簡易垂下式筏を補強し 8月中旬から8月末まで2
，漁船のユニックを使用し 日に1回24時間の子出
て瑚鎚を吊った竹を筏上 9月中旬から10月中旬まで
部に引き揚げる方法で干出 3-4日に1回24時間-48

時間干出

樋爪
試，験海速底をに沈た下ねすもみる袋方法に入でれ抑 8月中旬から9月末まで実

施
告q
河口域の岸壁に垂下する方 9月上旬から9月末まで実
法で抑制 施

杉原 試験速を1連づっ吊った竹 8月中旬から9月末まで2
に引き揚げる方法で干出 自に1回4-10時間干出

2.結果及び考察

地区別試験連抑制経過を図 5に示した。

(1) 瀬嵐・長浦地区の試験連抑制結果

平均殻長における 8月16日から 8月26日

の日間成長量は、瀬嵐0.5mm/目、長浦

0.28mm/日であり、 8月26日から 9月6日
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図-5 抑制地区別カキの成長と平均付着稚貝数の推移

月

までの日間成長量は、同様に0.51mrn/日、

0.49mm/日と抑制をおこなっているにも関

わらず非常に早い成長を示した。また平均

付着稚貝数は、 20個/枚から30個/枚と減

少した。 12月 2日における平均殻長は、瀬

嵐23.80rnm/目、長浦30.09mrn/目、平均付

着稚貝数6.66個/枚、 7.63個/枚であった。

(2) 中島地区の試験連抑制結果

平均殻長における 8月16日から 8月26日

の日間成長量は、 0.52rnrn、さらに 8月初日

から 9月 6日までの日開成長量は、 0.07rnrn

であった。平均付着稚貝数は 9個から10個

程度とへい死がなかったが、付着稚貝が極

端に少ない原板が多く 9月 6日以降試験を

中止せざるお得なかった。そのため 8月26

日から改めて 7月12日に採苗された早期採

苗分について試験を開始した。

平均殻長は、 8月26日の10.93rnrnから 9

月27日17.73mrnと日間成長量0.23rnm/日を

示した。その後10月20日15.89rnm、12月 2

日14.14rnrnと逆に小さな値となった。これ

は干出作業や波浪の影響で原板周辺の大き

な個体が脱落したためで、ある。また平均付

着稚貝数は、 8月26日46.17個/枚、 9月2

7日24.25個/枚、 12月 2日23.7個/枚と減

少した。

(3) 笠師地区の試験連抑制結果

8月12日に種もみ袋に試験連 1連を収容

し、海底に沈下する方法と 9月 6日にその

一部を河口域に垂下する抑制方法を実施し

た。いずれの方法も平均付着稚貝数が20個

/枚から13個/枚に減少し、 12月 2日では、

7個/枚以下となった。

平均殻長における 8月16日から 8月26日
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の日間成長量0.40mm/目、 8月26日から 9

月6日0.15mm/日であり、 12月2日の平均

殻長は23.63mmと平均付着稚貝数が少ない

為かその後も速やかな成長を示した。

は) 奥原地区の試験連抑制結果

8月16日の平均付着稚貝数は、1.27個/

枚と著しく少なかったが、その後浮遊幼生

の再付着があり、 8月26日の調査では、平

均付着稚貝数は70.94個/枚となった。し

たがって 8月26日の平均殻長は1.91mmと小

さかったが、 8月26日から 9月6日までの

日開成長量は0.33mm/目、 9月6日から 9

月27日までのそれは0.35mm/日と速やかな

成長を示し、 12月2日における平均殻長は、

20.77mmに達した。

付着稚貝の日間成長量は、抑制開始から

10日目までの間でO.26"-'0. 52mm/日といず

れの試験連も著しい成長を示した。またそ

の後の11日間の日間成長量も中島地区の試

験連で0.17mm/日と低い値を示した他は

0.15""0.51mm/日と速やかな成長を示した。

平均付着稚貝数は、初期の付着個体数に関

係なく干出時聞が長いほど、干出積算時間

が大きくなるほど減少する傾向を示した。

これらのことから七尾西湾のように餌料

環境4)が良い海域では、干出による抑制方

法は付着個体数を減少させるためには効果

が認められたが、成長を抑制することはで

きず、逆に付着個体数の減少がさらに餌料

条件を向上させ成長を助長させる結果と

なったものと考えられる。

種カキの抑制では、 11月中旬に殻長 5mm 

前後とする必要があることから、 7月中旬

に採苗した場合少なくとも日開成長量を今

回得られた成長量の 1/10程度を目標とし

て抑制する新たな方法を検討する必要があ

ろう。

一方、 1993年のような冷夏の年は、採苗

後の成長が著しく良く、千出しでも年内に

殻長25"-'30mmに達し、翌年 2月以降に販売

サイズとなることが明かとなった。このこ

とは地種の利用方法として採苗後抑制せず、

本吊りを早期に行うことにより、翌年早々

にむき身生産できるように仕立てることが

可能で、あることも明かとなった。

※1 ※2 石川県水産業改良普及所
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1. 内湾環境要因基本調査

目的

七尾湾及び周辺海域における海洋環境を把握

し、増養殖の基礎資料を得る。

E 調査場所及び期間

調査場所:図-1に示した七尾湾及びその周

辺海域に設定した23定点。

調査期間:1993年 4月から1994年 3月。

E 調査項目及び方法

採水及び測温:各定点において北原式B号採

水器により、 1，5， 10， 20， 30， 40m層で、採

水し、 1/10目盛り棒状水温計により測定

塩 分:鶴見精機側サリノメーターに

より測定

栄養塩等:P04-P 海洋観測指針に準

拠

NOz-N 海洋観測指針に

準拠

NH4 -N A manual of sea 

water analysis に

準拠

COD 水質汚濁調査指針

W 結 果

ヨウ素滴定法に準

拠

調査は、原則として各月の下旬に 1回行うこ

ととしたが、時化等の理由により年間11回の調

査となった。

調査結果を付表に示した。
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達克幸

図-1 観測 定 点



付表

平成5年4月26日
|海域 疋鳳|水傑 (m)|水温 t皮 J 実用頃分 透明度 (m) 海域定点 水機 (m)水温 t度 j 実用塩分 透明度 (m)
|外海 1 12.2 33.947 

5 12.2 33.947 
g l 12.4 33.924 

b 12.3 33.906 
10 11.9 34.040 10 12.2 33.927 
20 11. 6 34.143 20 12.1 33.939 11.0 
30 11.6 34.158 10 1 12.8 33.811 
40 11. 9 34.050 13.0 b 12.6 33.828 

|花湾 2 1 12.3 33.937 

ー

11.9 33.942 
10 12.4 33.876 8.5 

四湾 11 13.2 33.672 
10 11.9 33.947 b 13.1 33.652 
20 11. 7 34.104 10 12.8 33.731 6.5 
30 11.7 34.128 12 13.2 33.377 
40 11.6 34.138 12.5 5 13.0 33.431 5.0 

3 1 12.4 34.123 13 13.1 33.410 
5 12.3 33.917 

12.0 I 10 12.3 33.917 
b 12.7 ~~. D~.I 6.5 

14 13.2 33.463 5.0 
4 1 12.2 33.908 

I1S 7 
12.1 33.932 
12.0 33.932 

15 14.5 32.408 Il 
I17 6 14.4 32.773 B 

13.2 33.587 
20 11. 8 ~4.UUD 11.0 b 12.8 33.802 6.0 

5 1 12.1 33.972 
b 12.1 33.971 

|雨湾 18 1 13.1 33.805 B 
19 12.9 33.679 

10 12.1 33.966 8.0 5 12.7 33.726 
6 1 12.5 33.689 10 12.5 33.844 6.0 

5 12.1 331.8E 61 
10 11.9 33.986 

20 1 13.3 33.346 
b 12.8 33.641 

20 11. 7 34.032 9.0 10 12.7 33.824 
6 1 12.9 33.414 20 12.0 34.052 

ー守!I 5 12.2 33.905 21 1 13.1 33.653 
10 11.9 33.970 8.5 8 12.8 33.726 

7 1 12.4 33.897 10 12.5 33.898 6.0 
5 12.3 33.900 22 1 13.1 33.710 
10 12.2 33.908 b 12.1 34.018 
20 1TZ 2.1 33.922 10.5 

8 1 .1 33.964 
10 11.8 34.1日3す0 
20 11.8 34. 9.0 

5 12.1 33.964 8.0 

|海模|定点|水深川jIN H 4 -N N 02-N P 04-P OD 
|外海 1 0.00 0.21 0.47 0.08 

5 0.00 0.37 0.73 0.07 
10 0.00 0.59 0.52 0.18 
20 0.02 0.72 0.39 0.08 
30 0.53 0.18 1.20 0.09 
40 0.32 0.48 0.79 0.09 

ヰE湾 4 l 0.11 0.33 0.81 0.39 
5 0.09 0.40 0.55 0.29 
10 万0立.0百0 0.37 0.55 0.39 
20 0.47 1.07 0.01 

6 1 0.63 U.Zll 0.20 0.03 
5 0.55 0.38 0.61 0.01 
10 0.28 0.32 0.93 0.14 
20 0.04 0.23 0.97 0.09 

6 1 0.09 0.44 0.74 0.20 
~. ./!I 5 0.00 0.20 0.49 0.01 

10 1.17 0.40 U.ti2 0.17 
|西湾 12 l 0.53 0.57 日.79 0.38 

b 0.00 0.38 0.65 0.01 
15 l U.~ lS 0.35 1. 20 0.37 

|陶湾 19 1 0.40 0.46 0.65 0.24 

ー

0.00 日.27 0.98 0.23 
10 0.62 0.27 U.o./ 0.01 
1 0.28 0.30 0.66 0.22 

21 

ー

0.01 o.::.u 0.00 0.42 
10 u.u日 0.55 U.UU 0.32 
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平成 5年5月26 日
|海域 疋点 水深 {m}l水温t皮 J |実用塩分 |透明皮切) |海域|定点l水深川)|水温{度} |実用塩分 |透明度 (m)

i外海 1 16.4 33.67 
5 15.5 34.32 

9 1 百五 34.02 
5 14.5 34.26 

10 15.8 34.47 10 13.8 34.32 
20 15.6 34.52 20 13.0 34.42 9.5 
30 14.4 34.61 10 1 16.1 33.47 
40 12.8 34.52 14.0 5 15.1 33.70 

ヰじ湾 2 16.2 33.69 10 13.6 34.25 8.0 
b 15.3 34.17 
10 15.1 34.56 

|函掲 11 1 18.7 3T.94 
5 15.5 33.64 

20 14.6 34.60 10 13.6 34.23 6.5 

Z3I0 T 
13.7 34.59 
12.7 34.53 11. 0 

12 1 17.6 32.30 
5 14.6 33.91 5.5 

ヨ 1 16.2 33.68 13 1 17.6 百2.18
s 15.7 33.82 5 14.2 33.98 6.0 
10 14.4 34.36 9.5 14 1 18.1 32.08 B 

4 1 16.2 33.86 15 1 18.6 百~
5 15.5 33.98 16 I rr:7 32.66 B 
10 13.7 34.31 17 1 16.8 32.71 
20 13.0 34.40 9.5 5 14.8 33.80 6.0 

5 1 15.7 33.85 南湾 18 1 nr:'1 32.84 :r:o 
5 I1E 5.6 33.85 

10 .5 34.30 
19 1 16.6 32.63 

5 15.7 33.54 
6 15.9 33.82 10 13.7 34.28 6.5 

5 15.1 34.29 20 1 16.4 TI-:TO 
10 14.3 34.48 5 15.4 33.85 
20 13.6 34.41 10.0 10 14.4 34.34 

6 1 16.2 33.62 20 13.2 34.40 8.0 
~. -/l/ 5 15.2 34.06 21 1 fD.8 32.95 

10 14.0 34.29 8.5 --s- 日-:o n~ f3 
7 1TE5.7 l 33.93 

5 34.01 
10 14.6 34.23 10.5 

22 1 16.5 33.32 
10 14.2 34.29 5 15.6 33.16 
20 13.0 34.42 9.5 10 15.1 34.l8 

8 1 16.2 33.57 20 14.8 34:4!! 12.5 

ー

15.4 33.77 8.5 

海域定点水深川)INH4-N N 02-N P 04:';P 。υ{pp・}

|外栂 l 1 0.00 0.17 0.37 0.00 

ETS T 
0.00 0.27 0.66 0.42 
0.42 0.25 0.13 0.35 

20 0.22 0.11 0.96 0.47 
30 0.00 0.40 0.23 0.29 
40 0.69 0.27 0.53 0.84 

|司1:;1樗 4 1 0.00 0.27 0.27 1.24 
5 0.00 0.21 0.48 0.92 
10 0.00 0.30 0.43 0.68 
-z T u 0.00 0.30 0.31 0.45 

6 0.00 0.24 0.39 0.80 
5 0.00 0.26 0.53 0.93 

10 .00 0.43 0.29 0.34 
20 0.00 0.48 0.38 0.90 

-6 7V 
1 0.00 0.31 0.21 0.67 

IIb T 
0.00 0.45 0.59 0.61 
0.00 0.45 0.42 0.82 

闘栂 12 1 0.00 0.37 0.53 0.74 
5 .00 0.36 0.35 0.95 

15 1 0.00 0.29 0.23 0.47 
|間縄 19 1 0.00 0.36 0.42 1. 50 

5 0.00 0.44 0.43 0.00 
10 0.00 0.44 0.72 0.67 
1 0.03 0.46 0.33 0.83 

21 b 0.00 0.29 0.60 0.67 
10 1.13 0.41 0.29 0.71 
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平成 5年6月28 日
海域 定点一水一諜一寸{mー} 区!CS-_j度j 実用塩分 透明度同 }

|外海 1 20.7 33.04 
5 20.5 33.21 

i海域|定点味深川}|水温{度} |実用塩分 透明度同}
9 l 21.5 33.46 

b 20.7 33.58 
10 19.0 34.17 10 18.9 34.04 
20 17.6 34.33 20 17.7 34.19 10.0 
30 17.2 34.36 10 1 21.6 32.45 
40 15.9 32.95 12.0 a 20.3 33.56 

|司じ湾 2 1 21.0 33.51 
5 20.8 34.10 

10 19.9 33.81 7.0 
西湾 11 1 22.3 31.56 

10 19.0 34.29 a 20.9 33.02 
20 17.8 34.38 10 18.3 33.94 5.0 I 
30 16.9 34.37 12 1 22.2 31.36 
40 16.6 33.09 12.5 

ー

20.4 33.28 5.0 
3 l Z1. Z 33.17 13 l 22.2 31.56 

5 21.0 33.94 5 21.0 33.09 5.0 
10 19.8 33.24 11. 0 14 1 22.1 30.90 Jl 

4 l 21.2 33.59 15 1 22.6 !1_.17__] 

ー

20.6 33.94 16 23.2 30.65 B 
10 19.3 34.19 17 22.0 31. 35 
20 17.5 33.95 10.0 5 20.7 33.20 4.5 

a 1 21.4 3H37 .72 
5 20.4 01 

l南湾 18 21.9 31._78 _I! 
19 1 21.6 32.22 

10 19.1 33.20 8.0 5 20.8 33.24 
6 l 21.4 33.43 10 19.3 33.25 4.5 

5 21.3 34.02 20 1 21.7 31. 74 
10 19.1 34.02 5 21.0 32.58 
20 17.3 34.15 8.0 10 19.4 33.86 

6 1 21.7 31.37 20 17.7 34.19 4.5 
~'1V 5 20.7 33.55 21 1 21.2 32.31 

10 19.3 33.94 6.0 5 20.8 32.81 
7 1 21. 3 33.05 10 19.3 33.90 5.5 

5 20.7 33.56 22 1 21.3 32.17 
10 19.5 33.97 5 20.5 33.11 
20 17.7 否3I4.11Z8 11.0 

8 l 21.3 
10 19.8 33.87 
20 18.0 34.30 6.0 

b 20.6 33.64 8.0 

相手続 定点 水深{圃 NH4-N IN 02-N P 04-P C 0 D (pp圃)
外海 1 1 0.45 0.15 0.42 0.44 

5 0.60 0.43 0.34 0.70 
10 0.00 0.43 0.37 0.66 
20 0.00 0.55 0.49 0.56 
30 0.00 0.63 0.18 0.00 
40 0.00 0.83 0.24 0.-59 

|布湾 4 1 0.00 0.79 2.37 o .-S2 I 
5 0.00 0.79 0.85 0.52 

10 0.00 0.80 0.20 1.13 
20 0.00 0.66 0.23 0.60 

6 1 0.00 1.19 1T.66 0，85 
b O~OO 0.49 1. 31 0~2 
10 0.01 0.80 1. 00 0.27 
20 0.00 0.40 0.16 0.00 

6 1 0.00 0.60 0.43 o:4o 
~'1V 5 0.00 0.34 0.58 0.22 

10 0.00 0.39 0.38 0.55 
|西湾 12 0.00 0.17 0.04 --O.OT 

ー

0.00 0.60 0.52 0.i1 
15 。:00 0.61 0.67 0.58 

|南湾 19 l 0.00 0.67 0.44 0.64 
5 0.00 0.67 0.86 0.12 

10 0.44 0.30 0.80 0.00 
1 0.00 0.32 0.38 0.26 

21 5 0.00 0.46 0.12 0.27 
lU 0.00 0.70 0.38 0.36 
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平成 5年7月27 日
時耳車疋点区k燈1皿}一水一温ーす{度Z7}2 一実ー用す塩z:-分33 |透明度同)
|外海 l 1 

II5 T 
23.9 32.36 
22.9 32.79 

|海域|定点|水深川}|水温{度} 問書会。 |透明度(圃}
g 1 25.1 

s 23.8 3322..3E7 5 10 24.0 
20 21.4 33.87 20 Z1.Z ~~.till 9.5 
30 20.3 34.19 10 1 25.3 30.75 
40 20.8 34.26 12.0 邑 23.8 32.30 

|北湾 2 1 24.7 31. 78 

fo 
23.7 3332.ゴ3I8 
21.9 

10 22.4 32.90 7.5 
西湾 11 1 26.1 28.16 

ー

23.4 32.08 
20 20.8 33.91 10 22.6 32.79 6.0 
30 20.6 34.20 12 1 26.1 29.04 
40 20.4 34.26 10.5 I 5 24.0 31.69 5.5 

3 1 2ZE57.O 3 31.16 
5 32.52 

13 1 25.9 す2T7.λ472 
5 24.0 5.0 

10 23.2 32.75 14 1 26.1 26.62 4.5 
4 1 25.0 31. 77 15 1 Zti.a- 26.69 B 

5 23.8 32.30 16 1 26.0 28.41 B 
10 23.0 32.87 17 1 26.1 27.27 5.0 
20 21.8 3百3:.6543 9.0 

b l 25.8 
5 24.5 31.28 

南 T宵 18 1 25.8 28.48日
5 23.8 32.24 19 1 25.3 29.74 

10 22.6 33.23 8.0 b 25.1 31.01 
U 1 Z:'.ti 31.73 10 22.8 32.85 5.5 

5 23.7 32.49 20 1 25.1 31. 09 
10 22.8 33.16 b ZJ.II 31.89 
20 21.4 33.82 9.5 10 22.6 32.99 

F e76 シ
1 25.7 31. 74 
5 24.0 32.45 

20 21.4 33.72 6.5 
21 1 24.8 31.18 

10 23.2 33.04 7.5 5 23.3 32.31 
7 1 25.2 31. 35 10 22.6 33.06 6.5 

5 23.6 32.40 zz 1 25.0 31.14 
10 22.7 33.03 5 24.1 32.29 
20 21.6 33.74 10.5 10 23.4 32.74 

8 1 25.5 30.22 20 20.8 34.04 9.5 

ー

24.6 31.84 8.0 

|海域|定慮 水深川}NH4岨 N IN 02-N P 04-P coυlppm) 
|外海 1 0.07 0.41 0.10 1.90 

5 0.00 0.43 0.14 2.25 
10 0.81 0.62 0.30 0.86 
20 1.02 0.73 0.39 0.89 
30 0.32 0.76 0.97 0.84 
40 0.49 0.79 0.98 0.51 

|北湾 4 0.42 0.57 0.92 2.51 

ー

1.05 0.16 0.86 1.14 
10 6.37 0.16 0.47 1.47 
20 1.3 71 0.57 0.74 0.86 

6 1. 93 0.25 0.78 0.61 
b 1. 61 U.:':' 0.30 0.72 
10 0.64 0.88 0.24 0.84 
20 4.03 0.42 0.53 0.45 

6 l 0.65 0.15 0.66 0.67 
~''1シ b u.n 0.34 0.72 0.53 

10 1.10 0.18 0.63 0.68 
|西湾 12 1 0.63 0.37 1.22 0.74 

5 0.45 0.49 0.19 1.26 
15 1 0.76 0.43 0.81 1.25 

雨樗 19 1 0.90 0.36 0.64 1.04 
b 1. 35 U.JJ 日.8"/ 0.94・

10 1. 84 0.33 0.78 0.40 
1 0.85 0.48 1.07 0.64 

21 b 2.tH 0.44 0.73 0.70 
10 0.71 0.16 0.21 1.07 
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平成5年9月2日
|海域|定点|水深同)|水温(度) |実用塩分 |透明度 (m) 海域 疋点 水深川)水温{度) 実用塩分 透明度 (m)

|外海 l 24.1 32.88 
5 24.0 32.86 

日 1 24.5 32.33 
5 24.2 32.79 

10 24.0 32.89 10 23.9 32.94 
20 24.0 33.05 20 23.5 33.21 19.0 
30 22.8 33.42 10 l 25.0 32.16 
40 22.0 33.66 23.0 5 24.5 32.63 

|ヰじ湾 2 l 24.2 32.81 10 24.0 32.90 11.0 
5 24.1 32.80 西湾 11 25.3 31. 28 
10 24.1 32.98 5 24.5 32.67 
20 23.8 33.24 10 23.8 33.02 7.5 
30 23.0 33.40 12 25.3 31. 43 
40 22.5 33.55 22.0 b 24.5 32.15 6.0 

3 24.3 32.87 13 1 25.1 31. 31 
5 24.2 32.85 5 24.2 32.36 6.0 

10 24.0 32.87 B 14 l 25.8 3_Q_.J9_jl 
4 l 24.2 32.76 15 1 25.8 28.56 Il 

5 24.2 32.78 16 1 25.0 3 Q ._O 5 ___!!_ 

10 24.0 32.83 17 1 25.1 31. 38 
20 23.5 33.23 19.0 5 24.8 31.83 6.0 

5 1 24.6 32.83 
5 24.4 32.88 

|南湾 18 25.4 31. 00 B 
19 24.9 31.19 

10 24.1 32.83 14.5 5 24.8 32.28 
6 1 24.4 32.93 10 23.8 33.02 7.0 

5 24.4 32.94 20 l 25.1 31. 36 
10 24.4 32.96 5 24.7 32.62 
20 23.9 33.10 16.5 10 23.8 33.02 
1 24.8 32.75 20 23.2 33.20 7.5 
5 24.6 32.93 21 1 24.9 31. 78 

10 24.1 32.96 12.0 5 24.6 32.66 
7 1 24.3 32.83 10 23.9 33.01 8.0 

5 24.3 32.83 22 24.9 32.37 
10 23.9 33.01 5 24.5 32.96 
20 23.2 33.29 19.5 10 24.1 33.02 

8 1 24.6 32.35 20 23.9 33.03 14.0 
5 24.5 32.33 B 

同軍耳車|疋瓜|水深川)N H4司 N N 02-N lf_Q_1~ CQ  D(ppm)1 
|外海 1 0.31 0.31 0.19 0・芸|

b 0.24 0.10 0.39 0.22 I 
10 0.25 0.10 0.31 0.75 I 
20 0.55 0.13 0.27 0.47 
30 0.53 0.63 0.30 0.30 
40 0.54 1.57 0.35 0.79 

I~t::湾 4 1 0.98 0.23 0.19 0.68 
5 1.E 71 0.08 0.23 0.56 

10 1. 32 0.20 0.44 0.34 
20 0.13 0.21 0.45 0.24 

6 l 0.34 0.21 0.25 0.48 
5 0.54 0.26 0.29 0.87 
10 0.23 0.14 0.31 0.50 
20 0.19 0.25 0.17 0.35 

6 l 0.33 0.18 0.24 0.29 
Br'，シ 5 0.47 0.00 0.21 0.40 

10 0.54 0.10 0.34 0.38 
i函湾 12 1 0.34 0.10 0.60 0.22 

5 0.37 0.14 0.38 0.39 
15 1 0.55 0.11 0.74 0.88 

|南湾 19 l 0.62 0.03 0.37 0.65 
5 0.48 0.31 0.29 00.河44E 
10 0.60 0.20 0.57 
l 0.26 0.26 0.14 00.16T 6 

21 5 0.47 0.23 0.26 
10 0.32 0.21 0.32 0.66 
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平成 5年9月29 日
海域 疋点|水沫 (m)l水温{度) 実用塩分 |透明度 (m) 海域|定点|水深川)水温(皮) 実用塩分 透明度(皿)

外海 l 22.1 32.92 9 I 22.1 32.86 
5 22.3 32.87 5 22.0 32.90 
10 22.2 32.90 10 22.0 32.95 
20 22.2 33.00 20 22.2 33.26 17.0 
30 22.2 33.37 10 22.3 32.86 
40 21.9 33.55 23.0 5 22.1 32.98 

ヰじ湾 2 22.0 32.89 10 22.1 33.00 12.0 
5 22.2 32.87 

10 22. 1 32.87 
i西湾 11 l 22.2 32.66 

5 22.2 32.96 
20 22.1 32.99 10 22.3 33.32 8.0 
30 22.2 33.43 

24.0 I 40 21.9 33.57 
12 1 21.9 32.76 

5 22.0 32.85 5.5 
3 1 21.8 32.86 13 21.9 32.73 

5 21.9 32.85 5 22.2 33.12 7.0 
10 22.1 33_.QO .Jl 14 1 22.7 32.57 B 

4 22.2 32.88 15 1 22.6 32.46 B 
5 22.1 32.92 16 1 22.4 32.04 B 

10 22.0 32.93 17 l 21.9 32.31 
20 22.0 33.36 15.5 5 22.3 33.10 6.0 

5 1 22.1 32.39 
5 22.1 32.87 

|南湾 18 22.1 32.26 B 
19 22.1 32.17 

10 22.0 32.99 15.0 5 22.3 32.60 
6 22.1 32.82 10 22.2 33.16 5.0 

5 22.0 32.92 20 1 21.9 32.07 
10 22.0 33.00 5 22.1 32.43 
20 22.1 33.38 16.0 10 22.1 33.08 

6 22.5 32.63 20 22.1 33.42 6.5 
5 22.1 32.91 21 l 21.9 3z:39 

10 22.0 32.96 14.0 5 22.2 32.69 
7 22.1 32.91 10 22.2 32.84 6.5 

5 22.0 32.91 22 1 21.8 32.63 
10 22.0 32.95 5 22.1 32.86 
20 22.0 33.11 16.0 10 22.3 32.96 

8 1 22.2 32.92 20 22.1 33.16 15.0 
5 22.1 32.93 B 

H毎域l定 点|水深川}N H4-N N 02 N P 04-P COD(ppm) 

|外海 1 0.28 0.26 0.31 0.26 
5 0.41 0.27 0.16 0.31 
10 0.30 0.33 0.19 0.29 
20 0.36 0.2E7 2 0.57 0.20 
30 0.71 O. 0.00 0.43 
40 0.72 0.30 0.00 0.78 

ヰt:~ 4 1 0.73 0.27 0.19 0.63 
5 0.81 0.23 0.32 0.90 
10 0.64 0.29 0.50 0.66 
20 0.77 0.26 0.50 0.47 

6 1. 01 0.23 0.55 0.61 
5 0.71 0.27 0.00 0.61 
10 0.79 0.21 0.40 0.67 
20 1. 04 0.10 1. 08 0.66 

0.85 0.33 0.54 0.18 
5 0.80 0.20 0.69 0.30 
10 0.94 0.27 0.62 0.15 

西湾 12 1 0.80 0.25 0.42 0.48 
5 0.75 0.34 0.2百65 0.46 

15 l 0.77 0.08 O. 0.25 
南湾 19 0.90 0.36 0.38 0.95T 0 

5 0.79 0.24 0.20 O. 
10 0.70 0.38 0.52 0.17 
1 0.89 0.23 0.47 0.06 

21 5 0.94 0.06 0.75 万0:.21 
10 0.50 0.00 0.60 32 
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平成5年11月4 日
|海域 疋点区K諜i_l!l|水温{度) l実 用極分 |透明度(皿)

|外海 1 19.4 31. 60 
5 19.5 31.55 

l極域 疋点|水深Lド降血書;8-実-用1塩r分18 透胆度~g 

5 18.7 31.17 
10 19.6 31.55 
20 19.5 31.55 

10 18.5 31. 21 
8.0 I 20 18.4 31. 22 

30 19.3 31.51 10 1 17.9 30.76 
40 18.9 31.43 21.5 5 17.9 30.73 

|花湾 2 18.7 31. 30 
5 18.6 31. 30 

10 17.8 30.74 6.0 
西海 11 17.6 30.57 

10 18.5 31. 30 5 17.5 30.70 
20 18.7 31. 34 10 18.3 31. 09 6.0 
30 18.7 31. 35 12 17.2 30.55 
40 18.7 31. 32 12.0 5 17.0 30.55 8.0 

3 1 18.6 31. 28 13 1 17.4 30.49 
5 18.5 31. 28 5 17.2 30.64 8.0 

10 18.5 31. 26 8.5 1 14 18.2 30.56日
4 18.7 31. 25 15 17.5 30.23 s 

5 18.7 31. 30 16 17.9 30.08 s 
10 18.7 31. 30 17 17.0 30.08 
20 18.7 31. 32 5 17.3 30.56 5.0 

5 18.5 31.16 
5 18.6 31.16 

|雨湾 18 1T7 7.3 29.85 s 
19 .3 30.26 

10 18.6 31. 26 8.0 5 17.2 30.46 
6 1 18.8 31. 20 10 17.3 30.65 6.0 

5 18.8 31.17 20 l 17.0 30.65 
10 18.6 31. 25 5 17.2 30.45 
20 18.6 31. 29 7.5 

6 l 19.2 31. 29 
~. "シ 5 19.0 31. 29 

10 18.0 す3I0.93 
20 18.8 .31 6.5 

21 17.2 30.39 
10 18.7 31. 29 6.0 5 17 .1 30.39 

7 1 18.8 31. 29 10 17.7 30.76 7.0 
5 18.9 31. 29 22 17.7 30.63 
10 18.7 31. 30 5 19.0 31.30 
20 18.7 31. 30 8.0 10 18.3 31.51 

8 l 18.7 31. 22 20 18.3 L_:llA 8.5 
5 18.5 31. 24 11.5 

|海域|定点 水機{田)INH4-N IN 02-N [I'_O 4-_P COD(ppm) 

|外海 1 0.13 0.04 0.08 0.70 
5 0.19 0.28 0.12 0.37 

10 0.00 0.29 0.00 0.34 
20 0.25 0.31 0.00 0.12 I 
30 0.22 0.05 0.10 0.25 
40 0.15 0.14 0.04 0.46 

1::It::湾 4 1 0.06 0.25 0.25 0.73 
5 0.00 0.22 0.10 0.92 
10 0.21 0.15 0.14 0.72 
20 万0万.2百4 0.32 0.15 0.59 1 

6 0.00 0.16 0.59 
5 0.22 0.26 0.00 0.63 
10 0.36 0.00 0.06 0.60 ! 
20 0.29 0.05 0.12 00.16E 4 

F.76 V 
1 0.05 0.29 0.19 
5 0.29 0.19 0.00 0.50 
10 0.36 0.00 0.32 0.22 

西湾 12 0.11 0.32 0.13 0.74 
5 0.39 0.13 0.03 0.58 

15 1 0.46 0.37 0.40 0.62 
南湾 19 l 0.23 0.34 0.17 0.60 

5 0.13 0.52 0.10 00..Z9E 3 
10 0.59 0.34 0.00 
1 0.25 0.52 0.16 0.82 

21 5 0.34 0.22 0.10 1. 22 
10 0.08 0.04 0.00 0.81 

( 130) 



平成 5年 11月 30日
l海 域l定点|水深川}|水温t度} l実用塩分 l透明度(.) |荷積|定点|水深川J水温t度} |実用塩分 透明度同}

|外褐 1 15.8 32.62 
b 15.8 32.63 

g 1 15.5 32.43 
5 15.6 32.44 

10 16.2 32.78 10 15.4 32.45 
20 16.8 33.12 20 15.4 32.49 8.0 
30 15.8 32.73 10 l 15.7 32.35 
40 15.8 32.75 11. 5 5 16.1 32.59 

|花湾 2 16.0 32.59 
5 15.9 32.59 

1U 15.6 32.60 6.5 
西湾 11 1 13.6 30.93 

10 15.9 32.62 b 14.9 32.44 
20 16.8 33.08 10 14.日 32.15 7.5 
30 16.3 33.16 12 13.7 31. 25 
40 16.0 32.50 11. 5 τ 14.1 31.78 6.0 

3 15.0 32.19 13 1 14.0 31.33 
s 15.0 32.38 5 14.2 31. 46 6.0 
10 14.4 32.38 9.0 14 l 14.4 31.39 H 

4 1 15.8 32.50 15 l 13.4 30.71 B 
5 16.0 32.61 
10 15.9 32.62 

1I7 6 1 13.8 30.53 B 
1 13.6 30.90 

20 15.9 32.64 9.0 5 13.5 31.30 5.0 I 
5 16.0 32.05 l鴎 Z電 18 1 13.5 31.05 113 

b 16.6 32.67 19 1 14.0 31.44 
10 16.0 32.40 9.0 I 5 14.1 31.77 

6 1 16.4 32.45 10 14.3 31.89 5.0 
6 16.8 32.84 20 1 13.9 31. 39 
10 16.6 32.80 5 14.6 31.80 
2U 16.6 32.80 9.5 10 14.4 31. 81 

γ6  守ヤ
1 16.8 32.70 

ー

17.1 32.86 
20 14.4 31. 98 6.0 

21 14.8 31.98 
10 16.8 32.79 9.0 b 15.0 32.04 

7 15.7 32.32 10 14.6 32.28 7.0 
5 15.7 32.45 22 1 14.6 31.84 
10 15.3 32.49 b 1ti.4 32.88 
2U 15.5 32.hZ 8.0 10 15.6 32.72 

8 1 15.3 32.02 20 15.3 32.68 9.0 
5 15.6 32.53 B 

席事匠京末深{田)IN.H4-N IN万下N IP 04・!' 1(，; 0υ¥ppm) 

!外海 1 1 0.00 0.36 0.00 0.84 
b 0.00 0.32 U.UU IU •• 官47 

10 0.00 0.33 0.00 
20 0.00 00.14E 2 0.23 0.45 
30 0.00 0.00 万0:.4864 40 0.22 0.46 U.3ti 

|花湾 4 1 0.E1百3 0.42 0.02 T 1.16 
b O. 0.48 

00.3011 f .27 
10 U.55 U.h8 万1.0一5 
20 0.00 0.44 U.2ti 

0..E7T 8 6 1 0.00 0.67 0.15 

ー

0.00 0.62 
τ0コ.2Z3 0.62 

10 0.00 U.18 

方万1ヲ互す
ZU 0.00 0.40 U.UU 

6 l 0.00 0.80 0.15 
~.?~ 

I百
万0万.0す0 

021.11bT T Z 
0.20 可U:.76 
0.19 81 

|四湾 12 1 0.00 0.64 0.69 
b 0.00 U.27 

可可0万1.0 百7 0 
0.78 

15 1 0.20 0.99 0.70 
|間縄 19 1 0.00 0.07 0i.Z7すb s 0.00 U.42 U.UZ 

10 U.OO 0.33 。.02 T i.U I 
l 0.00 U.1ll 万0万.0吉b 

0O.1ゴ0EE 1 21 b 0.31 0.47 
10 0.00 U.4:> 0.00 
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平成 5年 12月 20 日
海域|定点 水 深川}|水温{度} |実用塩分 |遜明度(皿J 海域定点 水深川J水温t度 J 実用塩分 透明度凶J
外海 1 1 13.8 33.03 日 1 12.8 32.23 

5 13.9 32.91 5 13.4 32.50 
10 14.0 32.93 10 13.1 32.46 
20 14.4 33.10 20 13.2 32.47 8.5 
30 15.1 33-:-28 10 l 12.5 32.08 
40 15.0 33.28 10.5 邑 13.2 32.34 

ヰじ湾 2 1 13.9 32.85 10 13.7 32.60 8.5 
5 13.8 3z:回→
10 13.9 32~-83 

|西湾 11 1 10.6 31.14 
5 12.7 32.04 

20 14.4 33.03 10 13.7 32.50 9.0 
30 13.8 32.85 12 1 10.0 30.89 
40 13.8 32.85 11.0 b 12.4 31.86 5.5 

3 l 13.4 -aY:il 13 1 10.6 30.54 
s [3.3 az:-611 5 12.3 31.80 6.0 
10 13.2 32.69 10.0 14 l 11.6 30.87 1M 

4 1 14.1 32.85 15 1 9.8 29.08 IB 
5 14.2 3z:日 16 l 11.2 29.191B 
10 14.1 32.85 17 1 10.0 30.06 
20 14.2 32.86 9.5 邑 11.7 31.37 6.0 

ー

13.8 32.主-g- 閉縄 18 10.2 30.53 B 
5 13.8 32.54 19 1 11.6 31. 42 

10 14.2 32.56 9.0 

ー

11.9 31.75 
6 1 14.1 32.66 10 12.9 32.14 6.5 

6 14.5 百2:87 20 1 11.5 31.61 
10 14.4 ~2:83 5 11.9 31. 77 
20 14.2 32.83 9.5 10 13.4 32.29 

1f6 守ヤ
1 15.0 32.77 
5 14.6 32.90 

20 14.6 33.18 6.0 
21 1 11.9 31. 89 

10 14.6 az:-80 7.5 5 13.0 32.22 
7 1 13.8 32.64 10 14.0 32.70 7.0 

5 13.9 32.69 22 1 12.2 31.94 
10 13.8 32.68 邑 14.6 32.86 
20 13.8 ~ 9.0 10 15.4 33.32 

a l 12.7 -a2イ21 20 15.4 L 型空 .41 7.5 
5 12.8 32.281B 

海域定点 水深 (m)NH4-N N 02-N P 04-P C 0 D (PP.) 
外海 1 1 0.28 0.12 0.00 0.-74 

5 0.11 0.16 0.29 0.74 
10 0.30 0.28 0.00 0.74 
20 0.32 0.09 0.00 0よ78
30 0.14 0.18 0.00 1.05 
40 0.07 0.19 0.03 0.53 

|花湾 4 l 0.01 0.40 0.00 T:-ro 
5 0.00 0.29 0.00 1.44 
10 0.22 0.48 0.00 1.34 
20 0.01 0.59 0.00 0.80 

6 l 0.23 0.00 0.00 0.75 
5 0.22 0.49 0.31 lJ.8O 
10 0.0 .42 0.01 1.26 
20 0.0 .28 0.00 1. 03 

6 1 0.2 .23 4.00 .E1.百2τ4 1lr..，!I 5 0.1 .00 2.10 
10 0.0 0.19 1.48 0.82 

|西湾 12 1 0.00 0.06 0.00 T.T6 
s 0.13 0.00 0.00 1. 31 

15 0.28 0.50 0.06 1.11 
l爾湾 19 1 0.06 0.18 0.50 0.75 

5 0.11 0.50 0.00 r.4亙
10 0.06 .23 0.28 1 ~23 
1 0.28 0.03 0.16 0.96 

21 5 0.00 0.12 0.50 T:32 
10 0.03 0.40 0.00 1.45 

(132) 



平 成 6年 2月 7日
海域 疋点 水深川 水温(度) 実 用 塩 分 透明度 (m) li辱域 定点|水深(而球lif¥1fl 漢商萄了芳 i透 萌111訂
外許証 l 10.4 34.27 日 9.1 33.54 

5 10.4 34.19 5 9.6 33.68 
10 11. 0 34.26 10 10.2 33.80 
20 11.4 34.37 20 10.9 34.06 7.5 
30 12.1 34.45 10 1 9.4 33.21 
40 12.1 34.49 11. 5 5 10.3 33.87 

ヰじ 1~ 2 10.1 33.98 10 11.0 34.01 7.0 
5 10.0 33.95 
10 9.9 32.95 

|西湾 11 l 8.0 32.15 
5 10.1 回一.58

20 10.3 34.14 10 11.2 34.01 7.0 I 
30 11. 2 34.23 12 1 6.6 31. 79 
40 11. 3 34.24 10.0 5 9.2 33.04 6.5 

3 1 9.9 33.82 13 1 8.1 31. 57 
5 10.0 33.78 5 9.1 32.92 6.5 
10 10.1 33.78 9.0 14 l o 3o，ll4 B 

4 1 9.6 33.78 15 1 8.8 31.58 B 
5 9.6 33.83 16 1 7.2 30.17 B 
10 10.3 33.88 17 1 6.6 31. 07 
20 10.4 34.02 8.0 5 9.4 32.93 6.0 

5 1 10.4 33.59 雨湾 18 1 6.6 31:52 B 
5 11. 0 34.13 19 l 8.2 32.38 

10 11.1 34.14 8.0 5 9.8 33.52 
6 10.8 33.99 10 11.1 34. 51 6.0 

5 11. 2 34.22 20 1 7.9 32.42 
10 11. 3 34.21 5 10.2 33.64 
20 10.9 34.17 8.0 10 11.2 34.31 

6 11. 5 34.26 20 11.4 3Dli 6.0 
γ'7'1 5 11. 3 34.26 21 7.2 32.59 

10 11.4 34.23 7.5 5 9.3 33.22 
7 1 9.4 33.57 10 11.5 34.12 7.5 

5 9.8 33.54 22 1 8.5 32.85 
10 10.1 33.77 5 11.1 34.07 
20 10.7 34.01 7.5 10 11.8 34~32 

8 l 10.1 33.90 20 12.2 34.46 7.5 
5 10.8 33.99 B 

H毎域|定点|水深川jN H4・N N 02-N P 04-P COD(ppm) 

|外海 l 1 0.26 0.12 0.03 0.34 
5 0.12 0.05 0.02 0.3EE 4 
10 0.22 0.31 0.02 O. 
20 0.25 0.19 0.00 0.34 
30 0.20 0.22 0.00 0.27 
40 0.18 0.24 0.05 0.39 

|北湾 4 0.11 0.14 0.00 0.78 
5 0.16 0.12 0.01 0.91 
10 0.18 0.04 0.03 1.07 
20 0.16 0.04 0.00 0.68 

6 1 
00..1I百9 万0ゴ.0Tb 0.11 00.15百7 

5 0.00 
10 0.19 0.00 0.09 0.89 
20 0.28 0.11 0.06 0.96 

6 1 0.16 0.20 0.00 0.54 
事'守廿 5 0.30 0.10 0.10 0.69 

10 0.16 0.10. 0.14 0.76 
|西湾 12 1 0.13 0.00 0.05 0.69 

5 0.07 0.07 0.01 0.7E7 7 
15 1 0.15 0.11 0.01 O. 

|開栂 19 1 0.21 0.00 0.08 1.11 
5 0.22 0.05 0.11 0.83 
10 0.54 0.1IZ 7 0.30 0.61 
1 0.38 O. 0.27 T0.39E 1 

21 5 0.11 0.09 0.30 
10 0.12 0.16 0.39 0.70 
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平成 6年 2月 28 日
は毎域|定点|水 E桂川}水温{度} 実用塩分 透 明 皮切)

|外栂 1 9.6 34.08 
5 9.6 34.16 

|海域|疋 J県 水深川J;水温t皮 J |実用塩分 |透明皮切J
日 1 9.2 33.87 

b 9.2 33.88 
10 日.8 34.21 10 9.0 33.99 
20 10.0 34.28 20 9.2 34.12 8.0 
30 10.0 34.48 10 1 8.9 33.07 
40 10.2 34.69 8.0 5 9.2 33.52 

|司E樗 2 1 9.7 34.18 
b 9.8 34.18 

10 9.8 34.19 

10 9.0 33.93 8.0 
|自湾 11 1 9.3 3333.38T 8 

画 9.2 
20 10.1 34.37 10 8.6 JJ.9Z 7.5 
30 10.3 34.53 12 1 7.9 32.91 
40 10.3 34.69 7.5 画 7.9 33.75 7.5 

3 1 9.0 33.82 13 1 7.9 32.67 
5 8.8 33.82 b 7.9 33.65 8.5 

1寸0 8.5 33.92 10.0 
4 9.6 33.92 

14 8.6 32.34 IB 
15 8.3 31.91 IB 

5 9.6 33.97 16 l 7.8 31.30 IB 
10 9.5 34.09 17 l 7.3 31.55 
20 日.3 34.15 7.0 5 7.9 33.32 6.0 

5 l 10.4 34.30 南湾 18 l 7.7 32.67 IB 
5 10.4 34.37 19 1 7.9 32.96 

10 10.0 34.40 8.0 5 8.3 33.49 
6 1 10.4 34.02 10 日.3 34.10 6.0 

b 10.1 34.24 20 1 7.5 32.86 
10 9.8 34.32 

ー

8.0 33.41 
20 9.9 34.39 8.0 10 8.8 33.95 
l 10.7 34.35 zo 日.4 34.24 6.5 
5 10.5 34.31 21 7.8 33.31 

10 10.0 34.28 8.5 5 8.3 33.53 
7 l 9.4 33.95 10 8.6 33.82 7.5 

5 9.5 33.98 22 l 8.3 33.53 

古1107 百8二.22 34.05 
34.13 7.5 

b 9.4 34.06 
10 9.8 34.34 

8 1 9.7 33.85 20 日.5 34.31 7.5 
」 5 9.1 34.02 7.5 

H毎場|定点味深川JN H4-N IN 02・N P 04・r IC 0υ¥pp圃J
|外海 1 1 0.18 0.21 0.6而7 -UE.Z司E4 

5 0.06 0.33 o. 
10 0.04 0.14 0.39 0.50 
20 0.11 0.10 0.03 0.26 

13百0 0.14 0.34 0.20 0.29 
0.20 0.49 1. 44 0.77 

司t:lIS 4 1 0.19 0.11 0.30 0.92 
b 0.23 0.1Tま6 0.80 0.77 
10 0.14 o. 1.68 0.34 
20 0.1I百5 0.56 0.22 0.54 

6 1 o. O.tH 0.51 00プ.7百7 
b 0.11 0.33 0.31 
10 107 .19 万01.213r 1.25 

討8苛ι十20 .26 11.127 1 
1 0.17 0.47 
画 0.37 0.34 0.4日

10 0.17 0.18 1.05 0.81 
|四湾 12 1 万0:.E170 0.25 0.08 0.E7す6 

ー

0.09 0.27 o. 
15 1 0.29 0.19 0.61 U.4J 

阿梅 19 1 万0万.5百5 す0..z1u0 す0.14 0.72 
5 .1日 o.z日

10 0.42 0.51 0.77 U.::JJ 
I 0.19 0.1TE 6 U.::JZ 0.14E 7 

21 5 0.33 o. 0.15 
10 U.44 0.11 U.JU 万U.36 
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平成 6年 2月 7日
|海域|定点|水稼 t圃}水温l!支J 実用極分 透明度 (m) I 海域定点 水諜 (m)水温t度} 実用塩分 |透明皮切j

|外海 1 1 10.4 34.27 
5 10.4 34.19 

9 9.1 33.54 
5 9.6 33.68 

10 11.0 34.26 10 10.2 33.80 
20 11.4 34.37 20 10.9 34.06 7.5 
30 12.1 34.45 10 9.4 33.21 
40 12.1 34.49 11.5 5 10.3 33.87 

花湾 2 1 10.1 33.98 10 11.0 34.01 7.0 

TTb I 
10.0 33.95 
9.9 32.95 

|自湾 11 1 8.0 32.15 
5 10.1 33.58 

20 10.3 34.14 10 11.2 34.01 7.0 

13百0 11. 2 34.23 
11. 3 34.24 10.0 

12 1 6.6 31. 79 
5 日.2 33.04 6.5 

3 9.9 33.82 13 1 8.1 31. 57 
5 10.0 33.78 5 9.1 32.92 6.5 
10 10.1 33.78 9.0 14 1 8.5 30.64 IH 

4 9.6 33.78 15 1 8.8 31.58 IB 
5 9.6 33.83 16 1 7.2 30.17 1.1:1 
10 10.3 33.88 17 1 6.6 31. 07 
20 10.4 34.02 8.0 5 9.4 32.93 6.0 

5 10.4 33.59 
5 11.0 34.13 

岡 湾 18 1 6.6 31.52 IB 
19 1 8.2 32.38 

10 11.1 34.14 8.0 b 9.8 33.52 
6 l 10.8 33.99 10 11.1 34.51 6.0 

b 11.2 34.22 20 1 7.9 32.42 
10 11.3 34.21 5 10.2 33.64 
20 10.9 34.17 8.0 10 11. 2 34.31 
1 11.5 34.26 20 11.4 34.26 6.0 
5 11.3 34.26 21 1 7.2 32.59 
10 11.4 34.23 7.5 b 日.3 33.22 

I I 9.4 33.57 
5 9.8 す333..H54 

10 10.1 

10 11. 5 332 4.12 7.5 
22 1 8.5 .85 

b 11.1 34.07 
20 10.7 34.01 7.5 10 11.8 34.32 

8 l 10.1 33.90 20 12.2 34.46 7.5 
5 10.8 33.99 型一一一一一

海域|定点 水深川}N H4-N N 02国 N P 04-P oυ(pp皿}
外lI!J 1 0.26 0.12 0.03 0.34 

5 0.12 0.05 0.02 0.34 
10 0.22 0.31 0.02 0.66 
20 0.25 0.19 万0.00 0.34 
30 0.20 0.22 .00 0.27 
40 0.18 0.24 0.05 0.39 

~t;湾 4 1 0.11 0.14 0.00 0.78 
5 0.16 0.12 0.01 0.91 
10 0.18 0.04 0.03 1.07 
20 0.16 0.04 0.00 0.68 

6 1 0.19 0.05 0.11 0.57 

ー

0.16 0.12 0.00 0.80 
10 0.19 0.00 0.09 0.89 
20 0.28 0.11 0.06 0.96 

6 l 0.16 0.20 0.00 0.54 
~'1 !1 b 0.30 0.10 0.10 0.69 

10 0.16 0.10 0.14 0.76 
|酉湾 12 l 0.13 0.00 0.05 0.69 

5 0.07 0.07 0.01 0.77 
15 1 O.lb 0.11 0.01 0.67 

|南湾 19 1 0.21 0.00 0.08 1.11 
5 0.22 0.05 0.11 0.83 

10 0.54 0.17 0.30 0.61 
l 0.38 0.12 0.27 0.91 

21 b 0.11 0.09 0.30 1.70百6 
10 0.12 0.16 0.39 O. 
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2. 増殖試験場における定時観測

1993年4月から1994年3月までの 1ヶ年問、

当場の桟橋及び場内で午後9時に観測した水温、

比重、気温、降水量の旬別平均値を表-1、図

-1に示した。また月別風向の出現頻度を図-

2に示した。

1.水温

例年に比べ水温が低く昨年に比べ最高水温

でO.80C低く一年を通じて低い値で推移した。

2. 比重

比重は、一年を通じて変動は少なかったが

6月下旬から 8月初旬にかけての梅雨時期に

当たる期間で若干低い植を示した。

3. 気温

年間の最高気温は、 7月28日の29.20C、最

低気温は、 1月19日の-O.50Cで年間の気温較

差は、 29.TCであった。

4. 降水量

今年の降水量は、梅雨の傾向は見られるも

のの、例年に比べ低く推移した。また、 5月

中旬に突出した植が見られるがこれは、集中

的に降ったものである。
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表-1 観測結果

月

上

4 中

下

上

5 中

下

上

6 中

下

上

7 中

下

上

8 中

下

上

9 中

下

旬
水温

℃ 

旬 10.9 

旬 6.6 

旬 12. 7 

旬 14.2 
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図-1 旬別水温、比重、気温及び洪水量の変化
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1. 平成5年度資源管理型漁業推進総合対策事業漁業経済調査

(広域回遊資源・アカガレイ)

I 目 的

アカガレイを対象とした資源管理型漁業を推

進するにあたり、管理効果を予測するために必

要な価格に関する資料の収集のほか、主な対象

漁業種類である底曳網漁業の経営実態調査、意

識調査を行う。

E 方法

1.価格形成条件調査

金沢市、加賀市の産地市場調査で、漁獲物

の全長を測定し、価格と対比させることによ

り、体長とkg当たり単価との関係式を求め、

単価の月別推移を把握した。

2市場各月 l回実施

2. 漁獲物利用状況

金沢、加賀市の市場調査により、出荷最小

サイズ、価格を調べ、用途を聞き取った。

3. 漁家経営調査

県下の沖合底曳網漁業、手繰第一種漁業の

うち約100経営について、固定費、変動費、魚

種別漁獲金額を調べた。

4. 経営者意識調査

今後の資源管理型漁業推進に資するため、

県下の全底曳網170経営体の経営者を対象に、

資源管理計画を中心とした内容の意識調査を

行った。

E 結果

1. 漁連金沢港販売部では体長16""'30叩サイズ

が主体であった。価格はサイズが大きいほど

(139) 

野村元

高値の傾向が見られた。変動幅は、体長16叩

450"-'550円/回、 20佃890""'1 ， 380円/回、 24

叩1， 320""' 1 ，650円/回、 30咽 2，000円""'2，070

円/kgと大型なほど価格は安定していた。

2. 加賀市漁協で‘は体長13""'32叩サイズが漁獲

され、 24""'26叩サイズが最も高値で、 28個以

上は金沢とは逆にやや値下がりする傾向がみ

られた。 13佃サイズは300""'400円と安値で

あった。各サイズとも価格の変動幅は大き

かった。

3. 金沢市の最小銘柄の平均値は16.6叩で、加

賀市の最小銘柄の平均値は12.7叩と金沢に比

べて小さく、価格は134""'273円/kgであった。

4. 小型魚の用途は、金沢市では主に加工用

(干物〉として福井県、富山県に出荷される。

加賀市では小規模な買い受け人が多く加工専

用とはならず、自屈で唐揚げ用として鮮魚で

販売されることが多いという。

5. 各漁協の漁獲統計資料から調べたアカガレ

イの底曳網漁業に占める比率は、漁獲量で

2.1""' 17.2%、金額で3.7""'16.8%とアカガレ

イへの依存度は地区によってかなり相違して

し、た。

6. 漁家経営調査、経営者意識調査は平成 6年

度集計する予定である。

[報告誌名一一平成 5年度資源管理型漁業推進

総合対策事業報告書平成 6年 3月 石川県]



2. 平成 5年度資源管理型漁業推進総合対策事業

(広域回遊資源・マダイ)

目 的

マダイ人工種苗の放流効果と天然マダイの漁

獲実態を把握するとともに、効率的な若令魚保

護手法を開発し、マダイ資源管理計画の円滑な

実行に寄与する。

E 調査方法

l 市場調査

七尾公設市場と能都町漁協で標識魚調査と

魚体測定調査を、輪島市漁協で魚体測定調査

を実施した。

2 鱗の輪径分布調査

日本海西海区におけるマダイ系群の分布実

態を把握するため、春期と秋期に県外産を合

わせて1，112尾の l、2才魚から採鱗し、初

輪径を調査した。

3 試験操業

網目選択性を利用した投棄魚の選択的な削

減手法を開発するため、小型底びき網とごち

網を傭船して、春期と秋期に延べ38回の試験

操業を実施した。小型底びき網では、 10節の

魚捕り末端に 5節および 6節の魚捕りを連結

し、①魚捕り連結部を結束して10節の魚捕り

で曳網し、魚捕り部が海面まで揚網されたら

連結部を解いて、前方の魚捕りに止まった小

型魚を後方の魚捕りから逃がす方法(試験網

1 )、②連結部を解放し、後方の魚捕り末端

を結束して曳網する方法(試験網 2)、③連

結部を解放し、後方の魚捕り末端を縫い合わ

せて魚捕り部の網目が開いた状態で曳網する
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大慶則之

方法(試験網 3)の3通りの方法で操業を実

施した。ごち網では 6節と 7節の魚捕りを装

着し、魚捕りの網目を菱自および角目として

操業を実施した。また、小型底びき網では、

船上でのマダイの選別サイズについても調査

を行った。

直 結果の要約

l 市場調査結果

調査市場における背鰭蘇切除標識魚の漁獲

割合は、七尾公設市場で前年の0.35%を下回

る0.13%となった。能都町漁協では前年0.1%

を占めた標識魚が当年は確認されなかった。

七尾公設市場における1993年の標識魚の年齢

別総再捕尾数を推定し、年齢別再捕率を求め

た結果、年齢別再捕率の累計値は過去10カ年

で最も低い0.757%となった。水揚げ個体の

年齢組成を調査した結果、七尾公設市場およ

び能都町漁協の定置網では、昨年低下のみら

れた 1才魚の組成比が増加したが、輪島市漁

協の底びき網では例年並の組成が認められた。

石川県マダイ資源管理計画で再放流が定めら

れた全長13cm未満のマダイは、七尾公設市場

の定置網で年間7.8%、輪島市漁協底びき網

では 9月に3.9%混獲されていた。

2 鱗の輪径分布調査

6月に能都町漁協と輪島市漁協から購入し

た2才魚は平均尾叉長、第 l輪径平均値とも

近似した値を示したが、加賀市漁協から購入

した個体はこれらと比べて、平均尾文長、第



1輪径平均値がともに大きな値を示した。ま

た、 9、10月に輪島市漁協から購入した 1才

魚の第 l輪径平均値は、間期における秋田県

産魚よりやや大きく、新潟県産魚と同等の値

を示した。

3 試験操業

小型底びき網では、各試験網の50%選択尾

文長が 6節より 5節で大きな値を示すととも

に、両節とも試験網 1で最小値、試験網3で

最大値が得られた。また、 5節の試験網2、

3では選択域が狭まり、鋭い選択性が示され

た。選別時の選択曲線は鋭い選択性を示し、

50%出荷尾文長は131mmと算定された。各試
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験網の選択性と選別時の選択性を比較検討し

た結果、 5節の試験網 2、次いで 6節の試験

網 3が出荷サイズの個体の選択的漁獲に効果

的であると判断された。ごち網では、両節と

も菱自網と角目網の選択曲線が接近し、 50%

選択尾文長の差は僅かであった。しかし、角

自網では選択曲線の傾斜が急で鋭い選択性が

認められ、選択的な漁獲に対する角目網の有

効性が示唆された。

[報告誌名一一平成 5年度資源管理型漁業推進

総合対策事業報告書平成 6年 3月石川県]



3. 平成5年度特定海域養殖業推進調査

1.目 的

本事業はオニオコゼの養殖振興を図るため、

平成2年度から国の委託調査として実施して

いる。

今回はこれまで行ってきた陸上施設での養

殖試験で得られた知見を基に、海面施設での

養殖試験を行った。

11.調査方法

1. 養殖適地調査

養殖適地と思われる海域2ヶ所(七尾南

湾:石崎地先、七尾西湾:半ノ浦地先)で、

水質 (NH4-N、N02-N、P04-P、

COD、DO)及び底質(全硫化物、 COD、

強熱減量、粒度組成)の調査を1993年9月

2日、 1994年2月7日に実施した。

2. 養殖試験

(1) 海面養殖試験

増殖試験場で種首生産した 1才(平均体

重27.1~) と 3 才(平均体重98.1~) の

オニオコゼを用いて、生賓網(1.7X1.7

X1.5m)を用いた海面養殖試験を 6月25

日から実施した。

(2) 海面養殖用種苗育成試験

平成5年に種苗生産したO才(平均体

重1. 4~のオニオコゼを用いて、陸上水槽

で加温により低水温時期の水温コントロ

ールを行い、給餌面から海面養殖に適し

たサイズ(全長80皿、体重10~)の飼育

試験を実施した。

(3) 試験水温と性比

平成2年群を用いて平成3"'4年にか
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波田樹雄・野村元・戒田典久

けて実施した水温別飼育試験 (220C、17

OC、無加温区)終了後、各区の全長・体

重を測定し、開腹による雌雄の確認を行

った。

III.結果

1. 養殖適地調査

・水質はNH4-Nが七尾南湾・ 9月に0.95

'" 1.08μg-at/ .Qとやや高い値となった。

・底質は七尾南湾、西湾とも全硫化物、 C

ODが高く、特に9月は全硫化物が南湾

で0.486mg/~、西湾では0.304mg/ ~と水

産環境水質基準 (0.20mg/~)を上回り、

CODは南湾で16.5mg/~、西湾で16.3mg

/~となった。

2. 養殖試験

(1) 海面養殖試験

・海面養殖区の平均体重は平成6年2月に

1 才魚56.4~ 、 3 才魚99.0"'106.7~ と

なった。また、へい死は 1才魚で冬期に

やや増加したものの全般的に少なく推移

した。

・海面養殖は年齢にかかわらず、水温が比

較的高く静穏な時期は陸上養殖以上の成

績が期待できるが、低水温と波浪の激し

い冬期では、養殖に不利な影響を受け易

いと考えられた。

(2) 海面養殖用種苗育成試験

・冬期の水温を200Cにコントロールして飼

育を行ったところ、平成6年3月3日に

平均体重5.5~ に成長した。

・種苗のサイズにより設定水温を調整する



ことで、効率的に海面養殖用種苗を育成

することが可能であると考えられた。

(3) 飼育水温と性比

・水温条件によらず80"-'90%の高い割合で

雄魚が出現し、水温以外の飼育条件に性

比の変動要因があると考えられた。

〔報告誌名一一平成 5年度特定海域養殖業推進調

査報告書 平成6年 3月 北海道・青森県・秋

田県・石川県〕
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